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学会長からのご挨拶学会長からのご挨拶

健康教育・ヘルスプロモーションと健康政策

　　　第 28 回日本健康教育学会学術大会大会長
 深井保健科学研究所
 深井　穫博

　第 28 回日本健康教育学会学術大会を，2019 年 6 月 29 日（土）～ 30 日（日）の日程で，東京大学本郷キャ
ンパス（医学部研究教育棟・鉄門記念講堂）において開催いたします．
　今大会のテーマは，「健康教育・ヘルスプロモーションと健康政策－健康寿命の延伸に向けて分野
ごとの短期・長期アウトカム評価をどう共有するか－」としました．
　わが国は，急速な人口の高齢化と人口減少，国民皆保険・皆年金をはじめとする社会保障制度の
維持，広がりつつある地域格差と健康格差などの課題に直面しています．世界的にも人口の高齢化の中
でどのようにして人々の健康を維持・増進を図るかということが共通の課題となっています．2015 年
に国連サミットで採択された SDGs（Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標））は，国連
加盟国の 2016 年から 2030 年までの 15 年間の目標となっています．そしてその理念は「誰一人取り残
されない」世界を目指すことであり，17 の目標の中の 3 番目の健康に関する目標には UHC（Universal 
health coverage）が位置づけられています．
　このような背景の中で，わが国において健康教育・ヘルスプロモーションを健康格差縮小のための
公共政策として強化していくことが必要であり，多職種連携の推進が求められています．専門職によ
る支援は，エビデンスに基づく計画と評価の上に行われますが，小児から高齢者に至るライフコース
の中で，必ずしもそのアウトカム評価が職種および分野間で共有されているわけではありません．
　そこで本大会では，健康政策と評価における健康教育・ヘルスプロモーションに関する最新知識・
研究成果と政策動向およびそれらの課題について議論を深めたいと考えています． 
　大会長講演として，「健康寿命の延伸と歯科口腔保健」について話題を提供します．特別講演は，
近藤克則先生（千葉大学）に「健康格差縮小と健康教育・ヘルスプロモーション」をお願いします．
シンポジウムは，「健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開」，「高齢者の健康教育・ヘル
スプロモーション」，「口腔保健と栄養」の 3 つのテーマを設定しました．その他，口演，ポスター，
ラウンドテーブルにおける発表に加えて，若手の会・編集委員会合同企画のモーニングセミナーおよ
びサテライトセミナーを行います．

　皆様のご来場を，大会関係者一同心よりお待ち申し上げます．
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会場へのアクセス
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会場案内図（医学部教育研究棟）
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会場案内図（医学部 3 号館）
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学術大会参加者へのご案内
1．参加受付場所・時間

場所：東京大学本郷キャンパス医学部教育研究棟 14F（〒 113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1）
時間：6 月 29 日（土）8：15 ～ 17：30
　　　6 月 30 日（日）8：15 ～ 15：30

2．参加受付
1 ）「事前登録」されている方
　　 事前送付した参加証（兼、参加費領収証）ならびに講演集をお忘れなくお持ちいただき、当日事前受付

にお越しください。
2 ）「当日登録」の方
　　当日受付にて参加費を納入し、参加証と講演集をお受け取りください。
3 ）「ご招待」および「学会名誉会員」の方
　　受付の総合案内へお越しください。参加証と講演集をお渡しいたします。
　　※ 会場内では参加証（名札）を必ずご着用ください。着用のない方の入場はお断りいたします。

3．参加費（当日登録）および講演集
1 ）参加費　会員 : 8,000 円　／　非会員 : 9,000 円　／　学生（院生・学部生）: 4,000 円
　　※参加費には学術大会講演集 1 冊の費用が含まれております。
2 ）講演集　一冊 2,000 円
　　※別途購入をご希望の方には販売いたします。

4．懇親会
1 ）日　時　6 月 29 日（土）18：00 ～ 20：00
2 ）場　所　カポ・ペリカーノ（医学部教育研究棟 13F）
3 ）参加費　一般：7,000 円／学生：4,000 円
　　※当日参加を希望される方は、大会会場の参加受付にてお申し込みください。

5．学会事務局受付
日本健康教育学会では年会費および新入会員の受付をいたします。

6．その他
1 ）昼食
　　大会では昼食の提供はございません。近隣の飲食施設をご利用ください。
2 ）呼び出し
　　 会場での呼び出し放送はありません。受付付近に連絡板を用意しますのでご利用ください。
3 ）クローク
　　下記の時間帯で、14F・参加受付のとなりにクロークを準備しますのでご利用ください。
　　6 月 29 日（土）8：15 ～ 18：15
　　6 月 30 日（日）8：15 ～ 16：15
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発表者・座長・ファシリテーターの皆様へのご案内

1．発表者（口頭発表）の皆様へ
■発表用データの受付について

一般演題（口演）、シンポジウム、特別講演、教育講演、学会奨励賞講演の発表者
1）  発表用データは USB フラッシュメモリに保存し、教育研究棟 14F の「データ受付」において、

発表されるセッションの 60 分前までにデータを提出ください。
2）  受付でのデータ編集はご遠慮ください。受付後にデータを修正された場合は、再度受付をして

ください。
3） 発表会場ではデータの修正はできませんので、予めご了承ください。
4） 接続トラブルなどの場合に備え、バックアップデータを必ずお持ちください。

ラウンドテーブル（RT）の発表者
発表者は、受付の必要はありません。

■発表用データについて
1） 会場には Windows10 の PC をご用意しております。
2）  発表形式はすべて、PC による発表（１面）のみとなります。  

対応するアプリケーションソフトは Windows 版 PowerPoint 2016 です。どのバージョンで作成
されても、すべてのスライドを PDF 化したデータを作成し、念のためお持ちください。

3）  Macintosh、PowerPoint 以外のソフト、動画をご使用の場合には、必ずご自身の PC をご持参く
ださい。

4） PC 操作についてはページ送り等、発表者自身でおこなってください。

■発表について（一般演題（口演発表））
1）  発表の 20 分前までには発表会場にお入りください。発表の 15 分前になりましたら、会場内「次

演者席」へ、必ずご着席ください。
2） 持ち時間は 1 演題につき 12 分（発表 8 分／質疑応答 4 分）です。
3） 座長の指示に従い時間厳守でお願いいたします。

2．発表者（ポスター発表）の皆様へ
1）  ポスター発表のボードは、幅 90cm ×高さ 210cm です。演題番号を書いた紙、ポスター貼付の

ためのピンは大会側で用意いたします。A0 サイズ（幅 84.1cm ×高さ 118.9cm）程度のポスター
をご用意ください。なおポスターは 1 日目と 2 日目で貼り替えとなります。

2） ポスターの掲示・撤去
1 日目の発表者は 6 月 29 日（土）10：00 ～ 11：00 に指定のボードにポスターを貼付してください。
ポスター発表（責任在席時間）の終了後、18：00 まで撤去してください。
2 日目の発表者は 6 月 30 日（日）9：00 ～ 10：00 に指定のボードにポスターを貼付してください。
ポスター発表（責任在席時間）の終了後、16：30 まで撤去してください。
指定の撤去時間以降に掲示してあるポスターは、大会側で撤去・破棄させていただきます。



− 10−

3） ポスター発表
発表者はそれぞれのポスター発表時間（責任在席時間：60 分間）に自身のポスターの前に立ち、
説明、質疑応答をしてください。
1 日目　6 月 29 日（土）の発表者　16：30 ～ 17：30
2 日目　6 月 30 日（日）の発表者　15：00 ～ 16：00

3．一般口演  座長の皆様へ
1）  担当のセッション開始時間の 15 分前までに各会場にお入りください。担当演題の 5 分前になり

ましたら「次座長席」に必ずご着席ください。
2） 進行は、座長に一任いたします。時間厳守でお願いいたします。
3） 一般演題（口演）の持ち時間は、1 演題 12 分（発表 8 分、質疑応答 4 分）です。

4．ラウンドテーブルの発表者およびファシリテーターの皆様へ
ラウンドテーブルの主役は、発表者、意見交換の主役は、発表者と参加者です。「出会いから交流へ」
の場を意識していただき、抄録の最後に帰された検討課題を中心に、参加者が積極的に意見を述べて、
発表者と交流することを目的としています。

1） 発表者へのお願い
① パソコン、液晶プロジェクターを使用する場合は、発表者自身がご持参のうえ、設営等の準

備をおこなってください。スクリーンはございませんので、映像は備付のホワイトボードま
たは壁に投射してください。

②配付資料がある場合は、発表者において必要部数（30 部程度）をご持参ください。
　事務局ではコピー等、おこなえませんのでご了承ください。
③ ラウンドテーブル（RT）は、1 演題 60 分（発表、質疑応答、入室・退室を含む）です。時間

厳守でお願いします。ただし、前のセッションの都合で開始時刻が遅れた場合に、遅れた時
間分の延長は可能です。

2） ファシリテーターへのお願い
① ファシリテーターは、「出会いから交流へ」の場を意識していただき、抄録の最後に記載され

た検討課題を中心に、参加者からの意見を引き出すようにお願いします。発表者と協力して
参加者とともに有意義な議論の場となるよう討議の開始と進行をおこなってください。

②進行は、ファシリテーターに一任いたします。終了時間厳守でお願いします。
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プログラム
6 月 29日（土）

◆サテライトセミナー	 8：30～ 9：30（B会場：教育研究棟 13F　セミナー室 5）
	 「研究・実践に役立つ健康行動学理論」

　　福田　吉治（帝京大学大学院）
　　戸ヶ里泰典（放送大学）
　　助友　裕子（日本女子体育大学）

◆開　会　式	 10：00～ 10：10（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）

◆学会長講演	 10：10～ 11：00（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
　　座長：吉池　信男（青森県立保健大学）

	 「健康寿命の延伸と歯科口腔保健」
　　深井　穫博（深井保健科学研究所）

◆一般発表（口演）	 11：00～ 12：00（各会場）

◆学会奨励賞講演	 11：05～ 11：55（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
　　座長：福田　吉治（帝京大学）

	 「人とのつながりを活かした運動の取り組みの実践と研究」
　　金森　　悟（東京女子医科大学看護学部、東京医科大学公衆衛生学分野）

	 「食生活リテラシーに基づいた食情報提供方策
	 －情報提供チャネルと情報検索バリアからの検討－」

　　髙泉　佳苗（仙台青葉学院短期大学）

◆総　　　会	 12：45～ 13：35（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）

◆特 別 講 演	 13：45～ 14：40（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
　　座長：深井　穫博（深井保健科学研究所）

	 「健康格差縮小と健康教育・ヘルスプロモーション」
　　近藤　克則（千葉大学予防医学センター）

◆シンポジウムⅠ	 14：50～ 16：30（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
	 「健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開」

　　座長：武見ゆかり（女子栄養大学）
　　　　　安藤　雄一（国立保健医療科学院）
　　演者：宮地　元彦（医薬基盤・健康・栄養研究所）
　　　　　村山　伸子（新潟県立大学）
　　　　　三浦　宏子（国立保健医療科学院）
　　　　　平野　公康（厚生労働省健康局健康課）

◆一般発表（ポスター）	 16：30～ 17：30（E会場：医学部 3号館 1F　N101）
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◆ラウンドテーブル	 17：00～ 17：50（各会場）

◆懇　親　会	 18：00～ 20：00
	 会場：カポ・ペリカーノ（教育研究棟 13階）

6 月 30日（日）

◆モーニングセミナー	 8：00～ 9：00（B会場：教育研究棟 13F　セミナー室 5）
	 「パラグラフ・ライティングの方法論」

　　神馬　征峰（東京大学大学院）

◆一般発表（口演）	 9：00～ 10：36（各会場）

◆ラウンドテーブル	 9：00～ 10：50（各会場）

◆シンポジウムⅡ	 10：40～ 12：10（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
	 「高齢者の健康教育・ヘルスプロモーション」

　　座長：北畠　義典（埼玉県立大学）
　　　　　春山　康夫（獨協医科大学）
　　演者：相田　　潤（東北大学大学院）
　　　　　根本　裕太（東京都健康長寿医療センター研究所、早稲田大学）
　　　　　北畠　義典（埼玉県立大学）

◆各種委員会等	 12：15～ 12：55（各会場）

◆シンポジウムⅢ	 13：00～ 14：30（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）
	 「口腔保健と栄養」

　　座長：深井　穫博（深井保健科学研究所）
　　　　　中西　明美（女子栄養大学）
　　演者：岩崎　正則（九州歯科大学）
　　　　　柳澤　幸江（和洋女子大学）
　　　　　中西　明美（女子栄養大学）
　　　　　深井　穫博（深井保健科学研究所）
指定発言：香川　明夫（女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部）
　　

◆最優秀賞授賞式	 14：30～ 14：35（A会場：教育研究棟 14F　鉄門講堂）

◆一般発表（ポスター）	 15：00～ 16：00（E会場：医学部 3号館 1F　N101）
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一般演題（口演発表）
6 月 29日（土）

	 Ｂ会場（高齢期）11：12～ 12：00
	 座長　赤松　利恵（お茶の水女子大学）、武井　典子（公益財団法人ライオン歯科衛生研究所）

（11：12 ～ 11：24） 
1B1 地域活動参加と主観的健康感に関わる高齢者の特徴

柄澤　美季（お茶の水女子大学）

（11：24 － 11：36）
1B2 高齢者の介護予防を目的としたアクティブ・ラーニング型健康教育介入の持続効果

上村　一貴（富山県立大学）

（11：36 － 11：48）
1B3 高齢者の口腔機能の評価と管理のシステム化と健康教育への応用

武井　典子（公益財団法人ライオン歯科衛生研究所）

（11：48 － 12：00）
1B4 高齢者の口腔衛生管理の新たな取り組み～粘膜ブラシを使用した保健指導の効果～

仲程　尚子（沖縄協同病院） 

	 Ｃ会場（高齢期）11：00～ 11：36	
	 座長　原田　和宏（神戸大学）、遠藤　眞美（日本大学松戸歯学部）

（11：00 ～ 11：12）
1C1 地域在住高齢者における便秘とサルコペニアとの関連－千葉県柏市の高齢者大規模健康 

（柏スタディ）より
高橋　　競（東京大学）

（11：12 ～ 11：24）
1C2 高齢夫婦における健康行動の縦断変化の相互関連性

原田　和弘（神戸大学）

（11：24 － 11：36） 
1C3 住民参加で制作した「健幸かるた」の地域介護予防推進へ活用 

秋山　美紀（慶應義塾大学環境情報学部、慶應義塾大学先端生命科学研究所からだ館）

	 Ｄ会場（小児期）11：00～ 12：00	
	 座長　高橋　浩之（千葉大学）、高澤みどり（市原市保健センター）

（11：00 － 11：12） 
1D1 特別な支援を必要とする子どもの親の被災後の危機意識と行動変容

木村美也子（聖マリアンナ医科大学） 

（11：12 － 11：24） 
1D2 夕食時刻が遅い幼児の生活リズムとその要因の検討

吉井　瑛美（お茶の水女子大学大学院） 

（11：24 － 11：36） 
1D3 離乳食を作る母親は、離乳食に対する悩みの程度によって、ラクラク簡単離乳食づくり 

　　リーフレットの評価は異なるか 
三村　　愛（市貝町役場健康福祉課健康づくり係）   

（11：36 － 11：48） 
1D4 短命市のチャレンジ！子どもの食と健康応援５か年プロジェクト（第１報） 

　　あおもり “ こども食育レッスン 1・2・3 ♪ ” プログラムの開発と協働
種市　靖子（青森市保健所健康づくり推進課） 

（11：48 － 12：00） 
1D5 短命市のチャレンジ！子どもの食と健康応援５か年プロジェクト（第２報） 

　　あおもり “ こども食育レッスン 1・2・3 ♪ ” ～１年目の成果と今後の課題～
大渡美奈見（青森市保健所健康づくり推進課）
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6 月 30日（日）

	 Ａ会場（政策）9：00～ 10：36
	 座長　林　　芙美（女子栄養大学）、大島　克郎（日本歯科大学東京短期大学）

（9：00 － 9：12） 
2A1 日本型学校健康教育システムの有効性検証の開発途上国における実践 

　　－教職員の健康教育意識調査結果－
橋本　節子（畿央大学） 

（9：12 － 9：24） 
2A2 法律で義務づけられている幼児視力検査をスムーズに実施するための導入キット  

　　―1 歳児もランドルト環の視力検査ができた― 
高橋ひとみ（桃山学院大学） 

（9：24 － 9：36） 
2A3 プロセスとしての生きづらさとヘルスプロモーション 

　　－メンタルヘルスイベントの例からの考察－
杉本　　洋（新潟医療福祉大学） 

（9：36 － 9：48） 
2A4 日本人における共食及び孤食と健康・食生活・生活習慣との関連についてのシステマティックレビュー 

衛藤　久美（女子栄養大学） 

	 座長　衛藤　　隆（東京大学名誉教授）、坂神けいこ（ニューヨーク市庁保健精神衛生局）
（9：48 － 10：00） 

2A5 製菓店における POP 広告が消費者の購買行動に与える影響の検討 
五領田小百合（学校法人 辻料理学館、株式会社 辻料理教育研究所、獨協医大 公衆衛生学講座）  

（10：00 － 10：12） 
2A6 住民による運動の場づくりは「運動格差」を縮小するか？ 

甲斐　裕子（公益財団法人 明治安田厚生事業団 体力医学研究所）  

（10：12 － 10：24） 
2A7 地域におけるオーラルフレイル予防の包括的実践の取組みと課題

笠原　美香（五所川原市福祉部、青森県立保健大学大学院）  

（10：24 － 10：36） 
2A8 健康長寿社会の実現を目指した ICT を活用した授業の成果 

　　－保健医療福祉介護栄養 6 分野 2 年生のネットグループ学修
片岡　竜太（昭和大学歯学部） 

	 Ｂ会場（成人期）9：00～ 10：36	
	 座長　小橋　　元（獨協医科大学）、恒石美登里（日本歯科総合研究機構）

（9：00 － 9：12） 
2B1 従業員の健康状態簡易調査票 (BHCQ) の妥当性・信頼性の検討

坂井　裕紀（早稲田大学大学院人間科学研究科） 

（9：12 － 9：24） 
2B2 中小企業従業員における昼食の入手元と汁物摂取頻度との関連

西連地利己（獨協医科大学） 

（9：24 － 9：36） 
2B3 食関連企業の考える「健康な食事」の普及の障害と可能性

齋木　美果（お茶の水女子大学大学院）  

（9：36 － 9：48） 
2B4 重点戦略決定に向け，現場スタッフが参画して実現した RCT 

竹林　正樹（青森県立保健大学大学院） 
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	 座長　福田　　洋（順天堂大学）、山田　智子（新潟県歯科保健協会）
（9：48 － 10：00） 

2B5 行動目標実行度が高いが減量に成功しなかった者の特徴 
行成由美香（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科） 

（10：00 － 10：12） 
2B6 ICT を用いた健康増進サービスの継続利用と生活習慣病予防の予備的評価

松島　龍司（DeSC ヘルスケア株式会社） 

（10：12 － 10：24） 
2B7 事業場における運動の取り組みの中断の実態と関連要因 

金森　　悟（東京女子医科大学看護学部地域看護学／東京医科大学公衆衛生学分野）， 

（10：24 － 10：36） 
2B8 糖尿病外来で握力をはかる 

　　―サルコペニア・フレリルをつくらない疾患教育をめざして―
井上　朱實（ぽらんのひろば井上診療所）

	 Ｃ会場（成人期）9：00～ 10：36	
	 座長　助友　裕子（日本女子体育大学）、高柳　篤史（高柳歯科医院）

（9：00 － 9：12） 
2C1 大学生のヘルスリテラシーと食品選択

細井　陽子（九州女子大学）  

（9：12 － 9：24） 
2C2 女子大学生の栄養素等摂取状況は入学後いかに変化するか 

　　～ 3 か年の縦断調査結果に基づく関連要因の検討～
笠巻　純一（新潟大学） 

（9：24 － 9：36） 
2C3 教師のバーンアウトとポジティブな心理要因との関連性 

　　－首尾一貫感覚とワーク・エンゲイジメントに着目して 
菊池　紘之（中野区立江原小学校／筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

（9：36 － 9：48） 
2C4 外来試食教室における生活習慣の改善とその有効性評価の試み

大西 弘太郎（郡山女子大学） 

（9：48 － 10：00） 
2C5 全国の HIV 感染血友病患者のリハビリテーション勉強会・検診会の参加継続による支援成果

久地井寿哉（社会福祉法人はばたき福祉事業団） 

	 座長　岡　浩一郎（早稲田大学）、伊藤　　奏（東京医科歯科大学）
（10：00 － 10：12） 

2C6 大腸がん検診受診率向上のための適切な健康メッセージの検証 
　　－クラスター無作為割付試験 

小笠原佑吏（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）  

（10：12 － 10：24） 
2C7 筑波大学医学生 CoMed つくばによる中学校でのがん教育

森　陽愛子（筑波大学医学群）

（10：24 － 10：36）
2C8 社会貢献活動を活用したヘルスプロモーションの効果の検証

森　美奈子（京都文教短期大学）
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	 Ｄ会場（小児期）9：00～ 10：36	
	 座長　稲山　貴代（長野県立大学）、吉野　浩一（横浜銀行）

（9：00 － 9：12） 
2D1 小中学生に対する心の健康教育の効果検証 

大脇　花奈（あいち健康の森健康科学総合センター）  

（9：12 － 9：24） 
2D2 栄養教育実習の取り組み 

阪田　直美（精華女子短期大学 食物栄養専攻） 

（9：24 － 9：36） 
2D3 家庭で子どもに調理を教える保護者とその子どもの特徴

渡邉　紗矢（お茶の水女子大学） 

（9：36 － 9：48） 
2D4 単独調理場方式の所沢市立小学校における学校給食の食べ残しの要因の検討 

高橋　澄子（所沢市立第一給食センター）  

	 座長　江川　賢一（東京家政学院大学）、上杉　　剛（三郷市健康推進課）
（9：48 － 10：00） 

2D5 中学校の保健授業におけるピア・インストラクションの実践と効果  
　　―感染症の予防をテーマとして― 

久保　元芳（宇都宮大学） 

（10：00 － 10：12） 
2D6 中高生におけるヘルスリテラシーと生活習慣および関連要因の検討

島村　紗綾（東北大学大学院医学系研究科） 

（10：12 － 10：24） 
2D7 首尾一貫感覚を培うライフスキル教育プログラムの開発  

　　- 高校生における首尾一貫感覚とライフスキルとの関連 - 
山田　浩平（愛知教育大学） 

（10：24 － 10：36） 
2D8 食事中にスマートフォン等を利用しないルールは高校生の食事の楽しさに関連しているのか？

坂本　達昭（熊本県立大学環境共生学科） 



− 17−

一般演題（ポスター発表）
6 月 29日（土）

P01 東北地方の管理栄養士養成課程における歯科保健教育と格差
乾　　明成（青森県中南地域県民局地域健康福祉部）

P02 沖縄県中学生における学校連結性と学力の関連性について
宮城　政也（琉球大学 教育学部）

P03 高校野球部選手に対する米提供を伴う栄養教育効果の検討
首藤　由佳（立命館大学）

P04 高校生硬式野球部における CAN フレームワークを活用した栄養サポートの有効性
上田由喜子（大阪市立大学）

P05 アスリート学生の学業成績に及ぼす心理社会的要因
谷木　龍男（清和大学）

P06 大学生における生活習慣改善と自己管理スキルとの関連性
衞藤　佑喜（兵庫教育大学大学院）

P07 特別支援学校における食育の現状と課題
―ベテラン栄養教諭への面接調査で明らかになったこと―

光藤百合子（兵庫教育大学大学院 連合学校教育学研究科）

P08 大学生における精神的体力・SOC と健康習慣の関連性
水野　哲也（東京医科歯科大学）

P09 特定保健指導継続支援における行動科学的アプローチの質的研究
五味　郁子（神奈川県立保健福祉大学）

P10 宅配便ドライバーの食事内容の実態調査
上田茉莉子（お茶の水女子大学大学院）

P11 健幸なまちづくりに向けたコミュニティデザインの検討
―身体活動推進からのアプローチ―

梅木　彰子（国際医療福祉大学福岡看護学部）

P12 身体活動を周囲に推奨する高齢者の特徴と動機要因
―ふじさわプラス ･ テンプロジェクト 地域高齢者グループにおける混合研究― 

伊藤　智也（慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科）

P13 地域在住高齢者を対象とした複合的認知機能低下予防プログラムの効果検証：無作為化比較対照試験
根本　裕太（東京都健康長寿医療センター研究所／早稲田大学）

P14 摂取食品数・食品群数と栄養素等摂取量及び食費との関連
小島　　唯（新潟県立大学）

P15 30 歳代の食生活リテラシーと子どもの頃に家庭で受けた食教育との関連
髙泉　佳苗（仙台青葉学院短期大学）

P16 市町村国保の特定健診受診者における ultra-processed foods の利用と食行動との関連
小岩井　馨（女子栄養大学）

P17 乳がん検診の選好の構造に影響を及ぼす要因の検討
田口　良子（鎌倉女子大学）

P18 シニア健康教育参加意志と生活の質ドメインの関係に関する基礎研究
スーディ　神崎　和代（いわき明星大学）

P19 I 市における低い子宮頸がん検診率の要因の検討
小池　朝子（医療創生大学）
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P20 高齢者が「互助」としての地域活動に主体的に取り組むまでのプロセスとその促進要因の探索
馬場　　文（滋賀県立大学）

P21 高齢外来患者における食物アクセスと食生活の関係に関する質的検討
— 都内 T 病院リハビリテーション科外来患者の事例 ― 

鈴木　彩香（元女子栄養大学大学院）

P22 A decay-of-impact pattern of change after health education： occurence, onset, and size 
Park Min Jeong（Konyang University）

P23 中・高所得国における農林漁業体験と食・健康との関連
　　：レビュー論文のシステマティックレビュー

町田　大輔（高崎健康福祉大学）

P24 日本人における農林漁業体験と食・健康との関連
　　：システマティックレビュー

串田　　修（静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科）

P25 ネパール歯科医療協力会の母子保健活動 30 年のあゆみ
大野　秀夫（ネパール歯科医療協力会）

P26 口腔の補助的清掃用具の使用行動に対する Transtheoretical Model の適用
尼崎　光洋（愛知大学）

P27 定食を提供する飲食店責任者は利用者の健康をどのように考えているか
新保　みさ（長野県立大学）

P28 保健協力員の活動満足感・負担感の現状と影響要因
千葉　敦子（青森県立保健大学 健康科学部　看護学科）

P29 触覚を用いた健康教育の理論学習の試み
守山　正樹（日本赤十字九州国際看護大学／ NPO 法人ウェルビーイング）

P30 Network Development through Dementia Supporters Training among Japanese American 
Communities in the East Coast of US

Sakagami Keiko（NYCDOHMH）
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6 月 30日（日）
P31 大学１年生におけるロコモ度と心の健康度の関連についての検討

新野　弘美（帝塚山学院大学）

P32 女子大学生のスマートフォンの使用時間と食事時間との関連性
三澤　朱実（東京家政学院大学）

P33 中高の保健教科書における意思決定課題の特性
　　－速・遅，選択肢，結果予想等の分析－

西岡　伸紀（兵庫教育大学大学院）

P34 大学生における医療機関受診の先延ばしに関する実態
荒井　信成（白鴎大学）

P35 「保健師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度」を用いた看護系大学生の地域診断の 
　　実践能力に関する検討

仲下祐美子（大阪医科大学）

P36 運動量・性差とレジリエンスの関係
　　―医療系専門学校生を対象とした調査―

生方　　剛（上尾中央医療専門学校）

P37 健康リスク認知方略への気づき
　　～健康リスクイベント発生確率推測値の調査～

武田龍一郎（宮崎大学、医療法人慈光会 宮崎若久病院）

P38 学校メールを用いた中学生保護者向け食育情報伝達
　　 ‐ ２年間の評価 ‐

北口　真穂（大阪市立大学）

P39 助産師による中学生への性教育実践報告
　　―公立中学３年生へのアンケートの分析結果より―

田中　成子（たなかや助産院）

P40 児童向けがん予防を含む生活習慣病予防のための栄養教育教材の検討
　　～質問紙調査より

海老原泰代（千葉県立保健医療大学）

P41 「1 日の計は朝にあり」にから始まる多様な力をもつ大学生の育成支援
　　～朝食プログラムの試み（アンケート調査からの評価）～ 

川北久美子（南九州大学）

P42 保健医療福祉系大学新入生の地域演習と社会的スキル、コミュニティ意識
古川　照美（青森県立保健大学）

P43 学生同士の支え合いをテーマとした Peer education の効果
大島　紀人（東京大学）

P44 スポーツ合宿所におけるミルキーみそを活用したセットメニューの作成および評価
山内美智子（南九州大学）

P45 地域に貢献できる管理栄養士の育成
　　～「地元とつながる人材育成支援事業」の取組～ 

杉尾　直子（南九州大学） 

P46 NPO 法人日本健康教育士養成機構 2018 年度サマーセミナー
　　「学校・職域・地域におけるこころの健康づくり」実践報告

野田　智子（特定非営利活動法人 日本健康教育士養成機構）

P47 保育者養成校の学生に対する動作法プログラムの実践
島袋　　桂（沖縄国際大学）
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P48 2019 年におけるネパールでの健康観調査
上村沙紀子（ネパール歯科医療協力会（ADCN）, 富士ゼロックス株式会社）

P49 ネパールにおける口腔保健人材育成の推移
蒲地世史郎（ネパール歯科医療協力会）

P50 ネパールにおけるフッ化物洗口の推移と現状
矢野　裕子（ネパール歯科医療協力会）

P51 ネパール歯科医療協力会（ADCN）こどものこころプロジェクト
松岡奈保子（ネパール歯科医療協力会（ADCN）, 松岡歯科医院）

P52 従業員食堂における健康づくり活動のプロセス評価
鈴木　朋子（大阪樟蔭女子大学）

P53 総合健保と加入事業所におけるコラボ健康教育の実践例
松原　郁実（デパート健康保険組合）

P54 社会福祉施設版避難所運営ゲーム試行の評価
北村　弥生（国立障害者リハビリテーションセンター研究所）

P55 職域における重症化予防の取組み
　　～血圧治療を開始した事例の行動要因を探る試み～ 

嶋村　弘美（ライオン株式会社）

P56 職域から地域へ帰っていく年齢層にある対象者への健康支援に関する検討
田中　格子（デパート健康保険組合）

P57 A 県地域高齢者に対するフレイル予防にむけた栄養プログラムの実践報告
森山　洋美（青森中央短期大学食物栄養学科）

P58 離島在住高齢者を対象とした映像による運動の効果
丸山　裕司（東海学園大学）

P59 神奈川県厚木児童相談所一時保護所の児童への歯科保健教育実施の評価
渡辺　晃子（神奈川県厚木保健福祉事務所
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一般演題（ラウンドテーブル）
6 月 29日（土）

R1	 17：00～ 17：50（B	会場　研究教育棟　13F　セミナー室	5）

困難な状況下でも良好なライフスタイルを実践する女性たちの問題解決法の解明に関する探索的検討
－シングルマザーに焦点を当てて－

大淵　裕美（奈良学園大学）

R2	 17：00～ 17：50（C	会場　研究教育棟　13F　セミナー室	7）	

なぜ、学校事故は繰り返されるのか
義務教育における教員のヘルスリテラシーの実状とその改善策の検証

橘　那由美（滋賀文教短期大学）

R3	 17：00～ 17：50（D	会場　研究教育棟　13F　セミナー室	8）	

ナッジを活用したヘルスリテラシー向上の方法
江口　泰正（産業医科大学 産業保健学部） 

R4	 17：00～ 17：50（F	会場　医学部 3号館　1F　S101）

地方創生を目的としたボーダレスフィットネス事業による世代間交流の試み
佐野　京子（株式会社愛カンパニー）

R5	 17：00～ 17：50（G	会場　医学部 3号館　1F　S102）

三好市ボーダレスフィットネス事業参加者における食行動変容
佐々木夏子（NPO 法人かえるハーモニー）

R6	 17：00～ 17：50（H	会場　医学部 3号館　1F　S106）

健康経営物語：
ナラティブな視点で考える設計事務所における約 20 年間の職域ヘルスプロモーションの実践

福田　　洋（順天堂大学　医学部　総合診療科）

6 月 30日（日）
R7	 9：00～ 9：50（F会場　医学部 3号館　1F　S101）

乳幼児健康診査事業に関連した「すこやか親子 21（第 2 次）」の指標のひとつ
「仕上げ磨きをする親の割合」について多職種で考える

髙澤みどり（市原市 子育てネウボラセンター）

R8	 9：00～ 9：50（G	会場　医学部	3	号館　1F　S102）

小学校での姿勢教育事業を経た次への展開
河野　圭介（公益社団法人地域医療振興協会 真鶴町国民健康保険診療所） 

R9	 9：00～ 9：50（H会場　医学部	3	号館　1F　S106）

スポーツ教育における STEAM 教育の開発
Edtech によるタグラグビーの学習指導過程の検証を通して

山羽　教文（株式会社 FIELD OF DREAMS）
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R10	 10：00～ 10：50（F会場　医学部 3号館　1F　S101）	

コモンリスクファクターアプローチを考える
安藤　雄一（国立保健医療科学院）

R11	 10：00～ 10：50（G会場　医学部 3号館　1F　S102）

「こころの健康づくり」における健康教育士の役割と可能性について考える
柳田　美子（特定非営利活動法人 日本健康教育士養成機構）



学会長講演 

特別講演 

学会奨励賞講演 

シンポジウム Ⅰ 

シンポジウム Ⅱ 

シンポジウム Ⅲ 

サテライトセミナー 

モーニングセミナー



 
【指定演題】 

 
⫼ᬒ 

᪥本人のᖹᆒᑑは⏨性����ṓ，ዪ性

����ṓであり，��ṓの⏕Ꮡ⋡でࡳるとࡑ

れࡒれ����㸣࠾よࡧ����㸣となࡗた．し

かしながら，᪥本人の健ᗣᑑとᖹᆒ

ᑑとの㛫には⏨性で⣙�年，ዪ性では

⣙��年の㛤きがある． 
高齢化は社会保障ไᗘの⥔ᣢのため

の㈈ᨻ㈇ᢸをࡶたらすので，健ᗣ長ᑑ

社会を㐩成するࡇとは国Ẹのᕼᮃであ

るとඹに，国の健ᗣᨻ策のᰕの୍つと

なࡗている．ࡇのᨻ策┠ᶆの୰で，⏕

活⩦័病（㠀ឤᰁ性ᝈ� 
1RQ�FRPPXQLFDEOH GLVHDVHV� 1&'V）と要

介護状ែ・ࣝࣞࣇのண㜵は欠かすࡇ

とのできない┠ᶆである．  
 

エビデンス 

健ᗣᑑと歯科口腔保健との関ಀに

ついて，㐠動・ᰤ㣴・ఇ㣴等の健ᗣቑ

進ᅉᏊと⏕活⩦័病（1&'V）と要介護

ཎᅉなどの健ᗣ㜼害ᅉᏊとの関ಀか

ら，学研究をはࡌめエビデンスが

✚してきている． 歯科口腔保健が健ᗣ

長ᑑにᐤする࣓࣒ࢬࢽ࢝は，㣗⏕

活・ᰤ㣴に関ࢃるࡶのと，口腔⾨⏕状

ែのᝏ化や歯࿘病をはࡌめとする口腔

に㉳ᅉするᣢ⥆的⅖がཎᅉと⪃えら

れる� 
歯・口の健ᗣ状ែを♧す指ᶆとして

最ࡶᗈく用いられる歯ᩘは健ᗣな㣗⏕

活をႠୖࡴで┤᥋的なᙳ㡪をཬࡰす．

また歯をኻうなཎᅉはう蝕と歯࿘病

が㔜化した⤖ᯝなので，長期㛫にࢃ

たるࡇれらのᝈが✚したᙳ㡪を♧

す．  
えࡤ��ṓ以ୖを対㇟とした��年㛫

の㏣㊧ㄪᰝで，しࡗかりჶࡴために必

要な歯ᩘを有している人はࡑうでない

人に比て⣙���ಸ⏕Ꮡ⋡が高くなࡗて

いる（)XNDL.ら� ����）．また，1&'V
についてࡶ，歯࿘病や歯ᩘと⢾ᒀ病，

がࢇ，⬻⾑⟶ᝈなどの⏕活⩦័病

（1&'V）や⫧‶などࡑのࣜスࢡとの関

ಀࡶሗ࿌されるようになࡗている．全

国の歯科ᝈ者⣙�人を�年㛫㏣㊧した

最㏆のሗ࿌でࡶ，歯ᩘがከい人では᫂

らかに⏕活⩦័病のⓎ病ࣜスࢡがపୗ

し，定期歯科ཷ診をしている人でࡑࡶ

うでない人に比てࡑのഴ向がࡳられ

る（῝ら，����）． 
要介護状ែのཎᅉとの関ಀでは，��

ṓ以ୖを対㇟とした㏣㊧ㄪᰝでఱでࡶ

ჶめる人に比てჶめるࡶのにไ限が

ある人は，要介護状ែになるࣜスࢡが 
���ಸに高まる（$LGD -� ����）．ㄆ▱

との関ಀでࡶ，�年㛫の㏣㊧ㄪᰝで歯が

��本以ୖある人に比て⮬ศの歯が

とࢇどなく⩏歯ࡶ使ࡗていない人は���
ಸㄆ▱になるࣜスࢡが高い

 ᗣᑑのᘏఙṑ⛉ཱྀ⭍ಖ 

 

῝ ۑ
かࡩ


い

 ✭
かく

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤᡤ） 

 
【指定演題】 

（<DPDPRWR 7� ����）．ࣝࣞࣇとの関

ಀを♧した最㏆のㄪᰝでは，��ṓ以ୖ

の高齢者を対㇟としたㄪᰝで，ձ༙年

๓に比てかたいࡶのがჶࡳにくくな

とがあࡇるࡏࡴⲔやỒ≀で࠾た，ղࡗ

る，ճ現在の歯ᩘが��本ᮍ‶，մ⯉

のపୗ，յჶࡴຊがᙅい，ն⯉のຊが

ᙅい，という�項┠のうࡕ�項┠以ୖヱ

ᙜする人を࢜ーࣛࣝࣝࣞࣇと定⩏し

たሙྜ，�年㛫の㏣㊧ㄪᰝで，࢜ーࣛࣝ

うでない人に比ࡑの人はࣝࣞࣇ

て，㌟య的ࣝࣞࣇで���ಸ，⏕Ꮡ⋡で

���ಸࣜスࢡが高まる（7DQDND 7� ����）． 
  
健ᗣ策 

 歯科口腔保健の健ᗣ策に࠾ける

⨨࡙けは，歯科口腔保健の᥎進に関す

る法ᚊ（����年ไ定）に基࡙き，健ᗣ

᪥本��（➨�次）（����㸫����年）以降，

健ᗣᑑᘏఙ，1&'Vண㜵࠾よࡧ高齢者

の健ᗣ保ᣢに㐠動，ᰤ㣴・㣗⏕活，⚗

↮，㣧㓇にຍえて歯科口腔保健が基本

要⣲と⨨࡙けられている．ࡇの୰でࠊ

歯・口腔の健ᗣ指ᶆはࠊ高齢者の咀嚼

状況ࠊ歯の႙ኻ状況ࠊ୰高年の歯࿘病ࠊ

ᑠ児のう蝕ࠊ歯科検診（健診）ཷ診状

況が用いられている． 
策の動向をࡳると，ࡇのような歯

科༢⊂の指ᶆをᨻ策評価に⨨࡙ける

័⩦けでなく，歯科口腔保健が⏕活ࡔ

病（1&'V）と要介護・ࣝࣞࣇண㜵の

策の୰に⤌ࡳ㎸まれるようになࡗて

いる．すなࡕࢃ， 
(1) がࢇ策㸸がࢇ診療の㉁を高めるために

（እ科療法，化学療法，ᨺᑕ⥺療法の有

害事㇟のண㜵），がࢇ専㛛病院と地域の

歯科医療機関の全国医科歯科連携事ᴗ

（2013㸫） 

(2) ㄆ ▱   策 （ ᪂ ࢜ ࣞ ン ࢪ ࣉ ࣛ ン

2015-2025）㸸ㄆ▱࠾よࡧㄆ▱機能のప

ୗのⓎண㜵・早期Ⓨぢに࠾ける地域歯

科医療機関のᙺが᫂♧ 

(3) ⢾ᒀ病策㸸⢾ᒀ病性⭈の㔜化ண㜵

㣗⏕活ࡧよ࠾に，歯࿘病ண㜵࣒ࣛࢢࣟࣉ

指ᑟの改ၿのための口腔機能の評価を

行うࡇとが基本的⪃え方となࡗた 

(2016–) 
(4) 高齢者ࣝࣞࣇ策㸸高齢者の保健指ᑟ

の࣒ࣛࢢࣟࣉに口腔機能の保ᣢ・ቑ進が

⨨࡙け（2017-） 

(5) ࣓タࢩࢡࢵࣜ࣎ンࣟࢻー࣒（NCD㹱ண㜵）

策㸸40 ṓ以ୖの全⿕保㝤者に対する健

診・保健指ᑟ࣒ࣛࢢࣟࣉに歯科口腔の評

価が⨨࡙け（2018-） 

 

のように，エビデンスに基࡙き歯ࡇ

科口腔保健を健ᗣ長ᑑに関ࢃるᨻ策に

⨨࡙けるࡇとに進ᒎがࡳられる୍

方，ࡑのᨻ策がࡶたらす医療経῭ຠᯝ

の検ド等はまࡔ不༑ศである． 
のような状況を踏まえて，本講演でࡇ

は，健ᗣᑑのᘏఙに࠾ける歯科口腔

保健に関するエビデンス࠾よࡧከ職✀

連携を踏まえたᨻ策ୖのㄢ題について

⪃える．  
略歴 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail； IuNaiN@IihV.org） 
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【学会長講演】



 
【指定演題】 

 
⫼ᬒ 

᪥本人のᖹᆒᑑは⏨性����ṓ，ዪ性

����ṓであり，��ṓの⏕Ꮡ⋡でࡳるとࡑ

れࡒれ����㸣࠾よࡧ����㸣となࡗた．し

かしながら，᪥本人の健ᗣᑑとᖹᆒ

ᑑとの㛫には⏨性で⣙�年，ዪ性では

⣙��年の㛤きがある． 
高齢化は社会保障ไᗘの⥔ᣢのため

の㈈ᨻ㈇ᢸをࡶたらすので，健ᗣ長ᑑ

社会を㐩成するࡇとは国Ẹのᕼᮃであ

るとඹに，国の健ᗣᨻ策のᰕの୍つと

なࡗている．ࡇのᨻ策┠ᶆの୰で，⏕

活⩦័病（㠀ឤᰁ性ᝈ� 
1RQ�FRPPXQLFDEOH GLVHDVHV� 1&'V）と要

介護状ែ・ࣝࣞࣇのண㜵は欠かすࡇ

とのできない┠ᶆである．  
 

エビデンス 

健ᗣᑑと歯科口腔保健との関ಀに

ついて，㐠動・ᰤ㣴・ఇ㣴等の健ᗣቑ

進ᅉᏊと⏕活⩦័病（1&'V）と要介護

ཎᅉなどの健ᗣ㜼害ᅉᏊとの関ಀか

ら，学研究をはࡌめエビデンスが

✚してきている． 歯科口腔保健が健ᗣ

長ᑑにᐤする࣓࣒ࢬࢽ࢝は，㣗⏕

活・ᰤ㣴に関ࢃるࡶのと，口腔⾨⏕状

ែのᝏ化や歯࿘病をはࡌめとする口腔

に㉳ᅉするᣢ⥆的⅖がཎᅉと⪃えら

れる� 
歯・口の健ᗣ状ែを♧す指ᶆとして

最ࡶᗈく用いられる歯ᩘは健ᗣな㣗⏕

活をႠୖࡴで┤᥋的なᙳ㡪をཬࡰす．

また歯をኻうなཎᅉはう蝕と歯࿘病

が㔜化した⤖ᯝなので，長期㛫にࢃ

たるࡇれらのᝈが✚したᙳ㡪を♧

す．  
えࡤ��ṓ以ୖを対㇟とした��年㛫

の㏣㊧ㄪᰝで，しࡗかりჶࡴために必

要な歯ᩘを有している人はࡑうでない

人に比て⣙���ಸ⏕Ꮡ⋡が高くなࡗて

いる（)XNDL.ら� ����）．また，1&'V
についてࡶ，歯࿘病や歯ᩘと⢾ᒀ病，

がࢇ，⬻⾑⟶ᝈなどの⏕活⩦័病

（1&'V）や⫧‶などࡑのࣜスࢡとの関

ಀࡶሗ࿌されるようになࡗている．全

国の歯科ᝈ者⣙�人を�年㛫㏣㊧した

最㏆のሗ࿌でࡶ，歯ᩘがከい人では᫂

らかに⏕活⩦័病のⓎ病ࣜスࢡがపୗ

し，定期歯科ཷ診をしている人でࡑࡶ

うでない人に比てࡑのഴ向がࡳられ

る（῝ら，����）． 
要介護状ែのཎᅉとの関ಀでは，��

ṓ以ୖを対㇟とした㏣㊧ㄪᰝでఱでࡶ

ჶめる人に比てჶめるࡶのにไ限が

ある人は，要介護状ែになるࣜスࢡが 
���ಸに高まる（$LGD -� ����）．ㄆ▱

との関ಀでࡶ，�年㛫の㏣㊧ㄪᰝで歯が

��本以ୖある人に比て⮬ศの歯が

とࢇどなく⩏歯ࡶ使ࡗていない人は���
ಸㄆ▱になるࣜスࢡが高い

 ᗣᑑのᘏఙṑ⛉ཱྀ⭍ಖ 

 

῝ ۑ
かࡩ


い

 ✭
かく

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤᡤ） 

 
【指定演題】 

（<DPDPRWR 7� ����）．ࣝࣞࣇとの関

ಀを♧した最㏆のㄪᰝでは，��ṓ以ୖ

の高齢者を対㇟としたㄪᰝで，ձ༙年

๓に比てかたいࡶのがჶࡳにくくな

とがあࡇるࡏࡴⲔやỒ≀で࠾た，ղࡗ

る，ճ現在の歯ᩘが��本ᮍ‶，մ⯉

のపୗ，յჶࡴຊがᙅい，ն⯉のຊが

ᙅい，という�項┠のうࡕ�項┠以ୖヱ

ᙜする人を࢜ーࣛࣝࣝࣞࣇと定⩏し

たሙྜ，�年㛫の㏣㊧ㄪᰝで，࢜ーࣛࣝ

うでない人に比ࡑの人はࣝࣞࣇ

て，㌟య的ࣝࣞࣇで���ಸ，⏕Ꮡ⋡で

���ಸࣜスࢡが高まる（7DQDND 7� ����）． 
  
健ᗣ策 

 歯科口腔保健の健ᗣ策に࠾ける

⨨࡙けは，歯科口腔保健の᥎進に関す

る法ᚊ（����年ไ定）に基࡙き，健ᗣ

᪥本��（➨�次）（����㸫����年）以降，

健ᗣᑑᘏఙ，1&'Vண㜵࠾よࡧ高齢者

の健ᗣ保ᣢに㐠動，ᰤ㣴・㣗⏕活，⚗

↮，㣧㓇にຍえて歯科口腔保健が基本

要⣲と⨨࡙けられている．ࡇの୰でࠊ

歯・口腔の健ᗣ指ᶆはࠊ高齢者の咀嚼

状況ࠊ歯の႙ኻ状況ࠊ୰高年の歯࿘病ࠊ

ᑠ児のう蝕ࠊ歯科検診（健診）ཷ診状

況が用いられている． 
策の動向をࡳると，ࡇのような歯

科༢⊂の指ᶆをᨻ策評価に⨨࡙ける

័⩦けでなく，歯科口腔保健が⏕活ࡔ

病（1&'V）と要介護・ࣝࣞࣇண㜵の

策の୰に⤌ࡳ㎸まれるようになࡗて

いる．すなࡕࢃ， 
(1) がࢇ策㸸がࢇ診療の㉁を高めるために

（እ科療法，化学療法，ᨺᑕ⥺療法の有

害事㇟のண㜵），がࢇ専㛛病院と地域の

歯科医療機関の全国医科歯科連携事ᴗ

（2013㸫） 

(2) ㄆ ▱   策 （ ᪂ ࢜ ࣞ ン ࢪ ࣉ ࣛ ン

2015-2025）㸸ㄆ▱࠾よࡧㄆ▱機能のప

ୗのⓎண㜵・早期Ⓨぢに࠾ける地域歯

科医療機関のᙺが᫂♧ 

(3) ⢾ᒀ病策㸸⢾ᒀ病性⭈の㔜化ண㜵

㣗⏕活ࡧよ࠾に，歯࿘病ண㜵࣒ࣛࢢࣟࣉ

指ᑟの改ၿのための口腔機能の評価を

行うࡇとが基本的⪃え方となࡗた 

(2016–) 
(4) 高齢者ࣝࣞࣇ策㸸高齢者の保健指ᑟ

の࣒ࣛࢢࣟࣉに口腔機能の保ᣢ・ቑ進が

⨨࡙け（2017-） 

(5) ࣓タࢩࢡࢵࣜ࣎ンࣟࢻー࣒（NCD㹱ண㜵）

策㸸40 ṓ以ୖの全⿕保㝤者に対する健

診・保健指ᑟ࣒ࣛࢢࣟࣉに歯科口腔の評

価が⨨࡙け（2018-） 

 

のように，エビデンスに基࡙き歯ࡇ

科口腔保健を健ᗣ長ᑑに関ࢃるᨻ策に

⨨࡙けるࡇとに進ᒎがࡳられる୍

方，ࡑのᨻ策がࡶたらす医療経῭ຠᯝ

の検ド等はまࡔ不༑ศである． 
のような状況を踏まえて，本講演でࡇ

は，健ᗣᑑのᘏఙに࠾ける歯科口腔

保健に関するエビデンス࠾よࡧከ職✀

連携を踏まえたᨻ策ୖのㄢ題について

⪃える．  
略歴 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail； IuNaiN@IihV.org） 
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【指定演題】

【はじめに】 

「健康寿命の延伸」を目標とした「健康

日本21（第1次）」（2000－2010）では生

活習慣が重視された。2000年代になって日

本国内にも無視できない健康格差がある

ことや健康の社会的決定要因の重要性が

報告され，健康行動の変容が容易でないこ

とが共有された。それらを受けた「健康日

本21（第2次）」（2013－2023）では，そ

の基本的方向として「健康寿命の延伸」に

「健康格差の縮小」が加えられた。健康格

差の縮小をめざすとき，健康教育には見直

しが必要になる。その内容・対象について

考えたい。	

【健康教育の見直しの必要性】 

システマティックレビューによると，カ

ウンセリングや健康教育は，高血圧や糖尿

病の診断を受けている集団（二次予防）に

は効果が見られるが，一般集団（一次予

防㸧 には短期効果はあっても長期の死亡

率抑制の有意な効果はない。しかも，健康

教室には，社会経済階層（SES）が高いも

のほど参加していることから，効果がある

場合には健康格差を広げる恐れがある。	

【見直しの方向：内容と対象】 

いっそう効果が大きな二次予防の教育

・行動変容の手法開発と共に，「暮らして

いるだけで健康になる環境づくり」という

ゼロ次予防志向のヘルスプロモーション

に向けた健康教育の見直しが必要と思わ

れる。	

まず内容においては，本人の自覚・努力

による行動変容のみならず，環境の選択や

質の向上の重要性を加えることである。具

体的には，公共的空間の禁煙などの法規制

や建造環境（built	environment），ソー

シャル・キャピタルなどの職域・地域環

境， ライフコースなどの生育環境，情報

環境など非ヘルスセクターが形成している

環境要因による健康影響が明らかにされて

きている。	

健康教育の対象も見直しが必要になる。

新たに対象にすべきは，健康的な環境をつ

くり出す非ヘルスセクターの専門職や政

策担当者，そしてメディアを含む事業者な

どである。一般集団における健康教育の効

果が乏しかった背景にある健康知識の普

及・飽和は，その成功事例と見ることもで

きる。またヘルスセクターの専門職・政策

担当者も，健康に良い環境づくりの実践と

それを保障する制度・政策形成のための多

部門連携の重要性，そのために有効な「見

える化」等の方法についても研究開発・教

育・学習する必要がある。	

文献：近藤克則：健康格差社会への処方

箋．医学書院，2017	

略歴	

1983年千葉大学医学部卒業，2014年から千葉大学	予防医学センタ 

ー	教授，2016年から国立長寿医療研究センター	部長併任	

（E-mail；team-kk.cpms@chiba-u.jp）

健康格差縮小と健康教育・ヘルスプロモーション 

○近藤克則（千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門/
国立長寿医療研究センター 老年学・社会科学研究センター 老年学評価研究部長）	
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【特別講演】



MEMO【指定演題】

【はじめに】 

「健康寿命の延伸」を目標とした「健康

日本21（第1次）」（2000－2010）では生

活習慣が重視された。2000年代になって日

本国内にも無視できない健康格差がある

ことや健康の社会的決定要因の重要性が

報告され，健康行動の変容が容易でないこ

とが共有された。それらを受けた「健康日

本21（第2次）」（2013－2023）では，そ

の基本的方向として「健康寿命の延伸」に

「健康格差の縮小」が加えられた。健康格

差の縮小をめざすとき，健康教育には見直

しが必要になる。その内容・対象について

考えたい。	

【健康教育の見直しの必要性】 

システマティックレビューによると，カ

ウンセリングや健康教育は，高血圧や糖尿

病の診断を受けている集団（二次予防）に

は効果が見られるが，一般集団（一次予

防㸧 には短期効果はあっても長期の死亡

率抑制の有意な効果はない。しかも，健康

教室には，社会経済階層（SES）が高いも

のほど参加していることから，効果がある

場合には健康格差を広げる恐れがある。	

【見直しの方向：内容と対象】 

いっそう効果が大きな二次予防の教育

・行動変容の手法開発と共に，「暮らして

いるだけで健康になる環境づくり」という

ゼロ次予防志向のヘルスプロモーション

に向けた健康教育の見直しが必要と思わ

れる。	

まず内容においては，本人の自覚・努力

による行動変容のみならず，環境の選択や

質の向上の重要性を加えることである。具

体的には，公共的空間の禁煙などの法規制

や建造環境（built	environment），ソー

シャル・キャピタルなどの職域・地域環

境， ライフコースなどの生育環境，情報

環境など非ヘルスセクターが形成している

環境要因による健康影響が明らかにされて

きている。	

健康教育の対象も見直しが必要になる。

新たに対象にすべきは，健康的な環境をつ

くり出す非ヘルスセクターの専門職や政

策担当者，そしてメディアを含む事業者な

どである。一般集団における健康教育の効

果が乏しかった背景にある健康知識の普

及・飽和は，その成功事例と見ることもで

きる。またヘルスセクターの専門職・政策

担当者も，健康に良い環境づくりの実践と

それを保障する制度・政策形成のための多

部門連携の重要性，そのために有効な「見

える化」等の方法についても研究開発・教

育・学習する必要がある。	

文献：近藤克則：健康格差社会への処方

箋．医学書院，2017	

略歴	

1983年千葉大学医学部卒業，2014年から千葉大学	予防医学センタ 

ー	教授，2016年から国立長寿医療研究センター	部長併任	

（E-mail；team-kk.cpms@chiba-u.jp）

健康格差縮小と健康教育・ヘルスプロモーション 

○近藤克則（千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門/
国立長寿医療研究センター 老年学・社会科学研究センター 老年学評価研究部長）	
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

⮬ศの入院にࠊあるᝈ者とのฟ会いを

きࡗかけに┳護の関ᚰをᣢࡗたࠋ⦆ࢣ

/42ࠕࠊを㏻しࢸンࣛ࣎の を高める

ാきかけをࡗࡶࠊとⱝいうࡕからఱかでき

ないのかࠖというၥをࡶとにࠊᐇ㊶現ሙ

や研究のୡ⏺に足を踏ࡳ入れたࡇࠋれまで

をり㏉るとࠊ㠀常にከくのඛ⏕方にࡈ指

ᑟをいたࡔいてきたࠋ本✏ではࡑのような

ฟ会いやࡑࠊの୰で⏕ࡳฟすࡇとのできた

研究成ᯝについてሗ࿌するࠋ 

【◊✲⏕ά࡛ฟࡗた�ேのඛ⏕】 

 大学༞ᴗᚋࠊ㡰ኳᇽ医院にて┳護師とし

てᚰ⮚ࣜࣁビࣜࢸーࣙࢩンや⢾ᒀ病の教

⫱入院のᝈ者の保健指ᑟに携ࡗࢃたࡑࠋ

の୰でฟ会ࡗたのが福⏣ὒඛ⏕（㡰ኳᇽ大

学）であるࠋさࡱࢇ会（ከ職✀⏘ᴗ保健研

究会）に࠾ㄏいいたࡔいたࡇとでࠊ⏘ᴗ保

健や研究の関ᚰをᣢつࡇとができたࡑࠋ

のᚋࡶ福⏣ඛ⏕には研究指ᑟࡔけでなくࠊ

ᐇ㊶と研究の୧方に࠾ける▱㆑やጼໃを

学ࡏࡤていたࡔいているࠋ 

さࡱࢇ会での大きなฟ会いとなࡗたの

が⏥ᩫ⿱Ꮚඛ⏕（᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋయຊ

医学研究ᡤ）であるࠋ⏥ᩫඛ⏕には研究の

道に進ࡴきࡗかけをいたࡔきࡑࠊのᚋࡶඹ

ྠ研究者としてᵝࠎな研究のࡈ指ᑟを

いたࡔいているࡑࠋの1つにࠊある〇㐀ᴗ

の事ᴗሙに࠾いてࠊ保健師と健ᗣ᥎進ဨࠊ

እ部の㐠動の専㛛ᐙが連携してయ᧯教ᐊ

を㛤ദしたྲྀり⤌ࡳがあるࠋ事ᴗሙෆのປ

ാ者から㑅ࡤれた健ᗣ᥎進ဨがእ部の㐠

動の専㛛ᐙからయ᧯指ᑟを学ࠊࡧ事ᴗሙの

ປാ者向けにయ᧯教ᐊを㛤ദしたࡶので

あるࠋཧຍ者の⫪ࡇりや⭜③が改ၿしࠊさ

らに健ᗣ᥎進ဨの⫯定的な評価がከく

ᚓられた（㔠᳃.᪥健教ㄅ 2014�22���� 

ンのࣙࢩーࣔࣟࣉスࣝ࣊職域ࠋ（ 22�-2�4

㔜要性をᐇឤするࡇとのできた㈗㔜な経

㦂であࡗたࠋ 

⏥ᩫඛ⏕にࡈ⤂介いたࡔいたのがᙜ

の早✄⏣大学教授のⲨᑿᏕඛ⏕（᫂Ᏻ⏣

ཌ⏕事ᴗᅋయຊ医学研究ᡤ）であるࠋⲨᑿ

ඛ⏕には修士ㄢ⛬に࠾いてࠊ㐠動を୰ᚰと

した学研究の基♏を⠏いていたࡔいたࠋ

またࠊ✚ᴟ的にእにฟて学ࡪጼໃࡈࡶ指ᑟ

いたࡔいたࡑࠋのような୰でࢯࠊーࣕࢩ

タࣝのຮ強会でฟ会えたのが㏆ࣆࣕ࢟・ࣝ

⸨ඞ๎ඛ⏕（༓ⴥ大学）であるࠕࠋよかࡗ

たら研究会に᮶ないかࠖと࠾ㄏいいたࡔ

きࠊ大つᶍ࣍ࢥーࢺをᢅう᪥本⪁年学的評

価研究機ᵓ（-$*E6）にཧຍするようにな

ࣁ）⏕ඛࢳ࣡࢝・ーࣟࢳではࡇࡑࠋたࡗ

ーࣂーࢻ大学）らࠊ社会学でⴭྡなඛ⏕

方からࡈࡶ指ᑟをいたࡔいたࡑࠋの࠾かࡆ

でࠊ㐠動は୍人で行うよりࡶㄡかと୍⥴に

行ࡗた方が介護ண㜵につながりࡑうࡔ

（.anamori HW al.3/o6 21E 2012���11�� 

H�10�1）ࠊ社会ཧຍ（≉にス࣏ーࣝࢢࢶー

ࡔうࡑのཧຍ）は介護ண㜵につながりࣉ

（.anamori HW al.3/o6 21E 2014������ 

ேのࢆࡾࡀ࡞ࡘάࡋた㐠ືのྲྀࡳ⤌ࡾのᐇ㊶◊✲ 

 

㔠᳃ۑ
かなࡶり

 ᝅ
さとる

（東京ዪᏊ医科大学┳護学部ࠊ東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野） 

 
【指定演題】 

H����8）というෆᐜのㄽᩥをฟすࡇとがで

きたࠋ 

博士ㄢ⛬ではୖⱱඛ⏕（東京医科大

学）に指ᑟ教授としてࡈ指ᑟいたࡔいたࠋ

㐠動をㄡかと୍⥴に行うࡇとと健ᗣに関

する研究を୰ᚰにࠊ�年㛫で�本のㄽᩥをฟ

すࡇとができࠊ早期修するࡇとができ

たࠋ 

【⏘ᴗಖᖌ࡚ࡋのᐇ㊶◊✲】 

 ⌮ㄽや研究ᡭ法を学ࡇࡔࢇとでࠊᐇ㊶の

ሙでࡑれらを活用してࡳたいとᛮい201ࠊ�

年から⏘ᴗ保健師としてാいたࡈࠋ⦕のあ

ࠊではࢬンࣙࢩーࣗࣜࢯࣀࢡࢸたఀ⸨ᛅࡗ

≉に୍次ண㜵にὀຊしていきたいという

会社のὶれがあࡗたࠋᒎ㛤したྲྀり⤌ࡳの

1つにࢲࣛ࢝ࠕのࡺがࡳ 定会ࠖという

6Eがከくを༨める,7ᴗのࠋがあるࢺン࣋

≉性からࡇ⫪ࠊりによるᴗົのᨭ障があ

る者がከかࡗたࡑࠋれに対しࡺࠊがࡳの⛬

ᗘの 定と㐠動指ᑟを1人�ศで行う࣋

ンࢺを⏬したとࠊࢁࡇ⣙�0ศで220ྡの

ເ㞟ᯟがᇙまるど人Ẽの⏬となࡗたࠋ

ຠᯝを検ドしたと1ࠊࢁࡇか月ᚋに学ࡔࢇ

ෆᐜをぬえている者が�ࠊᐇ㊶している

者が�ࠊ状が改ၿした者が2であࡗ

たࡇࠋれらの成ᯝを人事⥲ົᐊ長らに♧し

たࡇとでࡑࠊのᚋࡶẖ年㛤ദするࡇとにな

⏕⾨ᴗ⏘ࠊ⾲は学会Ⓨࡳ⤌のྲྀりࡇࠋたࡗ

学会の*ooG 3raFWiFH 6amplHVᩥࠊ⊩（Ụ

口.職ሙに࠾ける㌟య活動・㐠動指ᑟの

進め方. 大修㤋᭩ᗑ 2018）等で✚ᴟ的に

Ⓨಙしたࠋ 

【ᐇ㊶ࡄ࡞ࡘࢆ✲◊ാࡁけ】 

 ๓㏙のさࡱࢇ会（ከ職✀⏘ᴗ保健研究

会）ではࠊ㐠動に関ᚰがある࣓ンࣂーが㞟

う㐠動⌜という⤌⧊があるࠋ㐠動⌜は保健

師ࠊ⌮学療法士ࠊ研究者らからᵓ成されࠊ

はなかなかࡳ⤌事ᴗሙでの㐠動のྲྀりࠕ

ᐇできないࠖというさࡱࢇ会ཧຍ者のኌ

からࠊ㛤ጞ・⥅⥆するために必要な要ᅉを

᫂らかにする研究を㛤ጞしているࠋ」ᩘ

ᴗの保健師ࠊ⾨⏕⟶⌮者らにンタビࣗー

しࠊᢳฟされた要ᅉがከくのᴗでࡶᙜて

はまるのか検ドした（Ụ口.職ሙに࠾け

る㌟య活動・㐠動指ᑟの進め方. 大修㤋᭩

ᗑ 2018）ࡇࠋのようにࠊ現ሙのㄢ題をࡶ

とに研究をはࡌめࡑࠊの成ᯝを㑏ඖするྲྀ

り⤌ࡳを大ษにしているࠋ 

 【にࡾࢃ࠾】

 本年4月からは大学教ဨとしてാくࡇと

となࡗたࠋ教⫱の㠃ではࡇࠊれまで学ࢇで

きた経㦂を保健師・┳護師になࡗていく学

⏕にఏえていけるࡇとは大きな႐ࡧであ

るࠋᘬき⥆きඛ⏕方や現ሙの方ࠎとのつな

がりを大ษにしてࠊ㐠動のྲྀり⤌ࡳを୰ᚰ

とした健ᗣ教⫱・ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンの

Ⓨᒎにᐤしていきたいࠋ 

【ㅰ㎡】 

ⲨᑿᏕඛ⏕ࠊୖⱱඛ⏕をはࡌめࡇࠊれ

までࡈ指ᑟくࡔさࡗたከくのඛ⏕方࠾よ

 ࠋますࡆ関ಀ者のⓙᵝにឤㅰ⏦しୖࡧ

略歴 

200�㹼2008年 㡰ኳᇽ医院 ┳護師 

2008㹼2010年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科修士ㄢ⛬ 

2010㹼201�年 㡰ኳᇽ大学医療┳護学部┳護学科 ຓ教 

201�㹼201�年 ఀ ⸨ᛅࣗࣜࢯࣀࢡࢸーࣙࢩンࢬᰴᘧ会社 保健師 

2014㹼201�年 東京医科大学大学院බ⾗⾨⏕学ศ野 博士ㄢ⛬ 

201�年㹼現在 東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野 客ဨ研究ဨ 

201�年㹼現在 東京ዪᏊ医科大学┳護学部 講師 

（E-mail；Nanamori.VaWoru@WZmu.aF.jp） 
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【学会奨励賞講演】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

⮬ศの入院にࠊあるᝈ者とのฟ会いを

きࡗかけに┳護の関ᚰをᣢࡗたࠋ⦆ࢣ

/42ࠕࠊを㏻しࢸンࣛ࣎の を高める

ാきかけをࡗࡶࠊとⱝいうࡕからఱかでき

ないのかࠖというၥをࡶとにࠊᐇ㊶現ሙ

や研究のୡ⏺に足を踏ࡳ入れたࡇࠋれまで

をり㏉るとࠊ㠀常にከくのඛ⏕方にࡈ指

ᑟをいたࡔいてきたࠋ本✏ではࡑのような

ฟ会いやࡑࠊの୰で⏕ࡳฟすࡇとのできた

研究成ᯝについてሗ࿌するࠋ 

【◊✲⏕ά࡛ฟࡗた�ேのඛ⏕】 

 大学༞ᴗᚋࠊ㡰ኳᇽ医院にて┳護師とし

てᚰ⮚ࣜࣁビࣜࢸーࣙࢩンや⢾ᒀ病の教

⫱入院のᝈ者の保健指ᑟに携ࡗࢃたࡑࠋ

の୰でฟ会ࡗたのが福⏣ὒඛ⏕（㡰ኳᇽ大

学）であるࠋさࡱࢇ会（ከ職✀⏘ᴗ保健研

究会）に࠾ㄏいいたࡔいたࡇとでࠊ⏘ᴗ保

健や研究の関ᚰをᣢつࡇとができたࡑࠋ

のᚋࡶ福⏣ඛ⏕には研究指ᑟࡔけでなくࠊ

ᐇ㊶と研究の୧方に࠾ける▱㆑やጼໃを

学ࡏࡤていたࡔいているࠋ 

さࡱࢇ会での大きなฟ会いとなࡗたの

が⏥ᩫ⿱Ꮚඛ⏕（᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋయຊ

医学研究ᡤ）であるࠋ⏥ᩫඛ⏕には研究の

道に進ࡴきࡗかけをいたࡔきࡑࠊのᚋࡶඹ

ྠ研究者としてᵝࠎな研究のࡈ指ᑟを

いたࡔいているࡑࠋの1つにࠊある〇㐀ᴗ

の事ᴗሙに࠾いてࠊ保健師と健ᗣ᥎進ဨࠊ

እ部の㐠動の専㛛ᐙが連携してయ᧯教ᐊ

を㛤ദしたྲྀり⤌ࡳがあるࠋ事ᴗሙෆのປ

ാ者から㑅ࡤれた健ᗣ᥎進ဨがእ部の㐠

動の専㛛ᐙからయ᧯指ᑟを学ࠊࡧ事ᴗሙの

ປാ者向けにయ᧯教ᐊを㛤ദしたࡶので

あるࠋཧຍ者の⫪ࡇりや⭜③が改ၿしࠊさ

らに健ᗣ᥎進ဨの⫯定的な評価がከく

ᚓられた（㔠᳃.᪥健教ㄅ 2014�22���� 

ンのࣙࢩーࣔࣟࣉスࣝ࣊職域ࠋ（ 22�-2�4

㔜要性をᐇឤするࡇとのできた㈗㔜な経

㦂であࡗたࠋ 

⏥ᩫඛ⏕にࡈ⤂介いたࡔいたのがᙜ

の早✄⏣大学教授のⲨᑿᏕඛ⏕（᫂Ᏻ⏣

ཌ⏕事ᴗᅋయຊ医学研究ᡤ）であるࠋⲨᑿ

ඛ⏕には修士ㄢ⛬に࠾いてࠊ㐠動を୰ᚰと

した学研究の基♏を⠏いていたࡔいたࠋ

またࠊ✚ᴟ的にእにฟて学ࡪጼໃࡈࡶ指ᑟ

いたࡔいたࡑࠋのような୰でࢯࠊーࣕࢩ

タࣝのຮ強会でฟ会えたのが㏆ࣆࣕ࢟・ࣝ

⸨ඞ๎ඛ⏕（༓ⴥ大学）であるࠕࠋよかࡗ

たら研究会に᮶ないかࠖと࠾ㄏいいたࡔ

きࠊ大つᶍ࣍ࢥーࢺをᢅう᪥本⪁年学的評

価研究機ᵓ（-$*E6）にཧຍするようにな

ࣁ）⏕ඛࢳ࣡࢝・ーࣟࢳではࡇࡑࠋたࡗ

ーࣂーࢻ大学）らࠊ社会学でⴭྡなඛ⏕

方からࡈࡶ指ᑟをいたࡔいたࡑࠋの࠾かࡆ

でࠊ㐠動は୍人で行うよりࡶㄡかと୍⥴に

行ࡗた方が介護ண㜵につながりࡑうࡔ

（.anamori HW al.3/o6 21E 2012���11�� 

H�10�1）ࠊ社会ཧຍ（≉にス࣏ーࣝࢢࢶー

ࡔうࡑのཧຍ）は介護ண㜵につながりࣉ

（.anamori HW al.3/o6 21E 2014������ 

ேのࢆࡾࡀ࡞ࡘάࡋた㐠ືのྲྀࡳ⤌ࡾのᐇ㊶◊✲ 

 

㔠᳃ۑ
かなࡶり

 ᝅ
さとる

（東京ዪᏊ医科大学┳護学部ࠊ東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野） 

 
【指定演題】 

H����8）というෆᐜのㄽᩥをฟすࡇとがで

きたࠋ 

博士ㄢ⛬ではୖⱱඛ⏕（東京医科大

学）に指ᑟ教授としてࡈ指ᑟいたࡔいたࠋ

㐠動をㄡかと୍⥴に行うࡇとと健ᗣに関

する研究を୰ᚰにࠊ�年㛫で�本のㄽᩥをฟ

すࡇとができࠊ早期修するࡇとができ

たࠋ 

【⏘ᴗಖᖌ࡚ࡋのᐇ㊶◊✲】 

 ⌮ㄽや研究ᡭ法を学ࡇࡔࢇとでࠊᐇ㊶の

ሙでࡑれらを活用してࡳたいとᛮい201ࠊ�

年から⏘ᴗ保健師としてാいたࡈࠋ⦕のあ

ࠊではࢬンࣙࢩーࣗࣜࢯࣀࢡࢸたఀ⸨ᛅࡗ

≉に୍次ண㜵にὀຊしていきたいという

会社のὶれがあࡗたࠋᒎ㛤したྲྀり⤌ࡳの

1つにࢲࣛ࢝ࠕのࡺがࡳ 定会ࠖという

6Eがከくを༨める,7ᴗのࠋがあるࢺン࣋

≉性からࡇ⫪ࠊりによるᴗົのᨭ障があ

る者がከかࡗたࡑࠋれに対しࡺࠊがࡳの⛬

ᗘの 定と㐠動指ᑟを1人�ศで行う࣋

ンࢺを⏬したとࠊࢁࡇ⣙�0ศで220ྡの

ເ㞟ᯟがᇙまるど人Ẽの⏬となࡗたࠋ

ຠᯝを検ドしたと1ࠊࢁࡇか月ᚋに学ࡔࢇ

ෆᐜをぬえている者が�ࠊᐇ㊶している

者が�ࠊ状が改ၿした者が2であࡗ

たࡇࠋれらの成ᯝを人事⥲ົᐊ長らに♧し

たࡇとでࡑࠊのᚋࡶẖ年㛤ദするࡇとにな

⏕⾨ᴗ⏘ࠊ⾲は学会Ⓨࡳ⤌のྲྀりࡇࠋたࡗ

学会の*ooG 3raFWiFH 6amplHVᩥࠊ⊩（Ụ

口.職ሙに࠾ける㌟య活動・㐠動指ᑟの

進め方. 大修㤋᭩ᗑ 2018）等で✚ᴟ的に

Ⓨಙしたࠋ 

【ᐇ㊶ࡄ࡞ࡘࢆ✲◊ാࡁけ】 

 ๓㏙のさࡱࢇ会（ከ職✀⏘ᴗ保健研究

会）ではࠊ㐠動に関ᚰがある࣓ンࣂーが㞟

う㐠動⌜という⤌⧊があるࠋ㐠動⌜は保健

師ࠊ⌮学療法士ࠊ研究者らからᵓ成されࠊ

はなかなかࡳ⤌事ᴗሙでの㐠動のྲྀりࠕ

ᐇできないࠖというさࡱࢇ会ཧຍ者のኌ

からࠊ㛤ጞ・⥅⥆するために必要な要ᅉを

᫂らかにする研究を㛤ጞしているࠋ」ᩘ

ᴗの保健師ࠊ⾨⏕⟶⌮者らにンタビࣗー

しࠊᢳฟされた要ᅉがከくのᴗでࡶᙜて

はまるのか検ドした（Ụ口.職ሙに࠾け

る㌟య活動・㐠動指ᑟの進め方. 大修㤋᭩

ᗑ 2018）ࡇࠋのようにࠊ現ሙのㄢ題をࡶ

とに研究をはࡌめࡑࠊの成ᯝを㑏ඖするྲྀ

り⤌ࡳを大ษにしているࠋ 

 【にࡾࢃ࠾】

 本年4月からは大学教ဨとしてാくࡇと

となࡗたࠋ教⫱の㠃ではࡇࠊれまで学ࢇで

きた経㦂を保健師・┳護師になࡗていく学

⏕にఏえていけるࡇとは大きな႐ࡧであ

るࠋᘬき⥆きඛ⏕方や現ሙの方ࠎとのつな

がりを大ษにしてࠊ㐠動のྲྀり⤌ࡳを୰ᚰ

とした健ᗣ教⫱・ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンの

Ⓨᒎにᐤしていきたいࠋ 

【ㅰ㎡】 

ⲨᑿᏕඛ⏕ࠊୖⱱඛ⏕をはࡌめࡇࠊれ

までࡈ指ᑟくࡔさࡗたከくのඛ⏕方࠾よ

 ࠋますࡆ関ಀ者のⓙᵝにឤㅰ⏦しୖࡧ

略歴 

200�㹼2008年 㡰ኳᇽ医院 ┳護師 

2008㹼2010年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科修士ㄢ⛬ 

2010㹼201�年 㡰ኳᇽ大学医療┳護学部┳護学科 ຓ教 

201�㹼201�年 ఀ ⸨ᛅࣗࣜࢯࣀࢡࢸーࣙࢩンࢬᰴᘧ会社 保健師 

2014㹼201�年 東京医科大学大学院බ⾗⾨⏕学ศ野 博士ㄢ⛬ 

201�年㹼現在 東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野 客ဨ研究ဨ 

201�年㹼現在 東京ዪᏊ医科大学┳護学部 講師 

（E-mail；Nanamori.VaWoru@WZmu.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの研究をጞめたきࡗかけ

は，大学院でྲྀり⤌ࡔࢇ㣗事ࣛࣂンスࢻ࢞の

ᬑཬຠᯝについての研究であるࠋ㣗事ࣛࣂンス

ࢻ࢞ンスࣛࣂのᬑཬຠᯝとして，㣗事ࢻ࢞

のㄆ▱による㣗行動のᙳ㡪を検ウしたࠋ㣗事

のㄆ▱状況の経年ኚ化と㣗行ࢻ࢞ンスࣛࣂ

動ࣞࣝ࣋との関連をㄪᰝし，㣗事ࣛࣂンス࢞

が向ୖしてࣝ࣋とで㣗行動ࣞࡇをㄆ▱するࢻ

いるࡇとを⦪᩿的に☜ㄆしたࡑࠋの୍方で，㣗

事ࣛࣂンスࢻ࢞をㄆ▱できていない人の㣗

行動ࣞࣝ࣋はపいままであࡗた（7aNai]umi� HW 

al. 3uEliF +HalWh 1uWr 2012�1�������� ࠋ（�40-

のようなࢻ࢞ンスࣛࣂの⤖ᯝから，㣗事ࡇ

㣗ሗのㄆ▱をሗのྲྀᚓとしてᤊえれࡤ，㣗

ሗをྲྀᚓできる人の㣗行動はಁ進されてい

くと⪃えられるが，㣗ሗをྲྀᚓできない人の

㣗行動はしたままであるࠋ㣗ሗのྲྀᚓの

有↓によࡗて健ᗣ࡙くりୖの᱁ᕪが⏕ࡌてし

まうࡇとがᠱᛕされたࡇࠋのようなၥ題の⫼ᬒ

には，㣗ሗを入ᡭ，⌮ゎ，活用するスࣝ࢟の

ᕪがᏑ在している可能性があるࡇࡑࠋで，ࣝ࣊

スࣜࢩࣛࢸーに╔┠したࠋ 

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸᑻᗘのసᡂ】 

まえࡩーというᴫᛕをࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

ると，㣗ሗを入ᡭ，⌮ゎ，活用できない

人㐩は，┦స用的・ᢈุ的ࣜࢩࣛࢸーが

పいとゝえるࠋඛ行研究では，ࣝ࣊スࣜࢸ

ーという健ᗣ全⯡を対㇟としたᴫᛕࢩࣛ

から，よりලయ的な病や⏕活⩦័に≉化

したࣜࢩࣛࢸーを評価するᑻᗘ㛤Ⓨがሗ

࿌されているࠋ健ᗣ的な㣗⏕活のಁ進に㈨

するためには，㣗ሗの入ᡭ，⌮ゎ，活用

に≉化したࣜࢩࣛࢸーを検ウすきであ

る┦స用ࢃで，㣗⏕活に関ࡇࡑࠋうࢁ

的・ᢈุ的ࣜࢩࣛࢸー（㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸー）

を⡆౽に評価する㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘ

をస成し，ࡑのಙ㢗性とጇᙜ性を☜ㄆした

（ 㧘 Ἠ  ． ᪥ 本 健 ᗣ 教 ⫱ 学 会 ㄅ

2012�20� ࠋ（�0-40

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸᑻᗘ㣗ሗのධᡭ࣭ ά⏝

 【の㛵㐃

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘの基準関連ጇᙜ

性として，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘが㣗ሗ

の入ᡭや活用に関ࢃる行動をᫎしてい

るかどうかを検ウしたࠋ㣗ሗの入ᡭに関

る行動として㣗ሗ検⣴行動をとりあࢃ

※などのሗࢺࢵࢿンタービやࣞࢸ，ࡆ

から㣗ሗを検⣴するᅇᩘをㄪᰝしたࠋま

た，ሗを活用するࡇとは，行動としてᐇ

㊶されるため，㣗ሗの活用に関ࢃる行動

として㣗行動をとりあ1，ࡆ� 項┠の㣗行動

の有↓から㣗行動ᚓⅬを⟬ฟしたࠋ㣗⏕活

࠾ーᑻᗘᚓⅬと㣗ሗ検⣴ᅇᩘࢩࣛࢸࣜ

よࡧ㣗行動ᚓⅬには有ពなṇの関連がㄆ

められ，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘは，㣗ሗ

の入ᡭや活用に関ࢃる行動をᫎしてい

る可能性が♧されたࠋ（㧘Ἠ．᪥本健ᗣ

教⫱学会ㄅ 201��24� ࠋ（1��-140

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸに基࡙࠸たሗᥦ౪】 

๓㏙の⤖ᯝから，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘ

㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸに基࡙࠸た㣗ሗᥦ౪᪉策 

㸫ሗᥦ౪ࣝࢿࣕࢳሗ᳨⣴ࡽࣜࣂの᳨ウ㸫 
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【指定演題】 

ᚓⅬがపいど㣗ሗの検⣴と健ᗣ的な

㣗行動のᐇ㊶が少ない可能性が♧၀され，

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人をターࢺࢵࢤ

としたሗ提供の必要性が♧されたࠋ本研

究ではຠᯝ的な㣗ሗ提供方策として，以

ୗの 2Ⅼについて検ウした（㧘Ἠ．᪥本

健ᗣ教⫱学会ㄅ 201��2�� ࠋ（��-��

1．㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーとሗ提供ࣝࢿࣕࢳ 

 㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人のሗ提

供を⪃えたሙྜ，どのようなఏ㐩ᡭẁ・経

㊰（ࣝࢿࣕࢳ）からのሗ提供がຠᯝ的か

を検ウする必要があるࠋ㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸー

がపい人に㣗ሗを提供するための有用

なࣝࢿࣕࢳを≉定するため，㣗⏕活ࣜࣛࢸ

ーᑻᗘと㣗ሗ※（用ᅇᩘ，ಙ用ᗘ）ࢩ

との関連を検ウしたࠋ 

医療ᚑ事者・専㛛ᐙࠕの⤖ᯝ，⏨性はࡑ ，ࠖ

ዪ，ࠖࢺࢵࢿンターࠕ，人・▱人ࠖࠕ

性はࠕ人・▱人ࠖ，ࠕンターࠖࢺࢵࢿ

という」ᩘの㣗ሗ※を⤌ࡏࢃྜࡳた

ሗ提供が有用である可能性が♧されたࠋ 

2．㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーとሗ検⣴ࣜࣂ 

ሗ⎔ቃでは，ሗをཷけྲྀるഃの状況

によりᩥࠕᏐがㄞࡳとれないࠖといࡗたࣂ

ࢩࣛࢸ㣗⏕活ࣜࠋがᏑ在する（障ቨ）ࣜ

ーがపい人のຠᯝ的なሗ提供を検ウ

していくୖで，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人

㐩に≉有のࣜࣂがᏑ在するかどうかを

ᢕᥱする必要があるࠋ 

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘと㣗ሗ検⣴ࣂ

ࢸとの関連を検ウした⤖ᯝ，㣗⏕活ࣜࣜ

ࣜࣂーᑻᗘと㈇の関連がㄆめられたࢩࣛ

ศで検ᐹし⮬ࠕいて࠾は，⏨性とዪ性に

た㣗ሗは㞴しすࡂて⌮ゎできないࠖであ

ーのపい人ࢩࣛࢸて，㣗⏕活ࣜࡗよࠋたࡗ

が⌮ゎできるศかりやすい㣗ሗのస成

や，᪤Ꮡの㣗ሗの有用性を☜ㄆする必要

があるࠋさらに，ዪ性では㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸ

ーᑻᗘᚓⅬとࠕ㣗ሗを検⣴しているとḧ

求不‶やⱔ立ࡕをឤࡌるࠖというࣜࣂが

関連していたࠋ㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపいዪ

性は，入ᡭしたい㣗ሗをୖᡭく検⣴でき

ていない可能性があるࠋዪ性の㣗⏕活ࣜࢸ

の用ࢺࢵࢿンターーᑻᗘᚓⅬとࢩࣛ

ᅇᩘに関連があるため，ンターࢺࢵࢿに

けるሗ検⣴がに行えるような対࠾

策が必要であるࠋ 
 

 【にࡾࢃ࠾】

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーは，国Ẹが㣗ሗを用

いて，⮬らの㣗⏕活を⟶⌮し，より健ᗣ的

なࡶのとయ的に行動していくための

スࣝ࢟の୍つであるࠋ健ᗣ的な㣗⏕活のಁ

進には，人ࠎがࣛࢥࣇースの୰で㣗⏕活

ࣛࢸーを⋓ᚓし，༑ศな㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸࣜ

➹ࠋとが必要であるࡇーをᙧ成していくࢩ

者は㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの⋓ᚓやᙧ成に関

り，本学術大࠾る要ᅉの研究に╔ᡭしてࢃ

会の୍⯡演題にてⓎ⾲するࠋ 

 

【ㅰ㎡】 

大学院在学୰にከ大なࡈ指ᑟをくࡔさ

いました早✄⏣大学୰ᮧዲ⏨ඛ⏕，ࡇれま

での研究活動にࡈຓゝとࡈ指ᑟをくࡔさ

いました⚄ᡞ大学ཎ⏣ᘯඛ⏕，⟃Ἴ大学

ᰘ⏣ឡඛ⏕に῝ㅰ⏦しୖࡆますࠋ 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの研究をጞめたきࡗかけ

は，大学院でྲྀり⤌ࡔࢇ㣗事ࣛࣂンスࢻ࢞の

ᬑཬຠᯝについての研究であるࠋ㣗事ࣛࣂンス

ࢻ࢞ンスࣛࣂのᬑཬຠᯝとして，㣗事ࢻ࢞

のㄆ▱による㣗行動のᙳ㡪を検ウしたࠋ㣗事

のㄆ▱状況の経年ኚ化と㣗行ࢻ࢞ンスࣛࣂ

動ࣞࣝ࣋との関連をㄪᰝし，㣗事ࣛࣂンス࢞

が向ୖしてࣝ࣋とで㣗行動ࣞࡇをㄆ▱するࢻ

いるࡇとを⦪᩿的に☜ㄆしたࡑࠋの୍方で，㣗

事ࣛࣂンスࢻ࢞をㄆ▱できていない人の㣗

行動ࣞࣝ࣋はపいままであࡗた（7aNai]umi� HW 

al. 3uEliF +HalWh 1uWr 2012�1�������� ࠋ（�40-

のようなࢻ࢞ンスࣛࣂの⤖ᯝから，㣗事ࡇ

㣗ሗのㄆ▱をሗのྲྀᚓとしてᤊえれࡤ，㣗

ሗをྲྀᚓできる人の㣗行動はಁ進されてい

くと⪃えられるが，㣗ሗをྲྀᚓできない人の

㣗行動はしたままであるࠋ㣗ሗのྲྀᚓの

有↓によࡗて健ᗣ࡙くりୖの᱁ᕪが⏕ࡌてし

まうࡇとがᠱᛕされたࡇࠋのようなၥ題の⫼ᬒ

には，㣗ሗを入ᡭ，⌮ゎ，活用するスࣝ࢟の

ᕪがᏑ在している可能性があるࡇࡑࠋで，ࣝ࣊

スࣜࢩࣛࢸーに╔┠したࠋ 

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸᑻᗘのసᡂ】 

まえࡩーというᴫᛕをࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

ると，㣗ሗを入ᡭ，⌮ゎ，活用できない

人㐩は，┦స用的・ᢈุ的ࣜࢩࣛࢸーが

పいとゝえるࠋඛ行研究では，ࣝ࣊スࣜࢸ

ーという健ᗣ全⯡を対㇟としたᴫᛕࢩࣛ

から，よりලయ的な病や⏕活⩦័に≉化

したࣜࢩࣛࢸーを評価するᑻᗘ㛤Ⓨがሗ

࿌されているࠋ健ᗣ的な㣗⏕活のಁ進に㈨

するためには，㣗ሗの入ᡭ，⌮ゎ，活用

に≉化したࣜࢩࣛࢸーを検ウすきであ

る┦స用ࢃで，㣗⏕活に関ࡇࡑࠋうࢁ

的・ᢈุ的ࣜࢩࣛࢸー（㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸー）

を⡆౽に評価する㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘ

をస成し，ࡑのಙ㢗性とጇᙜ性を☜ㄆした

（ 㧘 Ἠ  ． ᪥ 本 健 ᗣ 教 ⫱ 学 会 ㄅ

2012�20� ࠋ（�0-40

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸᑻᗘ㣗ሗのධᡭ࣭ ά⏝

 【の㛵㐃

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘの基準関連ጇᙜ

性として，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘが㣗ሗ

の入ᡭや活用に関ࢃる行動をᫎしてい

るかどうかを検ウしたࠋ㣗ሗの入ᡭに関

る行動として㣗ሗ検⣴行動をとりあࢃ

※などのሗࢺࢵࢿンタービやࣞࢸ，ࡆ

から㣗ሗを検⣴するᅇᩘをㄪᰝしたࠋま

た，ሗを活用するࡇとは，行動としてᐇ

㊶されるため，㣗ሗの活用に関ࢃる行動

として㣗行動をとりあ1，ࡆ� 項┠の㣗行動

の有↓から㣗行動ᚓⅬを⟬ฟしたࠋ㣗⏕活

࠾ーᑻᗘᚓⅬと㣗ሗ検⣴ᅇᩘࢩࣛࢸࣜ

よࡧ㣗行動ᚓⅬには有ពなṇの関連がㄆ

められ，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘは，㣗ሗ

の入ᡭや活用に関ࢃる行動をᫎしてい

る可能性が♧されたࠋ（㧘Ἠ．᪥本健ᗣ

教⫱学会ㄅ 201��24� ࠋ（1��-140

 

【㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸに基࡙࠸たሗᥦ౪】 

๓㏙の⤖ᯝから，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘ

㣗⏕ά࣮ࣜࢩࣛࢸに基࡙࠸た㣗ሗᥦ౪᪉策 

㸫ሗᥦ౪ࣝࢿࣕࢳሗ᳨⣴ࡽࣜࣂの᳨ウ㸫 
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【指定演題】 

ᚓⅬがపいど㣗ሗの検⣴と健ᗣ的な

㣗行動のᐇ㊶が少ない可能性が♧၀され，

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人をターࢺࢵࢤ

としたሗ提供の必要性が♧されたࠋ本研

究ではຠᯝ的な㣗ሗ提供方策として，以

ୗの 2Ⅼについて検ウした（㧘Ἠ．᪥本

健ᗣ教⫱学会ㄅ 201��2�� ࠋ（��-��

1．㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーとሗ提供ࣝࢿࣕࢳ 

 㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人のሗ提

供を⪃えたሙྜ，どのようなఏ㐩ᡭẁ・経

㊰（ࣝࢿࣕࢳ）からのሗ提供がຠᯝ的か

を検ウする必要があるࠋ㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸー

がపい人に㣗ሗを提供するための有用

なࣝࢿࣕࢳを≉定するため，㣗⏕活ࣜࣛࢸ

ーᑻᗘと㣗ሗ※（用ᅇᩘ，ಙ用ᗘ）ࢩ

との関連を検ウしたࠋ 

医療ᚑ事者・専㛛ᐙࠕの⤖ᯝ，⏨性はࡑ ，ࠖ

ዪ，ࠖࢺࢵࢿンターࠕ，人・▱人ࠖࠕ

性はࠕ人・▱人ࠖ，ࠕンターࠖࢺࢵࢿ

という」ᩘの㣗ሗ※を⤌ࡏࢃྜࡳた

ሗ提供が有用である可能性が♧されたࠋ 

2．㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーとሗ検⣴ࣜࣂ 

ሗ⎔ቃでは，ሗをཷけྲྀるഃの状況

によりᩥࠕᏐがㄞࡳとれないࠖといࡗたࣂ

ࢩࣛࢸ㣗⏕活ࣜࠋがᏑ在する（障ቨ）ࣜ

ーがపい人のຠᯝ的なሗ提供を検ウ

していくୖで，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపい人

㐩に≉有のࣜࣂがᏑ在するかどうかを

ᢕᥱする必要があるࠋ 

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘと㣗ሗ検⣴ࣂ

ࢸとの関連を検ウした⤖ᯝ，㣗⏕活ࣜࣜ

ࣜࣂーᑻᗘと㈇の関連がㄆめられたࢩࣛ

ศで検ᐹし⮬ࠕいて࠾は，⏨性とዪ性に

た㣗ሗは㞴しすࡂて⌮ゎできないࠖであ

ーのపい人ࢩࣛࢸて，㣗⏕活ࣜࡗよࠋたࡗ

が⌮ゎできるศかりやすい㣗ሗのస成

や，᪤Ꮡの㣗ሗの有用性を☜ㄆする必要

があるࠋさらに，ዪ性では㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸ

ーᑻᗘᚓⅬとࠕ㣗ሗを検⣴しているとḧ

求不‶やⱔ立ࡕをឤࡌるࠖというࣜࣂが

関連していたࠋ㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーがపいዪ

性は，入ᡭしたい㣗ሗをୖᡭく検⣴でき

ていない可能性があるࠋዪ性の㣗⏕活ࣜࢸ

の用ࢺࢵࢿンターーᑻᗘᚓⅬとࢩࣛ

ᅇᩘに関連があるため，ンターࢺࢵࢿに

けるሗ検⣴がに行えるような対࠾

策が必要であるࠋ 
 

 【にࡾࢃ࠾】

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーは，国Ẹが㣗ሗを用

いて，⮬らの㣗⏕活を⟶⌮し，より健ᗣ的

なࡶのとయ的に行動していくための

スࣝ࢟の୍つであるࠋ健ᗣ的な㣗⏕活のಁ

進には，人ࠎがࣛࢥࣇースの୰で㣗⏕活

ࣛࢸーを⋓ᚓし，༑ศな㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸࣜ

➹ࠋとが必要であるࡇーをᙧ成していくࢩ

者は㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの⋓ᚓやᙧ成に関

り，本学術大࠾る要ᅉの研究に╔ᡭしてࢃ

会の୍⯡演題にてⓎ⾲するࠋ 

 

【ㅰ㎡】 

大学院在学୰にከ大なࡈ指ᑟをくࡔさ

いました早✄⏣大学୰ᮧዲ⏨ඛ⏕，ࡇれま

での研究活動にࡈຓゝとࡈ指ᑟをくࡔさ

いました⚄ᡞ大学ཎ⏣ᘯඛ⏕，⟃Ἴ大学

ᰘ⏣ឡඛ⏕に῝ㅰ⏦しୖࡆますࠋ 

 

略歴 

200�年 ᪥本学術⯆会 ≉ู研究ဨ（'&1） 

2011年 ᒾᡭ┴立大学┒ᒸ▷期大学部 講師 

2012年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科博士ᚋ期ㄢ⛬修 

201�年 ྎ㟷ⴥ学院▷期大学 講師 

201�年  ྠ 教授 

（E-mail；NBWaNai]umi@VHi\ogaNuin.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
 【の᪨࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ】

 健ᗣ᪥本21（➨次）は， 201�（ᖹ成

2�）年ᗘから10年ィ⏬で㛤ጞされた国Ẹ健ᗣ

࡙くり㐠動で，2018（ᖹ成�0）年�月に୰㛫

評価⤖ᯝがⓎ⾲されたࠋ健ᗣ᪥本21（➨

次）の最終的な┠ᶆは，健ᗣᑑのᘏఙと健

ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠであるࡑࠋの㐩成に向け，ಶ人

的ࣟࣉーࢳと⎔ቃ的ࣟࣉーࢳの2つが㔜

要とされྲྀ⤌ࡳが行ࢃれてきたࠋすなࡕࢃ，

ಶ人の⏕活⩦័の改ၿにより⏕活⩦័病

のⓎண㜵・㔜化ண㜵，࠾よࡧ社会⏕

活機能の⥔ᣢ・向ୖをᅗるというಶ人的

と，健ᗣ࡙くりが進めやすいࢳーࣟࣉ

社会⎔ቃをᩚ備し，健ᗣのための㈨※

のࢭࢡスの改ၿとබᖹ性の☜保をᅗる

という⎔ቃ的ࣟࣉーࢳの � つであるࠋ 

 本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では，最終年ᗘまで4年

ᙅとなࡗた今，୰㛫評価の⤖ᯝをࡩまえた

ㄢ題の᫂☜化と今ᚋのᒎ㛤について，4ศ

野からヰ題提供をいたࡔくࠋᰤ㣴・㣗⏕活

についてᮧᒣఙᏊẶ（᪂₲┴立大学），㌟

య活動・㐠動はᐑ地ඖᙪẶ（医⸆基┙・健

ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤ），歯・口腔の健ᗣは୕ᾆ

ᏹᏊẶ（国立保健医療科学院），ႚ↮はᖹ

野බᗣẶ（ཌ⏕ປാ┬健ᗣ局健ᗣㄢ）にヰ

題提供を࠾㢪いしたࠋ演者からのヰ題提供

をཷけ，ཧຍ者ྛࠎが⮬らの立ሙで，ಶ人

的ࣟࣉーࢳとして，ᡈいは⎔ቃ的ࣟࣉ

ーࢳとして，できるࡇと，やるきࡇとを

⪃える機会としたいࠋ 

【୰㛫ホ౯⤖ᯝのᴫせ】 

hWWpV���ZZZ.mhlZ.go.jp�FonWHnW�000��8�12.pGIより 

୰㛫評価は，�つの基本的方向に基࡙き┠

ᶆ��項┠について策定の್と┤㏆್を

比較し，a 改ၿしている�うࡕ，現状のま

までは最終評価までに┠ᶆ฿㐩が༴ࡪま

れるࡶのはaと⾲グ�，E ኚࢃらない，F 

ᝏ化している，G 評価ᅔ㞴の4ẁ㝵で評価

されたࠋ全యで㹟は�2項┠（�0.4㸣），

うࡕ᪤に┠ᶆに฿㐩しているࡶのは�項┠

（�.4㸣）であࡗたࠋ�つの基本的方向ู

の⤖ᯝは以ୗの㏻りであるࠋ 

ձ 健ᗣᑑのᘏఙと健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ． 

aの㐩成⋡㸸100㸣（2�2項┠）；うࡕaの

項┠ᩘ0. 

ղ ⏕活⩦័病のⓎண㜵と㔜化ண㜵. 

aの㐩成⋡㸸�0.0㸣（��12）�うࡕaの項

┠ᩘ�. 

ճ 社会⏕活機能の⥔ᣢ・向ୖࠊ社会ཧຍ

の機会のቑຍ.aの㐩成⋡㸸�8.�㸣���12��

うࡕaの項┠ᩘ�. 

մ 健ᗣをᨭえࠊᏲるための社会⎔ቃのᩚ

備.aの㐩成⋡㸸80.0㸣（4��）�うࡕaの

項┠ᩘ0． 

յ  ⏕活⩦័の改ၿཬࡧ社会⎔ቃの改ၿ. 

aの㐩成⋡㸸��.1㸣（1��22）�うࡕaの項

┠ᩘ�. 

（E-mail；WaNHmi@Hi\o.aF.jp� 
anGo.\.aa@niph.go.jp ） 
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【指定演題】 

 
 【の᪨࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ】

 健ᗣ᪥本21（➨次）は， 201�（ᖹ成

2�）年ᗘから10年ィ⏬で㛤ጞされた国Ẹ健ᗣ

࡙くり㐠動で，2018（ᖹ成�0）年�月に୰㛫

評価⤖ᯝがⓎ⾲されたࠋ健ᗣ᪥本21（➨

次）の最終的な┠ᶆは，健ᗣᑑのᘏఙと健

ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠであるࡑࠋの㐩成に向け，ಶ人

的ࣟࣉーࢳと⎔ቃ的ࣟࣉーࢳの2つが㔜

要とされྲྀ⤌ࡳが行ࢃれてきたࠋすなࡕࢃ，

ಶ人の⏕活⩦័の改ၿにより⏕活⩦័病

のⓎண㜵・㔜化ண㜵，࠾よࡧ社会⏕

活機能の⥔ᣢ・向ୖをᅗるというಶ人的

と，健ᗣ࡙くりが進めやすいࢳーࣟࣉ

社会⎔ቃをᩚ備し，健ᗣのための㈨※

のࢭࢡスの改ၿとබᖹ性の☜保をᅗる

という⎔ቃ的ࣟࣉーࢳの � つであるࠋ 

 本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では，最終年ᗘまで4年

ᙅとなࡗた今，୰㛫評価の⤖ᯝをࡩまえた

ㄢ題の᫂☜化と今ᚋのᒎ㛤について，4ศ

野からヰ題提供をいたࡔくࠋᰤ㣴・㣗⏕活

についてᮧᒣఙᏊẶ（᪂₲┴立大学），㌟

య活動・㐠動はᐑ地ඖᙪẶ（医⸆基┙・健

ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤ），歯・口腔の健ᗣは୕ᾆ

ᏹᏊẶ（国立保健医療科学院），ႚ↮はᖹ

野බᗣẶ（ཌ⏕ປാ┬健ᗣ局健ᗣㄢ）にヰ

題提供を࠾㢪いしたࠋ演者からのヰ題提供

をཷけ，ཧຍ者ྛࠎが⮬らの立ሙで，ಶ人

的ࣟࣉーࢳとして，ᡈいは⎔ቃ的ࣟࣉ

ーࢳとして，できるࡇと，やるきࡇとを

⪃える機会としたいࠋ 

【୰㛫ホ౯⤖ᯝのᴫせ】 

hWWpV���ZZZ.mhlZ.go.jp�FonWHnW�000��8�12.pGIより 

୰㛫評価は，�つの基本的方向に基࡙き┠

ᶆ��項┠について策定の್と┤㏆್を

比較し，a 改ၿしている�うࡕ，現状のま

までは最終評価までに┠ᶆ฿㐩が༴ࡪま

れるࡶのはaと⾲グ�，E ኚࢃらない，F 

ᝏ化している，G 評価ᅔ㞴の4ẁ㝵で評価

されたࠋ全యで㹟は�2項┠（�0.4㸣），

うࡕ᪤に┠ᶆに฿㐩しているࡶのは�項┠

（�.4㸣）であࡗたࠋ�つの基本的方向ู

の⤖ᯝは以ୗの㏻りであるࠋ 

ձ 健ᗣᑑのᘏఙと健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ． 

aの㐩成⋡㸸100㸣（2�2項┠）；うࡕaの

項┠ᩘ0. 

ղ ⏕活⩦័病のⓎண㜵と㔜化ண㜵. 

aの㐩成⋡㸸�0.0㸣（��12）�うࡕaの項

┠ᩘ�. 

ճ 社会⏕活機能の⥔ᣢ・向ୖࠊ社会ཧຍ

の機会のቑຍ.aの㐩成⋡㸸�8.�㸣���12��

うࡕaの項┠ᩘ�. 

մ 健ᗣをᨭえࠊᏲるための社会⎔ቃのᩚ

備.aの㐩成⋡㸸80.0㸣（4��）�うࡕaの

項┠ᩘ0． 

յ  ⏕活⩦័の改ၿཬࡧ社会⎔ቃの改ၿ. 

aの㐩成⋡㸸��.1㸣（1��22）�うࡕaの項

┠ᩘ�. 
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【シンポジウムⅠ　健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開】



 
【指定演題】 

 
 健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の㌟య活動・㐠動

ศ野に࠾ける┠ᶆはࠕ᪥常⏕活に࠾けるṌᩘ

のቑຍࠖࠕࠊ㐠動⩦័者のྜのቑຍࠖࠊ

くり・⎔ቃᩚ࡙ࡕఫẸが㐠動しやすいまࠕ

備にྲྀり⤌ࡴ⮬యᩘのቑຍࠖの㸱つがୖࡆ

られているࠋ 

ᖹ成22年からᖹ成28年までの国Ẹ健

ᗣ・ᰤ㣴ㄪᰝによるとࠊ᪥常⏕活に࠾け

るṌᩘのቑຍに関しては20ࠕࠊ㹼�4ṓと

��ṓ以ୖの⏨ዪとࡶ改ၿ・ᝏ化がぢられ

័⩦㐠動ࠊࠖࠋないࡤᶆ್にはཬ┠ࠊࡎ

者のྜに関して20ࠕࠊ㹼�4ṓと��ṓ以

ୖの⏨ዪとࡶ年ᗘẖのኚ動が大きくࠊ改

ၿࡶしくはᝏ化の評価は㞴しいがࠊ改

ၿ・ᝏ化がぢられࠊࡎ┠ᶆ್にཬࡤな

いࠖࠋと評価できるࠋ㐠動しやすいまࡕ

࡙くり⎔ቃᩚ備にྲྀり⤌ࡴ⮬యᩘにつ

いてはࠕࠊᖹ成24年の࣋ースࣛン್か

ら2�年にはᛴቑがぢられたがࠊ┤㏆のᖹ

2�年㹼28年ではࡰᶓࡤいとなࡗてい

るࠖࠋという状況であるࠋ 

ཌ⏕ປാ┬はࢻ࢞ࣈࢸࢡࠊの策

定やス࣐ーࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣇࣛࢺの᥎進

によるࠊ㸩㸯㸮（今より10ศከくయを動

かࡑう）࣓ࢭࢵーࢪのᬑཬ・ၨⓎなどに

ྲྀり⤌ࢇでいるࠋまたࠊ≉定保健指ᑟな

どを㏻ࡌてῶ㔞のための㐠動介入などが

᥎ዡされているࠋまたࠊ⮬యによる㐠

動しやすいま࡙ࡕくりや⎔ቃᩚ備のྲྀり

�ᖹ成2ࠊ方で୍ࠋ進められているࡶࡳ⤌

年ᗘに࠾けるࢻ࢞ࣈࢸࢡやス࣐ー

のㄆの୍⯡国Ẹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣇࣛࢺ

▱ᗘは�.1�と11.2�とప್を♧しているࠋ

ཌ⏕ປാ┬が㌟య活動や㐠動を᥎ዡして

いるࡇとが国Ẹに今以ୖఏࢃるよう୍ᒙ

のᬑཬ・ၨⓎ活動が必要であるࠋ 

㌟య活動・㐠動に関する国Ẹのㄆ▱や

㌟యを動かࠊーの向ୖにຍえてࢩࣛࢸࣜ

しやすいࠊ㐠動しやすい⏫࡙くりやᑵປ

⎔ቃのᩚ備が必要であるࠋス࣏ーࢶᗇに

よるࠊ東京ࣜ࢜ンࣜࣛࣃ・ࢡࢵࣆンࢵࣆ

のၨⓎやࡳ⤌のྲྀりࢶー࣏にకうスࢡ

や経῭⏘ᴗ┬による健ᗣ経Ⴀにకう活動

的な職ሙ⎔ቃのฟといࡗたྲྀり⤌ࡳが

進められて࠾りࠊ連携が必要であるࠋ 

㌟య活動・㐠動にはࠊ地域᱁ᕪ（㒔道

ᗓ┴᱁ᕪ）がぢられるࠋ┠ᶆが㐩成され

ていない⮬యでࠊどのような要ᅉが㐩

成を㜼害しているかを᫂らかにしࠊ㏫に

㐩成されている⮬యに࠾いてはࠊ成ᯝ

のᢕᥱとࡇれまでのྲྀり⤌ࡳによる改ၿ

今ࠊと等によりࡇスのศᯒを行うࢭࣟࣉ

ᚋの᪂たなྲྀ⤌ࡳの提が期ᚅできるࠋ 

 

略歴 

㮵ᒇయ⫱大学༞ᴗࠊ博士（య⫱科学㸸⟃Ἴ大学）ࠊᕝᓮ医療福祉大

学ຓᡭࠊ講師ࠊຓ教授ࠊ国立健ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤᐊ長を経て現職20ࠋ

11年より᪥本学術会㆟連携会ဨ201ࠊ�年より会ဨࠋཌ⏕ປാ┬のࠕ

健ᗣ࡙くりのための㌟య活動基準201� ࢻ࢞ࣈࢸࢡࠕࠖ のࠖ策

定に携ࢃるࠋ 

ᗣ᪥本㸰㸯㸦➨次㸧୰㛫ホ౯ࢆ㋃࠼ࡲたᚋのᒎ㛤 

㌟యάື࣭㐠ືศ㔝 

  

 医⸆基┙・健ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤ ㌟య活動研究部 部長 ᐑ地ඖᙪۑ
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【指定演題】 

 
 健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の㌟య活動・㐠動

ศ野に࠾ける┠ᶆはࠕ᪥常⏕活に࠾けるṌᩘ

のቑຍࠖࠕࠊ㐠動⩦័者のྜのቑຍࠖࠊ

くり・⎔ቃᩚ࡙ࡕఫẸが㐠動しやすいまࠕ

備にྲྀり⤌ࡴ⮬యᩘのቑຍࠖの㸱つがୖࡆ

られているࠋ 

ᖹ成22年からᖹ成28年までの国Ẹ健

ᗣ・ᰤ㣴ㄪᰝによるとࠊ᪥常⏕活に࠾け

るṌᩘのቑຍに関しては20ࠕࠊ㹼�4ṓと

��ṓ以ୖの⏨ዪとࡶ改ၿ・ᝏ化がぢられ

័⩦㐠動ࠊࠖࠋないࡤᶆ್にはཬ┠ࠊࡎ

者のྜに関して20ࠕࠊ㹼�4ṓと��ṓ以

ୖの⏨ዪとࡶ年ᗘẖのኚ動が大きくࠊ改

ၿࡶしくはᝏ化の評価は㞴しいがࠊ改

ၿ・ᝏ化がぢられࠊࡎ┠ᶆ್にཬࡤな

いࠖࠋと評価できるࠋ㐠動しやすいまࡕ

࡙くり⎔ቃᩚ備にྲྀり⤌ࡴ⮬యᩘにつ

いてはࠕࠊᖹ成24年の࣋ースࣛン್か

ら2�年にはᛴቑがぢられたがࠊ┤㏆のᖹ

2�年㹼28年ではࡰᶓࡤいとなࡗてい

るࠖࠋという状況であるࠋ 

ཌ⏕ປാ┬はࢻ࢞ࣈࢸࢡࠊの策

定やス࣐ーࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣇࣛࢺの᥎進

によるࠊ㸩㸯㸮（今より10ศከくయを動

かࡑう）࣓ࢭࢵーࢪのᬑཬ・ၨⓎなどに

ྲྀり⤌ࢇでいるࠋまたࠊ≉定保健指ᑟな

どを㏻ࡌてῶ㔞のための㐠動介入などが

᥎ዡされているࠋまたࠊ⮬యによる㐠

動しやすいま࡙ࡕくりや⎔ቃᩚ備のྲྀり

�ᖹ成2ࠊ方で୍ࠋ進められているࡶࡳ⤌

年ᗘに࠾けるࢻ࢞ࣈࢸࢡやス࣐ー

のㄆの୍⯡国Ẹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣇࣛࢺ

▱ᗘは�.1�と11.2�とప್を♧しているࠋ

ཌ⏕ປാ┬が㌟య活動や㐠動を᥎ዡして

いるࡇとが国Ẹに今以ୖఏࢃるよう୍ᒙ

のᬑཬ・ၨⓎ活動が必要であるࠋ 

㌟య活動・㐠動に関する国Ẹのㄆ▱や

㌟యを動かࠊーの向ୖにຍえてࢩࣛࢸࣜ

しやすいࠊ㐠動しやすい⏫࡙くりやᑵປ

⎔ቃのᩚ備が必要であるࠋス࣏ーࢶᗇに

よるࠊ東京ࣜ࢜ンࣜࣛࣃ・ࢡࢵࣆンࢵࣆ

のၨⓎやࡳ⤌のྲྀりࢶー࣏にకうスࢡ

や経῭⏘ᴗ┬による健ᗣ経Ⴀにకう活動

的な職ሙ⎔ቃのฟといࡗたྲྀり⤌ࡳが

進められて࠾りࠊ連携が必要であるࠋ 

㌟య活動・㐠動にはࠊ地域᱁ᕪ（㒔道

ᗓ┴᱁ᕪ）がぢられるࠋ┠ᶆが㐩成され

ていない⮬యでࠊどのような要ᅉが㐩

成を㜼害しているかを᫂らかにしࠊ㏫に

㐩成されている⮬యに࠾いてはࠊ成ᯝ

のᢕᥱとࡇれまでのྲྀり⤌ࡳによる改ၿ

今ࠊと等によりࡇスのศᯒを行うࢭࣟࣉ

ᚋの᪂たなྲྀ⤌ࡳの提が期ᚅできるࠋ 

 

略歴 

㮵ᒇయ⫱大学༞ᴗࠊ博士（య⫱科学㸸⟃Ἴ大学）ࠊᕝᓮ医療福祉大

学ຓᡭࠊ講師ࠊຓ教授ࠊ国立健ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤᐊ長を経て現職20ࠋ

11年より᪥本学術会㆟連携会ဨ201ࠊ�年より会ဨࠋཌ⏕ປാ┬のࠕ

健ᗣ࡙くりのための㌟య活動基準201� ࢻ࢞ࣈࢸࢡࠕࠖ のࠖ策

定に携ࢃるࠋ 

ᗣ᪥本㸰㸯㸦➨次㸧୰㛫ホ౯ࢆ㋃࠼ࡲたᚋのᒎ㛤 

㌟యάື࣭㐠ືศ㔝 

  

 医⸆基┙・健ᗣ・ᰤ㣴研究ᡤ ㌟య活動研究部 部長 ᐑ地ඖᙪۑ
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

健ᗣ᪥本21（➨次）のᰤ㣴・㣗⏕活関連の

┠ᶆはࠊ健ᗣᑑのᘏఙと健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠにつ

ながるようࠊಶ人の⏕活の㉁ࠊ社会⎔ቃの㉁の

୧㠃にᐤするࡶのがタ定されているࠋ⏕活⩦

័病のண㜵・㔜化ண㜵ࡔけでなくࠊ社会⏕活

をႠࡴために必要な機能の⥔ᣢ・向ୖのための

┠ᶆとしてࠕ次ୡ௦の健ᗣ 高齢者の健ᗣࠖࠕࠊࠖ

にࡶᰤ㣴・㣗⏕活の┠ᶆが含まれているࠋ本ሗ

࿌ではࠊᖹ成 �0 年ᗘに終した୰㛫評価⤖ᯝ

とࡑれに基࡙いた今ᚋのᒎᮃについてሗ࿌す

るࠋ 

【୰㛫ホ౯の᪉ἲ】 

 ୰㛫評価に際してはࠊ┠ᶆに対するᐇ⦼やྲྀ

⤌の評価をࡇ࠾なうととࡶにࡑࠊの評価を㏻し

て್の動きや≉ᚩ的なྲྀ⤌について͆ࠊ ぢえる

化・㨩ࡏる化͇するᕤኵを行うとされたࠋලయ

的には1Ⅼ┠にࠊ┠ᶆに対するᐇ⦼್の評価と

して࣋ースࣛン್と┤㏆್の比較ࠊ改ၿ状況

の評価を行う2ࠋⅬ┠にࠊ関連したྲྀ⤌の状況ࠊ

㔜要なྲྀ⤌ࠊ」ྜ的なྲྀ⤌のᵓ㐀ᅗ化をするࠋ

ࡑࠊ⤌きྲྀ強化すࠊして今ᚋのㄢ題としてࡑ

のための研究をᩚ⌮するࡇととされたࠋ 

【୰㛫ホ౯⤖ᯝ㛵㐃ྲྀࡿࡍ⤌】 

ᰤ㣴・㣗⏕活の指ᶆの୰でࠊ最ࡶ᫂☜に改ၿ

がࡳられたのはࠊ㐺ṇな㔞と㉁の㣗事をとる者

のቑຍの┠ᶆ୰のࠕ㣗ሷᦤྲྀ㔞ࠖのῶ少であࡗ

たࠋ㣗ሷᦤྲྀ㔞の┠ᶆをタ定した➨୍の┠的はࠊ

ᚠ⎔ჾᝈのࣜスࢡࣇࢡターである高⾑ᅽ

をண㜵するࡇとであるࠋ୰㛫評価ではࠊᚠ⎔ჾ

ᝈの年齢ㄪᩚṚஸ⋡はపୗしࠊ⦰期⾑ᅽの

ᖹᆒ್ࡶపୗし改ၿしたࠋ 

㣗ሷᦤྲྀ㔞に関連する㣗⎔ቃの項┠ࠕ㣗ရ୰

の㣗ሷや⬡⫫のపῶにྲྀり⤌ࡴ㣗ရᴗཬࡧ

㣧㣗ᗑのᩘ ᶆ┠ࡤの㏿ᗘでいけࡇࠊቑຍしࠖࡶ

㐩成するぢ㎸ࡳであるࠋ国のス࣐ーࣉࣇࣛࢺ

学会等によるῶሷ㣗ရのⓏ㘓ไࠊやࢺࢡ࢙ࢪࣟ

ᗘ等がスターࢺしࠊ㣗ရ〇㐀・㈍ᴗとの連

携による㣗⎔ቃからのῶሷが進ࠋࡔࢇ 

またࠊ健ᗣ᪥本21（➨次）ではࠊ健ᗣ᱁ᕪ

の⦰ᑠがあࡆられࠊ国は㒔道ᗓ┴᱁ᕪをᢕᥱす

るࡇととなࡗたࠋ᪂たに国Ẹ健ᗣ・ᰤ㣴ㄪᰝで

㒔道ᗓ┴ẖのデータが㞟ィされࠊ㣗ሷᦤྲྀ㔞が

高い地域がࠕぢえる化ࠖされたྠࠋにࠊ国に

よる⮬యの行ᨻᰤ㣴士のᴗົ指㔪が改ゞさ

れࡑࠊれࡒれの地域でのᐇែᢕᥱとศᯒが最ඃ

ඛ策とされたࡑࠋれによりࠊ高㣗ሷᦤྲྀの地

域でࠊᐇែᢕᥱとศᯒが進ࠊࡳ的☜なྲྀ⤌が᥎

進された可能性があるࠋ 

ῶሷについてはࠊ国ࠊ⮬యࠊ学会ࠊ㣗ရ〇

㐀・㈍ᴗࠊ㣧㣗ᗑによるྲྀ⤌がࡇࠊの�年

㛫で᥎進されࠊ㣗⎔ቃで提供される㣗ሷ㔞から

ಶ人のᦤྲྀ㔞までがῶ少したと⪃えられるࡇࠋ

うした国ࠊ⮬యࠊ学会ࠊẸ㛫の成ຌの⎔をᣑ

大するととࡶに有ຠ性を検ドしたୖでࠊの┠

ᶆにࡶᣑ大するࡇとが求められるࠋ 

୍方ࠊኚ化がࡳられなかࡗたࡶのにࠕࠊ㐺ṇ

య㔜を⥔ᣢしている者のቑຍࠖがあるࠋ⫧‶者

のྜについてはࠊ⏨ዪとࡶኚ化がなくࡑࠊの

┠ᶆ㐩成に向けてはࠊ౫↛としてࡑのྜが

�0㸣を超えている 40㹼�0 ṓ௦⏨性ࠊቑຍഴ向

のࡳられる 20 ṓ௦⏨性のࣟࣉーࢳが必要

であるࠋまたࠊᏊどࡶの⫧‶等の指ᶆにࡶኚ化

はࡳられなかࡗたࠋⱝいୡ௦やᏊどࡶのయ㔜⟶

⌮についてはࠊయ的なྲྀ⤌が必要であるࡇとࠊ

㣗事ࡔけでなく㌟య活動等ࡶ関ࢃるࡇとからࠊ

ᗣ᪥本 ��㸦➨次㸧ᰤ㣴࣭㣗⏕άの୰㛫ホ౯ᚋのᒎᮃ 

  

ᮧᒣۑ
らやまࡴ

ఙᏊ
の ࡪ ࡇ

（᪂₲┴立大学） 

 
【指定演題】 

職ሙや保⫱ᡤ・学ᰯの健診や保健指ᑟと⎔ቃᩚ

備を⤌ࡏࢃྜࡳたྲྀ⤌の強化が必要であるࠋ 

ᝏ化したࡶのにࠊ㐺ṇな㔞と㉁の㣗事をとる

者のቑຍの୰でࠕ㣗・⳯・⳯を⤌ࢃྜࡳ

に≉ࠋた㣗事ࠖがあるࡏ 20㹼�0 ṓ௦ではࡇれ

らを⤌ࡏࢃྜࡳた㣗事を㣗ているྜがప

いࡇࠋうしたⱝいୡ௦はࠊ୰㣗やእ㣗がከいࡇ

とから㣗⎔ቃの改ၿが必要であるࠋスーࣃー࣐

ーࢺࢵࢣやࢥンビࢽエンススࠊࢺ㣧㣗ᗑࠊ社

ဨ㣗ᇽや学⏕㣗ᇽなどᵝࠎなሙ㠃でࠊ⮬↛に

㣗・⳯・⳯がࢁࡑいῶሷであるࠕ健ᗣな㣗

事 をࠖ㣗るࡇとができる⎔ቃのᬑཬが求めら

れるࠋ 

 【のඛのᚋのᒎᮃࡑ】

ձ ᐇែᢕᥱとศᯒからฟⓎし3ࠊ'&$サࣝࢡ

を╔ᐇにᅇしていくᰤ㣴ᨻ策の᥎進 

健ᗣ᪥本21（➨次）ではࠊ国がࠕ国Ẹ健ᗣ・

ᰤ㣴ㄪᰝ 等ࠖを用いてᐇែᢕᥱとศᯒをする基

┙をᩚえてきたࠋㄢ題を᫂☜にするためࠊᰤ

㣴・㣗⏕活㠃の地域᱁ᕪࠊᡤᚓ᱁ᕪをᢕᥱしࠊ

またࠊ年௦ูの㣗事の㉁のศᯒをした⤖ᯝࠊど

にྲྀ⤌の↔Ⅼをあてたらࡇどࠊにㄢ題がありࡇ

よいかのᢕᥱができるようになࡗたࠋ 

次のẁ㝵として3ࠊ'&$サࣝࢡを╔ᐇにᅇし

ていくにはࠊᰤ㣴・㣗⏕活㠃でのྲྀり⤌ࡳ（対

策）と┠ᶆ㐩成との関連ࠊᰤ㣴・㣗⏕活の┠ᶆ

の改ၿと⾑ᅽやᝈなどのୖの┠ᶆとの関

連をどうࠕぢえる化ࠖするかがㄢ題であるࠋ 

㸯つの入口としてࠊ国は㣗ሷᦤྲྀ㔞の地域᱁

ᕪの⦰ᑠついてࠊ㒔道ᗓ┴の成ຌ事の㉁的ศ

ᯒをしてࠊの㒔道ᗓ┴にᶓᒎ㛤していくࡇとࠊ

またࠊ㒔道ᗓ┴はᕷ⏫ᮧ等の成ຌ事のศᯒを

してࠊのᕷ⏫ᮧにᶓᒎ㛤していくࡇとࡶ有┈

であるࠋまたࠊಶࠎのྲྀ⤌の評価ととࡶにࠊ国

や⮬యࠊẸ㛫等でのྲྀ⤌のᵓ㐀的ࠊ⥲ྜ的な

ᢕᥱとࡑのຠᯝをࠊ㉁的ࠊ㔞的に᥎定する方法

の研究ࠊすなࠊࡕࢃᰤ㣴ᨻ策のຠᯝ検ドの研究

が必要であるࠋ 

ղ ࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩンࣟࣉーࢳのࣂ࢝ー⋡と

ຠᯝをあࡆるయไᩚ備 

健ᗣ᪥本21（➨次）ではᵝࠎなయをつく

りྀྲࠊ ⤌をᗈࡆていくࡇとでຠᯝをୖࡆるࡇと

をࡡらࡗているࠋ行ᨻࡔけでなくࠊさまࡊまな

職域にいる⟶⌮ᰤ㣴士・ᰤ㣴士の࣡ࢺࢵࢿーࢡ

をいかしたయไᩚ備ࠊの専㛛職✀やศ野と

の༠ാをྜ┠的に行ࡗていくࡇとがㄢ題であ

るࠋ≉にࠊᏊどࡶでは保⫱ᡤや学ᰯࠊ成人では

職域ࠊᐙᗞはᕷ⏫ᮧや㣗⏕活改ၿ᥎進ጤဨࠊ

㣗ရの〇㐀・㈍ᴗࠊ㣧㣗ᗑ等との༠ാなどࠊ

ྜ┠的にࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩンࣟࣉーࢳのࣂ࢝

ー⋡とຠᯝをୖࡆるయไᩚ備とࡑのຠᯝ検ド

が必要であるࠋ 

  

略歴 

୰ኸ大学法学部༞ᴗࠊዪᏊᰤ㣴大学大学院修士ㄢ⛬修（

ᰤ㣴学修士）ࠊ東京大学大学院医学系研究科博士ㄢ⛬修

（博士（保健学））ࠋዪᏊᰤ㣴大学ຓᡭࠊ東北大学専௵講

師ࢥࠊーࣝࢿ大学客ဨ研究ဨࠊ᪂₲医療福祉大学ຓ教授ࠊ

教授を経てࠊ᪂₲┴立大学教授（現職）ࠋ 

（E-mail；mura\ama@unii.aF.jp） 
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【シンポジウムⅠ　健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

健ᗣ᪥本21（➨次）のᰤ㣴・㣗⏕活関連の

┠ᶆはࠊ健ᗣᑑのᘏఙと健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠにつ

ながるようࠊಶ人の⏕活の㉁ࠊ社会⎔ቃの㉁の

୧㠃にᐤするࡶのがタ定されているࠋ⏕活⩦

័病のண㜵・㔜化ண㜵ࡔけでなくࠊ社会⏕活

をႠࡴために必要な機能の⥔ᣢ・向ୖのための

┠ᶆとしてࠕ次ୡ௦の健ᗣ 高齢者の健ᗣࠖࠕࠊࠖ

にࡶᰤ㣴・㣗⏕活の┠ᶆが含まれているࠋ本ሗ

࿌ではࠊᖹ成 �0 年ᗘに終した୰㛫評価⤖ᯝ

とࡑれに基࡙いた今ᚋのᒎᮃについてሗ࿌す

るࠋ 

【୰㛫ホ౯の᪉ἲ】 

 ୰㛫評価に際してはࠊ┠ᶆに対するᐇ⦼やྲྀ

⤌の評価をࡇ࠾なうととࡶにࡑࠊの評価を㏻し

て್の動きや≉ᚩ的なྲྀ⤌について͆ࠊ ぢえる

化・㨩ࡏる化͇するᕤኵを行うとされたࠋලయ

的には1Ⅼ┠にࠊ┠ᶆに対するᐇ⦼್の評価と

して࣋ースࣛン್と┤㏆್の比較ࠊ改ၿ状況

の評価を行う2ࠋⅬ┠にࠊ関連したྲྀ⤌の状況ࠊ

㔜要なྲྀ⤌ࠊ」ྜ的なྲྀ⤌のᵓ㐀ᅗ化をするࠋ

ࡑࠊ⤌きྲྀ強化すࠊして今ᚋのㄢ題としてࡑ

のための研究をᩚ⌮するࡇととされたࠋ 

【୰㛫ホ౯⤖ᯝ㛵㐃ྲྀࡿࡍ⤌】 

ᰤ㣴・㣗⏕活の指ᶆの୰でࠊ最ࡶ᫂☜に改ၿ

がࡳられたのはࠊ㐺ṇな㔞と㉁の㣗事をとる者

のቑຍの┠ᶆ୰のࠕ㣗ሷᦤྲྀ㔞ࠖのῶ少であࡗ

たࠋ㣗ሷᦤྲྀ㔞の┠ᶆをタ定した➨୍の┠的はࠊ

ᚠ⎔ჾᝈのࣜスࢡࣇࢡターである高⾑ᅽ

をண㜵するࡇとであるࠋ୰㛫評価ではࠊᚠ⎔ჾ

ᝈの年齢ㄪᩚṚஸ⋡はపୗしࠊ⦰期⾑ᅽの

ᖹᆒ್ࡶపୗし改ၿしたࠋ 

㣗ሷᦤྲྀ㔞に関連する㣗⎔ቃの項┠ࠕ㣗ရ୰

の㣗ሷや⬡⫫のపῶにྲྀり⤌ࡴ㣗ရᴗཬࡧ

㣧㣗ᗑのᩘ ᶆ┠ࡤの㏿ᗘでいけࡇࠊቑຍしࠖࡶ

㐩成するぢ㎸ࡳであるࠋ国のス࣐ーࣉࣇࣛࢺ

学会等によるῶሷ㣗ရのⓏ㘓ไࠊやࢺࢡ࢙ࢪࣟ

ᗘ等がスターࢺしࠊ㣗ရ〇㐀・㈍ᴗとの連

携による㣗⎔ቃからのῶሷが進ࠋࡔࢇ 

またࠊ健ᗣ᪥本21（➨次）ではࠊ健ᗣ᱁ᕪ

の⦰ᑠがあࡆられࠊ国は㒔道ᗓ┴᱁ᕪをᢕᥱす

るࡇととなࡗたࠋ᪂たに国Ẹ健ᗣ・ᰤ㣴ㄪᰝで

㒔道ᗓ┴ẖのデータが㞟ィされࠊ㣗ሷᦤྲྀ㔞が

高い地域がࠕぢえる化ࠖされたྠࠋにࠊ国に

よる⮬యの行ᨻᰤ㣴士のᴗົ指㔪が改ゞさ

れࡑࠊれࡒれの地域でのᐇែᢕᥱとศᯒが最ඃ

ඛ策とされたࡑࠋれによりࠊ高㣗ሷᦤྲྀの地

域でࠊᐇែᢕᥱとศᯒが進ࠊࡳ的☜なྲྀ⤌が᥎

進された可能性があるࠋ 

ῶሷについてはࠊ国ࠊ⮬యࠊ学会ࠊ㣗ရ〇

㐀・㈍ᴗࠊ㣧㣗ᗑによるྲྀ⤌がࡇࠊの�年

㛫で᥎進されࠊ㣗⎔ቃで提供される㣗ሷ㔞から

ಶ人のᦤྲྀ㔞までがῶ少したと⪃えられるࡇࠋ

うした国ࠊ⮬యࠊ学会ࠊẸ㛫の成ຌの⎔をᣑ

大するととࡶに有ຠ性を検ドしたୖでࠊの┠

ᶆにࡶᣑ大するࡇとが求められるࠋ 

୍方ࠊኚ化がࡳられなかࡗたࡶのにࠕࠊ㐺ṇ

య㔜を⥔ᣢしている者のቑຍࠖがあるࠋ⫧‶者

のྜについてはࠊ⏨ዪとࡶኚ化がなくࡑࠊの

┠ᶆ㐩成に向けてはࠊ౫↛としてࡑのྜが

�0㸣を超えている 40㹼�0 ṓ௦⏨性ࠊቑຍഴ向

のࡳられる 20 ṓ௦⏨性のࣟࣉーࢳが必要

であるࠋまたࠊᏊどࡶの⫧‶等の指ᶆにࡶኚ化

はࡳられなかࡗたࠋⱝいୡ௦やᏊどࡶのయ㔜⟶

⌮についてはࠊయ的なྲྀ⤌が必要であるࡇとࠊ

㣗事ࡔけでなく㌟య活動等ࡶ関ࢃるࡇとからࠊ

ᗣ᪥本 ��㸦➨次㸧ᰤ㣴࣭㣗⏕άの୰㛫ホ౯ᚋのᒎᮃ 

  

ᮧᒣۑ
らやまࡴ

ఙᏊ
の ࡪ ࡇ

（᪂₲┴立大学） 

 
【指定演題】 

職ሙや保⫱ᡤ・学ᰯの健診や保健指ᑟと⎔ቃᩚ

備を⤌ࡏࢃྜࡳたྲྀ⤌の強化が必要であるࠋ 

ᝏ化したࡶのにࠊ㐺ṇな㔞と㉁の㣗事をとる

者のቑຍの୰でࠕ㣗・⳯・⳯を⤌ࢃྜࡳ

に≉ࠋた㣗事ࠖがあるࡏ 20㹼�0 ṓ௦ではࡇれ

らを⤌ࡏࢃྜࡳた㣗事を㣗ているྜがప

いࡇࠋうしたⱝいୡ௦はࠊ୰㣗やእ㣗がከいࡇ

とから㣗⎔ቃの改ၿが必要であるࠋスーࣃー࣐

ーࢺࢵࢣやࢥンビࢽエンススࠊࢺ㣧㣗ᗑࠊ社

ဨ㣗ᇽや学⏕㣗ᇽなどᵝࠎなሙ㠃でࠊ⮬↛に

㣗・⳯・⳯がࢁࡑいῶሷであるࠕ健ᗣな㣗

事 をࠖ㣗るࡇとができる⎔ቃのᬑཬが求めら

れるࠋ 

 【のඛのᚋのᒎᮃࡑ】

ձ ᐇែᢕᥱとศᯒからฟⓎし3ࠊ'&$サࣝࢡ

を╔ᐇにᅇしていくᰤ㣴ᨻ策の᥎進 

健ᗣ᪥本21（➨次）ではࠊ国がࠕ国Ẹ健ᗣ・

ᰤ㣴ㄪᰝ 等ࠖを用いてᐇែᢕᥱとศᯒをする基

┙をᩚえてきたࠋㄢ題を᫂☜にするためࠊᰤ

㣴・㣗⏕活㠃の地域᱁ᕪࠊᡤᚓ᱁ᕪをᢕᥱしࠊ

またࠊ年௦ูの㣗事の㉁のศᯒをした⤖ᯝࠊど

にྲྀ⤌の↔Ⅼをあてたらࡇどࠊにㄢ題がありࡇ

よいかのᢕᥱができるようになࡗたࠋ 

次のẁ㝵として3ࠊ'&$サࣝࢡを╔ᐇにᅇし

ていくにはࠊᰤ㣴・㣗⏕活㠃でのྲྀり⤌ࡳ（対

策）と┠ᶆ㐩成との関連ࠊᰤ㣴・㣗⏕活の┠ᶆ

の改ၿと⾑ᅽやᝈなどのୖの┠ᶆとの関

連をどうࠕぢえる化ࠖするかがㄢ題であるࠋ 

㸯つの入口としてࠊ国は㣗ሷᦤྲྀ㔞の地域᱁

ᕪの⦰ᑠついてࠊ㒔道ᗓ┴の成ຌ事の㉁的ศ

ᯒをしてࠊの㒔道ᗓ┴にᶓᒎ㛤していくࡇとࠊ

またࠊ㒔道ᗓ┴はᕷ⏫ᮧ等の成ຌ事のศᯒを

してࠊのᕷ⏫ᮧにᶓᒎ㛤していくࡇとࡶ有┈

であるࠋまたࠊಶࠎのྲྀ⤌の評価ととࡶにࠊ国

や⮬యࠊẸ㛫等でのྲྀ⤌のᵓ㐀的ࠊ⥲ྜ的な

ᢕᥱとࡑのຠᯝをࠊ㉁的ࠊ㔞的に᥎定する方法

の研究ࠊすなࠊࡕࢃᰤ㣴ᨻ策のຠᯝ検ドの研究

が必要であるࠋ 

ղ ࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩンࣟࣉーࢳのࣂ࢝ー⋡と

ຠᯝをあࡆるయไᩚ備 

健ᗣ᪥本21（➨次）ではᵝࠎなయをつく

りྀྲࠊ ⤌をᗈࡆていくࡇとでຠᯝをୖࡆるࡇと

をࡡらࡗているࠋ行ᨻࡔけでなくࠊさまࡊまな

職域にいる⟶⌮ᰤ㣴士・ᰤ㣴士の࣡ࢺࢵࢿーࢡ

をいかしたయไᩚ備ࠊの専㛛職✀やศ野と

の༠ാをྜ┠的に行ࡗていくࡇとがㄢ題であ

るࠋ≉にࠊᏊどࡶでは保⫱ᡤや学ᰯࠊ成人では

職域ࠊᐙᗞはᕷ⏫ᮧや㣗⏕活改ၿ᥎進ጤဨࠊ

㣗ရの〇㐀・㈍ᴗࠊ㣧㣗ᗑ等との༠ാなどࠊ

ྜ┠的にࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩンࣟࣉーࢳのࣂ࢝

ー⋡とຠᯝをୖࡆるయไᩚ備とࡑのຠᯝ検ド

が必要であるࠋ 

  

略歴 

୰ኸ大学法学部༞ᴗࠊዪᏊᰤ㣴大学大学院修士ㄢ⛬修（

ᰤ㣴学修士）ࠊ東京大学大学院医学系研究科博士ㄢ⛬修

（博士（保健学））ࠋዪᏊᰤ㣴大学ຓᡭࠊ東北大学専௵講

師ࢥࠊーࣝࢿ大学客ဨ研究ဨࠊ᪂₲医療福祉大学ຓ教授ࠊ

教授を経てࠊ᪂₲┴立大学教授（現職）ࠋ 

（E-mail；mura\ama@unii.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）のࠕ歯・口腔の健ᗣࠖ

に関する対策は，歯科口腔保健法に基࡙くࠕ歯

科口腔保健の᥎進に関する基本的事項 （ࠖ以ୗ，

基本的事項とグ㍕）と連動して進められてきた．

┠ᶆタ定から，୧者はとࡶにㄪをᅗるࡇと

が求められて࠾り，ᐦ᥋に関連する୧策の方

向性が୍⮴するように，健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）

て基歯・口腔の健ᗣࠖに関する┠ᶆは，すࠕ

本的事項に㍕されている．ࡑのため，健ᗣ᪥

本㸰㸯（➨次）の୰㛫評価に際してࡶ，基本

的事項の୰㛫評価をࠕ歯科口腔保健の᥎進に関

する専㛛ጤဨ会（ጤဨ長㸸୕ ᾆᏹᏊ）ࠖ で行い，

の⤖ᯝを健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の୰㛫評価ࡑ

にᫎさࡏる方ᘧをྲྀࡗた．ࡇࡑで，今ᅇは基

本的事項の୰㛫評価でのෆᐜをᴫㄝするとと

に，今ᚋの地域歯科保健の方向性についてゝࡶ

ཬしたい． 

【基本的事項の୰㛫ホ౯のᴫせ】 

 基本的事項の୰㛫評価の方法としては，

健ᗣ᪥本 21（➨次）とྠᵝの方法を用い

ているが，基本的事項に࠾いては，୰㛫評

価のẁ㝵で᪤に┠ᶆ್を㐩成した項┠が

」ᩘあるࡇとを踏まえ，ࠕ改ၿࠖがㄆめら

れた項┠についてはࠕ┠ᶆを㐩成ࠖとࠕ改

ၿしているが，┠ᶆはᮍ㐩成ࠖの༊ศに

ศけて評価した．う蝕有病状況や⮬ศの歯

を有する者のྜ，歯科口腔保健᮲のቑ

ຍに関しては大きく改ၿし，୰㛫評価のẁ

㝵で᪤に┠ᶆを㐩成していた．ࡑの୍方で，

歯࿘病の有病状況と障害児・者ならࡧに要

介護高齢者の定期的歯科検診ᐇ状況

等に関しては，改ၿはㄆめられなかࡗた．

れらの評価をཷけ，国では᪤に┠ᶆを㐩ࡇ

成した項┠については，┠ᶆ್をୖ方修ṇ

し，更なる改ၿを┠指すࡇととなࡗた． 

【᭱⤊ホ౯に向けたㄢ㢟】 

 地域歯科保健活動に࠾いては，ࣛࣇス

となる歯科ࢺࢵࢤいてター࠾にࢪーࢸ

ᝈが␗なるため，ྛ年௦の≉性を踏まえた

ከ㠃的な対ᛂが求められる．ஙᗂ児や学齢

期に࠾いて，う蝕はῶ少ഴ向にあるが，健

ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠの観Ⅼから，さらにエビデン

スに基࡙くຠᯝ的なࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩン

の᥎進をᅗる必要がある．成人期ࢳーࣟࣉ

に࠾いては，歯࿘病の改ၿがᛴົであり，

エビデンスに基࡙いたලయ的な対ᛂ策を

᥎進する必要がある．高齢期に࠾いては，

などの口腔機能のపୗࣝࣞࣇーࣛࣝ࢜

に対するண㜵策や要介護高齢者に対する

歯科保健サービス提供యไのᩚ備が不可

欠である．また，全年௦を㏻ࡌて，障害児・

者の歯科保健サービスのᣑ充をᅗるࡇ

とࡶ必㡲である．ࡇれらの対策を᥎進する

ために，国ではㄢ題ูの検ウ࣡ー࢟ンࢢࢢ

ࣝーࣉを立ࡆୖࡕ，ලయ的な対ᛂ策を༠㆟

している． 

，れらのㄢ題をゎỴするためには，国ࡇ 

㒔道ᗓ┴，ᕷ༊⏫ᮧ等のྛࠎの༢で，部

局ᶓ᩿的なྲྀり⤌ࡳが求められる．しかし，

地域歯科保健活動の᥎進に࠾ける基┙と

なるࠕ㒔道ᗓ┴ཬࡧᕷ⏫ᮧに࠾ける歯科保

健ᴗົ指㔪 はࠖᖹ成 �年にไ定されて以᮶，

改定されて࠾らࡎ，歯科口腔保健法ไ定ᚋ

基本的事項ࡿࡍṑ⛉ཱྀ⭍ಖの᥎㐍に㛵ࠕ ᗣ᪥本ࠕࠖ ��㸦➨次㸧ࠖ

୰㛫ホ౯に基࡙ࡃᚋのᆅᇦṑ⛉ಖ対策 

  

୕ۑ
ࡳ

ᾆ
うら

 ᏹᏊ
ࡦ ࢁ ࡇ

（国立保健医療科学院・国際༠ຊ研究部） 

 
【指定演題】 

の地域歯科保健活動に必要な要件を包含

できていないため，早期の改定が強く求め

られる． 

【次期の基本的事項策定に向けた対応策】 

 最終評価に向けて，更なる地域歯科保健活動

の強化は不可欠であるが，並行して次期の基本

的事項の策定を視野に入れて，今から準備を進

める必要がある．地域歯科保健に関するデータ

は，健常者のう蝕有病状況については比較的充

足しているが，成人期以降は歯科健・検診の機

会は限局されるため，使用できる全国データが

少ないのが現状である． 

 咀嚼等の口腔機能の客観的評価方法や，在宅

障害児・者や要介護高齢者に対する歯科サービ

ス提供状況の現状など，超高齢社会の地域歯科

保健の方向性を踏まえて，学術的エビデンスの

活用は不可欠であり，関連学会との連携が強く

求められる． 

 

略歴 

博士（歯学），修士（保健学），歯科医師．北海道医療大学歯学部

講師，東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻講師，九州保健

福祉大学保健科学部教授を経て，2008年12月より国立保健医療科学

院に奉職．口腔保健部長，統括研究官を経て2014年より現職． 

（E-mail；miura.h.aa@niph.go.jp） 
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【シンポジウムⅠ　健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）のࠕ歯・口腔の健ᗣࠖ

に関する対策は，歯科口腔保健法に基࡙くࠕ歯

科口腔保健の᥎進に関する基本的事項 （ࠖ以ୗ，

基本的事項とグ㍕）と連動して進められてきた．

┠ᶆタ定から，୧者はとࡶにㄪをᅗるࡇと

が求められて࠾り，ᐦ᥋に関連する୧策の方

向性が୍⮴するように，健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）

て基歯・口腔の健ᗣࠖに関する┠ᶆは，すࠕ

本的事項に㍕されている．ࡑのため，健ᗣ᪥

本㸰㸯（➨次）の୰㛫評価に際してࡶ，基本

的事項の୰㛫評価をࠕ歯科口腔保健の᥎進に関

する専㛛ጤဨ会（ጤဨ長㸸୕ ᾆᏹᏊ）ࠖ で行い，

の⤖ᯝを健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の୰㛫評価ࡑ

にᫎさࡏる方ᘧをྲྀࡗた．ࡇࡑで，今ᅇは基

本的事項の୰㛫評価でのෆᐜをᴫㄝするとと

に，今ᚋの地域歯科保健の方向性についてゝࡶ

ཬしたい． 

【基本的事項の୰㛫ホ౯のᴫせ】 

 基本的事項の୰㛫評価の方法としては，

健ᗣ᪥本 21（➨次）とྠᵝの方法を用い

ているが，基本的事項に࠾いては，୰㛫評

価のẁ㝵で᪤に┠ᶆ್を㐩成した項┠が

」ᩘあるࡇとを踏まえ，ࠕ改ၿࠖがㄆめら

れた項┠についてはࠕ┠ᶆを㐩成ࠖとࠕ改

ၿしているが，┠ᶆはᮍ㐩成ࠖの༊ศに

ศけて評価した．う蝕有病状況や⮬ศの歯

を有する者のྜ，歯科口腔保健᮲のቑ

ຍに関しては大きく改ၿし，୰㛫評価のẁ

㝵で᪤に┠ᶆを㐩成していた．ࡑの୍方で，

歯࿘病の有病状況と障害児・者ならࡧに要

介護高齢者の定期的歯科検診ᐇ状況

等に関しては，改ၿはㄆめられなかࡗた．

れらの評価をཷけ，国では᪤に┠ᶆを㐩ࡇ

成した項┠については，┠ᶆ್をୖ方修ṇ

し，更なる改ၿを┠指すࡇととなࡗた． 

【᭱⤊ホ౯に向けたㄢ㢟】 

 地域歯科保健活動に࠾いては，ࣛࣇス

となる歯科ࢺࢵࢤいてター࠾にࢪーࢸ

ᝈが␗なるため，ྛ年௦の≉性を踏まえた

ከ㠃的な対ᛂが求められる．ஙᗂ児や学齢

期に࠾いて，う蝕はῶ少ഴ向にあるが，健

ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠの観Ⅼから，さらにエビデン

スに基࡙くຠᯝ的なࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩン

の᥎進をᅗる必要がある．成人期ࢳーࣟࣉ

に࠾いては，歯࿘病の改ၿがᛴົであり，

エビデンスに基࡙いたලయ的な対ᛂ策を

᥎進する必要がある．高齢期に࠾いては，

などの口腔機能のపୗࣝࣞࣇーࣛࣝ࢜

に対するண㜵策や要介護高齢者に対する

歯科保健サービス提供యไのᩚ備が不可

欠である．また，全年௦を㏻ࡌて，障害児・

者の歯科保健サービスのᣑ充をᅗるࡇ

とࡶ必㡲である．ࡇれらの対策を᥎進する

ために，国ではㄢ題ูの検ウ࣡ー࢟ンࢢࢢ

ࣝーࣉを立ࡆୖࡕ，ලయ的な対ᛂ策を༠㆟

している． 

，れらのㄢ題をゎỴするためには，国ࡇ 

㒔道ᗓ┴，ᕷ༊⏫ᮧ等のྛࠎの༢で，部

局ᶓ᩿的なྲྀり⤌ࡳが求められる．しかし，

地域歯科保健活動の᥎進に࠾ける基┙と

なるࠕ㒔道ᗓ┴ཬࡧᕷ⏫ᮧに࠾ける歯科保

健ᴗົ指㔪 はࠖᖹ成 �年にไ定されて以᮶，

改定されて࠾らࡎ，歯科口腔保健法ไ定ᚋ

基本的事項ࡿࡍṑ⛉ཱྀ⭍ಖの᥎㐍に㛵ࠕ ᗣ᪥本ࠕࠖ ��㸦➨次㸧ࠖ

୰㛫ホ౯に基࡙ࡃᚋのᆅᇦṑ⛉ಖ対策 

  

୕ۑ
ࡳ

ᾆ
うら

 ᏹᏊ
ࡦ ࢁ ࡇ

（国立保健医療科学院・国際༠ຊ研究部） 

 
【指定演題】 

の地域歯科保健活動に必要な要件を包含

できていないため，早期の改定が強く求め

られる． 

【次期の基本的事項策定に向けた対応策】 

 最終評価に向けて，更なる地域歯科保健活動

の強化は不可欠であるが，並行して次期の基本

的事項の策定を視野に入れて，今から準備を進

める必要がある．地域歯科保健に関するデータ

は，健常者のう蝕有病状況については比較的充

足しているが，成人期以降は歯科健・検診の機

会は限局されるため，使用できる全国データが

少ないのが現状である． 

 咀嚼等の口腔機能の客観的評価方法や，在宅

障害児・者や要介護高齢者に対する歯科サービ

ス提供状況の現状など，超高齢社会の地域歯科

保健の方向性を踏まえて，学術的エビデンスの

活用は不可欠であり，関連学会との連携が強く

求められる． 

 

略歴 

博士（歯学），修士（保健学），歯科医師．北海道医療大学歯学部

講師，東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻講師，九州保健

福祉大学保健科学部教授を経て，2008年12月より国立保健医療科学

院に奉職．口腔保健部長，統括研究官を経て2014年より現職． 

（E-mail；miura.h.aa@niph.go.jp） 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 たࡇࡤによる健ᗣ⿕害はࠊ国ෆእのከᩘの科

学的▱ぢによりࠊᅉᯝ関ಀが᫂らかになࡗてい

るࠋさらにࠊ⚗↮するࡇとによる健ᗣ改ၿຠᯝ

についてࡶ᫂らかにされて࠾りࠊႚ↮関連ᝈ

のࣜスࢡが⚗↮ᚋの年ᩘととࡶに☜ᐇにపୗ

するࠋ 

 たࡇࡤ対策に関する指ᶆとしてはࠕࠊႚ↮⋡

のపୗࠖとཷࠕ動ႚ↮の᭚㟢状況の改ၿࠖが

ᣲࡆられるためࠊ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）に࠾

いてࡇࡶれらの指ᶆ࠾よࡧ┠ᶆがタ定されて

いるࠋ 

 しかしながらࡑࠊのᩘ್┠ᶆの㐩成はᅔ㞴な

状況にあるのがᐇでありࠊ次期健ᗣ࡙くり㐠

動ࣛࣉンの策定を๓にࠊ健ᗣ教⫱・健ᗣᨻ策の

ㄢ題について㆟ㄽしたいࠋ 

 

 ႚ↮はࠊがࠊࢇᚠ⎔ჾ系ᝈࠊ྾ჾ系ᝈࠊ

⢾ᒀ病をはࡌめከくのᝈのཎᅉでࠊႚ↮⋡の

పୗはࡑࠊれらのᝈのⓎやṚஸをῶらすࡇ

とにつながるࠕࠋがࢇ対策᥎進基本ィ⏬ࠖ（ᖹ

成24年㸴月㛶㆟Ỵ定）ではࠊᖹ成�4年（௧

㸲年）ᗘまでにࠊ⚗↮ᕼᮃ者が⚗↮するࡇとに

よりࠊ成人ႚ↮⋡を 12�とするࡇとがಶู┠ᶆ

としてタ定されたࠋまたࠕࠊᮍ成年者のႚ↮を

なくすࠖࠕዷፎ୰のႚ↮をなくすࠖࠕᮃまない

ཷ動ႚ↮をなくすࠖ┠ᶆࡶᥖࡆられているࠋ 

 成人ႚ↮⋡の┠ᶆ್12�はࠊ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨

次）策定ᙜࠊᖹ成22年のႚ↮⋡が1�.��で

ありࠊ⚗↮ᕼᮃ者が⚗↮したሙྜの （ྜႚ↮

者の のでࡶてタ定されたࡌᙜ）をῶࠊ��.��

あࡗたࠋ 

 現Ⅼで最᪂のᖹ成 2� 年国Ẹ健ᗣ・ᰤ㣴ㄪ

ᰝではࠊ⩦័的にႚ↮している者のྜはࠊ⏨

性が2�ࡗዪィ1�.��とな⏨ࠊ�ዪ性が�.2ࠊ�4.

ているࠋ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）୰㛫評価に࠾

ける評価⤖ᯝではࠕࠊ改ၿしているࠖとされて

いるࡶののࠊႚ↮⋡はୗࡆṆまりഴ向にあるୖ

にࠊ┠ᶆ್ 12�の㐩成はᅔ㞴な状況とゝえるの

がᐇ状であࢁうࠋ 

 年௦ࡈとのႚ↮⋡をぢると�0ࠊ ௦40ࠊ ௦の

⏨性では⣙㸲ࠊዪ性で40ࡶ௦は12.��の高⋡

であるࠋさらに20ࠊ௦ࡶ⏨性2�.ࠊ��ዪ性�.��

となࡗて࠾りࠊ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の期㛫

୰に࠾いてࠊࡶ少なからࡠⱝ者がႚ↮を㛤ጞし

ているᐇែがᾋかୖࡧがるࠋ 

 ಶ人の健ᗣはࠊᐙᗞࠊ学ᰯࠊ地域ࠊ職ሙ等の

社会⎔ቃのᙳ㡪をཷけるࡇとからࠊ社会全యと

してࠊಶ人の健ᗣをᨭえࠊᏲる⎔ቃ࡙くりにດ

めていくࡇとが健ᗣ᪥本㸰㸯の要ㅉのはࡎで

あるࠋ国立がࢇ研究ࢭンターが本年のୡ⏺⚗↮

デーに際してබ⾲したㄪᰝによるとࠊ㓄അ者や

Ꮚどࡶに対してࠊたࡇࡤを྾ࢃないでしい㸭

たࡇࡤをやめてしいとᛮう人がከいᐇែࡶ

᫂らかになࡗているࠋ 

やࠕないࠖあるいはࡏࢃ྾ࡶてࡗ20ṓになࠕ

めたい人が⚗↮にྲྀり⤌ࡴ とを୍ᒙ᥎進しࡇࠖ

ていくための健ᗣ教⫱・健ᗣᨻ策についてࡈࠊ

ཧຍのⓙさࢇと㆟ㄽしたいࠋ 

 

略歴 

1���年ྡྂᒇᕷ⏕まれࠊ東京大学⌮学部⏕≀学科༞୕ࠋ ⳻⥲ྜ研究

ᡤࠊ国立がࢇ研究ࢭンター・がࢇ対策ሗࢭンターを経てࠊ現職（

国立がࢇ研究ࢭンターよりฟ向୰）ࠋ 

（E-mail；hirano-Womo\aVu@mhlZ.go.jp） 

たࡇࡤศ㔝の㐍ᤖ≧ἣᚋのㄢ㢟に࡚࠸ࡘ 

  

ᖹ野ۑ
ࡦ ら の

 බᗣ
とࡶやす

（ཌ⏕ປാ┬ 健ᗣ局健ᗣㄢ） 
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【シンポジウムⅠ　健康日本 21（第二次）中間評価を踏まえた今後の展開】



MEMO

 
【指定演題】 
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ありࠊ⚗↮ᕼᮃ者が⚗↮したሙྜの （ྜႚ↮

者の のでࡶてタ定されたࡌᙜ）をῶࠊ��.��

あࡗたࠋ 
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ᰝではࠊ⩦័的にႚ↮している者のྜはࠊ⏨

性が2�ࡗዪィ1�.��とな⏨ࠊ�ዪ性が�.2ࠊ�4.

ているࠋ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）୰㛫評価に࠾

ける評価⤖ᯝではࠕࠊ改ၿしているࠖとされて
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にࠊ┠ᶆ್ 12�の㐩成はᅔ㞴な状況とゝえるの

がᐇ状であࢁうࠋ 

 年௦ࡈとのႚ↮⋡をぢると�0ࠊ ௦40ࠊ ௦の

⏨性では⣙㸲ࠊዪ性で40ࡶ௦は12.��の高⋡

であるࠋさらに20ࠊ௦ࡶ⏨性2�.ࠊ��ዪ性�.��

となࡗて࠾りࠊ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）の期㛫

୰に࠾いてࠊࡶ少なからࡠⱝ者がႚ↮を㛤ጞし

ているᐇែがᾋかୖࡧがるࠋ 

 ಶ人の健ᗣはࠊᐙᗞࠊ学ᰯࠊ地域ࠊ職ሙ等の

社会⎔ቃのᙳ㡪をཷけるࡇとからࠊ社会全యと

してࠊಶ人の健ᗣをᨭえࠊᏲる⎔ቃ࡙くりにດ

めていくࡇとが健ᗣ᪥本㸰㸯の要ㅉのはࡎで

あるࠋ国立がࢇ研究ࢭンターが本年のୡ⏺⚗↮

デーに際してබ⾲したㄪᰝによるとࠊ㓄അ者や

Ꮚどࡶに対してࠊたࡇࡤを྾ࢃないでしい㸭

たࡇࡤをやめてしいとᛮう人がከいᐇែࡶ

᫂らかになࡗているࠋ 

やࠕないࠖあるいはࡏࢃ྾ࡶてࡗ20ṓになࠕ

めたい人が⚗↮にྲྀり⤌ࡴ とを୍ᒙ᥎進しࡇࠖ

ていくための健ᗣ教⫱・健ᗣᨻ策についてࡈࠊ

ཧຍのⓙさࢇと㆟ㄽしたいࠋ 

 

略歴 

1���年ྡྂᒇᕷ⏕まれࠊ東京大学⌮学部⏕≀学科༞୕ࠋ ⳻⥲ྜ研究

ᡤࠊ国立がࢇ研究ࢭンター・がࢇ対策ሗࢭンターを経てࠊ現職（
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たࡇࡤศ㔝の㐍ᤖ≧ἣᚋのㄢ㢟に࡚࠸ࡘ 

  

ᖹ野ۑ
ࡦ ら の

 බᗣ
とࡶやす

（ཌ⏕ປാ┬ 健ᗣ局健ᗣㄢ） 

− 40−



MEMO

 
【指定演題】 

 
【᪨】 

れまでに人㢮が経㦂したࡇが国はࢃ

とのない早さで超高齢社会に✺入しࡇ

ていますࡑࠋのᚋࠊ高齢者人口のྜ

はቑえ⥆けᖹ成�0年には᪤に28㸣にま

で㐩しましたࠋ今ᚋࡶ高齢者人口の

ྜがますますቑຍするࡇとがணされ

ていますࡇࠋれらを⫼ᬒにಶ人ࠊᐙ

᪘ࠊ地域ࡑࠊして国ࣞࣝ࣋に࠾いて高

齢者の医療・福祉・介護・年㔠に関す

るᵝࠎなㄢ題が指されていますࠋ㏆

年ࠊ高齢者の健ᗣၥ題は࢜ࠊーࣛࣝࣇ

ࣟࠊࢽ࣌ࢥサࣝࠊࣝࣞࣇࠊࣝࣞ

ㄆ▱などࠊ࣒ーࣟࢻンࢩࣈࢸࣔࢥ

が࢛ࣇー࢝スされࠊຍえて健ᗣ᱁ᕪな

どの社会的Ỵ定要ᅉࠊ㌟య活動ࠊᰤ㣴

㣗⏕活࠾ࠊよ࣓ࡧンタࣝࣝ࣊スのၥ題

に関してࡶὀ┠されていますࠋ 

 健ᗣ教⫱・ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンศ

野ではࠊ社会⎔ቃの改ၿとඹにࠊ高齢

者の健ᗣࣜスࢡをῶらしࠊඖẼな高齢

者をቑやすࡇとは㔜要なㄢ題ですࠋ

今ࠊ高齢者の健ᗣၥ題に対してはࠊ国

の᪂しいᨻ策ࠊ研究の成ᯝや現ሙのᐇ

㊶からᵝࠎな᪂しいࣟࣉーࢳ方法や

⪃え方が次ࠎとሗ࿌されていますࠋ 

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏ではࢩྛࠊンࢪ࣏ス

のඛ⏕からୖ㏙のෆᐜを୰ᚰに現在ࢺ

の研究成ᯝなどをࡈሗ࿌していたࡔき

ますࡑࠋれらを踏まえてࡇࠊれからの

高齢者にとࡗて必要な健ᗣ教⫱・ࣝ࣊

スࣔࣟࣉーࣙࢩンについてあらࡺる立

ሙの方ࠎとの㆟ㄽが῝まるࡇとをᕼᮃ

しますࠋ 

 

 

 ࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢫ࣭ࣝ࣊⫱ϩ 㧗㱋⪅のᗣᩍ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

  

ᗙ長  北␊⩏（ᇸ⋢┴立大学 健ᗣ㛤Ⓨ学科 健ᗣ行動科学専攻） 

ᒣᗣኵ（⋊༠医科大学 医学部බ⾗⾨⏕学講ᗙ） 
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【指定演題】 
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ていますࡑࠋのᚋࠊ高齢者人口のྜ

はቑえ⥆けᖹ成�0年には᪤に28㸣にま

で㐩しましたࠋ今ᚋࡶ高齢者人口の

ྜがますますቑຍするࡇとがணされ

ていますࡇࠋれらを⫼ᬒにಶ人ࠊᐙ

᪘ࠊ地域ࡑࠊして国ࣞࣝ࣋に࠾いて高

齢者の医療・福祉・介護・年㔠に関す

るᵝࠎなㄢ題が指されていますࠋ㏆

年ࠊ高齢者の健ᗣၥ題は࢜ࠊーࣛࣝࣇ
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【シンポジウムⅡ　高齢者の健康教育・ヘルスプロモーション】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

ຮは᪥本人に⨾ᚨと⪃えられてきたࠋ᪥本

人がຮである⌮⏤はࠕࠊ⏘ᴗ㠉ࠖと対比し

たࠕຮ㠉 とࠖいうᴫᛕでㄝ᫂されている�1�ࠋ

⊃い᪥本に࠾いてỤᡞ௦にᅵ地が㛤ቧされ

つくしたᚋにࠊ限られたᗈさの㎰地で✭をቑ

やすためにࠊປാຊのᢞ入をቑやすࡇとで（つ

まりࠊ限られた㎰地でຮにാくࡇとで）⏕⏘

性をୖࡆていࡗたࡇとがࠊ᪥本人のຮなᩥ化

の㉳※と⪃えられているࡑࠋしてຮがᩥ化と

して᰿いたのはࠊຮであるࡇとがሗࢃれる

えら⪄ࡶとからくるྜ⌮的なែᗘであるとࡇ

れているࡇࠋれは㏫にࠕࠊ経῭的に㈋しいのは

の人がຮでないからࡑ とࠖいう⮬ᕫ㈐௵ㄽに

 ࠋいていくࡧ⤖

⮬ける࠾うしたຮが⨾ᚨであるᩥ化にࡇ

ᕫ㈐௵ㄽはࠊ健ᗣと病Ẽの保健医療の୰にࡶ入

り㎸ࢇでいるとᛮࢃれるࠋᐇ際ࠕࠊ⏕活⩦័病ࠖ

という⛠はⓎ病が⏕活⩦័がཎᅉで⮬ᕫ㈐

௵であるࠊという⪃え方をច㉳しやすいࠋ 

しかしながらࠊ㏆年のබ⾗⾨⏕学は健ᗣの社会

的Ỵ定要ᅉのᏑ在とࡑのᙳ㡪の大きさを᫂ら

かにしࠊ必ࡎしࡶ病ẼのⓎ⏕が⮬ᕫ㈐௵でゎỴ

できるࢃけではないࡇとを♧しているࠋ 

【ᗣの♫的Ỵ定せᅉのᙳ㡪】 

᪥本に࠾いてࡶᵝࠎな研究が高齢者の健ᗣ

をᕥྑする社会的Ỵ定要ᅉのᏑ在を♧してい

る�2�ࠋᡤᚓや学歴が高いど健ᗣ状ែがⰋい

といࡗた健ᗣ᱁ᕪやࢯࠊー࣡ࢺࢵࢿ・ࣝࣕࢩー

た人のつなࡗタࣝといࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩーࢯやࢡ

がりやࡇࡑから⏕ࡳฟされる㈨※が健ᗣをᕥ

ྑするࡇとྠࠊ でいる地域ࢇఫࡶてࡗ人であࡌ

が␗なれࡤ健ᗣ状ែが␗なる可能性のᏑ在ࠊᗂ

少期の⏕⫱⎔ቃが高齢期の健ᗣにᙳ㡪をえ

ているࡇとなどࠊከᵝな⤖ᯝが♧されࠊಶ人の

健ᗣはࠊಶ人のດຊࡔけでつ定されているࢃけ

では↓いࠊという科学的事ᐇが✚ࡆୖࡳられて

いるࠋ 

【㏫㌿ࢣࡿࡍのἲ๎࣮ࣜࢡࢫの㧗࠸ே

ධཷࢆけに࠸ࡃ】 

健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉのᙳ㡪はࠊ保健医療ᚑ

事者であれࡤከくの人が経㦂している事ែを

ᘬき㉳ࡇすࣜࠋ スࢡの高い人どࠊ保健指ᑟを

⪺いてくれなかࡗたりࡶࡑࡶࡑࠊ保健指ᑟのሙ

にཧຍしてくれないࡇとがከいという事ែで

あるࡇࠋのࡇとは㏫㌿するࢣの法๎として▱

られࠊ㏫㌿するண㜵の法๎ࠊというようなゝい

方ࡶされるࠋᐇ際にࣜࢠスでᐇされたᑠ学

ᰯで歯科の健ᗣ教⫱をᐇする介入研究ではࠊ

経῭的に⿱福な地域のᑠ学ᰯでは改ၿがぢら

れたがࠊ㈋ᅔ地༊のᑠ学ᰯでは改ၿがぢられࠊࡎ

⤖ᯝとして健ᗣ᱁ᕪがᣑ大してしまࡗた��� 4�ࠋ 

健ᗣ教⫱は保健医療ศ野で㠀常に㔜要なࢶー

ࣝであるがࠊ健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉのᙳ㡪をཷ

けやすいഃ㠃がᏑ在するࡇとをㄆ㆑して࠾く

必要があるࢁࡔうࠋ 

【ồࠕࡿࢀࡽࡵ♫の⾜ືኚᐜࠖ】 

健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉを⪃៖した対策とし

てはࠊ⏕活状況にかかࢃらࡎ健ᗣになれるよう

な⎔ቃをつくるࡇとが最ࡶ㔜要ࡔと⪃えられ

て࠾りࠊᐇ際:+2がまとめた健ᗣ᱁ᕪ対策ࡑࡶ

うした対策がከく含まれている���ࠋ⚗↮⎔ቃ

の法つไによるᐇ現ࠊ⛯ไによる健ᗣ的な㣗ရ

㉎入のㄏᑟなど大きなᨻ策的な対ᛂが含まれ

るࠋ 

᪥本に࠾いてᑠさな地域に࠾ける健ᗣにな

れる⎔ቃ࡙くりのᐇ現としてはࠊ$*E6࢙ࢪࣟࣉ

らࡆによるṊ㇏⏫での地域介入研究がᣲࢺࢡ

の⾜ືኚᐜ♫ࠕ のࠖたࡵのᗣᩍ⫱㸸♫的Ỵ定せᅉ㧗㱋⪅のᗣ 
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ᩘのサࣟンをసりࠊ㐠Ⴀをࣛ࣎ンࢸによる

ࠊな立ሙでのཧຍをうながしࠎのᵝࠎとで人ࡇ

のࡇࠋれらの事ᴗやᗈሗを⮬యがᐇしたࡇ

ྲྀり⤌ࡳはࠊእฟ・ཧຍしやすい⎔ቃをᐇ現す

るࡇとでࠊ高齢者の要介護状ែのⓎ⏕⋡ࡶῶら

している�10�ࠋ 

うした健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉを⪃៖したࡇ

いて健࠾にࡳ⤌ンのྲྀりࣙࢩーࣔࣟࣉスࣝ࣊

ᗣ教⫱がᯝたすᙺはࠊఫẸや行ᨻやᴗなど

の関ಀ者に⎔ቃ࡙くりの㔜要性をㄝ᫂しࠕࠊ社

会の行動ኚᐜࠖをᑟいていくࡇとであるࠋ健ᗣ

を⮬ᕫ㈐௵としてࠕಶ人の行動ኚᐜࠖを期ᚅす

る健ᗣ教⫱ࡔけでなくࠊఫࢇでいる人が健ᗣに

なりやすい社会⎔ቃをᑟく健ᗣ教⫱が求めら

れているࠋ 
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【シンポジウムⅡ　高齢者の健康教育・ヘルスプロモーション】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

ຮは᪥本人に⨾ᚨと⪃えられてきたࠋ᪥本

人がຮである⌮⏤はࠕࠊ⏘ᴗ㠉ࠖと対比し

たࠕຮ㠉 とࠖいうᴫᛕでㄝ᫂されている�1�ࠋ

⊃い᪥本に࠾いてỤᡞ௦にᅵ地が㛤ቧされ

つくしたᚋにࠊ限られたᗈさの㎰地で✭をቑ

やすためにࠊປാຊのᢞ入をቑやすࡇとで（つ

まりࠊ限られた㎰地でຮにാくࡇとで）⏕⏘

性をୖࡆていࡗたࡇとがࠊ᪥本人のຮなᩥ化

の㉳※と⪃えられているࡑࠋしてຮがᩥ化と

して᰿いたのはࠊຮであるࡇとがሗࢃれる

えら⪄ࡶとからくるྜ⌮的なែᗘであるとࡇ

れているࡇࠋれは㏫にࠕࠊ経῭的に㈋しいのは

の人がຮでないからࡑ とࠖいう⮬ᕫ㈐௵ㄽに

 ࠋいていくࡧ⤖

⮬ける࠾うしたຮが⨾ᚨであるᩥ化にࡇ

ᕫ㈐௵ㄽはࠊ健ᗣと病Ẽの保健医療の୰にࡶ入

り㎸ࢇでいるとᛮࢃれるࠋᐇ際ࠕࠊ⏕活⩦័病ࠖ

という⛠はⓎ病が⏕活⩦័がཎᅉで⮬ᕫ㈐

௵であるࠊという⪃え方をច㉳しやすいࠋ 

しかしながらࠊ㏆年のබ⾗⾨⏕学は健ᗣの社会

的Ỵ定要ᅉのᏑ在とࡑのᙳ㡪の大きさを᫂ら

かにしࠊ必ࡎしࡶ病ẼのⓎ⏕が⮬ᕫ㈐௵でゎỴ

できるࢃけではないࡇとを♧しているࠋ 

【ᗣの♫的Ỵ定せᅉのᙳ㡪】 

᪥本に࠾いてࡶᵝࠎな研究が高齢者の健ᗣ

をᕥྑする社会的Ỵ定要ᅉのᏑ在を♧してい

る�2�ࠋᡤᚓや学歴が高いど健ᗣ状ែがⰋい

といࡗた健ᗣ᱁ᕪやࢯࠊー࣡ࢺࢵࢿ・ࣝࣕࢩー

た人のつなࡗタࣝといࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩーࢯやࢡ

がりやࡇࡑから⏕ࡳฟされる㈨※が健ᗣをᕥ

ྑするࡇとྠࠊ でいる地域ࢇఫࡶてࡗ人であࡌ

が␗なれࡤ健ᗣ状ែが␗なる可能性のᏑ在ࠊᗂ

少期の⏕⫱⎔ቃが高齢期の健ᗣにᙳ㡪をえ

ているࡇとなどࠊከᵝな⤖ᯝが♧されࠊಶ人の

健ᗣはࠊಶ人のດຊࡔけでつ定されているࢃけ

では↓いࠊという科学的事ᐇが✚ࡆୖࡳられて

いるࠋ 

【㏫㌿ࢣࡿࡍのἲ๎࣮ࣜࢡࢫの㧗࠸ே

ධཷࢆけに࠸ࡃ】 

健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉのᙳ㡪はࠊ保健医療ᚑ

事者であれࡤከくの人が経㦂している事ែを

ᘬき㉳ࡇすࣜࠋ スࢡの高い人どࠊ保健指ᑟを

⪺いてくれなかࡗたりࡶࡑࡶࡑࠊ保健指ᑟのሙ

にཧຍしてくれないࡇとがከいという事ែで

あるࡇࠋのࡇとは㏫㌿するࢣの法๎として▱

られࠊ㏫㌿するண㜵の法๎ࠊというようなゝい

方ࡶされるࠋᐇ際にࣜࢠスでᐇされたᑠ学

ᰯで歯科の健ᗣ教⫱をᐇする介入研究ではࠊ

経῭的に⿱福な地域のᑠ学ᰯでは改ၿがぢら

れたがࠊ㈋ᅔ地༊のᑠ学ᰯでは改ၿがぢられࠊࡎ

⤖ᯝとして健ᗣ᱁ᕪがᣑ大してしまࡗた��� 4�ࠋ 

健ᗣ教⫱は保健医療ศ野で㠀常に㔜要なࢶー

ࣝであるがࠊ健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉのᙳ㡪をཷ

けやすいഃ㠃がᏑ在するࡇとをㄆ㆑して࠾く

必要があるࢁࡔうࠋ 

【ồࠕࡿࢀࡽࡵ♫の⾜ືኚᐜࠖ】 

健ᗣの社会的Ỵ定要ᅉを⪃៖した対策とし

てはࠊ⏕活状況にかかࢃらࡎ健ᗣになれるよう

な⎔ቃをつくるࡇとが最ࡶ㔜要ࡔと⪃えられ

て࠾りࠊᐇ際:+2がまとめた健ᗣ᱁ᕪ対策ࡑࡶ

うした対策がከく含まれている���ࠋ⚗↮⎔ቃ

の法つไによるᐇ現ࠊ⛯ไによる健ᗣ的な㣗ရ

㉎入のㄏᑟなど大きなᨻ策的な対ᛂが含まれ

るࠋ 

᪥本に࠾いてᑠさな地域に࠾ける健ᗣにな

れる⎔ቃ࡙くりのᐇ現としてはࠊ$*E6࢙ࢪࣟࣉ

らࡆによるṊ㇏⏫での地域介入研究がᣲࢺࢡ

の⾜ືኚᐜ♫ࠕ のࠖたࡵのᗣᩍ⫱㸸♫的Ỵ定せᅉ㧗㱋⪅のᗣ 
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ࠊな立ሙでのཧຍをうながしࠎのᵝࠎとで人ࡇ
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している�10�ࠋ 
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る健ᗣ教⫱ࡔけでなくࠊఫࢇでいる人が健ᗣに
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れているࠋ 
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improYH VHlI-raWHG hHalWh in WhH olGHr 

populaWion"  

$ TuaVi-H[pHrimHnWal inWHrYHnWion VWuG\. 

6oF 6Fi 0HG 201���4� 8�-�0. 

10. +iNiFhi +� .onGo 1� .onGo .� $iGa -� 

7aNHGa 7� .aZaFhi ,. EIIHFW oI a FommuniW\ 

inWHrYHnWion programmH promoWing VoFial 

inWHraFWionV on IunFWional GiVaEiliW\ 

prHYHnWion Ior olGHr aGulWV� 3ropHnViW\ 

VForH maWFhing anG inVWrumHnWal YariaElH 

anal\VHV� jagHV WaNHWo\o VWuG\. - EpiGHmiol 

&ommuniW\ +HalWh 201����� �0�-10. 

 

略歴 

200�年 北海道大学歯学部༞ᴗ  

2004年 国立保健医療科学院専㛛ㄢ⛬修  

200�年 北海道大学大学院歯学研究科博士ㄢ⛬修  

200�年 東北大学大学院歯学研究科ຓ教  

2010年  8niYHrViW\ &ollHgH /onGon客ဨ研究ဨ  

2011年  ࠥ東北大学大学院歯学研究科教授   

2014年  ࠥ東北大学大学院歯学研究科⮫ᗋ学統ィᨭᐊᐊ長 

2012年 1ࠥ� ᐑᇛ┴保健福祉部 ཧ（歯科医療保健ᨻ策ᢸᙜ）ව  ົ

  （E-mail；j-aiGa@umin.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

が国では高齢化の進行にకいㄆ▱ᝈ者ࢃ 

がᛴቑして࠾りࠊ����年には���人に㐩する

と᥎ィされているࠋㄆ▱のၥ題はಶ人のࡳな

らࡎ社会的にࡶ大きなᙳ㡪をཬࡰすࡇとからࠊ

 ࠋのண㜵対策はႚ⥭のㄢ題とされているࡑ

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏ではࠊㄆ▱機能పୗやㄆ▱

Ⓨに関ࢃる要ᅉのうࠊࡕ介入により改ၿがぢ

㎸めるᅉᏊであるࠊ㌟య活動ࠊᗙ行動ࠊなら

に社会的つながりに関するඛ行研究のᴫ要ࡧ

についてⓎ⾲するࠋまたࠊⓎ⾲者が現在ᐇし

ている研究についてሗ࿌するࠋ 

【㌟యάືࠊᗙ⾜ືㄆ▱】 

ከくのඛ行研究により㌟య活動ࠊれまでにࡇ

によるㄆ▱機能పୗやㄆ▱Ⓨのᢚไຠ

ᯝが☜ㄆされてきたࠋしかしࠊ㌟య活動をᶆ的

とした大つᶍࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂や �� 年以ୖ

㏣㊧した࣍ࢥーࢺ研究ではࠊ㌟య活動によるㄆ

▱ᢚไຠᯝの⤖ᯝは୍㈏していないࠋ㏆年で

はࠊㄆ▱機能改ၿに有ຠ性の高い㐠動✀┠が検

ウされて࠾りࢲࠊンスやኴᴟᣙなどによる有ຠ

性がሗ࿌されているࠋ⏦ㄳ者はࣝࣀデ࢘ࢡࢵ

࢘㏻常ࠊを用いた介入研究をᐇしࢢン࢟ー࢛

のຠᯝが高㌟య・ㄆ▱機能ࡶよりࢢン࢟ー࢛

いࡇとを᫂らかにしたࠋ 
୍方ࠊᗙ行動についてࡶㄆ▱機能との関連

が検ウされているࢩࠋスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗー

ではࠊ⤖ᯝはΰ在するとしているがࠊᗙ行動

を▱的活動（0HQWDOO\�DFWLYH VHGHQWDU\ EHKDYLRU）
とཷ動的なᗙ行動（3DVVLYH VHGHQWDU\ EHKDYLRU）
にศ㢮して検ウしたとࠊࢁࡇ▱的活動はㄆ▱機

能にࣈࢸࢪ࣏にാくのに対しཱྀྲࠊ 動的なᗙ

行動はࣈࢸ࢞ࢿにാく可能性が♧၀されたࠋ 

【♫的ࡾࡀ࡞ࡘㄆ▱】 

社会的つながりの欠ዴにより⏕ࡌる社会的

Ꮩ立はㄆ▱Ⓨの要な༴㝤ᅉᏊとされて

ㄆࡧよ࠾てㄆ▱機能పୗࡗ観ᐹ研究によࠊり࠾

▱Ⓨと強く関連するࡇとがሗ࿌されてい

るࠋ介入研究による▱ぢは限られているࡶののࠊ

社会的関ಀ性に対する介入がㄆ▱機能の⥔ᣢ

に有ຠであるࡇとが♧၀されているࠋ 

【」ྜ的ධにࡿࡼㄆ▱ண㜵対策】 

ㄆ▱ⓎにはከᵝなᅉᏊがᐤするࡇと

からࠊ㏆年ではࠊ」ᩘの༴㝤ᅉᏊをᶆ的とした

」ྜ的介入࣒ࣛࢢࣟࣉがᐇされጞめているࠋ

Ⓨ⾲者は㌟య活動と社会的ὶからなる」ྜ

的介入をᐇしࠊ㌟య活動をᶆ的とした༢⊂介

入よりࡶ㌟య・ㄆ▱機能に対するຠᯝが高いഴ

向があるࡇとを᫂らかにしたࠋ 

 【ࡵࡲ】

地域ఫẸの社会的つながりがᕼⷧ化してい

る現௦に࠾いてはࠊ⮬↛Ⓨ⏕的なὶにຍえࠊ

㏻いのሙ等の人ᕤ的なὶの機会をฟしࠊ௰

㛫と୍⥴に㐠動をするࡇとがࠊㄆ▱ண㜵には

有ຠであるかࡶしれないࠋ 

 

略歴 

200�年 早✄⏣大学ス࣏ーࢶ科学部 ༞ᴗ 

2011年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科修士ㄢ⛬ 修 

201�年 東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤ 社会ཧຍと地域保

健研究ࢳー࣒ 㠀常研究ဨ（現在に⮳る） 

2018年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科博士ᚋ期 修 

2018年 早✄⏣大学ス࣏ーࢶ科学学術院 研究ဨ（現在に⮳る） 

2018年 ᪥本学術⯆会 ≉ู研究ဨ（現在に⮳る） 

（(�PDLO；QHPRWR#WPLJ�RU�MS） 

ㄆ▱ᶵ⬟పୗࡧࡼ࠾ㄆ▱Ⓨに対ࡿࡍ㌟యάື࣭♫的ࡾࡀ࡞ࡘのᙳ㡪 

  

᰿本ۑ
ࡡ ࡶ と

 ⿱
うࡺ

ኴ
た

 （東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤࠊ早✄⏣大学） 
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【シンポジウムⅡ　高齢者の健康教育・ヘルスプロモーション】



MEMO

 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

が国では高齢化の進行にకいㄆ▱ᝈ者ࢃ 

がᛴቑして࠾りࠊ����年には���人に㐩する

と᥎ィされているࠋㄆ▱のၥ題はಶ人のࡳな

らࡎ社会的にࡶ大きなᙳ㡪をཬࡰすࡇとからࠊ

 ࠋのண㜵対策はႚ⥭のㄢ題とされているࡑ

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏ではࠊㄆ▱機能పୗやㄆ▱

Ⓨに関ࢃる要ᅉのうࠊࡕ介入により改ၿがぢ

㎸めるᅉᏊであるࠊ㌟య活動ࠊᗙ行動ࠊなら

に社会的つながりに関するඛ行研究のᴫ要ࡧ

についてⓎ⾲するࠋまたࠊⓎ⾲者が現在ᐇし

ている研究についてሗ࿌するࠋ 

【㌟యάືࠊᗙ⾜ືㄆ▱】 

ከくのඛ行研究により㌟య活動ࠊれまでにࡇ

によるㄆ▱機能పୗやㄆ▱Ⓨのᢚไຠ

ᯝが☜ㄆされてきたࠋしかしࠊ㌟య活動をᶆ的

とした大つᶍࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂や �� 年以ୖ

㏣㊧した࣍ࢥーࢺ研究ではࠊ㌟య活動によるㄆ

▱ᢚไຠᯝの⤖ᯝは୍㈏していないࠋ㏆年で

はࠊㄆ▱機能改ၿに有ຠ性の高い㐠動✀┠が検

ウされて࠾りࢲࠊンスやኴᴟᣙなどによる有ຠ

性がሗ࿌されているࠋ⏦ㄳ者はࣝࣀデ࢘ࢡࢵ

࢘㏻常ࠊを用いた介入研究をᐇしࢢン࢟ー࢛

のຠᯝが高㌟య・ㄆ▱機能ࡶよりࢢン࢟ー࢛

いࡇとを᫂らかにしたࠋ 
୍方ࠊᗙ行動についてࡶㄆ▱機能との関連

が検ウされているࢩࠋスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗー

ではࠊ⤖ᯝはΰ在するとしているがࠊᗙ行動

を▱的活動（0HQWDOO\�DFWLYH VHGHQWDU\ EHKDYLRU）
とཷ動的なᗙ行動（3DVVLYH VHGHQWDU\ EHKDYLRU）
にศ㢮して検ウしたとࠊࢁࡇ▱的活動はㄆ▱機

能にࣈࢸࢪ࣏にാくのに対しཱྀྲࠊ 動的なᗙ

行動はࣈࢸ࢞ࢿにാく可能性が♧၀されたࠋ 

【♫的ࡾࡀ࡞ࡘㄆ▱】 

社会的つながりの欠ዴにより⏕ࡌる社会的

Ꮩ立はㄆ▱Ⓨの要な༴㝤ᅉᏊとされて

ㄆࡧよ࠾てㄆ▱機能పୗࡗ観ᐹ研究によࠊり࠾

▱Ⓨと強く関連するࡇとがሗ࿌されてい

るࠋ介入研究による▱ぢは限られているࡶののࠊ

社会的関ಀ性に対する介入がㄆ▱機能の⥔ᣢ

に有ຠであるࡇとが♧၀されているࠋ 

【」ྜ的ධにࡿࡼㄆ▱ண㜵対策】 

ㄆ▱ⓎにはከᵝなᅉᏊがᐤするࡇと

からࠊ㏆年ではࠊ」ᩘの༴㝤ᅉᏊをᶆ的とした

」ྜ的介入࣒ࣛࢢࣟࣉがᐇされጞめているࠋ

Ⓨ⾲者は㌟య活動と社会的ὶからなる」ྜ

的介入をᐇしࠊ㌟య活動をᶆ的とした༢⊂介

入よりࡶ㌟య・ㄆ▱機能に対するຠᯝが高いഴ

向があるࡇとを᫂らかにしたࠋ 

 【ࡵࡲ】

地域ఫẸの社会的つながりがᕼⷧ化してい

る現௦に࠾いてはࠊ⮬↛Ⓨ⏕的なὶにຍえࠊ

㏻いのሙ等の人ᕤ的なὶの機会をฟしࠊ௰

㛫と୍⥴に㐠動をするࡇとがࠊㄆ▱ண㜵には

有ຠであるかࡶしれないࠋ 

 

略歴 

200�年 早✄⏣大学ス࣏ーࢶ科学部 ༞ᴗ 

2011年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科修士ㄢ⛬ 修 

201�年 東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤ 社会ཧຍと地域保

健研究ࢳー࣒ 㠀常研究ဨ（現在に⮳る） 

2018年 早✄⏣大学大学院ス࣏ーࢶ科学研究科博士ᚋ期 修 

2018年 早✄⏣大学ス࣏ーࢶ科学学術院 研究ဨ（現在に⮳る） 

2018年 ᪥本学術⯆会 ≉ู研究ဨ（現在に⮳る） 

（(�PDLO；QHPRWR#WPLJ�RU�MS） 

ㄆ▱ᶵ⬟పୗࡧࡼ࠾ㄆ▱Ⓨに対ࡿࡍ㌟యάື࣭♫的ࡾࡀ࡞ࡘのᙳ㡪 

  

᰿本ۑ
ࡡ ࡶ と

 ⿱
うࡺ

ኴ
た

 （東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤࠊ早✄⏣大学） 
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【指定演題】 

 
Ϩ� ࡵࡌࡣに 

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では高齢者の健ᗣㄢ題

である不╀についてྲྀりୖࡆるࠋ≉に不╀

あるいは╧╀障害のண備㌷に対する㌟

య活動のຠᯝについてゎㄝするࠋまたࡇࠊ

れまで高齢者の健ᗣ࡙くりは機能ᅇに

║が⨨かれていたഴ向にあるࠋ今ᚋは要

介護状ែになࡗてࡶᏳᚰして⏕活できる

ための地域⎔ቃのᩚ備が必要であるࠋさら

に介護ண㜵のために高齢者⮬らがᢸいᡭ

となࡗて活㌍できる㏻いのሙのタ⨨やࡑࠊ

れらを⥅⥆的に㐠Ⴀするための人ᮦ⫱成

などが㔜要であるࡇࡑࠋでࠊ現在ᡃࠎが進

めている高齢者の地域健ᗣ࡙くりについ

てゎㄝをするࠋ 

ϩ� ᑡᏊ㧗㱋にࡿࡼㄢ㢟 㸫ேཱྀᵓ㐀

のኚࡽ㸫 

 少Ꮚ高齢化が進行୰であるࡇとは࿘▱

の㏻りであるࠋᅋሢのୡ௦がすて �� ṓ

以ୖとなる 202� 年㡭から⏕⏘年齢人口の

ῶ少がຍ㏿するとண されているࡇࠋのࡇ

とは社会保障の観Ⅼから現ᙺୡ௦の㈇ᢸ

は大きくなりࠊ᪥本の社会保障ไᗘをさら

にᅽ㏕するࡇとがணされるࠋᨻᗓは現ᙺ

ୡ௦の人口がᛴῶする୰でࠊ社会全యの活

ຊ向ୖをᅗるためには高齢者をはࡌめと

してከᵝなᑵປや社会ཧຍをಁすࡇとを

基┙に 2040 年までに健ᗣᑑを � 年以ୖ

ᘏఙするࡇとを┠指しているࡑࠋのᐇ現の

ためにはࡇれまで以ୖに高齢者の介護ண

㜵や健ᗣ࡙くりが㔜要となるࠋ 

Ϫ� 㧗㱋⪅の╧╀㌟యάື 

㸯㸬㧗㱋⪅の╧╀ 

 高齢期を㏄えると╧╀に対する不‶が

ቑຍするࡇとがሗ࿌されているࠋ᪥本の高

齢者の࠾よࡑ �0�が不╀をッえて࠾りࡑࠊ

の状はࠕᐷけない（入╀₯のᘏ長）ࠖࠊ

ࠖኪ୰に┠ぬめる（୰㏵ぬ㓰㛫のቑຍ）ࠕ

などであるࡇࠋのような不╀状はᚰ⾑⟶

ᝈࠊ⬻⾑⟶ᝈࠊ⢾ᒀ病ࠊ高⾑ᅽࠊ高⬡

⾑ࠊ‶⫧ࠊうつ࠾ࠊよࡧㄆ▱のࣜスࢡ

要ᅉであるࡇとが観ᐹ研究から♧されて

いるࠋまたࠊ╀れないࡇと⮬యが᪥常の⏕

活機能を不Ᏻ定にさࡏ⏕活の㉁（TualiW\ 

oI liIH� 42/）をపୗさࡏるࡇとが指さ

れているࡇࠋのようなࡇとを踏まえると‶

足な╧╀を⋓ᚓするࡇとは介護ண㜵の観

Ⅼからࡶ㔜要であるࠋ 

㸰㸬㧗㱋⪅の㌟యάື 

 ㌟య活動とはᏳ㟼にしている状ែより

ከくのエࢠࣝࢿーをᾘ㈝するすての動

きのࡇとを♧すࡑࠋのうࡕయຊの⥔ᣢ・向

ୖを┠的としてィ⏬的・ពᅗ的にᐇする

㐠動ࠕのをࡶ 活⏕ࠕのをࡶ㐠動以እの ࠊࠖ

活動 とࠖしている201ࠋ� 年 � 月の㐠動基準・

㐠動指㔪の改定に関する検ウ会ሗ࿌᭩に

いて࠾ �� ṓ以ୖの㌟య活動（⏕活活動・

㐠動）の基準が㏣ຍされࠕࠊ強ᗘをၥࠊࡎࢃ

㌟య活動を 10 ࠊ�㐌行うࠖとし・ࢶࢵ࣓

ලయ的にはࠕࠊᶓになࡗたままやࠊᗙࡗた

㧗㱋⪅のᗣᩍ⫱࣭ࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢫࣝ 

㸫㌟యάືの╀に対ࡿࡍຠ⏝㞟ᅋᡓ␎ᆺのᗣ࡙ࡾࡃ㸫 

␊北ۑ
きたࡤたけ

⩏
よし


のり

（ᇸ⋢┴立大学保健医療福祉学部） 

 
【指定演題】 

ままにならなけれࡤどࢇな動きでࡶよい

のでࠊ㌟య活動をẖ᪥ 40 ศ行うࠖとして

いるࠋ㦵⢒㧼による㦵ᢡやኚᙧ性関⠇ࠊ

てᐷたきࡗなどによࢽ࣌ࢥサࣝࡧよ࠾

りに⮳るࣜスࢡが高まるࡇとが指され

ているࡇࠋれらの病はຍ齢を基┙として

れにᐤしているࡑࡶ㌟య活動不足ࠊり࠾

㌟య活ࠊいては≉に࠾高齢期にࠊとからࡇ

動不足に⮳らないࡇとが㔜要であるࠋ高齢

者がより長く⮬立した⏕活を㏦るために

᥎ዡされる基準であるࠋ 

㸱㸬╀ࢆゎᾘࡿࡍたࡵの㌟యάື 

 㐠動⩦័（⩦័の有↓ࠊ強ᗘ・㢖ᗘ・

㛫）と不╀の関連性は観ᐹ研究からሗ࿌さ

れているࠋさらにࠊ╧╀に不‶をᣢつ高齢

者を対㇟に㐠動を介入ᡭẁに用いた研究

から㐠動が㉁のⰋい╧╀の⋓ᚓにᐤす

るというሗ࿌があるࡇࠋれらのከくの介入

研究では୰等ᗘの㐠動強ᗘを用いているࠋ

ᡃࠎの研究では㠀㔜不╀者（医師のุ

定）でࠊ╧╀⸆の᭹⸆がなくࠊ╧╀にㄢ題

をᢪえるዪ性在宅高齢者に対してࠊᏳ全で

≉ูな道ලを使用ࡎࡏに⥅⥆可能性が高

く（ᐇ用性の☜保）ࠊかつ介入ຠᯝ（有ຠ

性の高い）が期ᚅできるࠊప強ᗘࠊ高㢖ᗘ

の࣒ࣛࢢࣟࣉ（╧╀๓のスࢳࢵࣞࢺయ᧯と

᪥୰の࢛࢘ー࢟ンࢢ・ᩓṌࠊẖ᪥ᐇࠊ介

入期㛫 4 㐌㛫）を⪃しࡑࠊのຠᯝ検ドを

↓సⅭ化比較ヨ㦂で検ウしたࡑࠋの⤖ᯝࠊ

୰㏵ぬ㓰㛫が▷⦰したࡑࠋのࡇとで╧╀

㛫のᘏ長あるいは῝╧╀を⋓ᚓしࠊ全య

の不╀ឤが改ၿした可能性が♧၀されたࠋ

健ᗣ࡙くりのための╧╀指㔪ࠕ 2014㹼╧

╀ 12 ⟠᮲㹼ࠖの୰にࠕ㐺ᗘな㐠動ࠖを᥎

ዡしているࠋ高齢者の不╀改ၿに関する㌟

య活動に関してはࠊప強ᗘでẖ᪥ࠊ㌟యを

動かすࡇとで不╀が改ၿされるࡇとが期

ᚅできるࠋ 

ϫ㸬♫的ᡂᯝࡿࡆ࠶ࢆᗣ࡙ࡾࡃ 

れまで高齢者の健ᗣ࡙くりは機能ᅇࡇ

に║が⨨かれるഴ向にあࡗたがࡇࠊれ

からは高齢者が地域の୰に⏕きがいやᙺ

をࡗࡶて⏕活できるような⎔ቃをᩚ備

して健ᗣ࡙くりを┠指すࡇとࡶ必要であ

るࡑࠋのためにはࠊ全ての人ࠎを対㇟とし

た㞟ᅋᡓ略ᆺの健ᗣቑ進対策として健ᗣ

࡙くりをᐇ㊶するࡇとが㔜要であるࡇࠋれ

までの機能ᅇを┠的とした↓సⅭ化比

較ヨ㦂などの㉁の高いエビデンスをᛂ用

してࠊよりከくの人を対㇟とした際の㞟ᅋ

ᡓ略ᆺの介入研究の✚が求められるࡇࠋ

れらをᐇ現するためにはࣝ࣊スࣔࣟࣉー

いたከ㡿域・ከศ野の専࠾ンをᛕ㢌にࣙࢩ

㛛ᐙが学際的に連携しࠊ包括的な健ᗣ࡙く

りの方法の㛤Ⓨ研究が必要であるࠋᙜ᪥は

ࢩࢵ࢝スとについてデࡇのあたりのࡇ

ࣙンを῝めたいࠋ 

 

略歴 

1��4年 �月බ┈㈈ᅋ法人᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋయຊ医学研究

ᡤ研究ဨ200ࠋ� 年 � 月ྠ・௵研究ဨ2011ࠋ 年 4 月ྠ・

᪂ᐟ健診ࢭンター学術ᐊᐊ長（වົ）2012ࠋ 年 4 月から現

職ࠋ専㛛ศ野は㐠動学ࠋ㌟య活動を用いた不╀ゎᾘࣟࣉ

ࠋくり研究にᚑ事࡙ࡕに健ᗣなまࡧならࠊの㛤Ⓨ࣒ࣛࢢ

（E-mail� NiWaEaWaNH-\oVhinori@Vpu.aF.jp） 
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【シンポジウムⅡ　高齢者の健康教育・ヘルスプロモーション】



 
【指定演題】 

 
Ϩ� ࡵࡌࡣに 

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では高齢者の健ᗣㄢ題

である不╀についてྲྀりୖࡆるࠋ≉に不╀

あるいは╧╀障害のண備㌷に対する㌟

య活動のຠᯝについてゎㄝするࠋまたࡇࠊ

れまで高齢者の健ᗣ࡙くりは機能ᅇに

║が⨨かれていたഴ向にあるࠋ今ᚋは要

介護状ែになࡗてࡶᏳᚰして⏕活できる

ための地域⎔ቃのᩚ備が必要であるࠋさら

に介護ண㜵のために高齢者⮬らがᢸいᡭ

となࡗて活㌍できる㏻いのሙのタ⨨やࡑࠊ

れらを⥅⥆的に㐠Ⴀするための人ᮦ⫱成

などが㔜要であるࡇࡑࠋでࠊ現在ᡃࠎが進

めている高齢者の地域健ᗣ࡙くりについ

てゎㄝをするࠋ 

ϩ� ᑡᏊ㧗㱋にࡿࡼㄢ㢟 㸫ேཱྀᵓ㐀

のኚࡽ㸫 

 少Ꮚ高齢化が進行୰であるࡇとは࿘▱

の㏻りであるࠋᅋሢのୡ௦がすて �� ṓ

以ୖとなる 202� 年㡭から⏕⏘年齢人口の

ῶ少がຍ㏿するとண されているࡇࠋのࡇ

とは社会保障の観Ⅼから現ᙺୡ௦の㈇ᢸ

は大きくなりࠊ᪥本の社会保障ไᗘをさら

にᅽ㏕するࡇとがணされるࠋᨻᗓは現ᙺ

ୡ௦の人口がᛴῶする୰でࠊ社会全యの活

ຊ向ୖをᅗるためには高齢者をはࡌめと

してከᵝなᑵປや社会ཧຍをಁすࡇとを

基┙に 2040 年までに健ᗣᑑを � 年以ୖ

ᘏఙするࡇとを┠指しているࡑࠋのᐇ現の

ためにはࡇれまで以ୖに高齢者の介護ண

㜵や健ᗣ࡙くりが㔜要となるࠋ 

Ϫ� 㧗㱋⪅の╧╀㌟యάື 

㸯㸬㧗㱋⪅の╧╀ 

 高齢期を㏄えると╧╀に対する不‶が

ቑຍするࡇとがሗ࿌されているࠋ᪥本の高

齢者の࠾よࡑ �0�が不╀をッえて࠾りࡑࠊ

の状はࠕᐷけない（入╀₯のᘏ長）ࠖࠊ

ࠖኪ୰に┠ぬめる（୰㏵ぬ㓰㛫のቑຍ）ࠕ

などであるࡇࠋのような不╀状はᚰ⾑⟶

ᝈࠊ⬻⾑⟶ᝈࠊ⢾ᒀ病ࠊ高⾑ᅽࠊ高⬡

⾑ࠊ‶⫧ࠊうつ࠾ࠊよࡧㄆ▱のࣜスࢡ

要ᅉであるࡇとが観ᐹ研究から♧されて

いるࠋまたࠊ╀れないࡇと⮬యが᪥常の⏕

活機能を不Ᏻ定にさࡏ⏕活の㉁（TualiW\ 

oI liIH� 42/）をపୗさࡏるࡇとが指さ

れているࡇࠋのようなࡇとを踏まえると‶

足な╧╀を⋓ᚓするࡇとは介護ண㜵の観

Ⅼからࡶ㔜要であるࠋ 

㸰㸬㧗㱋⪅の㌟యάື 

 ㌟య活動とはᏳ㟼にしている状ែより

ከくのエࢠࣝࢿーをᾘ㈝するすての動

きのࡇとを♧すࡑࠋのうࡕయຊの⥔ᣢ・向

ୖを┠的としてィ⏬的・ពᅗ的にᐇする

㐠動ࠕのをࡶ 活⏕ࠕのをࡶ㐠動以እの ࠊࠖ

活動 とࠖしている201ࠋ� 年 � 月の㐠動基準・

㐠動指㔪の改定に関する検ウ会ሗ࿌᭩に

いて࠾ �� ṓ以ୖの㌟య活動（⏕活活動・

㐠動）の基準が㏣ຍされࠕࠊ強ᗘをၥࠊࡎࢃ

㌟య活動を 10 ࠊ�㐌行うࠖとし・ࢶࢵ࣓

ලయ的にはࠕࠊᶓになࡗたままやࠊᗙࡗた

㧗㱋⪅のᗣᩍ⫱࣭ࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢫࣝ 

㸫㌟యάືの╀に対ࡿࡍຠ⏝㞟ᅋᡓ␎ᆺのᗣ࡙ࡾࡃ㸫 

␊北ۑ
きたࡤたけ

⩏
よし


のり

（ᇸ⋢┴立大学保健医療福祉学部） 

 
【指定演題】 

ままにならなけれࡤどࢇな動きでࡶよい

のでࠊ㌟య活動をẖ᪥ 40 ศ行うࠖとして

いるࠋ㦵⢒㧼による㦵ᢡやኚᙧ性関⠇ࠊ

てᐷたきࡗなどによࢽ࣌ࢥサࣝࡧよ࠾

りに⮳るࣜスࢡが高まるࡇとが指され

ているࡇࠋれらの病はຍ齢を基┙として

れにᐤしているࡑࡶ㌟య活動不足ࠊり࠾

㌟య活ࠊいては≉に࠾高齢期にࠊとからࡇ

動不足に⮳らないࡇとが㔜要であるࠋ高齢

者がより長く⮬立した⏕活を㏦るために

᥎ዡされる基準であるࠋ 

㸱㸬╀ࢆゎᾘࡿࡍたࡵの㌟యάື 

 㐠動⩦័（⩦័の有↓ࠊ強ᗘ・㢖ᗘ・

㛫）と不╀の関連性は観ᐹ研究からሗ࿌さ

れているࠋさらにࠊ╧╀に不‶をᣢつ高齢

者を対㇟に㐠動を介入ᡭẁに用いた研究

から㐠動が㉁のⰋい╧╀の⋓ᚓにᐤす

るというሗ࿌があるࡇࠋれらのከくの介入

研究では୰等ᗘの㐠動強ᗘを用いているࠋ

ᡃࠎの研究では㠀㔜不╀者（医師のุ

定）でࠊ╧╀⸆の᭹⸆がなくࠊ╧╀にㄢ題

をᢪえるዪ性在宅高齢者に対してࠊᏳ全で

≉ูな道ලを使用ࡎࡏに⥅⥆可能性が高

く（ᐇ用性の☜保）ࠊかつ介入ຠᯝ（有ຠ

性の高い）が期ᚅできるࠊప強ᗘࠊ高㢖ᗘ

の࣒ࣛࢢࣟࣉ（╧╀๓のスࢳࢵࣞࢺయ᧯と

᪥୰の࢛࢘ー࢟ンࢢ・ᩓṌࠊẖ᪥ᐇࠊ介

入期㛫 4 㐌㛫）を⪃しࡑࠊのຠᯝ検ドを

↓సⅭ化比較ヨ㦂で検ウしたࡑࠋの⤖ᯝࠊ

୰㏵ぬ㓰㛫が▷⦰したࡑࠋのࡇとで╧╀

㛫のᘏ長あるいは῝╧╀を⋓ᚓしࠊ全య

の不╀ឤが改ၿした可能性が♧၀されたࠋ

健ᗣ࡙くりのための╧╀指㔪ࠕ 2014㹼╧

╀ 12 ⟠᮲㹼ࠖの୰にࠕ㐺ᗘな㐠動ࠖを᥎

ዡしているࠋ高齢者の不╀改ၿに関する㌟

య活動に関してはࠊప強ᗘでẖ᪥ࠊ㌟యを

動かすࡇとで不╀が改ၿされるࡇとが期

ᚅできるࠋ 

ϫ㸬♫的ᡂᯝࡿࡆ࠶ࢆᗣ࡙ࡾࡃ 

れまで高齢者の健ᗣ࡙くりは機能ᅇࡇ

に║が⨨かれるഴ向にあࡗたがࡇࠊれ

からは高齢者が地域の୰に⏕きがいやᙺ

をࡗࡶて⏕活できるような⎔ቃをᩚ備

して健ᗣ࡙くりを┠指すࡇとࡶ必要であ

るࡑࠋのためにはࠊ全ての人ࠎを対㇟とし

た㞟ᅋᡓ略ᆺの健ᗣቑ進対策として健ᗣ

࡙くりをᐇ㊶するࡇとが㔜要であるࡇࠋれ

までの機能ᅇを┠的とした↓సⅭ化比

較ヨ㦂などの㉁の高いエビデンスをᛂ用

してࠊよりከくの人を対㇟とした際の㞟ᅋ

ᡓ略ᆺの介入研究の✚が求められるࡇࠋ

れらをᐇ現するためにはࣝ࣊スࣔࣟࣉー

いたከ㡿域・ከศ野の専࠾ンをᛕ㢌にࣙࢩ

㛛ᐙが学際的に連携しࠊ包括的な健ᗣ࡙く

りの方法の㛤Ⓨ研究が必要であるࠋᙜ᪥は

ࢩࢵ࢝スとについてデࡇのあたりのࡇ

ࣙンを῝めたいࠋ 

 

略歴 

1��4年 �月බ┈㈈ᅋ法人᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋయຊ医学研究

ᡤ研究ဨ200ࠋ� 年 � 月ྠ・௵研究ဨ2011ࠋ 年 4 月ྠ・

᪂ᐟ健診ࢭンター学術ᐊᐊ長（වົ）2012ࠋ 年 4 月から現

職ࠋ専㛛ศ野は㐠動学ࠋ㌟య活動を用いた不╀ゎᾘࣟࣉ

ࠋくり研究にᚑ事࡙ࡕに健ᗣなまࡧならࠊの㛤Ⓨ࣒ࣛࢢ

（E-mail� NiWaEaWaNH-\oVhinori@Vpu.aF.jp） 
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MEMO

 
【指定演題】 

⫼ᬒ 

歯・口腔の健ᗣ状ែがᝏけれࡤうま

くჶめない．ࡑの⤖ᯝ，㣗ရ㑅ᢥのᖜ

は⊃まり，㣗のከᵝ性がኻࢃれᰤ㣴ࣂ

ࣛンスがᔂれる．ࡇのような口腔保健

とᰤ㣴との関連は経㦂的にࡶᴫᛕ的に

ゎしやすい．୍方，୧者の連携に⌮ࡶ

は，エビデンスと評価指ᶆのඹ有，歯

学教⫱・ᰤ㣴学教⫱，୧ศ野の専㛛職

の連携にかかࢃる法的᰿ᣐ等いくつか

のㄢ題があࡗた． 

エビデンス・ᐇ㊶・ᨻ策 

エビデンスでは，歯・口腔の健ᗣが

㣗⏕活にཬࡰすᙳ㡪と㣗⏕活が歯・口

腔の健ᗣにཬࡰすᙳ㡪という୧方向の

研究成ᯝが✚してきている．すなࢃ

歯の႙ኻが，野⳯・ᯝ≀㢮等の�1�，ࡕ

㣗ရᦤྲྀ，ᢠ㓟化స用を有するビタ࣑

ン㢮等のᰤ㣴⣲ᦤྲྀのῶ少と関連，�2� 

歯の႙ኻが，⫧‶・⑭ࡏと関連．≉に

高齢者に࠾いてはపᰤ㣴と関連，��� 

◁⢾とう蝕との᫂らかな関ಀ以እに，

పᰤ㣴やᢠ㓟化≀㉁と歯࿘病，全⢏✐

≀，野⳯，ᯝᐇのᦤྲྀと口腔がࢳ，ࢇ

ーࢬと∵ஙとう蝕との関連など㣗事が

口腔ᝈにᙳ㡪，�4�㣗⏕活・ᰤ㣴指ᑟ

をకࢃなけれࡤᰤ㣴ᦤྲྀ状況の改ၿが

期ᚅできない，ࡇとなどが᫂らかにな

 ．てきたࡗ

ᨻ策的には，㺀健ᗣ᪥本21（➨2次），

���������年㺁で，歯・口腔の健ᗣは，ᰤ

㣴・㣗⏕活と並ࡧ，健ᗣᑑのᘏఙと

健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ，⏕活⩦័病

（1on-FommuniFaElH GiVHaVHV�1&'V�の

Ⓨண㜵と㔜化ண㜵のᚭᗏ，社会⏕

活をႠࡴために必要な機能の⥔ᣢཬࡧ

向ୖ等国Ẹの健ᗣቑ進をᙧ成する基本

要⣲のࡦとつと⨨࡙けられた． 

ᐇ㊶のሙ㠃で2018，ࡶ年から➨�期の

≉定健診・≉定保健指ᑟのᶆ準的な㉁

ၥ⚊に，ࠕ㣗事をかࢇで㣗るの状

ែࠖを評価する項┠がຍࡗࢃたࡇとዎ

機に，歯科診療ᡤで≉定保健指ᑟを⟶

⌮ᰤ㣴士と歯科専㛛職が༠ാして行う

事がでてきている． 

୧ศ野の連携 

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では，ࡇれらのエビ

デンス・ᐇ㊶・ᨻ策࠾よࡧ歯学教⫱・

ᰤ㣴学教⫱の現状とㄢ題をᩚ⌮すると

ඹに，連携を᥎進するための方策につ

いて㆟ㄽする． 

【略歴】 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail；IuNaiN@IihV.org） 

୰す᫂⨾ 

1��1年 ┴立ᗈᓥዪᏊ大学ᐙᨻ学部༞ᴗ 

1��1年 ᗈᓥᕷ学ᰯᰤ㣴職ဨ（14年㛫） 

2012年 ዪᏊᰤ㣴大学 専௵講師 

2018年  ྠ 教授 

（E-mail；naNaniVi@Hi\o.aF.jp） 

 

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

  

✭῝ۑ
かいかくࡩ

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤ），୰す
なかにし

᫂⨾
あ け ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学） 
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【指定演題】 

⫼ᬒ 

歯・口腔の健ᗣ状ែがᝏけれࡤうま

くჶめない．ࡑの⤖ᯝ，㣗ရ㑅ᢥのᖜ

は⊃まり，㣗のከᵝ性がኻࢃれᰤ㣴ࣂ

ࣛンスがᔂれる．ࡇのような口腔保健

とᰤ㣴との関連は経㦂的にࡶᴫᛕ的に

ゎしやすい．୍方，୧者の連携に⌮ࡶ

は，エビデンスと評価指ᶆのඹ有，歯

学教⫱・ᰤ㣴学教⫱，୧ศ野の専㛛職

の連携にかかࢃる法的᰿ᣐ等いくつか

のㄢ題があࡗた． 

エビデンス・ᐇ㊶・ᨻ策 

エビデンスでは，歯・口腔の健ᗣが

㣗⏕活にཬࡰすᙳ㡪と㣗⏕活が歯・口

腔の健ᗣにཬࡰすᙳ㡪という୧方向の

研究成ᯝが✚してきている．すなࢃ

歯の႙ኻが，野⳯・ᯝ≀㢮等の�1�，ࡕ

㣗ရᦤྲྀ，ᢠ㓟化స用を有するビタ࣑

ン㢮等のᰤ㣴⣲ᦤྲྀのῶ少と関連，�2� 

歯の႙ኻが，⫧‶・⑭ࡏと関連．≉に

高齢者に࠾いてはపᰤ㣴と関連，��� 

◁⢾とう蝕との᫂らかな関ಀ以እに，

పᰤ㣴やᢠ㓟化≀㉁と歯࿘病，全⢏✐

≀，野⳯，ᯝᐇのᦤྲྀと口腔がࢳ，ࢇ

ーࢬと∵ஙとう蝕との関連など㣗事が

口腔ᝈにᙳ㡪，�4�㣗⏕活・ᰤ㣴指ᑟ

をకࢃなけれࡤᰤ㣴ᦤྲྀ状況の改ၿが

期ᚅできない，ࡇとなどが᫂らかにな

 ．てきたࡗ

ᨻ策的には，㺀健ᗣ᪥本21（➨2次），

���������年㺁で，歯・口腔の健ᗣは，ᰤ

㣴・㣗⏕活と並ࡧ，健ᗣᑑのᘏఙと

健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ，⏕活⩦័病

（1on-FommuniFaElH GiVHaVHV�1&'V�の

Ⓨண㜵と㔜化ண㜵のᚭᗏ，社会⏕

活をႠࡴために必要な機能の⥔ᣢཬࡧ

向ୖ等国Ẹの健ᗣቑ進をᙧ成する基本

要⣲のࡦとつと⨨࡙けられた． 

ᐇ㊶のሙ㠃で2018，ࡶ年から➨�期の

≉定健診・≉定保健指ᑟのᶆ準的な㉁

ၥ⚊に，ࠕ㣗事をかࢇで㣗るの状

ែࠖを評価する項┠がຍࡗࢃたࡇとዎ

機に，歯科診療ᡤで≉定保健指ᑟを⟶

⌮ᰤ㣴士と歯科専㛛職が༠ാして行う

事がでてきている． 

୧ศ野の連携 

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では，ࡇれらのエビ

デンス・ᐇ㊶・ᨻ策࠾よࡧ歯学教⫱・

ᰤ㣴学教⫱の現状とㄢ題をᩚ⌮すると

ඹに，連携を᥎進するための方策につ

いて㆟ㄽする． 

【略歴】 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail；IuNaiN@IihV.org） 

୰す᫂⨾ 

1��1年 ┴立ᗈᓥዪᏊ大学ᐙᨻ学部༞ᴗ 

1��1年 ᗈᓥᕷ学ᰯᰤ㣴職ဨ（14年㛫） 

2012年 ዪᏊᰤ㣴大学 専௵講師 

2018年  ྠ 教授 

（E-mail；naNaniVi@Hi\o.aF.jp） 

 

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

  

✭῝ۑ
かいかくࡩ

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤ），୰す
なかにし

᫂⨾
あ け ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学） 
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【シンポジウムⅢ　口腔保健と栄養】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 ᰤ㣴・㣗⏕活はࠊ⏕を⥔ᣢしࠊ健ᗣな⏕活

を㏦るために欠くࡇとのできないႠࡳであるࠋ

健ᗣ的な㣗事はࠊ全てのタࣉのᰤ㣴ኻㄪを㜵

༞⬻ࠊᚰ⮚病ࠊ⢾ᒀ病ࠊ‶⫧ࠊけではなくࡔࡄ

୰やがࢇなどの㠀ឤᰁ性ᝈ（1&'V）ࠊさらに

はࠊࣝࣞࣇㄆ▱を㜵ࡇࡄとにࡶᐤするࡇ

とが♧၀されて࠾りࡇࠊれらᝈのࣜスࢡㄪ⠇

を介して健ᗣᑑのᘏఙに㔜要なᙺをᢸࡗ

ているࠋ 

大つᶍ学ㄪᰝ⤖ᯝから⮬ศの歯をከく保

ᣢしている者はࡑうでない者と比較してࡑの

ᚋのṚஸࣜスࢡがపいࡇとが᫂らかになࡗて

いるࠋṚᅉについてࡳるとࠊᚰ⾑⟶ᝈやᝏ性

᪂⏕≀によるṚஸが歯ᩘと関連しているࠋ口腔

の健ᗣと健ᗣ長ᑑを⤖ࡪ経㊰は」ᩘᣲがࡗて

いるがࡑࠊの୰でࠕࡶ口腔ᝈ・歯の႙ኻЍ口

腔機能のపୗЍᰤ㣴・㣗⏕活のᝏᙳ㡪Ѝ全㌟

のᝏᙳ㡪 とࠖいう࢜ࣜࢼࢩはྂくから提ၐさ

れࠊᰤ㣴・㣗⏕活は口腔と全㌟の健ᗣを⤖ࡧつ

ける要な経㊰の1つであࡗたࠋ 

口腔の健ᗣ・機能を⥔ᣢする歯科保健はࠊ健

ᗣな㣗事に⧅がりࠊ最終的には1&'V・ࣞࣇ ・ࣝ

ㄆ▱のࣜスࢡపῶࠊ健ᗣᑑのᘏఙにᐤす

るࡶのと⪃えられるࠋ 

のような口腔保健とᰤ㣴に関するエビデࡇ

ンスをࠊ健ᗣ長ᑑの観Ⅼからᩚ⌮するととࡶにࠊ

今ᚋのㄢ題やᒎᮃについてⱝᖸの♧၀を行な

 ࠋたいࡳてࡗ

 

【ཱྀ⭍のᗣᰤ㣴の㛵㐃ࡽぢた

 【ࢡࢫࣜ

ᡃࠎは地域在ఫ高齢者の㞟ᅋを�年㛫㏣㊧しࠊ

ㄪᰝ㛤ጞⅬでのかࡏࢃྜࡳの状ែがࡑࠊのᚋ

の㣗事ᦤྲྀ㔞にどのようにᙳ㡪するかを検ウ

したࠋ⤖ᯝࠊかࡏࢃྜࡳが႙ኻしている者はࡑ

うでない者と比較してࠊ㣗ရ⩌として野⳯・⫗

㢮ࠊまたᰤ㣴⣲としてビタ࣑ン㢮・㣗≀⧄⥔・

たࡥࢇく㉁のᦤྲྀ㔞が大きくῶ少するࡇとが

᫂らかとなりࠊ不Ⰻな口腔健ᗣ状ែがᰤ㣴障害

のࣜスࢡᅉᏊとなる可能性が♧されたࠋ 

୍方࠾ࠊよ2ࡑ人の歯科医師を対㇟とした

ㄪᰝによると歯ᩘの少ないࣝࢢーࣉは（1）ࠊ㣗

ရ⩌としてࠊ⡿㢮ࠊⳫᏊ㢮のᦤྲྀ㔞がከくࠊங

㢮ࠊ野⳯㢮のᦤྲྀが少ない（2）ࠊ⥲ᦤྲྀエࣝࢿ

ⅣỈ化≀がከࠊᰤ㣴⣲として（�）ࠊーがከいࢠ

くࠊ㏫にビタ࣑ン$・&が少ないࡇࠊとがศかࡗ

ているࠋ 

以ୖのような歯ᩘ・口腔の機能のᙳ㡪をཷけ

る㣗ရ⩌・ᰤ㣴⣲は 1&'V やࣝࣞࣇのࣜスࢡ

と関連するࠋえࡤ✐㢮のᦤྲྀ㔞は2ᆺ⢾ᒀ病

ࣜスࢡとの関連がࠊ野⳯・ᯝ≀のᦤྲྀ㔞はᚰ⾑

⟶ᝈࣜスࢡとの関連がࠊたࡥࢇく㉁のᦤྲྀ㔞

はࣜࣝࣞࣇスࢡとの関連がࡑࠊれࡒれ指さ

れているࠋよࡗてࠊ口腔の健ᗣはᰤ㣴という経

㊰を介して✀ࠎの病ࣜスࢡにᙳ㡪をえて

いるࡇとが⪃えられるࠋ 

 

【ṑ⛉⒪ᰤ㣴】 

観ᐹ研究からの▱ぢではࠕ歯科療を行い口

腔の機能を改ၿさࡏたときࡑࠊれがᰤ㣴・㣗⏕

活の改ၿにࡶᐤするか とࠖいうၥいに⟅える

とはできない．口腔とᰤ㣴との関連についてࡇ

の介入研究⤖ᯝからは歯科療とᰤ㣴指ᑟの

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

 ᚋのᒎᮃࢫࣥࢹࣅ࢚の࡛ࡲࢀࡇ

  

ᒾᓮۑ
いࢃさき

ṇ๎
まさのり

（九州歯科大学 地域健ᗣ㛤Ⓨ歯学ศ野） 

 
【指定演題】 

が㣗事ᦤྲྀ状況の改ၿにຠᯝ的でࡏࢃྜࡳ⤌

あるࡇとが♧၀されているࠋ 

 

 【ᥦゝ㸧に㸦⌧≧࣭ㄢ㢟ࡾࢃ࠾】

口腔保健とᰤ㣴についてはࡇࠊれまでの研究

⤖ᯝからࠕ口腔ᝈ・歯の႙ኻЍ口腔機能のప

ୗЍᰤ㣴・㣗⏕活のᝏᙳ㡪Ѝ全㌟のᝏᙳ㡪ࠖ

というྂくから提ၐされてきた࢜ࣜࢼࢩの

㛫的な๓ᚋ関ಀ（ᅉᯝ関ಀ）までࡶがある⛬ᗘࠊ

ド᫂されてきているࠋ 

なࠊ࠾口腔保健とᰤ㣴についてはࠊ㏫の関連ࠊ

すなࠊࡕࢃ不健ᗣな㣗事が口腔ᝈのࣜスࢡと

なりうるࠋⳫᏊ㢮など◁⢾をከく含ࡴ㣗ရを㢖

ᅇにᦤྲྀするような㣗⏕活はࠊう蝕をㄏⓎしࠊ

歯の႙ኻࠊ口腔機能పୗにつながるࡇとがྂく

から立ドされているࠋまたࠊ健ᗣな㣗事は歯࿘

病のࣜスࢡをᢚไする可能性が観ᐹ研究から

♧されているࠋさらに≉定のᰤ㣴⣲が歯࿘⤌⧊

状ែにえるᙳ㡪を評価する↓సⅭ化比較ヨ

㦂⤖ᯝࡶ不㣬⬡⫫㓟などが歯࿘⤌⧊の健ᗣ

に有┈であるࡇとを♧၀しているࠋ以ୖのࡇと

から口腔保健とᰤ㣴は方向性に関連してい

るࡇとが⪃えられるࠋ 

ᰤ㣴と口腔保健ࠊ全㌟の健ᗣの関連について

ୗᅗに♧すࠋᰤ㣴は㐠動ࠊႚ↮ࠊ㣧㓇などと並

ᅉᏊでࢡのᝈのඹ㏻ࣜスࠎ✀で1&'Vなどࢇ

あるがࡑࠊの୰でࡶ口腔との方向的な関連を

口腔はᰤ㣴を介してࠋつ㔜要なᅉᏊであるࡶ

ᝈࣜスࢡと関連するがࠊᰤ㣴以እの経㊰を㏻ࡌ

た方向的な関連ࡶ☜ㄆされているࡇࠋのศ野

について今ᚋࡶエビデンスを✚していくࡇ

とが必要であるࠋ≉にࠊ口腔の健ᗣࠊᰤ㣴ࠊ全

㌟の関連を包括的に評価する研究や口腔ᝈ

の୍次㹼୕次ண㜵に࠾けるᰤ㣴の㔜要性を᫂

らかにする研究が求められているࠋまた介入研

究に࠾いてはᰤ㣴士をጞめとする㞄᥋㡿域と

の連携による学際的研究の更なる進ᒎがᮃま

れるࠋ 

 

略歴 

200�年�月 北海道大学歯学部歯学科༞ᴗ 

200�年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院歯科医師⮫ᗋ研修ㄢ⛬修 

2008年11月 ࢞ࢩ࣑・࣓࢝ࣜン大学客ဨ研究ဨ 

2010年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ研究科�口腔⏕科学専攻�博士ㄢ

⛬修 

2010年4月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院医ဨ 

2010年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院ຓ教 

2014年10月 九州歯科大学教授（現職） 

（E-mail；r14iZaVaNi@Ia.N\u-GHnW.aF.jp） 
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【シンポジウムⅢ　口腔保健と栄養】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

 ᰤ㣴・㣗⏕活はࠊ⏕を⥔ᣢしࠊ健ᗣな⏕活

を㏦るために欠くࡇとのできないႠࡳであるࠋ

健ᗣ的な㣗事はࠊ全てのタࣉのᰤ㣴ኻㄪを㜵

༞⬻ࠊᚰ⮚病ࠊ⢾ᒀ病ࠊ‶⫧ࠊけではなくࡔࡄ

୰やがࢇなどの㠀ឤᰁ性ᝈ（1&'V）ࠊさらに

はࠊࣝࣞࣇㄆ▱を㜵ࡇࡄとにࡶᐤするࡇ

とが♧၀されて࠾りࡇࠊれらᝈのࣜスࢡㄪ⠇

を介して健ᗣᑑのᘏఙに㔜要なᙺをᢸࡗ

ているࠋ 

大つᶍ学ㄪᰝ⤖ᯝから⮬ศの歯をከく保

ᣢしている者はࡑうでない者と比較してࡑの

ᚋのṚஸࣜスࢡがపいࡇとが᫂らかになࡗて

いるࠋṚᅉについてࡳるとࠊᚰ⾑⟶ᝈやᝏ性

᪂⏕≀によるṚஸが歯ᩘと関連しているࠋ口腔

の健ᗣと健ᗣ長ᑑを⤖ࡪ経㊰は」ᩘᣲがࡗて

いるがࡑࠊの୰でࠕࡶ口腔ᝈ・歯の႙ኻЍ口

腔機能のపୗЍᰤ㣴・㣗⏕活のᝏᙳ㡪Ѝ全㌟

のᝏᙳ㡪 とࠖいう࢜ࣜࢼࢩはྂくから提ၐさ

れࠊᰤ㣴・㣗⏕活は口腔と全㌟の健ᗣを⤖ࡧつ

ける要な経㊰の1つであࡗたࠋ 

口腔の健ᗣ・機能を⥔ᣢする歯科保健はࠊ健

ᗣな㣗事に⧅がりࠊ最終的には1&'V・ࣞࣇ ・ࣝ

ㄆ▱のࣜスࢡపῶࠊ健ᗣᑑのᘏఙにᐤす

るࡶのと⪃えられるࠋ 

のような口腔保健とᰤ㣴に関するエビデࡇ

ンスをࠊ健ᗣ長ᑑの観Ⅼからᩚ⌮するととࡶにࠊ

今ᚋのㄢ題やᒎᮃについてⱝᖸの♧၀を行な

 ࠋたいࡳてࡗ

 

【ཱྀ⭍のᗣᰤ㣴の㛵㐃ࡽぢた

 【ࢡࢫࣜ

ᡃࠎは地域在ఫ高齢者の㞟ᅋを�年㛫㏣㊧しࠊ

ㄪᰝ㛤ጞⅬでのかࡏࢃྜࡳの状ែがࡑࠊのᚋ

の㣗事ᦤྲྀ㔞にどのようにᙳ㡪するかを検ウ

したࠋ⤖ᯝࠊかࡏࢃྜࡳが႙ኻしている者はࡑ

うでない者と比較してࠊ㣗ရ⩌として野⳯・⫗

㢮ࠊまたᰤ㣴⣲としてビタ࣑ン㢮・㣗≀⧄⥔・

たࡥࢇく㉁のᦤྲྀ㔞が大きくῶ少するࡇとが

᫂らかとなりࠊ不Ⰻな口腔健ᗣ状ែがᰤ㣴障害

のࣜスࢡᅉᏊとなる可能性が♧されたࠋ 

୍方࠾ࠊよ2ࡑ人の歯科医師を対㇟とした

ㄪᰝによると歯ᩘの少ないࣝࢢーࣉは（1）ࠊ㣗

ရ⩌としてࠊ⡿㢮ࠊⳫᏊ㢮のᦤྲྀ㔞がከくࠊங

㢮ࠊ野⳯㢮のᦤྲྀが少ない（2）ࠊ⥲ᦤྲྀエࣝࢿ

ⅣỈ化≀がከࠊᰤ㣴⣲として（�）ࠊーがከいࢠ

くࠊ㏫にビタ࣑ン$・&が少ないࡇࠊとがศかࡗ

ているࠋ 

以ୖのような歯ᩘ・口腔の機能のᙳ㡪をཷけ

る㣗ရ⩌・ᰤ㣴⣲は 1&'V やࣝࣞࣇのࣜスࢡ

と関連するࠋえࡤ✐㢮のᦤྲྀ㔞は2ᆺ⢾ᒀ病

ࣜスࢡとの関連がࠊ野⳯・ᯝ≀のᦤྲྀ㔞はᚰ⾑

⟶ᝈࣜスࢡとの関連がࠊたࡥࢇく㉁のᦤྲྀ㔞

はࣜࣝࣞࣇスࢡとの関連がࡑࠊれࡒれ指さ

れているࠋよࡗてࠊ口腔の健ᗣはᰤ㣴という経

㊰を介して✀ࠎの病ࣜスࢡにᙳ㡪をえて

いるࡇとが⪃えられるࠋ 

 

【ṑ⛉⒪ᰤ㣴】 

観ᐹ研究からの▱ぢではࠕ歯科療を行い口

腔の機能を改ၿさࡏたときࡑࠊれがᰤ㣴・㣗⏕

活の改ၿにࡶᐤするか とࠖいうၥいに⟅える

とはできない．口腔とᰤ㣴との関連についてࡇ

の介入研究⤖ᯝからは歯科療とᰤ㣴指ᑟの

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

 ᚋのᒎᮃࢫࣥࢹࣅ࢚の࡛ࡲࢀࡇ

  

ᒾᓮۑ
いࢃさき

ṇ๎
まさのり

（九州歯科大学 地域健ᗣ㛤Ⓨ歯学ศ野） 

 
【指定演題】 

が㣗事ᦤྲྀ状況の改ၿにຠᯝ的でࡏࢃྜࡳ⤌

あるࡇとが♧၀されているࠋ 

 

 【ᥦゝ㸧に㸦⌧≧࣭ㄢ㢟ࡾࢃ࠾】

口腔保健とᰤ㣴についてはࡇࠊれまでの研究

⤖ᯝからࠕ口腔ᝈ・歯の႙ኻЍ口腔機能のప

ୗЍᰤ㣴・㣗⏕活のᝏᙳ㡪Ѝ全㌟のᝏᙳ㡪ࠖ

というྂくから提ၐされてきた࢜ࣜࢼࢩの

㛫的な๓ᚋ関ಀ（ᅉᯝ関ಀ）までࡶがある⛬ᗘࠊ

ド᫂されてきているࠋ 

なࠊ࠾口腔保健とᰤ㣴についてはࠊ㏫の関連ࠊ

すなࠊࡕࢃ不健ᗣな㣗事が口腔ᝈのࣜスࢡと

なりうるࠋⳫᏊ㢮など◁⢾をከく含ࡴ㣗ရを㢖

ᅇにᦤྲྀするような㣗⏕活はࠊう蝕をㄏⓎしࠊ

歯の႙ኻࠊ口腔機能పୗにつながるࡇとがྂく

から立ドされているࠋまたࠊ健ᗣな㣗事は歯࿘

病のࣜスࢡをᢚไする可能性が観ᐹ研究から

♧されているࠋさらに≉定のᰤ㣴⣲が歯࿘⤌⧊

状ែにえるᙳ㡪を評価する↓సⅭ化比較ヨ

㦂⤖ᯝࡶ不㣬⬡⫫㓟などが歯࿘⤌⧊の健ᗣ

に有┈であるࡇとを♧၀しているࠋ以ୖのࡇと

から口腔保健とᰤ㣴は方向性に関連してい

るࡇとが⪃えられるࠋ 

ᰤ㣴と口腔保健ࠊ全㌟の健ᗣの関連について

ୗᅗに♧すࠋᰤ㣴は㐠動ࠊႚ↮ࠊ㣧㓇などと並

ᅉᏊでࢡのᝈのඹ㏻ࣜスࠎ✀で1&'Vなどࢇ

あるがࡑࠊの୰でࡶ口腔との方向的な関連を

口腔はᰤ㣴を介してࠋつ㔜要なᅉᏊであるࡶ

ᝈࣜスࢡと関連するがࠊᰤ㣴以እの経㊰を㏻ࡌ

た方向的な関連ࡶ☜ㄆされているࡇࠋのศ野

について今ᚋࡶエビデンスを✚していくࡇ

とが必要であるࠋ≉にࠊ口腔の健ᗣࠊᰤ㣴ࠊ全

㌟の関連を包括的に評価する研究や口腔ᝈ

の୍次㹼୕次ண㜵に࠾けるᰤ㣴の㔜要性を᫂

らかにする研究が求められているࠋまた介入研

究に࠾いてはᰤ㣴士をጞめとする㞄᥋㡿域と

の連携による学際的研究の更なる進ᒎがᮃま

れるࠋ 

 

略歴 

200�年�月 北海道大学歯学部歯学科༞ᴗ 

200�年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院歯科医師⮫ᗋ研修ㄢ⛬修 

2008年11月 ࢞ࢩ࣑・࣓࢝ࣜン大学客ဨ研究ဨ 

2010年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ研究科�口腔⏕科学専攻�博士ㄢ

⛬修 

2010年4月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院医ဨ 

2010年�月 ᪂₲大学医歯学⥲ྜ病院ຓ教 

2014年10月 九州歯科大学教授（現職） 

（E-mail；r14iZaVaNi@Ia.N\u-GHnW.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

ᖹᆒᑑがఙࡧていく୰でࠊ⏕活して

いる高齢者にとࡗて大ษなࡇとはࠊ健ᗣ

でᛌ㐺な⏕活を少しでࡶ長く⥆けるࡇと

つまり健ᗣᑑをఙࡤすࡇとが㔜要なㄢ

題となࡗているࠋ高齢者にとࡗての㣗事

のᙺはࠊのࣛࣇスࢸーࢪでの㣗事

のព⩏に比てより୍ᒙ㔜要であるࠋ༢

なるᰤ㣴⣲ᦤྲྀに␃まらࠊࡎᴦしさ・⏕

きがいといࡗた社会性の⥔ᣢとࠊ⏕活活

動や㣗事࣒ࣜࢬを保ᣢする㌟య活動の⥔

ᣢࠊపᰤ㣴を㜵ࡄためのᰤ㣴⣲の☜保と

いࡗた㸱本のᰕがあるࡇࠋれらのࠕ社会

性ࠖ・ࠕ㌟య活動ࠖ・ࠕᰤ㣴ࠖはࠊ高齢

者のࣝࣞࣇண㜵とᐦ᥋に関連するࡇと

が♧されているࠋ 

今ᅇはࠊ健ᗣ的な㣗事の在り方を咀嚼

の観Ⅼから検ウするࠋ≉に咀嚼機能ᙧ成

期にあるஙᗂ児期や咀嚼機能のపୗが⏕

咀嚼ࠊいては࠾やすい高齢者の㣗事にࡌ

機能に対ᛂした㣗≀のᙧែ・≀性の⪃៖

が欠かࡏないࡇࡑࠋで今ᅇはࠊ咀嚼にᙳ

㡪する㣗≀≀性を୰ᚰにࠊ咀嚼と㣗事と

の関連をࠊᰤ㣴学の視Ⅼから検ドするࠋ 

 

【ᄮ㣗≀≀ᛶ】 

ᦤྲྀする㣗≀はࠊ視ぬ・ぬ・Ⴅぬ・ゐ

ぬといࡗたឤぬにཷᐜされࠊຍえて⥴的

‶足ឤをえる㣗≀であるࡇとがᮃま

れるࠋ高齢になるにつれ⏕活活動のไ限が

ከくなりࠊ㣗る事のᴦしࡳはቑຍする

が୍ࠊ方で㣗るための機能はపୗしてい

くࡇࠋれらの⿵いやࠊᰤ㣴ᦤྲྀ⥔ᣢとして

㣗ရの≀性㓄៖が必要となるࠋ 

㣗≀≀性はࠊ㣗ᮦᅛ有の≀性にຍえࠊㄪ

⌮・ຍᕤにకうᙳ㡪をཷけるࠋ咀嚼・ᄟୗ

に関する≀性としてはࠊ咀嚼のညྜຊ

にస用するࠕ◳さࠖとࠊ口腔ෆでの㣗ሢᙧ

成にస用するࠕจ㞟性ࠖとがにᣲࡆられ

るྛࠋ㣗ရはࡑれࡒれ୍ࠊ定⠊ᅖの◳さ・

จ㞟性をᣢつがࠊຍ⇕᧯సや✀ࠎのㄪ⌮࠾

よࡧຍᕤによࡗて௵ពにࢥンࣟࢺーࣝす

るࡇとが可能であるࠋ 

演者はࠊ㣗≀ᦤ㣗のࠕ咀嚼➽活動㔞ࠖ

と㣗≀≀性の関ಀ性を᫂らかにするࡇと

によࡗてࠊ機ჾ 定によࡗてᚓられる㣗≀

≀性್からࠊ㣗≀のかࡈࡳたえᗘを求めࠊ

144 ရの᪥常㣗ရの㣗≀かࡈࡳたえ⾲（咀

嚼➽活動㔞による㣗ရศ㢮）を提♧したࠋ

咀嚼㔞の観Ⅼからᦤྲྀ㣗ရをࠊとでࡇのࡑ

評価するࡇとが可能となりࠊ㣗事の評価にࠊ

咀嚼の視Ⅼをྲྀり㎸ࡇࡴとができるよう

になࡗたࠋ 

୍として4+'ࠊ を用いた㣗事ศᯒに咀

嚼㔞を⤌ࡳ入れるࡇとによࡗてࠊ㣗事のか

たえᗘとᰤ㣴⣲ᦤྲྀ状況の関連性がࡈࡳ

検ウされたࡑࠋの⤖ᯝࠊ㣗事のかࡈࡳたえ

ᗘとࠊエࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞・⬡⫫ᦤྲྀ㔞・㣗

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

ᗣᑑのᘏఙࢆ┠ᣦࡋたࠊᄮのほⅬࡽの㣗事のᅾࡾ᪉ 

  

ᰗ⃝ۑ
やなࡂさࢃ

 ᖾỤ
ࡺ き え

 （ὒዪᏊ大学 ᐙᨻ学部） 

 
【指定演題】 

≀⧄⥔ᦤྲྀ㔞との関ಀ性がㄆめられたࠋま

たࠊ地域高齢者研究でࠊࡶサࣝࢽ࣌ࢥと

ᦤ㣗可能な㣗≀≀性との関連性が♧され

ているࠋ 

 

【ஙᗂඣのᦤ㣗ᶵ⬟の⋓ᚓ㣗≀≀ᛶ】 

現在ࠊ≉ู用㏵㣗ရとしてえࢇୗᅔ㞴者

用㣗ရの≀性つ᱁が提♧されているがࡇࠊ

れらの㣗≀≀性が㣗ရつ᱁にⓏሙしたの

はࠊ㞳ங㣗が最ึであるࠋ᪥本࣋ビーࣇー

┬⏕ཌࡧよ࠾ࠊ༠㆟会による⮬つ᱁ࢻ

�ᙜ�による࣋ࠕビーࣇーࢻ指㔪についてࠖ

で㣗ရの◳さが提♧されたࡇࠋれは1ࠊ�80

年からのࠕ㞳ஙの基本ࠖに月齢にᛂࡌた㣗

≀ᙧែ・≀性が♧されたためであるࡇࠋれ

らはࠊஙᗂ児の⯉機能・口腔機能のⓎ㐩に

ᦤྲྀ㣗≀を対ᛂさࡏるࡇとを視Ⅼにタ定

されたࠋ 

現在の㞳ங期に࠾けるᡭ࡙かࡳ㣗

る機能の健全なஙᗂ児の㣗ࠊࡶの᥎ዡ

Ⓨ⫱をಁすࡇとを┠的とするࠋさらに㞳ங

㣗にຍえࠊ咀嚼機能のⓎ㐩が⥆くᗂ児㣗に

ける≀性・ᙧែの⪃៖࠾㣗事にࠊࡶいて࠾

が必要となるࠋ 

 

【㧗㱋⪅に࠾けࣝࣞࣇࡿண㜵㣗≀】 

᪥本人の歯のᑑのᘏࡧは┠ぬましくࠊ

歯科ᝈᐇែㄪᰝによる 8020 の㐩成者はࠊ

ᖹ成 � 年の 10.�㸣からࠊ┤㏆のᖹ成 28 年

ㄪᰝでは �1.2㸣とⴭしくఙࡧたࠋ 

⥔社会性のࠊண㜵の観Ⅼとしてࣝࣞࣇ

ᣢ・㌟య活動の☜保・ᰤ㣴の㓄៖が♧され

ているがࠊᰤ㣴の㓄៖に࠾いてはࠊ㣗のከ

ᵝ性スࢥ等を用いてのᦤྲྀ㣗ရのࣛࣂ

ンスとࠊよくჶࡇࡴとにつながる㣗≀のか

≀㣗ࠋたえの㔜要性が♧されているࡈࡳ

を⮬㌟の口腔によࡗて咀嚼しࠊᦤྲྀできる

機能の⥔ᣢがࠊᰤ㣴ᦤྲྀの基本となるࠋ 

咀嚼機能はᰤ㣴ᦤྲྀ࠾よࡧ㣗の 42/ に関

するためࠊ健ᗣ観の⮬ᕫ評価やࠊ㣗事の

ンࣛࣂさらには㣗事のࠊいしさ・ᴦしさ࠾

スやከᵝ性にᙳ㡪するࡇとが♧されてい

るࠋຍえて⏕Ꮡ⋡にࡶ大きなᙳ㡪をཬࡰすࠋ

咀嚼機能のపୗが⏕ࡌやすい高齢者にと

咀嚼機能の⥔ᣢが㔜要なㄢ題であるࠊてࡗ

୍方でࠊపୗしたሙྜはࡑれに対ᛂした㣗

≀ᙧែ・≀性の⪃៖が欠かࡏないࠋ 

 

 【にࡾࢃ࠾】

 ᪥常の⏕活をႠࡇࡴとができる者にと

ᰤ㣴⿵⤥は口腔を介しての㣗≀のྲྀࠊてࡗ

り㎸ࡳによࡗてࠊはࡌめて可能となるࠋま

たࠊᦤྲྀする㣗≀はㄪ⌮・ຍᕤによࡗてࠊ

௵ពのᙧែ・≀性にㄪ〇可能であるࠋᰤ㣴

学・ㄪ⌮学のศ野でࠊ口腔機能・咀嚼機能

のศ野が⤌ࡳ㎸まれるようになࡗてきたࠋ

今ᚋますますの連携によࡗてࠊ健ᗣᑑの

ᘏఙを┠指す研究のⓎᒎがᮃまれるࠋ 

 

略歴 

1�8� 年 ዪᏊᰤ㣴大学大学院 ᰤ㣴学研究科

博士๓期ㄢ⛬修 ᰤ㣴学修士 

1�8� 年 ዪᏊᰤ㣴大学 ຓᡭ 

1��2 年 ዪᏊᰤ㣴大学大学院 ᰤ㣴学研究科

博士ᚋ期ㄢ⛬修 博士�ᰤ㣴学� 

1��4 年 ὒዪᏊ大学 専௵講師 

200� 年 ὒዪᏊ大学 教授�現職�  

201� 年 ὒዪᏊ大学 ᐙᨻ学部長（現職） 

（E-mail；\uNiH\@Za\o.aF.jp）  
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【シンポジウムⅢ　口腔保健と栄養】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

ᖹᆒᑑがఙࡧていく୰でࠊ⏕活して

いる高齢者にとࡗて大ษなࡇとはࠊ健ᗣ

でᛌ㐺な⏕活を少しでࡶ長く⥆けるࡇと

つまり健ᗣᑑをఙࡤすࡇとが㔜要なㄢ

題となࡗているࠋ高齢者にとࡗての㣗事

のᙺはࠊのࣛࣇスࢸーࢪでの㣗事

のព⩏に比てより୍ᒙ㔜要であるࠋ༢

なるᰤ㣴⣲ᦤྲྀに␃まらࠊࡎᴦしさ・⏕

きがいといࡗた社会性の⥔ᣢとࠊ⏕活活

動や㣗事࣒ࣜࢬを保ᣢする㌟య活動の⥔

ᣢࠊపᰤ㣴を㜵ࡄためのᰤ㣴⣲の☜保と

いࡗた㸱本のᰕがあるࡇࠋれらのࠕ社会

性ࠖ・ࠕ㌟య活動ࠖ・ࠕᰤ㣴ࠖはࠊ高齢

者のࣝࣞࣇண㜵とᐦ᥋に関連するࡇと

が♧されているࠋ 

今ᅇはࠊ健ᗣ的な㣗事の在り方を咀嚼

の観Ⅼから検ウするࠋ≉に咀嚼機能ᙧ成

期にあるஙᗂ児期や咀嚼機能のపୗが⏕

咀嚼ࠊいては࠾やすい高齢者の㣗事にࡌ

機能に対ᛂした㣗≀のᙧែ・≀性の⪃៖

が欠かࡏないࡇࡑࠋで今ᅇはࠊ咀嚼にᙳ

㡪する㣗≀≀性を୰ᚰにࠊ咀嚼と㣗事と

の関連をࠊᰤ㣴学の視Ⅼから検ドするࠋ 

 

【ᄮ㣗≀≀ᛶ】 

ᦤྲྀする㣗≀はࠊ視ぬ・ぬ・Ⴅぬ・ゐ

ぬといࡗたឤぬにཷᐜされࠊຍえて⥴的

‶足ឤをえる㣗≀であるࡇとがᮃま

れるࠋ高齢になるにつれ⏕活活動のไ限が

ከくなりࠊ㣗る事のᴦしࡳはቑຍする

が୍ࠊ方で㣗るための機能はపୗしてい

くࡇࠋれらの⿵いやࠊᰤ㣴ᦤྲྀ⥔ᣢとして

㣗ရの≀性㓄៖が必要となるࠋ 

㣗≀≀性はࠊ㣗ᮦᅛ有の≀性にຍえࠊㄪ

⌮・ຍᕤにకうᙳ㡪をཷけるࠋ咀嚼・ᄟୗ

に関する≀性としてはࠊ咀嚼のညྜຊ

にస用するࠕ◳さࠖとࠊ口腔ෆでの㣗ሢᙧ

成にస用するࠕจ㞟性ࠖとがにᣲࡆられ

るྛࠋ㣗ရはࡑれࡒれ୍ࠊ定⠊ᅖの◳さ・

จ㞟性をᣢつがࠊຍ⇕᧯సや✀ࠎのㄪ⌮࠾

よࡧຍᕤによࡗて௵ពにࢥンࣟࢺーࣝす

るࡇとが可能であるࠋ 

演者はࠊ㣗≀ᦤ㣗のࠕ咀嚼➽活動㔞ࠖ

と㣗≀≀性の関ಀ性を᫂らかにするࡇと

によࡗてࠊ機ჾ 定によࡗてᚓられる㣗≀

≀性್からࠊ㣗≀のかࡈࡳたえᗘを求めࠊ

144 ရの᪥常㣗ရの㣗≀かࡈࡳたえ⾲（咀

嚼➽活動㔞による㣗ရศ㢮）を提♧したࠋ

咀嚼㔞の観Ⅼからᦤྲྀ㣗ရをࠊとでࡇのࡑ

評価するࡇとが可能となりࠊ㣗事の評価にࠊ

咀嚼の視Ⅼをྲྀり㎸ࡇࡴとができるよう

になࡗたࠋ 

୍として4+'ࠊ を用いた㣗事ศᯒに咀

嚼㔞を⤌ࡳ入れるࡇとによࡗてࠊ㣗事のか

たえᗘとᰤ㣴⣲ᦤྲྀ状況の関連性がࡈࡳ

検ウされたࡑࠋの⤖ᯝࠊ㣗事のかࡈࡳたえ

ᗘとࠊエࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞・⬡⫫ᦤྲྀ㔞・㣗

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

ᗣᑑのᘏఙࢆ┠ᣦࡋたࠊᄮのほⅬࡽの㣗事のᅾࡾ᪉ 

  

ᰗ⃝ۑ
やなࡂさࢃ

 ᖾỤ
ࡺ き え

 （ὒዪᏊ大学 ᐙᨻ学部） 

 
【指定演題】 

≀⧄⥔ᦤྲྀ㔞との関ಀ性がㄆめられたࠋま

たࠊ地域高齢者研究でࠊࡶサࣝࢽ࣌ࢥと

ᦤ㣗可能な㣗≀≀性との関連性が♧され

ているࠋ 

 

【ஙᗂඣのᦤ㣗ᶵ⬟の⋓ᚓ㣗≀≀ᛶ】 

現在ࠊ≉ู用㏵㣗ရとしてえࢇୗᅔ㞴者

用㣗ရの≀性つ᱁が提♧されているがࡇࠊ

れらの㣗≀≀性が㣗ရつ᱁にⓏሙしたの

はࠊ㞳ங㣗が最ึであるࠋ᪥本࣋ビーࣇー

┬⏕ཌࡧよ࠾ࠊ༠㆟会による⮬つ᱁ࢻ

�ᙜ�による࣋ࠕビーࣇーࢻ指㔪についてࠖ

で㣗ရの◳さが提♧されたࡇࠋれは1ࠊ�80

年からのࠕ㞳ஙの基本ࠖに月齢にᛂࡌた㣗

≀ᙧែ・≀性が♧されたためであるࡇࠋれ

らはࠊஙᗂ児の⯉機能・口腔機能のⓎ㐩に

ᦤྲྀ㣗≀を対ᛂさࡏるࡇとを視Ⅼにタ定

されたࠋ 

現在の㞳ங期に࠾けるᡭ࡙かࡳ㣗

る機能の健全なஙᗂ児の㣗ࠊࡶの᥎ዡ

Ⓨ⫱をಁすࡇとを┠的とするࠋさらに㞳ங

㣗にຍえࠊ咀嚼機能のⓎ㐩が⥆くᗂ児㣗に

ける≀性・ᙧែの⪃៖࠾㣗事にࠊࡶいて࠾

が必要となるࠋ 

 

【㧗㱋⪅に࠾けࣝࣞࣇࡿண㜵㣗≀】 

᪥本人の歯のᑑのᘏࡧは┠ぬましくࠊ

歯科ᝈᐇែㄪᰝによる 8020 の㐩成者はࠊ

ᖹ成 � 年の 10.�㸣からࠊ┤㏆のᖹ成 28 年

ㄪᰝでは �1.2㸣とⴭしくఙࡧたࠋ 

⥔社会性のࠊண㜵の観Ⅼとしてࣝࣞࣇ

ᣢ・㌟య活動の☜保・ᰤ㣴の㓄៖が♧され

ているがࠊᰤ㣴の㓄៖に࠾いてはࠊ㣗のከ

ᵝ性スࢥ等を用いてのᦤྲྀ㣗ရのࣛࣂ

ンスとࠊよくჶࡇࡴとにつながる㣗≀のか

≀㣗ࠋたえの㔜要性が♧されているࡈࡳ

を⮬㌟の口腔によࡗて咀嚼しࠊᦤྲྀできる

機能の⥔ᣢがࠊᰤ㣴ᦤྲྀの基本となるࠋ 

咀嚼機能はᰤ㣴ᦤྲྀ࠾よࡧ㣗の 42/ に関

するためࠊ健ᗣ観の⮬ᕫ評価やࠊ㣗事の

ンࣛࣂさらには㣗事のࠊいしさ・ᴦしさ࠾

スやከᵝ性にᙳ㡪するࡇとが♧されてい

るࠋຍえて⏕Ꮡ⋡にࡶ大きなᙳ㡪をཬࡰすࠋ

咀嚼機能のపୗが⏕ࡌやすい高齢者にと

咀嚼機能の⥔ᣢが㔜要なㄢ題であるࠊてࡗ

୍方でࠊపୗしたሙྜはࡑれに対ᛂした㣗

≀ᙧែ・≀性の⪃៖が欠かࡏないࠋ 

 

 【にࡾࢃ࠾】

 ᪥常の⏕活をႠࡇࡴとができる者にと

ᰤ㣴⿵⤥は口腔を介しての㣗≀のྲྀࠊてࡗ

り㎸ࡳによࡗてࠊはࡌめて可能となるࠋま

たࠊᦤྲྀする㣗≀はㄪ⌮・ຍᕤによࡗてࠊ

௵ពのᙧែ・≀性にㄪ〇可能であるࠋᰤ㣴

学・ㄪ⌮学のศ野でࠊ口腔機能・咀嚼機能

のศ野が⤌ࡳ㎸まれるようになࡗてきたࠋ

今ᚋますますの連携によࡗてࠊ健ᗣᑑの

ᘏఙを┠指す研究のⓎᒎがᮃまれるࠋ 

 

略歴 

1�8� 年 ዪᏊᰤ㣴大学大学院 ᰤ㣴学研究科

博士๓期ㄢ⛬修 ᰤ㣴学修士 

1�8� 年 ዪᏊᰤ㣴大学 ຓᡭ 

1��2 年 ዪᏊᰤ㣴大学大学院 ᰤ㣴学研究科

博士ᚋ期ㄢ⛬修 博士�ᰤ㣴学� 

1��4 年 ὒዪᏊ大学 専௵講師 

200� 年 ὒዪᏊ大学 教授�現職�  

201� 年 ὒዪᏊ大学 ᐙᨻ学部長（現職） 

（E-mail；\uNiH\@Za\o.aF.jp）  
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【指定演題】 

 【にࡵࡌࡣ】

 2010年にࠊ᪥本歯科医師会と᪥本ᰤ㣴士会が

ඹྠしてࠕ健ᗣ࡙くりのための㣗⫱᥎進ඹྠᐉ

ゝࠖをⓎ⾲したࡇࠋのඹྠᐉゝはࠊஙᗂ児・学

❺期から成人期ࠊ高齢期に⮳る⏕ᾭにࢃたࡗて

の健やかな㣗と㣗る機能をᨭするྲྀり⤌

 ࠋとを♧しているࡇを連携・༠ാして᥎進するࡳ

歯科口腔ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の連携はࠊ

୧専㛛職にࡶఫẸ・ᝈ者にࢺࢵ࣓ࣜࡶが大きいࠋ

๓者はࡑのサービス提供の㉁を高めࠊᚋ者は健

ᗣ長ᑑに有┈であるࠋしかしࠊ୧ศ野の連携が

ࢺ࢘評価指ᶆとࠊでいないのはࢇど進れࡑ

とが⌮⏤の㸯ࡇたࡗなかࡇがඹ有されて࣒࢝

つとしてᣲࡆられる࠾ࠋいの࣒࢝ࢺ࢘をඹ

有しࠊ୧者の専㛛性を┦⌮ゎするࡇとがࠊ୧

ศ野が連携し༠ാするࡇとにつながるࠋ 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗ࠊ本✏ではࠊでࡇࡑ

⏕活ศ野が༠ാしていくための方策を検ウす 

るためにࠊձࣛࢥࣇースにࡗࡑた健ᗣㄢ題ࠊ

ղ口腔保健ศ野とᰤࠊ（のඹ有࣒࢝ࢺ࢘）

㣴・㣗⏕活ศ野が༠ാできるሙࠊճスࣜࢡーࢽ

ンࢭ・ࢢス࣓ンࢺの�Ⅼについて検ウしたࠋ 

࠾成人にࠊとはࢳーࣟࣉースࢥࣇࣛ

ける病のཎᅉを⫾児期ࠊஙᗂ児期࠾ࠊよ

ࡈのᚋの人⏕をどのような⎔ቃで㐣ࡑࡧ

しࠊどのような㌶㊧をたどࡗてきたのかと

いう要ᅉでㄝ᫂する学ၥであるࠋ本✏ではࠊ

検ࠊてࡗࡑにࢳーࣟࣉースࢥࣇのࣛࡇ

ウするࡇととしたࠋ 

 

 【た健ᗣㄢ題ࡗࡑースにࢥࣇࣛ】

た健ᗣㄢ題を⾲㸯にまࡗࡑースにࢥࣇࣛ

とめたࠋ最終࣒࢝ࢺ࢘として♧したࠕ健ᗣᑑ

のᘏఙࠖとࠕ健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠࠖはࠊ健ᗣ᪥本

21 の┠ᶆとしてᥖࡆられࠊ歯科口腔ศ野とᰤ

㣴・㣗⏕活ศ野ඹ㏻の࣒࢝ࢺ࢘となࡗているࠋ

の✚と連ࢡたるࣜスࢃース（⏕ᾭにࢥࣇࣛ

㙐）の観Ⅼから⪃えるとࠊᗂ児・ᑠ児期ではࠊ

口腔機能の⋓ᚓࠊ㣗行動のⓎ㐩ࠊ健ᗣな⏕活⩦

័のᙧ成がㄢ題となるࠋ⥆くࠊ成人期のㄢ題はࠊ

㐣ᰤ㣴（⏕活⩦័病1ࠊ&'Vのண㜵・㔜化㜵Ṇ）

であるࡇࠋれらのࣜスࢡの✚が高齢期のㄢ題

である健ᗣᑑのᘏఙやపᰤ㣴（ࣝࣞࣇ・要

介護ண㜵）につながࡗていくࠋ 

 

【༠ാできるሙ】 

歯科口腔ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野が༠ാでき

るሙについて2⾲ࠊにまとめたࠋ 

ஙᗂ児・ᑠ児期の健ᗣㄢ題にはࠊ地域保健ࢭ

ンターに࠾けるẕᏊ保健のሙやᗂ⛶ᅬ・保⫱

ᅬ・学ᰯに࠾ける㣗⫱があるࠋᰤ㣴ࣛࣂンスの

よくࠊしࡗかりとჶࡇࡴとができる学ᰯ⤥㣗を

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

ཱྀ⭍ಖศ㔝ᰤ㣴࣭㣗⏕άศ㔝の༠ാにࢳ࣮ࣟࣉࢫ࣮ࢥࣇࣛࡿࡼ 

  

୰すۑ
なかにし

᫂⨾
あ け ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学）ࠊ῝✭
かいかくࡩ

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤ） 

項┠ ᑠ児期 成人期 高齢期

┠ᶆ
（最終࢝ࢺ࢘
（࣒

健ᗣな⏕活⩦័のᙧ成
健ᗣᑑᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

⏕活⩦័病（1&'V�のண㜵
健ᗣᑑᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

要介護状ែ・ࣝࣞࣇண㜵
健ᗣᑑのᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

口腔機能の評価

口腔機能の⋓ᚓ
う蝕（ࡴし歯）ண㜵

口腔機能の⥔ᣢ
歯の႙ኻண㜵
う蝕（ࡴし歯）ண㜵
歯࿘病ண㜵

口腔機能⥔ᣢ・ᅇ
う蝕（ࡴし歯）ண㜵
歯࿘病ண㜵
歯の႙ኻண㜵

ᰤ㣴状ែの評価 健全な成長・Ⓨ㐩 㐺ṇయ㔜の⥔ᣢ పᰤ㣴のపῶ

⾲㸯ࢥࣇࣛࠉースにࡗࡑた健ᗣㄢ題・┠ᶆと評価指ᶆ

 
【指定演題】 

提供していくࡇとがᏊどࡶのかࡴຊの⫱成や

健全な成長につながࡗていくࡑࠋのためにࠊ学

ᰯ歯科医とᰤ㣴教ㅍ・学ᰯᰤ㣴職ဨとの連携に

よりჶࡇࡴとをಁす㣗⫱を行ࡗている学ᰯࡶ

 ࠋられるࡳ

成人期のㄢ題にはࠊ㐣ᰤ㣴ண㜵としてࠊ⢾ᒀ

病性⭈ࠊなど医療に࠾ける医科歯科連携があ

るがࠊ≉定健診・保健指ᑟのሙに࠾ける⏕活⩦

័病や࣓タࢩࢡࢵࣜ࣎ンࣟࢻー࣒のண㜵が㔜

要であるࠋ成人期の口腔のㄢ題である歯࿘病はࠊ

⏕活⩦័病を進行さࡏる༴㝤ᅉᏊであるためࠊ

口腔の健ᗣと㣗事の指ᑟをྠに行うࡇとが

大ษであるࠋ 

高齢期のㄢ題はࠊ病院や介護保健タや≉定

タに࠾ける介護ண㜵のሙで行ࢃれているࠋ最

終࣒࢝ࢺ࢘である健ᗣᑑのᘏఙにはపᰤ

㣴のண㜵が㔜要であるࠋపᰤ㣴をண㜵するため

にはࠊタやᐙᗞでの㣗事ෆᐜの改ၿとేࡏて

口腔機能を⥔ᣢするࡇとが大ษであるࠋ高齢期

のㄢ題であるㄆ▱は歯の႙ኻや歯࿘病とࡶ

関連しているはࠊண㜵の㠃からྲྀࡶり⤌ࡳが必

要であるࠋ 

ᰤ㣴士・⟶⌮ᰤ㣴士が歯科医療機関にົし

歯科に関ࢃる保健指ᑟをᐇしたりࠊ≉定保健

指ᑟを⟶⌮ᰤ㣴士と歯科医師がඹྠして歯科

医療機関でᐇする事ࡶあるࡇとからࠊ今ᚋ

のᒎ㛤ࡶ含め歯科医療機関をሙの୍つとして

グ㍕したࠋ 

 

【スࣜࢡーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ】 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の専㛛ᐙが

スࣜࢡーࢽンࢢやࢭス࣓ンࢺ項┠をඹ有す

るࡇとは༠ാしていくୖで欠かࡏないࠋ口腔保

健ศ野に࠾けるスࣜࢡーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ

の項┠はࠊ口腔機能（ࠊࡏࡴ㣗ࡰࡇしࠊჶめ

る状ែに関する観評価ࠊညྜຊࠊ咀嚼機能ࠊ

⯉ᅽ等の客観評価等）ࠊ歯の႙ኻࠊう蝕ࠊ歯࿘

病ࠊ歯科検診のཷ診等があࡆられるࠋᰤ㣴・㣗

⏕活ศ野の項┠はࠊ健ᗣ・ᰤ㣴状ែࠊ㣗≀ᦤྲྀࠊ

㣗行動ࠊ㣗⎔ቃ等があࡆられるࠋ୧ศ野のスࢡ

ࣜーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ項┠をᥞえてࠊඹ有

する࣒࢝ࢺ࢘を┠指したྲྀり⤌ࡳがᮃまれ

るࠋ 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の専㛛ᐙが

評価指ᶆや࣒࢝ࢺ࢘をඹ有してࠊ༠ാしてい

くࡇとの࣓ࣜࢺࢵはࠊよくჶめるようにする歯

科療とఱでࡶよくჶࢇで㣗るという㣗に

関するᨭをྜࡏࢃて行うࡇとでࡑࠊれࡒれを

༢⊂で行うより࣒࢝ࢺ࢘の㐩成に㏆࡙くࡇ

とができるࠋ 

 

【ᚋのㄢ㢟】 

を行うたࢳーࣟࣉたࡗࡑースにࢥࣇࣛ 

めにはࠊ専㛛とするࣛࣇスࢸーࡔࢪけでなく

のࣛࣇスࢸーࢪのᐇែやྲྀり⤌ࡳについ

て⌮ゎして࠾くࡇとが必要であるࠋ 

またࡇࠊれまでの研究で᫂らかとなࡗている

評価指ᶆを現ሙで活用できるようにするため

にࠊ研究者と現ሙでാく専㛛ᐙが༠ാしていく

ሙをసࡗて行くࡇとࡶ必要であるࠋ 

【略歴】 

୰す᫂⨾ 

1��1年 ┴立ᗈᓥዪᏊ大学ᐙᨻ学部༞ᴗ 

1��1年 ᗈᓥᕷ学ᰯᰤ㣴職ဨ（14年㛫） 

2012年 ዪᏊᰤ㣴大学 専௵講師 

2018年  ྠ 教授 

（E-mail；naNaniVi@Hi\o.aF.jp） 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail； IuNaiN@IihV.org） 

 

ஙᗂ児・ᑠ児期 成人期 高齢期

・地域保健ࢭンター
・ᗂ⛶ᅬࠊ保⫱ᅬࠊ
  学ᰯ
・歯科医療機関

・地域保健ࢭンター
・≉定検診・保健指ᑟ
  のሙ
・職ሙ
・歯科医療機関

・介護ண㜵活動のሙ
・介護保㝤タや
  ≉定タ
・歯科医療機関

ースูの༠ാできるሙࢥࣇࣛࠉ2⾲
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【シンポジウムⅢ　口腔保健と栄養】



 
【指定演題】 

 【にࡵࡌࡣ】

 2010年にࠊ᪥本歯科医師会と᪥本ᰤ㣴士会が

ඹྠしてࠕ健ᗣ࡙くりのための㣗⫱᥎進ඹྠᐉ

ゝࠖをⓎ⾲したࡇࠋのඹྠᐉゝはࠊஙᗂ児・学

❺期から成人期ࠊ高齢期に⮳る⏕ᾭにࢃたࡗて

の健やかな㣗と㣗る機能をᨭするྲྀり⤌

 ࠋとを♧しているࡇを連携・༠ാして᥎進するࡳ

歯科口腔ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の連携はࠊ

୧専㛛職にࡶఫẸ・ᝈ者にࢺࢵ࣓ࣜࡶが大きいࠋ

๓者はࡑのサービス提供の㉁を高めࠊᚋ者は健

ᗣ長ᑑに有┈であるࠋしかしࠊ୧ศ野の連携が

ࢺ࢘評価指ᶆとࠊでいないのはࢇど進れࡑ

とが⌮⏤の㸯ࡇたࡗなかࡇがඹ有されて࣒࢝

つとしてᣲࡆられる࠾ࠋいの࣒࢝ࢺ࢘をඹ

有しࠊ୧者の専㛛性を┦⌮ゎするࡇとがࠊ୧

ศ野が連携し༠ാするࡇとにつながるࠋ 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗ࠊ本✏ではࠊでࡇࡑ

⏕活ศ野が༠ാしていくための方策を検ウす 

るためにࠊձࣛࢥࣇースにࡗࡑた健ᗣㄢ題ࠊ

ղ口腔保健ศ野とᰤࠊ（のඹ有࣒࢝ࢺ࢘）

㣴・㣗⏕活ศ野が༠ാできるሙࠊճスࣜࢡーࢽ

ンࢭ・ࢢス࣓ンࢺの�Ⅼについて検ウしたࠋ 

࠾成人にࠊとはࢳーࣟࣉースࢥࣇࣛ

ける病のཎᅉを⫾児期ࠊஙᗂ児期࠾ࠊよ

ࡈのᚋの人⏕をどのような⎔ቃで㐣ࡑࡧ

しࠊどのような㌶㊧をたどࡗてきたのかと

いう要ᅉでㄝ᫂する学ၥであるࠋ本✏ではࠊ

検ࠊてࡗࡑにࢳーࣟࣉースࢥࣇのࣛࡇ

ウするࡇととしたࠋ 

 

 【た健ᗣㄢ題ࡗࡑースにࢥࣇࣛ】

た健ᗣㄢ題を⾲㸯にまࡗࡑースにࢥࣇࣛ

とめたࠋ最終࣒࢝ࢺ࢘として♧したࠕ健ᗣᑑ

のᘏఙࠖとࠕ健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠࠖはࠊ健ᗣ᪥本

21 の┠ᶆとしてᥖࡆられࠊ歯科口腔ศ野とᰤ

㣴・㣗⏕活ศ野ඹ㏻の࣒࢝ࢺ࢘となࡗているࠋ

の✚と連ࢡたるࣜスࢃース（⏕ᾭにࢥࣇࣛ

㙐）の観Ⅼから⪃えるとࠊᗂ児・ᑠ児期ではࠊ

口腔機能の⋓ᚓࠊ㣗行動のⓎ㐩ࠊ健ᗣな⏕活⩦

័のᙧ成がㄢ題となるࠋ⥆くࠊ成人期のㄢ題はࠊ

㐣ᰤ㣴（⏕活⩦័病1ࠊ&'Vのண㜵・㔜化㜵Ṇ）

であるࡇࠋれらのࣜスࢡの✚が高齢期のㄢ題

である健ᗣᑑのᘏఙやపᰤ㣴（ࣝࣞࣇ・要

介護ண㜵）につながࡗていくࠋ 

 

【༠ാできるሙ】 

歯科口腔ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野が༠ാでき

るሙについて2⾲ࠊにまとめたࠋ 

ஙᗂ児・ᑠ児期の健ᗣㄢ題にはࠊ地域保健ࢭ

ンターに࠾けるẕᏊ保健のሙやᗂ⛶ᅬ・保⫱

ᅬ・学ᰯに࠾ける㣗⫱があるࠋᰤ㣴ࣛࣂンスの

よくࠊしࡗかりとჶࡇࡴとができる学ᰯ⤥㣗を

ཱྀ⭍ಖᰤ㣴 

ཱྀ⭍ಖศ㔝ᰤ㣴࣭㣗⏕άศ㔝の༠ാにࢳ࣮ࣟࣉࢫ࣮ࢥࣇࣛࡿࡼ 

  

୰すۑ
なかにし

᫂⨾
あ け ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学）ࠊ῝✭
かいかくࡩ

博
ࢁࡦ

（῝保健科学研究ᡤ） 

項┠ ᑠ児期 成人期 高齢期

┠ᶆ
（最終࢝ࢺ࢘
（࣒

健ᗣな⏕活⩦័のᙧ成
健ᗣᑑᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

⏕活⩦័病（1&'V�のண㜵
健ᗣᑑᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

要介護状ែ・ࣝࣞࣇண㜵
健ᗣᑑのᘏఙ
健ᗣ᱁ᕪの⦰ᑠ

口腔機能の評価

口腔機能の⋓ᚓ
う蝕（ࡴし歯）ண㜵

口腔機能の⥔ᣢ
歯の႙ኻண㜵
う蝕（ࡴし歯）ண㜵
歯࿘病ண㜵

口腔機能⥔ᣢ・ᅇ
う蝕（ࡴし歯）ண㜵
歯࿘病ண㜵
歯の႙ኻண㜵

ᰤ㣴状ែの評価 健全な成長・Ⓨ㐩 㐺ṇయ㔜の⥔ᣢ పᰤ㣴のపῶ

⾲㸯ࢥࣇࣛࠉースにࡗࡑた健ᗣㄢ題・┠ᶆと評価指ᶆ

 
【指定演題】 

提供していくࡇとがᏊどࡶのかࡴຊの⫱成や

健全な成長につながࡗていくࡑࠋのためにࠊ学

ᰯ歯科医とᰤ㣴教ㅍ・学ᰯᰤ㣴職ဨとの連携に

よりჶࡇࡴとをಁす㣗⫱を行ࡗている学ᰯࡶ

 ࠋられるࡳ

成人期のㄢ題にはࠊ㐣ᰤ㣴ண㜵としてࠊ⢾ᒀ

病性⭈ࠊなど医療に࠾ける医科歯科連携があ

るがࠊ≉定健診・保健指ᑟのሙに࠾ける⏕活⩦

័病や࣓タࢩࢡࢵࣜ࣎ンࣟࢻー࣒のண㜵が㔜

要であるࠋ成人期の口腔のㄢ題である歯࿘病はࠊ

⏕活⩦័病を進行さࡏる༴㝤ᅉᏊであるためࠊ

口腔の健ᗣと㣗事の指ᑟをྠに行うࡇとが

大ษであるࠋ 

高齢期のㄢ題はࠊ病院や介護保健タや≉定

タに࠾ける介護ண㜵のሙで行ࢃれているࠋ最

終࣒࢝ࢺ࢘である健ᗣᑑのᘏఙにはపᰤ

㣴のண㜵が㔜要であるࠋపᰤ㣴をண㜵するため

にはࠊタやᐙᗞでの㣗事ෆᐜの改ၿとేࡏて

口腔機能を⥔ᣢするࡇとが大ษであるࠋ高齢期

のㄢ題であるㄆ▱は歯の႙ኻや歯࿘病とࡶ

関連しているはࠊண㜵の㠃からྲྀࡶり⤌ࡳが必

要であるࠋ 

ᰤ㣴士・⟶⌮ᰤ㣴士が歯科医療機関にົし

歯科に関ࢃる保健指ᑟをᐇしたりࠊ≉定保健

指ᑟを⟶⌮ᰤ㣴士と歯科医師がඹྠして歯科

医療機関でᐇする事ࡶあるࡇとからࠊ今ᚋ

のᒎ㛤ࡶ含め歯科医療機関をሙの୍つとして

グ㍕したࠋ 

 

【スࣜࢡーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ】 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の専㛛ᐙが

スࣜࢡーࢽンࢢやࢭス࣓ンࢺ項┠をඹ有す

るࡇとは༠ാしていくୖで欠かࡏないࠋ口腔保

健ศ野に࠾けるスࣜࢡーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ

の項┠はࠊ口腔機能（ࠊࡏࡴ㣗ࡰࡇしࠊჶめ

る状ែに関する観評価ࠊညྜຊࠊ咀嚼機能ࠊ

⯉ᅽ等の客観評価等）ࠊ歯の႙ኻࠊう蝕ࠊ歯࿘

病ࠊ歯科検診のཷ診等があࡆられるࠋᰤ㣴・㣗

⏕活ศ野の項┠はࠊ健ᗣ・ᰤ㣴状ែࠊ㣗≀ᦤྲྀࠊ

㣗行動ࠊ㣗⎔ቃ等があࡆられるࠋ୧ศ野のスࢡ

ࣜーࢽンࢭ・ࢢス࣓ンࢺ項┠をᥞえてࠊඹ有

する࣒࢝ࢺ࢘を┠指したྲྀり⤌ࡳがᮃまれ

るࠋ 

口腔保健ศ野とᰤ㣴・㣗⏕活ศ野の専㛛ᐙが

評価指ᶆや࣒࢝ࢺ࢘をඹ有してࠊ༠ാしてい

くࡇとの࣓ࣜࢺࢵはࠊよくჶめるようにする歯

科療とఱでࡶよくჶࢇで㣗るという㣗に

関するᨭをྜࡏࢃて行うࡇとでࡑࠊれࡒれを

༢⊂で行うより࣒࢝ࢺ࢘の㐩成に㏆࡙くࡇ

とができるࠋ 

 

【ᚋのㄢ㢟】 

を行うたࢳーࣟࣉたࡗࡑースにࢥࣇࣛ 

めにはࠊ専㛛とするࣛࣇスࢸーࡔࢪけでなく

のࣛࣇスࢸーࢪのᐇែやྲྀり⤌ࡳについ

て⌮ゎして࠾くࡇとが必要であるࠋ 

またࡇࠊれまでの研究で᫂らかとなࡗている

評価指ᶆを現ሙで活用できるようにするため

にࠊ研究者と現ሙでാく専㛛ᐙが༠ാしていく

ሙをసࡗて行くࡇとࡶ必要であるࠋ 

【略歴】 

୰す᫂⨾ 

1��1年 ┴立ᗈᓥዪᏊ大学ᐙᨻ学部༞ᴗ 

1��1年 ᗈᓥᕷ学ᰯᰤ㣴職ဨ（14年㛫） 

2012年 ዪᏊᰤ㣴大学 専௵講師 

2018年  ྠ 教授 

（E-mail；naNaniVi@Hi\o.aF.jp） 

῝✭博 

1�8�年 福ᒸ┴立九州歯科大学༞ᴗ 

1�8�年 ῝歯科医院院長 

2001年 ῝保健科学研究ᡤᡤ長 

（E-mail； IuNaiN@IihV.org） 

 

ஙᗂ児・ᑠ児期 成人期 高齢期

・地域保健ࢭンター
・ᗂ⛶ᅬࠊ保⫱ᅬࠊ
  学ᰯ
・歯科医療機関

・地域保健ࢭンター
・≉定検診・保健指ᑟ
  のሙ
・職ሙ
・歯科医療機関

・介護ண㜵活動のሙ
・介護保㝤タや
  ≉定タ
・歯科医療機関

ースูの༠ാできるሙࢥࣇࣛࠉ2⾲

− 56− − 57−



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

健ᗣ教⫱・ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンの㡿域で

はࡇࠊのᩘ༑年の㛫ࠊ健ᗣ行動࠾よࡧ行動のኚ

ᐜの╔║が進ࢇでいるࠋ健ᗣ行動はࠊಶ人の

まで含めたᴫᛕࣝ࣋㞟ᅋや⤌⧊のࣞࡎならࡳ

であるࠋまたࠊ健ᗣ行動をつ定する要ᅉࠊࡶಶ

人ࣞࡔࣝ࣋けでなくࠊಶ人㛫ࠊ㞟ᅋ・社会ࣞ࣋

ࣝまでࠊᵝࠎな要ᅉがあるࡇとがࢃかࡗてい

るࠋ 

行動ኚᐜを㏻ࡌて健ᗣ࣒࢝ࢺ࢘の改ၿを

┠指していくᐇ㊶ではࠊエビデンスのあるࣟࣉ

の㛤Ⓨが求められࡑࠊのᏑ在が不可欠で࣒ࣛࢢ

ているࡇࠋうした࣒ࣛࢢࣟࣉの㛤Ⓨに࠾いては

ㄽ⌮ࠕ がࠖ㐺用されるࡇとでよりຠᯝがୖがる

とゝࢃれて࠾りࠊ研究者・ᐇ㊶者いࡎれࡶ⌮ㄽ

の⌮ゎがᮃまれているࠋまたࠊᐇ㊶活動に࠾い

てࠊࡶどの⌮ㄽに基࡙いてᨭ・ຓ活動をし

ていくࡇとがᮃましいかࠊ㑅ᢥが求められるࠋ 

ーによると࢞ーࣜン࢝ࠊㄽࠖとは⌮ࠕでࡇࡇ

題ࠊ⩏定ࠊ（ᴫᛕ）ࢺࢡࣛࢺンスࢥ連の୍ࠕ

から成り立つࡶのでありࠊある現㇟をㄝ᫂した

りண したりするためにኚᩘ㛫の関ಀを≉定

してࡑࠊの現㇟を⤌⧊ࡗࡔてᢕᥱできるように

してくれるࡶのࠖとされているࠕࠋᴫᛕࠖとは

事㇟に関してᛮ⪃によࡗてᤊえられるពෆ

ᐜを指しࠊゝⴥによࡗてㄝ᫂されるࢥࠕࠋンス

ࠖ（FonVWruFW）ࢺࢡࣛࢺ とはᴫᛕが⌮ㄽにྲྀり

㎸まれた際の⛠であるࠋ健ᗣ行動に関するᴫ

ᛕはከくࢥࠊンスࢺࢡࣛࢺとしてࡔけでなくࠊ

༢⊂で用いられるሙྜࡶあるࣔࠋデࣝとはࠊ⌮

ㄽࡑのࡶのや⌮ㄽとᴫᛕを⤌ࡏࢃྜࡳてࠊලయ

的にࢃかりやすく⾲現されたࡶのを指すࠋ 

健ᗣ行動に関する⌮ㄽ・ࣔデࣝはࠊ≀⌮学や

ᩘ学など⮬↛科学に࠾ける⌮ㄽに比るとᅽ

ಽ的に歴ྐがὸいࠋしかしࡇの༙ୡ⣖の㛫に

ᵝࠎな⌮ㄽが提ၐされてきているࡇࡑࠋで本ࢭ

な健ᗣ行ࠎ研究・ᐇ㊶に⧅がるᵝࠊーではࢼ࣑

動ᴫᛕ・⌮ㄽ・ࣔデࣝをಶ人ࣞࠊࣝ࣋ಶ人㛫ࣞ

ࢃにูࣝ࣋の�つのࣞࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝ・㞟ᅋࠊࣝ࣋

かりやすく⤂介・ゎㄝしていくࠋ 

【ಶேࣞࣝ࣋の⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

ಶ人ෆࣞࣝ࣋ではࠊ⮬ศのᚰの୰にᏑ在

したりࡌ⏕ࠊたりするಶ人ෆの要ᅉにὀ┠

するࠋಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝはࠊ保健指ᑟ

やᝈ者教⫱などの健ᗣ教⫱の基本ࡔけで

なくࣕ࢟ࠊン࣌ーンのための࣓ࢭࢵーࢪస

りなどࠊ㞟ᅋを対㇟としたྲྀ⤌ࡳにࡶ活か

すࡇとができるࠋಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝは

ᩘከく提ၐされࠊ進化してきたࠋなࡶの

は以ୗであるࠋ 

.$3ࣔデࣝ㸸.$3はࠊ▱㆑（NnoZlHGgH）ࠊ

ែᗘ（aWWiWuGH）ࠊᐇ㊶（praFWiFH）の略

であるࡗࡶࠋとࡶ基本的な行動ኚᐜࣔデࣝ

といえるࠋ  

健ᗣಙᛕࣔデ （ࣝ+HalWh %HliHI 0oGHl）㸸

ᗈくᛂ用されている⌮ㄽ・ࣔデࣝࡶとࡗࡶ

のࡦとつࠕࠋㄆ▱された⬤ᙅ性ࠖࠕㄆ▱さ

れた㔜大性ࠖࠕㄆ▱された⬣ጾࠖࠕㄆ▱さ

れた┈ࠖࠕㄆ▱された障害ࠖのࢥンスࢺ

ᕫຠຊឤࠖと⮬ࠕ）からᵓ成されるࢺࢡࣛ

 ࠋ（ᵓ成要⣲ࡶかけࠖࡗきࠕ

ྜ⌮的行動⌮ㄽ（7hHor\ oI 5HaVonHG 

$FWion㸸75$）・ィ⏬的行動⌮ㄽ（7hHor\ oI 

3lannHG %HhaYior㸸73%）㸸ࠕಙᛕ ែᗘࠖࠕࠖ

ࠊ行動ࠖの関ಀを♧すࣔデࣝでࠕពᅗࠖࠕ

73%は75$のᣑᙇᙧであるࠋさらにࠊ統ྜ行

動ࣔデࣝ（,nWHgraWHG %HhaYioral 0oGHl）

はࠊ行動を㉳ࡇすための▱㆑やᢏ術ࠊ⎔ቃ

的ไ⣙などの要⣲をຍしたࡶのであるࠋ 

デࣝ（770）㸸ࣔ・ࣝ࢝ࢸࣞࢭンスࣛࢺ

㛫㍈をᣢࡗたࢭࣟࣉスとしているのが

≉ᚩでࠊண㜵行動᥇用ࣔデࣝなどととࡶに

ス ࢸ ー ࢪ ࣔ デ ࣝ と ࡶ  ࡤ れ る ࠋ

3rHFonWHmplaWion（↓関ᚰ・๓⇍⪃期）ࠊ

&onWHmplaWion （ 関 ᚰ ・ ⇍ ⪃ 期 ） ࠊ

3rHparaWion（準備期）ࠊ$FWion（ᐇ行期）ࠊ

0ainWHnanFH（⥔ᣢ期）から成るࠋ 

ಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝには限⏺ࡶあるࠋ

◊✲࣭ᐇ㊶にᙺ❧ࡘᗣ⾜ືᏛ⌮ㄽ 

⏣福ۑ
ࡩ く ࡔ

ྜྷ
よし


はる

（ᖇ京大学大学院බ⾗⾨⏕学研究科） ࠐᡞࣨ㔛
と が り

Ὀ
たい


すけ

（ᨺ㏦大学） 

ຓࠐ
すけとࡶ

⿱Ꮚ
ࡇࢁࡦ

（᪥本ዪᏊయ⫱大学య⫱学部ス࣏ーࢶ健ᗣ学科） 

 
【指定演題】 

ከくが検診などの୍ᗘࠊの⌮⏤の➨1はࡑ

限りの行動をࡶとに㛤Ⓨされたࡇとであ

る2➨ࠋにࠊಶ人ෆの要ᅉࡔけでなくࠊಶ人

㛫や⎔ቃを含めた要ᅉを⪃៖する必要が

あるࠋさらにࠊ人は必ࡎしྜࡶ⌮的に行動

を㑅ᢥしているࢃけではない（ࡇのⅬから

行動経῭学がὀ┠されている）ࠋ 

【ಶே㛫ࣞࣝ࣋の⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

社会的ㄆ▱⌮ㄽࠊスࣞࢺスと健ᗣ⏕成

ㄽࠊ社会関ಀࠊ健ᗣ・医療とࢣࢽ࣑ࣗࢥー

ンの4つの系㆕にศけてㄝ᫂していࣙࢩ

くࠋ 

社会的ㄆ▱⌮ㄽはࠊはࡌめ観ᐹ学⩦と⮬

ᕫຠຊឤを୰᰾ࢥンスࢺࢡࣛࢺとして提

♧された1ࠋ�80年௦に入ࡗてಶ人的ㄆ▱ࠊ

⎔ቃࠊ行動の�つのഃ㠃を包括し┦స用

するⅬを᪂たにຍえࠊ今᪥に⮳ࡗているࠋ 

スࣞࢺスに関する研究は1ࠊ��0年௦ࢁࡈ

からᚰ⌮学㡿域でスࢵࣞࢺサーฎ⌮のࣉ

ࣝࢼࣙࢩࢡンスࣛࢺスに╔║したࢭࣟ

ࣔデࣝと対ฎᡓ略ᴫᛕが提♧されたࠋまた

1��0年௦ᚋ༙には健ᗣ要ᅉを᥈究する健

ᗣ⏕成ㄽとࡑの୰᰾ࢥンスࢺࢡࣛࢺ㤳ᑿ

୍㈏ឤぬが提ၐされ今᪥ከくの研究がな

されているࠋ 

1�ୡ⣖ᮎ㡭より検ウが進められてきた

社会関ಀと健ᗣについては1ࠊ��0年௦に社

会学㡿域での社会的統ྜ・⣣ᖏ研究ࠊ社

会学者によるࢯーࣝࣕࢩスࣞࢺス研究・ࢯ

ーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺの㢮ᆺ化が行ࢃれたࡑࠋ

のᚋ社会関ಀ�VoFial rHlaWionVhipV�とい

う用ㄒで⏕ែ学的ࢩス࣒ࢸㄽに基࡙いて

ᩚ⌮が進められているࠋ 

健ᗣ・医療とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに関す

る⌮ㄽは1ࠊ��0年㡭より社会学㡿域で医

師・ᝈ者関ಀに関するࣔデࣝが提♧されࠊ

2000年௦にはࡑれらの統ྜが行ࢃれたࠋ

方ࠊᝈ者ྠ士の関ಀ性についてྂࠊくはࢭ

ࠊとしてᩚ⌮されࣉーࣝࢢ・ࣉࣝ࣊ࣇࣝ

1��0年௦にはᝈ者・ࣛࢡエンࢺのㄒり

ࣆ㏆年ではࠋの╔║と㢮ᆺ化がなされた

ࡇ࠾に関する研究がࣉーࣝࢢࢺー࣏サ

なࢃれているࠋ 

【㞟ᅋ࣭ࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝの⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

㞟ᅋ・ࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝの⌮ㄽ・ࣞࣇー࣒࣡

ーࢡはࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊエンࢤー࣓ࢪンࢺ

（FommuniW\ HngagHmHnW㸸&E）ࠊᡓ略立

ᆺࣟࣉーࠊࢳၥ題ゎỴᆺࣟࣉーࡑࢳれ

本ሗ࿌でࠋれに関する系㆕にศかれるࡒ

はࠊがࢇの教⫱・ᬑཬၨⓎをめࡄるᙜヱ⌮

ㄽ・ࣞࣇー࣒࣡ーࢡの㐺用事を⤂介しな

がらࠊㅖᴫᛕのゎㄝをヨࡳるࠋ 

&Eに関する系㆕ではࠊ行ᨻ事ᴗ༠ຊᆺ保

健ࣛ࣎ンࢸ活動やがࢇᝈ者ᅋయとい

ンࣙࢩーࢮࢽ࢞ー࢜ࢸࢽ࣑ࣗࢥたࡗ

（FommuniW\ organi]aWion㸸&2）の動きを

⤂介する2&ࠋは1800ࠊ年௦ᚋ༙の⡿国で⛣

Ẹや㈋ᅔᒙの⛣ఫၥ題にྲྀり⤌ࢯࡴーࢩ

ࣕࣝ࣡ーࢡのศ野で用いられ1ࠊ��0年まで

に社会ኚ㠉ࡑのࡶのを指し強ㄪされたᴫ

ᛕであるࠋ本ሗ࿌で⤂介する&2はࠊいࡎれ

対策᥎進をᡤ⟶する行ᨻ機関とⰋࢇがࡶ

ዲなࣃーࢼࢺーࣉࢵࢩをᙧ成しているࢥࠋ

 \FommuniW）ࢢンビࣝデࢸࢽ࣑ࣗ

EuilGing㸸&%）に必要なㅖᴫᛕを㐺ᐅ☜ㄆ

していくࡇとでࠊᣢ⥆可能ながࢇ対策᥎進

に㈨する活動をฟするࡇとにつながるࠋ 

がࢇ対策に࠾けるၥ題ゎỴᆺࣟࣉー

Ṛࢇ検診ཷ診⋡のపさやがࢇがࠊではࢳ

ஸ・⨯ᝈ⋡のቑຍといࡗた健ᗣㄢ題をᤊ

えࠊターࢺࢵࢤᒙを≉定するࢯー࣐ࣝࣕࢩ

ーࢸࢣンࢢやࡑࠊの࿘㎶⎔ቃの現状ศᯒ

を行う35E&E'E-352&EE'ࣔデࣝの㐺用が有

ຠである୍ࠋ方࣋ࣀࠊーࣙࢩンᬑཬ⌮ㄽ

（GiIIuVion oI innoYaWionV）やࣝ࣊スࢥ

社会にᗈくがࠊンのようにࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

ᡓ略ࠊはࡳ⤌る⌮ㄽ・ᯟࡏ教⫱をᬑཬさࢇ

立ᆺࣟࣉーࢳにศ㢮されるࠋ 

 【にࡾࢃ࠾】

⌮ㄽ・ࣔデࣝを研究・ᐇ㊶にあてはめる

ୖではࡑの⌮ゎが㔜要であるࠋまたࠊ研究

者・ᐇ㊶者୧者はࠊ研究活動࠾よࡧᐇ㊶活

動の୧方に┦に関ᚰを♧しࠊ有用性のࣞ

ࠊ㛤Ⓨ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊで⌮ㄽᵓ⠏・検ドࣝ࣋

ᨭ・ຓ・教⫱のᐇがᮃまれるࠋ 

本ࢼ࣑ࢭーについて； 

本ࢼ࣑ࢭーは᪥本健ᗣ教⫱学会ⱝᡭの会࠾よࡧ⦅㞟ጤဨ会がඹྠ

⏬しᐇするࡶのであるࠋまたࠊ演者�ྡは201�年よりࠕ᪥本健ᗣ

教⫱学会健ᗣ行動学࢟ࢸスࢺ〇స࣡ー࢟ンࣝࢢࢢーࣉ とࠖしてࠕࠊ健

ᗣ行動⌮ㄽよる研究とᐇ㊶ （ࠖ201�年�月ࠊ医学᭩院ห）のᇳ➹・⦅

㞟にかかࡗࢃてきたࠋな࠾本᭩は学会ᙜ᪥に会ሙෆで㡺ᕸするண定

であるࠋ本ሗ࿌はࡇの୍連の活動に基࡙くࡶのであるࠋ 

（H-mail；WWogari@ouj.aF.jp） 

− 58− − 59−

【サテライトセミナー】



 
【指定演題】 

 
 【にࡵࡌࡣ】

健ᗣ教⫱・ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンの㡿域で

はࡇࠊのᩘ༑年の㛫ࠊ健ᗣ行動࠾よࡧ行動のኚ

ᐜの╔║が進ࢇでいるࠋ健ᗣ行動はࠊಶ人の

まで含めたᴫᛕࣝ࣋㞟ᅋや⤌⧊のࣞࡎならࡳ

であるࠋまたࠊ健ᗣ行動をつ定する要ᅉࠊࡶಶ

人ࣞࡔࣝ࣋けでなくࠊಶ人㛫ࠊ㞟ᅋ・社会ࣞ࣋

ࣝまでࠊᵝࠎな要ᅉがあるࡇとがࢃかࡗてい

るࠋ 

行動ኚᐜを㏻ࡌて健ᗣ࣒࢝ࢺ࢘の改ၿを

┠指していくᐇ㊶ではࠊエビデンスのあるࣟࣉ

の㛤Ⓨが求められࡑࠊのᏑ在が不可欠で࣒ࣛࢢ

ているࡇࠋうした࣒ࣛࢢࣟࣉの㛤Ⓨに࠾いては

ㄽ⌮ࠕ がࠖ㐺用されるࡇとでよりຠᯝがୖがる

とゝࢃれて࠾りࠊ研究者・ᐇ㊶者いࡎれࡶ⌮ㄽ

の⌮ゎがᮃまれているࠋまたࠊᐇ㊶活動に࠾い

てࠊࡶどの⌮ㄽに基࡙いてᨭ・ຓ活動をし

ていくࡇとがᮃましいかࠊ㑅ᢥが求められるࠋ 

ーによると࢞ーࣜン࢝ࠊㄽࠖとは⌮ࠕでࡇࡇ

題ࠊ⩏定ࠊ（ᴫᛕ）ࢺࢡࣛࢺンスࢥ連の୍ࠕ

から成り立つࡶのでありࠊある現㇟をㄝ᫂した

りண したりするためにኚᩘ㛫の関ಀを≉定

してࡑࠊの現㇟を⤌⧊ࡗࡔてᢕᥱできるように

してくれるࡶのࠖとされているࠕࠋᴫᛕࠖとは

事㇟に関してᛮ⪃によࡗてᤊえられるពෆ

ᐜを指しࠊゝⴥによࡗてㄝ᫂されるࢥࠕࠋンス

ࠖ（FonVWruFW）ࢺࢡࣛࢺ とはᴫᛕが⌮ㄽにྲྀり

㎸まれた際の⛠であるࠋ健ᗣ行動に関するᴫ

ᛕはከくࢥࠊンスࢺࢡࣛࢺとしてࡔけでなくࠊ

༢⊂で用いられるሙྜࡶあるࣔࠋデࣝとはࠊ⌮

ㄽࡑのࡶのや⌮ㄽとᴫᛕを⤌ࡏࢃྜࡳてࠊලయ

的にࢃかりやすく⾲現されたࡶのを指すࠋ 

健ᗣ行動に関する⌮ㄽ・ࣔデࣝはࠊ≀⌮学や

ᩘ学など⮬↛科学に࠾ける⌮ㄽに比るとᅽ

ಽ的に歴ྐがὸいࠋしかしࡇの༙ୡ⣖の㛫に

ᵝࠎな⌮ㄽが提ၐされてきているࡇࡑࠋで本ࢭ

な健ᗣ行ࠎ研究・ᐇ㊶に⧅がるᵝࠊーではࢼ࣑

動ᴫᛕ・⌮ㄽ・ࣔデࣝをಶ人ࣞࠊࣝ࣋ಶ人㛫ࣞ

ࢃにูࣝ࣋の�つのࣞࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝ・㞟ᅋࠊࣝ࣋

かりやすく⤂介・ゎㄝしていくࠋ 

【ಶேࣞࣝ࣋の⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

ಶ人ෆࣞࣝ࣋ではࠊ⮬ศのᚰの୰にᏑ在

したりࡌ⏕ࠊたりするಶ人ෆの要ᅉにὀ┠

するࠋಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝはࠊ保健指ᑟ

やᝈ者教⫱などの健ᗣ教⫱の基本ࡔけで

なくࣕ࢟ࠊン࣌ーンのための࣓ࢭࢵーࢪస

りなどࠊ㞟ᅋを対㇟としたྲྀ⤌ࡳにࡶ活か

すࡇとができるࠋಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝは

ᩘከく提ၐされࠊ進化してきたࠋなࡶの

は以ୗであるࠋ 

.$3ࣔデࣝ㸸.$3はࠊ▱㆑（NnoZlHGgH）ࠊ

ែᗘ（aWWiWuGH）ࠊᐇ㊶（praFWiFH）の略

であるࡗࡶࠋとࡶ基本的な行動ኚᐜࣔデࣝ

といえるࠋ  

健ᗣಙᛕࣔデ （ࣝ+HalWh %HliHI 0oGHl）㸸

ᗈくᛂ用されている⌮ㄽ・ࣔデࣝࡶとࡗࡶ

のࡦとつࠕࠋㄆ▱された⬤ᙅ性ࠖࠕㄆ▱さ

れた㔜大性ࠖࠕㄆ▱された⬣ጾࠖࠕㄆ▱さ

れた┈ࠖࠕㄆ▱された障害ࠖのࢥンスࢺ

ᕫຠຊឤࠖと⮬ࠕ）からᵓ成されるࢺࢡࣛ

 ࠋ（ᵓ成要⣲ࡶかけࠖࡗきࠕ

ྜ⌮的行動⌮ㄽ（7hHor\ oI 5HaVonHG 

$FWion㸸75$）・ィ⏬的行動⌮ㄽ（7hHor\ oI 

3lannHG %HhaYior㸸73%）㸸ࠕಙᛕ ែᗘࠖࠕࠖ

ࠊ行動ࠖの関ಀを♧すࣔデࣝでࠕពᅗࠖࠕ

73%は75$のᣑᙇᙧであるࠋさらにࠊ統ྜ行

動ࣔデࣝ（,nWHgraWHG %HhaYioral 0oGHl）

はࠊ行動を㉳ࡇすための▱㆑やᢏ術ࠊ⎔ቃ

的ไ⣙などの要⣲をຍしたࡶのであるࠋ 

デࣝ（770）㸸ࣔ・ࣝ࢝ࢸࣞࢭンスࣛࢺ

㛫㍈をᣢࡗたࢭࣟࣉスとしているのが

≉ᚩでࠊண㜵行動᥇用ࣔデࣝなどととࡶに

ス ࢸ ー ࢪ ࣔ デ ࣝ と ࡶ  ࡤ れ る ࠋ

3rHFonWHmplaWion（↓関ᚰ・๓⇍⪃期）ࠊ

&onWHmplaWion （ 関 ᚰ ・ ⇍ ⪃ 期 ） ࠊ

3rHparaWion（準備期）ࠊ$FWion（ᐇ行期）ࠊ

0ainWHnanFH（⥔ᣢ期）から成るࠋ 

ಶ人ෆの⌮ㄽ・ࣔデࣝには限⏺ࡶあるࠋ

◊✲࣭ᐇ㊶にᙺ❧ࡘᗣ⾜ືᏛ⌮ㄽ 

⏣福ۑ
ࡩ く ࡔ

ྜྷ
よし


はる

（ᖇ京大学大学院බ⾗⾨⏕学研究科） ࠐᡞࣨ㔛
と が り

Ὀ
たい


すけ

（ᨺ㏦大学） 

ຓࠐ
すけとࡶ

⿱Ꮚ
ࡇࢁࡦ

（᪥本ዪᏊయ⫱大学య⫱学部ス࣏ーࢶ健ᗣ学科） 

 
【指定演題】 

ከくが検診などの୍ᗘࠊの⌮⏤の➨1はࡑ

限りの行動をࡶとに㛤Ⓨされたࡇとであ

る2➨ࠋにࠊಶ人ෆの要ᅉࡔけでなくࠊಶ人

㛫や⎔ቃを含めた要ᅉを⪃៖する必要が

あるࠋさらにࠊ人は必ࡎしྜࡶ⌮的に行動

を㑅ᢥしているࢃけではない（ࡇのⅬから

行動経῭学がὀ┠されている）ࠋ 

【ಶே㛫ࣞࣝ࣋の⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

社会的ㄆ▱⌮ㄽࠊスࣞࢺスと健ᗣ⏕成

ㄽࠊ社会関ಀࠊ健ᗣ・医療とࢣࢽ࣑ࣗࢥー

ンの4つの系㆕にศけてㄝ᫂していࣙࢩ

くࠋ 

社会的ㄆ▱⌮ㄽはࠊはࡌめ観ᐹ学⩦と⮬

ᕫຠຊឤを୰᰾ࢥンスࢺࢡࣛࢺとして提

♧された1ࠋ�80年௦に入ࡗてಶ人的ㄆ▱ࠊ

⎔ቃࠊ行動の�つのഃ㠃を包括し┦స用

するⅬを᪂たにຍえࠊ今᪥に⮳ࡗているࠋ 

スࣞࢺスに関する研究は1ࠊ��0年௦ࢁࡈ

からᚰ⌮学㡿域でスࢵࣞࢺサーฎ⌮のࣉ

ࣝࢼࣙࢩࢡンスࣛࢺスに╔║したࢭࣟ

ࣔデࣝと対ฎᡓ略ᴫᛕが提♧されたࠋまた

1��0年௦ᚋ༙には健ᗣ要ᅉを᥈究する健

ᗣ⏕成ㄽとࡑの୰᰾ࢥンスࢺࢡࣛࢺ㤳ᑿ

୍㈏ឤぬが提ၐされ今᪥ከくの研究がな

されているࠋ 

1�ୡ⣖ᮎ㡭より検ウが進められてきた

社会関ಀと健ᗣについては1ࠊ��0年௦に社

会学㡿域での社会的統ྜ・⣣ᖏ研究ࠊ社

会学者によるࢯーࣝࣕࢩスࣞࢺス研究・ࢯ

ーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺの㢮ᆺ化が行ࢃれたࡑࠋ

のᚋ社会関ಀ�VoFial rHlaWionVhipV�とい

う用ㄒで⏕ែ学的ࢩス࣒ࢸㄽに基࡙いて

ᩚ⌮が進められているࠋ 

健ᗣ・医療とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに関す

る⌮ㄽは1ࠊ��0年㡭より社会学㡿域で医

師・ᝈ者関ಀに関するࣔデࣝが提♧されࠊ

2000年௦にはࡑれらの統ྜが行ࢃれたࠋ

方ࠊᝈ者ྠ士の関ಀ性についてྂࠊくはࢭ

ࠊとしてᩚ⌮されࣉーࣝࢢ・ࣉࣝ࣊ࣇࣝ

1��0年௦にはᝈ者・ࣛࢡエンࢺのㄒり

ࣆ㏆年ではࠋの╔║と㢮ᆺ化がなされた

ࡇ࠾に関する研究がࣉーࣝࢢࢺー࣏サ

なࢃれているࠋ 

【㞟ᅋ࣭ࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝの⌮ㄽ࣭ࣔࣝࢹ】 

㞟ᅋ・ࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝの⌮ㄽ・ࣞࣇー࣒࣡

ーࢡはࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊエンࢤー࣓ࢪンࢺ

（FommuniW\ HngagHmHnW㸸&E）ࠊᡓ略立

ᆺࣟࣉーࠊࢳၥ題ゎỴᆺࣟࣉーࡑࢳれ

本ሗ࿌でࠋれに関する系㆕にศかれるࡒ

はࠊがࢇの教⫱・ᬑཬၨⓎをめࡄるᙜヱ⌮

ㄽ・ࣞࣇー࣒࣡ーࢡの㐺用事を⤂介しな

がらࠊㅖᴫᛕのゎㄝをヨࡳるࠋ 

&Eに関する系㆕ではࠊ行ᨻ事ᴗ༠ຊᆺ保

健ࣛ࣎ンࢸ活動やがࢇᝈ者ᅋయとい

ンࣙࢩーࢮࢽ࢞ー࢜ࢸࢽ࣑ࣗࢥたࡗ

（FommuniW\ organi]aWion㸸&2）の動きを

⤂介する2&ࠋは1800ࠊ年௦ᚋ༙の⡿国で⛣

Ẹや㈋ᅔᒙの⛣ఫၥ題にྲྀり⤌ࢯࡴーࢩ

ࣕࣝ࣡ーࢡのศ野で用いられ1ࠊ��0年まで

に社会ኚ㠉ࡑのࡶのを指し強ㄪされたᴫ

ᛕであるࠋ本ሗ࿌で⤂介する&2はࠊいࡎれ

対策᥎進をᡤ⟶する行ᨻ機関とⰋࢇがࡶ

ዲなࣃーࢼࢺーࣉࢵࢩをᙧ成しているࢥࠋ

 \FommuniW）ࢢンビࣝデࢸࢽ࣑ࣗ

EuilGing㸸&%）に必要なㅖᴫᛕを㐺ᐅ☜ㄆ

していくࡇとでࠊᣢ⥆可能ながࢇ対策᥎進

に㈨する活動をฟするࡇとにつながるࠋ 

がࢇ対策に࠾けるၥ題ゎỴᆺࣟࣉー

Ṛࢇ検診ཷ診⋡のపさやがࢇがࠊではࢳ

ஸ・⨯ᝈ⋡のቑຍといࡗた健ᗣㄢ題をᤊ

えࠊターࢺࢵࢤᒙを≉定するࢯー࣐ࣝࣕࢩ

ーࢸࢣンࢢやࡑࠊの࿘㎶⎔ቃの現状ศᯒ

を行う35E&E'E-352&EE'ࣔデࣝの㐺用が有

ຠである୍ࠋ方࣋ࣀࠊーࣙࢩンᬑཬ⌮ㄽ

（GiIIuVion oI innoYaWionV）やࣝ࣊スࢥ

社会にᗈくがࠊンのようにࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

ᡓ略ࠊはࡳ⤌る⌮ㄽ・ᯟࡏ教⫱をᬑཬさࢇ

立ᆺࣟࣉーࢳにศ㢮されるࠋ 

 【にࡾࢃ࠾】

⌮ㄽ・ࣔデࣝを研究・ᐇ㊶にあてはめる

ୖではࡑの⌮ゎが㔜要であるࠋまたࠊ研究

者・ᐇ㊶者୧者はࠊ研究活動࠾よࡧᐇ㊶活

動の୧方に┦に関ᚰを♧しࠊ有用性のࣞ

ࠊ㛤Ⓨ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊで⌮ㄽᵓ⠏・検ドࣝ࣋

ᨭ・ຓ・教⫱のᐇがᮃまれるࠋ 

本ࢼ࣑ࢭーについて； 

本ࢼ࣑ࢭーは᪥本健ᗣ教⫱学会ⱝᡭの会࠾よࡧ⦅㞟ጤဨ会がඹྠ

⏬しᐇするࡶのであるࠋまたࠊ演者�ྡは201�年よりࠕ᪥本健ᗣ

教⫱学会健ᗣ行動学࢟ࢸスࢺ〇స࣡ー࢟ンࣝࢢࢢーࣉ とࠖしてࠕࠊ健

ᗣ行動⌮ㄽよる研究とᐇ㊶ （ࠖ201�年�月ࠊ医学᭩院ห）のᇳ➹・⦅

㞟にかかࡗࢃてきたࠋな࠾本᭩は学会ᙜ᪥に会ሙෆで㡺ᕸするண定

であるࠋ本ሗ࿌はࡇの୍連の活動に基࡙くࡶのであるࠋ 

（H-mail；WWogari@ouj.aF.jp） 
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【指定演題】 

 
【ᴫせ】 

 ㄽᩥస成に࠾ける࣏ンࢺはఱか㸽ṇ☜な

ሗをṇ☜にグ㍕するࡑࠊのࡇとは☜かに㔜要

である୍ࠋ方でࠕࠊ᫂░に⾲現されたㄗㅸはࠊ

᭕なṇしさよりࠊはるかに㈗㔜なのであるࠖ

というぢゎࡶある�1�ࠋ᫂░に⾲現するࡇとが

いかに㔜要であるかࡇࠋれまでከくのㄽᩥを᭩

きࠊᰝㄞしࠊ改めてࡑのࡇとをᐇឤしているࠋ 

 ᫂░なᩥ❶を᭩くにあたࡗての基本はࢭࠊン

強ㄪしࡶ本学会でఱᗘࠊはࡎまࠋンスであるࢸ

てきたようにࠊㄽ᪨をあいまいにするࠕがࠖの

使用はᴟຊ᥍えࠊより᫂☜な⾲現にすきであ

るࠋ次にࠕ⪃えるࠖࠕᛮうࠖといࡗた⾲現ࡶᴟ

ຊ㑊けるきであるࡇࠋういう⾲現は mHWa-

GiVFourFH （⮬ᕫゎㄝ）と⛠されࠊㄽ⌮的ᩥ❶

に必要ではない�2�ࡑࠋの୍ࠊ つのࢭンࢸンス

が長くなࡗた際のㄒ・㏙ㄒの不୍⮴のゎᾘな

どࢭࠊンࢸンスを☻くດຊはᝰしࡴきではな

いࠋ 

 次に᮶るのが今ᅇのࢸー࣐であるࣛࢢࣛࣃ

は୍⯡にࣇࣛࢢࣛࣃࠋであるࢢンࢸࣛ・ࣇ

ẁⴠとࡶヂされࠊ᭩きᡭによࡗてࠊ୧者の関ಀ

のとらえ方は大きく␗なࡗているࠋ୧者をྠࡌ

ととらえる人ูࠊ≀ととらえる人ࠊさまࡊまで

あるࠋとはいうࡶののࠊⱥㄒᅪ等で用いられて

きたࢸࣛ・ࣇࣛࢢࣛࣃンࢢはࠊㄽᩥస成に

れࡇࠋとのできないᢏ術であるࡇいて欠かす࠾

によࡗてෑ㢌に㏙たࠊ᫂░な⾲現ᢏ術が᱁ẁ

に向ୖするࠋ 

 今ᅇの早ᮅࢼ࣑ࢭーではࣇࣛࢢࣛࣃ・ࣛ ࢸ

れとྠにㄽᩥのࡑࠋの⛎ジを⤂介するࢢン

ンのᒎ㛤をいかに進めるࣙࢩࢡࢲࣟࢺン

きかࠊ⪃ᐹのࣇࣛࢢࣛࣃᵓ成をいかに進める

きかࡇࠋれらのࡇとについてࡶゐれࠊཧຍ者の

ㄽᩥస成能ຊが向ୖするようなࢼ࣑ࢭーとし

たいࠋ 

 

 

�1� ᒸ部⪽ኵ.ࠕᚋグ ンࠗࢯࢡࣝ࣋・ンࣜࠖ ᚰ

と㌟య ≀㉁とグ᠈ຊ̿⢭⚄と㌟యの関ಀ

について࠘．㥴Ἑྎฟ∧社34 .�201ࠊ��. 

�2� ྜྷᒸ．ࢦ࢝ࢩスタࣝに学ࡪㄽ⌮的に

⪃えࠊ᭩くᢏ術．ⲡᛮ社3 .�201ࠊ��． 

 

略歴 

東京大学大学院医学系研究科 国際地域保健学教ᐊ教

授� ᯇ医大༞ࠋ㣕㦌高ᒣ㉥༑Ꮠ病院を経てࠊ国立බ⾗⾨

⏕院ࣁࠊーࣂーࢻ大学に࠾いて � 年㛫大Ẽởᰁ研究にᚑ

事2+:ࠋ� -,&$ などを経たᚋࠋ���� 年より東京大学ࠋ

���� 年より教授となり現在に⮳るࠋ（E-mail；

ohjimEa@gmail.Fom） 

 の᪉ἲࢢࣥࢸ࣭ࣛࣇࣛࢢࣛࣃ

  

㤿⚄ۑ
ࡌ ࢇ ࡤ

ᚁ
まさ

ᓠ
ࡡࡳ

（東京大学大学院医学系研究科） 
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【モーニングセミナー】



MEMO

 
【指定演題】 

 
【ᴫせ】 
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強ㄪしࡶ本学会でఱᗘࠊはࡎまࠋンスであるࢸ

てきたようにࠊㄽ᪨をあいまいにするࠕがࠖの

使用はᴟຊ᥍えࠊより᫂☜な⾲現にすきであ

るࠋ次にࠕ⪃えるࠖࠕᛮうࠖといࡗた⾲現ࡶᴟ

ຊ㑊けるきであるࡇࠋういう⾲現は mHWa-

GiVFourFH （⮬ᕫゎㄝ）と⛠されࠊㄽ⌮的ᩥ❶

に必要ではない�2�ࡑࠋの୍ࠊ つのࢭンࢸンス

が長くなࡗた際のㄒ・㏙ㄒの不୍⮴のゎᾘな

どࢭࠊンࢸンスを☻くດຊはᝰしࡴきではな

いࠋ 

 次に᮶るのが今ᅇのࢸー࣐であるࣛࢢࣛࣃ

は୍⯡にࣇࣛࢢࣛࣃࠋであるࢢンࢸࣛ・ࣇ

ẁⴠとࡶヂされࠊ᭩きᡭによࡗてࠊ୧者の関ಀ

のとらえ方は大きく␗なࡗているࠋ୧者をྠࡌ

ととらえる人ูࠊ≀ととらえる人ࠊさまࡊまで

あるࠋとはいうࡶののࠊⱥㄒᅪ等で用いられて

きたࢸࣛ・ࣇࣛࢢࣛࣃンࢢはࠊㄽᩥస成に

れࡇࠋとのできないᢏ術であるࡇいて欠かす࠾

によࡗてෑ㢌に㏙たࠊ᫂░な⾲現ᢏ術が᱁ẁ

に向ୖするࠋ 

 今ᅇの早ᮅࢼ࣑ࢭーではࣇࣛࢢࣛࣃ・ࣛ ࢸ

れとྠにㄽᩥのࡑࠋの⛎ジを⤂介するࢢン

ンのᒎ㛤をいかに進めるࣙࢩࢡࢲࣟࢺン

きかࠊ⪃ᐹのࣇࣛࢢࣛࣃᵓ成をいかに進める

きかࡇࠋれらのࡇとについてࡶゐれࠊཧຍ者の

ㄽᩥస成能ຊが向ୖするようなࢼ࣑ࢭーとし

たいࠋ 

 

 

�1� ᒸ部⪽ኵ.ࠕᚋグ ンࠗࢯࢡࣝ࣋・ンࣜࠖ ᚰ

と㌟య ≀㉁とグ᠈ຊ̿⢭⚄と㌟యの関ಀ

について࠘．㥴Ἑྎฟ∧社34 .�201ࠊ��. 

�2� ྜྷᒸ．ࢦ࢝ࢩスタࣝに学ࡪㄽ⌮的に

⪃えࠊ᭩くᢏ術．ⲡᛮ社3 .�201ࠊ��． 

 

略歴 

東京大学大学院医学系研究科 国際地域保健学教ᐊ教

授� ᯇ医大༞ࠋ㣕㦌高ᒣ㉥༑Ꮠ病院を経てࠊ国立බ⾗⾨

⏕院ࣁࠊーࣂーࢻ大学に࠾いて � 年㛫大Ẽởᰁ研究にᚑ

事2+:ࠋ� -,&$ などを経たᚋࠋ���� 年より東京大学ࠋ

���� 年より教授となり現在に⮳るࠋ（E-mail；

ohjimEa@gmail.Fom） 

 の᪉ἲࢢࣥࢸ࣭ࣛࣇࣛࢢࣛࣃ

  

㤿⚄ۑ
ࡌ ࢇ ࡤ

ᚁ
まさ

ᓠ
ࡡࡳ

（東京大学大学院医学系研究科） 
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MEMO



Ұൠ演
ʢޱ演ൃදʣ

ʢポελーൃදʣ
ʢラウンυテーϒϧʣ



⃝ۑ
からさࢃ

⨾
ࡳ

Ꮨ
き

 （ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科࠾）

㉥ᯇᜨ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系） 

【┠的】㑹እ地域の介護ண㜵事ᴗにཧຍする

高齢者を対㇟に，ඛ行研究で用いられているཧ

ຍ㢖ᗘにຍえ，ཧຍする活動の✀㢮ᩘを社会ཧ

ຍの定⩏に用い，観的健ᗣឤとの関連を検ウ

する．ࡇࡇでは，社会ཧຍが少ないが健ᗣであ

る者，社会ཧຍがከいが健ᗣでない者といࡗた

高齢者の≉ᚩをᢕᥱするࡇとを┠的とした． 

【方法】2018年�㹼12月，㒔ෆ+ᕷの介護ண

㜵事ᴗཧຍ者に⮬ᕫグ入ᘧ㉁ၥ⣬ㄪᰝをᐇ

した．㉁ၥ⣬の㓄ᕸ者ᩘは241人であࡗた．㉁

ၥ⣬では，観的健ᗣឤ，地域活動ཧຍ状況，

㢮ᩘ・‶足ᗘ，ᒓ性，࿘✀ࢺー࣏サࣝࣕࢩーࢯ

ᅖとのきྜい，地域活動に関するࣇࣝࢭ・エ

た．観的健ᗣឤと地域活動ࡡーをᑜࢩ࢝ࣇ

ཧຍ状況の⤌ࡏࢃྜࡳにより⩌ศけし，ྛ ⩌の

地域活動ཧຍに関ࢃる要ᅉの┦㐪をȮ2 検定，

7uNH\のከ㔜比較，.ruVNal-:alliVの検定を用

いて検ウした． 

【⤖ᯝ】ゎᯒ対㇟は 1�� 人（有ຠᅇ⟅⋡㸸

��.8㸣）であࡗた．対㇟者のᒓ性は，ዪ性が11�

人（��.�㸣），ᖹᆒ年齢（6'）は ��.1（8.0）

ṓ，ᐙ᪘ᵓ成は㓄അ者のࡳが �2 人（42.�㸣）

であࡗた． 

観的健ᗣឤは，ࡑうᛮう・まあࡑうᛮうと

ᅇ⟅した者が14�人（8�.0㸣），ཧຍする活動

の✀㢮ᩘが� ಶ以ୖの者は�� 人（��.8㸣），

地域活動ཧຍ㢖ᗘは，1か月に2ᅇ以ୖとᅇ⟅

した者が��人（��.0㸣）であࡗた．ཧຍ㢖ᗘ・

活動の✀㢮ᩘの少なくと୍ࡶ方が高い者をཧ

ຍ高⩌（124 人，��.4㸣），いࡎれࡶపい者を

ཧຍప⩌（4�人，2�.�㸣）とし，観的健ᗣឤ

との⤌ࡏࢃྜࡳにより，健ᗣ・ཧຍ高⩌11�人

（��.�㸣），健ᗣ・ཧຍప⩌�4人（20.1㸣），

不健ᗣ・ཧຍ高⩌11人（�.�㸣），不健ᗣ・ཧ

ຍప⩌11人（�.�㸣）の4⩌にศ㢮した． 

健ᗣ・ཧຍప⩌は，୍人ᬽらしの者が 18 人

（�2.�㸣）とከく（p 0.004），ࢯーࣝࣕࢩサ

㢮ᩘは健ᗣ・ཧຍ高⩌より少ないが✀ࢺー࣏

（p�0.001），ࢯーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺ‶足ᗘは健

ᗣ・ཧຍ高⩌とᕪはࡳられࡎ，不健ᗣ・ཧຍప

⩌に比高かࡗた（p�0.001）．また，不健ᗣ・⩌に比高かࡗた（p�0.001）．また，不健ᗣ・⩌に比高かࡗた（

ཧຍ高⩌は，健ᗣ・ཧຍ高⩌に比，እ向性，

地域活動に関するࣇࣝࢭ・エࢩ࢝ࣇーᚓⅬが

పく（p�0.001），ྠ地域人とのきྜいが

ある者のྜは�人（4�.�㸣）と最ࡶ少なかࡗ

た（p�0.001）．不健ᗣ・ཧຍ高⩌のྠᒃ者が

いる者のྜは健ᗣ・ཧຍ高⩌，不健ᗣ・ཧຍ

ప⩌とᕪはなかࡗたが，ྠ ᒃ者とຓけྜうとい

たきྜいがある者のྜは少ないഴ向にࡗ

あࡗた（p 0.0��）． 

【⪃ᐹ】地域活動ཧຍと観的健ᗣឤの⤌ࡳ

による対㇟者のᒓ性や≉ᚩの┦㐪を検ࡏࢃྜ

ウした⤖ᯝ，地域活動のཧຍが少ないが健ᗣ

ឤの高い者は，ྲཱྀ 㡿するサ࣏ーࢺの✀㢮ᩘが少

なくてࡶ‶足ᗘが高く，⮬立しているࡇとが♧

された．対に，地域活動のཧຍがከいが健

ᗣឤのపい者は，地域活動にཧຍはしているが，

ཧຍに対する⮬ಙがపく，࿘ᅖとのきྜいに

つながࡗていない状況であるࡇとが♧された．

【⤖ㄽ】対㇟者のᒓ性や≉ᚩ，ࢯーࣝࣕࢩサ

とࡇた介入を行うࡏࢃにྜࢬーࢽ，状況ࢺー࣏

で，健ᗣឤを向ୖさࡏる可能性があるࡇとが♧

された．今ᚋ，高齢化が進ࡴ᪥本の高齢者の健

ᗣᑑをᘏఙさࡏるために，社会ཧຍを含めた

さらなる要ᅉの検ウと，対㇟者のタูࣉによ

るࢽーࢬᢕᥱが必要である． 

（E-mail；g1�40�21@HGu.FF.oFha.aF.jp）

【1#1】
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高 た

ࢡ ンࢽーࣛ・ࣈ

ᮧୖۑ
うえࡴら

୍㈗
か ࡎ き

（ᐩᒣ┴立大学教㣴教⫱ࢭンター） 

【⥴ゝ】介護ண㜵のᚑ᮶のᡭ法はࠊ機能ᅇ

カ⦎に೫りがࡕでありࠊ事ᴗ終ᚋに活動的な

状ែを⥔ᣢするྲྀり⤌ࡳが不༑ศであࡗたࠋ本

研究ではࠊ高齢者が㌟య活動を୰ᚰとした健ᗣ

࡙くりの⩦័を⋓ᚓするためのຠᯝ的でỗ用

性の高い介入ᡭ法の㛤Ⓨを┠指しࠊయ的な学

ࢡと者との༠ാをಁ進するᡭ法であるࡧ

本研究の┠的ࠋに╔┠したࢢンࢽーࣛ・ࣈࢸ

はࣈࢸࢡࠊ・ࣛーࢽンࢢᆺ健ᗣ教⫱介入に

よࡗてࠊ地域在ఫ高齢者の㌟య活動・㌟య機能

が向ୖするかࠊさらにࡑれらのຠᯝが介入終

ᚋࡶᣢ⥆するかを検ドするࡇととしたࠋ 

【方法】デࢨンはࠊ㠀ࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂

としࠊ対㇟は᪥常⏕活が⮬立した地域在ఫ高齢

者��ྡ（ᖹᆒ�2.� ṓࠊ⏨性�8ྡ）としたࠋ

介入⩌（��ྡ）にはࠊ㐌1ᅇ�0ศ24ࠊ㐌㛫の

とした健ᗣ࣐ーࢸ㐠動・ᰤ㣴・▱的活動ࠖをࠕ

教⫱をᐇしたࣈࢸࢡࠋ・ࣛーࢽンࢢのᡭ

法を用いࠗࠊㄪᰝ・ᐟ題Ѝࣝࢢー࣡ࣉーࢡによ

るඹ有・Ⓨ⾲Ѝᐇ㊶࠘を୍連のὶれとしてࠊ健

ᗣ行動のᐇ㊶をಁした（ᅗ）ࠋまたࠊ介入⩌と

ྠᵝのࢸー࣐の講⩏ᙧᘧの講ᗙ（1ᅇ・�0ศ）

にཧຍしࡑࠊのᚋ࣒࢝ࢺ࢘ࡶの࢛ࣟࣇーࢵ

��）⩌↷評価にཧຍした高齢者を対ࣉྡ）とし

たࠋ 

ᅗ ࣈࢸࢡ・ࣛーࢽンࢢᆺ健ᗣ教⫱のὶれ 

㌟య活動を活動㔞ィࠊとして࣒࢝ࢺ࢘

（3anaVoniF� E:-1.�2）により 2 㐌㛫ㄪᰝしࠊ

ᖹᆒṌᩘ࠾よࡧ㌟య活動ࣞࣝ࣋を 定したࠋさ

らにࠊᥱຊࠊṌ行㏿ᗘ7ࠊimHG 8p 	 *o WHVW �78*�ࠊ

� &hair VWanG WHVW��&6�により㌟య機能を評

価したࡇࠋれらの࣒࢝ࢺ࢘はࠊ介入๓24ࠊ

㐌ᚋࠊ介入終から 24 㐌ᚋの࢛ࣟࣇーࣉࢵ

の�Ⅼで 定したࠋ統ィゎᯒはࠊ 定ศᩓ

ศᯒを用いてࠊ⩌と期㛫のస用を検ドしたࠋ

【⤖ᯝ】⬺ⴠ（介入⩌�ྡࠊ対↷⩌1�ྡ）を

㝖く �4 ྡをศᯒ対㇟としたࠋ介入㛤ጞ๓の

Ⅼに࠾いて2ࠊ ⩌㛫の基本ᒓ性に有ពなᕪはࡳ

られなかࡗたࠋศᩓศᯒの⤖ᯝࠊṌᩘࠊ㌟య活

動ࣞࠊࣝ࣋Ṍ行㏿ᗘ6&� �*78ࠊについて有ពな

స用がࡳられ24ࠊ㐌㛫の介入ᚋに介入⩌で

改ၿして࠾りࠊさらにࡑのຠᯝは 24 㐌ᚋのࣇ

ࠋ��0.0�p�ᣢ⥆していたࡶ評価でࣉࢵー࢛ࣟ

【⪃ᐹ】本研究で用いた教⫱介入ではࠊ᪥常

⏕活に࠾ける健ᗣ行動をಁ進するࡇとに║

を⨨きࠊᚑ᮶の介護ண㜵教ᐊのように✚ᴟ的な

機能ᅇカ⦎はᐇしなかࡗたࡑࠋのためࠊ㌟

య活動のᐇ㊶はࠊ㐌1ᅇの教ᐊの㛫以እの᪥

常⏕活に࠾けるಶ人のດຊにጤࡡられたがࠊ

ࣛ・ࣈࢸࢡ ーࢽンࢢによࡗてࣛࣇスタࣝ

が改ၿしࠊ定╔したࡇとがࠊ㌟య機能の改ၿと

ࠋとが⪃えられたࡇのຠᯝのᣢ⥆にస用したࡑ

【⤖ㄽ】健ᗣ࡙くりのయ的ཧຍを≺いと

した24ࠊ㐌㛫のࣈࢸࢡ・ࣛ ーࢽンࢢᆺ健ᗣ

教⫱介入によࡗてࠊ高齢者の㌟య活動ࣞࣝ࣋や

㌟య機能が改ၿしࠊ介入終から 24 㐌㛫ᚋࡶ

ᣢ⥆ຠᯝがㄆめられたࠋ 

（E-mail；NuHmura@pu-Wo\ama.aF.jp） 
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高 ࢸスࢩ のᛂ用

Ṋ
た け い

Ꮚ
の り ࡇ

(✭博2῝ࠊ��

��බ┈㈈ᅋ法人ࣛ࢜ン歯科⾨⏕研究ᡤࠊ��῝保健科学研究ᡤ 

【⥴ゝ】㏆年ࠊ健ᗣᑑのᘏఙが国Ẹ的な

ㄢ題となࡗているࠋ歯科保健の立ሙから介

護やㄆ▱のண㜵を㏻して健ᗣᑑのᘏ

ఙに㈉⊩するࡇとを┠的に高齢者の口腔

機能を⥲ྜ的に評価して⟶⌮するࢩスࢸ

れまでのᐇ㊶・評価を㏻しࡇࠊを㛤Ⓨし࣒

てࠊ本ࢩス࣒ࢸが介護ண㜵や㍍ᗘのㄆ▱

�0&,�のண㜵に㈉⊩できる可能性が♧၀さ

れたࡇࡑࠋで今ᅇはࠊ本ࢩス࣒ࢸを有ຠ活

用するためにఫẸがఫẸにၨⓎする健ᗣ

教⫱法を㛤Ⓨしࡑࠊのຠᯝを検ウしたࠋ 

【方法】対㇟者はึࠊᅇと �か月ᚋに࠾口

ඖẼ検ᰝを行ࡗたఀⰋ部ᓥ�ᐑྂᓥᕷ�に

在ఫする高齢者 �8 ྡ�⏨性 12 ዪ性ࠊྡ ��

ᖹᆒ年齢ࠊྡ �1.1 ṓs8.8 ṓ�であるࠋ最

ึにࠊ今まで指ᑟ者が行ࡗてきた口腔機能

向ୖࢩス࣒ࢸをఫẸయでᐇできるよ

う口腔を 4 つのࣜࢦࢸ࢝ー�口の࿘りࠊか

Ύ₩ᗘ�にศけて検ᰝࠊຊࡴ㎸ࡳ㣧ࠊຊࡴ

や⪺きྲྀりをᐇࠊ状況のⰋくない部ศを

高めるᏳ全な方法を⤂介できる࠾ࠕ口ඖẼ

をᗈࡆようᡭᖒࠖを㛤ⓎしたࠋఫẸの௦⾲

者�᥎進ဨ�1� ྡがࡇのᡭᖒを活用しࠊ本ࢩ

ス࣒ࢸを � か月㛫ᐇして評価を行ࡗたࠋ

の指ᑟ者から᥎進ဨࠊのὶれは࣒ࢸスࢩ

ㄝ᫂会э᥎進ဨからఫẸの࠾口ඖẼ検

ᰝと࣒ࣛࢢࣟࣉの⤂介э᥎進ဨの᪥常の

ሙでのᨭࠊ指ᑟ者の᥎進ဨとఫẸから

の㉁ၥ会�2か月ᚋ� э࠾口ඖẼ検ᰝとຠᯝ

のඹ有�� か月ᚋ�э᥎進ဨによる最終の࠾

口ඖẼ検ᰝ�� ⾲成ᯝのⓎࠊ月ᚋ�を行い࢝

のሙとして࠾ࠕ口ඖẼ࢙ࣇスࠖࣝࣂࢸを

行ࡗたࠋ

【⤖ᯝ】࠾口ඖẼをᗈࡆようᡭᖒのࠗ࠾口

ඖẼ࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ㊶ࣞ࢝ンࢲー࠘のグ㍕状

況から࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ㊶状況を㞟ィしたࡑࠋ

の⤖ᯝࡰࠊẖ᪥�0㹼100�のᐇ者は�2ྡ

�����でありึࠊᅇの࠾口ඖẼᖹᆒᚓⅬは 

��.�Ⅼ࢝�ࠊ月ᚋは8�.1Ⅼと有ពにඖẼᗘが

高まࡗた�p�0.01�ࠋまた࠾ࠊ口ඖẼ࢙ࣇス

口ඖẼ検ᰝのึᅇと�か月࠾ࠊではࣝࣂࢸ

ᚋの⤖ᯝを比較して࠾ࠕ口ඖẼになࡗたで

㈹�ึᅇから�か月ᚋのୖの改ၿ者�ࠖ2�

口ඖẼ検࠾�か月ᚋに�口‶Ⅼで㈹࠾ࠕࠊྡ

ᰝで100Ⅼ�ࠖ14ྡ࠾ࠕࠊ口ඖẼにしたで㈹

�᥎進ဨ�ࠖ1�ྡの⾲ᙲを行ࡗたࠋさらに≉

ู㈹として࠾ࠕ口ඖẼをたくさࢇᗈࡆたで

㈹�୍␒ከくのఫẸにᗈࡆた᥎進ဨ� いࠕࠊࠖ

つまで࠾ࡶ㐩者で㈹��0ṓで�0Ⅼ࠾口ඖẼ

になつたఫẸ�ࠖの⾲ᙲを行ࡗたࠋ

【⪃ᐹ】ఫẸと┦ㄯしながら࠾ࠕ口ඖẼを

ᗈࡆようᡭᖒ をࠖ㛤ⓎࠊⓎ⾲のሙとして࠾ࠕ

口ඖẼ࢙ࣇスࠖࣝࣂࢸを㛤ദしたがࠊ今

ᅇの方法は࣋ンࢺ的なఫẸཧຍᆺの口

腔機能向ୖ活動であࡗた可能性ࡶあるࡇࠋ

のためࠊ本活動がఫẸにࠗ定╔࠘したかྰ

かについてはࠊ今ᚋ改めてㄪᰝを行ࡗてい

くண定であるࠋさらにࠊᐑྂᓥᕷ全యでఫ

Ẹཧຍᆺの口腔機能向ୖ事ᴗを᥎進しࣇࠊ

介護ண㜵等に㈉⊩できるかྰかに・ࣝࣞ

ついてࡶ検ウしていくண定であるࠋ

【⤖ㄽ】高齢者の口腔機能を評価して⟶⌮

するࢩス࣒ࢸをఫẸがఫẸにၨⓎする健

ᗣ教⫱法を㛤Ⓨしてࡑのຠᯝを検ウした

⤖ᯝࠊ口腔機能が高まるࡇとが♧၀されたࠋ

（E-mail；nori@pm-mV.WHpm.jp）

【1#�】

− 66− − 67−



ࡳ

㹼⢓⭷ࢩࣛࣈを使用した保健指ᑟのຠᯝ㹼  

௰ࠐ
なか

⛬
ど

ᑦᏊ
な ࠾ ࡇ

（Ἀ⦖༠ྠ病院）ࠊṊᏊ（�බ㈈�ࣛ࢜ン歯科⾨⏕研究ᡤ）ࠊ

῝✭博（῝保健科学研究ᡤ）

【⥴ゝ】入院ᝈ者で↓歯㢡者に対する口

腔Ύᤲはࠊス࣏ンࢪや࢞ーࢮによるΎᣔが

୍⯡的であるࠋ歯科⾨⏕士が保健指ᑟ可能

なሙྜࠊ⢓⭷ࢩࣛࣈを用いたΎᤲが有ຠと

されているࠋしかしࡑࠊのຠᯝを♧すሗ࿌

はṤどないࡇࡑࠋでࠊΎᣔを行ࡗていたᝈ

者102ྡを対㇟にࠊ歯科⾨⏕士から保健指ᑟ

をཷけた┳護師が⢓⭷ࢩࣛࣈによるΎᤲを

ᐇしࡑࠊのຠᯝを検ドしたࠋ 

【対㇟࠾よࡧ方法】対㇟者は201ࠊ�年2

月から201�年2月までの㛫に᯾୰つᶍᛴ性

期病院に入院した↓歯㢡でࡇࠊれまでΎᣔ

を行ࡗていたᝈ者102ྡ�⏨性�2ྡࠊዪ性�0

ᅇ検ึࠋᖹᆒ年齢88.�s�.�ṓ�であるࠊྡ

ᰝᚋに┳護師による⢓⭷ࢩࣛࣈでのΎᤲを

㛤ጞしࠊ㸰㐌㛫ࡈとに以ୗを評価したࠋձ

⣽⳦ �ओ�㺨㺽㺣㺝㺤㺍㺖㺫㺷㺛㺗㺏�ۑ5ۑۑンタ࢘࢝⳦⣽ࠕᩘ）

〇�ࠖ）ࠊղၚᾮ‵₶ᗘ検ᰝ�࣓ࣝࣝࢩヨ㦂

⣬ࠊۑ5ۑۑ⸆ရ化ᕤओ〇�ࠊճ㛤・㛢口状ែ

であるࠋ本研究はἈ⦖༠ྠ病院⌮ᑂᰝጤ

ဨ会のᢎㄆをᚓてᐇした（ᢎㄆ␒ྕ

 ࠋ（�-�201

【⤖ᯝ】ึ ᅇのᖹᆒ介入᪥は入院ᚋ1�.�4

s18.�᪥┠ࠊᖹᆒ介入᪥ᩘは10.2�s�.�᪥

であࡗたึࠋᅇ検ᰝ⤖ᯝではࠊձ⣽⳦ࣞ࣋

ࣝ�以ୗは41ྡ�40.2��4ࣝ࣋ࣞࠊ㹼�は�4ྡ

��2.��.���以ୖは�ྡࣝ࣋ࣞࠊ����であࡗ

たࠋղၚᾮ‵₶ᗘはࠊ‵₶ᖜ0は��ྡ

‵ࠊ��4.�2��mmᮍ‶�は�0ྡ�⇱ࠊ���2.0�

₶��mm以ୖ�は1�ྡ�1�.���ࠊᮍ  定者�

ྡであࡗたึࠋᅇ検ᰝᚋに⣽⳦ᩘࣞ4ࣝ࣋

以ୖのᝈ者にΎᣔから⢓⭷ࢩࣛࣈによるΎ

�0�ձึᅇࠋኚ更してኚ化を検ウしたᤲ

ྡ�の⣽⳦ᩘࣞࣝ࣋は4ࠊ㹼�が��ྡ�8�.�ࠊ��

�以ୖが�ྡ�11.���でありࠊ介入ᚋは1㹼�

が�0ྡ��0.0��4ࠊ㹼�が28ྡ�4�.���ࠊ�以ୖ

が2ྡ��.���ࢯࢡࢥࣝ࢘ࠋン➢ྕ検定でࠊ

㈇の㡰44ࠊṇの㡰�ྠࠊ 㡰14�p�0.001�

となࡗたࠋղၚᾮ‵₶ᗘ���ྡ�はึࠊᅇᖹ

ᆒ1.1�s1.�2mm�10Vから介入ᚋ2.01s

1.��mm�10Vࠋ㈇の㡰11ࠊṇの㡰�0 ྠ

㡰28になり�p�0.001�となࡗたࠋճ㛤・㛢

口状ែ�102ྡ�はࠊᏳ㟼㛤口者��ྡ୰2ࠊ�

ྡ���.���が㛢口可能となりࠊⓎㄒが᫂░に

なࡗた者は�ྡであࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】今ᅇの介入はࠊᖹᆒ介入᪥ᩘが

10.2s�.�᪥と▷期㛫でありࠊに1᪥1ᅇの

┳護師による口腔ࢣであࡗたがࠊΎᣔか

ら⢓⭷ࢩࣛࣈを使用したΎᤲにኚえるࡇと

でࠊ⢓⭷ࢩࣛࣈによる口腔の่⃭により

ၚᾮศἪ㔞がቑຍしࠊ⤖ᯝとして⣽⳦ᩘの

ῶ少ࠊ口၁㛢㙐等の口腔機能の改ၿに⧅が

 ࠋのと⪃えられたࡶたࡗ

【⤖ㄽ】↓歯㢡者に対する⢓⭷ࢩࣛࣈによ

るΎᤲによりࠊ⣽⳦ ・ᩘၚᾮ‵₶ᗘの改ၿࠊ

㛢口可能者のቑຍがㄆめられࠊΎᤲの有ຠ

性が♧၀されたࠋ 

�E-mailGhBnaNahoGoBnaonao21�@\ahoo.Fo.jp� 
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連

㸫༓ⴥ༓ⴥ༓ⴥⴥ┴᯽ᕷの高齢者齢者齢者者齢者齢者齢者齢者大つᶍつᶍつᶍつᶍつᶍᶍ健ᶍ健ᶍ健健ᶍ健ᶍ健健ᗣ健ᗣ健ᗣᗣ健ᗣ健ᗣㄪㄪㄪᰝ（᯽スタデ）より㸫

高ᶫ
たかはし

 ➇
きࡻう

（東京大学高齢社会⥲ྜ研究機ᵓ） 

【⥴ゝ】 

超高齢社会を㏄えたᡃが国に࠾いてࠊ౽⛎にᝎ

まされる高齢者はከいࠋ౽⛎はࠕ本᮶యእに

ฟすき⣅౽を༑ศ㔞かつᛌ㐺にฟできな

い状ែ でࠖありࠊ高齢者のᚰ⌮社会的健ᗣと強

く関連するࡶのであるࠋᖹ成 28 年ᗘ国Ẹ⏕活

基♏ㄪᰝではࠊ��ṓ以ୖの⏨性の�.�㸣ࠊዪ性

の 8.1㸣に౽⛎の⮬ぬ状がありࡑࠊの比⋡は

ຍ齢ととࡶにቑຍするࡇとがሗ࿌されているࠋ

国際診᩿基準を用いた学研究のࢩスࢸ࣐ࢸ

はຍ齢にకいቑຍす⛎౽ࠊࡶビࣗーでࣞࢡࢵ

るࡇとが᫂らかにされているࠋ高齢化の進ࡴᡃ

が国では 201� 年に៏ࠕ性౽⛎診療ࣛࢻ࢞

エビデンスに基࡙く౽⛎のࠊンࠖがⓎหされ

診療と療がᶆ準化されつつあるࠋしかしࠊ高

齢期に࠾ける౽⛎ቑຍの機ᗎに関してはゎ᫂

されて࠾らࠊࡎエビデンスの✚が必要とされ

ているࠋ本研究はࠊຍ齢にకう➽のῶᙅ（サࣝ

が高齢期の౽⛎にᙳ㡪するという௬（ࢽ࣌ࢥ

ㄝのୗࠊᖹ成 24 年ᗘから༓ⴥ┴᯽ᕷでᐇさ

れている高齢者大つᶍ健ᗣㄪᰝ（᯽スタデ）

のデータを用いࠊ୧者の関連を᥈⣴するࡇとを

┠的としたࠋ 

【方法】 

ᖹ成 24 年ᗘに᯽スタデにཧຍした地域在ఫ

高齢者のうࠊࡕㄆ▱機能や᪥常⏕活動సにၥ題

のない1��02ྡ（⏨性�0�ྡࠊዪ性���ྡ）の

データを統ィゎᯒしたࠋ౽⛎は⮬グ入ᘧ㉁ၥ⚊

ࡇ౽が�᪥以ୖないࠊのᅇ⟅により評価し

とがከい状ែとしたࠋサࣝࢽ࣌ࢥの評価には

$Vian :orNing *roup Ior 6arFopHniaの基準を

用いࠊ⏕యンࣆーࢲンス法により 定したᅄ

⫥㦵᱁➽㔞が基準್（⏨性 �.0Ng�m2⫥㦵᱁➽㔞が基準್（⏨性 �.0Ng�m2⫥㦵᱁➽㔞が基準್（⏨性 �.0Ng�m ዪ性ࠊ

�.�Ng�m2�.�Ng�m2�.�Ng�m）をୗᅇࡗているሙྜをࣞࣉサࣝ࣌ࢥ

ᅄ⫥㦵᱁➽㔞のపୗにᥱຊపୗ（⏨性ࠊࢽ

2�Ngᮍ‶ࠊዪ性18Ngᮍ‶）またはṌ行㏿ᗘప

ୗ（0.8m�⛊以ୗ）がకうሙྜをサࣝࢽ࣌ࢥ

としたࠋ౽⛎の有↓をᚑᒓኚᩘとしࠊサࣝ࣌ࢥ

ࢩ࣐ーࣇ࣏ࣜࠊ㐠動ࠊ㣗事ᅇᩘࠊ年齢ࠊࢽ

ーを強ไᢞ入したࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒを

行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】 

対㇟者のᖹᆒ年齢は �2.4s�.� ṓࠋ有⋡はࠊ

౽⛎ ࢽ࣌ࢥサࣝࠊ�8.� ࣌ࢥサࣝࣞࣉࠊ�1.�

ࢽ �0.��であࡗたࢪࣟࠋスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒ

の⤖ᯝࠊ౽⛎とサࣝ$25）ࢽ࣌ࢥ�ࠊ1.�4

���&,�ࠊ�4.��㣗事ᅇᩘ（$25ࠊ（1.20-2.�2

���&,�1.4�-8.08 ーࢩ࣐ーࣇ࣏ࣜࠊ（

（$25��ࠊ1.�0��&,�1.00-2.�0）に有ពな関連

があࡗたࠋ性ูでᒙ化したศᯒではࠊዪ性の౽

⛎ と サ ࣝ ࢥ ࣌ ࢽ  （ $25�1.8� ࠊ

���&,�ࠊ�2.��㣗事ᅇᩘ（$25ࠊ（�1.20-2.8

���&,�1.1�-�.20）に有ពな関連があࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】 

≉にዪ性に࠾いてࠊ౽⛎とサࣝࢽ࣌ࢥが強く

関連していたࠋ౽行Ⅽやࣞࢺ⛣動に必要な

➽機能のపୗがࠊ౽ᅇᩘをῶ少さࡏる可能性

があるࠋ౽⛎のある高齢者のከくは✚ᴟ的にཷ

診や療をして࠾らࠊࡎ医療専㛛職の౽⛎の

関ᚰࡶపいࠋ今ᚋ୍ࠊ人ࡦとりの高齢者や医療

専㛛職が౽⛎に対するព㆑を高めࠊ高齢期に࠾

ける౽⛎療を㣗事療法や⸆≀療法ࡔけのࡶ

のからࠊサࣝࢽ࣌ࢥண㜵を視野に入れた包括

的なࡶのにᗈࡆていくࡇとが㔜要であるࠋ 

（E-mail；WN\o-WN\@umin.aF.jp）
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㧗㱋 に࠾け ኚの┦ 㐃ᛶ

⏣ཎۑ
は ら ࡔ

ᘯ
かࢁࡦࡎ

（⚄ᡞ大学大学院人㛫Ⓨ㐩⎔ቃ学研究科） 

【⥴ゝ】高齢期の健ᗣቑ進にはࠊ健ᗣ的な㣗

⏕活ࠊ✚ᴟ的な㐠動79ࠊ視⫈㛫の๐ῶといࡗ

た健ᗣ行動をᐇ㊶するࡇとが㔜要であるࡇࠋれ

らの健ᗣ行動のᐇ㊶にはࠊ㓄അ者のような㌟㏆

な者からのᙳ㡪をཷけていると⪃えられて

いるࠋたࡔしࠊ本人と㓄അ者の健ᗣ行動の┦

関連性をሗ࿌する研究のከくはࠊᶓ᩿的な検ド

にṆまるࠋまたࠊ健ᗣ行動のኵ፬㛫の┦関連

性に関するឤ⛣入・ᩡ௬ㄝによるとࠊኵ፬

関ಀがⰋዲなኵ፬のうがࠊ健ᗣ行動について

㓄അ者からのᙳ㡪をཷけやすい可能性があるࠋ

本人ࠊいて࠾高齢ኵ፬にࠊで本研究ではࡇࡑ

の健ᗣ行動の⦪᩿ኚ化はࠊ㓄അ者の健ᗣ行動の

⦪᩿ኚ化と┦に関連しているかどうかとࡇࠊ

の┦関連性はࠊኵ፬関ಀ‶足ᗘが高いኵ፬に

 ࠋいて㢧ⴭであるかどうかを検ドした࠾

【方法】ᡤᒓ機関ෆの研究⌮ᑂᰝጤဨ会の

ᢎㄆを経たୖでࠊ⚄ᡞᕷℿ༊にᒃఫする 201�

年4月1᪥Ⅼで�4ṓࠊ��ṓ�4ࠊṓの⏨性全

ဨ 2204 ྡとࠊ年齢ᕪ 10 ṓ以ෆの㓄അ者全ဨ

1�1�ྡに㉁ၥ⣬ㄪᰝを行ࡗた（事๓ㄪᰝ1ࠊ年

ᚋㄪᰝ）ࡇࠋのうࠊࡕ�1� ྡから୧ㄪᰝのᅇ

⟅がᚓられたࠋ本研究ではࠊኵ፬ᥞࡗて୧ㄪᰝ

活機能が保ᣢさ⏕ࡶ୧Ⅼとࠊかつࠊᅇ⟅し

れている18�⤌のኵ፬をゎᯒ対㇟としたࠋ 

健ᗣ行動としてࠊ㣗⏕活（㣗ရᦤྲྀのከᵝ性

ᑻᗘ）1ࠊ㐌㛫の㐠動㛫1ࠊ᪥のᖹᆒ79視⫈

㛫をྲྀりୖࡆたࠋኵ፬関ಀ‶足ᗘはࠊ༢項┠

（10Ⅼ‶Ⅼ）で㉁ၥしたࠋ基本ᒓ性としてࠊ年

齢ࠊ教⫱歴ࠊᑵᴗ状況ࣝࣞࣇࠊをㄪᰝしたࠋ

事๓ㄪᰝと 1 年ᚋㄪᰝのデータをᅇᖐさࠊࡏ

ྛ健ᗣ行動とኵ፬関ಀ‶足ᗘについて1ࠊ 年㛫

のኚ化㔞（ṧᕪᚓⅬ）を⟬ฟしたࠋ次にࠊ基本

ᒓ性のᙳ㡪をㄪᩚしたୖでࠊኵ፬ࡑれࡒれにつ

いてࠊ本人のྛ健ᗣ行動のኚ化㔞をᚑᒓኚᩘと

しࠊ㓄അ者のྛ健ᗣ行動のኚ化㔞ࠊኵ፬関ಀ‶

足ᗘのኚ化㔞࠾ࠊよࡧ㓄അ者のྛ健ᗣ行動のኚ

化㔞とኵ፬関ಀ‶足ᗘのኚ化㔞とのస用

項を⊂立ኚᩘとした㔜ᅇᖐศᯒを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】ኵ፬いࡎれをᚑᒓኚᩘとした㔜ᅇᖐ

ศᯒでࠊࡶ本人の㣗⏕活のኚ化㔞に対してࠊ㓄

അ者の㣗⏕活のኚ化㔞が有ពにᅇᖐしていた

（ኵをᚑᒓኚᩘ�ș 0.1�� p 0.0��㸸ጔをᚑᒓ

ኚ �ᩘș 0.18� p 0.0��）79ࠋ 㛫ྠࡶᵝにࠊ

本人の79㛫のኚ化㔞に対してࠊ㓄അ者の79

㛫のኚ化㔞が有ពにᅇᖐしていた（ኵをᚑᒓ

ኚ �ᩘș 0.21� p 0.0�0㸸ጔをᚑᒓኚ �ᩘș 0.1�� 

p 0.028）୍ࠋ方ࠊኵ፬いれࡎれをᚑᒓኚᩘと

したሙྜでࠊࡶ㓄അ者の㐠動㛫のኚ化㔞はࠊ

本人の㐠動㛫のኚ化㔞有ពにᅇᖐしてい

なかࡗたࠋまたࠊすての健ᗣ行動についてࠊ

㓄അ者の健ᗣ行動のኚ化㔞とኵ፬関ಀ‶足ᗘ

のኚ化㔞とのస用項はࠊ本人の健ᗣ行動の

ኚ化㔞有ពにᅇᖐしていなかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】㣗⏕活や79㛫についてはࠊ本人の

⦪᩿ኚ化と㓄അ者の⦪᩿ኚ化とが┦に関連

しているととࡶにࡇࠊれらの┦関連性はኵ፬

関ಀ‶足ᗘに㉳ᅉするࡶのではない可能性が

♧されたࡇࠋれらの┦関連性はࠊឤ⛣入・

ᩡ௬ㄝ以እの⪃え方（㸸㈨※ඹ有௬ㄝ）に

よࡗてㄝ᫂されるのかࡶのかࡶしれないࠋ 

୍方ࠊ㐠動㛫の⦪᩿ኚ化についてはࠊኵ፬

㛫の┦関連性が᫂らかとはらなかࡗたࠋ㐠動

㛫に関してはࠊ㓄അ者からのᙳ㡪よりࠊࡶ本

人の動機やពḧなどによࡗて強くつ定されて

いる可能性があるࠋ 

【⤖ㄽ】㣗⏕活と79㛫の⦪᩿ኚ化はࠊኵ፬

関ಀ‶足ᗘによらࠊࡎ高齢ኵ፬の㛫で┦に関

連しているࡇとが᫂らかとなࡗたࠋ 

（E-mail；haraGa@harEor.NoEH-u.aF.jp）
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ఫẸ したࠕ ࠖの地

ᒣ⛅ۑ
あきやま

⨾⣖
ࡳ き

（᠕⩏ሿ大学）ࠊ㰻⸨
さいとう

ᙬ
あや

（᠕⩏ሿ大学） 

【┠的】ከ✀ከᵝな健ᗣ教⫱教ᮦが専㛛機関

や専㛛ᐙ等によࡗてస成され㓄ᕸされている

がࡑࠊの୰には活用するഃのࢽーࢬに必ࡎしࡶ

༶していないࡶのやࠊ用方法や用ࢩーンが

᭕でࠊあまり活用されていないࡶのࡶあるࠋ

୍方でࠊ専㛛ᐙによる୍方向の▱㆑ఏ授ではな

くࠊᙜ事者が⮬らẼ࡙きをᚓてࠊ対ヰを㔜ࡡな

がらᐇ㊶につなࡆていくࣛࣈࢸࢡーࢽン

ࡶいて࠾健ᗣ教⫱にࠊがࣝのスタࡧ的な学ࢢ

㔜要ᗘをቑしているࡇࠋうしたࡇとからᡃࠎはࠊ

地域にᬽらすఫẸがࠊ᪥ࠎを健ᗣでᖾࡏなẼᣢ

すୖで㔜要と⪃えている事や▱ᜨࡈで㐣ࡕ

をඹ有しࡑࠊれらをㄞࡳᮐとしたࠕ健ᖾかるたࠖ

をไసしࡑࠊれをᬑཬするࡇとでࠊఫẸが㐟ࡧ

を㏻してẼ࡙きやࣔ࣋ࢳーࣙࢩンを高められ

るようなけ࡙くりにྲྀり⤌ࠋࡔࢇ本✏ではࠊ

స成のࢭࣟࣉスࠊ㐟ࡧ方ࠊᬑཬのࢭࣟࣉスを⤂

介するࠋ 

【活動ෆᐜ】ᒣᙧ┴ᗉෆ地方に࠾いてࠊ健ᗣ

教ᐊࠊᝈ者サࣟンࠊ行ᨻや医療者の連携の会等

のሙでかるた࡙くりのཧຍをࡧかけࠊの

��ྡのཧຍをᚓたࠋかるた࡙くりはࠊඛ行事

として༓ⴥ┴東㔠ᕷとᇸ⋢┴ᖾᡭᕷのఫẸ等

がඹྠస成したࠕ⚾のክかるたࠖのస成ࢭࣟࣉ

スをཧ⪃にしたࠋ㐟ࡧながら教⫱ຠᯝを高める

ᕤኵとしてྛࠊ ᮐの㠃にྃに関する▷いゎㄝ

ᩥをグ㍕するࡇととしたࠋ� ᅇにࢃたࡗてㄞࡳ

ྃ㞟めと㑅ྃのための࣑ーࢸンࢢを行いࡑࠊ

のᚋࠊ⤮がᚓពな人がୗ⤮をᥥきࠊ有ᚿがሬり

⤮をして⤮ᮐを成さࡏたࠋ㞟まࡗたㄞྃࡳはࠊ

㣗⏕活や㐺ᗘな㐠動など健ᗣ行動に関するࡶ

のࠊ病Ẽとの向きྜい方ࠊ医者のかかり方ࠊ

健ᗣሗࣜࢩࣛࢸーに関するࡶのまでᵝࠎで

あࡗたࠋ 

【活動評価】成したかるたはࠊఫẸయᆺ

の介護ண㜵事ᴗにྲྀり⤌ࢇでいるఫẸࣜーࢲ

ーの研修会やࠊከୡ௦ὶのሙなどでయ㦂しな

がら㐟ࡧ方を㌟に╔けてࡶらいࠊయ㦂した者が

⮬ศの地༊等でᗈࡆていくという方法でᬑཬ

しているࡇࠋのかるたの最大の≉長はࠊ㐟ࡪẁ

㝵で⤮ᮐをྲྀࡗた人がࠊ㠃のゎㄝᩥを大きな

ኌでㄞࡆୖࡳるࡇとでࠊཧຍ者全ဨがྃに㎸め

られたᛮいにゐれࡑࠊのࡇとを⪃えたりࠊり

㏉りができるⅬであるࠋかるたయ㦂者にンࢣ

ーࢺやンタビࣗーㄪᰝをᐇしࠊどのような

ຠᯝがあࡗたかを検ドしているとࢁࡇである

がࠕࠊ᪥㡭⪃えていたࡇとやࠊᬑẁ人としࡷ

ࠊᮐに┒り㎸まれていてࡳとがㄞࡇているࡗ

㐟ࡧながらの人と会ヰがはࡴࡎ 病をりࠕࠖ

㉺えた人のẼᣢࡕを▱るࡇとができてᕼᮃが

いてきた ศ⮬ࠊかけにࡗをきࡧかるた㐟ࠕࠖ

の地༊でࡶ健やかでᖾࡏな⏕き方についてヰ

しྜいたい とࠖいࡗた⫯定的なኌが⪺かれてい

るࠋ 

【⪃ᐹ】超高齢化社会を㏄えたᡃが国に࠾い

てはࠊ地域ఫẸがᚰ㌟の健ᗣについての⮬ぬを

高めるࡇとはࡶとよりࠊ限りあるや人⏕につ

いてぬᝅをᣢつࡇとࠊఫẸྠ士が⏕活㠃をᨭえ

ྜうࡇとなどᖜᗈいၨⓎがࠊ地域包括ࢩࢣス

ࡗఫẸにとࠋているࡗᛴົとなࡶの᥎進ୖ࣒ࢸ

て使いやすくࠊかつ⮬ศで使いたいとᛮえるᴦ

しい教ᮦを地域の人ࠎととࡶにつくりࡑࠊれら

をఫẸ⮬㌟がᗈࡆていくࡇとはࠊព㆑を高める

ୖで有ຠかつ㔜要とᛮࢃれるࠋ 

【今ᚋのㄢ題】今ᚋは教ᮦとしてのຠᯝ検ド

とࠊ有ຠ活用するためのᬑཬ᥎進策をࠊより⢭

⦓化していくࡇとが求められるࠋ 

（E-mail；miNi@VIF.NHio.aF.jp） 
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ࡳ や ࡇ

 医科大学ࢼン࣐ࣜ⪷

【⥴ゝ】2011年�月の東᪥本大㟈⅏ཬ201ࡧ�

年4月の⇃本地㟈からࡑれࡒれ8年��年が経㐣

したࠋ⿕⅏ᙜ� 障がい児・者ཬࡑࡧのᐙ᪘は

㑊㞴ᡤで㐣ࡈすࡇとが㞴しく�またࡑれᨾにᨭ

が行きΏらない等�ከくのၥ題がᒣ✚してい

たࡑࠋれから୍定の期㛫を経た現在�⿕⅏地で

≉ูなᨭを必要とするᏊどࡶのぶたࡕ

は⅏害に対していかなる༴機ឤをࡕࡶ�どのよ

うなྲྀり⤌ࡳを行ࡗているのࢁࡔうかࠋ本研究

ではࡇれらのⅬについて᫂らかにし�今ᚋのㄢ

題を検ウしたいと⪃えたࠋ 

【方法】ᒾᡭ�ᐑᇛ�福ᓥ�⇃本ྛ┴に࠾いて⿕

害の大きかࡗた地域の≉ูᨭ学 （ᰯに▱的

障がいを対㇟とする）の༠ຊをᚓ�201�年2月障がいを対㇟とする）の༠ຊをᚓ�201�年2月障がいを対㇟とする）の༠ຊをᚓ

に児❺・⏕ᚐの保護者に⮬グᘧ㉁ၥ⣬を㓄ᕸし

た（⿕⅏のᏊの年齢を⪃៖し�東北 � ┴はᑠ

学部 4 年㹼高等学部� 年�⇃本┴はᑠ学部㹼高

等学部全学年を対㇟とした）ࠋᅇされた 4��

（ྡᅇ⟅⋡�0.��）のうࡕ�∗ぶとẕぶ4�0 （ྡ東

北�28ྡ・⇃本1�2ྡ）をศᯒ対㇟としたࠋ 

【⤖ᯝ・⪃ᐹ】ࠕ๓ᅇとྠࡌような㟈⅏が今

あなたが࠾ఫまいの地域にࡧ㉳ࡇるとᛮい

ますかࠖとのၥいに対しࠕ�ᛮうࠖとのᅇ⟅は

東北で ��.8��⇃本で 少しᛮうࠖとのࠕ��4.��

ᅇ⟅は東北で48.���⇃本で48.��と୧地域でᕪ

はࡳられなかࡗたࠋලయ的な対策について㟈⅏

๓と現在で比較したとࠕ�ࢁࡇ学ᰯで�または㏻

学にᏊどࡶが⅏害にあࡗたሙྜの対ฎ法の

☜ㄆࠖが東北では ��.0 �から �1.0��⇃本では

�0.��から�2.��にࠕ�㠀常ᣢࡕฟしရの準備ࠖ

は東北では�0.8�から�0.1��⇃本では��.4�か

ら�2.0�にࡑ�れࡒれ大きくቑຍしていたࠋ 

୍方ࠕ�Ꮚどࡶの障がいについて地域ఫẸに

らうようなാきかけࠖ（東北ࡶてࡗ▱ 14.0� 

から22.0��⇃本18.2�から22.��）ࠕ�地域の㜵

⅏カ⦎のཧຍ （ࠖ東北1�.��から�22.���⇃本

10.��から 14.4�）はቑຍがࡳられたࡶのの�ᐇ

している者のྜはపかࡗたࠋ 

以ୖから�⿕⅏からの年月に関ࢃらࡎ�≉ู

なᨭを必要とするᏊどࡶのぶのከくが�ᗘ

⅏害がⓎ⏕する可能性を⪃៖し� ⮬ຓに㔜きを

⨨いて備えるようになࡗているࡶのと⪃えら

れたࠋしかし地域ఫẸのാきかけ等� ඹຓを

求めるጼໃは౫↛ᾘᴟ的でありࡇࡑ�にᢠឤ

や㐲៖�ㅉめ等があるのであれࡑ�ࡤれらを㍍

ῶしてࡺく方法を検ウࡤࡡࡏならないࢁࡔうࠋ

⮬⏤グ㏙では�Ꮚが成長してしまࡗた今の

方が㑊㞴ᡤに行きにくい�とするពぢࡶከく�

今ᚋ⅏害によりᐙᒇがಽቯしてࠕࡶᐙから㞳れ

られないࠖ等� 㑊㞴⮬యをㅉめているグ㏙ࡳࡶ

られたࠋ≉ูなࢽーࢬのあるᏊやࡑのᐙ᪘がᏳ

ᚰして㐣ࡏࡈる㑊㞴ሙᡤの☜保とࡑの࿘▱が

ႚ⥭のㄢ題と⪃える୍ࠋ方でࠕ�野⳯の✀を

に入れて保⟶している（⅏害ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌

のᴦしࡳ�事にするため）ࠖࢁࠕうࡑ

くや୰㟁ⅉをたくさࢇ用ពしているࠋ

�.11 のࡶしࡤらく㟁Ẽ・Ỉ・࢞スが使え

なかࡗたためᏊどࡶ㐩には͆ᐊෆࣕ࢟ンࣉ

よ㸟͇とᴦしい㞺ᅖẼでኤ方からኪはࡔ 1

ᐊに㞟まりࢁ�うࡑくや୰㟁ⅉをたくさ

等�ᅔ㞴な状況ୗࠖࠋつけて᫂るくしたࢇ

でࡶᕼᮃをᣢࡕ㐣ࡈすための術をグ㏙し

ている者ࡳࡶられたࡇࠋのような行動を㑅

ᢥする人ࠎにࡶ╔┠しࡑ�の≉ᚩと健ᗣと

の関連についてࡶ検ウしたいと⪃えるࠋ 

㸨本研究はබ┈㈈ᅋ法人୕⳻㈈ᅋのຓ成

をཷけて行ࢃれたࠋ 

（E-mail；mNimura@marianna-u.aF.jp） 
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ྜྷۑ
よ し い

⍛
え

⨾
ࡳ

1），㉥ᯇᜨ2） 

 ⲔのỈዪᏊ大学࠾（ⲔのỈዪᏊ大学大学院，2࠾（1

【⥴ゝ】ᗂ児期は，⏕活⩦័ᙧ成に࠾いて㔜

要な期である．ᗂ児の⏕活のኪᆺ化，╧╀

㛫のῶ少が指されて࠾り，ኤ㣗้がᑵᐷ

้にᙳ㡪するࡇとがሗ࿌されている．ࡇࡑで，

ᗂ児のኤ㣗้によࡗて，ẕᏊのᒓ性，ࡑの

の⏕活้，ᗂ児の㣗行動，ẕぶのㄪ⌮行動に

≉ᚩがあるかを検ウした． 

【方法】2018 年 12 月，�㹼� ṓのᗂ児をࡶつ

ẕぶ（᰾ᐙ᪘・Ꮚどࡶの人ᩘが 1㹼� 人・ẕぶ

の年齢が2�㹼44ṓを᮲件にᢳฟ）を対㇟に:E%

ㄪᰝをᐇした．㉁ၥ⣬では，ẕᏊのᒓ性（ẕ

ぶの年齢，ົᙧែ，学歴，య᱁，ୡᖏ年，

ᗂ児の年齢，性ู，きࡻうࡔい，య᱁），ẕᏊ

の⏕活้（ᗂ児のᖹ᪥のኤ㣗とᮅ㣗の้，

入ᾎ้，ẕᏊのᖹ᪥のᑵᐷ，㉳ᗋ้），ẕ

ぶのㄪ⌮行動（୰㣗・እ㣗用，健ᗣやᰤ㣴を

⪃えたㄪ⌮），ᗂ児の㣗行動（೫㣗・㣗事୰の

Ẽのᩓりやすさ）をたࡡࡎた．⏕活้はす

て，10ศ้ࡳでᅇ⟅さࡏた．ᗂ児のᖹ᪥のኤ㣗

้は，1ࠕ�ྎ以๓ 18ྎࠕࠖ �1ࠕࠖྎࠖ

20ྎ以降ࠕ のࠖ4⩌にศ㢮し，ኤ㣗้ࡈと

のẕᏊのᒓ性や⏕活้等の≉ᚩを୍ඖ㓄⨨

ศᩓศᯒまたは，Ȯ2検定を用いて比較した． 

【⤖ᯝ】1��2�ྡからᅇ⟅がᚓられ，ࡑのうࡕ

1�8�� ྡから有ຠᅇ⟅をᚓた（有ຠᅇ⟅⋡

�8.�㸣）．対㇟のẕぶのᖹᆒ年齢（ᶆ準೫ᕪ）

は��.8（4.�）ṓ，専ᴗ፬が�1� （ྡ48.2㸣），

���の有㆑者が࣒タࢺーࣃྡ�0）.�㸣ࣇ，（

ࣝタ࣒の有㆑者が��4 （ྡ1�.�㸣）であࡗた．

ᗂ児の㏻ᅬタは，保⫱ᅬが��� （ྡ40.�㸣），

ᗂ⛶ᅬ802ྡ（42.2㸣），ㄆ定Ꮚどࡶᅬ2�2ྡ

（14.�㸣），ࡑのタ・⮬宅は�2 （ྡ14.4㸣）

であり，年齢と性ูのྜはྠࡰྜであࡗ

た．ᗂ児のኤ㣗้は，1ࠕ�ྎ以๓ �ࠖ0�ྡ

（1�.1㸣），18ࠕྎ �ࠖ�� （ྡ4�.�㸣），1ࠕ�

ྎࠖ��� ྡ（�1.�㸣），20ࠕ ྎ以降ࠖ��

（ྡ�.�㸣）であり，18ྎが⣙༙ᩘであࡗた．

ྛ⩌でᗂ児のᒓ性を比較した⤖ᯝ，ኤ㣗้が

1�ྎや20ྎ以降の⩌には，保⫱ᅬに㏻う

者，きࡻうࡔいが࠾り，またはጜのいる者が

ከかࡗた．ᖹᆒᑵᐷ้は，ኤ㣗้が1ࠕ�

ྎ以๓ࠖで20  24 ศ，18ࠕ ྎ 2ࠖ1  �

ศ，1ࠕ�ྎ 2ࠖ1�0ศ，20ࠕྎ以降 2ࠖ2

 12 ศであり，ኤ㣗้が㐜い方が，ᑵᐷ

้が㐜かࡗた（p � 0.001）．また，入ᾎ้，

㉳ᗋ้，ᮅ㣗้でࡶᕪがࡳられ，ኤ㣗้

が㐜いど，ࡑのの้ࡶ㐜かࡗた．㣗行動

では，ኤ㣗้の㐜い⩌で，㣗事୰のẼのᩓり

やすい者がከかࡗた．また，ẕぶのᒓ性や⏕活

้を比較した⤖ᯝ，ኤ㣗้が1�ྎや20

ྎ以降の⩌ではẕぶの年齢が高く，ࣝࣇタ

の有㆑者，⫧‶の者がከく，ᑵᐷ้が㐜か࣒

た．ẕぶのㄪ⌮行動では，ኤ㣗้が㐜い方ࡗ

が，୰㣗・እ㣗を用する者がከかࡗた． 

【⪃ᐹ】ኤ㣗้が㐜いᗂ児は，ᑵᐷ้を

はࡌめ，ࡑのの⏕活้が㐜く，㣗事୰にẼ

のᩓりやすい者がከかࡗた．また，ᗂ児のኤ㣗

้にはẕぶの職ᴗやᗂ児の㏻ᅬタ，ᐙ᪘ᵓ

成，ẕぶのㄪ⌮行動などが関ࡗࢃていた．今ᚋ

は，ኤ㣗้と㣗事ෆᐜやẕぶの㣗事࡙くりの

状況について検ウする． 

【ㅰ㎡】本研究は，-636科研㈝-31�+01��2の

ຓ成をཷけたࡶのです．本研究の㐙行にあたり，

⏕指ᑟを㈷りました，大ṇ大学長㇂ᕝᬛᏊඛࡈ

とỤᡞᕝ大学福⏣୍ᙪඛ⏕にឤㅰ⏦しୖࡆま

す． 

（E-mail；g1��0�0�@HGu.FF.oFha.aF.jp）
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㞳ஙஙங㣗㣗㣗 くりࣜ ࣇ の評価は␗なるかࢺࢵ

ᮧ୕ۑ
らࡴࡳ

 ឡ୕ۑᮧ ឡ୕ۑᮧ
あい

（ᕷ㈅⏫健ᗣ福祉ㄢ健ᗣ࡙くりಀ） 

【┠的】 

ᖹ成㸰㸱年㸵月㹼㸯㸯月に本ࢭンターで

ᐇしたンࢣーࢺによるᐇែㄪᰝから

㞳ங㣗のᝎࡳがあるẕぶのഴ向として㣗

事の準備にかけられる㛫が少ないࡇと

がศかࡗたࠋ要ᅉとなる状況・⎔ቃに対す

るࣟࣉーࢳとしてࠊ▷㛫で㞳ங㣗をつ

くるためのᢏ術ᨭにつながるࣜーࣞࣇ

⏫స成した㈨ᩱをྛࠋたࡗのస成を行ࢺࢵ

で行ࢃれるஙᗂ児健診に㓄ᕸしࡑࠊの

用状況についてンࢣーࢺをᐇࠊ㞳ங㣗

のᝎࡳとどの項┠がᙺ立ࡗたかという観

Ⅼから有ຠ性をぢたࠋ

【方法】 

ᖹ成㸰㸴年㸲月㹼㸷月にࠊ本ࢭンターに

てࠊ㸱㹼㸲ࣨ月健診ཷ診児のẕぶ㸲㸳ྡに

ࣜーࢺࢵࣞࣇとࣜーࢺࢵࣞࣇ活用状況等

㸵㹼㸶ࣨ月健診ᐇࠊを㓄ᕸしࢺーࢣン

にンࢣーࢺをᅇしたࣜࠋーࢺࢵࣞࣇ

はࣜࣇࠊーࢪンࢢや⡆༢な࠾かࡺのసり方

などẕぶの㈇ᢸをῶらすためによりᡭ㍍

に▷でసれる㞳ங㣗のᡭ法が㸴項┠グ

㍕されているࠋ㞳ங㣗のᝎࡳはㄪ⌮方法ࠊ

ㄪ⌮ᙧែࠊ進め方ࠊ㣗さࡏる㔞について

あるࠊややあるࠊあまりないࠊないの㸲件

法でᅇ⟅してࡶらࡗたࠋ⤖ᯝはࠊ㞳ங㣗の

ᝎࡳとどの項┠がᙺに立ࡗたかࣟࢡス㞟

ィをᐇしたࠋ

【⤖ᯝ】 

ᅇ⋡は 100㸣であるࣜࠋーࢺࢵࣞࣇをㄞࢇで

いなかࡗた㸱ྡを㝖く㸲㸰ྡを㞟ィ対㇟とし

たࠋ 

㞳ங㣗のᝎࡳをぢるとࠊㄪ⌮方法とᅇ⟅した人

が㸰㸮ྡࠊㄪ⌮ᙧែ㸰㸱ྡࠊ㞳ங㣗の進め方㸰

㸱人ࠊ㣗さࡏる㔞㸱㸮ྡであࡗたࠋᅇ⟅した

ᝎูࡳにࣜーࢺࢵࣞࣇのⰋかࡗたࠊまたはᙺに

立ࡗたෆᐜをぢるとࠊどのᝎࡳをᣢつẕぶにと

ンࢪーࣜࣇࠊをసる方法ࡺか࠾ᡭ㍍にࠊࡶてࡗ

たࡗりศけ㞳ங㣗がᙺに立ྲྀࠊࢪ㟁Ꮚࣞンࠊࢢ

とᅇ⟅した者がከかࡗたࠋ 

【⤖ㄽ・⪃ᐹ】 

㸲か月児健診でᢏ術ᨭにつながるࣜーࣞࣇ

とはࡇを活用した㞳ங㣗指ᑟをᐇするࢺࢵ

ẕぶの㈇ᢸ㍍ῶにຠᯝ的であるࡇとがศかࡗ

たࠋ今ᚋࡶ⥅⥆して㓄ᕸしࠊンࢣーࢺで⫼ᬒ

などを▱ࡗたうえでࠊよりಶู的な㞳ங㣗ᨭ

につなࡆていくࡇとが㔜要であるࠋ㣗さࡏる

㔞についてのᝎࡳがあるとᅇ⟅した人が୍␒

ከかࡗたためࠊ今ᚋは㞳ங㣗教ᐊࠊ講ヰの୰で

㣗さࡏる㔞についてのෆᐜྲྀࡶり入れるࠋ 

�E-mail�mimura01@WoZn.WoFhigi.iFhiNai.jp�
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Ꮚ の㣗とࡶ 㸳か年ࣉ ➨）ࢺࢡ࢙ࢪ ሗ）

㸯・㸰・㸱ࣉ͇ݜ

ᕷ✀ۑ
たࡡいࡕ

㟹Ꮚ
や す ࡇ

㸯）ࠊ大Ώ⨾ዉぢ㸯）ࠊᾆ⏣ᾈ⨾㸰） 

㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎進ㄢࠊ㸰）㟷᳃ᕷ保健部 㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎進ㄢࠊ㸰）㟷᳃ᕷ保健部 㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎

【⫼ᬒ】㟷᳃ᕷは全国より⏕活⩦័病による

Ṛஸのྜࠊ早ୡのྜが高いࡇとが▷の大

きな要ᅉとなࡗているࠋ⏕活⩦័病をᘬきࡇ࠾

す⫧‶のྜはࠊാき┒りୡ௦のࡳならࠊࡎ

ᑠ・୰学ᰯに࠾いてࡶ全国より高くࠊ▷ᕷ㏉

ୡ௦からのᐙ᪘をࡶᏊどࠊいて࠾のྲྀ⤌にୖ

含めた㣗⫱はᴟめて㔜要であるࡇࠋのようなࡇ

とからࠊ本ᕷでは2018ࠊ年ᗘからࠊᏊどࡶのࡇ

Ꮚࠕからの健ᗣ的な㣗⩦័࡙くりを᥎進するࢁ

どࡶの㣗と健ᗣᛂ㸳か年ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ とࠖし

てࡇࠕࠊどࡶ㣗⫱ࣞࢵスン1・2・ݜ�事ᴗ （ࠖ以

ୗࠊ㣗⫱ࣞࢵスン）を立ࡆୖࡕたࠋ 

【┠的】本ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉはࠊ㣗⫱ࣞࢵスンをࠊ

ᕷෆ保⫱ᅬ・ᗂ⛶ᅬ・ㄆ定ࡇどࡶᅬの年長児と

のでできてࡶたは㣗ࢲࣛ࢝ࠕࠊの保護者ࡑ

いるࠖࡇとをయ㦂を㏻ࡌて学࣒ࣛࢢࣟࣉࡪをࠊ

�年かけて11�ᅬ全ᅬᐇしていくྲྀ⤌であ

りࠊᏊどࡶとྠにാき┒りୡ௦の保護者の

ព㆑けࡶ行なうࡇとをࡡらいとしているࠋま

たࡑࠊのᢸいᡭはࠊ地域のἼཬࡶ視野に入れࠊ

㣗のࣛ࣎ンࢸ⤌⧊である㣗⏕活改ၿ᥎進

ဨ（以ୗࠊ㣗改）とした≉ᚩがあるึࠋ年ᗘは

2�ᅬにᐇしたがࠊᅬの≉性や㣗⫱の準備性ࡶ

␗なる୰でࠊぶᏊがᐇឤしࠊᐙᗞでのᐇ㊶を動

機࡙けていく㣗⫱ࣞࢵスンとするためࠊどのよ

うに࣒ࣛࢢࣟࣉを㛤Ⓨしたのかࠊまたࠊᕷとᅬࠊ

㣗改が┠的をඹ有して༠ാするためにどのよ

うなࡇとが㔜要であࡗたかࠊᐇ㊶のࢭࣟࣉスか

ら᫂らかにするࠋ 

【活動ෆᐜ】ᅬ児と保護者を対㇟としたࣟࣉ

・ᕷෆで㣗⫱活動のᐇ㊶者の⫱成ࠊでは࣒ࣛࢢ

ᨭを行う㟷᳃୰ኸ▷期大学の専㛛的ࣂࢻ

のつながりを⩦㆑Ѝయ㦂Ѝ学▱ࠊスをཷけ

ᅬや保⫱士等からの現ࠊたෆᐜを⪃しࡏたࡶ

ሙでのᐇ用性や教ᮦに関するຓゝࠊ職ဨと㣗改

による㸱Ⰽࣛࣂンス・⡆༢・ឤ動のある࣓ࣗࢽ

ーのヨసࠊ㣗改によるデࣔを行ないᵓ成したࠋ

またูࠊ ᪥タ定で保護者のព㆑けを行うࣉ

㸱Ⰽ㣗ရ⩌をព㆑して行動化するࠊスンࢵࣞࣞ

ぶᏊのᐇ㊶を⛠えࠊスンをᵓ成しࢵターࣞࣇ

る⾲ᙲをᅬの行事等と連携さࡏたࠋ㣗⫱ࣞࢵス

ンጞ動にあたࡗてはࠊᕷࠊ大学ࠊᅬࠊ㣗改と㣗

⫱関ಀ者研修会を㛤ദし┠的ព㆑をඹ有したࠋ

㸺㣗⫱ࣞࢵスン࣒ࣛࢢࣟࣉ㸼 

【⤖ᯝ】㣗⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの㛤Ⓨはࡑࠊのࣟࣉ

㣗改との༠ࠊᅬࠊ大学ࠊ行ᨻࠊのがࡶのࡑスࢭ

ാとなࡗたࠋまたࠊᕷ・ᅬ・㣗改とがきめ⣽か

にࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをᅗるࡇとがࣞࠊ スンࢵ

ᙜ᪥の୍యឤにつながりࠊぶᏊの͆ できた͇͆ ࢃ

かࡗた͇とのᐇឤがࠊぶᏊとᅬ・㣗改・ᕷのඹ

ឤとなࡗた࣒ࣛࢢࣟࣉࠋの㛤Ⓨと༠ാにはࠊ対

ヰによるࣃーࢼࢺーࣉࢵࢩᙧ成が㔜要ࡗࡔたࠋ

（E-mail；WanHiFhiB\aVuNo@FiW\.aomori.aomori.jp）

保護者

向けࣉ

ࣞ・ࣞ

 スンࢵ

ᕷのᰤ㣴士（保健師）によるࢵࣞࢽ࣑スン 

・�Ⰽ㣗ရ⩌の基♏▱㆑ࠊᬑẁの㣗⏕活でのᅔ 

りࡈと㹏㸤㸿ࠊ㣗⫱事๓ンࢣーࢺのᐇ 

ᅬ児と

保護者

 の

㣗⫱ࣞ

 スンࢵ

1.2.�

 ݜ

㸺ࣞࢵスン1㸼 ㉥・㯤・⥳の㣗ࡶのたࡕ 

・タ࣌スࣜࢺーで㣗ࡶののാきとⰍศけࢬࢡ 

㸺ࣞࢵスン2㸼ࢲࣛ࢝をつくる㣗ࡶので࢟ࢵࢡンࢢ 

 ・�Ⰽ㣗ရ⩌を使ࡗた͆࠾にࡂら࢟ࢵࢡ͇ࡎンࢢ 

㸺ࣞࢵスン㸱㸼ࡎࡳ࠾・ࡷࡕ࠾で࠾口さࡥࡗり 

 ・Ύᾴ㣧ᩱỈ等に含まれる⢾ศを┠でぢてࡈࠊはࢇ

のあとは࠾ࠊⲔや࠾Ỉがయによいࡇとを▱る 

ྛᐙᗞ

の

ターࣇ

スࢵࣞ

ン 

と㣗ࢺࢵ࣐ンࣙࢳとを㣗⫱ࣛンࡇࡔࢇスンで学ࢵࣞ・

  ㊶でぶᏊでᐇࢺーࢩࢪンࣞࣕࢳ⫱

  のᐇࢺーࢣン㣗⫱事ᚋࠊ提ฟをᅬࢺーࢩ・

・ᕷから⾲ᙲ 

͆⥆けて㣗よう㉥・㯤・⥳͇ࣞࣆࢩの㓄 

【1%�】
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Ꮚ の㣗と ᛂ � か年ࣉ ➨）ࢺࢡ࢙ࢪ ）

スン1・2・͇ݜ�㹼1年┠

大Ώۑ
たりࢃ࠾࠾

⨾ዉ
ࡳ な

ぢ
ࡳ

㸯）ࠊ✀ᕷ㟹Ꮚ㸯）ࠊᾆ⏣ᾈ⨾㸰） 

㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎進ㄢࠊ㸰）㟷᳃ᕷ保健部 㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎進ㄢࠊ㸰）㟷᳃ᕷ保健部 㸯）㟷᳃ᕷ保健ᡤ健ᗣ࡙くり᥎

【┠的】➨ 1 ሗでሗ࿌したࠊあࡶ࠾り͆ࡇど

スンࢵࣞ⫱㣗ࡶ ࢵࣞ⫱㣗ࠊ以ୗ）͇ݜ�・2・1

スン）はึࠊ年ᗘは 2� ᅬの年長児とࡑの保護

者ᐇしたࠋ㣗⫱ࣞࢵスンはぶᏊにどのよう

にཷけṆめられࠊᐙᗞでの㣗⫱のព㆑やᐇ㊶行

動を動機けるࡇとができたのか1ࠊ 年┠の成

ᯝとㄢ題を⪃ᐹするࠋ 

【方法】ึ年ᗘの㣗⫱ࣞࢵスンのᐇᅬ2�ᅬ

に࠾いてࠊ㣗⫱ࣞࢵスン᪥にඛ立ࠊࡕཧຍᅬ児

保護者の事๓ンࢣーࢺをᅬを㏻ࡌてᐇ

（ᅇ�2�ྡ）ࠊᙜ᪥にはࢵࣞࠊスン終ᚋに

保護者⮬⏤グ㍕によるンࢣーࢺをᐇ（ᅇ

2�0ྡ）ࠊ㣗⫱ࣞࢵスン終ᚋには1ࠊか月

㛫のᐙᗞでの㣗⫱ࣞࣕࢳンࢩࢪーࢺによるᐇ

㊶ᚋྠࠊ にグ㍕してࢺーࢣンෆの事ᚋࢺーࢩ

をᅇした（ᅇࢺーࢩてྠࡌᅬを㏻ࠊらいࡶ

418 ࠊのグ㍕⤖ᯝからࢺーࢣンれらࡇࠋ（ྡ

㣗⫱ࣞࢵスンに࠾いてなࡡらいとしたࠊ� Ⰽ

㣗ရ⩌についてのぶᏊのព㆑や行動のኚ化を

ᢕᥱするࠋ 

【⤖ᯝ】事๓ンࢣーࢺに࠾いて�2�ྡࠊのう

▱とをࡇ㣗ရは�Ⰽ㣗ရ⩌にศ㢮されるࠕࠊࡕ

ているࡗ とࠖした保護者が��.1㸣でࡑࠊのうࡕ

ព㆑して㣗事にྲྀり入れているとした保護者

は44.4㸣であࡗたࣞࠋ ⩌�Ⰽ㣗ရࠊスン๓はࢵ

を▱ࡗているࡇととព㆑的に㣗事にྲྀり入れ

ているࡇととの㐪いがぢられたࠋ 

�ࠊスンᙜ᪥にはࢵࣞ Ⰽ㣗ရ⩌についてࠊあ

かࠊࡕࡗきいࡰうࡳࠊどりࢇのえいよう�ᘵ

のタ࣌スࣜࢺーでࠊ㣗ࡶののാきと௰㛫ࢃけ

をᅬ児ཧຍᆺで行ないࠊ⥆く͆࠾にࡂらࢵࢡࡎ

ࢢン࢟ で͇ឤを使ࡗて�Ⰽ㣗ရ⩌をయ㦂したࠋ

保護者からはࠕࠊ� Ⰽ㣗ရ⩌がࢃかりやすかࡗ

たࠖࠕᏊどࡔࡶけでなくぶࡶຮ強になࡗたࠖ

をࢲࣛ࢝のࡶのがᏊどࡶたあらためて㣗ࠕ

つくるࡇとがࢃかࡗたࠖ࠾ࠕにࡂらࡎは⡆༢ࠊ

ぢた┠ࡶきれいでᐙでࡶやࡗてࡳようとᛮうࠖ

ࡗるがよかて㣗ࡗつくࠊࡧぶᏊで୍⥴に学ࠕ

たࠖ等のኌが⪺かれたࠋ 

 事ᚋンࢣーࢺに࠾いてはࠊᅇ⟅した418ྡ

のうࠊࡕ㣗⫱ࣞࢵスンはཧ⪃になࡗたとした保

護者は�1.�㸣でありࠊ�Ⰽ㣗ရ⩌をព㆑して㣗

事にྲྀり入れているとした保護者は80.�㸣ࠊᐙ

ᗞで㣗事をする࠾ࠊᏊさࢇと�Ⰽ㣗ရ⩌につ

いてよくヰすࠊまあヰすのྜはあࡏࢃて

�0.8㸣であࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】㣗⫱ࣞࢵスンはࠊᏊどࡶと保護者が

୍⥴にཧຍ・య㦂したࡇとでࠊ㉥・㯤・⥳の㣗

ᐙᗞでの会ヰࠊのがぶᏊのඹ㏻ゝㄒとなりࡶ

がቑえたࡇとにつながࡗているとᛮࢃれるࠋま

たࠊ㣗⫱ࣞࢵスンでᬑẁ㣗ない野⳯などࡶ

͆㣗た͇というయ㦂やࠊ⮬ศで͆できた͇と

いうయ㦂ࡑࠊれらをぢた保護者の႐ࡧなどのయ

㦂がࡑࠊのᚋのᐇ㊶にࡶつながりࠊᏊどࡶと保

護者の方のព㆑化と行動ኚᐜがಁされࠊᐙᗞ

での㣗⫱を᥎進したࡇとが♧၀されるࠋ 

【今ᚋのㄢ題】㣗⫱のᅵྎはᐙᗞにありࠊ今

ᚋࡶ⥅⥆してぶᏊがྲྀり⤌ࢇでいくためにはࠊ

ᅬとᑠ学ᰯとの㣗⫱の連動ࠊᗈく地域に࠾いて

సりฟしていく必要ࠊる機会など㣗⫱が学ࡶ

があるࠋ 

（E-mail； 

ooZaWariBminami@FiW\.aomori.aomori.jp）

【1%�】
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ᶫ本ۑ
はしࡶと

⠇Ꮚ
ࡇつࡏ

⏣高ࠊ（1）
たかた

ᜨ⨾Ꮚ
え ࡳ ࡇ

ཎୖࠊ（1）
うえはら

⨾Ꮚ
よしࡇ

（2） 

�1� ␥ኸ大学 �2�ᇸ⋢┴立大学 

【┠的】᪥本ᆺ学ᰯ健ᗣ教⫱は学ᰯ保健活動

の୰でࠊ保健⟶⌮と保健教⫱を連携さࡏ᥎進す

るሙྜがከいࠋ≉にࠊẖ年4月にᐇされる健

ᗣ診᩿は健ᗣ教⫱の୍⎔をなしࠊ事๓ࠊ事ᚋの

保健指ᑟは有ຠな健ᗣ教⫱の機会となࡗてい

る୍ࠋ方ࠊ今ᅇのᐇ㊶地域であるࣔࣟࢯンㅖᓥ

国に࠾いてはࠊ教⫱ㄢ⛬の୰でࠕ㌟యの成長ࠖ

についての健ᗣ教⫱の༢ඖはあるࡶののࠊᐇ際

には㌟యィ はᐇされていないࡇࡑࠋでࠊ㌟

యィ をᐇしࠊ๓ᚋの指ᑟのᐇによる児❺

のព㆑のኚ化を☜ㄆする準備としてࠊ教職ဨの

健ᗣ教⫱ᐇ状況をᢕᥱするためࠊ事๓ㄪᰝと

して健ᗣ教⫱ព㆑ㄪᰝをᐇしたࠋ 

【活動ෆᐜ】2018年4月ࣔࣟࢯࠊンㅖᓥ国࢘

スタン州の୰つᶍᑠ学࢙ （ᰯ児❺ᩘ�12人ࠊ教

職ဨᩘ 12 人）に࠾いてඛ行ㄪᰝをᐇしたࠋ

教⫱ㄢ⛬に⨨࡙けらࠊ健ᗣ教⫱はࠊの⤖ᯝࡑ

れて࠾りࠊ㌟యの成長に関する指ᑟࡶ行ࢃれて

いたࠋしかしࠊ㌟యィ ჾලࡶなくࠊ㌟యィ 

は行ࢃれて࠾らࠊࡎ教職ဨࡶィ 方法について

は⌮ゎしていない状況があࡗたࡇࡑࠋで2018ࠊ

年8月に�᪥㛫の㌟యィ のᐇにඛ立ࠊࡕ教

職ဨ 12 ྡを対㇟にࠕ健ᗣ教⫱ព㆑ㄪᰝࠖをᐇ

し10 ྡのᅇ⟅をᚓたࠋᙜึはࠊᑠ学2 年⏕

のࡳ �1 ྡの㌟యィ をᐇするண定であࡗた

がࠊ教職ဨの✚ᴟ的なཧຍࡶあり全ᰯ⏕2��ྡ

のィ をᐇしたࠋ教職ဨのࠕ健ᗣ教⫱ព㆑ㄪ

ᰝ⤖ᯝࠖは1⾲ࠊのと࠾りであるࠋ健ᗣ教⫱

の関ᚰは高くࠊ学ᰯ健ᗣ教⫱の必要性について

いて࠾健ᗣ教⫱にࠕࠊ㠃ࠋㄆ㆑されているࡶ

指ᑟがᅔ㞴ࡗࡔたෆᐜがあるࠖが10 人୰ � 人

にୖりࠕࠊ教師になࡗてから健ᗣ教⫱の指ᑟ法

についての研修をཷけたࡇとがあるࠖࠕࠊ健ᗣ

教⫱に関して┦ㄯできる教師がいる とࠖ⟅えた

教職ဨが༙ᩘであࡗたࠋ 

⾲1教職ဨ健ᗣព㆑ㄪᰝ⤖ᯝ   㹌㸻10人 

㉁ ၥ ෆ ᐜ <HV 1o 

1 健ᗣ教⫱に関して┦ㄯできる教

師がいる � � 

2 健ᗣ教⫱で用できる教ᮦや教

ලが㌟㏆にある � 4 

� 教師になࡗてから健ᗣ教⫱に関

する研修をཷけたࡇとがある � � 

4  健ᗣ教⫱に࠾いて指ᑟがᅔ㞴ࡔ

たෆᐜがあるࡗ � 1 

【活動評価】今ᅇの活動はࠊ児❺⏕ᚐの健ᗣ

ㄆ㆑をᢕᥱするㄪᰝをయとするࡶのであࡗ

たࡑࠋのためࠊ教職ဨの健ᗣ教⫱に関するព㆑

ㄪᰝは教⫱⎔ቃの☜ㄆのために行ࡗたࠋㄪᰝ⤖

ᯝをぢるとࠊ今ᚋࠊ健ᗣ教⫱を᥎進していくた

めにはࠊ教職ဨの健ᗣ教⫱ᐇ⎔ቃのᩚ備が欠

かࡏないࡇとをㄆ㆑したࠋ健ᗣ教⫱を᥎進する

ためにఱが必要かとの教職ဨのၥいに対しࠊ

⌮ࠊᴟ的な健ᗣ行動や⩦័につながる▱㆑✚ࠕ

ゎࠊ価್をᚓるࡇとࠖࠕࠊ学ᰯでᏊ供たࡕに健

ᗣな⏕活について教えるࡇとを教師たࡕにカ

⦎さࡏるࠖࡇとなどࠊ✚ᴟ的なពぢࡶありࠊ教

職ဨの教⫱ຊを高めるྲྀり⤌ࡳが欠かࡏない

 ࠋたࡗとを☜ㄆする機会となࡇ

【今ᚋのㄢ題】今ᚋの活動ではࠊ教職ဨの健

ᗣ教⫱ຊを高めるためのࢽーࢬをᢕᥱしࠊ⥅⥆

的な指ᑟにつながるᡭ法や教ᮦ㛤Ⓨを検ウす

るࡇとによりࠊ地域に᰿ᕪした健ᗣ࡙くりᨭ

に⧅がるࡶのと⪃えるࠋ 

（E-mail；V.haVhimoWo@Nio.aF.jp ） 

【2"1】
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を

̿ た̿

高ᶫۑ
たかはし

⾫ࠊ（᱈ᒣ学院大学）ࡳとࡦ 㝯（東京大学ྡ教授） ⸩⾫ࠊ（᱈ᒣ学院大学）ࡳとࡦ 㝯（東京大学ྡ教授） ⸩⾫ࠊ（᱈ᒣ学院大学）ࡳとࡦ

【┠的】視ぬのឤཷ性期に║の␗常や病

をⓎぢしࠊ早期の療㛤ጞを┠的としてࠊᖹ

成2年から୕ṓ児健診で視ຊ検ᰝをᐇする

ᙅ視やᒅᢡ␗常は視ຊ検ᰝをࠋたࡗとになࡇ

しなけれࡤⓎぢできない୕ࠋṓ児健診はࠊᙅ

視ᩳࠊ視ࠊᒅᢡ␗常ࠊჾ㉁␗常などのⓎぢを

┠的として行ࢃれているࠋ║␗常をకࢃな

いᙅ視やᒅᢡ␗常は�ṓから療を㛤ጞすれ

ᑠ学ᰯ入学までにはⰋዲな視ຊの⋓ᚓがࠊࡤ

可能でありࠊ入学の視ຊ不Ⰻ者の㢖ᗘをୗ

視ᙅ視は療成ᩳࠊ方୍ࠋとができるࡇるࡆ

⦼を⪃えると1ṓ �ࣨ月までの健診でⓎぢす

るのがᮃましいࠋప年齢どᙅ視の療ຠᯝ

は大きいࠋప年齢でⓎぢ・療をすれࠊࡤங

ᗂ児期から視ຊ不Ⰻによる㈇ᢸなくࠊ᪥常⏕

活を㏦るࡇとができるようになるࠋ【活動

ෆᐜ】ᗂ児の視ຊ検ᰝがᅔ㞴をᴟめているࠋ

㐲ぢ視ຊ検ᰝをしているࠖࠕࡎまࠊの⌮⏤はࡑ

は㏆くからぢえるࠖよࡶᏊどࠕࠋとにあるࡇ

うになりࠊしかࠕࡶ㏆くの方がὀព㞟୰はし

やすいࠖのにࠊなࠊࡐ㐲ぢ視ຊ検ᰝをしてい

るのかࠋ㐲ぢ視ຊ検ᰝより�0ࠕࡶFm の㊥㞳で

ᐇするࠖ㏆ぢ視ຊ検ᰝの方がࠊ検ᰝ成ຌの

可能性が大きいࠋさらにࠊᗂ児にከい㐲視の

Ⓨぢにࡶつながるࠋᗂ児期ࠕࠊ㏆くが࢟ࢵࣁ

ࣜぢえているࠖなら視機能㠃でのᚰ㓄はないࠋ

2Ⅼ┠はࠊᗂ児がࣛࠕンࢺࣝࢻ⎔のษれ┠（&）ࠖ

をࠕ⟅えるࠖのはᅔ㞴であるࣛࠋンࢺࣝࢻ⎔

はࠕୡ⏺視ᶆとして視ຊの定⩏に๎してい

るࠖがࠊ検ᰝ成ຌ⋡はపいࡑࠋのためࠊᗂ児

の⌮ゎຊを⪃៖してࠊ⤮視ᶆが使ࢃれるࡇと

がከいࠋ⤮視ᶆはࠕ検ᰝの成ຌ⋡はࣛンࣝࢻ

検ᰝ者の▱的要⣲や⿕ࠊ高いࠖがࡶより⎔ࢺ

視経㦂のᙳ㡪が大きくࠊ視ຊの定⩏に๎ࡶし

ていないࡇࠋれらのㄢ題をゎỴしࠊᗂ児視ຊ

検ᰝをス࣒ーࢬにᐇするためのᑟ入ࢵ࢟

あれ㸽ࠖでࡔたのたࠕ本⤮ࠋを⪃したࢺ

あるࠋᗂ児はࣛࠊンࢺࣝࢻ⎔に័れるために

⤮ࠋをするࡧ㐟ࢬࢡあれ㸽ࠖࡔたのたࠕ

本ではࣛࠊンࢺࣝࢻ⎔にぢ立てたࢻーࢶࢼは

次➨にᑠさくなりࣛࠊンࢺࣝࢻ⎔にኚࢃるࠋ

ᅬ児はࢬࢡ㐟ࡧの⥆きとして視ຊ検ᰝを

ཷけるࠋ検ᰝ者はࠊṇつのࣛンࢺࣝࢻ⎔によ

る視ຊ検ᰝをᐇするࠋ【活動評価】視ຊ

検ᰝᐇ᪥は 2018 年 11 月 � ᪥ࠊ対㇟児は $

保⫱ᅬの全ᅬ児 � ྡ（1 ṓ児 � 2ࠊྡ ṓ児 �

�ࠊྡ ṓ児 � ྡ）であࡗたࠋ視ຊ検ᰝの基準

್は㏆ぢ視ຊ0ࠕ.� でࠖ1ࠊ ║で0ࠕࡶ.� ᮍ‶ࠖ

者には医療機関のཷ診を່࿌するࡇとにし

たࠋᢳ㇟的なࣛンࢺࣝࢻ⎔での視ຊ検ᰝࠊࡶ

ࢬࢡᗂ児はࠊとしてᐇするとࡧ㐟ࢬࢡ

のṇゎを求めてࠊ㞟୰して視ຊ検ᰝをཷける

$ࠋとができたࡇ 保⫱ᅬはྜྠ保⫱をして࠾

りࢻࠕࠊーࢶࢼの最ࡶ㏆くにいる動≀がࢻー

たࡗࡌをかࢶࢼ とࠖいうࠕたたのࡔあれ㸽ࠖ

�ࠊのࣝーࣝはࡧ㐟ࢬࢡ ṓ児とඹにࢬࢡ

㐟ࡧをするうࡕに 1 ṓ児ࡶすࡄに⌮ゎしたࠋ

1ࠊの⤖ᯝࡑ ṓ児ࠊࡶ▷㛫にṇ☜な視ຊ検

ᰝが可能であࡗたࠋ視ຊ検ᰝの⤖ᯝࠊ全ᅬ児

がࠕ␗状なしࠖであࡗたࠋ視ຊ検ᰝ（୧║・

ྑ║・ᕥ║）に要した㛫は୍ࠊ人⣙ �0 ⛊

であࡗたࠋప年齢どࠊᙅ視の療ຠᯝは大

きいࠋ� ṓ児健診をᚅたなくてࠊࡶᑟ入ࢵ࢟

ṇ☜な視ຊ検ᰝがࡶ1ṓ児でࡤを用すれࢺ

▷㛫に可能であるࡇとが検ドできたࠋ

（(-PDLO；KLWRPL-W#DQGUHZ�DF�MS）
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ࢭࣟࣉ ンࣙࢩ

࣓̿ンタࣝ ࣝス ンࢺのからの⪃ᐹ㸫

ᮡ本
すࡶࡂと

ὒ
しࢁࡦ

（᪂₲医療福祉大学） 

【⥴ゝ】࣓ ンタࣝࣝ࣊スᴗ⏺に࠾いてࠊᅇの

ありようはከᵝでありࠊ༢୍の方向性でࡗࡶて

ᨻ策を方向࡙けるࡇとはᅔ㞴である࣓ࠋンタࣝ

らの⏕き࡙らさ⮬ࠊス関連の⾲現活動ではࣝ࣊

を⾲ฟするࣝ࣊ࠋスࣔࣟࣉーࣙࢩンは健ᗣ⮳ୖ

⩏をྰ定しࢭࣟࣉࠊスを㔜視するࡑࠋのࣟࣉ

'35E&E'E-352&EEࠊスとはࢭ ࣔデࣝに⾲されて

いるように⤖ᯝ（たとえࡤ健ᗣ）に⮳るまでの

行動ࠊ策といࡗたⅬの╔║が㔜視されてい

るようにᛮࢃれるࠋ 

 しかしながらࠊ健ᗣ観や健ᗣと健ᗣ◚⥢を連

⥆的にとらえるᙇに࠾いてࢭࣟࣉスが状ែと

対比してㄒられるሙྜがあるࢭࣟࣉࠋスのとら

え方によりࠊ健ᗣ策の評価ࡶኚࡗࢃてくるࠋ 

 本研究では࣓ࠊンタࣝࣝ࣊ス関連࣋ンࢺで

のࣇーࣝ࣡ࢻーࢡを㏻してࢭࣟࣉࠊスとして

の健ᗣのありようとࡑࠊれをぢᤣえた健ᗣ策

の視Ⅼについて⪃ᐹするࠋ 

【方法】࣓ ンタࣝࣝ࣊ス関連࣋ンࢺのཧ

観ᐹ⤖ᯝとࠊ健ᗣとࢭࣟࣉスとの㆟ㄽを㏻ࠊࡌ

の視Ⅼに基ࡑスとしての健ᗣのありᵝとࢭࣟࣉ

࡙く健ᗣ策についてࠊᚑ᮶のࢭࣟࣉスに↔Ⅼ

をあてた健ᗣ策との比較をヨࡳるࠋ 

【⤖ᯝ】࣓ ンタࣝࣝ࣊ス関連の活動が行ࢃれて

いるࡇࡑࠋでは࣓ࠊンタࣝࣝ࣊スをはࡌめࠊ⏕

き࡙らい経㦂を有している人ࠎがࠊ㞟い࣋ࠊ

ンࢺを行いࠊ⾲現するࠋ⾲現はたとえࠊࡤ⮬స

リのᮁㄞであࡗたりࠊ㡢ᴦであࡗたりࠊᑠ≀の

ᨻ策であࡗたりするࠋいくつかの⾲現活動がな

されているࠋたとえࡤ᪂₲では.-%2;というᚰ

の病いやᘬきࡶࡇりなどの経㦂を有する人ࠎに

よるⱁ能ࣙࢩࢡࢲࣟࣉンがあࡗたりࢃࡇࠊれ者

の⚍という࣋ンࢺがなされたりࠊ⏕きᵝⓎ

⾲会というࣝࢢーࣉ㸭࣋ンࢺがあるࡇࠋれら

はࡑれࡒれಶ性があるࠋ⪃え方としてࢥࠕンࣉ

までできるというのࡇࡇࠕスをಶ性にࠖࢡࢵࣞ

をࡏࡳたいࠖというࡶのࡶあれࠕࠊࡤ⏕き࡙ら

くてよかࡗた うࠖࡇき࡙らい୰⏕きてい⏕ࠕࠊࠖ

という方向性ࡶあるࠋまたࠊ⮬らのᙅさや࣓ࢲ

な部ศを強ㄪするሙྜࡶあるࡑࠋれはにࣘー

 ࠋのとなるࡶをకうࣔ

【⪃ᐹ】ࢥンࢡࢵࣞࣉスをಶ性にኚえる方向性

と⮬らのᙅさを強ㄪする立ሙは୍ぢ┦するよ

うにࡳえるࠋしかしながらࠊ⾲現はಶ性を☻き

つらさをりࠊのⅬではࡑࠊのでありࡶるࡆୖ

㉺えたጼࠊࡶ⏕き࡙らいままに⏕きているጼࡶ

ಶ性をⓎしているという観Ⅼではኚࢃらないࠋ

⾲現活動は基本的に強ไされて行うようなࡶの

ではなくࠊ⾲現を行うというⅬに࠾いて⮬らの

ᖾ福の㏣求のࢭࣟࣉスととらえるࡇとができるࠋ

状ែではなくࠊᖾ福に向けての㐣⛬として健ᗣ

をとらえるとなるとࠊ⏕き࡙らい経㦂ࡶまたࡦ

とつのࢭࣟࣉスとして㝖されるࡶのではなく

なるࡑࠋれはまたつらい経㦂を価್あるࡶのに

㌿するጼໃとࡶまた␗なるようにᛮࢃれるࠋ

健ᗣ策に࠾いてࢭࣟࣉスは客観的な健ᗣࠕ状

ែࠖのࡳではなくࡇࡑࠊに⮳る行動や▱㆑ࠊ

策といࡗたࡶのを指すሙྜがከいࠋしかし行動

や▱㆑ࡶまた୍つの状ែなのでありࠊᖾ福に向

けたࢭࣟࣉスとして健ᗣをとらえるࡇとでࠊ

ಶࠎの状ែとしてはྰ定的にとらえられるがࠊ

必ࡎしࡑࡶうではないような経㦂がᫎさࡏら

れる策につながるのではないかと⪃えられるࠋ

【⤖ㄽ】⏕き࡙らい経㦂を⾲現するという活動

からは୍⯡的にとらえられているࢭࣟࣉࠕスࠖ

とは␗なるࢭࣟࣉスの㔜要性が♧၀されたࠋ 

（E-mail；VugimoWo@nuhZ.aF.jp）
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᪥本人に 連

についてのࢩスࢸ ビࣗࣞࢡࢵࢸ

ʊ⾨⸨
え と う

ஂ⨾
く ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学），ᆏ本㐩（⇃本┴立大学），

᭳㏥⨾（東京ᐙᨻ学院大学），㉥ᯇᜨ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学）

【⥴ゝ】ㄡかと୍⥴に㣗事を㣗るࠕඹ㣗ࠖ

は，ᡃ が国の➨3次㣗⫱᥎進基本ィ⏬や健ᗣ᪥

本21（➨2次）の┠ᶆ項┠にࡶ⨨けられ，

全ࣛࣇスࢸーࢪを㏻して㔜要な㣗行動の1つ
である．本研究では，᪥本人に࠾けるඹ㣗やᏙ

㣗（1 人で㣗事をするࡇと）に関連する健ᗣ・

㣗⏕活・⏕活⩦័のエビデンスをᩚ⌮するため

に，ࢩスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗーを行ࡗた．な࠾，

本研究ではࠕඹ㣗ࠖを“ㄡかと୍⥴に㣗事をす

るࡇと”とし，ඹ㣗┦ᡭはᐙ᪘に限らࡎ人や

ぶᡉ等ࡶ含めた．

【方法】2000年1月1᪥㹼2018年9月30᪥

にබ⾲されたㄽᩥを対㇟に，国ෆእのᩥ⊩デー

タɆ࣋ース（Ɇ࣋ース（Ɇ PubMed，Scopus，Eric，医学୰

ኸ㞧ㄅ，CiNii，J-stage）を用いて，検⣴ᘧࠕඹ

㣗 OR 㣗 OR 㣗 Ꮩ㣗 OR (Ꮩ㣗 OR (Ꮩ㣗 ᐙ᪘ AND ᐙ᪘ AND ᐙ᪘ ୍⥴ AND ୍⥴ AND ୍⥴ 㣗

事) OR (事) OR (事 地域 AND 地域 AND 地域 ୍⥴ AND ୍⥴ AND ୍⥴ 㣗事)㣗事)㣗事 ࠖཪは

 eating together" OR "shared meal" OR")ࠕ
"eating alone" OR "family meal" OR "family 
dinner") AND Japanese にࠖて検⣴した．さら

に，ඹ㣗に関するᩥ⊩ࣞビࣗーㄽᩥのᘬ用ᩥ⊩

用いた．ィࡶ 967 件をᢳฟし，⾲題ཬࡧᢒ

㘓の⢭ᰝ，さらに本ᩥの⢭ᰝにより 62 件

を᥇ᢥした．⢭ᰝの際の᥇ᢥ基準は，ձᗂ

児以ୖの健常な᪥本人を対㇟，ղ観ᐹ研究

ཪは介入研究，ճᰝㄞ有の学術㞧ㄅにᥖ㍕

（⣖要は含めない），մඹ㣗・Ꮩ㣗の行動

に関するㄪᰝ項┠あり，յඹ㣗・Ꮩ㣗と，

ඹ㣗がቑえる/Ꮩ㣗がῶるࡇとでኚ化が期

ᚅできる健ᗣ・㣗⏕活・⏕活⩦័との統ィ

的な関連を検ウ（観ᐹ研究），ཪはඹ㣗・

Ꮩ㣗の行動に関する介入ෆᐜが含まれ，介

入ຠᯝのሗ࿌あり（介入研究），とした．

ඹ㣗・Ꮩ㣗との関連を検ウしている項┠は，ࣉ

ーࣜࢦࢸ࢝デࣝを基にࣔࢻーࢩࣟࣉ・ࢻーࢩࣜ

ศけし，ྛᩥ⊩の要な⤖ᯝをᩚ⌮した．

【⤖ᯝ】対㇟ࣛࣇスࢸーࢪは，ᗂ児 8 件，

ᑠ学⏕17件，୰学⏕16件，高ᰯ⏕8件，大学

⏕4件，成人16件，高齢者11件ࡗࡔた．研究

デࢨンは，ᶓ᩿研究が 59 件と大༙を༨め，

⦪᩿研究は4件，介入研究は0件ࡗࡔた．

QOL（⏕活の㉁）はඹ㣗・Ꮩ㣗との関連を検

ウしていた23件୰19件で有ពな関連がぢられ

た．健ᗣでは，客観的健ᗣ（య᱁，౽等）は

23件୰13件，観的健ᗣ（⮬ぬ状，スࣞࢺ

ス等）は 21 件୰ 17 件，ᰤ㣴状ែは 1 件୰ 1
件で関連がぢられた．㣗⏕活では，ᰤ㣴⣲ᦤྲྀ

は2件୰0件，㣗ရ・ᩱ⌮ᦤྲྀやᰤ㣴ࣛࣂンス

は29件୰27件，㣗行動（ᮅ㣗ᦤ㣗，㣗事୰の

会ヰ等）は24件୰22件で有ពな関連がぢられ

た．⏕活⩦័では，⏕活࣒ࣜࢬ（㣗事้，ᑵ

ᐷ・㉳ᗋ้等）は10件୰全10件，の健ᗣ

行動（㐠動，ࣞࢸビ視⫈等）は 11 件୰ 9 件で

ඹ㣗・Ꮩ㣗との有ពな関連がぢられた．

【⪃ᐹ】ඹ㣗するࡇとやᏙ㣗をしないࡇとは，

QOL，観的健ᗣ，㣗ရ・ᩱ⌮ᦤྲྀ，㣗行動，

⏕活࣒ࣜࢬ等と関連しているࡇとが♧၀され

た．今ᚋは，ࣛ に関連要ᅉを検ูࢪーࢸスࣇ

ウする等，さらにศᯒを進めていく必要がある．

【⤖ㄽ】᪥本人にとࡗて，ඹ㣗するࡇとやᏙ㣗

をしないࡇとは，よりⰋい健ᗣ・㣗⏕活・⏕活

⩦័に関連しているࡇとが♧၀された．

本研究は，㎰ᯘỈ⏘┬ࠕᖹ成30年ᗘ㣗⫱に関する事

検ウጤဨ会ࠖの活動の୍⎔としてᐇした．

（E-mail；ekumi@eiyo.ac.jp）
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〇Ⳬᗑに࠾ける323ᗈ࿌がᾘ㈝者の㉎㈙行動にえるᙳ㡪の検ウ

⏣㡿ۑ
ࡔうࡻりࡈ

 ᑠⓒྜ
さ ࡺ り

 ࠊ�ᒸ部 ⏤㤶2ࠊ�ඖ ៅ2⛅ࠊ�㏆⸨ ᩔᚿ2ࠊ（����2�1

福⏣ ᏳἋᏊ2�ࠊ㏕ ༓ᬗ1��2�ࠊᒣ⏣ 研1��2�

1）㎷ᩱ⌮学㤋2ࠊ��ᰴ� ㎷ᩱ⌮教⫱研究ᡤࠊ��⋊༠医大 බ⾗⾨⏕学講ᗙ 1）㎷ᩱ⌮学㤋2ࠊ��ᰴ� ㎷ᩱ⌮教⫱研究ᡤࠊ��⋊༠医大 බ⾗⾨⏕学講ᗙ 1）㎷ᩱ⌮学㤋2ࠊ��ᰴ� ㎷ᩱ⌮教

【⥴ゝ】ᰤ㣴・ఏ統に関する࣓ࢭࢵーࢪᗈ

࿌（323ᗈ࿌）が㉎㈙行動にཬࡰすᙳ㡪に

関するሗ࿌は限られているࠋ海እに࠾ける

323ᗈ࿌に関するඛ行研究ではࠊᰤ㣴ࠊఏ

統ࠊᐙ᪘を連さࡏるࡶのࠊཎᩱཎ⏘地等ࠊ

ᗈ࿌の✀㢮がᾘ㈝者の㉎㈙行動にえる

ᙳ㡪はࠊ国や地域によࡗて␗なるࡇとが♧

၀されているࠋしかしながらࠊ᪥本に࠾け

るሗ࿌は少ないࠋ 

本研究では323ࠊ ᗈ࿌の✀㢮がࠊᾘ㈝者

の㉎㈙行動にどのようなᙳ㡪をえるの

かについて検ウするࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】201�年1月㹼2月にࠊ東京㒔国立ᕷの

〇Ⳬᗑに࠾いてࠊᰤ㣴・ఏ統をࢸー࣐とした2

✀㢮の323ᗈ࿌のᥖ♧（介入）と323ᗈ࿌をᥖ♧

しない᪥を 定期㛫ẖに入れ᭰えていくࣛࢸ

ン方᱁法を用いてࠊ対㇟ၟရのୖを比較し

たࠋ 定対㇟はᰤ㣴・ఏ統に≉ᚩのある�✀㢮

のၟရとした323ࠋᗈ࿌にはࠊ$�サࢬの࣎ー

る200Ꮠ⛬ᗘのᩥࢃにၟရのᰤ㣴・ఏ統に関ࢻ

ゝとࠊᡭ᭩きのࣛスࢺをグ㍕したၟࠋရの会

ィᚋに20ࠊṓ以ୖの࠾客ᵝを対㇟に323ᗈ࿌が

ᥖ♧されているၟရに関するンࢣーࢺをᐇ

したࠋ 

 対㇟ၟရの年のୖと今年のୖを

'iIIHrHnFH-in-GiIIHrHnFHV anal\ViVの๓提᮲

件をཧ⪃に介入期㛫の๓�ࣧ月㛫の㉎㈙ഴ向を

⪃៖して⟬ฟした323ࠋᗈ࿌の✀㢮によࡗて

ୖに㐪いがあるのかについてはࠊ

.ruVNal-:alliV検定を用いて検ウしたࠋ 

【⤖ᯝ】᮶ᗑ人 ーターは⣙8ࣆࣜࠋ8ᩘ��ྡ

323ࠋᗈ࿌をᥖ♧した�✀㢮のၟရの今年ᗘの

ୖはࠊ๓年ᗘのྠ期に比ࡑれࡒれ2.��

ಸ1ࠊ.�1ಸ1.�8ࠊಸと全てのၟရで向ୖしたࠋ

ୖにはࠊᰤ㣴・ఏ統といࡗた323ᗈ࿌の✀

㢮による有ពᕪはㄆめられなかࡗたࠋ

【⪃ᐹ・⤖ㄽ】本研究の対㇟ᗑ⯒ではࠊ研

究期㛫に」ᩘᅇ᮶ᗑされた࠾客ᵝがᏑ在

するࡇとを☜ㄆ῭ࡳである323ࠋᗈ࿌の✀㢮

によるୖにᕪがㄆめられないࡇとから323ࠊ

ᗈ࿌のࡳならࠊࡎㄽ⌮的な㐜いᛮ⪃を要す

るンࢣーࢺを行うࡇとでၟࠊရに対する

グ᠈の定╔がಁされࠊ᮶ᗑでの㉎㈙行

動につながࡗた可能性があるࣀࠋーࣝ࣋経

῭学㈹をཷ㈹した行動経῭学ศ野ではࠊᛮ

⪃をࢩス1࣒ࢸ㸸┤ឤ的な㏿いᛮ⪃とࢩࠊ

ス2࣒ࢸ� ㄽ⌮的な㐜いᛮ⪃の2✀㢮にศ

㢮しࠊᛮ⪃≉性を⪃៖した行動ኚᐜᡭ法の

検ウが進められているࠋ 

本研究では323ࠊᗈ࿌の✀㢮によるࠊᾘ㈝者

の㉎㈙行動に有ពᕪはㄆめられなかࡗたがࠊ

323ᗈ࿌をᥖ♧したၟရのୖは๓年ᗘに比較

して向ୖしていたࣜࠋ ーターのከいᗑ⯒にࣆ

ࠊ323ᗈ࿌とࠊけるᾘ㈝者の㉎㈙行動は࠾

（2࣒ࢸスࢩ）ࡳ⤌のようなࢺーࢣン

を⤌ࡏࢃྜࡳるࡇとで向ୖする可能性が

♧၀されたࠋ 

（E-mail；gor\oGa@WVuji.aF.Fom）

【2"�】

− 80− − 81−



ఫẸによる㐠動動動のሙ࡙くりはࠕ㐠動動動᱁ᕪࠖを⦰ᑠするか㸽

ᩫ⏥ۑ
か い

⿱Ꮚ
ࡺ う ࡇ

（බ┈㈈ᅋ法人 ᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋ యຊ医学研究ᡤ）ࠊ 

ゅ⏣᠇（ᒣ口┴立大学 社会福祉学部）ࠊ 

㔠᳃ᝅ（東京ዪᏊ医科大学 ┳護学部ࠊ東京医科大学 බ⾗⾨⏕学ศ野）ࠊ 

Ⲩᘯ（法ᨻ大学 ᩥ 学部 ᚰ⌮学科）ࠊ Ⲩᘯ（法ᨻ大学 ᩥ 学部 ᚰ⌮学科）ࠊ Ⲩᘯ（法ᨻ大学

ⲨᑿᏕ（බ┈㈈ᅋ法人 ᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋ యຊ医学研究ᡤ） 

【⥴ゝ】㏆年ࠊ健ᗣ᱁ᕪが社会ၥ題となࡗて

いるࠋ㐠動⩦័などの⏕活⩦័にࡶ᱁ᕪがある

がࡑࠊれを⦰ᑠする方法は༑ศに検ウされてい

ないࠋຍえてࣞࣗࣆ࣏ࠊーࣙࢩンࣟࣉーࢳで

はࡴࠊしࢁ᱁ᕪがᗈがるᠱᛕが指されているࠋ

Ⓨ⾲者らはࠊ行ᨻがᨭするఫẸによる㐠動の

ሙ࡙くりがࠊ地域全యの高齢者の㐠動⩦័者を

ቑやすࡇとを᫂らかにしてきたࠋ本ሗ࿌ではࠊ

㐠動᱁ࠕがࢳーࣟࣉンࣙࢩーࣞࣗࣆ࣏のࡇ

ᕪࠖにཬࡰすᙳ㡪を検ドするࠋ 

【方法】本研究は介入地域と対↷地域をタ定

した㠀ࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂デࢨンの地域介

入研究でありࠊᶓᕷ℩㇂༊の༠ຊをᚓてᐇ

されたࠋ介入地域では 2 年㛫の介入期㛫୰にࠊ

㐠動ᨭࣛ࣎ンࢸを㣴成したࠋさらにࠊ地

域での㐠動のᣐⅬ（ሙ）࡙ くりをᨭしたとࡇ

ࠊたりࡗయ᧯がᐇされるようにな࢜ࢪࣛࠊࢁ

య᧯サーࣝࢡが立ୖࡕがࡗたりしたࠋຠᯝの評

価はࠊ介入・対↷地域にఫࡴ �0㹼84 ṓの⏨ዪ

からྛ1�200ྡを↓సⅭᢳฟしࠊ要介護ㄆ定者 

を㝖いて㒑㏦ㄪᰝを行ࡗた200ࠋ�年を࣋ースࣛ

2011ࠊ介入期㛫୰は年1ᅇ（2010年ࠊンとし

年）ࠊさらに介入終から� 年ᚋの 2014 年に

ྠᵝの↓సⅭᢳฟによるㄪᰝを行ࡗた（ᅇ⋡

��.�㹼8�.�要評価項┠は 㐌2ᅇ以ୖのࠋ（�

㐠動ᐇ㊶者のྜとしたࠋ社会経῭的指ᶆとし

てᬽらし向き（ࡺとりࡩࠊつうࠊⱞしい）をㄪ

ᰝしࡺࠊとり⩌とⱞしい⩌の㐠動ᐇ㊶者ྜの

ᕪをࠕ㐠動᱁ᕪ࣏ンࠖࢺとしたࠋ本研究はࠊ

බ┈㈈ᅋ法人᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋయຊ医学研

究ᡤの⌮ጤဨ会のᢎㄆをᚓてᐇされたࠋ 

【⤖ᯝ】㐌 2 ᅇ以ୖの㐠動ᐇ㊶者ྜ（介入

地域ࠊ対↷地域）は200ࠊ�年（�1.ࠊ����.��）ࠊ

2010年（��.ࠊ����.��）2011ࠊ年（��.�2.4ࠊ���）ࠊ

2014年（�4.4�8.0ࠊ��）であࡗたࠋከኚ㔞ゎᯒ

の⤖ᯝࠊ対↷地域の 200� 年のデータと比て

介入地域で㐌2ᅇ以ୖ㐠動をᐇ㊶するࢬࢵ࢜比

（���ಙ㢗༊㛫）は2010ࠊ年㸸1.10（0.8�-1.4�）ࠊ

2011 年㸸1.�4（1.00-1.�8）2014ࠊ 年㸸1.��

（1.0�-1.82）でありࠊస用がㄆめられたࠋ

200� 年のᬽらし向きでᒙ化した㐠動ᐇ㊶者

ྜはࠊ介入地域ではࡺࠊとり⩌ つうࡩࠊ��.��

⩌ ⩌ⱞしいࠊ��4.1 4�.��でありࠊ対↷地域で

はࡺࠊとり⩌ ��⩌つうࡩࠊ��. ⱞしいࠊ�8.��

⩌ �1.8�であࡗたࠋ㐠動᱁ᕪ࣏ンࢺの経年ኚ

化（200�Ѝ2010Ѝ2011Ѝ2014年）はࠊ介入地域

では21.0ࠊЍ21.8Ѝ20.2Ѝ14.4࣏ンࢺと⦰ᑠ

するഴ向が観ᐹされた୍ࠋ方ࠊ対↷地域ではࠊ

1�.�Ѝ1�.0Ѝ1�.4Ѝ18.2 と大きなኚࢺン࣏

化はㄆめられなかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ・⤖ㄽ】ఫẸࣛ࣎ンࢸによる㐠動

のሙ࡙くりというࣞࣗࣆ࣏ーࣙࢩンࣟࣉー

地域全యࠊとはなくࡇるࡆ㐠動᱁ᕪをᗈࠊはࢳ

の高齢者の㐠動⩦័者をቑຍさࡏるࡇとが᫂

らかとなかࡗたࠋまたࠊ介入から � 年ᚋにはࠊ

㐠動᱁ᕪを⦰ᑠさࡏる可能性ࡶ♧၀されたࠋ本

介入はࠕഴᩳをつけたࣘࣂࢽーサࣝ・ࣟࣉー

⤡ࠊ今ᚋはࠋていたと⪃えられるࡗになࠖࢳ

を⪃៖したከኚ㔞ゎᯒが必要であるࠋ 

ͤ本研究はᩥ部科学┬科学研究㈝ ⱝᡭ研究 % 

（௦⾲者㸸⏥ᩫ⿱Ꮚ）によࡗてᐇされたࠋ 

（E-mail；\-Nai@m\-]aiGan.or.jp）
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1��2），ᮌᮧῄᏊ1），ྜྷụಙ⏨2） 

1�ᡤᕝཎᕷ 福祉部 ，2�㟷᳃┴立保健大学大学院 

【┠的】࢜ーࣛࣝࣝࣞࣇは㌟య的ࣞࣇ

ࣝとの関連があるࡇとがሗ࿌されている

ࣝࣞࣇーࣛࣝ࢜とから，地域保健ศ野でࡇ

ண㜵に包括的にྲྀ⤌ࢇでいる．ࡇࡑで今ᅇ，活

動からぢえてきたㄢ題をሗ࿌する． 

【活動ෆᐜ】 

1）地域ࢣ会㆟等活用（+2� 年ᗘ，+�0 年ᗘ）

 ンⅬ検でのຓゝ（+�0年ᗘ）ࣛࣉࢣ（2

1）地域での健ᗣ教⫱（ฟ๓講ᗙ） 

2）介護ண㜵教ᐊでの健ᗣ教⫱ 



対㇟は��ṓ以ୖのᕷẸ����2�人�．歯科医院

または」ྜタで年4ᅇᐇ． 

【活動評価】 

+2�年ᗘ㸸��事ᴗᡤ1��人୰�4ྡᅇ⟅ 

+�0年ᗘ㸸�0事ᴗᡤ1�0人୰��ྡᅇ⟅ 

2 年㛫の๓ᚋ比較ではࠕ歯科医療との連携が

༑ศにᅗられているとᛮうか（3�0.0�）ࠖ 歯ࠕ，

科医療と連携したにᅔ㞴さをឤࡌるか

（3�0.001）ࠖに有ពに改ၿがㄆめられた． 

地域地域地域域地域地 高齢者齢者齢者者齢者齢者齢者齢者 健ᗣ健ᗣ健ᗣᗣ健ᗣ健ᗣ健ᗣ健ᗣ教ᗣ教ᗣ教教ᗣ教ᗣ ⫱教⫱教⫱教⫱教⫱⫱ᐇ⦼ᐇ⦼ᐇ⦼⦼ᐇ⦼ᐇ⦼

保健師・歯科⾨⏕士による健ᗣ教⫱ᐇ⦼ 

+2�年ᗘ㸸22ᅇ ���人にᐇ 

+�0年ᗘ㸸�2ᅇ �1�人にᐇ 

.��） 

）

�� ṓ以ୖの要介護を㝖いたᕷẸ ��000 人を

↓సⅭᢳฟ，㒑㏦による㓄ᕸ・ᅇでᐇ．ᅇ

ᩘ1�81�人（�0.��） 

ձ 咀嚼機能ࣜスࢡ高齢者のྜ�4.�� 

ղ かかりつけ歯科医の有↓ （��.��）

ࢺン࣋

（+（+（+�0）

୍⯡ᕷẸ�1�人，有ຠᅇᩘ22�ᯛ（�2.1�） 

ձ࠾ࠕ口が健ᗣࡔとᛮう人 1ࠖ14人（4�.8�） 

ղࠕ口腔のࣝࣈࣛࢺで᪥常⏕活にᨭ障がある

人 1ࠖ1�人��0.��� 

ճ 現在歯科ཷ診の有↓ࠕ↓ 1ࠖ08人（4�.2�） 

մ かかりつけ歯科医の有↓ 有12�人���.��� 

【⪃ᐹ】 

歯科医師会が地域保健活動に✚ᴟ的にཧຍ

いてくれるࡇとで，介護職に࠾いて高齢者の歯

科ཷ診㔜要性の⌮ゎと連携が進ࡔࢇ．口腔のࢺ

歯科ཷ診，ࡶてࡌ⏕で᪥常⏕活にᨭ障がࣝࣈࣛ

していない人ࡶ⣙༙ᩘ࠾り，ண㜵ព㆑の㔊成が

必要である． 

【ㄢ題】 

1．高齢者の歯科健診ཷ診行動には，㏻ࢭࢡ

スのㄢ題がある． 

2．介護ண㜵事ᴗや社会ཧຍの少ない高齢者に

は，ࣟࣉーࢳがᒆきにくい． 

�．評価指ᶆのタ定と評価方法の検ウは必要．ㄪ

ᰝ⚊グ入はࠕぢえない ᭩けないࠕࠖ 人ࠖがከい． 

4．高齢者歯科健診㈝用について，健診ᢸᙜ者と

介護ண㜵ᢸᙜ者のඹ㏻ㄆ㆑が必要である． 

ண㜵教⫱の包括的ᐇ㊶はࣝࣞࣇーࣛࣝ࢜．�

ጞめて2年であり，事ᴗᢸᙜ者がኚࡗࢃてࡶ⥅

⥆できるࢩス࣒ࢸが必要である． 

（E-mail�m-NaVahara@FiW\.goVhogaZara.lg.jp）
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健

㸫保健保健保健保健保健健医療福福福祉介祉介祉介介祉介祉介介護介護介護介護介護護ᰤ㣴㣴㣴�ศ野2年⏕のࣝࢢࢺࢵࢿ 学修学修学修修学修学修ࣉ

 ᒸ❳ኴ（大学歯学部）�⎼⿱அ（北海道医療大学⸆学部）∦ۑ

ᑠཎ┾▱Ꮚ（᪥本社会事ᴗ大学社会福祉学部）�ཎᓥᜨ⨾Ꮚᑠཎ┾▱Ꮚ（᪥本社会事ᴗ大学社会福祉学部）�ཎᓥᜨ⨾Ꮚᑠཎ┾▱Ꮚ（᪥本社会事ᴗ大学 （⚄ዉᕝᕤ科大学ᛂ用࢜ࣂ

科学部）�高ᯇ 研（東㑥大学医学部）�⚄ཎṇᶞ（大㜰歯科大学） 

 ᒣඖಇ᠇（大学⸆学部）�୰ᒣ ᰤ⣧（北㔛大学┳護学部） 

】ᑗ᮶がண できない௦に社会の

ㄢ題をゎỴしていくためにはࠊ⟅えが定ま

らないලయ的なၥ題をከ㠃的にᤊえてゎ

Ỵを┠指すࣝࢢーࣉ学修が㔜要であるࠋ健

ᗣ長ᑑ社会に活㌍できる人ᮦを┠指してࠊ

ከศ野の学⏕ととࡶにయ的な学ࡧの能

ຊを㌟につけるために7&,ࠊ を活用したศ

野ᶓ᩿ᆺ授ᴗ（ప学年と高学年）を⏬しࠊ

ప学年の授ᴗをᐇしたࠋ 

】医療・福祉介護・ᰤ㣴�ศ野

の2年⏕�人からなる㸰つの学⏕ࣝࢢーࣉ

が7&,ࠊ学修ᨭࢩス࣒ࢸ（*lH[a）を活用

して20ࠊ年ᚋの⮬職✀のᮍ᮶ീと職✀㛫の

関連についてࢺࢡࢲࣟࣉࠊをస成する4ᅇ

のࢺࢵࢿ授ᴗ（2 㛫以ෆ㸭ᅇ）と⮬ᕫ

ᑟᆺ学修をᐇしたࣝࢢྛࠋーࣉでࢩࣇ

ࠋたࡗーターとして教ဨ1ྡが指ᑟを行ࢸࣜ

授ᴗᚋྛ⮬研究࣏ࣞーࢺをస成しࠊH㸫࣏

ー࢛࢜ࣜࣇࢺを用いた┬ᐹを行ࡗたࠋ教ဨ

が研究࣏ࣞーࢺに対してࠊၥ題Ⓨぢࠊၥ題

ゎỴࠊ᰿ᣐとなるሗᩥࠊ❶⾲現の4つの

観Ⅼでྛ�Ⅼ‶Ⅼのࣝーࢡࢵࣜࣈ評価を行

いࠊ最ᚋに学⏕ンࢣーࢺをᐇしたࠋ 

】学⏕ンࢣーࢺ⤖ᯝで4ࠊ ẁ

㝵のうࡕ最高のࠕ≉にࡑうᛮうࠖはࠕ学

部（科）の学⏕との㆟ㄽはⰋい่⃭になࡗ

たࠖが 100㸣ࠕࠊ学修ពḧが高まࡗたࠖが

82㸣ࠕࠊၥ題の⯆がさらに῝まࡗたࠖ

が��㸣ࠕࠊከ㠃的な視Ⅼでၥ題をⓎぢする

とができたࡇ がࠖ�4㸣であࡗたࠕࠋ学部

の学⏕は⮬ศにない専㛛的な▱㆑をᣢࡗ

ているが82㸣ࠕࠊ人にㄝ᫂する際は༑ศな

準備をする必要がある がࠖ82㸣ࠕࠊ今の⮬

ศに必要な▱㆑や能ຊをㄆ㆑できたࠖが

��㸣ࠕࠊ学部の学⏕にㄝ᫂するࡇとで⌮

ゎが῝まࡗた がࠖ�4㸣であࡗた࣏ࠋーࣇࢺ

にࡧ授ᴗのたࠕࠊのグ㍕として࢛࢜ࣜ

⮬ศの▱らないࡇとを▱るࡇとができࠊ大

学での授ᴗ以ୖに่⃭的ࡗࡔたࠋ␗なる専

攻の学⏕が㆟ㄽするࡇとによりࢪࢼࢩー

ຠᯝが⏕まれࠊᗈく῝い㆟ㄽができたࠖࠋ

ンすࣙࢩࢵ࢝ス学修ෆᐜをඹ有しデࠕ

るとࠊ⮬ศの学修がいかにὸく⾲㠃的なࡶ

のかと┬するⅬがከかࡗたࠕࠖࠋ職✀

との関連を㆟ㄽできࠊᑗ᮶の࣓ーࢪが

⭾らࠖࠋࡔࢇなどがᣲࡆられるࠋ研究࣏ࣞ

ーࢺのࣝーࢡࢵࣜࣈ評価は最高が 11 Ⅼࠊ

最పが�Ⅼでᖹᆒ8.�Ⅼ（12Ⅼ‶Ⅼ）であ

12ྡ୰10ྡが2年⏕としてのྜ᱁ࠋたࡗ

基準8 Ⅼを超えたࠋ�ศ野の学⏕が地域を

㉺えて7&,ࠊ を用いてデスࣙࢩࢵ࢝ンす

る授ᴗによりࠊ学修ពḧが高まりࠊከ㠃的

な視Ⅼでၥ題をⓎぢする能ຊが高まりࠊ高

学年に࠾ける本授ᴗの準備ができたと

】より活Ⓨなデスࣙࢩࢵ࢝

ンを行いやすいࢸー࣐を㑅ࡧ学⏕のࡳで

デスࣙࢩࢵ࢝ンができるࢺࢵࢿࠕ会㆟

ᐊࠖの活用ࠊ有㆑者の▱㆑やពぢを学⏕ࢢ

ࣝーࣉにどのように提供するかを検ウ୰

であるࠋ本授ᴗはබ┈社ᅋ法人⚾立大学ሗ

教⫱༠会ࠕ医療系࢛ࣇー࣒ࣛᐇ㦂ᑠጤဨ会ࠖで

ᐇしたࠋ 

（E-mail；NaWaoNa@GHnW.VhoZa-u.aF.jp）
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従業員員員の健康健康健康康状状状 易調査票票票(BHCQ)の妥当性 信頼性頼性頼性性の検討討討

◯坂井裕紀
さかい ひろのり

早稲田大学大学院人間科学研究科大学院人間科学研究科大学院

【緒言】近年，従業員の健康管理を経営的な

視点で考え，戦略的に取り組む「健康経営」が

注目されている．経済産業省が制度設計した健

康経営優良法人制度康経営優良法人制度康経営優良法人 では，2019年度の年度の年 認定法人

として大企業法人部門に821法人，中小規模法

人部門に 2,503 法人が認定されている．一方，

資源および予算が限られ，法令遵守もままなら

ない企業も散見する．そこで，健康経営の要で

ある従業員の自己健康管理能力の向上のため

に従業員が簡単に健康状態をセルフチェック

できる尺度作成を本研究の目的とする．

【方法】本調査は，本調査は，本 総合人材サービス X 社に

勤務する男女108 名（男性（男性（ 59名，女性49名，

平均年齢平均年齢平均 29.3歳）を対象に2018年9月12日

から2018年9月21日までにオンラインによる

アンケートをおこなった．調査対象者調査対象者調査 の業務内

容は，営業および事務であった営業および事務であった営業および ．

健康チェックシステム開発会社Yの責任者と

筆者の2名により「健康維持の要素」から連想

される単語や文章をテキスト化し，KJ法を援用

して「身体」「精神」「睡眠」「楽しさ」の4

つの鍵概念に分類し，分類した内容に基づいて

「BHCQ：Brief	Health Condition	Questionnaire

（健康状態簡易（健康状態簡易（ 調査票,調査票,調査票 4項目）」を作成した．

BHCQの質問項目は，「まったくあてはまらない」

〜「非常にあてはまる」の７件法で測定した．

【結果】調査の結果，回答に不備があった

ものを分析から除外して，最終的に105名

を分析対象とした（有効回答率97.2％）．

BHCQ の信頼性を確認するために全 4 項目の

信頼性係数を算出した結果，クロンバックのα

係数は，.731であった．

BHCQ の項目妥当性を検討するために既存尺

度との因子間相関を求めた．その結果，BHCQ

の「身体」と心理的ストレス反応尺度の「疲労

感」には 0.1％水準において有意な正の相関が

みられた（r=.みられた（r=.みられた（ 720,	p<.001）．BHCQの「精神」

と心理的ストレス反応尺度の「抑うつ感」には

0.1％水準において有意な正の相関がみられた

（r=.（r=.（ 832,	p<.001）．また，BHCQの「睡眠」と

幸福・健康感覚尺度の「快眠」には 0.1％水準

において有意な正の相関がみられた（r=.において有意な正の相関がみられた（r=.において有意な正の相関がみられた（ 678,	

p<.001）．そして，BHCQの「楽しさ」とプレイ

フルワーキング観尺度の「ポジティブ感情」に

は 0.1％水準において有意な正の相関がみられ

た（r=.た（r=.た（ 893,	p<.001）．ユトレヒト・ワーク・

エンゲイジメント尺度日本語版の「活気」と

BHCQの「楽しさ」には0.1％水準において有意

な正の相関がみられた（r=.な正の相関がみられた（r=.な正の相関がみられた（ 586,	p<.001）．

【考察】BHCQ と既存尺度との因子間相関には

それぞれ有意な強い相関が示されたことから，

BHCQ の各項目が妥当性を有していると考えら

れる．また，BHCQ の信頼性係数がα=.70 以上

であることから BHCQ はやや低いながらも一定

の信頼性を備えていると考えられる．

しかし，本研究では，調査対象者がしかし，本研究では，調査対象者がしかし，本研究では，調査 X社の営

業と事務のみであることから，他の業種や役職

においても同様の結果になるのかについては

明示されていない．今後の課題として，様々な

業種や役職に対象を広げ，検証をおこなう必要

があると考えられる．

【結論】本研究では，従業員が仕事中の健康

状態を簡単にセルフチェックできる調査票を

作成し，信頼性と妥当性を確認した．その結果，

BHCQ（健康状態簡易（健康状態簡易（ 調査票）には，一定の信頼

性と妥当性があることが示された．今後も継続

的に調査に用いて，より精度を高めていきたい．

（E（E（ -mail；sunaonahito@toki.waseda.jp）
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୰ᑠᴗᚑᴗဨဨဨに࠾ける㣗㣗㣗㣗㣗の入ᡭඖとỒ≀ᦤྲྀ㢖ᗘとの関連

す連地ۑ
さいれࡕࢇ

ᕫ
と し ࡳ

（⋊༠医科大学）ࠊᒣᗣኵ（⋊༠医科大学）ࠊᑠᶫඖ（⋊༠医科大学） 

【⥴ゝ】ࢃが国ではࠊ健ᗣᑑのᘏఙをめࡊ

してᵝࠎなᨻ策がᐇされているࡑࠋの୍⎔と

してࠊ定年まで健ᗣにാくࡇとをᨭするよう

な策が求められているࡑࠋのためࠊ地域保健

と職域保健の連携が必要とされているࠋ⟃す・

ୗጔ保健医療ᅪ（Ⲉᇛ┴⤖ᇛᕷࠊୗጔᕷࠊ⟃す

ᕷࠊᱜᕝᕷࠊඵ༓௦⏫）はࠊ⏕活⩦័病の௦⾲

᱁である⬻༞୰やᚰ➽᱾ሰでṚஸする人が全

国に比てከい地域であるࡇとがࢃかࡗてい

るࠋᚠ⎔ჾᝈの༴㝤ᅉᏊとしてࠊỒ≀のᦤྲྀ

ᅇᩘがሗ࿌されているࠋ本研究はࠊỒ≀のᦤྲྀ

㢖ᗘと㣗の入ᡭඖとの関連を᫂らかにしࠊ地

域保健と職域保健の連携したఫẸのᚠ⎔ჾ

ᝈ対策にᐤするࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】Ⲉᇛ┴┴す地域⏘ᴗ保健ࢭンターが

ᢕᥱしている⟃す・ୗጔ保健医療ᅪෆの �� 事

ᴗሙのうࠊࡕ職ဨのンࢣーࢺㄪᰝにྠពした

10 事ᴗሙに࠾いて↓グྡᘧンࢣーࢺㄪᰝに

ྠពした職ဨ࠾よࢭྠࡧンターがᐇしたᬑ

㏻ᩆ法講⩦会のཷ講者でࠊ↓グྡᘧンࢣー

ㄪᰝにྠពしたཷ講者ࢺ �1� 人を対㇟としたࠋ

たࡗࡔ⟆てに↓ᅇ㣗⏕活項┠のすࡕのうࡇ 2

人を㝖እし�14ࠊ人をゎᯒの対㇟としたࠋ 

 ↓グྡンࢣーࢺによりࠊ本人の性・年齢等

のᒓ性にຍえてࠊ᪥（Ⴀᴗ᪥）のົᐇែཬ

ࠊれについてࡒれࡑኤ㣗のࡧよ࠾㣗ࠊᮅ㣗ࡧ

㣗事の入ᡭඖ（」ᩘᅇ⟅）࠾よࡧ⊩立（ჯỒ

等）のᦤྲྀの有↓をᑜࡡたࠋ 

【⤖ᯝ】ゎᯒ対㇟者の୰でࠊ⏨性はࠊ���ዪ性

は24ࠊ�であࡗたࠋ年齢については20ࠊ ṓ௦が

�0ṓ௦がࠊ��40ṓ௦が2ࠊ��0ṓ௦が24ࠊ��2

�0ࠊ��1 ṓ以ୖが 10�であࡗた୍ࠋ人ᬽらしは

10�であࡗたࠋṇつ職ဨは8��であࡗたࠋ事の

ሙᡤについてはࠊᒇෆが ンがᕤሙのࣛࠊ��4

1��であࡗたࠋ 

 Ồ≀を㸰ᮼ以ୖᦤྲྀしていた人のྜはࠊ

㣗の入ᡭඖとしてฟしを用したと⟅えた

人では ���でありࠊฟしを用していなかࡗ

た人では ���であࡗた（p 0.00�ᙜ᪥にࠋ（ �

㣗ᦤྲྀした人（n 22�）に࠾いてࠊỒ≀を㸰ᮼ

以ୖᦤྲྀしていた人のྜはࠊฟしを用し

たと⟅えた人では �2�でありࠊฟしを用し

ていなかࡗた人では41�であࡗた（p 0.02�）ࠋ

【⪃ᐹ】本研究の⤖ᯝはࠊ地域・職域連携の

ሙに࠾いてࠊᚠ⎔ჾᝈண㜵の観Ⅼからࠊฟ

しᴗ者とタࣉࢵする必要性をึめて♧၀

しているࠋ 

 ඛ行研究に࠾いては࣒࢘ࣜࢺࢼࠊのᦤྲྀ㔞が

ᚠ⎔ჾᝈṚஸと関連しているࡇとࠊỒ≀のᦤ

ྲྀ㢖ᗘがᚠ⎔ჾᝈⓎや⫶がࢇと関連して

いるࡇとがሗ࿌されているࠋ 

 Ồ≀は㸯ᮼで 1㹼2 g の㣗ሷ┦ᙜ㔞をᦤྲྀす

るࡇとになるࡑࠋれࡺえࠊỒ≀のᦤྲྀ㢖ᗘは㣗

ሷ┦ᙜ㔞のᦤྲྀ㔞をୖࡆてࠊ⾑ᅽのୖ᪼にᐤ

しࠊ⬻༞୰やᚰ⮚病のⓎにᐤするとᛮࢃれ

るࠋ 

 本研究にはᗄつかの限⏺があるࠋ➨୍にࠊ↓

グྡのンࢣーࢺㄪᰝでありࠊᛮいฟしࣂ

スなどがྰ定できないࠋ➨に୍ࠊ地域のㄪᰝ

⤖ᯝであるため୍ࠊ⯡化にὀពを要するࡇࠋれ

らについてࠊさらなる研究が求められるࠋ 

【⤖ㄽ】本研究はࠊ୰ᑠᴗの職ဨに࠾いてࠊ

㣗にฟしを用している人ࠎがࠊ㣗ሷᦤྲྀ

㔞が高い可能性を♧して࠾りࠊฟしᴗ者をᕳ

き㎸ࡔࢇ地域・職域連携の必要性が♧၀されたࠋ

（E-mail；WoVVair@GoNN\omHG.aF.jp）
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㣗 能性性性

㰻ۑ
さい

ᮌ
き

⨾ᯝ
ࡳ か

 ，（ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科࠾）

ᑠᯇ⨾✑（࠾ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科）， 

㉥ᯇᜨ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系） 

【⥴ゝ】国Ẹが健ᗣな㣗⏕活を㏦るためには，

እ㣗でのࠕ健ᗣな㣗事 のࠖ提供が必要である．

健ᗣな㣗ࠕのためには，እ㣗ᴗの⪃えるࡑ

事 のࠖᬑཬの障害をᢕᥱする必要がある．し

かし，እ㣗ᴗが⪃えるࠕ健ᗣな㣗事ࠖのᬑ

ཬの障害について，ᡃ が国では研究がされて

いない．ࡑのため本研究では，እ㣗ᴗの⪃

えるࠕ健ᗣな㣗事ࠖのᬑཬの障害について，

㉁的に検ウを行ࡗた．また，㣗ရᴗはእ㣗

ᴗにᴗົ用ၟရを㈍するなど，እ㣗の

㣗ရᴗのᙳ㡪は大きいため，㣗ရᴗにࡶ

健ᗣな㣗事ࠕ のࠖᬑཬの可能性とࡑの方法に

ついて㉁的に検ウを行ࡗた．

【方法】���� 年 �㹼�� 月，እ㣗ᴗ � 社・㣗

ရᴗ�社に対し，༙ ᵓ㐀化ンタビࣗーを行

健ᗣな㣗事ࠖのᬑࠕた．እ㣗ᴗに対してはࡗ

ཬの障害について，㣗ရᴗに対してはࠕ健ᗣ

な㣗事 のࠖᬑཬの可能性，可能のሙྜの方法に

ついてたࡡࡎた．እ㣗ᴗのᅇ⟅は㉁的にゎᯒ

を行い，ࣜࢦࢸ࢝をస成した．㣗ရᴗのᅇ⟅

は，ࠕ健ᗣな㣗事ࠖをᬑཬさࡏるࡇとが可能か

どうかをㄞྲྀࡳり，可能とᅇ⟅したᴗに࠾い

て，ࡑの方法を㉁的にゎᯒし，ࣜࢦࢸ࢝をస成

した．

【⤖ᯝ】እ㣗会社 � 社はにࣁンࣂー࢞ー，

∵，㯝，ࢥーࣄーと㍍㣗を提供するᗑ⯒であ

た．㣗ရ会社�社は，にㄪᩱ，㣧ᩱ・ビࡗ

ーࣝ，∵ங・ங〇ရ，ⳫᏊを〇㐀・㈍する࣓

ー࢝ーであࡗた．ンタビࣗーᢸᙜ者のᡤᒓ部

⨫は，ၟရ㛤Ⓨ，人ᮦ㛤Ⓨ，ရ㉁⟶⌮，経Ⴀ

⏬，&65など，ᵝࠎであࡗたが，研究（ᘏ�
社）とᗈሗ（ᘏ � 社）がከかࡗた．すて，

ーや部長，会長などの⫪᭩を有するࣕࢪーࢿ࣐

人ࡗࡔた．

እ㣗ᴗのᅇ⟅をゎᯒした⤖ᯝ，ࠕ健ᗣな㣗

事ࠖのᬑཬの障害は以ୗの�つの【ࣜࢦࢸ࢝】

にศけられた．【ᴗഃ要ᅉ】には㸺ࢥスࢺ㸼

㸺ᚑᴗဨの⌮ゎ不足㸼などの�つのサࢦࢸ࢝ࣈ

ࣜが，【ᾘ㈝者ഃ要ᅉ】には㸺ప価᱁ၟရの

࢝ࣈ㸼㸺ᰤ㣴▱㆑不足㸼などの�つのサࢬーࢽ

が含まれた．【社会的要ᅉ】には㸺࣓デࣜࢦࢸ

のヰ題性㔜視の㣗ሗの提供㸼などの�つ
のサࣜࢦࢸ࢝ࣈが含まれた．また，㣗ရᴗ �
社全社がࠕ健ᗣな㣗事ࠖのᬑཬを可能とし，ࡑ

の方法として㣗⫱ࢼ࣑ࢭーなどのᾘ㈝者を対

㇟としたࡶのの，ࣇーࢻサービス関連ᴗを

対㇟とするࡶのがあࡗた．

【⤖ㄽ】እ㣗でのࠕ健ᗣな㣗事ࠖのᬑཬの障

害には，ࢥスࢺなどのᴗഃの要ᅉのࡳならࡎ，

ᾘ㈝者のᰤ㣴▱㆑不足などのᾘ㈝者ഃの要

ᅉや࣓デのヰ題性㔜視の㣗ሗの提供

などの社会的な要ᅉがあるࡇとが♧された．㣗

ရᴗの⪃えるࠕ健ᗣな㣗事ࠖᬑཬの可能性に

ついては，� 社全社がࠕ健ᗣな㣗事ࠖをᬑཬさ

の方法として，㣗ࡑ，とを可能とᅇ⟅しࡇるࡏ

，のにຍえࡶーなどのᾘ㈝者に向けたࢼ࣑ࢭ⫱

ー提とࣗࢽの࣓サービス関連ᴗࢻーࣇ

いう会社とᾘ㈝者の㛫にࣇーࢻサービス関連

ᴗを介する方法ࡶあࡗた．

以ୖより，እ㣗でࠕ健ᗣな㣗事ࠖのᬑཬをಁ

すためには，㣗関連ᴗのࡳならࡎ，スࢸーࢡ

とが♧၀さࡇーの連携が不可欠であるࢲࣝ࣍

れた．

（(�PDLO（(�PDLO（ ；J�������#HGX�FF�RFKD�DF�MS）
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た 5&7

➉ۑ ᯘ
たけࡤやし

 ṇᶞ
まさき

，ྜྷụ
よしいけ

 ಙ⏨
の࠾ࡪ

（㟷᳃┴立保健大学大学院），➉ᯘ
たけࡤやし

⣚
くれない

（㟷᳃┴ࡴつ保健ᡤ）

【背景】青森県は働く世代（20～60 歳代）男性の

平均 BMI が全国ワースト 5 であり，肥満が社会問

題となっていた．青森県庁では健康戦略「健康あ

おもり21（第2次）」において肥満予防を優先取組

に位置づけ，「重点的に働きかける方法を明確化

する」としたが，この方法は科学的に明確にされ

ていなかった．また，青森県の保健師や栄養士

等の現場スタッフには経験則に比べて EBP が重

視されていない傾向が見られた． 

青森県むつ保健所（以下，保健所）では，「重

点的に行うべき肥満予防介入を現場スタッフ主体

で科学的に検証することで，最適な戦略が明確

になり，現場スタッフの EBP も促進される」との仮

説を立てた．その上で，体重測定習慣をアウトカ

ムにした介入実験を企画した．体重測定を選定し

た理由は，低コストで実施でき，減量効果が立証

されているためであった． 

まず，2016年度に保健所は青森県職員に対し

講話やチラシで体重測定のメリットを訴求する

「説得型介入」を通年で行った．結果は体重

測定開始者7％（目標16％）で，説得型介入

だけでは効果が限定的であることが示唆され，ま

た，現場スタッフのEBP促進も確認されなかった． 

さらに，保健所単独での検証に限界が見えた

ことから，保健所では青森県立保健大学と共同研

究することを決断した．本発表ではこの共同研究

活動を報告する． 

【目的】働く者を体重測定習慣へと動かす最適な

介入を現場スタッフが参画して明らかにすること． 

【活動内容】体重測定頻度が週1回未満の青森県

職員を3群に割付し，RCTとして体重測定研修会

を 2017 年9 月に実施した． 

A 群：肥満コストに関するクイズを出題する． 

B 群：体重測定する日時・場所を宣言させる． 

C 群：努力が結実した経験（この経験は肥満予防

に限定しない）を発表させ，お互いに共感のコメ

ントを述べ合った後，体重測定実施を啓発する．

以上の 3 群に参照群(介入なしの県職員)を加

え，6 か月後の体重測定習慣を並行群間で比較

した．なお，本研究活動は，現場スタッフが参画

し，合意形成の上で設計・実施した． 

【活動評価】解析対象者は A 群2 人，B 群22 人，

C 群22 人，参照群44 人だった．6 か月後の体重

測定者は A 群7 人(35%)，B 群8 人(36%)，C 群13

人(59%)，参照群1 人(2%)で，介入3 群は全て体重

測定習慣化に効果があり(p<.001)，中でも C 群が

最も効果的であることが示唆された．  

（図）体重測定実施状況 

 本研究活動の成果は，一義的には介入別の体

重測定習慣化の効果を検証したことである．一方，

現場スタッフが参画して RCT を実施したプロセス

は，EBP の実現に貢献したとの評価を受けた．現

場スタッフ全員にとって今回が初めての RCT で

あり，最初は大学との共同研究や厳密な手続に

対して戸惑いが見られた．しかし，実施後はスタ

ッフ全員が研修会に高い満足を示し，積極的に

結果を発信し，健康支援活動に反映している． 

【今後の課題】現場スタッフの関与の度合いを高

めながら，大規模な集団に対し介入実験を実施

することで，健康戦略として重点的に働きかける

肥満予防方法を決定する． 

【COI 開示】利益相反関係に当たる企業等はない．

（E-mail；1��1001@mH.auhZ.aF.jp）
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成⏤⨾㤶（࠾ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科）， 

㉥ᯇ
あかまつ


り

ᜨ
え

ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ࠾） （ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系࠾） （ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系࠾）

【⥴ゝ】ᖹ成20年ᗘからᐇされている≉定

保健指ᑟでは行動ኚᐜを㏻した㌟య的ࢺ࢘

の改ၿが期ᚅされる．しかし，行動ኚᐜの࣒࢝

ためにタ定した行動┠ᶆをᐇ行してࡶ༑ศな

㌟య的࣒࢝ࢺ࢘の改ၿにつながらないሙྜ

がある．本研究では，ࡑの要ᅉを᥈るため，≉

定保健指ᑟ✚ᴟ的ᨭに࠾いて行動┠ᶆのᐇ

行ᗘが高かࡗた者を対㇟に，4�以ୖのῶ㔞の有

↓によࡗてᒓ性やඖの⏕活⩦័，行動┠ᶆなど

に㐪いがࡳられるかを検ウした． 

【方法】ᖹ成2� 年ᗘから28 年ᗘに㒔ෆ1 ᕷ

の国Ẹ健ᗣ保㝤ຍ入者で≉定保健指ᑟ✚ᴟ的

ᨭのึᅇᨭに㣗行動ኚᐜのための行動

┠ᶆをタ定した者22�人を対㇟とした．診療グ

㘓からᒓ性（性ู，年齢，ᑵᴗ状況，ྠᒃ者の

有↓），㣗事行動┠ᶆのᐇ行ᗘ，ึᅇᨭと

最終評価の㌟యィ ್（య㔜ῶ少⋡），ึᅇ

ᨭの⏕活⩦័，行動┠ᶆのタ定状況（㣗事

行動┠ᶆのタ定ᩘ，㐠動の行動┠ᶆの有↓，㣗

事・㐠動ࡑれࡒれからのエࢠࣝࢿー๐ῶ┠ᶆ

㔞）をᢳฟした．行動┠ᶆのᐇ行ᗘはࠕ㣗事の

ィ⏬はᐇ行しましたかࠖという教♧に対して，

ᅇᨭより㣗⏕活がᝏ化したึࠕ たࡗまࠕࠖ

くできなかࡗたࠖ2ࠕ㹼�⛬ᗘᐇ行しているࠖ

�ࠕศ⛬ᗘᐇ行している༙ࠖࠕ 以ୖᐇ行して

いる のࠖ�件法でᅇ⟅してࡶらࡗた．ゎᯒでは，

行動┠ᶆᐇ行ᗘでࠕ� 以ୖᐇ行しているࠖと

ᅇ⟅した128人（��.�㸣）を対㇟とした．⏕活

⩦័のㄢ題と行動┠ᶆの୍⮴ᗘをㄪるため，

ึᅇᨭにࡶつ㣗⩦័のㄢ題が1つでࡶ行動

┠ᶆにᫎされているかをศᯒした．ࡑして，

య㔜ῶ少⋡が4�以ୖの者をῶ㔞成ຌ者，ᮍ‶の

者を不成ຌ者として2⩌にศけ，ᒓ性，ึ ᅇᨭ

のయ㔜（⏨ዪู）・⏕活⩦័，行動┠ᶆの

タ定状況，㣗⩦័のㄢ題と行動┠ᶆの୍⮴ᗘに

ついて࣐ンࢽࢺࢵ࣍ーの 8 検定とȮ2検定を

用いて比較した．ᑦ，欠ᦆはゎᯒࡈとに㝖እし

た．

【⤖ᯝ】ῶ㔞成ຌ者が �� 人（�0.2�），不成

ຌ者が�1人（��.8�）であࡗた．ᒓ性では性ู

が，成ຌ者でዪ性が1�人（24.��）であるのに

対し，不成ຌ者では20人（��.2�）とከいഴ向

がࡳられた（p 0.080）．ึᅇᨭのయ㔜は

⏨ዪとࡶにᕪはぢられࡎ，⏕活⩦័は，不成ຌ

者では⫗や㨶で⬡⫫のከい部をዲࡴ者が少

なく（p 0.001），ᥭࡆ≀を㐌 � ᅇ以ୖ㣗る

者が少なく（p 0.004），⃰いけをዲࡴ者

が少なかࡗた（p 0.024）．また，㣗⩦័のㄢ

題ᩘの୰ኸ್（2�，�� は（್ࣝンタࢭーࣃ

1�項┠のෆ，ῶ㔞成ຌ者では�（�，�）ಶであ

るのに対し，不成ຌ者では �（2，�）ಶと少な

かࡗた（p 0.002）．行動┠ᶆのタ定状況に㐪

いはぢられなかࡗた．㣗⩦័のㄢ題と行動┠ᶆ

の୍⮴ᗘについてࡶ㐪いはぢられなかࡗた． 

【⤖ㄽ】≉定保健指ᑟ✚ᴟ的ᨭの༙年㛫で

㣗行動ኚᐜのための行動┠ᶆのᐇ行ᗘが高か

た者でῶ㔞成ຌ者と不成ຌ者の㐪いを検ウࡗ

した⤖ᯝ，不成ຌ者にはዪ性がከく，ึᅇᨭ

にᣢࡗていたᮃましくない㣗⩦័の✀㢮が

少なかࡗた．また，㣗⩦័のㄢ題が行動┠ᶆに

ᫎされているかによࡗてῶ㔞の⛬ᗘに㐪い

はぢられなかࡗた．今ᚋ，行動┠ᶆでྲྀりୖࡆ

られた㣗⩦័のヲしいෆᐜを検ウする． 

（E-mail；g1840��8@HGu.FF.oFha.aF.jp）
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,& 用と

⏕活⩦័病ண㜵のண備的評価

ᯇᓥۑ 㱟ྖ
まつしま りࡹうࡌ

（'H6&ࣝ࣊スࢣᰴᘧ会社）ࠊ福⏣ ὒ（㡰ኳᇽ大学医学部⥲ྜ診療科） 

【┠的】'H6&ࣝ࣊スࢣᰴᘧ会社では201�年

から健ᗣ保㝤⤌ྜ向けの健ᗣቑ進サービス

.Hn&o0 の提供を㛤ጞし201ࠊ� 年 4 月Ⅼで⣙

80 の健ᗣ保㝤⤌ྜの用があるࡇࠋのような

,&7 を用いた健ᗣቑ進サービスはᩘከくᏑ在し

ているࡶののࠊどのくらいの期㛫用すると⏕

活⩦័病ண㜵のຠᯝが期ᚅされるのかሗ࿌し

たエビデンスは限られているࠋ本ᐇ㊶ሗ࿌では

健ᗣቑ進サービス .Hn&o0 のᴫ要をグ㏙しࠊ⥅

⥆用によるࣘーࢨーの⏕活⩦័病⨯ᝈࣜス

ࠋたࡗのపῶຠᯝについてண備的な評価を行ࢡ

【活動（事ᴗ）ෆᐜ】.Hn&o0では健診⤖ᯝや.Hn&o0では健診⤖ᯝや.Hn&o0では健

ンでい࢛ࣇࢺー࣐ンやスࢥࢯࣃをࢢࣟࣇࣛ

つでࡶぢるࡇとができࣝ࣊ࠊスࣜࢩࣛࢸー向ୖ

を┠的としてࣘーࢨーの性ู・年௦・健診⤖

ᯝ・グ事のࢢࣟࢡࢵࣜࢡを踏まえた⯆・Ⴔዲ

にྜࡏࢃたグ事の࣓ࣞࢥンデーࣙࢩンを行ࡗ

ているࠋまた⏕活⩦័病Ⓨண ࢶー さࡦࠕࣝ

やまඖẼணሗ でࠖはᑗ᮶の⨯ᝈ⋡を☜ㄆするࡇ

とができྠࠊ に⏕活⩦័を改ၿしたሙྜの⨯

ᝈ⋡の࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン⤖ᯝࡶ♧すࡇとでࣘࠊ

ーࢨーに⏕活⩦័改ၿのきࡗかけを提供して

いるࢳࠋー࣒対ᢠ࢛࢘ー࢟ン࣋ࢢンࢇࡳࠕࢺ

なでṌ活 でࠖはࢳー࣒ෆࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに

スタンࣉ機能をྲྀり入れࣘࠊ ーࢨーがᴦしࡳな

がら健ᗣになれるようなᕤኵをจらしているࠋ

ᅗ1にᐇ際の.Hn&o0⏬㠃を♧すࠋ 

【活動（事ᴗ）評価】対㇟はࠊ研究ཧຍにᢎ

ㅙのᚓられた健ᗣ保㝤⤌ྜのຍ入者のうࠊࡕ

201�年ᗘに.Hn&o0Ⓩ㘓し201�年ᗘに≉定健診

をཷ診した�4��1�人としたࢺࣉࢭࣞࠋ・≉定

健診・.Hn&o0用データを使用しࠊ㛫経㐣に

よる⏕活⩦័病（⢾ᒀ病・高⾑ᅽ・高⬡⾑・

高ᒀ㓟⾑・⫢機能障害のいࡎれか）⨯ᝈを┠ 

ᅗ㸯 ≉定健診☜ㄆ⏬㠃とグ事㜀ぴ⏬㠃 

的ኚᩘ201ࠊ�年ᗘの.Hn&o0用月ᩘをㄝ᫂ኚ

ࢻーࢨࣁ201�年ᗘを㏣㊧期㛫としFo[比ࠊᩘ

ࣔデࣝを用いて.Hn&o0ᮍⓏ㘓者に対する

.Hn&o0用者のࢨࣁーࢻ比࠾よࡧ���ಙ㢗༊㛫

を求めたࠋ年௦・性ู・ᡤᒓ健保・201�年ᗘの

健診⤖ᯝ（%0,・/'/ࣞࢥスࣟࢸーࣝ・⦰期⾑

ᅽ・+E$1F）をඹኚ㔞に用いたࠋ.Hn&o0用者

は201�年ᗘの.Hn&o0用月ᩘにᛂࡌて1-�ࣧ

月用者12ࣧ-�ࠊ月用者ࠊᮍ用者のࣛࣝ࣋

をしたࠋ.Hn&o0ᮍⓏ㘓者に対する1-�ࣧ月

用者12ࣧ-�ࠊ月用者ࠊᮍ用者のࢨࣁーࢻ

比����ಙ㢗༊㛫�はࡑれࡒれ0.8�ࠊ�0.�0-1.�0�

�.0ࠊ��0.21-0.8�0.42��0.�1-1.28�であࡗたࠋ

.Hn&o0を�ࣧ月以ୖ用するとࢨࣁーࢻ比が

有ពに1をୗᅇる⤖ᯝとなࡗたࠋ 

【今ᚋのㄢ題】限られた対㇟に࠾ける▷期的

なຠᯝであり限⏺はあるࡶのの7&,ࠊを用いた

健ᗣቑ進サービスの⥅⥆用と⏕活⩦័病ண

㜵ຠᯝについて୍定のຠᯝを♧したࠋ今ᚋより

ヲ⣽なศᯒや.Hn&o0のどの機能が⏕活⩦័病

ண㜵にᐤしているのかの㏣究がㄢ題であるࠋ

（E-mail；r\uji.maWVuVhima@GHna.Fom） 

【2#�】

− 88− − 89−



事ᴗሙに࠾ける㐠動動動のྲྀり⤌ࡳの୰᩿のᐇែと関連要ᅉ

㔠᳃ۑ
かなࡶり

 ᝅ
さとる

（東京ዪᏊ医科大学┳護学部ࠊ東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野）ࠊ 

ᕝཪ⳹௦（東京大学医学部ᒓ病院 22ୡ⣖医療ࢭンター）ࠊ ᕝཪ⳹௦（東京大学医学部ᒓ病院 22ୡ⣖医療ࢭンター）ࠊ ᕝཪ⳹௦（東京大学医学部ᒓ病院

⏥ᩫ⿱Ꮚ（᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋ యຊ医学研究ᡤ）ࠊᴋ本┿⌮（୕化学ᰴᘧ会社） 

【⥴ゝ】㏆年ࠊ事ᴗሙに࠾ける㐠動のྲྀり⤌

は⏕活⩦័病のண㜵や高齢化対策として㔜ࡳ

要ᗘが高まࡗているࠋ㐠動はಶ人で行うよりࡶ

㞟ᅋで行ࡗた方が⥅⥆しやすくࠊ健ᗣのᵝࠎな

ഃ㠃にຠᯝ的であるࡇとが♧၀されているࡑࠋ

のためࠊ㞟ᅋを対㇟とした㐠動のྲྀり⤌ࡳを୰

᩿さࡎࡏに⥅⥆していくࡇとが必要であるࡑࠋ

ける㐠動のྲྀ࠾事ᴗሙにࠊで本研究の┠的はࡇ

り⤌ࡳの୰᩿に関連する要ᅉを᫂らかにする

 ࠋととしたࡇ

【方法】201� 年ᗘの東京ドๆྲྀᘬᡤの୍部ୖ

ሙᴗのうࠊࡕᚑᴗဨᩘ�0 ྡ以ୖの ��2�� 社

を対㇟としたࠋ㒑㏦法による㉁ၥ⣬ㄪᰝを行いࠊ

ᐄඛはྛᴗのࠕᚑᴗဨの健ᗣ⟶⌮や健ᗣ࡙く

りのᢸᙜ者ࠖとしたࠋㄪᰝ項┠はᴗのᴗ✀ࠊ

事ᴗሙのᡤ在地ࠊᴗつᶍࠊ事ᴗሙつᶍࠊ事ᴗ

ሙの⏘ᴗ医・┳護職のᏑ在ࠊᅇ⟅者の職✀ࠊ次

年ᗘ以降に⥅⥆できなかࡗた㐠動のྲྀり⤌ࡳ

のᏑ在やࡑのෆᐜ࠾ࠊよࡧ事๓のンタビࣗー

ㄪᰝからᢳฟした㐠動のྲྀり⤌ࡳの୰᩿に関

連する 1� 要ᅉの状況としたࡇࡇࠋでの㐠動の

ྲྀり⤌ࡳとはࠕࠊᚑᴗဨがయを動かすようにな

るࡇとを┠的としたࠊ年1ᅇ以ୖの㞟ᅋに対す

るാきかけ（㸸࢛࢘ー࢟ンࣕ࢟ࢢン࣌ーンࠊ

య᧯教ᐊࠊ㐠動会など）ࠖと定⩏したࠋゎᯒは

ྛ項┠についてグ㏙統ィを⟬ฟしたࠋ 

【⤖ᯝ】対㇟のうࡕ 41� 社からᅇした（ᅇ

⋡ につࡳ⤌㐠動のྲྀりࠊࡕのうࡑࠋ（��.12

いて୰᩿したࡇとがあるとᅇ⟅した �0 社（ᅇ

⟅ᴗの 12.0�）をゎᯒ対㇟としたྛࠋᒓ性で⟅ᴗの 12.0�）をゎᯒ対㇟としたྛࠋᒓ性で⟅ᴗの 12.0�）をゎᯒ対

最ࡶከかࡗたのはࠊᴗ✀では〇㐀ᴗ �� 社ࠊᡤ

在地では関東地方 24 社ࠊᴗつᶍでは 1�000

人以ୖ �� 社ࠊ事ᴗሙの⏘ᴗ医は㠀常のࡳい

るのが�2社ࠊ事ᴗሙに┳護職がいるのは40社ࠊ

ᅇ⟅者は┳護職が22社であࡗたࠋ 

 ⥅⥆できなかࡗた㐠動のྲྀり⤌ࡳには࢛࢘ࠊ

ー࢟ンࢢ・Ṍ行に関するࣕ࢟ン࣌ーン等12社ࠊ

యຊ 定� 社ࠊ㐠動会� 社などがᣲࡆられたࠋ

㐠動のྲྀり⤌ࡳの୰᩿に関連する 1� 要ᅉの状

況でᖹᆒⅬ（� Ⅼ‶ⅬでⅬᩘが高いどヱᙜ）

が高かࡗたのはࠕண⟬がῶࡗた �ࠖ.�8Ⅼࠕࠊຠ

ᯝを評価していなかࡗた �ࠖ.0�Ⅼࣛࢢࣟࣉࠕࠊ

化したࣜࢿン࣐が࣒ �ࠖ.00Ⅼࠕࠊᚑᴗဨのཧຍ

⋡がపかࡗた 2ࠖ.�8Ⅼࠕࠊཧຍ者の⥅⥆⋡がప

かࡗた 2ࠖ.�8Ⅼの㡰であࡗたࠋ୰᩿の୍␒の⌮

⏤ではࠕண⟬のၥ題・๐ῶࠖが 12 社と際立ࡗ

てከくᣲࡆられたࠋ 

【⪃ᐹ】ࡇれまでಶ人の㐠動の୰᩿に関連す

る要ᅉは検ウされてきたࡶののࠊ事ᴗሙの㐠動

のྲྀり⤌ࡳの୰᩿要ᅉに関してはᡃࠊ が▱るࠎ

限りではึめての研究であるࠋ୰᩿に関連する

要な要ᅉとしてண⟬がありࠊ㔠㖹的ࢥスࢺが

大きいྲྀり⤌ࡳは୰᩿しやすい可能性が高いࠋ

またࠕࠊຠᯝを評価していなかࡗたࡇと やࠖࣉࠕ

化したࣜࢿン࣐が࣒ࣛࢢࣟ の要ᅉとしୖࠖࡶ

てあࡆられて࠾りࠊ次年ᗘにさらにຠᯝ的なྲྀ

り⤌ࡳをᐇするためには 3'&$ サࣝࢡを╔

ᐇにᅇすࡇとが必要であるࠋ 

【⤖ㄽ】㐠動のྲྀり⤌ࡳが୰᩿する⌮⏤にはࠊ

≉にண⟬やຠᯝの評価が関連しているかࡶし

れないࠋ୰᩿さࡏないためにはࠊあまりண⟬を

かけࡎにできるྲྀり⤌ࡳを検ウしたりྀྲࠊ り⤌

ていくࡆとで次年ᗘにつなࡇの評価をするࡳ

 ࠋとがᮃまれるࡇ

（E-mail；Nanamori.VaWoru@WZmu.aF.jp）
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⢾ᒀ病እ᮶でᥱຊをはかる̿サࣝࣝࣜࣞࣇ・ࢽ࣌ࢥをつくらない

ᝈ ー

ୖۑ
いのうえ

ᮒ
あけ

ᐿ
ࡳ

 （ୖ診療ᡤࡤࢁࡦのࢇらࡱ）

【⥴ゝ】᪥本の⢾ᒀ病人口はࡰ㢌ᡴࡕと

なり人ᕤの高齢化をうけて高齢⢾ᒀ病ᝈ

者の⟶⌮が大きなㄢ題となࡗているࠋ療

ෆᐜに࠾いてࡶンスࣜン࠾よࡧンス

ࣜンศἪ⸆がయであࡗたࡶのがࡇのᩘ

年ンࢳࣞࢡン〇や㹑㹅㹊㹒㸰㜼害⸆

のฟ現で大きくኚ化しているࠋ最㏆のഴ向

では⢾ᒀ病ᝈ者のᚰ⾑⟶Ṛはῶ少して࠾

りኚࡗࢃてឤᰁṚ（యຊపୗによる）が

ὀ┠されて࠾り高齢⢾ᒀ病ᝈ者ࣀサࣝࢥ

をどう㜵Ṇするかが⢾ᒀࣝࣜࣞࣇ・ࢽ࣌

病እ᮶に࠾ける療㣴指ᑟの要なࢸー࣐

となりつつあるࠋ【方法】ᙜ診は㛤タ�年

を㏄えた⢾ᒀ病専㛛እ᮶を≉ᚩとするᑠ

つᶍ診療ᡤであるࠋ現在定期⟶⌮をࡇ࠾な

ࡕのうࡑࠊている⢾ᒀ病ᝈ者早く�00ྡࡗ

⬡⫫⫢・⺮ⓑᒀを含៏ࡴ性⭈⮚病・៏性ᚰ

不全をࡶつࡶの180ྡに㹑㹅㹊㹒㸰㜼害⸆

をే用しているࠋᚑ᮶య⤌成ィによる➽⫗

㔞をཧ⪃にサࣝࢽ࣌ࢥ㜵Ṇの指ᑟを࠾

てきたが㹑㹅㹊㹒㸰㜼害⸆にኪỈࡗなࡇ

ศపୗによるㄗᕪࡶかࢇがえられるため

201� 年はࡌめから全㌟の➽⫗㔞をᫎす

るといࢃれるᥱຊ 定をとりいれたࠋ 

【⤖ᯝ】4 か月にࢃたるእ᮶診療でᥱຊ 

定がᐇできていたのは⣙༙ᩘであࡗたࠋ

య⬡⫫ィによる➽⫗㔞の 定୍ࡶ定のഴ

向はぢいࡏࡔなかࡗたࠋ➽⫗㔞を᥎定する

にはព㆑的で定的な 定のᕤኵが必要

とࢃࡶ࠾れたࠋᥱຊ 定はᩘか月の経㐣で

あるが⯆῝いᛂがࡳられたࠋ・ス࣏ー

経㦂者がయຊపୗをᐇឤして⮬ら⏦࿌ࢶ

されたࠋ・ᕥྑᕪの⌮⏤から職歴や病歴が

つかめたࠋ・ᖹᆒኪࡦくかࡗた方が2ᅇ┠

に大きく改ၿしていたࡇとが┦ᙜᩘࡳら

れたࠋ・ᥱຊ㸰㸮㹩㹥をษるᙜたりから࣌

を⊂ຊであけられないかたがࣝࢺ࣎ࢺࢵ

ࠋられたࡳく࠾࠾

【⪃ᐹ】ᥱຊ 定は᪥常እ᮶でẼ㍍にとり

くめる 定法であるがព㆑的なྲྀり⤌ࡳ

をしないと�以ୖのᝈ者データをᚓるࡇ

とはࡴつかしくィᩘ的な➽⫗㔞のᢕᥱは

ᅔ㞴であࡗたࡇࡇࠋのに࠾いてはయ㔜

య⤌成ィによる㌟యデータ以ୖに関ᚰを

ᣢつ人がከく➽⫗をつけయຊをつけるた

めの㣗事のとりかたや㐠動のྲྀり⤌ࡳ

を┿にきいていたࡔけたࠋᮅに᳜≀性⺮

ⓑを୍ရࡩやすᩘࠊศのスࢳࢵࣞࢺを㣗ᚋ

にᐇ㊶するなどᐇ行されているሗ࿌がࡩ

えてきているࠋ【⤖ㄽ】⢾ᒀ病እ᮶に࠾け

るᥱຊ 定はᝈ者の⮬ศのయຊや➽ຊを

事ᨾ࣓ーࢪするୖでࢃかりやすい方法

でありサࣝࢽ࣌ࢥをࢸー࣐にした療㣴

指ᑟを行うには有用であると⪃えるࠋ

（E-mail；aNHmi8�poran@gmail.Fom） 

【2#�】
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         大 ⏕のࣝ࣊ ᢥ

⣽ۑ
いࡑ

 㝧Ꮚۑ⣽ 㝧Ꮚۑ⣽
ようࡇ

 Ⲩᮌ⿱Ꮚ（九州ዪᏊ大学）ࠊ

【⥴ゝ】

大学⏕のࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーを健ᗣ教⫱・専㛛

教⫱の୰で高めるような教⫱を行ࡗていくࡇ

とを┠的にࠊ大学⏕のࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーの現状

をㄪᰝしたࠋあࡏࢃてࠊሷศᦤྲྀに関連する㣗

ရᦤྲྀについてㄪᰝしたࠋ 

【方法】

 福ᒸ┴の⚾立大学に࠾いて経῭学部の教㣴

科┠（ཷ講⏕148ྡ）ࠊ⟶⌮ᰤ㣴士㣴成ࢥース

専㛛科┠（��ྡ）を対㇟としたࣝ࣊ࠋスࣜࣛࢸ

ーについてはࢩ +/6-E8-44� ᪥本ㄒ∧を用いࠊ

⮬ศにとࡗて㞴しいとᛮうかをᅇ⟅さࡏたࠋ

（1㸸とてࡶ⡆༢2ࠊ㸸やや⡆༢ࠊ�㸸やや㞴し

い4ࠊ㸸とてࡶ㞴しい）㣗ရᦤྲྀについてはࠊ

ᅵᶫらのሷศࢩࢡࢵ࢙ࢳーࢺにᦤྲྀ㢖ᗘをࠊ最

ࠋたࡏ㸱㹼㸲ẁ㝵でᅇ⟅さࠊのを0としࡶపいࡶ

【⤖ᯝ】

ーᚓⅬのᖹᆒは経῭学部ࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ ࠊ�.2

ᰤ㣴学科2.4でࠊ୧学科に大きなᕪはなかࡗたࠋ

୧学科の学⏕とࡶ健ᗣሗの入ᡭࠊ健ᗣሗの

⌮ゎࠊ健ᗣሗの評価ࠊ健ᗣሗの活用の୰で

はࠊ健ᗣሗの評価の能ຊがపかࡗたࣝ࣊ࠋス

ンの㸱つࣙࢩーࣔࣟࣉスࣝ࣊ࠊ病ண㜵ࠊࢣ

の㡿域とࡶにྠࡌഴ向がࡳられたࠋ最ࡶ㞴しい

というᅇ⟅がከかࡗた項┠はࠕ療法が」ᩘあ

るࡑࠊれࡒれの長ᡤと▷ᡤをุ᩿するのはࠖ

やูࠕࠊの医師から࢝ࢭン࢜ࢽࣆ࢜・ࢻン（

医以እの医師のពぢ）をᚓる必要があるかど

うかをุ᩿するのはࠖというࡶのであࡗたࠋ 

୧学科で大きくᕪのある項┠はࠕࠊ⥭ᛴに

ᩆᛴ㌴をࡪのはࠖでࠊ経῭学部の学⏕の健ᗣ

ሗの活用の能ຊが高かࡗたࠋᰤ㣴学科の方が

能ຊの高い項┠はࠕẼになる病Ẽの状に関す

るሗをぢつけるのはࠖやࠕண㜵᥋✀が必要な

⌮⏤を⌮ゎするのはࠖであࡗたࠋ 

ሷศᦤྲྀのᚓⅬについては⟶⌮ᰤ㣴士㣴成

経῭学部は1�でᰤ㣴学科の方がሷࠊース11ࢥ

ศᦤྲྀ㔞はపいഴ向であࡗたࠋ୧学科でᕪが大

きかࡗた項┠はࠕₕ≀ࠊᱵᖸしなどࠖࡕࠕࠊく

などの⦎り〇ရࡇࡰかまࠊࢃ ࠊの㛤きࢪࠕࠊࠖ

ሷ㩬などࠖのᦤྲྀ㢖ᗘの項┠であࠊᖸしࢇりࡳ

ていᐙᗞのけはእ㣗と比ࠕࠊまたࠋたࡗ

かがですか とࠖいう項┠ࡶ⟶⌮ᰤ㣴士ࢥースで

は0.�経῭学部では1.�とᕪが大きかࡗた୍ࠋ

方ࠊ୧社でᕪがあまりࡳられなかࡗた項┠はࠊ

などࣉスーࠊỒࡑࡳࠕ ࠊかき࠾ࠊいࢇࡏࠕࠊࠖ

ኤ㣗でእ㣗やࠕࠊスࠖのᦤྲྀ㢖ᗘࣉࢵࢳࢺࢸ࣏

 ࠋたࡗ⳯を用しますかࠖの項┠であ࠾

【⪃ᐹ】 

全యとしてࠊ▱㆑がᚓられてࡑࠊࡶの▱㆑を

活用してよいのかุ᩿するຊがᙅいഴ向があ

るࠋ活用経῭学部の学⏕はス࣏ーࢶᚿ向の⏨Ꮚ

学⏕がከく1ࠊ㹼2年⏕がయであり୍ࠊ 方で⟶

⌮ᰤ㣴士ࢥースの学⏕は㸱年⏕の専㛛科┠の

学⏕であるためࠊ▱㆑ࡑのࡶののᕪはあるがࠊ

経῭学部ࢁしࡴーはࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ 1㹼㸰年⏕

の方で高かࡗたࠋ健ᗣሗを活用して行動に⛣

すというࡇとに࠾いてス࣏ーࢶ系の部活動を

行う学⏕⏕活がᙳ㡪している可能性があるࠋ 

【⤖ㄽ】

 大学⏕のࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーは健ᗣに関する

▱㆑があるࡇととはูの要⣲が大きくࠊỗ用的

なスࣝ࢟をつけるࡇとと並行して健ᗣ教⫱を

行う方向性がᮃましいと⪃えられるࠋ 

（E-mail；hoVoi@NZuF.aF.jp） 

【2$1】
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ዪ か

�か年か年か年か年か年年の⦪᩿ㄪ᩿ㄪ᩿ㄪ᩿ㄪ᩿ㄪㄪᰝ⤖ᯝに基࡙く関連要ᅉの検ウ

ᕳ➟ࠐ
かさまき

⣧୍
ࡕいࢇࡹࡌ

（᪂₲大学），➟ཎ㈡Ꮚ（長野┴立大学）

【⥴ゝ】㏆年，㣗⏕活をྲྀりᕳく社会⎔ቃの

ኚ化にకい，ᮅ㣗欠㣗⋡のቑຍ，野⳯のᦤྲྀ㔞

の不足等がぢཷけられ，健ᗣのᙳ㡪が៧៖さ

れているࠋ➨�次㣗⫱᥎進基本ィ⏬に࠾いては，

ⱝいୡ௦を୰ᚰとした㣗⫱の᥎進が㔜Ⅼㄢ題

の୍つに定められ（㎰ᯘỈ⏘┬，201�），ⱝ年

ᒙの㣗教⫱・⎔ቃの改ၿがᛴົとされているࠋ

られࡳで，本研究は，大学入学ᚋの学⏕にࡇࡑ

るᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞のኚ化に関連する要ᅉを検

ウするࡇとによࡗて，健ᗣ的な㣗⏕活を⥔ᣢす

るための健ᗣ教⫱に㈨するࡇとを┠的としたࠋ

【方法】201� 年 � 月㹼2018 年 11 月の㛫に �

ᗓ┴4大学の学⏕を対㇟に㣗⏕活等に関する

ンࢣーࢺㄪᰝ（� 件法によるࣜ࢝ࢵーࢺᑻᗘを

用いて1㹼�Ⅼを㓄Ⅼ）をᐇしたࠋ�か年（1

学年㹼�学年）にࢃたり，ᅇ⟅に欠ᦆのない81

人（ዪᏊ）を有ຠᅇ⟅としたࠋㄪᰝෆᐜは，ᰤ

㣴⣲等ᦤྲྀ状況のか，እ㣗ᦤྲྀ，ᮅ㣗欠㣗，

㣗ရᦤྲྀ，㛫㣗等，国Ẹ健ᗣ・ᰤࢺンスタン

㣴ㄪᰝ（ཌ⏕ປാ┬，2018）に࠾いてྲྀりୖࡆ

られ，ᰤ㣴⣲等ᦤྲྀとの関連が♧၀されている

㣗行動関連要ᅉについて，� か年のኚ化をศᯒ

したࠋ統ィゎᯒは，.olmogoroY-6mirnoYのṇつ

性の検定，:ilFo[on 6ignHG 5anNV 7HVW，

6pHarmanの㡰┦関ಀᩘ検定を用いたࠋ有ពỈ

準は，�㸣としたࠋな࠾，�か年のከ㔜比較には，

%onIHrroni の不等ᘧにᚑい，有ពỈ準を

1.��㸣に⿵ṇしたࠋຠᯝ㔞のุ定には，&ohHn

（1��2）のㄽᩥをཧ↷したࠋな࠾，本研究は，

人を対㇟とする研究等⌮ᑂᰝጤဨ会（᪂₲大

学）のᢎㄆをᚓて行ࢃれたࠋ 

【⤖ᯝ】�つの基♏㣗ရ⩌（ձたࡥࢇく㉁がከ

く，ࡶ࠾に➽⫗や⾑ᾮになる㣗ရ，ղ࢘ࢩࣝ࢝

がከく，㦵や歯をつくる㣗ရ，ճⰍの⃰い野࣒

⳯で，ビタ࣑ン，ࣝࣛࢿ࣑がከい㣗ရ，մⰍの

うすい野⳯やᯝ≀で，ビタ࣑ン，ࣝࣛࢿ࣑がከ

い㣗ရ，յ✐㢮やࣔ㢮で，⢾㉁がከい㣗ရ，

նἜ⬡〇ရで，⬡㉁がከい㣗ရ）を�か年で比

較すると，ࠕビタ࣑ン・ࣛࢿ࣑ （ࣝ⥳㯤Ⰽ野⳯）ࠖ

に࠾いて，1年と�年に有ពᕪをㄆめ（ p 

  .012），学年のୖ᪼にకいᦤྲྀᚓⅬがపୗす

るഴ向が᫂らかとなࡗた（ຠᯝ㔞は，0HGium ）ࠋ

ᮅ㣗欠㣗ࠖは，1年と�年ࠕ，እ㣗ᦤྲྀࠖࠕ

に有ពᕪをㄆめた（ྛࠎ，p   .002，p 

ᮅ㣗欠㣗ࠖは，1年と2年にࠕ，（001. �

有ពであり（ p   .00�），㢖ᗘのቑࡶいて࠾

ຍが☜ㄆされた（ຠᯝ㔞はྛ0，ࠎHGium，/argH，

/argH）ࠋᮅ㣗欠㣗⌮⏤は，ࠕᮅは㣗ḧがないࠖ

が1年と2年，1年と�年に（ྛࠎ，p 

  .001，p   .011），ࠕᮅ㣗をྲྀる㛫がない ，ࠖ

㉳ᗋ้が㐜いࠖのࠕ，ᮅ㣗の用ពが㠃ಽࠖࠕ

� 項┠が 2 年と � 年（ྛࠎ，p   .002，p 

  .00�，p   .00�），1年と�年に有ពᕪ

をㄆめ（ྛࠎ，p � .001），学年のୖ᪼にకい，

れらの要ᅉを⌮⏤とする欠㣗㢖ᗘがቑຍしࡇ

たࠋまた，2，�年のᰤ㣴⣲等ᦤྲྀྜィᚓⅬと

ᮅ㣗欠㣗ᚓⅬに有ពな┦関関ಀをㄆめた（ྛࠎ，

rV   .�48，rV  ࠋ（��4.  

【⪃ᐹ】大学入学ᚋ，進⣭にకいእ㣗ᦤྲྀ・

ᮅ㣗欠㣗㢖ᗘがᚎࠎにቑຍし，⥳㯤Ⰽ野⳯等，

ビタ࣑ン・ࣝࣛࢿ࣑を含ࡴ㣗ရのᦤྲྀ㔞పୗに

ᙳ㡪をえている可能性が⪃えられたࠋ 

【⤖ㄽ】大学⏕≉有の㣗⏕活のれの要ᅉを

ゎ᫂し，大学進学以๓から，ࡑの対策をぢ㏻し

た健ᗣ教⫱を᥎進する必要があるࠋ 

（E-mail；jNaVamaNi@HG.niigaWa-u.aF.jp）

【2$2】
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教 のࣂーンࢺ࢘と࣏ 要ᅉとの 性
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（⟃Ἴ大学大学院人㛫⥲ྜ科学研究科） 

【⥴ゝ】ᩥ部科学┬による10年ࡪりの教ဨ

ົᐇែㄪᰝ（ᖹ成 28 年ᗘ）によりࠊいࡎれの

職✀ࠊ年齢㝵ᒙに࠾いてࡶ教師のົ㛫のቑ

ຍが᫂らかとなࡗたࠋົ㛫のቑຍにより࣓

ンタࣝࣝ࣊スのᝏ化がᠱᛕされるࠋスࣞࢺス

ᛂとして௦⾲的なࡶののࡦとつにࣂーン࢘

�4�1� rHuGHnEHrgHr(ࠋがあるࢺ�はࠊ⮬㌟のྠ

がエࢠࣝࢿーをኻいࠊあたかࡶ⇞えᑾきたよ

うになるᵝᏊをࣂーンࢺ࢘と⾲現したࠋ本研

究では教師のࣂーンࢺ࢘に対してࢸࢪ࣏

つのかをࡶなᚰ⌮要ᅉがどのように関連をࣈ

᥈⣴的に᫂らかにするࡇとを┠指すࠋ 

【方法】ᑠ学ᰯの教師 148 �ྡ⏨性 �� ዪࠊྡ

性 �1 ྡ）を対㇟に㉁ၥ⣬ㄪᰝをᐇしたࠋ㉁

ၥ⣬のᵓ成はࠊձ࢙ࣇスࢩーࠊࢺղスࢵࣞࢺ

サー㸸教師の職ᴗスࢵࣞࢺサーᑻᗘ�高ᮌ・⏣

୰�200��ࠊճࣂーンࢺ࢘（以ୗ%2ࠊ）㸸

0%,-*6�0aVlaFh� HW al�1���・北ᒸら�2004�ࠊ

մ࣡ーࢡ・エン࣓ࢪࢤンࢺ（以ୗࠊ:E）㸸8:E6--

（6hima]u HW al�2008）ࠊյ㤳ᑿ୍㈏ឤぬ（以

ୗ62ࠊ&）㸸62&-1��ᒣᓮら�2001）としたࠋ 

【⤖ᯝ】1�性ᕪ㸸ྛᑻᗘᚓⅬについて⏨ዪで

有ពなᚓⅬᕪはࡳられなかࡗたࠋ 

2�ྛᑻᗘᚓⅬと%2との┦関㸸%2についてࠊ⑂

ᘢឤと࣒ࢬࢩࢽࢩはᚓⅬが高いとࠊまた職ົຠ

ຊឤのపୗはᚓⅬがపいと%2ࠊの⛬ᗘが強いと

ゎ㔘されるࠋスࢵࣞࢺサーはࠊ⑂ᘢឤとࢩࢽࢩ

♧に対して୰から比較的強いṇの┦関を࣒ࢬ

したࠋ:Eの活ຊと⇕ពはࠊ⑂ᘢឤཬࢬࢩࢽࢩࡧ

職ົຠຊឤのపୗにࡧに対して㈇の┦関ཬ࣒

対してṇの┦関を♧した62ࠋ& の有ពឤࠊは

%2 の全ての項┠に対して୰㹼比較的強い┦関

を♧したࠋなࡇࠊ࠾れらの┦関の強さはࠊ性ᕪ

により㐪いがࡳられたࠋ 

�）%2 を┠的ኚᩘとした㔜ᅇᖐศᯒ㸸⑂ᘢឤࠊ

職ົຠຊឤを┠的ኚᩘとする㔜ᅇࠊ࣒ࢬࢩࢽࢩ

ᖐศᯒをスࢬ࣡ࣉࢵࢸ法にてᐇしたࠋ⑂ᘢ

ឤと࣒ࢬࢩࢽࢩに対して有ពឤのᶆ準೫ᅇ

ᖐಀᩘが有ពとなࡗたࠋ職ົຠຊឤに対してࠊ

⏨性では⇕ពのࠊࡳ全యとዪ性では⇕ពとᢕᥱ

可能ឤのᶆ準೫ᅇᖐಀᩘが有ពとなࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】:E の活ຊと⇕ពはࠊ⑂ᘢឤཬࢽࢩࡧ

職ົࠊとは୰⛬ᗘ㹼比較的強い㈇の┦関࣒ࢬࢩ

ຠຊឤのపୗとは୰⛬ᗘ㹼比較的強いṇの┦

関を♧した୍ࠋ 方でࠊἐ㢌と⑂ᘢឤ࠾よࢽࢩࡧ

ࡗ㠀常にᙅい㈇の┦関しか♧さなかࠊは࣒ࢬࢩ

たࠋἐ㢌による %2 のపῶຠᯝは限定的である

可能性があるࠋἐ㢌は事にエンࢪࢤするに

あたࡗては㔜要な要⣲であるがࠊ㐣ᗘのἐ㢌は

⑂ᘢឤや࣒ࢬࢩࢽࢩを高め࣡ー࣒ࢬࣜ࣍࢝の

状ែから%2に⮳る可能性ྰࡶ定できないためࠊ

࣡ーࣛࣂࣇࣛࢡンスを⪃៖しつつ :E 向ୖに

向けたྲྀ⤌が求められるࠋまた62ࠊ& の୰では

有ពឤは62& ののୗᅉᏊより%2ࡶ に対

して強い┦関を♧したࠋ更にࠊ全యとዪ性に࠾

いては࣒ࢬࢩࢽࢩをࠊ⏨性に࠾いては⑂ᘢឤを

ணしていたࠋ教師がᴗົのࡶつពを༑ศに

⌮ゎし有ពឤが向ୖするࡇとが࣓ࠊ ンタࣝ࣊

ࣝス改ၿにつながる可能性が♧၀されたࠋ 

【⤖ㄽ】ࣈࢸࢪ࣏なᚰ⌮要ᅉとしての:Eと

62&の向ୖがࠊ教師の%2をపῶする可能性が♧

၀されたࠋ 

（E-mail；V18�0��0@V.WVuNuEa.aF.jp）
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እ᮶ヨ᮶ヨ᮶ヨ㣗ヨ㣗ヨ㣗㣗ヨ㣗ヨ㣗㣗教ᐊに࠾ける⏕活⩦័の改ၿとࡑの有ຠ性評性評性評評価のヨࡳ

▮ᆏឡ▼ࠊ大すᘯኴ㑻1ۑ బ⸨⨾ḷࠊἨᮒ㡢1ࠊ   

�1㒆ᒣዪᏊ大学・ᐙᨻ学部・㣗≀ᰤ㣴学科・⮫ᗋ医学研究ᐊ� 㒆ᒣዪᏊ大学・ᐙᨻ学部・㣗≀ᰤ㣴学科・⮫ᗋ医学研究ᐊ� 㒆ᒣዪᏊ大学・ᐙᨻ学部・㣗≀ᰤ

【⫼ᬒ・┠的】㏆年ࠊ⏕活⩦័病ᝈ者ᩘ

はቑຍの୍㏵を㎺ࡗて࠾りࠊ⏕活⩦័病ᝈ

者の教⫱指ᑟは┈ࠎ㔜要視されているࠋ⏕者の教⫱指ᑟは┈ࠎ㔜要視されているࠋ⏕者の教⫱指ᑟは┈ࠎ㔜要

活⩦័病療の最大の≉ᚩはࠊ㣗事療法ࠊ

㐠動療法࠾よࡧ⸆≀療法などをᝈ者⮬㌟

がయ的にᐇ行するࡇとであるࡇࠋれを⮬

ᕫ⟶⌮あるいは⮬ᕫ⟶⌮行動�VHlI-FarH 

EHhaYior�とࢇで࠾りࠊᝈ者⮬㌟あるい

はᝈ者ᐙ᪘がᝈと療法に関する༑ศ

かつ㐺ษな▱㆑とᢏ術をᣢつ必要があるࠋ

ᰤ㣴士による⌮⟶ࠊの㔜要なᡭẁとしてࡑ

እ᮶ᰤ㣴指ᑟがከくのタでᐇされて

いるࢡࢵࢽࣜࢡࠋりかࢃ�以ୗࠊᙜࣜࢡ

⌮⟶・医師・┳護師ࠊࡶいて࠾に�ࢡࢵࢽ

ᰤ㣴士・⸆師・⮫ᗋ検ᰝᢏ師࠾よࡧ⌮学

療法士によるࠕ⏕活⩦័病改ၿࢳー࣒ࠖを

⤌⧊しࠊ入院・እ᮶・在宅にࢃたり୍㈏し

たᝈ者の⮬ᕫ⟶⌮ᨭを行なࡗているࠋま

たࠊᝈ者がయ的に療を進めるためにはࠊ

ᝈ者⮬㌟の行動ኚᐜをᢕᥱするࡇとがス

タࣇࢵとしては㔜要となるࡑࠋのためࠊ行

動ኚᐜスࢸーࣔࢪデࣝを用いて࢝ࠊンࣇ

ࣞンスにྛスタࣇࢵが評価を行なࡗて

いるࠋ今ᅇࠊ今ᚋの指ᑟにᙺ立てるࡇとを

┠的としてእ᮶ヨ㣗教ᐊཧຍ者と不ཧຍ

者との㛫でྛ✀࣓ࣛࣃータの検ウを行な

 ࠋたのでሗ࿌するࡗ

【ᮦᩱ・方法】ᙜࢡࢵࢽࣜࢡにእ᮶㏻ᡤ

୰でありࠊእ᮶ヨ㣗教ᐊに2年以ୖ⥅⥆的

にཧຍしている用者を対㇟としたࠋᙜࢡ

እ᮶ヨ㣗教ࠊにእ᮶㏻ᡤ୰でありࢡࢵࢽࣜ

ᐊにはཧຍしていない用者を対↷とし

たࠋ指ᶆとしてはࠊに⮫ᗋ検ᰝ成⦼を用

いたࠋ 

【⤖ᯝ・⪃ᐹ】እ᮶ヨ㣗教ᐊཧຍ者は不

ཧຍ者に比ࠊH*)5�᥎定⣒⌫యℐ㐣⋡�の

పୗが⦆やかであるഴ向がㄆめられたࠋ

の್についてははࡗきりとしたഴ向はㄆ

められなかࡗたࠋ以ୖの⤖ᯝよりࠊእ᮶ヨ

㣗教ᐊによる⏕活⩦័病の改ၿあるいは

進行を㣗いṆめるというຠᯝはஈしいと

⪃えられたࠋやはり長年の⩦័をኚえるࡇ

とはᐜ᫆ではないࡑࠋのため⥅⥆的なᨭ

が必要でありࠊ入院・እ᮶・在宅にࢃたり

してࡑࠊとࡇのない指ᑟを⥅⥆する┠ࡂ⥅

スタࣇࢵ㛫の連携がよりⰋいサービスに

不可欠であるࡇとが♧၀されたࠋ

（E-mail；NooniVhi@NoWo.Npu-m.aF.jp）
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の+,9ឤ の

ཧຍຍຍ⥅⥆⥅⥆⥅⥆⥆⥅⥆⥅⥆⥅⥆⥅⥆⥆によるᨭ成ᯝ

地ஂۑ
く ࡕ


い

ᑑ
とし

ဢ
や

（1㸸社会福祉法人はࡤたき福祉事ᴗᅋ）ࠊᰠ❶Ꮚ（1㸸社会福祉法人はࡤたき福祉事ᴗᅋ）ࠊᰠ❶Ꮚ（1㸸社会福祉法人はࡤたき福 （1 

ᒾ野㔛（1ࠊ大ᖹ⨾（1

【┠的】+,9 ឤᰁ⾑病ᝈ者（以ୗᝈ者）はࠊ

+,9 ឤᰁによる病ែの進行と高齢化がຍ㏿し

て࠾りࠊከくが⾑病性関⠇障害のၥ題をᢪえ

ているࠋ動けなくなࡗたሙྜの不Ᏻは大きくࠊ

᪥常活動性のపୗや㏻院ᅔ㞴にࡶ┤⤖するၥ

題をᢪえているࡇࠋうしたᝈ者のኌからࠊ⮬㌟

の関⠇状ែのᢕᥱと㐠動機能の⥔ᣢ・向ୖを┠

的にࣁࣜࠊビࣜࢸーࣙࢩンຮ強会・検診会がጞ

まりࠊẖ年⥅⥆ᐇしているࠋ 

【活動（事ᴗ）ෆᐜ】ࣜࣁビࣜຮ強会・検診会

はࠊ最᪂の⾑病療の講⩏ࠊ㐠動機能の 定ࠊ

㸿㹂㹊の┦ㄯ等からなるࠋさらにࠊᨭ成ᯝを

評価するためࠊᝈ者‶足ᗘ等をᢕᥱするための

ᙜ᪥ンࢣーࢺをᐇしたかࠊ健ᗣ状ែや᪥

常⏕活のᢕᥱと今ᚋの⥅⥆ຠᯝを評価するた

めࠊཧຍ者に⮬グᘧ㉁ၥ⣬によるンࢣーࢺㄪ

ᰝを౫㢗しࠊᚋ᪥㒑㏦によりᅇしたࠋ 

【活動（事ᴗ）評価】今年ᗘはࠊཧຍ者が⥅⥆

ᣑ大し全国㸳ࣨᡤでのᐇࠊ⥲ཧຍ人ᩘは�2人

（現在の⏕Ꮡ⿕害者ᩘの⣙1）であࡗたࠋ᪂

たな地域でຮ強会が㛤ദされ᪂つཧຍ者をᚓ

たかࠊ検診会の⥅⥆ᐇ・ཧຍによりྛᝈ者

の関⠇状ែの年次ኚ化のᢕᥱが行ࢃれたࠋま

たࠊ⮬宅でのࣜࣁビࣜᐇのࣔ࣋ࢳーࣙࢩン向

など次的なᨭ成ᯝࠊᝈ者㛫のሗࠊୖ

があࡗたࠋᙜ᪥ンࢣーࢺの⤖ᯝはࠊᝈ者

のཧຍ‶足ᗘはࠊ๓年ᗘᐇでは全యの⣙

�が‶足とᅇ⟅ࠊ今年は⣙�が‶足とᅇ

⟅しࠊ‶足ᗘが大ᖜに向ୖしたࠋලయ的に

ᙺに立ࡗたⅬとしてはࣁࣜࠊビࣜの┦ㄯが

ᙺに立ࡗた（����㸣）とのᅇ⟅をᚓたࠋ⮬

⏤グ㏙からࠊᙺに立ࡗたⅬとしてࠊ関⠇状

ែのᢕᥱができたࡇとࣁࣜࠊビࣜࢸーࣙࢩ

ンの成ᯝがᢕᥱできたࡇと等のᅇ⟅があ

検診会の⥅⥆ᐇによるᨭ成ᯝをࠋたࡗ

⫼ᬒにࣁࣜࠊビࣜຮ強会・検診会はࠊ㛤ദ

ሙᡤがᣑ大ࠊཧຍ人ᩘࡶቑຍしࠊ今年ᗘは

全ᝈ者ᩘの⣙㸯がཧຍしているࠋཧຍ者

のቑຍの⌮⏤はࠊ関⠇障害のᝏ化により動

けなくなるࡇとの⏕活全⯡にえる不

Ᏻを㍍ῶするのに㐺したᨭであるため

と⪃えられたࠋえࠊࡤ㠐の⿵高のㄪᩚな

どはࡑのሙでṌ行の改ၿのᐇឤがᚓられࠊ

高い‶足ᗘにつながࡗている事ࡶあࡗ

たࠋ௰㛫とのὶやࠊᝈ者ᩘに対し㸱ಸ強

のスタࣇࢵが対ᛂするなどࠊከくのスタࢵ

ᕫ⫯定⮬ࠊとによりࡇからᨭをཷけるࣇ

ឤが高まるࡇとなどࡶ⌮⏤として⪃えら

れるࠋ対ᛂにᙜたࡗたスタࣇࢵの職✀ࣜࡶ

ン専㛛医のに⌮学療法ࣙࢩーࢸビࣜࣁ

士やసᴗ療法士ࠊ⩏⫥ල士などከ職✀に

Ώࡗているࠋ⾑病ᝈ者に対ᛂ経㦂のない

医療スタࣇࢵに対してࡶ㈗㔜な⥅⥆的な

学ࡧとᐇ㊶の機会となࡗているࠋ

【⤖ㄽ】ࣜࣁビࣜ検診会・ຮ強会ではࠊཧຍ者

がቑຍしࠊᝈ者にとり‶足ᗘの高い⥅⥆的なᨭ

となࡗているࠋᨭ者ࡶከ職✀・ከᩘでࠊ༠

ാしてಶูᨭにあたるࡇとによࡗてࠊᝈ者の

長期療㣴の⮬ᕫ⫯定ឤの向ୖとࠊ‶足ᗘにつな

がࡗたと⪃えられるࠋ 

（E-mail；WoVhi\a-N@haEaWaNi.gr.jp）
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ーࢪの

スタࣛࢡ ↓సⅭⅭⅭヨヨヨ㦂㦂㦂

ᑠ➟ཎࠐ
らࢃがさ࠾

 భྣࠐᑠ➟ཎ భྣࠐᑠ➟ཎ
ࡺ り

ኳ野ࠊ
あまの

 方୍ࠊኳ野 方୍ࠊኳ野
ࡕうい

ᑠᕝࠊ
ࢃが࠾

 ␃ዉ
る な

⏣福ࠊ
ࡔくࡩ

 ྜྷ
よし


はる

（ᖇ京大学大学院බ⾗⾨⏕学研究科） （ᖇ京大学大学院බ⾗⾨⏕学研究科） （ᖇ京大学大学院බ

【⥴ゝ】㏆年ࠊᡃが国での大⭠がࢇの⨯ᝈᩘ

ཬࡧṚஸᩘはⴭしくቑຍして࠾りࠊ早期Ⓨぢཬ

とがࡇணᚋ改ၿのために౽₯⾑検ᰝを行うࡧ

᥎ዡされているࠋ㒔ෆの$国Ẹ健ᗣ保㝤⤌ （ྜ以

ୗࠊ⤌ྜ）ではࠊ対㇟者に౽₯⾑検ᰝࢺࢵ࢟を

㒑㏦しཷ診をಁしているがཱྀྲࠊ 診⋡は10㸣ᮍ‶

を᥎⛣していたࠋ 

ಶ人の健ᗣព㆑や行動ኚᐜをಁす健ᗣ࣓ࢵ

てࡌ等を㏻ࢺࢵࣞࣇスターやࣜー࣏ࠊはࢪーࢭ

提供されるࡇとがከいࠋしかしࠊ大⭠がࢇの早

期ண㜵に࠾いてࠊどのような健ᗣ࣓ࢭࢵーࢪが

ᐇ際に行動をኚᐜさࡏるのに有ຠであるかを

検ウしたඛ行研究はᡃが国ではとࢇど行ࢃ

れていないࡇࡑࠋでࠊ本研究は⊂⮬にస成した

2 ✀㢮のࣜーࢺࢵࣞࣇを用いてࠊ๓向き・ࣛࢡ

スターࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂を行いࡑࠊれࡒれの

ຠᯝを検ドするࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】対㇟は‶ 40 ṓ以ୖ �4 ṓまでの⤌ྜ

ဨとࡑのᐙ᪘でありࠊ⤌ྜのᨭ部を㸯つのࣛࢡ

スターとしてࠊ全2�ᨭ部（2ࣛࢡ�スター）を

ࣛン࣒ࢲに2⩌にศけࡑࠊれࡒれの⩌に␗なる

ࣜーࢺࢵࣞࣇをῧした౽₯⾑検ᰝࢺࢵ࢟を

㒑㏦したࠋ介入⩌のࣜーࢺࢵࣞࣇは検ᰝのᐜ᫆

さやᐙィ㈇ᢸなどを強ㄪしࠊ㠀医療者にࡶ⌮ゎ

しやすくした୍ࠋ方ࠊ㠀介入⩌のࣜーࢺࢵࣞࣇ

は検ᰝの㔜要性やエビデンスࠊ健ᗣᙳ㡪などを

医療者┠⥺から強ㄪしたࠋ要評価項┠は౽₯

⾑検ᰝࢺࢵ࢟のᅇ⋡としたࠋまたࠊ性や年齢

など⤡ᅉᏊを用いてከኚ㔞ゎᯒを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】介入⩌は ��0 人ࠊ㠀介入⩌は �8� 人

であࡗた2ࠋ ⩌㛫に࠾いて性ࠊ年齢ࠊ㐣ཤの≉

定健診ཷ診歴などに㐪いはㄆめられなかࡗたࠋ

౽₯⾑検ᰝࢺࢵ࢟は18�人からᅇされたࠋᅇ

⋡は介入⩌ཬࡧ㠀介入⩌で有ពなᕪはㄆめ

られなかࡗた（介入⩌88人�22.���ࠊ㠀介入⩌

101 人�2�.���ࠋ（0.2�8 3ࠊまたࠊከኚ㔞ゎᯒ

に࠾いてྠࡶᵝの⤖ᯝであࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】今ᅇの研究に࠾いてࠊ健ᗣ࣓ࢭࢵー

ᅇ⋡の㐪ࢺࢵ࢟の㐪いにより౽₯⾑検ᰝࢪ

いはㄆめられなかࡗたࠋຠᯝがㄆめられなかࡗ

たཎᅉとしては�つ⪃えられる1ࠋつ┠は健ᗣ

健ᗣ行動のᐇࠋの⾲グの方であるࢪーࢭࢵ࣓

行のための健ᗣ࣓ࢭࢵーࢪのゝいᅇしのኚ更

どういࠊが᥎ዡされているが（ࢢン࣑ーࣞࣇ）

が有ຠであるのかは統୍さࢢン࣑ーࣞࣇたࡗ

れていない2ࠋ つ┠は行動ኚᐜスࢸーูࢪの

本研究では⪃៖ࠊが᥎ዡされているがࢳーࣟࣉ

できていなかࡗたࡇとであるࠋ� つ┠は㐣ཤの

研究に࠾いてࠊ大⭠がࢇ検診のཷ診⋡はಶ人の

年齢ࠊ⏕活⩦័（⫧‶ࠊႚ↮の有↓）ࠊ学歴ࠊ

ᐙᗞでのᙺや㐣ཤの健診ཷ診歴によࡗて␗

なるࡇとがศかࡗているࠋ健ᗣ࣓ࢭࢵーࢪのຠ

ᯝࡇࡶれらの⫼ᬒにᙳ㡪される可能性があるࠋ

たࡔしࠊ今ᅇの౽₯⾑検ᰝࢺࢵ࢟ᅇ⋡は

24.0㸣とୖ᪼しࠊ㐣ཤの≉定健診ᮍཷ診者 ��

人からࡶᅇされたࡇとから୍ࠊ 定のຠᯝはᚓ

られたと⪃えるࠋ今ᚋは研究対㇟人ᩘをቑやしࠊ

検診ཷ診にᙳ㡪するಶ人の≉ᚩを⪃៖しࠊ健ᗣ

 ࠋていくのຠᯝをㄪࢪーࢭࢵ࣓

【⤖ㄽ】健ᗣ࣓ࢭࢵーࢪの㐪いによる大⭠が

の㐪（⋠ᅇࢺࢵ࢟検ᰝ⾑₯౽）⋠検診ཷ診ࢇ

いはㄆめられなかࡗたࠋ 

（E-mail；Vph-\ogaVaZara@mHG.WHiN\o-u. 

aF.jp） 
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（筑波大学医学群、CoMedつくば）

【目的】平成 30 年度からの学習指導要領にが

ん教育が盛り込まれたが、平成 29 年度時点で

実施した学校は56％にとどまる（文科省、平成

30年）。実施しなかった理由には、「指導者が

いない」「指導が不安」「配慮が必要な子供へ

の対応がまだ準備できていない」などが挙げら

れている。現時点でがん教育が生徒に与える影

響についての研究は少なく、現場の教師たちも

指導に不安を感じていることが想像される。そ

こで、子供と大人のがんに対する認識の差と授

業によるがんに対する認識の変化を明らかに

することを目的とした。 

【方法】医療系学生団体CoMedつくばは茨城県

内の中学校100分間のがんの授業を行った。授

業は疫学や治療法についての講義、がん患

者とその家族に関する物語�独自に作成�を
用いたワークで構成された。

中学 � 年生 ��� 名に対して、授業前後に

がんに対する認識を問うアンケートを実

施した。アンケートは、「��� がんになっ

たら治らないと思う、���がんは珍しい病気

だと思う、���がんはうつると思う、���がん

になったら治療のことは全て医師に任せ

るのが安心だ、���タバコやお酒はがんの原

因になる、���良い食生活や運動習慣はがん

予防に効果がある、���がん検診は受けた方

がいい、���将来、自分ががんになる可能性

があると思う、���将来、家族ががんになる

可能性があると思う、����がんについて知

ることは私にとって必要だ」の �� 項目に

対し、「そう思う、少しそう思う、あまり

思わない、思わない」の � 段階で回答して

もらった。子供と大人のがんに対する認識

の違いを考察するため、同様のアンケート

を保護者にも授業前に実施した。また、生

徒には授業後のアンケートに授業の感想

を記述してもらった。

【結果】生徒 ��� 名中授業前 ��� 名、授業

後 ��� 名、授業前に保護者 �� 名からアン

ケートの回答を得た。授業前に生徒と保護

者の回答で差があったものは、「がんはう

つると思う」のみであった�S�������。���a���
は、そう思う＝０、少しそう思う＝１、あ

まり思わない＝２、思わない＝３、���a���
はその逆順で点数を割り付け���a���の合計

点を出した。授業前の生徒は平均 ����、保

護者は ���� で生徒と保護者の差は見られ

なかった。授業後の生徒の合計点の平均は

���� であり、授業前より向上した�S�������。
「自分ががんになる可能性があると思う

か」について、授業前、生徒は ���、保護

者は ���、授業後の生徒は ���が「そう思

う・思う」と回答し、「家族ががんになる

可能性」については授業前、生徒が ���、

保護者が ���、授業後の生徒は ���が「そ

う思う・思う」と回答した。授業を受けた

感想には、がんのイメージの変化、もし身

近な人ががんになった時のこと、がん予防

の意欲の他、身近にがん患者がいる生徒か

ら「気分が晴れた」「今日習ったことを生

かして接したい」などの感想も寄せられた。

� ヶ月後、� 年後にも同様のアンケートを

行いその経過を評価する予定である。

【結論】授業前後のアンケート法によりがんの

基本的な知識は子供と大人であまり差がない

こと、がん教育によって、がん知識の向上、が

んを身近に考えられるようになること、身近に

がん患者がいる生徒の支えともなりうること

が示唆された。 

（E-mail；comed.tsuk@gmail.com）
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⨾ዉᏊ
ࡳ な ࡇ

（京㒔ᩥ教▷期大学）ࠊ大野
の࠾࠾

ᑦᏊ
しࡻうࡇ

（132法人7$%/E )25 7:2）ࠊ 

ୖᮧ
うえࡴら

ᾈ
しࢁࡦ

（高▱ᕤ科大学） 

【⥴ゝ】少Ꮚ高齢化社会に࠾いて，⏕活⩦័

病のቑຍやᖹᆒᑑと健ᗣᑑの㞳は，医療

㈝ቑ大や⏕⏘年齢人口のῶ少の㠃からබ⾗⾨

⏕ୖのႚ⥭のㄢ題であるが，現行のࣝ࣊スࣟࣉ

ࣔーࣙࢩンは，行動ኚᐜの動機࡙けや⥅⥆性の

㠃でㄢ題がある．ᚑ᮶のࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン

のࣟࣉーࢳ方法は，まࡔまࡔ専㛛ᐙᑟᆺの

ࣜスࢡࣇࢡター᥈しの㠃ࡶあるが，ࣆࢵࣁー

の方法としࢳーࣟࣉター᥈しによるࢡࣇ

て，社会㈉⊩活動を行うࡇとでࣔ࣋ࢳーࣙࢩン

や⮬ᕫຠຊឤを高められ，社会のㄢ題をゎỴす

るࡇとは，ಶࠎ人のࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンୖの

行動ኚᐜのᘬき㔠として機能するのではない

かと௬ㄝを立てて，本研究では，社会㈉⊩活動

を活用したࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンのຠᯝにつ

いて，㐣ཤのඛ行研究やンࢣーࢺㄪᰝの⤖ᯝ

から検ドした． 

【方法】௬タの検ドのために，ປാ者を対㇟

にンࢣーࢺㄪᰝをᐇし，ࡇの⤖ᯝをศᯒし

た．ᖹ成�0年8月㹼10月にかけて，研究にྠ

ពをᚓられたᴗにົするປാ者11� （ྡ20

ṓ௦㹼�0ṓ௦）をㄪᰝ対㇟者として↓సⅭᢳฟ

によるンࢣーࢺㄪᰝをᐇした．ㄪᰝ対㇟者

の性ูは⏨性 �� ྡ�ዪ性 �4 ྡ�ᖹᆒ年齢は� 

44.� ṓs12.� ṓであࡗた．また，研究┠的で

ある社会㈉⊩活動のᙳ㡪を検ドするために，社

ဨ㣗ᇽでࢩࣝ࣊ー࣓ࣗࢽーを㑅ᢥするࡇとで

㛤Ⓨ㏵ୖ国の㣚㣹をゎᾘする社会㈉⊩活動に

᪤にཧຍしているᴗにົするປാ者とᮍ

ཧຍのᴗにົするປാ者を༊ูして㑅ู

しࠊ比較検ドを行ࡗた． 

【⤖ᯝ】社会㈉⊩活動にཧຍしているᴗ

ົ者とᮍཧຍᴗົ者の⩌㛫で，健ᗣ不Ᏻ，

健ᗣのための行動，社会㈉⊩活動に関する関ᚰ，

今ᚋのཧຍពḧに関する㉁ၥ項┠で有ពな⩌

㛫ᕪがㄆめられた．また，社会㈉⊩活動にཧຍ

しているᴗົ者に࠾いては，ཧຍ๓ᚋに社

会㈉⊩活動と健ᗣቑ進のព㆑にኚ化が有り，健

ᗣୖのຠᯝは㢧ⴭにㄆめられないࡶのの今ᚋ

ཧຍをしたいというᅇ⟅に⩌㛫ᕪがㄆめらࡶ

れた．社会㈉⊩活動ཧຍ⥅⥆月ᩘは，༙ᩘ以ୖ

が㸰年以ୖ⥅⥆して࠾り，価್観のኚ化につい

てࡶあまりព㆑はしていないがኚ化があࡗた

ようにᛮうと⟅えたࡶのが㸵㏆くいた． 

【⪃ᐹ】社会㈉⊩活動を活用したࣝ࣊スࣟࣉ

ࣔーࣙࢩンが，⥅⥆性や行動ኚᐜのࣔ࣋ࢳーࢩ

ࣙンの㠃でࣛࣉスのኚ化を㉳ࡇしているので

はないかと᥎ᐹされた．ࣆࢵࣁーࢡࣇター᥈

しによるࣟࣉーࢳの方法として，ࢩࣝ࣊ーな

ーを㑅ᢥしながら社会㈉⊩活動を行うࣗࢽ࣓

，ているというព㆑がࡗとで，ㄡかのᙺに立ࡇ

ンや⮬ᕫຠຊឤを高め，⥅⥆性をࣙࢩー࣋ࢳࣔ

高めているではないかと᥎ᐹされた．㛤Ⓨ㏵ୖ

国の㣚㣹とඛ進国の⫧‶や⏕活⩦័病のゎᾘ

をྠにྲྀり⤌ࡇࡴとができる社会㈉⊩活動

は，社会，ᴗ，132 法人，ಶ人にとࡗて，ඹ

㏻価್の㐀を⏕ࡳฟすࡇとが♧၀された． 

【⤖ㄽ】現行の行動ኚᐜスࢸーࣔࢪデࣝや健

ᗣಙᛕࣔデࣝに社会㈉⊩活動を活用したࣝ࣊

スࣔࣟࣉーࣙࢩンのᡭ法をྲྀり入れるࡇとで，

య的で⥅⥆性のあるࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン

の行動ኚᐜのࣔ࣋ࢳーࣙࢩンのᅉᏊとして有

ຠではないかと᥎ᐹされた． 

（E-mail；m-mori@po.NEu.aF.jp）
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 ὠୗ୍௦ࠊᮧ本あきᏊࠊᕝ㯞㔛Ꮚྂࠊဴ⿱ᕝ▼ࠊ

（あいࡕ健ᗣの᳃健ᗣ科学⥲ྜࢭンター） （あいࡕ健ᗣの᳃健ᗣ科学⥲ྜࢭンター） （あいࡕ健ᗣの᳃健

【┠的】ᙜࢭンターではࠊᑠ୰学⏕の健ᗣ࡙

くりを᥎進するためࠊឡ▱┴ෆのᑠ୰学⏕ࠊ教

ဨࠊ保護者を対㇟にྛᰯฟ向きฟᙇᙧᘧの健

ᗣ教⫱（ฟ๓講ᗙ）をᐇしているࠋᑠ୰学⏕

を対㇟としたンࢣーࢺㄪᰝ⤖ᯝからࠊฟ๓講

ᗙのᐇによるᚰの健ᗣព㆑ࠊ⏕活⩦័やᚰ⌮

状等のኚᐜについてࠊຠᯝ検ドするࡇとを┠

的としたࠋ 

【対㇟】2018 年ᗘにࠕᚰࠖをࢸー࣐にฟ๓講

ᗙをᐇしたᑠ学4㹼� 年⏕ �2� ྡ（有ຠᅇ⟅

⋡��.1㸣）ࠊ୰学1㹼�年⏕2�4�8ྡ（有ຠᅇ

⟅⋡80.0㸣）を対㇟としたࠋ 

【方法】1.࣒ࣛࢢࣟࣉෆᐜ㸸ฟ๓講ᗙ 1 ࣨ月

๓のンࢣーࢺㄪᰝ⤖ᯝをࡶとに健ᗣ教⫱ࣉ

ののࡶスの対ฎやࣞࢺスࠋをస成した࣒ࣛࢢࣟ

ぢ方をኚえる方法等をఏえる講⩏ࣝࢢࠊーࣉで

ᐇするࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン࣡ーࠊࢡ┠ᶆタ定

等のෆᐜでᵓ成しࠊᐇしたࠋ 

スのࣞࢺ項┠㸸ᚰの健ᗣព㆑（スࢺーࢣン.2

対ฎࠊよりⰋい人㛫関ಀࠊឤのࢥンࣟࢺーࣝࠊ

活⩦័（㐠動⏕ࠊ（ンのᕤኵࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ

㢖ᗘࠊᮅ㣗ࠊ㣗事ࣛࣂンスࠊᑵᐷ㛫ࠊ㉳ᗋ

㛫）ࠊᚰ⌮状（いらいらᝒࠊ しさࠊやるẼ）ࠊ

⮬ᑛឤࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊーࣙࢩン（ఏえるࠊ⪺く）ࠊ

⮬ᕫ者⌮ゎࡑࠊの⏕活活動（┠ぬめࣞࢸࠊ

ビ等の視⫈㛫ࠊス࣐࣍等の使用㛫ࠊ授ᴗの

㞟୰ᗘ）に関する全20項┠としたࠋ 

�.評価方法㸸ᚰの健ᗣព㆑（4 項┠）はࠊ講ᗙ

1ࣨ月๓・講ᗙ┤ᚋ・講ᗙ1ࣨ月ᚋにンࢣー

うᛮうࠖࡑࡶとてࠕᅇ⟅をࠋㄪᰝをᐇしたࢺ

とࡑれ以እで2್化しࠕࠊとてࡑࡶうᛮうࠖと

ᅇ⟅した者のྜを&oFhranの4検定を用いて

評価期ࡈとに比較したࠋ 

講ᗙ1ࣨ月๓・講ᗙ1ࣨࠊの1�項┠はࡑ

月ᚋにンࢣーࢺㄪᰝをᐇしたࠋᅇ⟅は項┠

Ⰻዲな状ែࠕとにࡈ をࠖ定⩏しࠕࠊⰋዲな状ែࠖ

とࡑれ以እで2್化したࠕࠋⰋዲな状ែࠖの者

のྜを0F1Hmar検定を用いて評価期ࡈとに

比較したࠋ 

【⤖ᯝ】ᑠ୰学⏕とࡶにࠊ講ᗙ 1 ࣨ月๓と比

較してࠊ講ᗙ┤ᚋにᚰの健ᗣព㆑の全4項┠に

有ពな改ၿがㄆめられた（p�0.001）୍ࠋ 方でࠊ

講ᗙ1ࣨ月ᚋにはࠊ講ᗙ┤ᚋと比較すると全4

項┠にపୗがࡳられたがࠊ講ᗙ1ࣨ月๓との比

較ではࠊᑠ学⏕のࠕスࣞࢺスの対ฎࠖ以እの項

┠に改ၿがㄆめられた（p�0.01ࠊp�0.001）ࠋ

またࠊᑠ学⏕ではࠊ講ᗙ 1 ࣨ月๓と比較してࠊ

講ᗙ1ࣨ月ᚋにࠕ⮬ᕫ者⌮ゎࠖとࠕ授ᴗの㞟

୰ᗘࠖに有ពな改ၿがㄆめられた（p�0.0�）ࠋ

୰学⏕ではࠕࠊ⮬ᕫ者⌮ゎࠖに有ពな改ၿが

ㄆめられた（p�0.001）ࠋ 

【⪃ᐹ】ࠕᚰࠖをࢸー࣐にした講ᗙではࠕᚰ

の健ᗣព㆑ࠖやࠕ⮬ᕫ者⌮ゎࠖについて動機

࡙けができたと⪃えられるࠋ講ᗙᚋのᢸᙜ教ဨ

のឤからはࠕࠊᚰの健ᗣࢡࢵ࢙ࢳ㐌㛫ࠖを᪂

たにタ定したࠊ講ᗙでᐇしたࢣࢽ࣑ࣗࢥーࢩ

ࣙン࣡ーࢡを⥅⥆して行う等ࠊ学ᰯのྲྀり⤌ࡳ

のኚ化がࡳられたࠋしかしࠊᚰ⌮状等に対す

るຠᯝはㄆめられなかࡗたࠋ講ᗙは㸯ᅇのࡳの

ᐇであるためࠊ㸯ᰯに対して」ᩘᅇの講ᗙの

ᐇや保護者のࣟࣉーࢳ等ࠊ改ၿព㆑の⥔

ᣢや行動ኚᐜにつながるྲྀり⤌ࡳを⥅⥆的に

ᐇする必要性が♧၀されたࠋまたࠊヲ⣽にデ

ータをゎᯒしࠊより対㇟者≉性にྜ⮴した健ᗣ

教⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨが必要であると⪃えられ

るࠋ 

（E-mail；N-Nojima@grp.ahY.prHI.aiFhi.jp）
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（⢭⳹ዪᏊ▷期大学 ⏕活科学科 㣗≀ᰤ㣴専攻） 

【⥴ゝ】 

本研究ではࠊ本学に࠾いてࠊᰤ㣴教ㅍ

✀චチྲྀᚓを┠指す学⏕がᐇ際にᑠ学ᰯ

でᰤ㣴教⫱ᐇ⩦を行ࡗた際に修ᚓした項

┠やព㆑のኚᐜࠊᐇ⩦ඛの評価と学⏕の⮬

ᕫ評価ࠊᰤ㣴教⫱ᐇ⩦ᚋに提ฟされたᐇ⩦

ሗ࿌᭩ࠊ教⫱ᐇ⩦のグ㘓ࠊ研究授ᴗの指ᑟ

ࠊ教⫱ᐇ⩦の評価についてㄪᰝしࠊᐇ

状況やෆᐜをᢕᥱしࡑࠊのㄢ題について検

ウするࡇとでࠊຠᯝ的な指ᑟにᙺ立てるࡇ

とを研究の┠的としたࠋ

【方法】 

ㄪᰝ対㇟者㸸本学㣗≀ᰤ㣴専攻2年⏕の

うࡕᰤ㣴教⫱ᐇ⩦⏕ᖹ成28年ᗘ18ྡࠊᖹ成

2�年ᗘ11ྡࡏࢃྜࠊて2�ྡを対㇟としたࠋ 

ㄪᰝ方法㸸ᰤ㣴教⫱ᐇ⩦ᚋに提ฟされた指

ᑟࠊ事๓事ᚋ指ᑟンࢣーࠊࢺ教⫱ᐇ⩦

のグ㘓（ᐇ⩦ࣀーࢺ）ࠊ評価⾲からᐇ⩦状

況・ෆᐜについてㄪᰝしたࠋ 

【⤖ᯝཬࡧ⪃ᐹ】 

ᰤ㣴教⫱ᐇ⩦をᐇした際に修ᚓした

項┠やព㆑のኚᐜࠊᐇ⩦ඛの評価と学⏕の

⮬ᕫ評価ࠊᰤ㣴教⫱ᐇ⩦ᚋに提ฟされたᐇ

⩦ሗ࿌᭩ࠊ教⫱ᐇ⩦のグ㘓ࠊ研究授ᴗの指

ᑟࠊ教⫱ᐇ⩦の評価についてㄪᰝしᐇ

状況やෆᐜをᢕᥱしࡑࠊのㄢ題について検

ウした⤖ᯝࠊ次のようなࡇとがศかࡗたࠋ 

ᐇ⩦⏕は指ᑟやᐇ⩦ࣀーࢺのグ入方法

についてࡗࡶと▱りたいとឤࡌているࠋᐇ

⩦ඛ⥲ྜ評価はᖹ成28年ᗘ4.0�ࠖࠕᖹ成2�

年ᗘ2�ࠖ.�ࠕとࠕややඃれているࠖࠕᬑ㏻ࠖ

以ୖと高く評価されているࠋᖹ成28年ᗘの

学⏕⮬ᕫ評価はࠊᐇ⩦๓ࠕ�.��ᐇ⩦ᚋࠊࠖ

ᖹࠋ4.1�ࠖとᐇ⩦の㐩成ឤが♧၀されたࠕ

成2�年ᗘの学⏕⮬ᕫ評価に࠾いてࠊࡶᐇ⩦

๓1.�ࠕ��.�ࠕᐇ⩦ᚋࠊࠖ�ࠖとᐇ⩦の㐩成

ឤが♧၀されているࠋまたᖹ成28年ᗘཬࡧ

ᖹ成2�年ᗘのᐇ⩦⏕全ဨがᰤ㣴教⫱ᐇ⩦

をయ㦂してⰋかࡗたとឤࡌて࠾りࠊᰤ㣴教

⫱ᐇ⩦というయ㦂を㏻して⮬ಙをᣢࠊࡕᰤ

㣴教ㅍになりたいというព㆑が高まࡗて

いるࡇࠋれらのᐇែを基にࠊ今ᚋのㄢ題と

してࠊ事๓指ᑟで指ᑟやᐇ⩦ࣀーࢺにつ

いてさらにලయ的指ᑟを行う୍ࠋ部の学⏕

が�月のᐇ⩦㛤ጞまでの㛫に指ᑟస成指

ᑟをࠊᐇ⩦ඛでཷけているࠋ今ᚋࡶᐇ⩦ඛ

との連携をྲྀࡗて指ᑟを⥅⥆しࠊᰤ㣴教ㅍ

になりたいという学⏕のពᛮをᐇ現でき

るようなලయ的な学⏕ᨭを行うࡇとが

㔜要であるࠋ 

【⤖ㄽ】 

今ᅇのㄪᰝ⤖ᯝからᐇ⩦⏕がࠕ教ဨの㈨

㉁をවࡡ備えているࠖとᐇ⩦ඛでの評価は

高くࠊ本学のᐇ⩦⏕ࡶពḧ的にᰤ㣴教⫱に

ྲྀり⤌ࢇでいるࡇとがศかࡗたࠋ今ᚋࠊࡶ

よりඃれた人≀の⫱成のため本研究がࠊ今

ᚋのᰤ㣴教⫱ᐇ⩦の指ᑟに活かすࡇとが

できれࡤᖾいであるࠋ 

（E-mail；han@VHiNa.aF.jp） 
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 （ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科࠾）

ྜྷ⍛⨾（࠾ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科） 

㉥ᯇᜨ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系） 

【┠的】Ꮚどࡶがᐙᗞでㄪ⌮にཧຍするࡇと

は，現在࠾よࡧᑗ᮶の健全な㣗⏕活につながる

ため，᥎進すきである．本研究ではᐙᗞでᏊ

どࡶにㄪ⌮を教える保護者とࡑのᏊどࡶの≉

ᚩを検ウするࡇとを┠的とした． 

【方法】201�年�㹼�月，㒔ෆᑠ学ᰯに㏻う�・

4年⏕の児❺とࡑの保護者ྛ�12人を対㇟に，

⮬ᕫグ入ᘧ㉁ၥ⣬ㄪᰝをᐇした．保護者にᐙ

ᗞでᏊどࡶにㄪ⌮を教える㢖ᗘをたࡡࡎ，よく

する，ときどきする者をぶᏊㄪ⌮㢖ᗘ高⩌，あ

まりしない，全くしない者を㢖ᗘప⩌とした．

保護者はᒓ性，㛫的・経῭的ࡺとりឤ，ㄪ⌮

ែᗘ（ㄪ⌮がዲきࡔ，ㄪ⌮は㠃ಽࡔなど�項┠），

ㄪ⌮ᢏ術に対する⮬ಙ，Ꮚどࡶのㄪ⌮に対する

ㄆ▱，Ꮚどࡶはᒓ性，保護者とྠᵝのㄪ⌮ែᗘ

で，Ȯ2 検定を用いてぶᏊㄪ⌮㢖ᗘでの㐪いを

検ウした．さらに，ぶᏊㄪ⌮㢖ᗘをᚑᒓኚᩘ，

保護者とᏊどࡶの項┠を⊂立ኚᩘとして，ࣟ ࢪ

スࢡࢵࢸᅇᖐศᯒを行ࡗた． 

【⤖ᯝ】対ᛂのとれた 2�4 ⤌のぶᏊをゎᯒ対

㇟とした（ゎᯒ対㇟⋡��.0㸣）．ᅇ⟅者は，ẕ

ぶが22� 人（��.0㸣），∗ぶが � 人（�.0㸣）

と，ẕぶが大ከᩘを༨めて࠾り，40 ௦は 1��

人（��.�㸣），ࣝࣇタ࣒でാく者は 10� 人

（44.8㸣）とከかࡗた．Ꮚどࡶは�年⏕が1��

人（��.8㸣），4年⏕101人（4�.2㸣）であり，

⏨Ꮚ12�人（��.1㸣），ዪᏊ10�人（44.�㸣）

であࡗた．ぶᏊㄪ⌮㢖ᗘは，㢖ᗘ高⩌ 108 ⤌

（4�.2�），㢖ᗘప⩌12�⤌（��.8�）であࡗた．

Ȯ2 検定の⤖ᯝ，ぶᏊㄪ⌮㢖ᗘ高⩌の保護者は

ㄪ⌮がとてࡶዲきࡔ（以ୗ㢖ᗘ高⩌ YV 㢖ᗘప

⩌   ��.1� YV 1�.�� � p   0.004），とてࡶ

ᴦしい（��.0� YV 1�.�� � p � 0.001）とឤࡌ，

㢖ᗘప⩌の保護者はㄪ⌮が㠃ಽࡔとឤࡌてい

た（10.2� YV 2�.4� � p   0.001）．また，㢖

ᗘ高⩌の保護者は，ᐙᗞでᏊどࡶにㄪ⌮を教え

るࡇとの㔜要性を⌮ゎし（�0.4� YV 42.�� � p 

� 0.001），⮬ศのᏊどࡶは୍人でᩱ⌮を୍ရ

సるࡇとができると⪃えていた（�2.8㸣 YV 

1�.�� � p � 0.001）．㢖ᗘ高⩌のᏊどࡶはዪ

Ꮚがከく（��.�� YV ��.�� � p   0.002），ㄪ

⌮がとてࡶዲきࡔ（�2.�� YV ��.�� � p � 0.001），

とてࡶᴦしい（��.�� YV 4�.�� � p � 0.001），

ୖᡭになりたい（81.0� YV ��.2� � p   0.004）

といࡗたㄪ⌮に対して⫯定的なែᗘをᣢࡗて

いた．ࣟ ᅇᖐศᯒのከኚ㔞ゎᯒのࢡࢵࢸスࢪ

⤖ᯝ，㢖ᗘ高⩌の保護者はㄪ⌮を㠃ಽࡔとᛮࢃ

ない者，ᐙᗞでᏊどࡶにㄪ⌮を教える㔜要性を

⌮ゎしている者，Ꮚどࡶは୍人でᩱ⌮を୍ရస

るࡇとができると⪃えている者がከく，ࢬࢵ࢜

比はࡑれࡒれ �.44（1.�0-�.��），10.�

（1.10-��.2），�.1�（1.��-�.�2）であࡗた．

また，㢖ᗘ高⩌のᏊどࡶは⏨ᏊよりዪᏊがከく，

 ．たࡗ比は2.�4（1.1�-4.8�）であࢬࢵ࢜

【⪃ᐹ・⤖ㄽ】ᐙᗞでᏊどࡶにㄪ⌮を教える

保護者は，ㄪ⌮に対して⫯定的なែᗘをᣢࡕ，

≉にㄪ⌮を㠃ಽࡔとᛮࡎࢃ，ᐙᗞでᏊどࡶにㄪ

⌮を教えるࡇとの㔜要性や⮬ศのᏊどࡶのㄪ

⌮ᢏ術の⛬ᗘを⌮ゎしていた．ᐙᗞで保護者に

ㄪ⌮を教ࢃるᏊどࡶは⏨ᏊよりዪᏊがከく，ㄪ

⌮に対して⫯定的なែᗘをᣢࡗていた．保護者

のㄪ⌮ែᗘの向ୖ࠾よࡧぶᏊㄪ⌮の㔜要性に

対する⌮ゎに↔Ⅼをᙜてたᰤ㣴教⫱を行うࡇ

とが，ᐙᗞでᏊどࡶにㄪ⌮を教える行動をಁ進

さࡏるࡇとが♧၀された． 

（E-mail；g1�40���@HGu.FF.oFha.aF.jp）
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༢ ける

学ᰯ しの要ᅉの検

高ᶫۑ
たかはし

Ꮚ
すࡇࡳ

（ᡤἑᕷ立➨1学ᰯ⤥㣗ࢭンター）� ᯘⰧ
はやしࡩ

⨾
ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学） 

⥴方
がた࠾

⿱ග
つࡳࢁࡦ

（ዪᏊᰤ㣴大学大学院）� Ṋ
たけ

ぢ
ࡳ

 かり（ዪᏊᰤ㣴大学大学院）ࡺ

【⥴ゝ】ᰤ㣴教ㅍไᗘのᑟ入以᮶�ᇸ⋢┴

ᡤἑᕷではࠕ㣗をቑやし�㣗ჾは�─�㣗

ලは⠂ࠖとしてきた.ඛ行研究では㣗ṧ

しの要ᅉとしてࠕ�ಶ人的要ᅉ（Ⴔዲ�%0,

など）ࠖとࠕ⎔ቃ要ᅉ（ႚ㣗㛫�㔞）ࠖ

が᫂らかになࡗている.本研究では�⎔ቃ

要ᅉの㸯つとして㣗≀要ᅉ（⤥㣗の⊩立

の✀㢮や㣗ල�─ᩘなど）をタ定し�学ᰯ

現ሙの⤥㣗提供状況のグ㘓を活用して�㣗

 .る要ᅉを検ウしたࢃṧしに関

【方法】ᖹ成�0年�㹼11月ୖ᪪にᡤἑᕷෆ

の༢⊂ㄪ⌮ሙ方ᘧのᑠ学ᰯ2ᰯ�ྜィ1�ࢡ

ࣛス�児❺8��人を対㇟にㄪᰝをᐇした.

ලయ的には�ձ�年⏕以ୖのႴዲなど㉁

ၥ⣬ㄪᰝ�ղᢸ௵による㓄⮃㛤ጞ㛫�ႚ

㣗㛤ጞ・終㛫�教ᐊのᐊ ・‵ᗘのグ

㘓�ճ⤥㣗提供状況のグ㘓⚊の㞟ィ�մ㌟

య 定⤖ᯝである. ⊩立⾲から୍㣗ศの

エࢠࣝࢿー㔞や⊩立✀㢮�─ᩘ�㣗ල�㣗

の✀㢮�Ồ≀の有↓をศ㢮した.グ㘓⚊か

らᩱ⌮㔜㔞とṧ⳯㔜㔞をᢕᥱした. 

㣗ṧしの指ᶆには�∵ஙを㝖くṧ⳯㔜

㔞を�∵ஙを㝖く⥲ᩱ⌮㔜㔞でࡗて⟬ฟ

したṧ⳯ྜ（�）を用いた.ࡇれをᚑᒓ

ኚᩘとして�関連要ᅉを検ウした.統ィゎ

ᯒは㸰⩌㛫の比較には対ᛂのない㹲検定�

㸱⩌㛫以ୖの比較には୍ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ

を用い�ከ㔜比較は7uNH\法を用いた.㸰ᰯ

のデータに大きなᕪはなかࡗたので�୧ᰯ

をྜࡏࢃて㔜ᅇᖐศᯒ（スࢬ࣡ࣉࢵࢸ

法）とඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行ࡗた. 

【⤖ᯝ】ప学年は高学年より有ពに㓄⮃

㛫とႚ㣗㛫が長く�㓄㣗㔞とᐇႚ㣗㔞

は有ពに少なかࡗた.Ⴔዲでは㣗よりࡶ

୰⳹をዲࡴ児❺がከく�⮬ᕫ⏦࿌によるႚ

㣗㔞ࡶ୰⳹の方がከかࡗた.ඹศᩓᵓ㐀ศ

ᯒの⤖ᯝ�㣗≀要ᅉの㣗がṧ⳯ྜを有

ពに高め（ࣃスಀᩘ0.21�p 0.004）�ಶ人

要ᅉの学年がṧ⳯ྜを有ពにపめる（

  .とが♧されたࡇ（�スಀᩘ-0.1ࣃ

【⪃ᐹ】学年ᕪはⓎ㐩ẁ㝵のᕪをពし�

㓄⮃や㣗方のスࣝ࢟にᙳ㡪し�ṧ⳯ྜ

を高めると♧၀された.㣗は�⠂を使い�

ከく�ṧ⳯ྜを高めると⪃えられࡶᩘ─

た.しかし㐺ྜᗘが52㸻0.2�とపく�の要

ᅉのᙳ㡪ࡶ⪃៖する必要がある. 

【⤖ㄽ】㣗ṧしには�学年と㣗≀要ᅉの

㣗がᙳ㡪しているࡇとが᫂らかになࡗ

た.しかし�㣗の᪥でࡶṧ⳯ྜがపい

᪥はあࡗた.児❺のⓎ㐩ẁ㝵を⪃៖した⊩

立స成により�さらに㣗ṧしの少ない⤥

㣗㐠Ⴀを┠指す必要がある.

（E-mail；VumiWaNa@gmail.Fom）
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ⰾ
よし

（Ᏹ㒔ᐑ大学），బ⸨ៅኴ㑻（༡ンデࢼ州立大学） 

【⥴ゝ】 

㏆年，授ᴗの㉁的改ၿのྲྀ⤌の୍つとして，学

ᡭが学⩦ෆᐜについて᪤有▱㆑や経㦂と関連࡙ࡧ

けたり，ඹ㏻ࣃターンや᰿ᗏにあるཎ⌮を᥈した

り，ᢈุ的にྫྷしたりするなどのࠕ学⩦の῝

いࣟࣉーࠖࢳを保ドするためのࠕデー・ࣉ

がὀ┠され（�ᯇୗ� 201）ࠖࢢンࢽーࣛࣈࢸࢡ

ているࠋ本ሗでは，ࡑの୰で7&,ࡶ機ჾ࢝ࢵࣜࢡ

ーを活用したయ的な授ᴗཧຍと，௰㛫ྠ士の㆟

ㄽを㏻して，学⩦ෆᐜに関する㔜要ᴫᛕの⌮ゎを

┠指す学⩦方法・ࣆࠕンスࣙࢩࢡࣛࢺン�3,ࠖ

（0a]ur� 1���）に╔┠し，3, をྲྀり入れた୰学

ᰯの保健授ᴗのຠᯝを検ドしたࠋ 

【方法】 

3,は，ձ学⩦ෆᐜに関するᴫᛕၥ題のฟ題，ղ

ーによるゎ⟅，ճゎ⟅の᰿ᣐを踏まえた࢝ࢵࣜࢡ

のゎ⟅，յෆでの㆟ㄽ，մᴫᛕၥ題ࣉーࣝࢢ

教師によるゎㄝ，のࢭࣟࣉスで進められるࠋ授ᴗ

ຠᯝの検ドには準ᐇ㦂デࢨンを用い，関東地方

のබ立$୰学ᰯ�年⏕の2ࣛࢡスをᐇ㦂⩌（3,ᐇ

，�2人）に，1ࣛࢡスを対↷⩌（3,㠀ᐇ，2�

人）にタ定したࠋ授ᴗはࠕឤᰁのண㜵ࠖをࢸー

とする2㛫ᵓ成であり，ᐇ㦂⩌ではྛ㛫に࣐

3,の活動を2ᅇᐇした（1㛫┠㸸࢘ࣟࣀࠕ

ࣝスのឤᰁ経㊰とは㸽ࠖࠕデンࢢ⇕がⓎ⏕した要

ᅉはఱࢁࡔう㸽ࠖ，2 㛫┠㸸ࠕண㜵᥋✀のព

とは㸽 の対策を⪃えよう㸟ン㢼㑧࣌スࠕࠖ ࠋࠖ（

評価指ᶆとして，ឤᰁのண㜵に関するព㆑（4

項┠）と▱㆑（8 項┠），授ᴗෆでのᛮ⪃につい

ての観的評価（� 項┠）をㄪᰝしたࠋまた，ᐇ

㦂⩌の⏕ᚐの୰から，ࠕ学⩦ពḧが高い・పいࠖ

とࠕ者とのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとるࡇとに✚

ᴟ的・ᾘᴟ的ࠖの୧観Ⅼの⤌ྜࡏによࡗてࠕᆺ

⏕ᚐ をࠖ4ྡᢳฟし，3,のⓎヰෆᐜを高ᇉ（200�）

の㉁的ศᯒࣜࢦࢸ࢝を基にస成した8ࣜࢦࢸ࢝に

ศ㢮し，ࡑのᩘとྜを⟬ฟしたࠋ 

【⤖ᯝཬࡧ⪃ᐹ】

授ᴗᐇ㊶の⤖ᯝ，ឤᰁのཎᅉやᗈがり方，ண

㜵方法等に関する⯆・関ᚰ等を㉁ၥしたࠕឤᰁ

のண㜵に対するព㆑ࠖのᚓⅬついて，ᐇ㦂⩌が

対↷⩌に比して授ᴗ๓ᚋでのୖ᪼が㢧ⴭであࡗたࠋ

また，授ᴗでᢅࡗたឤᰁのᴫᛕ，ឤᰁの経㊰，ឤ

ᰁの⎔ቃ要ᅉ，ண㜵方法等に関するࠕឤᰁの

ண㜵に関する▱㆑ࠖのᚓⅬついて，ᐇ㦂⩌が対↷

⩌に比して授ᴗ๓ᚋでのୖ᪼が㢧ⴭであり，授ᴗ

�か月ᚋの㏣㊧ㄪᰝでࡶ⩌㛫のᕪがㄆめられたࠋ

≉に3,でᢅࡗたࢸー࣐に関ࢃるࠕ㣧㣗≀を介した

ឤᰁࠖやࠕ⮬↛⎔ቃのኚ化にకうឤᰁの༴㝤性の

高まりࠖなどの項┠でのຠᯝが┠立ࡗたࠋ 

授ᴗෆでのᛮ⪃についての⏕ᚐの観的評価と

して，事ᚋㄪᰝに㉁ၥしたࠕᵝࠎな⪃えをめࡄ

らࡏながら⌮ゎするࡇとができたࠖࠕ⮬ศなりに

➽道を立てながら⪃えるሙ㠃があࡗたࠖࠕ⮬ศの

⪃えをࡕࡔの⪃えと比較しながらᩚ⌮するࡇと

ができたࠖのྛ項┠について，いࡎれࡶᐇ㦂⩌が

対↷⩌に比して高್を♧したࠋ 

ᐇ㦂⩌に࠾けるᆺ⏕ᚐの 3, 活動のⓎヰศ

ᯒの⤖ᯝ，᪥㡭の保健授ᴗでពḧがపくᾘᴟ的な

ഴ向の⏕ᚐに࠾いて，の⏕ᚐとྠ等以ୖのⓎヰ

ᩘがࡳられ，ࡑのෆᐜとしてࠕᙇࠖやࠕ▩┪・

ᢈุࠖにࢬࣛࢦࢸ࢝されるⓎヰが比較的ከいࡇ

とが♧されたࠋᴫᛕၥ題に対する⮬ศのゎ⟅の᰿

ᣐをࣝࢢーࣉෆの⏕ᚐにㄝ᫂しㄝᚓをヨࡳるࣟࣉ

ーࣝࢢ，うした⏕ᚐのពḧ㠃をႏ㉳しࡇ，スがࢭ

⪄のとࡶの✚ᴟ的な関をಁしたෆでの㆟ㄽࣉ

えられるࠋ 

【⤖ㄽ】 

保健授ᴗに3,をྲྀり入れるࡇとで，ᴫᛕၥ題に

対する௰㛫ྠ士での㆟ㄽを㏻ࡌてᛮ⪃が活性化さ

れ，学⩦ෆᐜに関ࢃるព㆑の向ୖや▱㆑の⩦ᚓ・

定╔がᅗられるࡇとが♧၀されたࠋ 

（E-mail； NuEo@FF.uWVunomi\a-u.aF.jp） 
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⏕ーとࢩ ウ

ᓥᮧۑ
しまࡴら

⣪⥤
さあや

（ඖ・東北大学医学系研究科බ⾗⾨⏕┳護学ศ野）ࠊ （ඖ・東北大学医学系研究科බ⾗⾨⏕┳護学ศ野）ࠊ （ඖ・東北大学医学系研究科

ὠ野
つ の

㝧Ꮚ
ようࡇ

（東北大学医学系研究科地域ࢩࢣス࣒ࢸ┳護学ศ野） 

【⥴ゝ】ⱝ年期からの⏕活⩦័病ண㜵の必要性

が㔜視されࠊ୰高⏕は⏕活ᅪがᣑ大しᐙ᪘ࡔけ

でなく学ᰯや人࣓ࠊデによるᙳ㡪が⾲れ

る期でありࠊ健ᗣ的な⏕活⩦័の☜立がㄢ題

となࡗているࠋ健ᗣ࡙くりをᨭするための

ሗ提供の必要性や保健教⫱に࠾いてሗをṇし

く⌮ゎしุ᩿するࡇとを教えるなどࣝ࣊スࣜࢸ

┠ー（以ୗ+/）が健ᗣと関連するとしてὀࢩࣛ

されているࠋ国ෆでは成人や高齢者を対㇟に+/

と⏕活⩦័ࠊ㌟య状ࠊ観的健ᗣឤとの関連

がሗ࿌されているࠋ୰高⏕の+/を⫱ࡇࡴとはⱝ

年期からの⏕活⩦័病ண㜵や健ᗣをቑ進するୖ

で㔜要であると⪃えられるがࠊ+/に関する国ෆ

እの研究は成人や高齢者が大༙であり୰高⏕を

対㇟とした研究はᩘ少ないࠋ本研究はࠊ୰高⏕

を対㇟に+/にどのような要ᅉが関連しているか

▱ぢをᚓるࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】研究デࢨンは↓グྡ⮬グᘧ㉁ၥ⣬ㄪ

ᰝによるᶓ᩿的観ᐹ研究ࠋ$┴のබ立の୰高୍㈏

ᰯ1ᰯの୰学⏕1-�年⏕の�0�人（有ຠᅇ⟅⋡

100㸣）ࠊ高ᰯ⏕1-2年⏕の4��人（有ຠᅇ⟅⋡

�4.�㸣）を対㇟としたࠋ㉁ၥ⣬のෆᐜはࠊ+/ᚓ

Ⅼ（⠊ᅖ�-2�Ⅼ）ࠊ⏕活⩦័࣓ࠊデの用

状況ࢯࠊーࣕࢩ ・ࣝサ࣏ーࢺ等の項┠であࡗたࠋ

୰高ูに⏕活⩦័等の要ᅉูに+/ᚓⅬを⟬ฟ

しࠊ⩌㛫比較࠾よࡧከ㔜比較を行ࡗたࠋ東北大

学大学院医学系研究科⌮ᑂᰝጤဨ会

（2018-1-28�）のᢎㄆをᚓたࠋ 

【⤖ᯝ】+/のྜィᚓⅬは୰学⏕1�.��s�.�1Ⅼࠊ

高ᰯ⏕1�.��s�.�4Ⅼで有ព�p�.001�に୰学⏕

のうが高くなࡗていたࠋ⏕活⩦័ูにࡳた+/

ᚓⅬとしてはࠊ୰学⏕は⏕活⩦័のఇᜥ

�p .014�とスࣞࢺス�p .04��で有ពᕪがࡳら

れࠊ高ᰯ⏕は⏕活⩦័の㣗事࣒ࣜࢬ�p .044�で

有ពᕪがࡳられた࣓ࠋデの用状況ูの+/

ᚓⅬでは୰学⏕は࣓デの用㛫に有ពᕪ

がࡳられ�p .044�ࠊ≉に�㛫以ୖ用している

者はࡑれ以ୗの者よりࡶ+/ᚓⅬがపかࡗたࠋ高

ᰯ⏕は用している健ᗣሗの項┠ᩘに有ពᕪ

がㄆめられ�p .008�1ࠊつより4ࡶつの者で+/ᚓ

Ⅼが高かࡗたࢯࠋーࣝࣕࢩ・サ࣏ーࢺと+/ᚓⅬ

は୰学⏕ではᐙ᪘�p .00��ࠊ学 �ᰯp�.001�ࠊ

人・▱人�p�.001�で有ពなṇの┦関がࡳられࠊ

高ᰯ⏕はᐙ᪘�p�.001�ࠊ学 �ᰯp�.001�ࠊ人・

▱人�p�.001�で有ពなṇの┦関がࡳられたࠋ

【⪃ᐹ】⏕活⩦័は୰学⏕では+/が高い者は⑂

ປᅇやスࣞࢺスの対ฎ能ຊが高くࠊ高ᰯ⏕

は+/が高い者は㣗事࣒ࣜࢬがⰋいࡇとが⪃えら

れた࣓ࠋデの用状況では୰学⏕はンタ

ーࢺࢵࢿの長㛫用では+/が⫱まれないࡇ

とࠊ高ᰯ⏕はᵝࠎな፹యから㞟めሗの㉁を比

較し用するࡇとが+/と関連すると⪃えられ

たࢯࠋーࣝࣕࢩ・サ࣏ーࢺでは୰高⏕とࡶにᐙ

᪘ࠊ学ᰯࠊ人・▱人で+/とṇの┦関がࡳられ

たࡇとから者のᏑ在が+/を㔊成さࡏる㈨※と

⪃えられたࠋ最ᚋに୰高⏕の保健教⫱を+/の⫱

成࠾よࡧ健ᗣ的な⏕活⩦័を☜立するための㈗

㔜な機会とᤊえࠊ୰高⏕ูに+/に関連する要ᅉ

の㐪いを⪃៖したྲྀり⤌ࡳが㔜要と⪃えられ

たࠋ 

【⤖ㄽ】୰学⏕は⏕活⩦័のఇᜥとスࣞࢺスࠊ

࣓デの用㛫ࢯࠊーࣝࣕࢩ・サ࣏ーࢺと

関連がࡳられࠊ高ᰯ⏕は⏕活⩦័の㣗事ࣜࠊ࣒ࢬ

用している健ᗣሗの項┠ᩘࢯࠊーࣝࣕࢩ・

サ࣏ーࢺとの関連がࡳられたࠋ୰高⏕ูに +/

との関連を⪃៖した介入の必要性が᫂らかとな

 ࠋたࡗ

�E-mail�Vaa\a.VWrHHWVWroNH@gmail.Fom� 
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学年 �.1�  2.�8 

性ู 2.��  2.1� 

ࣝ࢟スࣇࣛ

  ၥ題ゎ決 2.��  2.18  �.�� 

対人関ಀࠉ 2.��  2.4� 

ᕫㄆ㆑⮬ࠉ 2.4� 

動ᢚไࠉ 2.�0  2.1� 

ス対ฎࣞࢺスࠉ 2.��  4.�1  2.04 

生きがいឤ

現状‶足 2.08  2.�� 

Ꮡ在価್ࠉ 2.10  �.�� 

ពḧࠉ 2.8�  2.00 

aGj5t 0.��  0.2�  0.4� 

p�.0�� p�.01� p�.001

有ពឤ

㤳 Ⓨ

- 高ᰯ⏕に࠾ける㤳ᑿᑿᑿ ㈏ឤ㈏ឤ㈏ឤឤ㈏ឤ㈏ឤぬとࣛࣇ との関連ࣝ࢟

ᒣ⏣ᾈᖹۑ
やまࡇࡔうい

（ឡ▱教⫱大学）ࠊᒣ⩚教ᩥ（ᰴ ࠊ（$06)5' (2 '/),(

大ὠ୍⩏（᪥本ࢿ࢙ࣝ࢘スス࣏ーࢶ大学） 

【┠的】 

 本研究は⏕活者の⏕活の㉁との関ࢃりがሗ

࿌されている㤳ᑿ୍㈏ឤぬ（6HnVH oI 

&ohHrHnFH㸸62&）をᇵうࣛࣇスࣝ࢟教⫱ࣟࣉ

の基♏㈨ᩱをᚓࡑࠊを㛤Ⓨするにあたり࣒ࣛࢢ

るためにࠊ高ᰯ⏕を対㇟として62ࠊ& とࣛࣇ

スࠊࣝ࢟⏕きがいឤとの関ࢃりを検ウするࠋ 

【᪉ἲ】 

 2018年�月に東海地༊のබ立$ &ࠥ高等学ᰯ

に㏻う1 �ࠥ 年⏕ 8�2 人を対㇟にࠊ↓グྡ⮬グ

ᘧの㉁ၥ⣬ㄪᰝを行ࡗたࠋㄪᰝෆᐜはࠊ基本的

ᒓ性2項┠�学年�性 ᒣᓮ�ᑻᗘ1�項┠&62ࠊู�

ら�2010㸸�ᅉᏊ�ࣛࠊ ᑻᗘ4�項┠（ᒣࣝ࢟スࣇ

⏣ら�201�㸸�ᅉᏊ）ࠊ⏕きがいឤᑻᗘ�1項┠

（㏆⸨ら�1��8㸸�ᅉᏊ）であるࠋ 

【⤖ᯝཬࡧ⪃ᐹ】 

 ឤのᚓⅬ࠸ࡀࡁ⏕ࠊࣝ࢟ࢫࣇࣛࠊ&62 ��

ྛᑻᗘについて要ᅉศᩓศᯒ（学年�性）

を行ࡗたとࠊࢁࡇ性ᕪについては62ࠊ& のฎ⌮

可能ឤࠊ有ពឤࣇࣛࠊスࣝ࢟のၥ題ゎỴࠊ

㐀的ᛮ⪃ࠊ対人関ಀࠊ動ᢚไにຠᯝがࡳ

られࠊዪᏊの方が⏨Ꮚに比て有ពにᚓⅬが高

かࡗた୍ࠋ方ࠊ学年ᕪについては62ࠊ& のᢕᥱ

可能ឤࠊฎ⌮可能ឤࣛࠊ ࠊのၥ題ゎỴࣝ࢟スࣇ

対人関ಀࠊ⏕きがいឤの現状‶足ࠊᏑ在価್に

ຠᯝがࡳられ2ࠊ��年⏕の方が1年⏕に比

て有ពにᚓⅬが高かࡗたࠋなࠊ࠾いࡎれのᑻᗘ

 ࠋたࡗられなかࡳ性ู�学年のస用はࡶ

 の㛵㐃ឤ࠸ࡀࡁ⏕ࠊࣝ࢟ࢫࣇࣛ&��62

62& を┠的ኚᩘࣇࣛࠊスࣝ࢟と⏕きがいឤ

をㄝ᫂ኚᩘとして㔜ᅇᖐศᯒ（強ไᢞ入法）を

行ࡗたと7ࢁࡇaElHに♧す⤖ᯝとなࡗたࣛࠋ 

ࠊᕫㄆ㆑⮬ࠊ対人関ಀࠊのၥ題ゎỴࣝ࢟スࣇ

動ᢚไࠊスࣞࢺス対ฎは62&のいࡎれかのᅉᏊ

とࡶ関ࢃりがࡳられたࠋ≉にၥ題ゎỴとスࣞࢺ

ス対ฎは62&のすてのᅉᏊとの関ࢃりがࡳら

れ62ࠊ& を高めるにはࠊၥ題ゎỴスࣝ࢟やスࢺ

ࣞス対ฎスࣝ࢟のᙧ成が有ຠであるࡇとを♧

၀している୍ࠋ方62ࠊ& の┦対的ຠᯝをᢕᥱす

るためにࠊ⏕きがいឤとの関ࢃりをࡳたとࠊࢁࡇ

62& の有ពឤは⏕きがいឤのすてのᅉᏊと

関ࢃりがㄆめられたࠋඛ行研究によると62&は

⏕活の㉁との関ࢃりがሗ࿌されているがࠊ≉に

有ពឤとの関ࢃりが強いࡇとが᫂らかとな

 ࠋたࡗ

【⤖ㄽ】 

スࣞࢺとスࣝ࢟のၥ題ゎỴスࣝ࢟スࣇࣛ 

対ฎスࣝ࢟は62&と62ࠊ&の有ពឤは⏕きが

いឤと強い関ࢃりがㄆめられたࠋ今ᚋはࡇれら

の⤖ᯝを踏まえて62ࠊ& を高めるࣛࣇスࣝ࢟

教⫱࣒ࣛࢢࣟࣉを㛤Ⓨࠊᐇしࡑࠊのຠᯝを検

ドするࠋ 

【㐃⤡ඛ】

No\amaGa@auHFF.aiFhi-HGu.aF.jp 
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高ᰯ⏕の㣗事のᴦしさに関連しているのか㸽

ᆏ本ۑ
さかࡶと

㐩
たつ


あき

（⇃本┴立大学⎔ቃඹ⏕学部） ⣽⏣⪔ᖹ（ோឡ大学人㛫⏕活学部） 

早ぢ（༓㡲）┤⨾（大㜰ᕷ立大学大学院⏕活科学研究科） 

【⥴ゝ】ඹ㣗によるዲましいຠᯝをᚓるため

には，ᐙ᪘との㣗事がᴦしいとឤࡌるࡇとが㔜

要であるࠋ㏆年，㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等を

用するࡇとは᪥常的なගᬒになりつつあるࠋ

しかしながら，ᐙの㣗事のᴦしさと，㣗事୰の

ス࣐ー࢛ࣇࢺン等の用㢖ᗘやス࣐ー࢛ࣇࢺ

ン等の用に関するࣝーࣝが，どのように関連

しているかは᫂らかではないࡇࡑࠋで本研究で

は，ඹ㣗のຠᯝを高める▱ぢをᚓるために，高

ᰯ⏕を対㇟としてᐙの㣗事のᴦしさと㣗事୰

のス࣐ー࢛ࣇࢺン等の用㢖ᗘ，㣗事୰にス࣐

ー࢛ࣇࢺン等を用しないࣝーࣝの関連を᫂

らかにするࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】⇃本┴と福┴の高ᰯ1・2年⏕1�8��

ྡにㄪᰝを౫㢗した（ᶓ᩿ㄪᰝ）ࠋㄪᰝෆᐜは，

ᒓ性，ᐙの㣗事のᴦしさ，ᮅ㣗࠾よࡧኤ㣗のඹ

㣗㢖ᗘ，㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン等の用㢖ᗘ，

㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等を用しないࣝー

ࣝであるࠋゎᯒでは，↓ຠᅇ⟅，ୗᐟしている

者，ス࣐ー࢛ࣇࢺン等をᣢࡗていない者，ᐙ᪘

とඹ㣗をしていない者を㝖እしたࠋ 

 㣗事のᴦしさと，㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン等

の用㢖ᗘ等の関連を検ウするために，⏨ዪู

に項ࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒを行ࡗたࠋᚑᒓ

ኚᩘはᐙの㣗事のᴦしさ（ᴦしい㸭ᴦしくな

い）とし，⊂立ኚᩘは㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン

等の用㢖ᗘ（用しない（基準）�㐌1㹼�᪥

用ࡰ�ẖ᪥用），㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺ

ン等を用しないࣝー （ࣝࣝーࣝがない（基準）

㸭ࣝーࣝはあるがᏲࡗていない㸭ࣝーࣝがあ

りᏲࡗている）とし，༢ኚ㔞࠾よࡧከኚ㔞ࣟࢪ

スࢡࢵࢸᅇᖐศᯒ（ㄪᩚኚᩘ㸸ᒓ性࠾よࡧඹ

㣗㢖ᗘ）を行なࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】1�81�ྡがㄪᰝにᅇ⟅したࠋゎᯒ対㇟

者は1��0� （ྡ⏨Ꮚ��� （ྡ41.�㸣），ዪᏊ�40

ྡ（�8.�㸣））であࡗたࠋ 

⏨Ꮚは，༢ኚ㔞ࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒの⤖

ᯝ，㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン等の用㢖ᗘが㐌

1㹼�᪥であるࡇと，㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等

を用しないࣝーࣝがありᏲࡗているࡇとが，

㣗事のᴦしさに関連していたࠋከኚ㔞ࣟࢪスࢸ

࢛ࣇࢺー࣐ᅇᖐศᯒの⤖ᯝ，㣗事୰にスࢡࢵ

ン等を用しないࣝーࣝがありᏲࡗているࡇ

と（ㄪᩚࢬࢵ࢜比（$25）�2.��，��㸣ಙ㢗༊㛫

（��㸣&,）㸸1.�2-4.��）が㣗事のᴦしさに関

連していたࠋ 

 ዪᏊは，༢ኚ㔞ࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒの⤖

ᯝ，㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン等の用が㐌1㹼�

᪥であるࡇと࠾よࡰࡧẖ᪥用しているࡇ

と，㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等を用しないࣝ

ーࣝがありᏲࡗているࡇとが㣗事のᴦしさに

関連していたࠋከኚ㔞ࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒ

では，㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等をࡰẖ᪥

用しているࡇと（$25�0.4�，��㸣&,㸸0.2�-0.81），

㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン等を用しないࣝー

ࣝがありᏲࡗているࡇと（$25�1.�8，��㸣&,㸸

1.1�-2.�2）が㣗事のᴦしさに関連していたࠋ

【⤖ㄽ】⏨ዪとࡶに㣗事୰にス࣐ー࢛ࣇࢺン

等を用しないࣝーࣝがありࡑのࣝーࣝをᏲ

とにࡇるࡌとは，㣗事をᴦしいとឤࡇているࡗ

関連していたࠋᐙ᪘で㣗事୰のス࣐ー࢛ࣇࢺン

等を用しないࣝーࣝをタけるࡇとは，ඹ㣗の

ຠᯝを高めるために有用である可能性が♧၀

されたࠋ 

（E-mail；VaNamoWo�@pu-NumamoWo.aF.jp）
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東北地方の⟶⌮ᰤᰤᰤ㣴㣴㣴士㣴士㣴士㣴㣴士㣴士㣴成ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬に࠾ける歯科保保保健保健保健保健保健健教健教健教教健教健 ⫱と᱁ᕪ

ۑ 
いࡠい

᫂成
あきなり

（㟷᳃┴୰༡地域┴Ẹ局地域健ᗣ福祉部保健⥲ᐊᘯ๓保健ᡤ） （㟷᳃┴୰༡地域┴Ẹ局地域健ᗣ福祉部保健⥲ᐊᘯ๓保健ᡤ） （㟷᳃┴୰༡地域┴Ẹ局地域

【⥴ゝ】口腔機能のపୗによるᦤ㣗ᄟୗ障

害は，పᰤ㣴のⓎ現とᐦ᥋な関連性を有す

るࡇとがሗ࿌されているࠋ᪥本⪁年歯科医

学会はࠗ歯科医師と⟶⌮ᰤ㣴士が୍⥴に

事をするために࠘学会の立ሙ⾲᫂を行ࡗたࠋ

୍方で，ࡇれまで⟶⌮ᰤ㣴士を㣴成する東

北地方の大学に࠾いて，歯科保健教⫱のᐇ

状況についてሗ࿌はされていないࡇࡑࠋ

で，東北地方の⟶⌮ᰤ㣴士を㣴成する大学

を対㇟とし，歯科保健教⫱のᐇ状況を᫂を対㇟とし，歯科保健教⫱のᐇ状況を᫂を対㇟とし，歯科保

らかにするࠋ 

【方法】本研究に࠾いては，全国ᰤ㣴士㣴

成タ༠会にⓏ㘓されている，東北地方の

⟶⌮ᰤ㣴士㣴成ㄢ⛬を有する大学を対㇟

とし，බ㛤されているࣂࣛࢩスを用いて歯

科保健教⫱のᐇ状況について検ウしたࠋ

スの講⩏ෆᐜ・ィ⏬ෆの，歯科保健ࣂࣛࢩ

教⫱の用ㄒであるࠕ歯科 う蝕ࠕࠖ， 歯ࠕࠖ，

࿘病ࠖ，ࠕ口腔ࠖ，ࠕ咀嚼ࠖ，ࠕᦤ㣗ࠖ，

 ࠋᄟୗࠖの有↓を㞟ィしたࠕ

【⤖ᯝ】ࣂࣛࢩスが↷会可能であࡗた東北

地方の⟶⌮ᰤ㣴士㣴成大学は㸷大学であ

う蝕ࠖࠕ，��44.4�歯科ࠖは㸲大学ࠕࠋたࡗ

は㸱大学���.���，ࠕ歯࿘病ࠖは㸯大学

咀ࠕࠊ���.���口腔ࠖは㸴大学ࠕࠊ��11.1�

嚼ࠖは㸳大学���.���ࠕࠊᦤ㣗ࠖは㸷大学

�.88�ᄟୗࠖは㸶大学ࠕࠊ��100.0���のࢩ

しかࡳᦤ㣗ࠖのࠕࠋスに含まれていたࣂࣛ

グ㍕のない大学がぢられたがࠊ全ての用ㄒ

がグ㍕されている大学ࡶあࡗたࠋ

【⪃ᐹ】学ᰯ健診で最ࡶከいᝈはう蝕で

あり，㛫㣗⩦័はう蝕と関ಀするࠋ⌮ᰤ㣴

士は，⊩立の立やㄪ⌮をᢸい，保護者か

らう蝕の㉁ၥをཷける可能性が高いࠋしか

し，本研究の⤖ᯝう蝕や歯࿘病，歯科に関

する講⩏をᐇしている大学は༙ᩘ以ୗ

であࡗたࠋ⟶⌮ᰤ㣴士は国ᐙ㈨᱁の医療専

㛛職であり，ࡑの㣴成ㄢ⛬に࠾いては㣗と

関ಀするう蝕ཬࡧ歯࿘病に関する教⫱の

充ᐇがᮃまれるࠋ 

が国は人㢮ᮍ᭯有の高齢化が進ᒎしࢃ

ているᙳ㡪のためか，ᦤ㣗ཬࡧᄟୗはと

う蝕と歯࿘ࠋどの大学でグ㍕されていたࢇ

病の㸰大歯科ᝈによࡗてከᩘの歯を႙

ኻし，咀嚼能ຊはపୗするࠋ㣗≀は咀嚼

によࡗて⢊○されၚᾮとΰࡊるࡇとで，ᄟ

ୗをするࡇとができるࠋ⟶⌮ᰤ㣴士が歯科

ᝈの病ែや学をㄆ㆑し，高齢者の㐺

ษな㣗事提供や歯科ཷ診（ᚋ期高齢者歯科

健診等）の່ዡを行うࡇとで，ᦤ㣗ᄟୗ機

能పୗをண㜵するࡇとができると⪃えら

れるࠋ今ᚋはࠕᦤ㣗ࠖཬࠕࡧᄟୗࠖとあࢃ

咀嚼ࠖにつࠕ，歯࿘病ࠖࠕ，う蝕ࠖࠕ，ࡏ

いての講⩏を充ᐇさࡏ，大学㛫で᱁ᕪをゎ

ᾘするࡇとで高齢期に࠾ける健ᗣỈ準の

向ୖにᐤできるとᛮࢃれたࠋまた，学術

ᅋయ等によࡗて歯科保健教⫱をᢸえる人

ᮦを⟶⌮ᰤ㣴士㣴成大学ὴ㐵する⤌

のᵓ⠏が，歯科とᰤ㣴の連携に㈉⊩するࡳ

可能性ࡶ⪃えられたࠋ

【⤖ㄽ】東北地方の⟶⌮ᰤ㣴士㣴成大学の

とᄟୗࠖはࠕࡧᦤ㣗ࠖཬࠕスにはࣂࣛࢩ

どグ㍕されているが，歯࿘病やう蝕のグࢇ

㍕は少なく，大学㛫で歯科保健教⫱のෆᐜ

に᱁ᕪがㄆめられたࠋ⟶⌮ᰤ㣴士に求めら

れる㈨㉁として，歯科保健教⫱を検ウする

必要であると⪃えられたࠋ 

【ㅰ㎡】ඹྠ研究者の┦㤿ඃᶞ（ᒾᡭ┴立

大学┒ᒸ▷期大学部）にᚚ♩⏦しୖࡆますࠋ

（E-mail；ZHnHZZH���@\ahoo.Fo.jp）
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Ἀ⦖┴୰学⏕に࠾ける学ᰯ学ᰯ学ᰯ学ᰯ学ᰯᰯ学ᰯ学 連⤖性性性と学ຊຊຊの関連性性について

ᐑᇛۑ
ࡳ や ࡂ

ᨻஓ
ま さ や

（⌰⌫大学 教⫱学部），高
たかくら

 ᐇ（⌰⌫大学 教⫱学部），高 ᐇ（⌰⌫大学 教⫱学部），高
のるࡳ

（⌰⌫大学 医学部）， 

႐ᒇṊ
き ࡷ ࢇ

 ா႐ᒇṊ ா႐ᒇṊ
あきら

（Ἀ⦖ዪᏊ▷期大学 児❺教⫱学科）

【⥴ゝ】

㏆年，社会経῭状況（6E6）が児❺⏕ᚐ

の学ຊにᙳ㡪をえているとのሗ࿌がな

されている．また，6E6は学ᰯ連⤖性と┦

にస用し，㟷少年の༴㝤行動に関連する

社会的Ỵ定要ᅉになるとされ，学ᰯ連⤖性

を高めるࡇとが，6E6の༴㝤行動に対する

㈇のᙳ㡪を⦆⾪するとした▱ぢࡶ♧され

ている． 

୍方，ᡃࠎはᑠ学ᰯ児❺に࠾ける学ຊを

ᚑᒓኚᩘとし，ࡑのㄝ᫂ኚᩘとして学ᰯ連

⤖性がᐤするかについて，6E6 を含め検

ウを行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ，ᑠ学ᰯ児❺に࠾け

る学ᰯ連⤖性は 6E6 を⪃៖してࡶ学ຊにᙳ

㡪をえる可能性を♧し，పい 6E6 の児❺

に࠾いてࡶ学ᰯとのつながりを強化する

 ࠋとの㔜要性を᫂らかにしたࡇ

れまでの研究を踏ࡇ，で本研究ではࡇࡑ

まえ，ࡑの対㇟を୰学⏕としたሙྜに， 

ྠᵝの⤖ᯝがᚓられるかについて検ウ

するࡇとを┠的としているࠋ 

【方法】

1.ㄪᰝ対㇟㸸Ἀ⦖┴㞳ᓥを含ࡴ全 � 地域よ

り，ྛ地༊の児❺⏕ᚐᩘ比⋡にᛂࡌた �0

୰学ᰯの � 年⏕全学⣭ 4��1 ྡ୰，グ入₃

れやデータの不備を㝖く 281� ྡ（有ຠᅇ

⟅⋡ �4.�㸣）．2.ㄪᰝ期㛫㸸201� 年 4 月

ୗ᪪㹼� 月ୖ᪪．�.ㄪᰝෆᐜ㸸社会人口統

ィ学的ኚᩘ，⏕活⩦័，学ᰯ連⤖性，社会

経῭状況（)$6ϩ㸸)amil\ $IIluHnFH 6FalH

ならࡧに୧ぶの学歴），学ຊデータ（ᖹ成

2� 年ᗘ全国学ຊ・学⩦状況ㄪᰝ）．な࠾，

本研究は�⌰⌫大学学研究⌮ᑂᰝጤဨ

会のᢎㄆをᚓている．

【⤖ᯝ࠾よࡧ⪃ᐹ】 

性ูをㄪᩚኚᩘとしたࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐ

ศᯒにより，学ຊに対する 6E6࠾よࡧ学ᰯ連

⤖性のࢬࢵ࢜比と ��㸣ಙ㢗༊㛫を⟬ฟし

たと6，ࢁࡇE6 高⩌は 6E6 ప⩌に比て 2.0

ಸ学ຊが高いഴ向を♧したが，学ᰯ連⤖性

高⩌は，学ᰯ連⤖性ప⩌に比学ຊが高い

という⤖ᯝはᚓられなかࡗたࠋさらに，6E6

と学ᰯ連⤖性を⤌ࡏࢃྜࡳた � 高ࠕ）⩌

6E6・ప学ᰯ連⤖性⩌ࠖ，ࠕప 6E6・高学ᰯ

連⤖性⩌ࠖ，ࠕ高 6E6・高学ᰯ連⤖性⩌ࠖ）

పࠕれをࡒれࡑ 6E6・ప学ᰯ連⤖性⩌ࠖと

比較したとࢁࡇ，高 6E6・ప学ᰯ連⤖性⩌

は 2.� ಸ，高 6E6・高学ᰯ連⤖性⩌は 1.�

ಸ学ຊが高いഴ向を♧したが，ప 6E6・高

学ᰯ連⤖性⩌は学ຊとの関連性はࡳられ

なかࡗたࠋ

今ᅇの⤖ᯝは，ከくのඛ行研究ྠᵝ，୰学⏕

の学ຊに 6E6 が関連しているࡇとが♧された．

 ୍方，学ᰯ㢼ᅵが，学ຊに対する 6E6 の

㈇のᙳ㡪を⦆する可能性を指するሗ

࿌（5XWK %HUNRZLW]，HW DO，����）ࡶあるが，

本⤖ᯝは，学ᰯ連⤖性は୰学⏕の学ຊと関連し

ない可能性を♧すࡶのとなࡗた．ᑠ学⏕につい

ては学ᰯ連⤖性が学ຊᐤする可能性が♧

されてはいるࡶのの，本ㄪᰝは୰学�年⏕を対

㇟としているため，学ᰯ連⤖性が学ຊえる

ᙳ㡪は୰学⏕になるとᙅまるか，ࡶしくは全く

ᐤࡎࡏ，పい6E6を⦆する要ᅉとはならな

い可能性が高いといえる． 

（E-mail；maVa\a@HGu.u-r\uN\u.aF.jp）
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高ᰯ野⌫部㑅ᡭに対する⡿提供をకうᰤ㣴教⫱ຠᯝの検ウ

㤳ۑ
しࡹ

⸨
どう

 ⏤ె
ࡺ か

�海⪁ ஂ⨾Ꮚ 1ࠊ �బ⸨ ឡ 1�2ࠊ�1

1� 立㤋大学ス࣏ーࢶ健ᗣ科学研究科2 ࠊ� ᅬ⏣学ᅬዪᏊ大学人㛫健ᗣ学部

【⥴ゝ】高ᰯ◳ᘧ野⌫部㑅ᡭはࠊエࢠࣝࢿ

ーᾘ㈝㔞がከくࠊ㌟య活動の要なエࣝࢿ

ー※である⢾㉁をከくᦤྲྀする必要がࢠ

ある୍ࠋ方でࠊඛ行研究では指ᑟ者がさら

なるయ᱁・యຊの向ୖをᮃࠊࡳቑ㔞のため

に⡿㣤ᦤྲྀ㔞に࣐ࣝࣀをㄢす等ࠊ㣗事に対

して強ไ的な指ᑟを行ࡗているሙྜがあ

るࡇとが指されているࠋ本研究ではࠊಶ

人の必要㔞にྜࡏࢃた㣗事㔞の⌮ゎやࠊ᪥

本ᆺ㣗⏕活についてのᰤ㣴教⫱とඹに⡿

提供を行うᰤ㣴教⫱ࣔデࣝをᐇしࡑࠊの

ຠᯝを検ウするࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】2018年4月から11月にࠊ全国8ᰯのබ

立高ᰯに㏻う◳ᘧ野⌫部㑅ᡭ1年⏕ィ181ྡを

対㇟にࠊ㌟యィ （㌟長ࠊయ㔜ࠊయ⬡⫫⋡）ࠊ

㣗≀ᦤྲྀ㢖ᗘㄪᰝ（))4g.9Hr�.0）をᐇしたࠋ㣗≀ᦤྲྀ㢖ᗘㄪᰝ（))4g.9Hr�.0）をᐇしたࠋ㣗≀ᦤྲྀ㢖ᗘㄪᰝ（

4ᰯを⡿提供ࣔデࣝ⩌とし⡿の提供を行いࠊ�月

に⡿の活用についてのᰤ㣴教⫱を㑅ᡭࠊ保護

者ࢿ࣐ࠊーࣕࢪーࠊ指ᑟ者に対しᐇしたࡑࠋ

のの4ᰯにはࠊᰤ㣴教⫱のࡳを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】⡿提供ࣔデࣝ⩌では4月から8月に

かけてࠊエࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞で有ពなቑຍが

ㄆめられたࡶのの（p � 0.0�）ࠊ対↷⩌で

は有ពなᕪはㄆめられなかࡗたࠋまたࠊ⡿

提供ࣔデࣝ⩌では⡿のᦤྲྀ㔞を⥔ᣢしてい

たのに対しࠊ対↷⩌では有ពなῶ少がㄆめ

られた（p � 0.0�）ࠋまたࠊ⡿提供ࣔデࣝ

⩌では4ࠊ月と比較して8月と11月に࠾いて

大㇋㢮で有ពな高್を♧し（p � 0.001）ࠊ

㨶介㢮では4月と比較して11月で有ពな高

್を♧したが（p � 0.0�）ࠊ対↷⩌に࠾い

てはࡇࠊれらの㣗ရに有ពなᕪはㄆめられ

なかࡗたࠋయ㔜はࠊ୧⩌と4ࡶ月から8月に

かけて有ពにῶ少し11ࠊ月にかけて有ពな

ቑຍを♧した（p � 0.001）ࠋ 

【⪃ᐹ】4月と比較して8月に࠾いてయ㔜が

有ពにῶ少したࡇとは8ࠊ月はኟఇࡳ୰の

ため⦎⩦㛫が長くࠊᾘ㈝㔞以ୖにᦤྲྀฟ

᮶ていない可能性が⪃えられたࠋ⡿提供ࣔ

デࣝ⩌に࠾いて4月から8月にかけてࠊ⡿の

ᦤྲྀ㔞がῶ少ࡎࡏ⥔ᣢするࡇとができたࠋ

ᰤ㣴教⫱にຍえて⡿提供を行ࠊとはࡇのࡇ

とにより⡿のᦤྲྀに対するព㆑がࡇたࡗ

高まࡗたࡇとが要ᅉとして⪃えられるࠋま

たࠊ⡿提供ࣔデࣝ⩌では4ࠊ月から11月にか

けて大㇋㢮や㨶介㢮で有ពな高್を♧し

たࡇࠋのࡇとはࠊ㣗として⡿をᦤྲྀする

れにྜう㣗として大㇋〇ရやࡑࠊとでࡇ

㨶介㢮を使用した᪥本ᆺ㣗⏕活にྜࡏࢃ

た㑅ᢥをするようになࡗたᙳ㡪であると

᥎ᐹされるࠋ 

【⤖ㄽ】⡿提供ࣔデࣝ⩌はࠊ㣗ḧがⴠࡕや

すいኟሙに࠾いてࠊ⡿のᦤྲྀ㔞を⥔ᣢする

大㇋〇ࠊけでなくࡔまた⡿ࠋとができたࡇ

ရや㨶介㢮のᦤྲྀ㔞がቑຍしたࠋ以ୖの⤖

ᯝよりࠊ᪥本ᆺ㣗⏕活に関するሗをྲྀり

入れたᰤ㣴教⫱とඹに⡿提供を行うࡇと

でࠊኟᏘの⡿㣤㔞⥔ᣢのࡳならࠊࡎ㣗の

ቑຍをಁࡏる可能性が♧၀されたࠋ 

（E-mail；VhuGo410@gVW.riWVumHi.aF.jp） 

【1��】

− 110 − − 111 −



高ᰯ⏕◳ᘧ野⌫ る &$1 を活用したࢡー࣒࣡ーࣞࣇ

႐Ꮚ⏤⏣ୖۑ
う え ࡔ ࡺ き ࡇ

（大㜰ᕷ立大学）ࠊᑠᯘ▱ᮍ（ᖇሯᒣ学院大学） 

【⥴ゝ】行動ኚᐜを可能にするためのᡓ略の

ᯟ⤌ࡳとされる$1&ࠕ ┠╔にࠖࢡー࣒࣡ーࣞࣇ

しࠊ≉に㣗方をỴまりࡈとにするࣟࣉーࢳ

によるᰤ㣴サ࣏ーࢺが高ᰯ野⌫㑅ᡭのయ⤌成ࠊ

㣗事ᦤྲྀ状況のኚ化に有ຠでࠊンス࣐ー࢛ࣇࣃ

あるか検ウしたࠋ 

【方法】対㇟を 2 ⩌にศけࠊ大㜰ᗓ立 , 高ᰯ

野⌫部の 1・2 年⏕�n 28�を介入⩌ࠊ大㜰ᗓ立

㹌高ᰯ野⌫部の 1・2 年⏕�n 22�を対↷⩌とし

たࠋ介入期㛫はࢭス࣓ンࢺを含めて4ࣨ月㛫ࠊ

期㛫୰に�ᅇの㞟ᅋᰤ㣴教⫱と1ᅇのಶูᰤ㣴

教⫱をᐇした1ࠋ ᅇ┠はࣛࣂࠊンスのⰋい㣗

事をとるࡇとは࢛ࣇࣃー࣐ンスの向ୖに⧅が

るという⤖ᯝண期からの行動の動機࡙け2ࠊ ᅇ

┠はࢭス࣓ンࢺの⤖ᯝから⮬㌟でㄢ題と┠

ᶆを⪃えࠊಶูᰤ㣴教⫱にて┠ᶆを㐩成するた

めの行動ィ⏬をỴ定したࠋ� ᅇ┠はࠊᘚᙜ⟽法

をᛂ用したయ㦂活動をྲྀり入れᘚᙜ⟽のサ

ࠊ㣗ရの㑅ᢥ方法ࠊとにしࡈや┒り方をỴまりࢬ

㣗る✀㢮や㔞を⌮ゎできる学⩦ᵓ成のࣟࣉ

ࠊᯝ評価として⤖ࡧよ࠾ᙳ㡪ࠋとした࣒ࣛࢢ

┿ 法 に よ る 㣗 事 ㄪ ᰝ ࠊ ㌟ య   定

ࡧよ࠾ンスの （'&-4�0$�7$1,7$）࣐ー࢛ࣇࣃࡧよ࠾ンスの （'&-4�0$�7$1,7$）࣐ー࢛ࣇࣃࡧよ࠾（4�0$�7$1,7$-&'）

定をサ࣏ーࢺ๓ᚋにᐇしたࠋ 

【⤖ᯝ】介入⩌はࠊయ㔜࠾よࡧయ⬡⫫⋡が有

ពにቑຍしたがࠊ対↷⩌との比較では有ពなᕪ

はㄆめられなかࡗたࠋ学年ูでは2ࠊ 年⏕はయ

㔜が対↷⩌よりࡶ有ពにቑຍした（p�0.0�）ࠋ

⏕学年ูでは介入⩌の2年ࠊࡶンス࣐ー࢛ࣇࣃ

のスンࢢスࣆーࢻが有ពに向ୖした

�p�0.01�ࠋᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞はࠊサ࣏ーࢺᚋにⅣ

Ỉ化≀ࠊ࣒࢘ࣜ࢝ࠊビタ࣑ン&がቑຍし2ࠊ⩌

㛫の比較ではエࢠࣝࢿーㄪᩚ῭ࣝ࢝・࣒࢘ࣜ࢝

ࣞ・࣒࢘ࢩ ࠊーࣝᙜ㔞・㣗≀⧄⥔のᦤྲྀ㔞がࣀࢳ

対↷⩌よりࡶ有ពに高್であࡗたࠋ㣗ရ⩌ูᦤ

ྲྀ㔞は⦎⩦᪥・ࣇ࢜᪥とࡶにࠊ対↷⩌よりࡶங

㢮のᦤྲྀ㔞が有ពにቑຍした（p�0.0�）ࠋ次にࠊ

� ᅇの㞟ᅋᰤ㣴教⫱ᚋの࣡ーࢩࢡーࢺのグ㏙ෆ

ᐜはࠊ学⩦┠ᶆと対ᛂしたグ㏙がከくࡳられたࠋ

行動┠ᶆのࢽࣔࣇࣝࢭタࣜンࢢᐇ⋡は 100�

であࡗたがࡑࠊのうࡕの┠ᶆ㐩成⋡は��.�㸣で

あࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】ᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞にኚ化がࡳられࠊ対

↷⩌と比較し㣗事のࣛࣂンスが向ୖしたࡇと

はࠊ┠ᶆをタ定し㣗方をỴまりࡈとにした

�1ormaWiYH�ᰤ㣴サ࣏ーࢺがࠊ㣗行動のኚ化に

⧅がࡗたと᥎ᐹされるࠋさらにࠊయ㔜がቑຍし

たࡇとによりスンࢢスࣆーࢻの向ୖにࡶᙳ

㡪し%0ࠊ,が21.0�Ng�m2%0,が21.0�Ng�m2%0,が21.0�Ng�m �以ୗの㑅ᡭࡶῶ少したࠋ

୍方ࠊ㝖⬡⫫య㔜にኚ化はㄆめられなかࡗたࠋ

く㉁ࡥࢇスタンス㐠動ᚋの㣗事によるたࢪࣞ

ྜ成の่⃭がࠊ➽たࡥࢇくྜ成㏿ᗘをቑ大する

ෆᐜにຍࢢンࢽーࣞࢺࠋとが♧၀されているࡇ

えࠊᦤྲྀタ࣑ンࢢにより㦵᱁➽ቑ㔞のຠ⋡が

改ၿする可能性ࡶあるࠋ今ᚋはスタࣇࢵと連携

しࠊຠᯝ的な行動ィ⏬の立とࣔࢽタࣜンࢢの

ᐇࠊ➽ຊࣉࢵに向けたࣞࢺーࢽンࢢの強化

によりࢳࠊー࣒の➇ᢏຊ向ୖに㈉⊩できれࡤと

⪃えるࠋ 

【⤖ㄽ】本研究はࠊ㣗事ㄪᰝ⤖ᯝや࣡ーࢩࢡ

ーࢺのグ㏙ෆᐜから$1&ࠕࠊ ࠖࢡー࣒࣡ーࣞࣇ

を活用したᰤ㣴サ࣏ーࢺの୍定のຠᯝがㄆめ

られたࠋしかしࠊయ㔜はቑຍしたࡶのの㝖⬡⫫

య㔜にኚ化はㄆめられࢳࠊࡎー࣒の┠的をᯝた

すための▷期┠ᶆは㐩成できなかࡗたࠋ 

（E-mail；\uHGa@liIH.oVaNa-Fu.aF.jp）
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ࢺスࣜー

㇂ᮌ
や ࡂ

㱟⏨㇂ᮌ㱟⏨㇂ᮌ
たつ࠾

（Ύ大学） 

【⥴ゝ】 

㏆年ࠊスࣜーࢺ学⏕をྲྀりᕳく⎔ቃは大き

くኚ化している201ࠋ�年にⓎ足した大学ス࣏ー

ࢶー࣏学⏕の学ᴗとスࢺスࣜーࠊ༠会ではࢶ

の୧立をಁすためࠊ対እヨྜにฟሙできる学ᴗ

成⦼の基準をタけるไᗘをᑟ入し୍ࠊ 定の基準

に‶たない学⏕にฟሙṆのᥐ⨨をྲྀるࡇと

が提されているࠋまたࠊスࣜーࢺ学⏕の学

ᴗ成⦼不は早期㏥学につながりうるࡇとか

らࠊ学⩦に対して㐺ษなᨭを提供するࡇとが

大学のႚ⥭のㄢ題となࡗているࡇࡑࠋでࠊ本研

究ではスࣜーࢺ学⏕の学ᴗ成⦼にཬࡰすᚰ

⌮社会的要ᅉを᫂らかにするࡇとを┠的としࠊ

ᚰ⌮社会的要ᅉと学ᴗ成⦼との関ಀを検ウし

たࠋ 

【方法】 

対㇟㸸༓ⴥ┴の⚾立$大学のスࣜーࢺ学⏕1

年⏕112 （ྡ⏨性�ᖹᆒ18.0ࠊዪ性20ྡࠊ2ྡ

s0.1 ṓ）ࠋ全ဨがス࣏ーࢶ᥎⸀によࡗて入学

しࠊ部活動にᡤᒓしていたࠋ 

 ᗘ㸸性ูࠊ➇ᢏྡࠊ➇ᢏ歴ࠊᒃఫᙧែࠊ部活

動の地ࠊ⏕活⩦័ࠊ経῭状況ឤࢺࣂࣝࠊ

のᑵປ状況（ࢺࣂࣝの有↓ཬࡧ⥲㛫ᩘ）ࠊ

༞ᴗᚋの進㊰ᕼᮃをᑜࡡたࠋ 

㤳ᑿ୍㈏ឤぬ（有ពឤࠊᢕᥱ可能ឤࠊฎ⌮可

能ឤ）を 62&-1� によࡗて 定したࢺࢵࣜࢢࠋ

を（ດຊの⢓り強さࠖࠕࠊの୍㈏性ࠖ⯆ࠕ）

学ᴗ成ࠋて 定したࡗーࣝによࢣス・ࢺࢵࣜࢢ

⦼は1年次の⥲ྲྀᚓ༢ᩘとしたࠋ 

ᡭ⥆き㸸; 年 4 月の授ᴗෆに࠾いてࠊ:HE ン

 ࠋのᅇ⟅を求めたࢺーࢣ

データศᯒ㸸W検定ࠊศᩓศᯒࠊ┦関ศᯒ 

【⤖ᯝ】 

༞ᴗᚋの進㊰ᕼᮃがࠕとくになし ⩌ࠖがࡑの

かの⩌と比較して有ពにྲྀᚓ༢ᩘが少な

かࡗた（W�10�� 2.��� p .01）ࠋ 

ᒃఫᙧែࠊ部活動の地ࠊ⏕活⩦័ࣂࣝࠊ

活⩦័と⥲ྲྀᚓ༢ᩘに有ព⏕ࠊ㛫ᩘ⥲ࢺ

な関ಀはなかࡗたࠋ 

⥲ྲྀᚓ༢ᩘと62&ཬࡧୗᑻᗘᚓⅬとの㛫

に有ពな┦関はなかࡗたがࢺࢵࣜࢢࠊཬࠕࡧດ

ຊの⢓り強さ とࠖの㛫に有ពなṇの┦関があࡗ

た（ࢺࢵࣜࢢ� r .2�� ດຊの⢓り強さ� r .2�� 

ඹにp�.01）ࠋ 

なࢺࣂࣝࠊ࠾を行ࡗていない学⏕は2ྡ

でありࢺࣂࣝࠊ㛫はᖹᆒ �.1s�.� 㛫

㸭㐌であࡗたࠋ⏕活⩦័のᮅ㣗ᦤྲྀᅇᩘは 2.�

s1.2ᅇ㸭㐌ࠊ╧╀㛫は�.�s1.�㛫であࡗ

たࠋᒃఫᙧែは୍人ᬽらしが �� ࢙ࢩ・ᑅࠊྡ

 ࠋたࡗᐇᐙᬽらしが�ྡであࠊスは�1ྡ࢘ࣁ

【⪃ᐹ】 

༞ᴗᚋの進㊰ᕼᮃがࠕとくになし のࠖスࣜ

ーࢺ学⏕は⥲ྲྀᚓ༢ᩘが有ពに少なかࡗたࠋ

教⫱はከくの大学ࣜࣕ࢟学⏕のࢺスࣜー

でᐇされているࠕࠋとくになしࠖの学⏕のཧ

ຍ⋡・用⋡はపいと定されるࠋ本研究の⤖

ᯝからはࠊ入学に進㊰ᕼᮃがࠕとくになしࠖ

の学⏕の学ᴗ成⦼がపくなるࡇとが♧された

ࠊ学⏕に対してࢺスࣜーのようなࡇࠊとからࡇ

✚ᴟ的にാきかけࠊ進㊰ᕼᮃを᫂☜にさࡏるࡇ

とがࠊ学ᴗ成⦼の向ୖにつながるࡶのと⪃えら

れるࠋ 

またࠊᚰ⌮的要ᅉではࢺࢵࣜࢢࠊのࠕດຊの

⢓り強さ がࠖ⥲ྲྀᚓ༢ᩘとᙅいṇの┦関があ

いて➇ᢏຊにຍ࠾入ヨにࠊとからࡇのࡇࠋたࡗ

えてࠊດຊの⥅⥆性などを評価対㇟とするࠊあ

るいはࠊດຊの⥅⥆性がపいスࣜーࢺ学⏕に

はࢺࢵࣜࢢࠊを高めるようなᚰ⌮教⫱が学ᴗ成

⦼向ୖに有ຠであると⪃えられるࠋ 

（E-mail；\agi@VHiZa-uniY.aF.jp）
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大 連性性性

⸩⾫ࠐ భ႐
え と う ࡺ  う き

（රᗜ教⫱大学大学院）ࠊすᒸ ఙ⣖
にし࠾か のࡪき

（රᗜ教⫱大学大学院）ࠊ

ᒸ本 ᕼ
ࡳࡒと のࡶか࠾

（රᗜ教⫱大学大学院）

【⥴ゝ】大学⏕の⏕活⩦័ではࠊᮅ㣗欠㣗や

㌟య活動㔞のపୗࠊ╧╀┦のᚋ㏥のၥ題が指

されているࠋ本研究の┠的はࠊ㣗事ࠊ㐠動ࠊ╧

╀のྛ⏕活⩦័改ၿの┦関連ཬࡧ⮬ᕫ⟶⌮

スࣝ࢟との関連性を᫂らかにするࡇとであるࠋ

【方法】�）ㄪᰝ対㇟㸸本ㄪᰝは����年�� 月

㹼�� 月にࠊ� 大学の大学⏕ ��� 人を対㇟としࠊ

↓グྡ⮬グᘧ㉁ၥ⣬ㄪᰝを行ࡗたࠋ欠ᦆᅇ⟅を

㝖いた ��� 人（⏨性㸸��� 人ࠊዪ性㸸��� 人ࠊ

年齢㸸�������� ṓ）をศᯒ対㇟とした（有ຠᅇ

⟅⋡����㸣）ࠋ

�）ㄪᰝෆᐜ㸸基本ᒓ性ࠊ⮬ᕫ⟶⌮スࣝ࢟ᑻᗘ

ᚓⅬ（以ୗ606ࠊ）（高ᶫらࠊ����）ࠊᮅ㣗ᦤ

ྲྀの有↓（ཌ⏕ປാ┬ࠊ����）ࠊ㣗ရᦤྲྀのከ

ᵝ性評価⚊（⇃㇂らࠊ����）ࠊ国際ᶆ準化㌟య

活動㉁ၥ⚊（以ୗ3$4�69,ࠊ）（ᮧ℩らࠊ����）
ࠊ㉁ၥ⚊᪥本ㄒ∧（ᅵら╀╧ࢢーࣂࢶࢵࣆ

����）を用いたࠋ⏕活⩦័改ၿについてはࠊ㣗

⩦័と㐠動⩦័と╧╀⩦័の改ၿ経㦂の有↓

を㑅ᢥ⫥ᙧᘧでᑜࡡたࠋ

�）ศᯒ方法㸸⏕活⩦័のᐇែのࣜࢦࢸ࢝ኚᩘ

の � ⩌㛫の比較は Ȥ�Ȥ�Ȥ 検定ࠊ改ၿ経㦂と 606 ᚓ

Ⅼの関連性については⏨ዪูで W 検定を行ࡗたࠋ

㣗⩦័・㐠動⩦័・╧╀⩦័の改ၿ経㦂の有↓

の┦関連についてはᅄศⅬ┦関ಀᩘを⟬ฟ

したࠋまたࠊ改ၿ経㦂の有↓に対してከኚ㔞ㄪ

ᩚᚋࡶ 606 ᚓⅬが関連するかを検ドするため

ࠋたࡗᅇᖐศᯒを行ࢡࢵࢸスࢪࣟ

【⤖ᯝ】ᮅ㣗ᦤྲྀ㢖ᗘについてはࠊ⏨性����㸣
に対してዪ性 ����㸣で有ពにᦤྲྀ㢖ᗘが高く

（3 �����（3 �����（ ஙでは⏨性の方が有∵ࡧ㨶介㢮ཬࠊ（

ពにᦤྲྀ㢖ᗘが高かࡗた（㨶介㢮�⏨性����㸣YV
ዪ性 ����㸣ࠊ����� 3ࠊ∵ங㸸⏨性 ����㸣YV ዪ

性 ����㸣3$4�69,ࠋ（����� 3ࠊ はዪ性よりࡶ

⏨性の方が有ពに高かࡗた（⏨性㸸

������0(7V・ศ�・ศ�・ศ㐌 YV ዪ性㸸������0(7V・ศ�・ศ�・ศ

㐌3ࠊ�ྛࠋ（����⏕活⩦័の改ၿ経㦂と 606
ᚓⅬの関連はࠊ⏨性では㣗⩦័に࠾いてࠊዪ性

では㐠動⩦័に࠾いて 606 ᚓⅬが改ၿ⩌の方

が有ពに高ᚓⅬであࡗた（⏨性㸸改ၿ⩌����Ⅼ
YV㠀改ၿ⩌����Ⅼࠊዪ性㸸改ၿ⩌����ⅬYV㠀
改ၿ⩌����Ⅼ）ࠋ⏨ዪとࠎྛࡶの改ၿ経㦂㛫で

有ពなṇの┦関がありࠊ㣗・㐠動・╧╀の改ၿ

経㦂は┦に関連しているࡇとが♧၀されたࠋ

ࠖ័⩦㐠動ࠕ㣗⩦័ࠖとࠕ性では⏨ࠊࡕのうࡑ

（ĳ �����）に࠾いてࠊዪ性ではࠕ㣗⩦័ࠖと

いて改ၿの関連࠾に（����� ĳ）ࠖ័⩦╀╧ࠕ

が強かࡗたࠕࠋ㣗・㐠動・╧╀⩦័のう୍ࡕつ

でࡶ改ၿ経㦂ありࠖをᚑᒓኚᩘにࠊ性ู・ᒃఫ

ᙧែ・部活ཧຍ・サーࣝࢡཧຍ・606ᚓⅬ・㌟

య活動㔞・╧╀障害・ᮅ㣗欠㣗を⊂立ኚᩘとし

た項ࣟࢪスࢡࢵࢸᅇᖐศᯒではࠊᐇᐙᬽし

が有ពな関連を♧したࠋᐇᐙᬽし㸸ࢬࢵ࢜比����� 
��㸣&,；���������）ࠋ

【⪃ᐹと⤖ㄽ】

⏕活⩦័の改ၿ経㦂が┦に有ពに関連して

いるࡇとからࠊ⏕活⩦័改ၿのためには୍つྲྀ

り⤌ࡳやすい⏕活⩦័の改ၿを成ຌさࡏてࠊ次

の⏕活⩦័の改ၿにྲྀり⤌ࡇࡴとが方策の୍

つと⪃えるࠋከኚ㔞ゎᯒでは有ពな関連はࡳら

れなかࡗたがࠊ༢ኚ㔞ゎᯒではࠊ保健行動と

606 ᚓⅬとの㛫に有ពな関連がࡳられたࡇと

からࠊ⮬ᕫ⟶⌮スࣝ࢟を⫱成するᨭが有ຠと

⪃えるࠋ

（(�PDLO（(�PDLO（ ；QDSD��\#JPDLO�FRP）
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≉ の現≧ 㢟

࣋̿ と̿

ගۑ
みつ

⸨
じࡩ

ⓒ合子
ࡺ り こ

、Ᏹ㔝
う の

ᏹᖾ
ひࡺࢁき

、㧗㔝
たかの

⨾由⣖、㧗㔝⨾由⣖、㧗㔝
み ࡺ き

රᗜ教育大学大学㝔 㐃合学校教育学研究科 රᗜ教育大学大学㝔 㐃合学校教育学研究科 රᗜ教育大学大学㝔

【⥴ゝ】≉ู支学校では知的㞀ᐖのある子

どもの食の問㢟が大きい。㞀ᐖのある子どもが

将来自❧し、♫ཧຍするための基┙として、

ᮃましい食習慣を身に付けるため食育は㔜要

である。しかし、教ဨからは食育が分かりにく

いという意見も⪺かれる。そこで、食育の中᰾

をᢸうࣛࢸ࣋ンᰤ㣴教ㅍに┤接ヰを⪺き、≉ู

支学校における食育の現≧とㄢ㢟を明らか

にし、食育᥎㐍のための示唆を得たい。 

【方法】$県の≉ู支学校にົするࣛࢸ࣋

ンᰤ㣴教ㅍ�人を対㇟に㠃接ㄪᰝと㏣ຍ㠃接ㄪ

ᰝを行った。ㄪᰝ方法は༙構㐀化㠃接であった。

ㄪᰝᮇ間は、201� 年 �月㹼201� 年 �月であっ

た。分ᯒ方法は、⥅⥆的ẚ㍑法とMAXqda2018
（VERBI Software）による㉁的な分ᯒである。

【結果】≉ู支学校では、知的㞀ᐖのある

子どもに、⫧‶がከいこと、೫食があること、

よくჶまない➼食方の問㢟があること、食の

こだわりが㢧ⴭな子どもがいること➼の食の

問㢟があり、対応の必要性が認識されていた。

≉ู支学校における食育の目的は、子

どもがᮃましい食方を身に付けること、

自分でᗣ࡙くりができる子どもを育て

ること➼であった。学校における食育᥎㐍

体ไは、中身を考え┤したい学校もあった。

学校における食育のྲྀ⤌として、⤥食に

よる食育やㄪ理・᱂ᇵ➼の体㦂による食育

➼が行われていた。ᰤ㣴教ㅍによる食育授

業や保護者が関わる食育を行う学校もあ

った。しかし、教ဨが行う食育授業の実ែを

ᰤ㣴教ㅍがᢕᥱできていない現≧もあった。 

食育実㊶の支のため、ᰤ㣴教ㅍは教ဨ

にアࢻバイࢫを行ったり、生きた教ᮦとし

て⊩❧を作成したりしていた。また、食物

アࣞࣝࢠー➼、ಶู指導が必要な子どもに

は㐃ᦠした食育を行っていたが、ಶู指導

が必要ない子どもの保護者にはሗⓎಙ

ばかりで、応が見えない現≧があった。

≉ู支学校における食育のㄢ㢟とし

ては、[ᰤ㣴教ㅍのㄢ㢟]、[㐃ᦠのㄢ㢟]、[授
業のㄢ㢟]、[教ᮦのㄢ㢟]、[学校のㄢ㢟]、[子
どものㄢ㢟]、[ไ度のㄢ㢟]、[⎔ቃのㄢ㢟]
がᢳ出された。研ಟのᶵが少ないという

[ᰤ㣴教ㅍのㄢ㢟]はᨵၿの動きに⧅がった。

【考察】≉ู支学校では子どもの食の問㢟

が見られ、୍人ひとりの子どもを理ゎし㸪実ែ

に応じた食育を行う必要性が☜認された。ಶู

の指導計⏬に食育のど点で目ᶆを❧て、食育の

実㊶・評価を行っていく必要性が見えた。また、

子どもの㞀ᐖ≉性をよく知る教ဨとᰤ㣴教ㅍ

がሗをඹ᭷し、㐃ᦠ・༠ാして食育にྲྀ⤌ࡴ

ことが᭷効であࢁう。食育のྲྀ⤌では、食物ア

ー➼、ಶู指導が必要な子どもには㐃ᦠࢠࣝࣞ

した実㊶が行われていたが、それ௨እの子ども

は保護者の応が見えࡎ、可ど化と㐃ᦠにㄢ㢟

が☜認された。学校評価の中に食育評価を⨨

࡙け、保護者や教ဨが評価することで評価の可

ど化や㐃ᦠに⧅がるであࢁう。また、ᰤ㣴教ㅍ

のᑓ㛛性を㧗める研ಟの実とඹに、教ဨ・保

護者に食育の理ゎをᅗることも大ษであࢁう。

【結論】≉ู支学校では≉ᚩ的な子どもの

食の問㢟があり、子どもを理ゎして食育を行う

必要がある。ሗඹ᭷と㐃ᦠ、食育評価の可ど

化、ᰤ㣴教ㅍの研ಟ実と教ဨ・保護者に食育

理ゎをᅗることが、食育᥎㐍に⧅がるであࢁう。

（E-mail；d1�20�K@K\ogo-u.ac.MS） 
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大学⏕に࠾ける⢭⚄的యຊ・62& と健ᗣ⩦័の関連性

Ỉ野ۑ
ࡳ ࡎ の

ဴஓ
て つ や

（東京医科歯科大学）・ᡞࣨ㔛
と が り

Ὀ
たい


すけ

（ᨺ㏦大学）㇂ᮌ
や ࡂ

㱟⏨
た つ ࠾

（Ύ大学）

【⥴ゝ】ᚰ㌟の健ᗣ࡙くりに࠾ける㔜要な

㈨㉁・能ຊのࡦとつにయຊがあるࠋᡃࠎは

年の本学会にいてࠊయຊの⢭⚄的要⣲

のうࡕ行動యຊの≉に健ᗣに関連する包

括的なయຊ要⣲について㌟య的యຊにೌ

大学⏕を対㇟にࠊた௬ㄝࣔデࣝを提♧しࡗ

したㄪᰝ⤖ᯝを用いたศᯒ⤖ᯝからࡑࠊの

基準関連ጇᙜ性についてሗ࿌したࠋ今ᅇは

さらにጇᙜ性が☜ㄆされた 4 つの⢭⚄的య

ຊ評価ᑻᗘ並ࡧに㤳ᑿ୍㈏ឤぬᑻᗘᚓⅬ

と健ᗣ⩦័との関連性について検ウしたࠋ

【方法】 㤳㒔ᅪにある A 大学の 1 年⏕ࠊ

277 ྡ（⏨性 122 ྡ,ዪ性 155 ྡ,ᖹᆒ年齢

18.61±0.94 ṓ）を対㇟にࠊ➹者らがస成し

た健ᗣに関連する⢭⚄的యຊ評価ᑻᗘ（ձ

⮬ᚊ性ࠊղ⫯定的な向きྜい方ࠊճᰂ㌾性ࠊ

մ࣓ンタࣝࣝ࣊スの 4 つのᑻᗘ）ࠊ㤳ᑿ୍

㈏ឤぬᑻᗘ（以ୗ；SOC-13）並ࡧに⾲ 1 
に♧した 9 つの健ᗣ⩦័項┠についてࠕは

いࠖ・ࠕいいえࠖᅇ⟅でのㄪᰝを行ࡗたࠋ

ㄪᰝは 2016 年 5 月に行ࢃれたྛࠋᑻᗘ

と健ᗣ⩦័の関連性を᫂らかにするため

にࡑࠊれࡒれのᑻᗘᚓⅬに࠾いて⏨ዪูに

ྛ健ᗣ⩦័項┠の有↓によるᕪがあるか

どうかについて t 検定を行ࡗたࠋいࡎれࡶ

有ពỈ準は 5%としたࠋまたྛࠊᑻᗘᚓⅬ

と健ᗣ⩦័ᚓⅬについて性ูをㄪᩚした

ୖでࠊ೫┦関ಀᩘを⟬ฟしたࠋ

【⤖ᯝ】ࠕᮅ㣗は必ࡎ㣗るࠖでは⏨性の⫯

定的な向きྜい方のࡳに有ពᕪがぢられたࠋ

定的な⫯ࠊ㛫㣗はしないࠖでは⏨性の⮬ᚊ性ࠕ

向きྜい方ࠊSOC-13 に有ពᕪがぢられたࠕࠋᰤ

㣴のࣛࣂンスを⪃えている でࠖは⏨性の⮬ᚊ性ࠊ

⫯定的な向きྜい方ࠊᰂ㌾性ࠊSOC-13 とዪ性

の⮬ᚊ性ࠊ⫯定的な向きྜい方に有ពᕪがぢら

れたࠕࠋ定期的に㐠動しているࠖでは⏨ዪの全

てのᑻᗘに࠾いて有ពᕪがぢられたࠕࠋ⮬ぬ的

スࣞࢺス㔞がከくないࠖではࠊ⏨性の全てのᑻ

ᗘとዪ性の⮬ᚊ性ࠊᰂ㌾性࣓ࠊンタࣝࣝ࣊スࠊ

SOC-13 に有ពᕪがぢられたࠕࠋຮ学㛫は1
᪥9㛫以ෆにしている でࠖは⏨性の࣓ンタࣝ

いて有ពᕪがぢら࠾スとዪ性のᰂ㌾性にࣝ࣊

れたࠕࠋ⏕活はつ๎ṇしく࣒ࢬࣜࠊがあるࠖで

はࠊ⏨性の全てのᑻᗘに࠾いて有ពᕪがぢられ

たࠋなࠕࠊ࠾㐺ṇయ㔜を⥔ᣢするࠖと8ࠊ7ࠕ
㛫は╀る でࠖはࠊ⏨ዪの全てのᑻᗘに࠾いて

有ពなᕪはぢられなかࡗたࠋまたࠊ全てのᚰ⌮

的ᑻᗘと健ᗣ⩦័ᚓⅬとの㛫に有ពな┦関関

ಀがㄆめられたࠋ

【⪃ᐹ】ࡇれらの⤖ᯝからࠊ⢭⚄的యຊᑻᗘ

並ࡧにSOC-13のᚓⅬはࠊ健ᗣ⩦័ᚓⅬが高い

性の方がዪ性よりከくの健ᗣ⏨ࠊど高くなり

⩦័項┠で関連していたࠋまたࠊ性ูに関ࢃら

定期的に㐠動してࠕ関連している健ᗣ⩦័はࡎ

いるࠖであࡗたࠋ

【⤖ㄽ】健ᗣに関連する包括的な⢭⚄的యຊ

要⣲と定期的な㐠動ᐇ㊶を含ࡴ健ᗣ⩦័ᚓⅬ

との㛫には┦関関ಀがあるࡇとが♧၀されたࠋ

（E-mail；mizuno.las@tmd.ac.jp）

න̏ 健߃सࠬߴ 

�� ৱͺචͥৱ΄Ζ 

�� ؔৱͺ͢͵͏ 

�� ӭώϧϱηΝ͓ߡͱ͏Ζ 

�� ఈغదͶӣಊ͢ͱ͏Ζ 

�� నਜ਼ର॑Νңͤ࣍Ζ 

��  �ɼ�  ͺເΖؔ࣎

�� ְࣙదηφϪηྖͺଡ͚͵͏ 

�� ห学ؔ࣎ͺ � ೖ �  Ґ಼Ͷ͢ͱ͏Ζؔ࣎

�� ਫ਼ͺوଉਜ਼͚͢ɼϨθϞ͍͗Ζ 
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≉ ーࣟࣉ 究

 㑳Ꮚ（⚄ዉᕝ┴立保健福祉大学ᰤ㣴学科）ۑ

㫽⩚ 㯞比（⚄ዉᕝ┴立保健福祉大学大学院） 

【⥴ゝ】≉定保健ᣦᑟ⥅続支援における行

動科学的アプローチについて㉁的に検ウす

ることを目的とした䚹

【方法】᯾ᴗ健保⤌ྜに࠾いて⟶⌮ᰤ㣴士

がึᅇ㠃ㄯをᢸᙜした✚ᴟ的ᨭ⏨性対㇟者

のうࠊࡕ⩣年健診で�㸣య㔜ῶ少した�ྡに対

するメー䝹支援グ㘓をศ析対象とした䚹初回

㠃ㄯ後䠍か月後䚸お䜘䜃 6 か月後の 2 回ศの

メー䝹ᩥ❶のう䛱䚸プロ䜾ラムの䛽らいや次回

㠃ㄯの確認等の定型ᩥを㝖き䚸ಶ別の≧ἣ

にᛂ䛨てస成されたᩥ❶についてセ䜾メント

化䚸せ⣙し䚸さらにコー䝗化䚸䝃䝤カ䝔䝂リーを

స成し䚸行動科学ᢏ法カ䝔䝂リーにศ㢮した䚹

ศ㢮した行動科学ᢏ法カ䝔䝂リーは䚸䜸䝨ラ

ントᙉ化法䚸認▱的な働きかけ䚸⮬ᕫ効力感

を高める䚸問題解決䚸反ᛂጉᐖ䚸行動置䚸

↓理をしないとりく䜏ጼໃ䚸䝋ーシ䝱䝹ス䜻䝹ト

䝺ー䝙ン䜾䚸セ䝹フ䝰䝙タリン䜾䚸⎔ቃの評

価であり䚸研究者」ᩘྡで行動科学ᢏ法カ䝔

䝂リーの定義をᩚ理しながらศ㢮を⧞り㏉し行

った䚹本研究は䚸⚄ዉᕝ県立保健⚟♴大学

研究理ᑂᰝጤ員会のᢎ認を得ている䚹 

【⤖ᯝ】対㇟者のᖹᆒ年齢は4�.1ṓࠊ保健指

ᑟ๓のᖹᆒ %0, 2�.2Ng�m2ᑟ๓のᖹᆒ %0, 2�.2Ng�m2ᑟ๓のᖹᆒ %0, 2�.2Ng�mࠊ⩣年健診でのᖹᆒ

య㔜ῶ少⋡ 4.1㸣であࡗたࠋ保健指ᑟ๓（健診

）のࠕᶆ準的な㉁ၥ⚊ࠖによる行動ኚᐜスࢸ

ーࢪはࠊ↓関ᚰ期1ྡࠊ関ᚰ期2ྡࠊ準備期�

⬺ᣢ期の1ྡはᨭ㏵୰⥔ࠊᐇ行期2ྡでࠊྡ

ⴠであࡗたࠋᨭ終の行動ኚᐜスࢸーࢪはࠊ

全ဨᐇ行期であࡗたࠋ 

ᐇ㊶（行動ኚᐜ）したෆᐜをᢎㄆしࡑࠊの有

用性についてㄝ᫂したࡶのをࠕ⮬ᕫຠຊឤを高

めるᨭࠖとしࡇࠊれは行動ኚᐜスࢸーࢪをၥ

↓ࠋ全対㇟者の࣓ーࣝᨭに含まれていたࡎࢃ

関ᚰ期ࠊ関ᚰ期の1か月ᚋ࣓ーࣝではࠊලయ的

な┠ᶆタ定ࠊၥ題ゎỴ（㏫ᡠり㜵Ṇ）ࣇࣝࢭࠊ

行動ࠊᛂጉ害ࠋが含まれていたࢢタࣜンࢽࣔ

⨨はࠊ� か月ᚋ࣓ーࣝでぢられࠊ対㇟者がᨭ

期㛫୰にᐇ㊶したෆᐜをり㏉りࠊ成ຌయ㦂

としてㄝ᫂したࡶのでありࣛࣉࠊンとして提

したࡶのではなかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】行動ኚᐜスࢸーࢪに関ࢃらࡎ⮬ᕫຠ

ຊឤを高めるᨭが必要であると⪃えられたࠋ

� か月ᚋ࣓ーࣝᨭではࠊ対㇟者がᐇ㊶したෆ

ᐜをり㏉りࡑࠊれを行動科学的なពにⴠと

し㎸ࡇࡴとでࠊ対㇟者の成ຌయ㦂をより῝めࠊ

とࡇに向けて⮬ᕫຠຊឤを高めるࢣࣇࣝࢭ

につながると᥎ したࠋ本研究ではࠊ行動ኚᐜ

の㢖ᗘ（行動ࣛࣉンのᐇ㊶状況）を┤᥋評価し

ていないがࠊಶูの⏕活⩦័改ၿのとりくࡳ状

況にᛂࡌたᨭについて検ウするࡇとができ

たࠋ今ᅇࠊศ㢮に┦ᙜした行動科学ᢏ法が限定

的であࡗたࡇとからࠊ行動科学ᢏ法の࣓ーࣝあ

るいは㠃ㄯに࠾けるᐇ際的な活用についてさ

らに検ウしていく必要があるࠋ 

【⤖ㄽ】≉定保健指ᑟ࣓ーࣝᨭに࠾ける行

動科学的ᢏ法の活用について㉁的に検ウしࠊ⮬

ᕫຠຊឤや成ຌయ㦂を高めるᨭのᐇ際を᫂

らかにしたࠋ 

（E-mail；gomi-i@NuhV.aF.jp） 
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ⱸⳀᏊ⏣ୖۑ
う え ࡔ ま り ࡇ

 ，（ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科࠾）

㉥ᯇ
あかまつ


り

ᜨ
え

ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿᜨ࠾） ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿᜨ࠾）  研究院⮬↛科学系）  （࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系）  （࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ

【⥴ゝ】宅㓄౽ࣂࣛࢻーは，事୰のエ

ー必要㔞ࢠࣝࢿーᾘ㈝㔞が高く，エࢠࣝࢿ

は⣙ ��000NFal㸭᪥である．しかしከくの

ーᦤྲྀ㔞は不足しࢠࣝࢿーのエࣂࣛࢻ

ていた．エࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞をቑやすと，ྠ

に㣗ሷᦤྲྀ㔞ࡶቑえるࡇとから，ᰤ㣴指

ᑟの際には，エࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞をቑຍさࡏ

つつ㣗ሷᦤྲྀ㔞をᢚえる࣏ンࢺをఏえ

る必要がある．ࡇࡑで本研究は，エࢠࣝࢿ

ー㔞と㣗ሷ┦ᙜ㔞の୧㠃から㣗事をศᯒ

し，ᰤ㣴指ᑟの際の࣏ンࢺを᥈る． 

【方法】201� 年 10 月㹼11 月，ある宅㓄㐠

㍺会社の⏨性ࣂࣛࢻー12 人を対㇟に，

ົ᪥ �᪥㛫の㣗事ㄪᰝを行ࡗた．対㇟者の

ᖹᆒ年齢（6'）は ��.2（�.�）ṓ，ᖹᆒ %0,

（6'）は 22.2（1.�）Ng�mtࡗࡔた．㣗事グ

㘓⚊にグ㍕されたᮅ㣗・㣗・ኤ㣗のィ 180

㣗のᰤ㣴ィ⟬を 2人の研究者が行ࡗた．さ

らに，㣗事ࣛࣂンスࢻ࢞とඛ行研究をཧ

⪃に，ྛ㣗事のࠕ㣗ࠖࠕ⳯ࠖࠕ⳯ࠖ

ⳫᏊ・Ⴔዲ㣧ࠕࠖ≀ᯝࠕங・ங〇ရࠖ∵ࠕ

ᩱࠖࢥࣝࠕーࣝࠖのサービン（69）ࢢᩘ

とࡑのྜィを⟬ฟした．ࢥࣝࠕーࣝ はࠖ，

100NFal を 1 ༢とした．ྜィサービンࢢ

ᩘが 0.�69 ᮍ‶ࡗࡔた㣗事はࠕ欠㣗ࠖとし

た．1 㣗あたりのエࢠࣝࢿー㔞（NFal）と

㣗ሷ┦ᙜ㔞（g㸭100NFal）の୰ኸ್を基準

に，ྛ㣗事を 4 ターンにศ㢮した．4ࣃ ࣃ

ターンの㣗事༊ศ（ᮅ㣗・㣗・ኤ㣗）や

ᩱ⌮༊ศを比較し，グ㏙統ィで♧した． 

【⤖ᯝ】エࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞がᴟ➃に少なか

，ࡕた1人を㝖く11人ศのィ1��㣗のうࡗ

欠㣗にヱᙜした 1� 㣗を㝖いた 148 㣗をゎ

ᯒした．1㣗あたりのエࢠࣝࢿー㔞（NFal）

の୰ኸ （್2�，��㸣タ್ࣝ）は 8�4（�0�，

1�1�4）NFal た．1ࡗࡔ 㣗あたりの㣗ሷ┦

ᙜ㔞（g㸭100NFal）の୰ኸ್（2�，��㸣タ

は（್ࣝ 0.48（0.��，0.��）g㸭100NFal

ー㔞（NFal）の୰ኸ್をࢠࣝࢿた．エࡗࡔ

基準に，ィ 148 㣗を高エࢠࣝࢿー⩌とపエ

ー⩌にศ㢮した．ྠᵝに，㣗ሷ┦ᙜࢠࣝࢿ

㔞（g㸭100NFal）の୰ኸ್を基準とし，高

㣗ሷ⩌とప㣗ሷ⩌にศ㢮した．ࡇれらのศ

㢮を⤌ࡏࢃྜࡳ，ྛ㣗事を ターンにศࣃ4

㢮した⤖ᯝ，ձ高エࢠࣝࢿー・高㣗ሷは �4

㣗（2�㸣）ղ高エࢠࣝࢿー・ప㣗ሷは 40

㣗（2�㸣）ճపエࢠࣝࢿー・高㣗ሷは �4

㣗（2�㸣）մపエࢠࣝࢿー・ప㣗ሷは 40

㣗（2�㸣）ࡗࡔた．մపエࢠࣝࢿー・ప㣗

ሷࣃターンで最ࡶከくࡳられる㣗事༊ศ

はᮅ㣗で，2� 㣗（��㸣）であࡗたのに対し，

ձ高エࢠࣝࢿー・高㣗ሷࣃターンとղ高エ

ࡑターンでは，ኤ㣗がࣃー・ప㣗ሷࢠࣝࢿ

れࡒれ 18 㣗（�2.�㸣），24 㣗（�0.0㸣）

と最ࡶከかࡗた．また，ղ高エࢠࣝࢿー・

ప㣗ሷࣃターンは⳯の 69 ᩘが，ձ高エ

ターンでは㣗のࣃー・高㣗ሷࢠࣝࢿ 69

ᩘが  ．たࡗከかࡶ最ࡕターンのうࣃ4

【⪃ᐹ】ኤ㣗ෆᐜをᕤኵするࡇと，㣗に

೫らない㣗事にするࡇとで，エࢠࣝࢿーを

☜保しつつ，㣗ሷᦤྲྀ㔞をᢚえるࡇとがで

きる可能性がある． 

【⤖ㄽ】高エࢠࣝࢿー・ప㣗ሷࣃターンの

㣗事は，ኤ㣗にከくࡳられ，⳯のサービ

ンᩘࢢがかのࣃターンよりࡶከかࡗた．

（E-mail；g1840�21@HGu.FF.oFha.aF.jp）
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健 ンの検

㌟య活動᥎進からのࣉ ࢳ

ᱵᮌᙲᏊ（国際医療福祉大学福ᒸ┳護学ۑ ༓ሙ┤⨾（⚄ᡞ大学大学院）ࠊᱵᮌᙲᏊ（国際医療福祉大学福ᒸ┳護学部）ۑ ༓ሙ┤⨾（⚄ᡞ大学大学院）ࠊᱵᮌᙲᏊ（国際医療福祉大学福ᒸ┳護学部）ۑ

【⥴ゝ】本研究はࠊ健ᗣᑑのᘏఙ並ࡧに

健ᗣቑ進・⏕活⩦័病ண㜵に向けࠊ㌟య活

動の᥎進ととࡶに健ᖾなま࡙ࡕくり成

につながるࣟࣉーࢳについて検ウする

対㇟地域の社会⎔ቃのࠋとを┠的としたࡇ

ーのつながりࢲࣝ࣍ࢡーࢸ㠃とスࢻーࣁ

というࢺࣇࢯ㠃からのࢸࢽ࣑ࣗࢥをデ

ࣉ㌟య活動のቑຍにつながるࠊンしࢨ

ࣟーࢳを᫂☜にするࠋ

【方法】20ṓ以ୖ65ṓᮍ‶の地域ఫẸや行

ᨻ関ಀ者などスࢸーࢲࣝ࣍ࢡーにンタ

ビࣗーをᐇしたࠋまたࠊ対㇟地域に࠾いて

地⌮・地ᙧࠊ人口ࠊᬒ観ࠊ㏻ࢭࢡスࠊබ

ඹタ・ス࣌ースࠊ行ᨻ・ᅋయに࠾ける健

ᗣቑ進に関するྲྀり⤌ࠊࡳ健ᗣに関するሗࠊ

┴Ẹ⥲ᖾ福㔞（AKH┴Ẹ⥲ᖾ福㔞（AKH┴Ẹ⥲ᖾ福㔞（ ）ᖾ福などのデータをࡶ）ᖾ福などのデータをࡶ

とに地域≉性とఫẸの健ᗣㄢ題を㉁的にศᯒ

しࠊ᫂らかにするࠋ 

【⤖ᯝ】㸯．対㇟地域の≉性㸸A ┴ B ᕷはࠊ

┴の༡部に⨨しࠊ全㠃✚の⣙ ��㸣がᒣ㛫部ࠊ

⣙ 25㸣がᖹ野部から成りࠊᒣࠊᕝࠊ海ࠊᖹ野

など⮬↛にᜨまれࠊ全国有ᩘの㎰ᴗ⏕⏘地であ

るࠋ人口⣙13人（H29年）ࠊ┴ෆ比較では

高齢化⋡が高くࠊ➨୍次⏘ᴗᚑ事者がከいと

いう≉ᚩがࡳられるࠋA┴ではࠕክをᣢࡗて┴ではࠕክをᣢࡗて

いる りがあるࠕࠖ 経῭的なᏳ定ࠕࠖ ᑗࠕࠖ

᮶に不Ᏻがないࠖといࡗた㸲つのᖾ福要ᅉ

についてព㆑ㄪᰝをᐇした⤖ᯝࠊ対㇟地についてព㆑ㄪᰝをᐇした⤖ᯝࠊ対㇟地

域のAKHは65.8でありࠊ┴全యの66.9より

పかࡗた（పかࡗた（H30）ࠋ㸰．健ᗣቑ進に関するᨭ）ࠋ㸰．健ᗣቑ進に関するᨭ

యไと健ᗣㄢ題㸸Bᕷのྲྀり⤌ࡳとしてはデー

タࣝ࣊スࠊ㏻ࠊᬒ観ィ⏬などが策定されࠊ健

ᗣቑ進の᥎進をᅗࡗているࠋBᕷの୍人ᙜたり

の医療㈝はྠつᶍᕷᖹᆒ・国よりࡶ高くなࡗて

いるࠋ≉定健診のཷ診⋡はపく40ࠊ㹼�0௦のཷ

診者がపいࠋ健診⤖ᯝより࣓タࢩࢡࢵࣜ࣎ンࢻ

ࣟー࣒のྜがᚤቑഴ向にあるࠋ更にࠊ高齢者

のቑຍにకい⏕活⩦័病の⨯ᝈ者ᩘがቑຍし

ているࡇࠋのような状況から⏕活⩦័病のண㜵

られࡆの必要性がㄢ題としてᣲࡳ⤌のྲྀり

るࠋ㸱．㌟య活動に関する状況・ࢽーࢬ㸸ᑵປ

者は職ሙの⛣動は㌴を使用しࠊ事以እࡶ

㌴で⛣動をするࡇとがከくࠊ᪥常の㐠動⩦័に

ついてはಶ人ᕪがࡳられたࠋ社会活動のཧຍ

についてはࠊ事関連の研修や地域の行事に関

健ᗣቑ進ࠋいたࡶる活動にཧຍしている者ࢃ

のᨭ・サービスに対するࢽーࢬについてࠊ経

῭ୖ㈙い≀や㣗事のไ限によࡗてࠊᰤ㣴状ែに

ᙳ㡪が⏕ࡌているఫẸがいるࡇとがㄒられたࠋ

【⪃ᐹ࠾よࡧ今ᚋのㄢ題】 

ಶ人ཬࢸࢽ࣑ࣗࢥࡧの㌟య活動のཧຍ

にᙳ㡪をཬࡰすࡶのとしてࠊᒃఫ地域の⮬↛⎔

ቃࠊ経῭状ែや㐠動タのࢭࢡスといࡗた

社会⎔ቃࣇࣛࠊスタࠊࣝ動機などಶ人的と

いうさまࡊまなᅉᏊがᣲࡆられるࡑࠋのためཧ

ຍ者にᛂࡌた㌟య活動᥎進を進めていくうえ

でࢸࢽ࣑ࣗࢥデࢨンの視Ⅼが有用と⪃え

るࠋ地域≉性をᢕᥱするために⮬↛ཬࡧ社会⎔

ቃをよりከ㠃的にᤊえ࢜ࠊーࣉンデータを活用

しሗを可視化・ඹ有する必要があるࢺࣇࢯࠋ

㠃ではࠊከᵝなスࢸーࢲࣝ࣍ࢡーとの対ヰを㏻

してࠕ人とのつながりࠖをつくり࣓ྛࠊンࣂー

㛫のᨭの㍯を⠏くࡇとࡶ㔜要なㄢ題であるࠋ

包括ࠊけࡧ⤖㠃を有機的にࢺࣇࢯ㠃とࢻーࣁ

的なࣟࣉーࢳについて検ウしࠊ健ᖾなま࡙ࡕ

くりの㐀につなࡆる提を行いたいࠋ 

（E-mail；V-umHNi@iuhZ.aF.jp） 
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ࣛࣉࢃさࡌࡩ- ࣉンࢸ ࢺࢡ࢙ࢪ 地域地域地域域地域地域地域地域域高齢齢齢者齢者齢者者齢者齢者者齢者齢者ࢢࣝࢢࣝࢢ けるΰྜΰྜΰྜΰྜΰྜΰྜΰྜྜ研ྜ研ྜ研ྜ研ྜ研研ྜ研ྜ研究研究研究研究研究究࠾にࣉ

ᬛஓ⸩ఀۑ
いとうとࡶや

ᬛஓ⸩ఀۑ （��ᓥᩗஅ1�2⏣ࠊ（㰻⸨⩏ಙ1�2ࠊ（ᑠ⇃♸Ꮚ 1�2ࠊ（ᬛஓ 1⸩ఀۑ （��ᓥᩗஅ1�2⏣ࠊ（㰻⸨⩏ಙ1�2ࠊ（ᑠ⇃♸Ꮚ 1�2ࠊ（1 

1）᠕⩏ሿ大学大学院健ᗣ࣓ࢪࢿ࣐ンࢺ研究科 1）᠕⩏ሿ大学大学院健ᗣ࣓ࢪࢿ࣐ンࢺ研究科 1）᠕⩏ሿ大学大学院健

2）᠕⩏ሿ大学ス࣏ーࢶ医学研究ࢭンターࠊ�）㤳㒔大学東2）᠕⩏ሿ大学ス࣏ーࢶ医学研究ࢭンターࠊ�）㤳㒔大学東2）᠕⩏ሿ大学ス࣏ーࢶ医学研 京健ᗣ福祉学部⌮学療法学科 究ࢭンターࠊ�）㤳㒔大学東京健ᗣ福祉学部⌮学療法学科 究ࢭンターࠊ�）㤳㒔大学東

【⥴ゝ】ఫẸྠ士の社会的࣡ࢺࢵࢿーࢡを介

した࣑ࠖࢥࢳࢡࠕによる㌟య活動のἼཬຠᯝが

ሗ࿌されているが（.amaGa HW al．2018），ヲሗ࿌されているが（.amaGa HW al．2018），ヲሗ࿌されているが（

⣽な࣓࣒ࢬࢽ࢝は不᫂である．本研究は，ࣝࢢ

ーࣉで行うయ的な㐠動（ࣝࢢーࣉ㐠動）に╔

┠し，㌟య活動を࿘ᅖに່める᥎ዡ者の≉ᚩと

᥎ዡ動機を᫂らかにするࡇとを┠的とした． 

【方法】本研究はΰྜ研究法のㄝ᫂的デࢨ

ンを用い，⚄ዉᕝ┴⸨ἑᕷでᐇしている㌟య

活動ಁ進の地域介入ࡌࡩࠕさࣛࣉࢃス・ࢸンࠖ

ࢪࣟࣉのཧຍ者を対㇟とした．本ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ࢸࢽ࣑ࣗࢥでは，201�年から高齢者地域ࢺࢡ࢙

㐠動の⥅⥆ᨭと㏣㊧ㄪᰝを行ࣉーࣝࢢの

でࢸࢽ࣑ࣗࢥ，ている．㌟య活動の┠ᶆはࡗ

はࣝࢢーࣉ㐠動を㐌1ᅇ以ୖ，ಶ人ではẖ᪥ࣉࠕ

ࣛス・ࢸン（今より10ศከくからࡔを動かす）ࠖ

とした．定期的な健ᗣㄪᰝ，ὶ会，ࣗࢽース

ࣞター，:HE サࢺによる介入を㏻ࡌ，ಶ人が

⮬的にࣝࢢーࣉ㐠動やࣛࣉス㺃ࢸンをᐇ㊶・

ᬑཬしていくࡇとをၨⓎした． 

㔞的研究は，介入㛤ጞから1年㛫ࣝࢢーࣉ

㐠動を⥅⥆している8ࣝࢢー148ࣉ  ྡ�ዪ性��

ྡ，ᖹᆒ年齢��.�ṓ�を対㇟とした．健ᗣㄪᰝ

は介入๓，1年ᚋの2Ⅼでᐇした．評価項

┠は基本ᒓ性，㌟య活動㔞，ᚰ⌮的要ᅉ

（6HlI-raWing 'HprHVVion 6FalH� 6'6スࢥ），

యຊ 定（2 スࢸࣉࢵࢸスࢺ）であࡗた．᥎

ዡ行動の有↓は 1 年ᚋ㉁ၥ⣬のᅇ⟅に基࡙き，

対㇟者を᥎ዡ⩌と㠀᥎ዡ⩌に2ศした．さらに

᥎ዡ⩌のうࣝࢢ，ࡕーࣉのࣜーࢲーをවࡡる者

をンࣝࣇエンサー⩌，ࣜ ーࢲーを㝖く᥎ዡ者

をࢶࢣ࣎ࢻ⩌とし，ィ�⩌にศ㢮した．ゎ

ᯒには対ᛂのあるW検定・:ilFo[on㡰検定

を用いた． 

㉁的研究では，㔞的研究の⤖ᯝに基࡙きᢳฟ

した�ྡを対㇟に༙ᵓ㐀化㠃᥋をᐇし，㏲ㄒ

㘓から㉁的にศᯒした． 

【⤖ᯝ】㔞的研究は，1年ᚋㄪᰝ不ཧຍ28 ྡ

を㝖いた120ྡをゎᯒ対㇟とした．2スࣉࢵࢸ

್（ᖹᆒ್（6'））は，ンࣝࣇエンサー⩌は

介入๓1.��（0.18）1年ᚋ1.4�（0.1�），ࢻ

は介入๓⩌ࢶࢣ࣎ 1.��（0.1�）1 年ᚋ 1.41

（0.1�）となり，介入๓ᚋで有ពにቑຍした

（p�0.0�）．㠀᥎ዡ⩌は介入๓ 1.2�（0.1�） 

1年ᚋ1.28（0.1�）であり，⛣動機能のపୗが

ጞまࡗているࣟࣔࢥᗘ1の基準್1.�ᮍ‶とな

୰ኸ）ࢥていた．୍方，㠀᥎ዡ⩌の6'6スࡗ

（್2�-���WilH））は介入๓4�.�（41.�-�1.�）

1年ᚋ40.0（��.�-�1.�）と有ពに改ၿした． 

㉁的研究では，͆ ⮬㌟がࣝࢢーࣉ㐠動をጞめ

たきࡗかけ͇，͆ るඃれたࢃ㐠動に備ࣉーࣝࢢ

≉ᚩ ，͇͆ ᐇឤしたࣝࢢーࣉ㐠動のຠᯝ ，͇͆ ᥎

ዡ対㇟に㓄៖した௰㛫సり・ᢎㄆ要求͇，͆ࢢ

ࣝーࣉ⥅⥆・Ⓨᒎのᛮい͇のࣜࢦࢸ࢝�ーが

動機要ᅉとしてᢳฟされた． 

【⪃ᐹ・⤖ㄽ】᥎ዡ⩌はయຊの改ၿが♧၀さ

れた．観的にࣝࢢࡶーࣉ㐠動のຠᯝをᐇឤし，

のࠖとしてㄆࡶⰋいࠕ㐠動を⥲ྜ的にࣉーࣝࢢ

㆑していた．᥎ዡ動機は，Ⰻいとᐇឤしたࣝࢢ

ーࣉ㐠動の≉ᚩ・ຠᯝを࿘ᅖの人にᗈࡆたいᛮ

いであࡗた．また，ࣝࢢーࣉෆでの┦ᨭは，

యຊࣞࣝ࣋のపい㠀᥎ዡ⩌の活動⥅⥆や⢭⚄

的健ᗣの改ၿにᐤしている可能性がある． 

（E-mail；W.iWo.0�1�@NHio.jp） 
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の

ຠᯝ検検検検ド㸸↓సⅭⅭⅭ化比較対↷ヨ㦂㦂㦂

᰿本ࠐ
ࡡ ࡶ と

⿱
うࡺ

ኴ
た

す୰ᕝまきࠊ�� ཎె⸩ࠊ�� బ⸨ៅ୍㑻ࠊ�� ⲨᑿᏕࠊ�� ��

�� 東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤ   �� 東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤ   �� 東京㒔健ᗣ長ᑑ医療ࢭンター研究ᡤ 人㛫⥲ྜ科学大学ࠊ

�� ᫂Ᏻ⏣ཌ⏕事ᴗᅋ యຊ医学研究ᡤ 

【⥴ゝ】㏆年ࢃࠊが国のㄆ▱ᝈ者ᩘがᛴቑ

して࠾りࡑࠊのண㜵対策がႚ⥭のㄢ題とされて

いるࠋㄆ▱Ⓨにはከᵝな要ᅉがᐤするた

めࠊ」ᩘのᅉᏊをᶆ的とした介入࣒ࣛࢢࣟࣉの

㛤Ⓨが求められているࡇࡑࠋで本研究はࠊ㌟య

活動と社会的ὶを⤌ࡏࢃྜࡳた」ྜ的介入

のຠᯝを↓సⅭによるㄆ▱機能࣒ࣛࢢࣟࣉ

化比較ヨ㦂により検ドするࡇとを┠的としたࠋ

【方法】ᒣ┴㒔␃ᕷにᒃఫする��ṓ以ୖの

地域在ఫ高齢者のうࠊࡕㄆ▱機能పୗが♧၀さ

れる �� ྡを介入⩌と対↷⩌に↓సⅭにり

けたࠋ介入࣒ࣛࢢࣟࣉはࠊ���� 年 � 月から ��
月まで �� 㐌㛫ᐇしたࠋ୧⩌のඹ㏻ࢢࣟࣉ

��ศのㄆ▱ண㜵に関する健ᗣ講ࠊとして࣒ࣛ

ᗙにຍえࣝࣀࠊデ࢛࢘ࢡࢵー࢟ンࢢ（以ୗࠊ

�）ターによる1:講ᗙࢡࣛࢺンス（:1�ศ
㸭�ᅇ）を�ᅇᐇしࠊ対㇟者が⮬宅で1:を

⮬的にᐇできるように指ᑟしたࠋ介入⩌に

対してはࠊ㐌�ᅇの介入࣒ࣛࢢࣟࣉ（��ศ）を

��㐌㛫ᐇした࣒ࣛࢢࣟࣉࠋෆᐜは1ࠊ:講ᗙ

（��ศ）と対㇟者㛫のࢯーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺ㔊成

をᅗるὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ（��（��（ ศ）によりᵓ成したࠋ

対↷⩌にはಶู指ᑟによる1:講ᗙ（�㛫�

��ᅇ）のࡳをᐇしたࠋ

要評価項┠として全⯡的ㄆ▱機能とὀ

ព・ᐇ行機能を 定したࠋ全⯡的ㄆ▱機能は

-DSDQHVH YHUVLRQ RI WKH 0RQWUHDO &RJQLWLYH 
$VVHVVPHQW �0R&$�-�ࠊὀព・ᐇ行機能は 7UDLO 
0DNLQJ 7HVW �707� SDUW $ とSDUW %により評価

したࠋ次評価項┠としてࠊ㌟య機能を 定し

たࠋ㌟య機能はࠊきᡭのᥱຊ�6PHGOH\ KDQG 
G\QDPRPHWHU�ࠊ最大Ṍ行㏿ᗘࠊ㛤║∦足立ࠊࡕ

」ྜ的動స能ຊ�7LPHG 8S DQG *R� 78*�を 定

したࠋ統ィゎᯒに࠾いてࠊ⩌ෆでの介入๓ᚋの

評価項┠のኚ化をࠊ対ᛂのある W 検定により評

価したࠋ介入ຠᯝはࠊ性ࠊ年齢ࠊ┠的ኚᩘのึ

期್をㄪᩚしたඹศᩓศᯒにより検ドしたࠋ

【⤖ᯝ】介入࣒ࣛࢢࣟࣉならࡧに事ᚋ 定を

した研究ཧຍ者はࠊ介入⩌�� （ྡ�ࠊ（����

対↷⩌�� （ྡ�����）であࡗたࠋ事๓ 定の

対㇟者≉性に⩌㛫ᕪはㄆめられなかࡗたྛࠋ ⩌

の介入๓ᚋのኚ化に࠾いてࠊ介入⩌ではὀព・

ᐇ行機能（3 ����ᐇ行機能（3 ����ᐇ行機能（ ，���� ㌟య機能（ᥱຊ㸸Sࠊ（
最大Ṍ行㏿ᗘ㸸S ����，㛤║∦足立ࡕ㸸S�����，
78*㸸S ����）に࠾いて有ពᕪがㄆめられたの

に対しࠊ対↷⩌では有ពᕪはㄆめられなかࡗたࠋ

しかしࠊඹศᩓศᯒの⤖ᯝࠊいࡎれの項┠に࠾

いてࡶ介入ຠᯝに⩌㛫ᕪはㄆめられなかࡗたࠋ

【⪃ᐹ】ࢯーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺはࠊ㐠動を୍⥴

にᐇするといࡗたࠊ㐠動⥅⥆に࠾ける㔜要な

要ᅉとなるࡇとからࠊ介入⩌では1ࠊ:による

ㄆ▱機能改ၿຠᯝにຍえࠊὶ࣒ࣛࢢࣟࣉを㏻

ࠊの授ཷがなされࢺー࣏ཧຍ者ྠ士のサࠊてࡌ

㐠動⥅⥆ពḧやᐇ㢖ᗘが高まりࠊయຊやㄆ▱

機能が向ୖする可能性が⪃えられたࠋ

【⤖ㄽ】本研究ではࠊ観的ㄆ▱機能పୗが

ㄆめられる地域在ఫ高齢者 �� ྡを対㇟にࠊ㌟

య活動と社会的ὶを⤌ࡏࢃྜࡳた」ྜ的介

入࣒ࣛࢢࣟࣉのㄆ▱機能のຠᯝを検ドしたࠋ

対↷⩌と比ࡶいて࠾れの項┠にࡎいࠊの⤖ᯝࡑ

較して有ពな介入ຠᯝはㄆめられなかࡗたࡶ

ののࠊ介入⩌に࠾いてのࠊࡳ㌟య機能࠾よ୍ࡧ

部のㄆ▱機能が介入ᚋに有ពに向ୖしたࠋ

（(�PDLO（(�PDLO（ ；QHPRWR#WPLJ�RU�MS）
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（᪂₲┴立大学人㛫⏕活学部健ᗣᰤ㣴学科） 

【⥴ゝ】㣗ရのከᵝ性は㣗事評価指ᶆの � つ

であり，ᦤྲྀ㣗ရᩘやᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘのቑຍは㣗

事の㉁を向ୖさࡏるࡇとが♧されている．ྠ 

に，㣗ရにከᵝ性をᣢたࡏるࡇとで㣗㈝が高く

なるࡇとが♧၀されるࠋ㣗ရや㣗ရ⩌のከᵝ性

に↔Ⅼをᙜてたᰤ㣴教⫱のᐇに向けて，ᦤྲྀ

㣗ရᩘ・㣗ရ⩌ᩘとᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞ཬࡧ㣗㈝と

の関連について検ウするࡇとを┠的とした．

【方法】ᖹ成 �� 年国Ẹ健ᗣ・ᰤ㣴ㄪᰝより，

ᰤ㣴ᦤྲྀ状況ㄪᰝの対㇟者 ����� ྡのうࡕ，��
㹼��ṓの⏨ዪ�����ྡのデータを用いた．

対㇟者の㣗≀ᦤྲྀ状況より，ᦤྲྀ㣗ရᩘ，ᦤ

ྲྀ㣗ရ⩌ᩘを࢘࢝ンࢺした．ᦤྲྀ㣗ရᩘは�᪥
またはᮅ，，ኤ，㛫㣗ࡑれࡒれでᦤྲྀした㣗

ရの✀㢮とし，� ᪥にྠࡌ㣗ရを」ᩘᅇᦤྲྀし

たሙྜࡶ�㣗ရとᩘえた．᪥本㣗ရᶆ準成ศ⾲

���� 年∧（ゞ）の �� 㣗ရ⩌を用い，ࠕ◁⢾

ཬࡧ⏑ᩱ㢮ࠖ，ࠕႴዲ㣧ᩱ㢮ࠖ，ࠕㄪᩱཬ

㤶㎞ᩱ㢮ࡧ ㄪ⌮ຍᕤ㣗ရ㢮ࠕࠖ， はࠖ㝖እした．

㣗ရ⩌ᩘは，㣗ရᩘの࢘࢝ンࢺで㝖እした�⩌
を㝖く��⩌について，ྛ ⩌にヱᙜする㣗ရを�
㣗ရ以ୖᦤྲྀしたሙྜ � ⩌とᩘえた．㣗㈝は，

ᖹ成 �� 年ᑠ≀価統ィㄪᰝの価᱁を用いて⟬

ฟした．

ᦤྲྀ㣗ရᩘをᅄศに基࡙いてศ㢮し，ྛ ⩌

のᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞ཬࡧ㣗㈝のᖹᆒ್について，

୍ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ（$129$୍ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ（$129$୍ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ（ ），7XNH\ 検定を

用いて比較した．ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘは୰ኸ್で�⩌
にศ㢮し，W 検定を用いて比較した．ᰤ㣴⣲等

ᦤྲྀ㔞はᐦᗘ法によりㄪᩚした್を用いた．

【⤖ᯝ】�᪥のᦤྲྀ㣗ရᩘ，ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘのᖹ

ᆒ （್ᶆ準೫ᕪ）は，ࡑれࡒれ����（���）㣗ရ，

���（���）⩌であࡗた．ᦤྲྀ㣗ရᩘについて，

ᮅ㣗，㛫㣗はዪ性でከく，㣗は⏨性でከかࡗ

た（ྛࠎS� ������）．�᪥，ኤ㣗の㣗ရᩘに有

ពᕪはࡳられなかࡗた．ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘྠࡶᵝに

ᮅ㣗，㛫㣗ではዪ性がከく，㣗は⏨性がከか

また，�᪥のᦤྲྀ㣗ရ．（������ �Sࠎྛ）たࡗ

⩌ᩘはዪ性がከかࡗた（S� ������⩌ᩘはዪ性がከかࡗた（S� ������⩌ᩘはዪ性がከかࡗた（ ）．

 次に，ᦤྲྀ㣗ရᩘのᅄศูのᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ

㔞の比較では，࣒࢘ࣜࢺࢼ，ビタ࣑ン'，ビタ

ン࣑ %� を㝖くすてのᰤ㣴⣲等で，⩌㛫ᕪが

どのᰤ㣴⣲で，ᦤྲྀ㣗ရᩘがࢇと．られたࡳ

ከい方が，����NFDOあたりのᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞が

┦対的にከかࡗた（ྛࠎS� ������）．ⅣỈ化≀

では，ᦤྲྀ㣗ရᩘが少ない⩌でᦤྲྀ㔞が┦対的

にከかࡗた（S� ������にከかࡗた（S� ������にከかࡗた（ ）．

 ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘの୰ኸ್でศ㢮した�⩌のᰤ㣴

⣲等ᦤྲྀ㔞ཬࡧᦤྲྀ㣗ရᩘの比較では，ⅣỈ化

ン࣑ビタ，࣒࢘ࣜࢺࢼ，≀ '，ビタ࣑ン %� を

㝖くᰤ㣴⣲で，ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘのከい⩌で┦対的

にᰤ㣴⣲等ᦤྲྀ㔞がከかࡗた．また，ᦤྲྀ㣗ရ

ࠋたࡗ㣗ရ⩌ᩘがከい⩌でከかࡶᩘ

� ᪥の㣗㈝のᖹᆒ್（ᶆ準೫ᕪ）は，������
（�����（�����（ ）であࡗた．�᪥の㣗㈝は，ᦤྲྀ㣗ရ

ᩘ，ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘとࡶにᦤྲྀᩘがከい⩌で高か

 ．（������ �Sࠎྛ）たࡗ

【⤖ㄽ】ᦤྲྀ㣗ရᩘ，ᦤྲྀ㣗ရ⩌ᩘがከい

ど，ከくのᰤ㣴⣲等でᦤྲྀ㔞が┦対的にከく，

㣗㈝ࡶ高いࡇとが♧された．ⅣỈ化≀はᦤྲྀ㣗

ရᩘが少ない⩌で，ᦤྲྀ㔞が┦対的にከかࡗたࠋ

今ᚋ，㣗ရᩘ・㣗ရ⩌ᩘの༊ศを⣽ศ化し，ᰤ

㣴⣲等ᦤྲྀ㔞がⰋዲで，かつ㣗㈝が高㢠でない，

㣗ရᩘや㣗ရ⩌ᩘについて検ウしていくࠋ 

（(�PDLO（(�PDLO（ ；\BNRMLPD#XQLL�DF�MS）

【11�】

− 120 − − 121 −



�0 ーとᏊどࢩࣛࢸ

㧘Ἠۑ
たかいࡳࡎ

ెⱑ
か な え

（ྎ㟷ⴥ学院▷期大学） 

【⥴ゝ】国Ẹがᰤ㣴・㣗⏕活に関するሗを

用いて，⮬らの㣗⏕活を⟶⌮したり，より健ᗣ

的なࡶのとయ的に行動していくためには，

ーを⋓ᚓࢩࣛࢸースの୰で㣗⏕活ࣜࢥࣇࣛ

し，༑ศな㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーをᙧ成するࡇとが

必要であるࠋ㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの⋓ᚓやᙧ成に

関ࢃる要ᅉを᫂らかにするࡇとは，㣗⏕活ࣜࢸ

ーを高めるᨭ方法を☜立する୍ຓとなࢩࣛ

るࡇࡑࠋで，本研究は，ࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーに関

� .iFNEuFh	 る⋓ᚓ・ᙧ成要ᅉ（1uWEHamࢃ

ᓥෆ⦅ヂ，201�）をࡶとに，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸ

ーの⋓ᚓ要ᅉとしてࠕᐙ᪘ࠖに╔┠したࡑࠋの

⌮⏤は，ᐙ᪘は㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの⋓ᚓ要ᅉと

してのᙺが大きいと⪃えたからであるࣝ࣊ࠋ

スࣜࢩࣛࢸーのᙧ成に関ࢃるಶ人的要ᅉとし

て年齢があࡆられているࠋṓを㔜ࡡるࡇとは࣊

ࣝスࣜࢩࣛࢸーのᙧ成に関ࡗࢃているため，人

⏕の୰で୍␒長く関ࢃるᐙ᪘は，㣗⏕活ࣜࣛࢸ

ࢁ大きいであࡶーの⋓ᚓ要ᅉとしてのᙺࢩ

うࠋᐙ᪘に関ࢃる㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーのᙧ成要ᅉ

として，ࠕᏊどࡶの㡭にᐙᗞでཷけた㣗教⫱ࠖ

をとりあࡆたࡑࠋの⌮⏤は，Ꮚどࡶ㡭のᐙᗞෆ

での㣗⫱が㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーをᙧ成する基┙

になࡗていると⪃えたからであるࠋ以ୖから，

本研究は，�0ṓ௦を対㇟にᏊどࡶの㡭にᐙᗞで

ཷけた㣗教⫱をᅇ法によࡗてㄪᰝし，現在の

㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘとᏊどࡶの㡭にᐙᗞで

ཷけた㣗教⫱との関連を検ウするࡇとを┠的

としたࠋ 

【方法】社会ㄪᰝ会社のࣔࢽター（�0㹼��ṓ）

����人を対㇟に，201�年1月2�᪥㹼2�᪥の�

᪥㛫でࣈ࢙࢘ㄪᰝをᐇしたࠋศᯒ対㇟は2000

人（⏨性 1018 人，ዪ性 �82 人）であࡗたࠋㄪ

ᰝ項┠は，㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘ（㧘Ἠら，

2012）とᏊどࡶの㡭にᐙᗞでཷけた㣗教⫱（ᮌ

⏣ら，2012）をㄪᰝしたࠋ現在の㣗⏕活ࣜࣛࢸ

⫱の㡭にᐙᗞでཷけた㣗教ࡶーᑻᗘとᏊどࢩ

との関連は，⊂立ኚᩘとしてᏊどࡶの㡭にᐙᗞ

でཷけた㣗教⫱を，ᚑᒓኚᩘとして㣗⏕活ࣜࢸ

⤡ᅉᏊとして，最終ࠋーᑻᗘをᢞ入したࢩࣛ

学歴，፧ጻ状況，ࣝࣇタ࣒の有↓，ఫࢇでい

る地域のつᶍ，現在の㣗⎔ቃをとりあࡆたࠋ 

【⤖ᯝ】㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘにዲᙳ㡪を♧

したᏊどࡶの㡭にᐙᗞでཷけた㣗教⫱は，⏨性

ではࠕዲき᎘いࡎࡏに㣗るようにゝࢃれてい

た（ș㸻0.11，p㸻0.01�）ࠖ，ࠕ㣗事࡙くりを

ᡭఏࡗていた（ș㸻0.11，p㸻0.008）ࠖであࡗ

たࠋዪ性では，ࠕ㣗，⳯，⳯のࡗࢁࡑた

㣗事ࡗࡔた（ș㸻0.08，p㸻0.04�）ࠖ，ࠕ㣗事

࡙くりをᡭఏࡗていた（ș㸻0.11，p㸻0.00�）ࠖ

であࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】現在の㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘにዲᙳ

㡪を♧していた2つの㣗教⫱（ࠕዲき᎘いࡎࡏ

に㣗るようにゝࢃれていた ，㣗，⳯ࠕࠖ，

⳯のࡗࢁࡑた㣗事ࡗࡔたࠖ）は，ゝⴥと┠か

らのሗでࣛࣂンスのよい㣗方の▱㆑をఏ

えているࠋᏊどࡶの㡭にᚓられたࣛࣂンスのよ

い㣗方の▱㆑が，ᑗ᮶の㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーの

ᙧ成にᙳ㡪している可能性が♧၀されたࠋさら

にࠕ�㣗事࡙くりをᡭఏࡗていたࠖ（⏨ዪඹ）

が現在の㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーᑻᗘにዲᙳ㡪を♧

して࠾り，Ꮚどࡶの㡭の㣗事࡙くりのᡭఏいが

成人期の㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーのᙧ成にᙳ㡪して

いる可能性が♧されたࠋ 

【⤖ㄽ】Ꮚどࡶの㡭のᐙᗞに࠾けるࣛࣂࠕン

スのよい㣗方の▱㆑ 㣗事のᡭఏいࠖࠕࡧよ࠾ࠖ

が，�0ṓ௦の㣗⏕活ࣜࢩࣛࢸーをᙧ成する要ᅉ

になࡗた可能性が♧၀されたࠋ

（E-mail；

NBWaNai]umi@VHi\ogaNuin.aF.jp）
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ulWra proFHVVHG IooGV の用と㣗行動との関連
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 ࠊ�方⿱ග1⥴ࠊ�ᯘⰧ⨾1ࠊ�かり1ࡺṊぢࠊ�1

ᆏ口ᬒᏊ1�ࠊᔱ⏣㞞Ꮚ2�ࠊᕝ⏿㍤Ꮚ2�ࠊ୰ᮧṇ2� 

1）ዪᏊᰤ㣴大学 

2）බ┈社ᅋ法人 地域医療⯆༠会ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン研究ࢭンター 2）බ┈社ᅋ法人 地域医療⯆༠会ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン研究ࢭンター 2）බ┈社ᅋ法人 地域医療⯆༠会࣊

【⥴ゝ】国እでは，ㄪ⌮ຍᕤ㣗ရ㢮，ⳫᏊ㢮，

Ⴔዲ㣧ᩱといࡗた，より高ᗘにຍᕤされた㣗ရ

（ulWra-proFHVVHG IooGV㸸83)）の用と㣗事

の㉁，健ᗣ状ែとの関連がከᩘሗ࿌されているࠋ

ሗ࿌者らは，野⳯の⳯やࣛࣂンスを⪃えたᘚ

ᙜなどከᵝな83)がฟ現している᪥本に࠾いて

(83，ࡶ の用がከい者ど，㣬⬡⫫㓟エࢿ

ー比⋡が高いなど，ᮃましくないᰤ㣴⣲等ࢠࣝ

ᦤྲྀ状況あるࡇとを♧した（.oiZai .，7aNHmi 

< HW al.201�ࢃᰤ㣴⣲ᦤྲྀ状況との関連がࠋ（

かࡗてࡶ，ලయ的な㣗行動としてၥ題となる行

動が᫂らかにならないと，୍ ⯡の人には行動ኚ

ᐜの┠ᶆにつながらないࡇࡑࠋで83)の用と

㣗行動との関連を検ウするࡇとを┠的としたࠋ

【方法】⚄ዉᕝ┴ $ ⏫の≉定健診ཷ診者を対

㇟に，㉁ၥ⣬ㄪᰝ（ᒓ性，㣗行動）と�᪥㛫の

㣗事ㄪᰝをᐇしたࠋ㣗行動は，㣗事࡙くり㢖

ᗘ，እ㣗㢖ᗘ等をᑜࡡたࠋ༠ຊ者は2��ྡ（༠

ຊ⋡ �2  �）であࡗた83ࠋ) の用状況をᢕᥱ

するために，� ᪥㛫にᦤྲྀしていた全ての㣗

ရ・ᩱ⌮を，129$  0onWHiro &�HW）࣒ࢸスࢩ

al.2018）のศ㢮と定⩏に基࡙き，83)を含4ࡴ

(83ࠋにศ㢮したࣉーࣝࢢ の用状況は，ඛ行

研究ྠᵝ，እ㣗とࢥࣝーࣝを㝖く1᪥ᖹᆒの

エࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞に༨める83)からのエࢠࣝࢿ

ーᦤྲྀ㔞のྜ（83) エࢠࣝࢿー �ྜ�）とし

たࠋゎᯒ対㇟は㣗事ㄪᰝ᪥ᩘが不足していた者

等を㝖እした21�ྡ（⏨性�8ྡ，ዪ性1��ྡ）

とし，83)エࢠࣝࢿーྜ�ศで⩌ศけを行

�.た（ప⩌21ࡗ  �ᮍ‶，高⩌�4.� �以ୖ，ࡑ

の㛫が୰⩌）ࡑࠋのᚋ，⏨ዪูに，ᚑᒓኚᩘを

㣗行動とし，Ȯ2 検定を用いて，ྜの比較を

行ࡗたࠋな࠾，欠ᦆ್があࡗたሙྜは，項┠ࡈ

とに㝖እして，ゎᯒを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】対㇟者のᖹᆒ年齢（6'）は，⏨性

��.1�8.8�，��.8��.�� ṓであࡗたࠋ�⩌㛫で㣗

行動を比較した⤖ᯝ，ዪ性は，83) エࢠࣝࢿー

ྜとእ㣗の用㢖ᗘに有ពᕪがぢられた�3   

ーྜ高⩌は，እࢠࣝࢿዪ性の83)エࠋ�0.008

㣗の㢖ᗘが㐌2ᅇ以ୖとእ㣗㢖ᗘが高い者の

ྜが 22.�  �で，最ࡶከかࡗたࠋさらに，83)

エࢠࣝࢿーྜと⥲エࢠࣝࢿーᦤྲྀ㔞に༨め

るእ㣗からのエࢠࣝࢿー （ྜእ㣗エࢠࣝࢿー

 �ྜ�）の┦関ಀᩘࡶ☜ㄆしたとࢁࡇ，ዪ性は

0.�28と，ᙅいṇの┦関がぢられた（3 ࠋ（0.001 �

⏨性では有ពᕪがぢられた項┠はなかࡗたࠋ

【⪃ᐹ】本研究では，ዪ性での83，ࡳ)の用

とእ㣗の用㢖ᗘ，ཬࡧእ㣗エࢠࣝࢿーྜに

有ពな関連がぢられ，ዪ性の83)の用がከい

者は，㣗のእ部化がより進ࢇでいる可能性が♧

၀されたࠋ本研究では83)の用ཬࡧእ㣗用

のከいࡇとの⫼ᬒ要ᅉまでは検ウできなかࡗ

たが，ᡃが国は，今ᚋますます㣗のእ部化が進

ᒎするࡇとがண されているࠋしがたࡗて，83)

やእ㣗の用の⫼ᬒ要ᅉを検ウするとྠに，

83) やእ㣗のୖᡭな用方法について，ሗ提

供やᰤ㣴教⫱が必要であるࠋ 

【⤖ㄽ】ዪ性の 83) 用高⩌は，እ㣗の用

でいࢇのような㣗のእ部化が進ࡇࠋたࡗከかࡶ

る人ࠎに対するᰤ㣴教⫱の必要性が♧၀され

たࠋ 

（E-mail；NoiZai.Naori@Hi\o.aF.jp）

【11�】

− 122 − − 123 −



ங ウ

⏣口
た ࡄ ࡕ

 ⰋᏊ
りࡻうࡇ

（㙊ዪᏊ大学） 

【┠的】ஙがࢇの⨯ᝈ⋡が高くࠊ高⃰ᗘங

ᡣのྜの高い��ṓ௦ዪ性を対㇟としてࠊ

ஙがࢇ検診（࣐ンࣔࣇࣛࢢ検診と超㡢Ἴ

検診のే用）の㑅ዲについてࠊ㑅ᢥᆺᐇ㦂

を用いて検診に関するྛᒓ性の㑅ዲの

ከᵝ性（ಶ人ᕪ）࠾ࠊよࡧ関連要ᅉを検ウ

するࡇとを┠的とするࠋ

【方法】��ṓ௦ዪ性のஙがࢇ㠀経㦂者を対

㇟としてンターࢺࢵࢿによる⮬グᘧ㉁

ၥ⣬ㄪᰝにより㑅ᢥᆺᐇ㦂をᐇしࠕࠊ検

診をཷけるまでのᚅࡕ期㛫ࠖࠕࠊ検診をཷ

けるためにかかるྜィ㛫ࠖࠕࠊ検診をᢸ

ᙜするスタࣇࢵの性ูࠖࠕࠊがࢇがある

にがࢇがṇしくぢつかる☜⋡ࠖࠕࠊ検診を

ཷけるためにかかるྜィ㈝用ࠖの�ᒓ性か

らᵓ成される௬的な検診を�つ�⤌とし

て提♧しࠊどࡕらの検診であれཷࡤけよう

とᛮうかをᑜࡡたࠋ検診ᒓ性を⊂立ኚᩘࠊ

いࡎれかの検診をཷける・ཷけないの㑅ᢥ

をᚑᒓኚᩘとして᮲件きࣟࣔࢺࢵࢪデ

ࣝとࣛン࣓ࣛࣃ࣒ࢲータࣟࣔࢺࢵࢪデࣝ

により࣓ࣛࣃータを᥎定しࠊ�つのࣔデࣝ

の⤖ᯝを比較したࠋ

【⤖ᯝ】最終的な有ຠᅇ⟅ᩘは����であࡗ

たࣛࠋン࣓ࣛࣃ࣒ࢲータࣟࣔࢺࢵࢪデࣝを

用いたศᯒではࠊ検ウした全てのᒓ性のಀ

ᩘに対する検定は有ពでありࠊᙜึணし

たಀᩘの➢ྕの向きとྠᵝのഴ向であࡗ

たࠋまたࠕࠊ検診をཷけるまでのᚅࡕ期㛫 ࠊࠖ

の性ู（ዪࣇࢵ検診をᢸᙜするスタࠕ

性）ࠖࠕࠊがࢇがあるにがࢇがṇしくぢ

つかる☜⋡ࠖのᶆ準೫ᕪは有ពでありࣛࠊ

ン࣓ࣛࣃ࣒ࢲータと⪃えられたࠋつまりࠊ

検診ࠕࠊ期㛫ࠖࡕ検診をཷけるまでのᚅࠕ

をᢸᙜするスタࣇࢵの性 （ูዪ性）ࠖ がࠕࠊ

ࠖ⋠☜がṇしくぢつかるࢇがあるにがࢇ

の㑅ዲの⛬ᗘにはಶ人㛫でࡤらつきがあ

るࡇとを♧しているࠋ対ᩘᑬᗘの್はࣛン

いて࠾デࣝにࣔࢺࢵࢪータ࣓ࣟࣛࣃ࣒ࢲ

より高い್であࡗたࠋさらにࠊ㑅ዲにᙳ㡪

をཬࡰす要ᅉを検ウするためࠊஙがࢇに関

する観的ࣜスࢡㄆ▱ࠊ社会経῭的要ᅉと

して事の有↓ࠊ健ᗣ保㝤のຍ入者（本

人・ᐙ᪘）ࠊ学歴ࠊୡᖏ年について⩌ู

にศᯒを行ࡗたࠋ観的ࣜスࢡㄆ▱ప⩌で

はࠊ高⩌で有ពであࡗたࠕ検診をཷけるま

でのᚅࡕ期㛫ࠖのಀᩘが有ពとはならなか

社会経῭的要ᅉについては⤖ᯝのഴࠋたࡗ

向の㐪いはࡳられなかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】がࢇ検診に関するࠕ検診をཷける

までのᚅࡕ期㛫ࠖࠕࠊ検診をᢸᙜするスタ

ࢭࣟࣉの性ู（ዪ性）ࠖのような検診ࣇࢵ

スやࠕࠊがࢇがあるにがࢇがṇしくぢつ

かる☜⋡ࠖのような検診⢭ᗘに関するᒓ性

に対する人ࠎの㑅ዲにはከᵝ性がᏑ在す

る可能性が♧されたࠋ観的なࣜスࢡㄆ▱

が㑅ዲのᵓ㐀にᙳ㡪をཬࡰす可能性が♧

၀されたࠋ 

（E-mail㸸rWaguFhi@NamaNura-u.aF.jp）
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○スーディ
す ー で ぃ

神崎
かんざき

和代
か ず よ

（いわき明星大学），太田和代（なごみテクノロジー））

【緒言】地域包括ケアシステム促進の一環と

して、人々の自己健康管理へ人々の自己健康管理へ人々の自己健康管理 の意識向上が求め

られる中、自己健康管理を目的とする 関連

の学習機会にボランティアとして参加したシ

ニア（ 歳以上）を対象に

以

下、 を用いて、積極的に健康関連の学

習機会に参加するシニアが考える生活の質を

決定する要因を明らかにする基礎的研究を行

った。これらの要因の明確化によって、シニア

を対象とする健康教育企画実施への示唆を得

ることを目的とした。

【方法】 を用いた健康管理ツールに関する

学習に自主的に参加した関西地域在住のシニ

ア 名（ 歳，女性 名 平均 歳

）を対象に個別の半構造化インタビュ

ーを実施し（平均 分 回）、自分らしい

生活の質を維持するために大切だと感じてい

る項目を五つ挙げてもらい、それらの各項目に

対して重みづけをしてもらい数値化した

（ ）。倫理的配慮：文書及び口頭で研究

内容・目的などを疫学研究倫理のガイドライン

に沿って説明し、研究結果を学会などで公表す学会などで公表す学会などで

る際には個人情報を記号化した上で連結不可

とすること、協力を断っても不利益が生じない

ことを説明し、同意を書面にて得た。

【結果】生活の質を決定する要因の 番目は健

康・健康維持（ ） 番目は家族とのつなが

り（ ） 番目は社会・地域との交流や活動

（ ）に続いて趣味活動、経済的安定（で

あった。次に、 項目を全部で と考え、各

項目に重要と考える度合いを で重みづけして

もらった結果、 （ ）は健康維持・管

理が第 に重要と考えており、 平均

。 ）は家族とのつな

がりが ～ 番目に重要であると答え（平均

％）た。次いで は社会・

地域交流が ～ 番目に重要だと答えた（平均

）。 名が経済的安定は ～ 番目に

重要（重要（重要（ 平均 ， ）だと答えた。全

員が 種の服薬をしながらも地域で開催され

る体操教室やパソコン講座などの地域活動に

定期的に参加していた。

【考察】「健康であること」が生活の質の維持

に最も重要であるとの結果から、地域で開催さ

れる学習機会に自主的、且、日常的に参加して

いるシニアは健康管理・維持に高い関心を持っ

ていると推測される。高齢者の不安要因トップ

は【健康・病気】であるとする内閣府調査と同

様の傾向を示している 。従って、健康に関す

る教育機会に対するシニアのニーズが高いこ

とが推測される。次に、健康関連の学習機会へ

の積極的な参加背景には良好な家族関係の維

持が出来ており、且、日常的に社会・地域交流

活動をしているシニアは健康関連の学習にも

参加をする傾向が示唆された。又、経済的項目

の重みづけが低いことから、経済的に概ね安定

していることも参加要因と考えられる。服薬数

から対象者は平均的な地域在住のシニアの状

況を反映していると推測できる。

【結論】健康課題を有しながらも積極的に健康

関連の学習に参加するシニアは健康維持・管理、

良好な家族関係、社会活動・地域交流が生活の

質の維持に大切なトップ 項目であり、且、重

要であると考えており、不安定な経済状況にい

ると学習参加が困難になる可能性がある。

（（（ ； ）
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,

 ࠊᰘᓮ┿（↓ᡤᒓ）ࠊ㕥ᮌஂ⨾Ꮚ（医療⏕大学）ࠊᑠụᮅᏊ（医療⏕大学）ࠐ

୰ᮧか࠾り（東京Ṋⶶ野病院）ࠊスーデ̺⚄㷂௦（医療⏕大学） 

【⥴ゝ】東北地方の,ᕷはࠊ人口⣙�4人の

୰᰾ᕷであるࠋ┴ෆで最ከの人口を有しࠊᏊᐑ

㢕がࢇ検診対㇟となるዪ性人口は⣙ 1� 人で

あるがࡇࠊの , ᕷのᏊᐑ㢕がࢇ検診ཷ診⋡はࠊ

201�年Ⅼで┴ෆ最పの11.84㸣ࡗࡔたࠋ早期

Ⓨぢにより⋡の高くなるᏊᐑ㢕がࢇはࡑࠊ

の検診⋡が㔜要であるࡇとからࠊ関連要ᅉを᫂

らかにするࡇとでࠊᏊᐑ㢕がࢇによるṚஸ⋡㍍

ῶに㈉⊩するࡇとを┠的としたࠋ 

【方法】

┴と,ᕷの࣍ー࣒࣌ーࢪやがࢇⓏ㘓の㈨ᩱࠊ

ᗈሗㄅなどからࠊがࢇ対策᥎進事ᴗ（↓ᩱࢡー

ࠊ診⋡とၨⓎ活動ཷࢇンๆ㓄ᕸ）ᚋのᏊᐑ㢕が࣏

ྛ地༊に࠾けるཷ診可能タのࢭࢡス状

況ࠊ東᪥本大㟈⅏による人口のቑῶに関する検

ウを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】

1.↓ᩱࢡー࣏ンๆ㓄ᕸ 

↓ᩱࢡー࣏ンๆが㓄ᕸされた200�年からཷ診

⋡のୖ᪼はࡳられたが୍ࠊ的でありࡑࠊのᚋ

はୗ降していたࠋ≉に 20 ṓ௦のཷ診⋡はపく

,ࠊのഴ向は┴全యの≉ᚩでありࡇ ᕷに限ࡗた

ഴ向ではなかࡗたࠋ 

2.ᕷのၨⓎ活動 

, ᕷではᏊᐑ㢁がࢇ検診のၨⓎ活動としてࠊ

බ㛤講ᗙや検診ሗをᗈሗㄅまたは࣍ࠊー࣒࣌

ーࢪで提供しているࠋᗈሗㄅでのሗ提供は年

2ᅇであࡗたࠋ 

�.ྛ地域に࠾けるཷ診可能タのࢭࢡス 

㒆部のཷ診者は㌟㏆にཷ診タがなくࠊᕷの

୰ᚰ部まで⛣動しなけれࡤならないࠋ最㐲で

28Nm㞳れていたࠋ  

4.東᪥本大㟈⅏による人口のቑῶ 

㟈⅏๓ᚋを比較するとࠊ人の⛣動はあࡗた

が人口のቑῶは大ᖜなኚ化はなくࠊᏊᐑ㢕がࢇ

検診⋡のኚ動ࡶ少なかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】

1.↓ᩱࢡー࣏ンๆの㓄ᕸ 

୍的なཷ診⋡向ୖにᐤしたがཱྀྲࠊ 診⋡の

⥔ᣢには⧅がࡗていなかࡗたࠋまた,ᕷࡔけに

の⋠の要ᅉのཷ診ࡇࠊられる≉ᚩではなくࡳ

ᙳ㡪はపいࡇとが᥎ᐹされたࠋ 

2.ᕷのၨⓎ活動 

年に2ᅇの提供でありࠊ༑ศにሗがఏ㐩さ

れ対㇟者がㄆ▱できるとはゝい㞴いࠋ今ᚋはᏊ

ᐑ㢕がࢇ検診対㇟者がࠊどのくらいᏊᐑ㢕がࢇ

検診の㔜要性をㄆ▱できているかなどのㄪᰝ

が必要であるࠋ 

�.ྛ地༊に࠾けるཷ診可能タのࢭࢡス 

, ᕷは人口⣙ �4 であるが㠃✚が⣙ 12  

Nm㸰とᗈ域でありࠊ୰᰾ᕷの୰で人口ᐦᗘは全

国で2␒┠にపいࡇࠋの⎔ቃは㒆部のᕷẸのཷ

診行動をᾘᴟ的にするࡇとに⧅がࡗたと᥎ 

されるࠋ 

4．東᪥本大㟈⅏による人口のቑῶ 

東᪥本大㟈⅏によりࠊᏊどࡶのいるዪ性など

のῶ少によるᏊᐑ㢕がࢇ検診ཷ診⋡のᙳ㡪を

᥎ したがࡑࠊのᙳ㡪は☜ㄆできなかࡗたࠋ 

【⤖ㄽ】

1.↓ᩱࢡー࣏ンๆ㓄ᕸは୍ࠊ 的なཷ診⋡のୖ

᪼にはᐤしたがࠊ, ᕷのᏊᐑ㢕がࢇ検診のཷ

診⋡のᙳ㡪はపいࠋ 

2., ᕷに࠾けるၨⓎ活動యไはᮍᩚ備でありࠊ

今ᚋᗈ域である,ᕷの≉ᚩにྜࡏࢃた活動の検

ウが必要であるࠋ�.ᗈ域で人口ᐦᗘのపい⎔ቃ

ではࠊ㞟ᅋ検診のᙺが㔜要であるࠋ 

4.東᪥本大㟈⅏による人口のቑῶはࠊᏊᐑ㢕が

 ࠋのᙳ㡪はపい⋠検診ཷ診ࢇ

（E-mail；aVaNo.NoiNH@iVu.aF.jp） 
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ࠖとし でのࣉ スと

のಁ進進進要ᅉの᥈⣴ࡑ

㤿ሙۑ
ࡤ ࡤ

㤿ሙۑᩥ 㤿ሙۑᩥ 
あや

（㈡┴立大学人㛫┳護学部）ࠊᑠᯘ ᏕᏊ（㈡┴立大学人㛫┳護学部）

【⥴ゝ】地域包括ࢩࢣス࣒ࢸのᵓ⠏や地域

ඹ⏕社会のᐇ現に向けてఫẸのཧ⏬と༠ാが

᥎進される୰ࠊ高齢者⮬㌟ࠊࡶサービスのཷけ

ᡭの立ሙࡔけではなくࠊຓのᢸいᡭとしての

活㌍が期ᚅされているࠋᖹ成 2� 年ᗘからࠕ高

齢者健ᗣ⏕きがい࡙くりࣛ࣎ンࢸ活動ᨭ

事ᴗ にࠖྲྀり⤌ࡴ$ᕷではࠊ高齢者⮬㌟が┦

ᨭ活動のᢸいᡭとして活㌍できるຠᯝ的

な⤌ࡳのᵓ⠏を┠指していたࡇࡑࠋでࠊ高齢

者がࠕຓ とࠖしての地域活動にయ的にྲྀ⤌

のಁ進要ᅉを᫂らかにࡑスとࢭࣟࣉまでのࡴ

するࡇとを┠的にࠊ本研究をᐇしたࠋ 

【方法】$ᕷで᪤に地域活動をᐇ㊶ࠊまたはࡑ

の準備ẁ㝵にある高齢者で研究のྠពをᚓた

2�ྡを対㇟としたࣝࢢ4ࠋーࣉに⦅成しࡑࠊれ

ンタビࣗー（以ୗࣉーࣝࢢス࢝ー࢛ࣇれࡒ

)*, とする）をᐇしたࠋ)*, は㘓㡢・㏲ㄒ㘓

స成のᚋࠊ㉁的ᖐ⣡的にศᯒを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】㏲ㄒ㘓から220のࢥーࢻがᢳฟされ

たࡇࠋのࢥーࢻからࠊ対㇟者が地域活動にྲྀ⤌

活動⥅⥆の要ᅉとㄢ題としてࠊ⦌ዎ機と経ࡔࢇ

��のサࣜࢦࢸ࢝ࣈーと�8のࣜࢦࢸ࢝ーが⏕成

されたࠋ以ୗࣜࢦࢸ࢝ーは> @で⾲すࠋ 

【⪃ᐹ】地域活動にయ的にྲྀ⤌ࡴまでのࣉ

ኊ年期ࠊዎ機や動機࡙けとしてࠊࡕスのうࢭࣟ

から⮬会活動や⚍♭行事などの活動経㦂が

ありࠊ>地域の୰でఱらかのᙺをᣢつࡇとに

㥆ᰁࡳがある@というࡶのが $ ᕷの≉ᚩとして

ぢฟされた୍ࠋ 方で๓踏くの័⩦ࡶありࠊよ

りయ的にྲྀ⤌ࡴためのᕤኵは必要であるࠋま

たࠊᴗ等のົを経て定年㏥職にឤࡌた

>⮬ศ⮬㌟の⪁ᚋについての༴機ឤ@という動

機࡙けࡶあࡗたࡑࠋれがࠊ今までᇵࡗたᢏ㔞を

活かすࠊあるいは᪂しいᢏ能や㊃を㌟につけ

る>学ࡧのሙのཧຍ@につながりࡑࠊの学ࡧの

ሙを㉳Ⅼとしてලయ的な地域活動にⓎᒎして

いたࡇࠋのような定年㏥職ᒙが㌟㏆な地域で活

動ᒎ㛤できるሙやሗ提供が必要であるࠋまたࠊ

>地域のᛮいが地域活動のᐇ㊶につながる@

の関ᚰ@がありが事としての地域ࢃ<ࠊのやࡶ

地域ㄢ題の対ฎ行動につながࡗたࡶのࡶあ

地域ఫẸྠ士でࠊのᛮいの㔊成や地ඖࠋたࡗ

地域ㄢ題を検ウするሙの必要性が♧၀されたࠋ

 次にྀྲࠊ ⛬ጞめた地域活動が定╔する㐣ࡳ⤌

にはࢥࠊな௰㛫や༠ຊ者など>活動㛤ጞのඹ

ྠయがある@ࡇとが᫂らかになࡗたࠋまたࠊ地

域活動のἼཬຠᯝや活動のᣑがりのᐇឤࠊ㢦の

ぢえる関ಀのᙧ成ࠊ地域の強ࡳのⓎぢࠊࡶ地域

活動の定╔に関ࡗࢃていたࠋ 

 さらにࠊ地域活動の⥅⥆をಁ進する要ᅉとし

てはࠊ>௰㛫のᏑ在がある@>እ部からのᛂや

評価がບࡳになる@>⮬ᕫຠຊឤをᐇឤできる@

というయ㦂があࡗたࠋఫẸからのᛂやឤㅰࠊ

⫯定的評価などから⮬ᕫຠຊឤ・႐ࡧ・ᴦしさ

を௰㛫とඹにᐇឤしࡑࠊれらが⥅⥆のពḧにつ

ながࡗているࡇとが᫂らかになࡗたࠋ 

【⤖ㄽ】高齢者がຓとしての地域活動に

య的にྲྀり⤌ࢭࣟࣉࡴスの୰でࠊዎ機や動機࡙

けについてはࠊ>地域の୰でఱらかのᙺをᣢ

つࡇとに㥆ᰁࡳがある@ >⮬ศ⮬㌟の⪁ᚋにつ

いての༴機ឤ@等の㸳ࣜࢦࢸ࢝ーがぢฟされたࠋ

活動の定╔㐣⛬には>活動㛤ጞのඹྠయがあ

る@ࡇとがࢃかࡗたࠋ地域活動の⥅⥆のために

はࠊ>௰㛫のᏑ在がある@>እ部からのᛂや評

価がບࡳになる@>⮬ᕫຠຊឤをᐇឤできる@と

いうయ㦂がಁ進要ᅉとなࡗていたࠋ 

なࠊ࠾本研究は$ᕷからのཷク研究としてᐇ

したࠋ（E-mail；EaEa.a@nurVH.uVp.aF.jp）
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高 ウ

㒔ෆ7病院ࣜ ビࣜࢸ ン科እ᮶ᝈ者者者の事ࣙࢩ

㕥ᮌۑ
す ࡎ き

ᙬ
あや

㤶
か

（ඖዪᏊᰤ㣴大学大学院），Ṋ
たけ

ぢ
ࡳ

かり，ᯘⰧࡺ
はやしࡩ

⨾
ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学）， 

ᕝ⏿
かࡤࢃた

㍤Ꮚ
てるࡇ

，୰ᮧ
なかࡴら

ṇ
まさかࡎ

（地域医療⯆༠会ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン研究ࢭンター） 

【⫼ᬒ】地域在ఫ高齢者に࠾ける㣗≀ࢭࢡス

と㣗⏕活の関連を㔞的に検ウしたඛ行研究は

あるが，ㄆ▱やᛮいなどのಶ人ෆ要ᅉ，㈙い≀

ඛなどの⎔ቃ要ᅉ，ࢯーࣝࣕࢩサ࣏ーࢺなどの

社会的要ᅉの┦関ಀの୰で㣗≀ࢭࢡスを

検ウしたࡶのはないࠋ本研究では，㒔ᕷ部在ఫ

高齢እ᮶ᝈ者のうࡕ，᪥常⏕活動సにᅔ㞴があ

る者の㣗≀ࢭࢡスのㄢ題とࡑの要ᅉを㉁的

に᥈⣴し，㣗事ෆᐜとの関連を検ウしたࠋ 

【方法】1.ᝈ者ㄪᰝ 㒔ෆ7病院ࣜࣁビࣜࢸー

ン科እ᮶に㏻う�0ࣙࢩ ṓ以ୖ⏨ዪྛ� ྡ，ィ

10ྡを対㇟に，㣗事ㄪᰝ（不連⥆2᪥の24

㛫ᛮいฟし法�㣗ရᦤྲྀのከᵝ性）と，༙ᵓ㐀

化ಶูンタビࣗー（㈙い≀や㣗事࡙くり等）

を行ࡗたࠋ⇃㇂らの㣗ရᦤྲྀのከᵝ性ᚓⅬ（10

Ⅼ‶Ⅼ）で4Ⅼ以ୖを高⩌，�Ⅼ以ୗをప⩌と

し，⩌ูにࣜࢦࢸ࢝ーの⏕成・比較，ཬࡧ㣗≀

ᦤྲྀ状況等を比較したࠋ㔞的検ウの検定には，

ྡ⩏ᑻᗘは)iVhHrのṇ☜☜⋡検定，VhHrのṇ☜☜⋡検定，VhHrのṇ☜ 㡰ᗎᑻᗘ・

連⥆ኚᩘは0ann-:hiWnH\ の 8 検定を用いたࠋ

㉁的検ウでは，ンタビࣗーෆᐜを修ṇ∧ࣛࢢ

（$7*-0）ࢳーࣟࣉ・ーࣜ࢜ࢭ・ࢻࢵンデ࢘

のᡭ法をཧ⪃にከᵝ性ᚓⅬ⩌ูにᴫᛕ⏕成し，

ෆᐜศᯒを行ࡗたࠋ

2.㣗ᩱရᗑㄪᰝ ᝈ者ㄪᰝの対㇟者が用す

る7 ༊ෆ 12 ᗑ⯒で，ᘚᙜ・⳯の✀㢮ᩘや㈙

い≀のしやすさ等を観ᐹㄪᰝし，ᗑ⯒ᙧែูに

ศᯒしたࠋ 

�.全యീの⤖ᯝᅗస成 ⤖ᯝの全యീを♧す

ためエࣔࣝ࢝ࢪࣟࢥデࣝを用いて⩌ูに⤖ᯝ

ᅗをస成し，ンタビࣗーㄪᰝ，㣗事ㄪᰝ，㣗

ᩱရᗑㄪᰝの⤖ᯝを統ྜしたࠋᴫᛕは㸺 㸼，

 ࠋーは【 】で♧したࣜࢦࢸ࢝

【⤖ᯝ】㣗ရᦤྲྀのከᵝ性ᚓⅬでは，高⩌�ྡ，

ప⩌ 4 ྡであࡗたࠋᴫᛕは全యでྜィ�4 ಶ⏕

成し，高⩌はᴫᛕ2�ಶとࣜࢦࢸ࢝ー14ಶ，ప

⩌はᴫᛕ14ಶとࣜࢦࢸ࢝ー�ಶとなࡗたࠋෆᐜ

ศᯒからᚓた୧⩌の≉ᚩは以ୗの㏻りࠋ 

高⩌㸸㌟య機能の障害等により【⮬ศ⮬㌟ࡔ

けでの㈙い≀は不౽な状況】があࡗたが，【㈙

い≀をしやすい地域≉性】等により【㈙い≀に

対するᅔ㞴ឤなし】で，㸺⮬ศ⮬㌟で㈙い≀の

⿵㸼をしていたࠋ【ᐙᗞእの者との㣗のඹ

有】ࡳࡶられ，【者とのつながりをᣢࡗた㣗

≀入ᡭ】であࡗたࠋ㣗事࡙くりࡶ，【㓄അ者に

よる対㇟者にྜࡏࢃた㣗事ෆᐜのㄪᩚ】等にᨭ

えられていたࠋしかし，㣗事࡙くりᢸᙜ者に

は㈇ᢸがあり，【ᘚᙜ・⳯によるᐙᗞ全యの

㣗⏕活のᨭえ】ࡳࡶられたࠋ㣗≀ᦤྲ୍ྀࡶ部Ⰻ

ዲな状況があり【㣗⏕活の‶足ឤ】があࡗたࠋ

ప⩌㸸㌟య機能の障害等はあるが，【㈙い≀

をしやすい地域≉性】により【㈙い≀に対する

ᅔ㞴ឤなし】であࡗたࠋᐙᗞෆではㄪ⌮をࡎࡏ

㸺ᣢࡕᖐりのᘚᙜ・⳯が㣗⏕活の୰ᚰ㸼の者

がከかࡗたࡇࠋれは，【㣗事に対するᚋࢁ向き

なᛮい】につながり，ࡑれらが【㣗事に対する

๓向きなᛮい】を㜼害していたࡇとで，㣗≀ᦤ

ྲྀで୍ࡶ部ㄢ題がぢられたࡔࠋが，㸺㣗⏕活

の不‶はࠕ方がないࠖと⮬ᕫ⣡ᚓ㸼しながら

【㣗⏕活の‶足ឤ】はᚓていたࠋ 

【⤖ㄽ】୧⩌で【㈙い≀をしやすい地域≉性】

が【㈙い≀に対するᅔ㞴ឤなし】につながり，

᪥常的にᘚᙜ・⳯を用していたࠋ対㇟者ಶ

人の介入にຍえ，地域≉性にྜࡏࢃた㣗⎔ቃ

ᩚ備による㣗⏕活改ၿの可能性が♧၀されたࠋ

（E-mail；Vaa1�1@Hi\o.aF.jp）
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A decay-of-impact pattern of change after health education: 
occurrence, onset, and size 

,MJ Park1ۑ Hun Sik Jung2Hun Sik Jung2Hun Sik Jung  , Sung Baek Kim3Sung Baek Kim3Sung Baek Kim
㸯Department of Nursing, College of Nursing, Konyang University

㸰Department of Global Business Administration, Konyang University
3 College of Humanity, Konyang University 

【Background】

Health education for self-management of Health education for self-management of 

chronic illnesses can improve mental 

health. However, those benefits may not health. However, those benefits may not 

endure. Efforts toward minimizing or endure. Efforts toward minimizing or 

preventing that “decay of impact” should preventing that “decay of impact” should 

be consistent with knowledge about its be consistent with knowledge about its 

characteristics. Focusing on two important characteristics. Focusing on two important 

aspects of mental health – anxiety and 

depression – we quantified that decay’s depression – we quantified that decay’s 

onset, occurrence, and size. 

【Methods】

The participants were adults in a 6-week 
health-education program designed to 
teach self-management of chronic diseases. 
Anxiety and depression were measured 
before the program, and again three times before the program, and again three times 
over the following year. For each 
participant, decay of impact was defined as participant, decay of impact was defined as 
a deterioration by ≥ 0.5 SD that followed 
an improvement of the same size or 
greater. 
【Results】

Onset: In approximately a third of the Onset: In approximately a third of the 

participants who had participants who had decay, its onset was 

12 weeks after the pre-program baseline. 12 weeks after the pre-program baseline. 

Occurrence: Decay occurred on depression Occurrence: Decay occurred on depression 

in 24% of the participants, and on anxiety 

it occurred in 19%. Size: On both 

depression and anxiety the size of the depression and anxiety the size of the 

decay was approximately one SD (a decay was approximately one SD (a 

median of four on a 21-point sale). The 

size of the effect was also large enough to size of the effect was also large enough to 

be considered important according to at be considered important according to at 

least two different clinical indices of 

anxiety and depression. anxiety and depression. 
【Conclusions】
This demonstrates how the sizes of intra-

individual changes can individual changes can be used to identify be used to identify 

and also to quantify the decay of impact and also to quantify the decay of impact 

after health education. In the present study, 

that decay began not long after the health-that decay began not long after the health-

education program ended, and it was found education program ended, and it was found 

in approximately one-fifth-to-one-fourth of fth-to-one-fourth of 

the people who participated in the 

program. The decay was of a standardized program. The decay was of a standardized 

size (approximately one SD) that is 

generally considered togenerally considered to be “large.” It was  be “large.” It was 

also large enough to be important from a also large enough to be important from a 

clinical perspective. Possible applications 

of these findings include new methods for of these findings include new methods for 

evaluating educational programs that are evaluating educational programs that are 

useful to people with chronic medical 

conditions, and also the planning of conditions, and also the planning of 

interventions designed to sustain the long-interventions designed to sustain the long-

term benefits of health education.
（E-mail（E-mail（ ；mjpark.kyu95@gmamjpark.kyu95@gmamjpark.kyu95@gm il.com）
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୰・高 連

㸸ࣞビࣗ ㄽᩥのࢩスࢸ ビࣗࣞࢡࢵࢸ

⏫ۑ
まࡕ

⏣
ࡔ

大㍜
いすけࡔ

（高ᓮ健ᗣ福祉大学），୵⏣ 修（㟼ᒸ┴立大学） 

【⥴ゝ】➨ � 次㣗⫱᥎進基本ィ⏬では，┠ᶆ

の୍つとして㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂を経㦂した国Ẹを

ቑやすࡇとをᥖࡆている．ࡇࡑで今ᅇ，㎰ᯘ⁺

ᴗయ㦂と㣗・健ᗣとの関連について，୰・高ᡤ

ᚓ国を対㇟とした㏆年のࣞビࣗーㄽᩥをᢳ

ฟ・ᩚ⌮し，ࡑの研究動向をᢕᥱするࡇとを┠

的にࢩスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗーをᐇした． 

【方法】3uE0HGと:HE oI 6FiHnFHを用い，2018

年 10 月 28 ᪥に検⣴した．本研究の┠的から

3,&2 を，3（paWiHnW）୰・高ᡤᚓ国Ẹ，,

（inWHrYHnWion）㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂を行うࡇと，&

（FompariVon）㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂を行ࢃないࡇと，

2（ouWFomH）㣗▱㆑・㣗ែᗘ・㣗行動・㌟య活

動・健ᗣ状ែ，とタ定した． 3,&2 に基࡙きྛ

データ࣋ースで用いる検⣴ᘧをస成した．ㄽᩥ

の᥇ᢥ基準（㝖እ基準）は，ձᰝㄞのある学術

ㄅᥖ㍕ㄽᩥ，ղ本ᩥのグ㍕が᪥本ㄒまたはⱥㄒ，

ճࣞビࣗーㄽᩥ，մᗂ児以ୖの健常者がな対

㇟（യ病者や障☀者をな対㇟としているࡶの

は㝖く），յ୰・高ᡤᚓ国をな対㇟としてい

る（పᡤᚓ国・地域・少ᩘẸ᪘等をな対㇟と

したㄽᩥは㝖く）նに㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂と㣗▱

㆑・㣗ែᗘ・㣗行動，㌟య活動，あるいは健ᗣ

との関連が検ウされている（㎰ᐙを対㇟とした

のや㣗ᩱ以እの᱂ᇵは㝖く），շⓎ行年がࡶ

2000年1月1᪥から2018年�月�0᪥，とした．

ᢒ㘓のࡧよ࠾れらの᥇ᢥ基準に基࡙き，⾲題ࡇ

⢭ᰝ（୍次スࣜࢡーࢽンࢢ）をし，ࡇࡑで᥇ᢥ

されたᩥ⊩の本ᩥの⢭ㄞ（次スࣜࢡーࢽン

 た．また，1aWional ,nVWiWuWH oIࡗを行（ࢢ

+HalWh 1aWional +HarW� /ung� anG %looG 

,nVWiWuWHの6WuG\ 4ualiW\ $VVHVVmHnW 7oolV 

の4ualiW\ $VVHVVmHnW oI 6\VWHmaWiF 5HYiHZV 

anG 0HWa-$nal\VHV（8項┠）によるࣂスࣜ

スࢡの評価を行ࡗた．ࣞビࣗーのィ⏬は，

35263E52 に Ⓩ 㘓 し た （ Ⓩ 㘓 ␒ ྕ 㸸

&5'4201�11�14�）． 

【⤖ᯝ】検⣴されたᘏ2�8件のㄽᩥのうࡕ，

୍次スࣜࢡーࢽンࢢで22�件，次スࣜࢡーࢽ

ンࢢで1�件のㄽᩥを㝖እし，最終的に14件の

ㄽᩥを᥇ᢥした．ࣞビࣗーのデࢨンは，࣓タ

スࢩࣜࢼ 1 件，ࢩスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗー4

件，ࣞࣈࢸࣛࢼビࣗー� 件，であࡗた．介入

（ᭀ㟢）には，ーࣂン࢞ーデࢽン࣑ࣗࢥ，ࢢ

ーデン࢞，ーデン࢞ーࣝࢡーデン，ス࢞ࢸࢽ

をᣐⅬとしたᰤ㣴教⫱，などがあࡗた．ࢺ࢘

としては，野⳯・ᯝ≀ᦤྲྀ㔞，㣗ព㆑，㣗࣒࢝

▱㆑，健ᗣ，などとの関連を検ウしていた．ࡑ

のうࡕ，最ࡶከかࡗたのが野⳯・ᯝ≀ᦤྲྀとの

関連であࡗた．また，㣗ព㆑・㣗▱㆑・㣗行動・

健ᗣのᙳ㡪について，とࢇどのㄽᩥでࢪ࣏

，なᙳ㡪があると⤖ㄽけていた．しかしࣈࢸ

ヲ⣽にෆᐜをㄞࡴと，有ពな関連がぢられてい

ないㄽᩥࡶあり，ࡑの⤖ᯝは୍㈏していなかࡗ

た．また，㉁的な評価を行ࡗたሗ࿌を᰿ᣐとし

たࡶのࡶከかࡗた．

【⪃ᐹ】ከくのㄽᩥで㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂と㣗・健

ᗣとのࣈࢸࢪ࣏な関連を⤖ㄽけていた．し

かし，全యとしてࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂や⦪᩿的

な観ᐹ研究は少なく，๓ᚋ比較研究やᶓ᩿研究

がከいഴ向がぢられた．また，対㇟者のࣛࣇ

スࢸーࢪやᢅࡗている介入（ᭀ㟢）にはᵝࠎな

ຠᯝがࡶてࡗの対㇟やෆᐜによࡑ，のがありࡶ

㐪うとᛮࢃれる． 

【⤖ㄽ】㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂と㣗・健ᗣとのࢸࢪ࣏

な関連が♧၀された．しかし，⤖ᯝには୍ࣈ

㈏していない部ศࡶあるࡇとがఛえた． 

（E-mail；mahFiGaG0�1�@gmail.Fom）
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᪥本

㸸ࢩスࢸ ビࣗࣞࢡࢵࢸ

୵ۑ
くし

⏣
ࡔ

修
ࡴさ࠾

（㟼ᒸ┴立大学）ࠊ⏫⏣大㍜（高ᓮ健ᗣ福祉大学） 

【⥴ゝ】➨ � 次㣗⫱᥎進基本ィ⏬では，┠ᶆ

の୍つとして㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂を経㦂した国Ẹを

ቑやすࡇとをᥖࡆている．本ሗ࿌では，య㦂に

ྲྀり⤌ࢺࢵ࣓ࣜࡴをエビデンスに基࡙きᩚ⌮

するࡇとを┠的に，᪥本人の㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂と

㣗・健ᗣとの関連を検ウした㏆年の研究ሗ࿌を

対㇟としたࢩスࣞࢡࢵࢸ࣐ࢸビࣗーをᐇ

した． 

【方法】データ࣋ースは 3uE0HG，:HE oI 

6FiHnFH，E5,&，&i1ii，医学୰ኸ㞧ㄅ，--67$*E

を用い，2018年10月28᪥㹼12月1�᪥にᩥ⊩

検⣴を行ࡗた．本研究の┠的から 3,&2 を，3

（paWiHnW）᪥本人，,（inWHrYHnWion）㎰ᯘ⁺

ᴗయ㦂を行うࡇと，&（FompariVon）㎰ᯘ⁺ᴗ

య㦂を行ࢃないࡇと，2（ouWFomH）㣗▱㆑・㣗

ែᗘ・㣗行動・㌟య活動・健ᗣ状ែとタ定した．

3,&2に基࡙き，ྛ データ࣋ースで用いる検⣴ᘧ

をస成した．ㄽᩥの᥇ᢥ基準（㝖እ基準）は，

ձᰝㄞのある学術ㄅᥖ㍕ㄽ （ᩥ学術ᅋయ以እの

Ⓨ行㞧ㄅを㝖く），ղ本ᩥのグ㍕が᪥本ㄒまた

はⱥㄒ，ճ観ᐹ研究または介入研究，մᗂ児以

ୖの健常な᪥本人が対㇟（യ病者や障☀者を

な対㇟としているࡶのは㝖く），յ㎰ᯘ⁺ᴗయ

㦂と㣗▱㆑・㣗ែᗘ・㣗行動，㌟య活動，ある

いは健ᗣとの統ィ的な関連が検ウされている

（㎰ᐙを対㇟としたࡶのや㣗ᩱ以እの᱂ᇵは

㝖く），նⓎ行年が2000年1月1᪥から2018

年 � 月 �0 ᪥とした．ࡇれらの᥇ᢥ基準に基࡙

き，⾲題࠾よࡧᢒ㘓を⢭ᰝ（୍次スࣜࢡーࢽン

し，᥇ᢥされたᩥ⊩の本ᩥを⢭ㄞ（次ス（ࢢ

ࢽ࣐のᚋ，ཧ⪃ᩥ⊩のࡑ．した（ࢢンࢽーࣜࢡ

により᥇ᢥ基準を‶たすᩥ⊩をࢳサーࣝࣗ

ຍえた．また，1aWional ,nVWiWuWH oI +HalWh 

1aWional +HarW� /ung� anG %looG ,nVWiWuWH

の 6WuG\ 4ualiW\ $VVHVVmHnW 7oolV によるࣂ

ࣞ．たࡗの評価を行ࢡスࣜス ビࣗーのィ⏬

は，35263E52 にⓏ㘓した（Ⓩ㘓␒ྕ㸸

&5'4201�11�1��）． 

【⤖ᯝ】データ࣋ースで検⣴されたᘏ ��04

件のᩥ⊩のうࡕ，୍次スࣜࢡーࢽンࢢで �1��

件，次スࣜࢡーࢽンࢢで 12� 件を㝖እした. 

また，ࣝࣗࢽ࣐サーࢳにより1件をຍえ，最

終的に 1� 件のᩥ⊩を᥇ᢥした．研究デࢨン

は，ᶓ᩿研究11 件，๓ᚋ比較研究8 件，㠀ࣛ

ン࣒ࢲ化比較ヨ㦂�件であࡗた．な࠾，」ᩘの

研究デࢨンを⤌ࡏࢃྜࡳたᩥ⊩が2件あࡗた．

ᗂ児を対㇟とした研究は�件あり，㣗ព㆑・㣗

Ⴔዲ・㣗行動とのࣈࢸࢪ࣏な関連がሗ࿌され

ていた．ᑠ・୰学⏕を対㇟とした研究は�件あ

り，㣗▱㆑・㣗ព㆑・㣗Ⴔዲ・ぬ・㣗行動・

⢭⚄的健ᗣとのࣈࢸࢪ࣏な関連がሗ࿌され

ていた．大学⏕を対㇟とした研究は � 件あり，

㣗▱㆑・㣗行動・⢭⚄的健ᗣとのࣈࢸࢪ࣏な

関連がሗ࿌されていた．成人・高齢者を対㇟と

した研究は4件あり，㣗ព㆑・㣗行動・㌟య活

動・観的健ᗣ・⢭⚄的健ᗣ・社会的健ᗣとの

な関連がሗ࿌されていたが，⤖ᯝにࣈࢸࢪ࣏

は୍㈏していない部ศࡶあࡗた． 

【⪃ᐹ】ከくのㄽᩥで㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂とࢺ࢘

，な関連が♧されていたがࣈࢸࢪ࣏との࣒࢝

ࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂や⦪᩿的な観ᐹ研究のሗ

࿌はなく，研究の㉁ࡶ全యとして高くなかࡗた．

【⤖ㄽ】᪥本人に࠾ける㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂と㣗▱

㆑，㣗ព㆑，㣗Ⴔዲ，㣗行動，⢭⚄的健ᗣなど

とのࣈࢸࢪ࣏な関連を♧す研究がぢられた．

今ᚋはࣛン࣒ࢲ化比較ヨ㦂や⦪᩿的な観ᐹ研

究によるさらなる検ドが必要である． 

（E-mail；NuVhiGa@u-Vhi]uoNa-NHn.aF.jp）
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ࢿ 動 �0 年 ࡳ

大野ۑ
࠾ ࠾ の

⚽ኵ
ࡦ で ࠾

῝ࠊ（ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ） （ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ）✭博῝ࠊ（ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ） （ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ）✭博῝ࠊ（ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ）

▮野⿱Ꮚ（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会）ⵦụୡྐ㑻（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会） 

ⓑ⏣༓௦Ꮚ（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会）ᒣ⏣ಙஓ（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会） 

ዟ野ࡳࢁࡦ（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会）Ἴఀ▱㑻（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会） 

ᯇᒸዉ保Ꮚ（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会）୰ᮧ修୍（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会） 

Ϩ.⥴ゝ 

 � 以ୗ$'&1� ーࣝ歯科医療༠ຊ会ࣃࢿ

は�0ࠊ 年๓から࣐ࢺ࢝ンࢬ㏆㑹のࣛࣜࢺ

ᕷ�でẕᏊ保健活動ࣜ࣡ࢲࢦ現�ーࣝ㒆ࣉ

をᐇしてきたࡑࠋの⣛వ᭤ᢡの �0 年㛫

の活動状況についてሗ࿌するࠋ 

ϩ.$'&1のẕᏊ保健活動�0年の歴ྐ 

1.はࡌまり 

�0 年๓の活動㛤ጞࠊᮧのࣝ࣊ス࣏スࢺ 

� 保健ᡤ � やᙺሙにฟ向きࠊ地域のẕᏊ

保健ሗを㞟した1ࠋ�8� 年ࠊ活動地域

のᮧでࣝ࣊ス࣏スࢺの事をᡭఏࡗてい

るࢨ࣐ーࣛ࣎ンࢸのᏑ在をᢕᥱしたࠋ

の活動に関 1&'$ࠊがࢸンࣛ࣎ーࢨ࣐

ᚰをᐤࡏたためࠊಶࠎのᐙᗞゼၥ� ゼၥ保

健 � やᮧの㎷での保健指ᑟ � ᕠᅇ歯科

保健 � の༠ຊをしてࡶらうࡇとでࢨ࣐ࠊ

ーࣛ࣎ンࢸのẕᏊ保健のࣝ࣊スࣟࣉ

ࣔーࣙࢩンがጞまࡗたࠋ 

㸰.経㐣 

ẖ年ࢸー࣐をỴめࠊẕᏊ保健の᥎進のた

めࢨ࣐ࠊーࣛ࣎ンࢸと学ࠊࡧሗをඹ

有したୖでࠊ地域のᗂ児・ᑵ学๓ᑠ児の定

期的な口腔保健指ᑟとయ㔜 定・㌟長 定

を⥅⥆ᐇした୍ࠋ定の成ᯝをୖࡆたがࠊ

㆑Ꮠ⋡がపいためࠊⱞປを強いられた20ࠋ

12 年ࢨ࣐ーࣛ࣎ンࢸからࠕ地域のᏊ

どࡶのとࢇどがࠊ保⫱ᅬに㏻ᅬしている

のでࠊᐙᗞや地域でᗂ児・ᑵ学๓ᑠ児の保

健指ᑟはできないࠖࠋとሗ࿌があࡗたࡑࠋ

の年のኟから1&'$ࠊ は現状ㄪᰝしࠊᮧの

」ᩘの保⫱ᅬでࠊ保⫱ᅬのᢸᙜ者と༠ຊし

活動をᐇしたࠋ 

Ϫ. $'&1のẕᏊ保健活動の現在 

は保⫱ᅬを定期的にࢸンࣛ࣎ーࢨ࣐

ゼၥしࠊ病Ẽのண㜵法ࠊ㌟యをΎ₩にする

㣗事のᦤྲྀの方等についࠊとの大ษさࡇ

てࠊᡭὙいࠊ口腔Ύᤲࠊ口腔機能のカ⦎な

どయ㦂教⫱をしているࠋまたࠊ㌟長・య㔜

を 定ࠊグ㘓し経㐣を㏣ࡗているࠋ 

ϫ.保⫱ᅬのㄪᰝ 

201�年12月㹼2018年1月�$'&1�0次㝲�ࠊ$'&

1が活動しているࣛࣜࣉࢺーࣝ㒆の�ᮧの

保⫱ᅬ児ྜィ14�ྡ�$�6W.3ouࠊーᮧࣙࢳࢸ

l保⫱ᅬ児48ྡࠊ%�スࢳࢥࢼᮧࠊ:illiam保

⫱ᅬ児��ྡࠊ&�ࣞࣞᮧࠊ&anga-amura保⫱

ᅬ児40ྡ�についてయ㔜࠾よࡧ㱘蝕⨯ᝈ⋡

のㄪᰝを行ࡗたࠋ 

ϭ.⪃ᐹ࠾よࡧまとめ 

$'&1はẕᏊ保健活動に࠾いてࠊẖ年ࡑの

ࠎのၥ題をྲྀりୖࢨ࣐ࠊࡆーࣛ࣎ンࢸ

ࣛ࣎ーࢨ࣐ࠊしてࡑࠋでいるࢇとඹに学

ンࢸは学ࡔࢇ事をᮧの୰でᐇ㊶して

いるࠋ今ᚋ1&'$ࡶはࢨ࣐ーࣛ࣎ンࢸの

⮬立を┠指し活動を⥅⥆していくࠋ 
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口腔 する7ra HorHWiFal 0oGHlの

ᑽᓮۑ
あまࡊき

ගὒ
ࢁࡦつࡳ

（ឡ▱大学1），↮ᒣ༓ᑜ（ᒱ㜧⪷ᚨ学ᅬ大学2） 

【⥴ゝ】口腔の健ᗣ保ᣢが，健ᗣᑑのᘏఙ

にࡶᐤするࡇとが♧၀されているが（῝，

2014），口腔の健ᗣ保ᣢにᐤするデンタࣝࣇ

ࣟスや歯㛫ࢩࣛࣈなどの⿵ຓ的Ύᤲ用ලの使

用は，歯ࢩࣛࣈの使用と比較して，ప⋡である

（ཌ⏕ປാ┬，201�）．୍⯡的に，口腔保

健行動をはࡌめとした健ᗣ行動に対して

行動⌮ㄽを用いた介入では行動ኚᐜがㄆ

められている（H.g.ᑽᓮ・↮ᒣ，201�）．

⌮で，本研究では行動ኚᐜをಁす行動ࡇࡑ

ㄽの 1 つである 7ranVWhHorHWiFal 0oGHl

（770）（3roFhaVNa HW al.� 1��2）に基

࡙き，⿵ຓ的Ύᤲ用ලの使用行動に対して

770 を用いるࡇとが可能であるか検ウする．

本Ⓨ⾲では，⿵ຓ的Ύᤲ用ࡎのためにまࡑ

ලの使用行動に対してᮍ㛤Ⓨであࡗたኚ

ᐜẁ㝵ᑻᗘの㛤Ⓨをሗ࿌する． 

【方法】本ᑻᗘのጇᙜ性の検ウをするために，

18㸫2� ṓのㄪᰝࣔࢽターを対㇟にンターࢿ

���ㄪᰝを行い，1ࢺࢵ ྡのᅇ⟅をᚓた．また，

本ᑻᗘのಙ㢗性の検ウをするために，㉁ၥ⣬法

による㞟ྜㄪᰝを1㐌㛫の㛫㝸を⨨き2ᗘ行い，

大学⏕1��ྡのᅇ⟅をᚓた．ㄪᰝෆᐜは」ᩘの

健ᗣ行動のኚᐜẁ㝵ᑻᗘ（H.g.ᒸ，200�；ᰘ・

᳃，200�）をཧ⪃に，㐣ཤ࠾よࡧ現在の⿵ຓ的

Ύᤲ用ලの使用とࡑの使用行動に対する動機

࡙けの準備性を 定する�項┠（๓⇍⪃期・⇍

⪃期・準備期・ᐇ行期・⥔ᣢ期）をཎとして

準備した．ᅇ⟅法は，� 項┠の୰で，現在の⮬

㌟の⪃えや行動に最ࡶ㐺した1項┠を㑅ᢥする

方法を᥇用した．ࡑのに，本ᑻᗘのጇᙜ性を

検ウするために口腔保健行動ࣜࢡࢵ࢙ࢳスࢺ

（以ୗ，口腔保健行動）（ᑽᓮ・↮ᒣ，201�），

口腔保健行動に対する⮬ᕫຠຊឤᑻᗘ（以ୗ，

⮬ᕫຠຊឤ）（ᑽᓮ・↮ᒣ，201�）を用いた．

【⤖ᯝ】ኚᐜẁ㝵ᑻᗘのేᏑ的ጇᙜ性を検ウ

するためにኚᐜẁ㝵ᑻᗘを⊂立ኚᩘ，口腔保健

行動，⮬ᕫຠຊឤをࡑれࡒれᚑᒓኚᩘとする対

ᛂのない 1 要ᅉศᩓศᯒを行ࡗた．ࡑの⤖ᯝ，

口腔保健行動（)   11�.�� GI   4� p � .001� 

Ȟt   0.22），⮬ᕫຠຊឤ（)   111.�� GI   

4� p � .001� Ȟt   0.21）に࠾いてຠᯝが有

ពであり，7uNH\ 法によるከ㔜比較の⤖ᯝ，口

腔保健行動࠾いて，ᐇ行期と⥔ᣢ期（p   0.��）

の㛫に有ពなᕪはㄆめられなかࡗたが，の⩌

㛫࠾いてはኚᐜスࢸーࢪがᚋ期に⛣行するに

ᚑࡗて口腔保健行動が有ពに高くなるࡇとが

♧された．また，⮬ᕫຠຊឤに࠾いて，⇍⪃期

と準備期，準備期とᐇ行期の㛫に有ពなᕪはㄆ

められなかࡗたが，の⩌㛫に࠾いてはኚᐜス

て⮬ᕫຠຊឤࡗがᚋ期に⛣行するにᚑࢪーࢸ

が有ពに高くなるࡇとが♧された．最ᚋに，本

ᑻᗘのᅇ⟅の୍⮴性を検ウするために㔜ࡳ

けのȡಀᩘを⟬ฟした⤖ᯝ，:HighWHGȡ  0.��

（p � 0.001� ���&, >0.�� - .88@）であࡗた．

【⪃ᐹ】ኚᐜ行動ẁ㝵ᑻᗘは，口腔保健行動

や⮬ᕫຠຊឤをእ的基準として用い，ኚᐜスࢸ

ーࢪがᚋ期に⛣行するにకࡗて，口腔保健行動

や⮬ᕫຠຊឤがቑえるࡇとが☜ㄆされ，ඛ行研

究の⤖ᯝとྠ等の⤖ᯝであࡗた（7a\moori HW 

al.� 2011）．ࡇれらのࡇとから本ᑻᗘにはే

Ꮡ的ጇᙜ性が༑ศにあるとุ᩿できる．また，

本ᑻᗘのࢸスࢺ法によるᑻᗘのಙ㢗性の್

からࡶ本ᑻᗘには୍定のಙ㢗性があるとุ᩿

できる． 

【⤖ㄽ】本研究の口腔の⿵ຓ的Ύᤲ用ලの使

用行動に対するኚᐜẁ㝵ᑻᗘは，対㇟者の⿵ຓ

的Ύᤲ用ලの使用に対する動機࡙けの準備性

によࡗてᘚูするࡇとが可能なᑻᗘである． 

（E-mail；ama]aNi@YHga.aiFhi-u.aF.jp）
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定 のように えているか

᪂保ۑ
しࡱࢇ

さ（長野┴立大学健ࡳ ，さ（長野┴立大学健ᗣⓎ㐩学部㣗健ᗣ学科）ࡳ ，さ（長野┴立大学健ᗣⓎ㐩学部㣗健ᗣ学科）ࡳ

㰻ᮌ⨾ᯝ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学大学院人㛫ᩥ化成科学研究科）， 

㉥ᯇᜨ（࠾ⲔのỈዪᏊ大学基ᖿ研究院⮬↛科学系） 

【⥴ゝ】健ᗣᑑのᘏఙをᐇ現するためには，

㣗⎔ቃのᩚ備が必要である．㣗⎔ቃの1つであ

る㣧㣗ᗑでは，健ᗣ的な㣗事を提供するࡇとが

᥎進されているが，㣧㣗ᗑを対㇟とした研究は

少ない．本研究では，定㣗を提供する㣧㣗ᗑの

㈐௵者等にンタビࣗーを行い，㣧㣗ᗑの㈐௵

者が用者の健ᗣについてどのように⪃えて

いるかを㉁的にศᯒするࡇとを┠的とした．

【方法】東京㒔ෆཬࡧ㒔ෆ㏆㑹の㣧㣗ᗑ25ᗑ
⯒の࣓ࣗࢽーのỴ定に携ࢃる㈐௵者等25 （ྡྛ

ᗑ⯒1ྡ）を対㇟とした．㣧㣗ᗑは，⡿㣤とࡑ

の2ရ以ୖのᩱ⌮を含ࡴ定㣗を提供している

ンタとを᮲件とした．対㇟者には༙ᵓ㐀化ࡇ

ビࣗーを行い，用者の健ᗣについてどのよう

に⪃えているかや年齢をたࡡࡎた．ンタビࣗ

ーのෆᐜは IC ーを用いて㘓㡢し，㏲ࢲーࢥࣞ

ㄒ㘓をస成した．㏲ㄒ㘓から用者の健ᗣに関

するᅇ⟅をᢤきฟし，KH Coder を用いて，ィ

㔞࢟ࢸスࢺศᯒを行ࡗた．ศᯒは，ᢳฟㄒのฟ

現ᅇᩘとฟ現ᩥ᭩ᩘ（ᗑ⯒ࡈとのⓎゝᅇᩘ）を

ᩘえ，ฟ現ᅇᩘཬࡧฟ現ᩥ᭩ᩘ3ᅇ以ୖかつ୍

ㄒでពをなすᢳฟㄒでඹ㉳࣡ࢺࢵࢿーࢡを

స成した．࠾ࠕ客さ࠾ࠕ，ࠖࢇ客ᵝࠖは࠾ࠕ客

ᵝ ࢇࡷࡕあࡤ࠾ࠕࠖ， ࢇあさࡤ࠾ࠕࠖ， ࠾ࠕࠖ，

高ࠕ年㓄の方ࠖはࠕ，人ࠖ⪂ࡈࠕ，ࠖࢇいさࡌ

齢者 にࠖኚし，統୍した．㏲ㄒ㘓からのᢳฟ，

ㄒのኚは2ྡの研究者で☜ㄆして行ࡗた．

【⤖ᯝ】対㇟者の年齢の୰ኸ್（25対㇟者の年齢の୰ኸ್（25対㇟者の年齢の୰ኸ್（ ，75 ーࣃ

は（್ࣝンタࢭ 39（33，46）ṓで，⏨性 19
ྡ（76㸣），ዪ性6ྡ（24ྡ（24ྡ（ 㸣）ࡗࡔた．

ᢳฟㄒの␗なりㄒᩘは338ㄒで，ฟ現ᅇᩘの

ᖹᆒ（ᶆ準೫ᕪ）は 2.8（4.8（4.8（ ）ᅇࡗࡔた．ฟ現

ᅇᩘ3ᅇ以ୖのᢳฟㄒが79ㄒ（23（23（ 㸣）ࡗࡔた．

 ୍ㄒではពをなさないឤ動モ等（まあ，な

か）を㝖いたฟ現ᅇᩘのୖࢇ 20 ㄒを⾲ 1 に

♧す．ฟ現ᅇᩘୖ3ㄒのᢳฟㄒཬࡑࡧのฟ現

ᅇᩘは，ࠕ健ᗣ 2ࠖ1 ᅇ，ࠕ野⳯ 2ࠖ0 ᅇ，ࠕ㣗

る 1ࠖ9ᅇࡗࡔた．

ඹ㉳࣡ࢺࢵࢿーࢡの⤖ᯝ，ࠕ野⳯ ᑠ㖊ࠕࠖ， ，ࠖ

入れるࠕ なࠖどのᩱ⌮に野⳯を入れるࡇとに関

するㄒがまとまࡗた（Ⓨゝࠕ野⳯をとࡗてい

たࡔけるのでᑠ㖊はけてる．あと3✀㢮以ୖ

の野⳯を入れた࠾ჯỒをసるようにしてい

ますࡑ．（ࠖࡡのに，ࣛࣂࠕンスࠖ，ࠕ高齢

者ࠖ，ࠕ㔞ࠖなどの㔞やࣛࣂンスに関するㄒが

まとまࡗた（Ⓨゝࣛࣂࠕンスよくとはᛮいま

すけれどࠖ，ࠕ㔞を少なくするとかさ．ዪ性の

ሙྜはࡡ．高齢者ࡶ᮶るからࠖ）．

【⤖ㄽ】定㣗を提供する㣧㣗ᗑでは用者の

健ᗣを⪃えるに，ᩱ⌮に野⳯を入れるࡇとや

㔞やࣛࣂンスを⪃えているࡇとが♧された．

⾲1 ᢳฟㄒとࡑのฟ現ᅇᩘ

ᢳฟㄒ ฟ現ᅇᩘ ᢳฟㄒ ฟ現ᅇᩘ

健ᗣ 21 人 8 
野⳯ 20 ⪃える 7 
㣗る 19 高齢者 7 
ᛮう 18 ⫗ 7 
サࣛࣛࣂ 13 ࢲンス 6 
ゝう 12 ዪ性 6 
ける 12 ᑠ㖊 6 
ከい 11 入れる 6 
⤖ᵓ 9 く 6 
使う 9  6 

（E-mail（E-mail（ ；shimpo.misa@u-nagano.ac.jp）
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༓ⴥۑ
ࡕ ࡤ

ᩔᏊ
あ つ ࡇ

大す基႐ࠊ
ときࡶ にし࠾࠾

（㟷᳃┴立保健大学健ᗣ科学部） 

【⥴ゝ】保健༠ຊဨはᕷ⏫ᮧ長のጤკをཷけて

地域の健ᗣ࡙くり活動を行うఫẸ⤌⧊㞟ᅋで

ありࠊ$ ┴では▷┴㏉ୖに向けてࡑの活動が

期ᚅされているࠋしかしࠊ保健༠ຊဨはᢸいᡭ

不足によるᅛ定化や高齢化がㄢ題とされて࠾

りࠊ活動の活性化に向けた方策が求められてい

るࡇࡑࠋでࠊ本研究では保健༠ຊဨの活動‶足

ឤ・㈇ᢸឤのᐇែをㄪᰝしࠊᙳ㡪要ᅉを᫂らか

にするࡇとでࠊ活動活性化の♧၀をᚓるࡇと

を┠的とするࠋ 

【方法】↓グྡ⮬グᘧ㉁ၥ⣬を用いたᶓ᩿研究

による観ᐹ研究デࢨンとしたࠋ対㇟は$┴ෆ

全ᕷ⏫ᮧの保健༠ຊဨ全ဨ（��414人）でありࠊ

ᅇ⟅がᚓられた2�441人（ᅇ⋡4�.1㸣）のう

㇟2�422人（有ຠᅇ⟅⋡44.�㸣）をศᯒ対ࠊࡕ

としたࠋ㉁ၥ⣬はྛᕷ⏫ᮧから対㇟者に㓄ᕸしࠊ

ᅇは㏉ಙ用ᑒ⟄にて研究者が行ࡗたࠋㄪᰝ項

┠はࠊᮧᒣらの活動‶足ឤ・㈇ᢸឤᑻᗘなど2�

項┠ࠊ▼ᕝらのࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーᑻᗘࠊ⏕活⩦

័行動ࢯࠊーࣆࣕ࢟ࣝࣕࢩタࣝࠊ基本ᒓ性とし

たࠋ活動‶足ឤはࠕ地域ឡ╔ࠖࠕࠊ⮬ᕫ┈ࠖ

の2つのୗᑻᗘからなりࠊ活動㈇ᢸឤはࠕ活

動㔞㈇ᢸ ⢭⚄的㈇ᢸࠕࠊࠖ ᪥常⏕活㈇ᢸࠖࠕࠊࠖ

の�つのୗᑻᗘからᵓ成されているࠋゎᯒはࠊ

活動‶足ឤ・㈇ᢸឤᑻᗘの基本統ィ㔞を⟬ฟしࠊ

ࠋれのୗᑻᗘのෆ的ᩚྜ性を☜ㄆしたࡒれࡑ

ᩘ್が高いど‶足ឤ・㈇ᢸឤが強いࡇとを♧

すࠋ次にࠊ活動‶足ឤࠊ㈇ᢸឤのྜィᚓⅬをࡑ

れࡒれᚑᒓኚᩘとしࠊ⊂立ኚᩘを方のୗᑻ

ᗘᚓⅬࠊ⏕活⩦័ྜィᚓⅬࢯࠊーࣆࣕ࢟ࣝࣕࢩ

タࣝࣝ࣊ࠊスࣜࢩࣛࢸーࠊ年齢・性ู等の基本

ᒓ性とし࣑ࢲࠊーኚᩘを用いた㔜ᅇᖐศᯒ（強

ไᢞ入法）を行ࡗたࠋㄪᰝᐇ期㛫は2018年�

月㹼12月であࡗたࠋ 

本研究はࠊᡤᒓ機関研究⌮ጤဨ会のᢎㄆ

（ᢎㄆ␒ྕ 1���）をᚓてᐇしࠊ対㇟者にはࠊ

研究の┠的ࠊព⩏ࠊ⌮的㓄៖等をグ㏙した౫

㢗ᩥ᭩を㓄ᕸしࠊᅇ⟅をࡗࡶてྠពをᚓたࡇと

としたࠋ 

【⤖ᯝ】ᅇ⟅者の年齢は�0 ṓ以ୖが 1�8�� 人

（��.1㸣）でありࠊ� がዪ性であࡗたࠋ経㦂

年ᩘは�年以ୖが1�2�0人（��.�㸣）であࡗたࠋ 

 活動‶足ឤに┦ᙜする項┠のᖹᆒ್は�Ⅼ‶

Ⅼで�.4�（6'㸻0.8�）でありࠊ活動㈇ᢸឤのᖹ

ᆒ್は2.22（6'㸻0.�4）でありࠊ活動‶足ឤの

方が有ពに高かࡗたࠋ活動‶足ឤと活動㈇ᢸឤ

は有ពな㈇の┦関を♧したࠋ活動‶足ឤ・㈇ᢸ

ឤのୗᑻᗘの &ronEaFh
V Ș は.�88㹼.�2�

でありࠊෆ的ᩚྜ性は༑ศな್であࡗたࠋ活動

‶足ឤのྜィᚓⅬをᚑᒓኚᩘとした㔜ᅇᖐศ

ᯒの⤖ᯝ5ࠊ㸰㸻.4�0.01�㹮ࠊ2 であࡗたࠋ活動

㈇ᢸឤୗᑻᗘの活動㔞㈇ᢸࢯࠊーࣕ࢟ࣝࣕࢩ

ࠊ▱行ᨻᨭのㄆࠊーࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ࠊタࣝࣆ

ఫẸ⌮ゎのㄆ▱ࠊ経㦂年ᩘなどはṇのᙳ㡪ࠊ活

動㈇ᢸឤୗᑻᗘの⢭⚄的㈇ᢸࠊ᪥常⏕活㈇ᢸ

は㈇のᙳ㡪であࡗたࠋ活動㈇ᢸឤをᚑᒓኚᩘと

した⤖ᯝでは5ࠊ㸰㸻.1�0ࠊ㹮�0.01 であࡗたࠋ

行ࠊーࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ࠊタࣝࣆࣕ࢟ࣝࣕࢩーࢯ

ᨻᨭのㄆ▱ࠊఫẸ⌮ゎのㄆ▱ࠊ年齢ࠊ健ᗣ状

ែࠊ経㦂年ᩘなどは㈇のᙳ㡪であࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】$ ┴保健༠ຊဨは活動の㈇ᢸឤより‶

足ឤを強くឤࡌているࡇとがࢃかࡗたࠋ活動の

‶足ឤ・㈇ᢸឤにはࢯࠊーࣆࣕ࢟ࣝࣕࢩタࣝࠊ

ఫẸ⌮ゎࠊ▱行ᨻᨭのㄆࠊーࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

のㄆ▱などࠊከඖ的な要ᅉが関連していたࠋ活

動を活性化するためにはࡇࠊれらの要ᅉを⪃៖

しࠊ‶足ឤを高めるようなࠊලయ的できめ⣽や

かな方策の検ウが必要であるࡇとが♧၀され

たࠋ 

（E-mail；aBFhiEa@auhZ.aF.jp） 
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ゐぬを用いた健ᗣ健ᗣ健ᗣᗣ健ᗣ健 教⫱の⌮ㄽ⌮ㄽ⌮ㄽㄽ学⩦のヨࡳ

Ᏺᒣۑ
りやまࡶ

ṇᶞ
ま さ き

（᪥本㉥༑Ꮠ九州国際┳護大学132ࠊ法人࢙ࣝ࢘ビーンࢢ）

【⥴ゝ】健ᗣの教⫱・学⩦は健ᗣに⏕きるୖ

で年௦を超えて必要であるࠋ方ࠊ健ᗣ教⫱の

⌮ㄽは 20ୡ⣖๓༙の.$3ࣔデࣝなどを経て」

㞧にⓎᒎしてきたࠋ⌮ㄽⓎᒎは㔜要であるがࠊ

᪥常的に求められるศかりやすい健ᗣ教⫱・学

⩦とࡑࠊれをᨭえる高ᗘ㞴ゎな⌮ㄽとがࠊ㞳

するࡇとはၥ題であるࡇࡑࠋで᪥常的な㌟యឤ

ぬࠊ≉にゐぬを用いて」㞧な健ᗣ教⫱の⌮ㄽを

㌟య的┤ឤ的に学⩦する方法の㛤Ⓨをヨࡳたࠋ

【方法】 㛢║しᵝࠎな≀యにゐれࠊឤࡌ⪃

えたࡇとをㄒる:iI\࢙ࣇ࢝のヨ1ࡳ）を132 㺑㺈㺷

㺩㺼㺎㺐㺻㺖㺼で⥆けて᮶たࠋ㈅Ẇ等の⮬↛≀に比ࠊ

༢⣧な人ᕤ≀（ᢡࡗた⣬∦）のሙྜはࠊゐれる

ࡶ対㇟のㄆ㆑ととࠊࡎࡏの関ᚰが長⥆きとࡇ

に指ඛによる᥈⣴は終ࢃるࡇとがከいࠋしかし

るか㸽ࡌのᖹ㠃の不連⥆をどうឤࡇࠕ うࡇࠕࠖ

したẁᕪが᪥常⏕活でẼになるか㸽 とࠖၥいか

けるとࠊ᪂たな関ᚰがㄏⓎされࠕ行Ⅽ㸸ゐれるࠖ

がࠕᛮ⪃ࠖと⼥ྜするᙧで⌮ゎが進ࡴ ࡇࡑࠋ�2

でࡇのようなEmEoGiHG &ogniWion��の≉ᚩを⏕

かし⌮ㄽ学⩦のẁ㝵をタィしたࠋ 

【⤖ᯝ】 1Bゐ▱≀㛤Ⓨの⤖ᯝ㸸 ㄢ題をኚ

化さࡏるࡇとでከᵝな᥈⣴やᛮ⪃をㄏⓎ

できるࠕ༢⣧な人ᕤ≀ࠖとして :iI\ ࣇ࢝

ࢥୖ㏙�と⣬�た≀యは⣬∦ࡆでྲྀりୖ࢙

はෆとእとが༊ูでࣉࢵࢥ⣬ࠋであるࣉࢵ

きるためࠕ୰に入り㎸ࡔࢇらどうなるかࠖ

など✵㛫的な状況のၥ題提㉳が可能で

あࡗたࠋしかし健ᗣ教⫱のၥ題提㉳ではಶ

や㞟ᅋᴫᛕの࣓ーࢪ化が欠かࡏないࠋよ

り㐺ษな≀యを求めた⤖ᯝࠊẼἻ⦆⾪ᮦ

（㏻⛠㺪㺽㺟㺪㺽㺟 %uEElH :rap）に行き╔いたࠋ

㺪㺽㺟㺪㺽㺟には以ୗの≉ᚩがㄆめられる；ձෆ

とእのព㆑化ࠊղಶとከᩘのព㆑化ࠊճᢲすと

ኚᙧできるࠊմ₽したいという⾪動のព㆑化ࠋ

2B ㄢ題㛤Ⓨの⤖ᯝ㸸 学⏕たࡕに㺪㺽㺟㺪㺽㺟を

㓄ᕸするとすࡄに⏕ࡌる⮬Ⓨ的な行動は㺪㺽㺟㺪㺽

㺟₽しであるࠕࠋ㺪㺽㺟㺪㺽㺟₽しで⮬ศの୰にある

⾪動にẼ࡙くࡇと をࠖฟⓎⅬとして以ୗのẁ㝵

の学⩦をタィしたࠋձ⮬ศの⾪動をព㆑するࠊ

ղ㺪㺽㺟㺪㺽㺟を⏕とព㆑すると₽ࡏなくなるሙ

ྜがከいࡇとから⏕Ꮡᶒをព㆑するࠊճࠕ指で

ᢲすҸ่⃭㸭ኚᙧҸ⏕యの行動ኚᐜ とࠖᤊえて

行動科学のⓎをព㆑するࠊմྛࢳࣉを人とᤊ

え対ヰをヨࡳるࡇとからᵓ成⩏のⓎをព

㆑するࠊյ㺪㺽㺟㺪㺽㺟の㺚㺎㺢をప㛤Ⓨや⅏害 HWF.の

社会的スࣞࢺスୗにある人㛫㞟ᅋとᤊえࣛࣉࠊ

の୰にࢳࣉնࠊのⓎを㌟య化するࢣ࣐ࣜ

⮬ศが入り㎸ࠊࡳ࿘ᅖにാきかける࣓ーࢪか

らࣝ࣊ࠊスࣔࣟࣉーࣙࢩンのⓎを㌟య化するࠋ

�B 授ᴗヨ行の⤖ᯝ㸸 201� 年㸯から 4 月に

かけて $ ┳護大学修士ㄢ⛬㸲ྡࠊ% ┳護大学 2

年⏕��ྡࠊ&医科大学�年⏕��ྡを対㇟にୖ

グの方法で授ᴗをヨ行したࠋ㏻常の授ᴗに比較

してࠊ行動科学やࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン等のᴫ

ᛕを┤ឤ的に⌮ゎできたHWF.のᛂをᚓたࠋ

【⪃ᐹ】㺪㺽㺟㺪㺽㺟を介するゐぬ的な学⩦は

$FWiYH /Harning の୍ᙧែと⨨けられるࠋ

3oZHr3oinW や教科᭩による学⩦との㐪いをゎ

᫂し最㐺な⤌ࡏࢃྜࡳ方をぢฟす必要があるࠋ

健ᗣ教⫱�+HalWh 3romoWion の関連ᴫᛕをどࡇ

までゐ▱化㺃㌟య化できるか検ウが必要であるࠋ

【⤖ㄽ】㺪㺽㺟㺪㺽㺟を介しゐぬからឤࡌ⪃えるࡇ

とは健ᗣ教⫱の⪃え方を学ୖࡪで有ຠであるࠋ

（(�PDLO（(�PDLO（ ；PDVDNLPRUL\DPD#JPDLO�FRP）

��  KWWSV���VLWHV�JRRJOH�FRP�D�ZLI\ZLP\�FRP�SUDFWLFH� 

�� Ᏺᒣ HW DO�� ゐぬから⏕活やឤをり㏉

る；ࣜࣙࢩࢡࣞࣇンの演⩦方法㛤Ⓨとヨ行．ឤ

性と対ヰ��������� ������
��  KWWSV���SODWR�VWDQIRUG�HGX�HQWULHV�HPERGLHG�FRJQLWLRQ�
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   $IWHU D FDUDYDQ PDWH WUDLQLQJ PDQDJHG E\ 
WKH &RPPXQLW\ &DUH 3ROLF\ 1HWZRUN� XQGHU 
WKH 0LQLVWU\ RI +HDOWK� /DERU DQG :HOIDUH� 
ZDV LPSOHPHQWHG LQ 1HZ <RUN LQ ����� ZLWK 
VSRQVRUVKLS RI WKH -DSDQHVH $PHULFDQ 
$VVRFLDWLRQ RI 1HZ <RUN �-$$1<� DQG WKH 
&RQVXODWH *HQHUDO RI -DSDQ �&*-�� WKRVH ZKR 
EHFDPH D FDUDYDQ PDWH KDYH RIIHUHG GHPHQWLD 
VXSSRUWHU WUDLQLQJ VHPLQDUV HYHU\ \HDU DW 
FRPPXQLW\ KHDOWK IDLU LQ 1<&� 'XULQJ WKH 
SDVW VHYHUDO \HDUV� WKLV WUDLQLQJ ZDV UHTXHVWHG 
LQ RWKHU VWDWHV KDYLQJ ODUJH -DSDQHVH 
SRSXODWLRQV� %RVWRQ� 0$ ������� 
3KLODGHOSKLD� 3$ ������� DQG 3ULQFHWRQ� 1- 
������� $V D UHVXOW� WKH FRYHUDJH DUHDV LQ WKH 
(DVW &RDVW KDYH EHHQ H[SDQGHG IURP 1+�90 
�QRUWK� WR 9$ �VRXWK�� 7KH HOGHUO\ SRSXODWLRQ 
KDV EHHQ LQFUHDVLQJ LQ DOO WKHVH VWDWHV� %XW 
WKHUH ZHUH QR GLVFXVVLRQ DQG DFWLYLWLHV FRSLQJ 
ZLWK WKH HOGHUO\ SRSXODWLRQ� H[FHSW 1HZ <RUN�        

7KH EULHI GHPRJUDSKLF GDWD RI WKH WUDLQLQJ 
VHPLQDU DQG PDMRU UHVXOWV RI WKH VXUYH\ 
DQDO\VHV DUH IROORZLQJ� 
%RVWRQ� 7KH QXPEHU RI SDUWLFLSDQWV RI 
GHPHQWLD VXSSRUWHU WUDLQLQJ VHPLQDU ZDV ���� 
0RUH WKDQ ��� RI WKHP ZHUH XQGHU �� \HDUV 
ROG� WRS � PHWKRGV WR REWDLQ LQIRUPDWLRQ 
DERXW GHPHQWLD� �� ,QWHUQHW ������ �� 
QHZVSDSHUV� PDJD]LQHV ������ �� GR QRW 
REWDLQ ������ WKH PDLQ UHDVRQ WKDW 
SDUWLFLSDWHG LQ WKLV VHPLQDU� , ZDQW WR SUHSDUH 
IRU P\VHOI EHFDXVH , PD\ KDYH GHPHQWLD LQ 
IXWXUH �������� WRS � VXJJHVWLRQV WR WKH 
FRPPXQLW\� �� QHWZRUN� LQJ HYHQWV �Q ��� �� 
FRPPXQLW\ FDIH �Q ��� �� LQFUHDVH GHPHQWLD 
VXSSRUWHUV �Q ���    
3ULQFHWRQ� 7KH QXPEHU RI SDUWLFLSDQWV RI  

GHPHQWLD VXSSRUWHU WUDLQLQJ VHPLQDU ZDV ��� 
$ERXW ��� RI WKHP ZHUH RYHU �� \HDUV ROG� 
WRS � PHWKRGV WR REWDLQ LQIRUPDWLRQ DERXW 
GHPHQWLD� �� ,QWHUQHW ������ �� QHZVSDSHUV� 
PDJD]LQHV ������ �� %RRNV ������ WKH PDLQ 
UHDVRQ WKDW SDUWLFLSDWHG LQ WKLV VHPLQDU� , 
ZDQW WR SUHSDUH IRU P\VHOI EHFDXVH , PD\ 
KDYH GHPHQWLD LQ IXWXUH ������ VXJJHVWLRQV WR 
WKH FRPPXQLW\� �� LQFUHDVH GHPHQWLD 
VXSSRUWHUV �Q ��� �� FDUH RI D SHUVRQ OLYLQJ 
DORQH �Q ��� �� PHHWLQJV WR H[FKDQJH 
LQIRUPDWLRQ DPRQJ IDPLOLHV FDULQJ D SHUVRQ 
ZLWK GHPHQWLD �Q ���   
1HZ <RUN� 7KH QXPEHU RI SDUWLFLSDQWV RI 
GHPHQWLD VXSSRUWHU WUDLQLQJ VHPLQDU ZDV ��� 
��� RI WKHP ZHUH RYHU �� \HDUV ROG� WRS � 
PHWKRGV WR REWDLQ LQIRUPDWLRQ DERXW 
GHPHQWLD� �� ,QWHUQHW ������ �� QHZVSDSHUV� 
PDJD]LQHV ������ �� %RRNV ������ WKH PDLQ 
UHDVRQ WKDW SDUWLFLSDWHG LQ WKLV VHPLQDU� ,         UHDVRQ WKDW SDUWLFLSDWHG LQ WKLV VHPLQDU� ,         
ZDQW WR SUHSDUH IRU P\VHOI EHFDXVH , PD\ 
KDYH GHPHQWLD LQ IXWXUH ������ VXJJHVWLRQV WR 
WKH FRPPXQLW\� �� SDWLHQW�IDPLO\ LQWHUDFWLRQ 
PHHWLQJ �Q ��� �� LQWHUSUHWDWLRQ DW FOLQLFV DQG 
KRVSLWDOV �Q ��� �� WDONLQJ SDUWQHUV �DV D 
YROXQWHHU� RI GHPHQWLD SDWLHQWV �Q ���     
   ([SDQGLQJ WKH QHWZRUN DPRQJ -DSDQHVH 
FRPPXQLWLHV LQ WKH (DVW &RDVW RI WKH 86 LV RQ 
JRLQJ DQG KDV EHHQ IDFLOLWDWHG E\ GHPHQWLD 
VXSSRUWHU WUDLQLQJ VHPLQDUV� ,Q WKLV \HDU� ZHE� 
EDVHG PHHWLQJV ZLOO EH VFKHGXOHG WR GLVFXVV 
LVVXHV DQG FRQFHUQV IURP HDFK VWDWH DQG  LVVXHV DQG FRQFHUQV IURP HDFK VWDWH DQG  LVVXHV DQG FRQFHUQV I
FROODERUDWLRQ VWUDWHJLHV� 7KH &RPPLWWHH IRU 
$JLQJ ,VVXHV XQGHU -$$1< ZLOO DOVR EH DEOH 
WR VXSSRUW JURZWK RI WKH QHWZRUN�   
ż .HLNR 6DNDJDPL     
  
 �(PDLO� NHLNR����#YHUL]RQ�QHW�

1HWZRUN 'HYHORSPHQW WKURXJK 'HPHQWLD 6XSSRUWHUV 7UDLQLQJ DPRQJ 
  -DSDQHVH $PHULFDQ &RPPXQLWLHV LQ WKH (DVW &RDVW RI 86�

ż .HLNR 6DNDJDPL� 5'+� (G�'�� 0&+(6 
1HZ <RUN &LW\ 'HSDUWPHQW RI +HDOWK DQG 0HQWDO +\JLHQH 
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大 とᚰの ついて ウ

᪂野ᘯ⨾（ᖇሯᒣ学院大学ࠐ 人㛫科学部）

【⥴ゝ】大学⏕はࠊᚰ⌮的Ⓨ㐩ẁ㝵に࠾いて

は㟷年期ᚋ期にあたりࠊ⮬ᡃྠ୍性の☜立の

Ⅼからࡳてࡶ大きなၥ題がฟ現しやすい

期とࡶいえるࠋ大学⏕活に┠ᶆやព⩏をぢい

てしまう可能性やࡗẼຊ状ែに㝗↓ࠊࡎࡏࡔ

ࠊとからࡇがపいࣝ࢟ンスࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ

人関ಀのᵓ⠏がᅔ㞴であるࡇとࡶ⪃えら

れるࠋ高齢者のࣟࢩࣈࢸࣔࢥンࣟࢻー࣒

（以ୗࣟࣔࢥ）ᗘと⪁年期うつの評価ᑻᗘ

（GDS）に┦関があるというሗ࿌があるࠋ現

在のとࠊࢁࡇ在のとࠊࢁࡇ大学⏕の年௦の㐠動ჾとᚰの健

ᗣᗘを検ウしたሗ࿌は少ないࡇࡑࠋで本研究ࡇࡑで本研究

はࠊ大学⏕ 1 年⏕のࣟࣔࢥᗘとᚰの健ᗣᗘの

関連について検ウしたࠋ 

【方法】対㇟者はࠊT 大学の๓期㛤講のඹ㏻

科┠である健ᗣス࣏ーࢶという授ᴗのᒚ修

者でࠊႚ↮歴のない健常な大学 1 年⏕（年齢

18.0s0.2 ṓ・26 ྡ）としたࠋ 定項┠はࠊ

㌟長ࠊయ㔜ࠊBMIࠊᥱຊࠊ長ᗙయ๓ᒅࢥࣟࠊ

ࣔᗘ（立ୖࡕがり・2 スࢸ（ࣉࢵࢸスࢺとᚰ

の健ᗣᗘは⢭⚄健ᗣ状ែの評価㉁ၥ⣬

Kessler10ࠊ活動㔞は国際ᶆ準化㌟య活動㉁ၥ

⚊（IPAQ）で⮬グᘧにてグ入した4 ࠋ 月の

ึᅇ授ᴗと � 月の 15 ᅇ┠の授ᴗの 2 ᅇ

のྛ 定と㉁ၥ⣬のグ入をᐇしたࠋ 

【⤖ᯝ】ึᅇ授ᴗと 15 ᅇ┠の授ᴗではࠊ

立ୖࡕがりࢸスࢺのྑഃࠊᕥഃ∦⬮の್と 

Kessler10 しࠋ有ពな改ၿをㄆめたࠊいて࠾

かしながらࡇࠊれらの項┠㛫に有ពな┦関を

ㄆめなかࡗたࠋまたྑࠊഃࠊᕥഃ∦⬮の್と

IPAQに 5㸣Ỉ準で有ពな┦関がㄆめられたࠋ

【⪃ᐹ】大学に入学するまでの期㛫はࠊ㐠動

部等で活動していてࡶᘬ㏥してからの期㛫

がありཱྀྲࠊ 㦂期㛫୰ࡶ㌟య活動㔞のపୗが⪃

えられるࠋ本学に࠾いてはࠊ�月に入学๓教

⫱の期㛫や入学ண定対㇟者のスࢡーࣜンࢢ

等で入学๓からいくつかのྲྀり⤌ࡳがなさ

れୖࠊ ᅇ⏕や入学ண定⏕ྠ士のࢣࢽ࣑ࣗࢥー

また大学の⎔ቃにࠊン࡙くりや学⩦ᨭࣙࢩ

័れる期㛫をタけているࠋたࠊࡔ㐲方からの

入学⏕についてはࠊ入学ᘧに㏆い期にᘬ㉺

しをするࡇとからࠊ入学までの準備期㛫にࡶ

ᕪがࡳられるࠋ今ᅇの検ウではࠊ立ୖࡕがり

の∦⬮の್とࢺスࢸ Kessler10 との㛫に┦関

関ಀをㄆめなかࡗたࠋ高齢者に࠾いてはࣟࠊ

ᗘとࣔࢥ GDS に┦関がࡳられるሗ࿌がある

がࠊ大学⏕の年௦に࠾いてはࣟࠊ ᗘとᚰࣔࢥ

の健ᗣᗘの指ᶆに関連性がㄆめられなかࡗ

たࠋしかしながらࠊ立ୖࡕがりࢸスࢺの∦⬮

の್と IPAQ に 5㸣Ỉ準で有ពな┦関がㄆめ

られたࡇとからࠊᒚ修科┠が☜定しࠊ大学⏕

としての⏕活に័れࠊ㛫の有ព⩏な使い方

や行動⠊ᅖのᗈがりからࠊ᪥常的な活動㔞ࡶ

ቑຍしたࡇとが関ಀしていると⪃えられるࠋ

【⤖ㄽ】大学⏕㸯年⏕の๓期に࠾けるࣟࣔࢥ

ᗘとᚰの健ᗣᗘとの関連について検ウした

⤖ᯝࠊ立ୖࡕがりࢸスࢺの∦⬮の್と

Kessler10 期終に有ពな改ၿ༙ࠊいて࠾

をㄆめたࠋしかしながらࠊ立ୖࡕがりࢸスࢺ

の∦⬮の್と Kessler10 との㛫に┦関関ಀを

ㄆめなかࡗた

（E-mail；h-shinno@tezuka-gu.ac.jp ）

【1�1】

− 138 − − 139 −



ዪᏊ ⏕のス࣐ーࢺ

୕ۑ
ࡳ 

⃝
さࢃ

ᮒ
あけ

ᐇ
ࡳ

（ᡤᒓ1） ᵽ口
ࡦ ࡄ ࡕ

ㄅᏊ
よ し ࡇ

（ᡤᒓ1） ᒣ⏣
や ま ࡔ

ṇᏊ
ま さ ࡇ

（ᡤᒓ1） 

東京ᐙᨻ学院大学 

【⥴ゝ】ⱝ年ዪ性では⑭ࡏ㢪ᮃから不必要な

㣗事を㐺ษにᦤྲྀしない者ࠊを行いࢺࢵエࢲ

今ではⱝ年ᒙのṤどのࠊ方୍ࠋ少なくないࡶ

者がス࣐ー࢛ࣇࢺンを㢖⦾に用しているࠋ

ሗⓎಙやሗ㞟のࢶーࣝとして౽である

㠃ࠊ㣗⏕活にࡶఱらかのᙳ㡪をえている可

能性が⪃えられるࡇࡑࠋで本研究ではࠊዪᏊ大

学⏕のス࣐ー࢛ࣇࢺンの使用㛫と㣗⏕活状

況との関連性について検ドしたࠋ 

【方法】2018年�月ࠊᰤ㣴士㣴成$ዪᏊ大学2018年�月ࠊᰤ㣴士㣴成$ዪᏊ大学2018年�月ࠊᰤ

1年次学⏕��人に対しࠊグྡ⮬グᘧ㉁ၥ⣬ㄪᰝ

をᐇしたࠋㄪᰝෆᐜとしてࠊձス࣐ー࢛ࣇࢺ

ン用状況ㄪᰝではࠊᖹᆒ使用㛫ࠊ使用ሙᡤࠊ

ղ㣗⏕活状況ㄪᰝではࠊ年齢ࠊ,%0ࠊᐙ᪘ᵓ成ࠊ

⏕活（╧╀ࠊ㏻学ࠊຮ強）㛫ࠊ㣗事（ᮅ㣗ࠊ

㣗ࠊኤ㣗ࠊ㛫㣗）のᦤྲྀ㛫について㉁ၥし

たࠋㄪᰝ⚊のᅇᩘはձ�4 人ࠊղ�4 人であࡗ

たࠋձղの୧方にᅇ⟅した有ຠᅇ⟅者�4人（有

ຠᅇ⟅⋡4�.�㸣）の⤖ᯝを今ᅇሗ࿌するࠋ本ㄪ

ᰝは2018ࠊ年�月ࠊ$ዪᏊ大学⌮ᑂᰝဨ会の

ᢎㄆをᚓてからᐇしたࠋ 

【⤖ᯝ】ձのㄪᰝからࠊス࣐ー࢛ࣇࢺンのᖹ

ᆒ使用㛫は�.4（6' �.0）㛫ࠊ୰ኸ್は4.0

㛫であࡗたࠋ今ᅇはࠊス࣐ー࢛ࣇࢺンのᖹᆒ

使用㛫が4㛫ᮍ‶の者（以ୗࠊᮍ‶⩌�（n 

  �）と4ࠊ 㛫以ୖの者（以ୗࠊ以ୖ⩌）（n 

  2�）で⩌ศけしࠊ㣗⏕活状況を比較ゎᯒしたࠋ

年齢はࠊᮍ‶⩌では18.�（6' 0.�）ṓࠊ以ୖ⩌

では18.4（0.�）ṓ%0ࠊ,はࠊᮍ‶⩌では21.2

（6' 4.�）ṓࠊ以ୖ⩌では21.�（6' �.8）ṓで

ありࠊ有ពᕪは↓かࡗたࠋᐙ᪘ᵓ成のྜはࠊ

ᮍ‶⩌では༢㌟（୍人ᬽらし）11.1㸣ࠊኵ፬

0.0㸣ࠊぶᏊୡ௦（⮬ศと୧ぶ）��.8㸣୕ࠊ

ୡ௦以ୖ（⮬ศと୧ぶࠊ♽∗ẕ）11.1㸣ࡑࠊの

0㸣ࠊ以ୖ⩌では༢㌟12.0㸣ࠊኵ፬0.0㸣ࠊ

ぶᏊୡ௦ �0.0㸣୕ࠊୡ௦以ୖ 1�.0㸣ࡑࠊの

12.0㸣でࠊ有ពᕪは↓かࡗたࠋ⏕活㛫とし

てࠊ╧╀㛫はࠊᮍ‶⩌では �.�（6' 1.2）

㛫ࠊ以ୖ⩌では �.8（6' 0.�）㛫ࠊ㏻学㛫

はࠊᮍ‶⩌では 2.�（6' 1.4）㛫ࠊ以ୖ⩌で

は 1.�（6' 1.1）㛫ࠊຮ強㛫はࠊᮍ‶⩌で

は1.�（6' 0.�）㛫ࠊ以ୖ⩌では1.1（6' 0.�）

㛫で2ࠊ⩌㛫にいࡎれࡶ有ពᕪは↓かࡗたࠋ 

㣗事のᦤྲྀ㛫としてࠊᮅ㣗㛫はࠊᮍ‶⩌

では28.�（6' 2�.�）ศࠊ以ୖ⩌では1�.2（6' 

8.�）ศでࠊᮍ‶⩌の方が有ពに長かࡗた（p8.�）ศでࠊᮍ‶⩌の方が有ពに長かࡗた（p8.�）ศでࠊᮍ‶⩌の方が有ពに長かࡗた（    p   p

ᮍ‶⩌ではࠊ㣗㛫ではࠋ（0.048 2�.�（6' 

�.�）ศࠊ以ୖ⩌では�8.�（6' �8.�）ศでࠊᮍ

‶⩌の方が長いഴ向がࡳられた（p‶⩌の方が長いഴ向がࡳられた（p‶⩌の方が長いഴ向がࡳられた（   0.0��ࠋ（

ኤ㣗㛫はྠࠊ㡰に ��.1（6' �8.�）ศ0.��ࠊ

（6' 12.2）ศでࠊᮍ‶⩌の方が長いഴ向がࡳ

られた（pられた（pられた（ ᮍ‶⩌pࠊ㛫㣗㛫ではࠋ（��ᮍ‶⩌p   0.0ࠊ㛫㣗㛫ではࠋ（��0.0   

では 12.8（6' 22.2）ศࠊ以ୖ⩌では 8.0（6' 

�.�）ศでࠊ有ពᕪは↓かࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】ス࣐ー࢛ࣇࢺンは㣗ሗのࢭࢡ

スが⡆᫆にできる୍方でࠊዪᏊ大学⏕ではࠊス

ンを長㛫使用する者の㣗事㛫࢛ࣇࢺー࣐

は▷いഴ向が♧されࠊ≉にᮅ㣗で▷いࡇとが᫂

らかとなࡗたࠋ㣗事㛫が▷いࡇとによる早㣗

いࡔけでなくࠕࠊながら㣗いࠖ等ࡶᠱᛕされる

かの㣗⏕活状況との関連性をのࡑࠊとからࡇ

さらに῝く㏣求していく必要性が♧されたࠋ 

【⤖ㄽ】ス࣐ー࢛ࣇࢺンを長㛫使用する者

は㣗事㛫が▷くࠊ㣗⏕活スタࣝのᙳ㡪が

ᠱᛕされるࠋ 

（E-mail；miVaZa@NaVHi-gaNuin.aF.jp）
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୰高の保 ≉性≉性≉性

すᒸۑ
にし࠾か

ఙ
のࡪ

⣖
き

（රᗜ教⫱大学大学院） 

【⥴ゝ】保健学⩦に࠾いてࡶពᛮỴ定は㔜要

視されて࠾り，ࡑの学⩦がᩓぢされるࡶのの᫂

♧されてはいないࠋ本研究では，⇍៖ᆺពᛮỴ

定の視Ⅼから，୰高の保健教科᭩に࠾けるពᛮ

Ỵ定のලయ的ㄢ題，学⩦ෆᐜを᫂らかにするࠋ

【方法】୰学ᰯ保健教科᭩（$�%㸸2୰学ᰯ保健教科᭩（$�%㸸2୰学ᰯ保健教科᭩（ 社），ྠ

高 （ᰯ&�'㸸1社）をྲྀりୖࡆ，ᑠ༢ඖูに，ព

ᛮỴ定のㄢ題，Ỵ定の㐜（⇍៖ᆺ）・㏿（┤ឤ

ᆺ），Ỵ定の㑅ᢥ⫥ᩘ，㑅ᢥ⫥㉳の有↓，㑅

ᢥ⫥ᐇ行の⤖ᯝのண等の学⩦の有↓をศᯒ

したࠋศᯒは，学ᰯᚰ⌮・健ᗣ教⫱・Ⓨ㐩ᨭ

を専㛛とする大学院⏕�人が⊂立にศᯒし，┦

㐪するሙྜ，教ဨを含めて༠㆟しඹ㏻⌮ゎしたࠋ

【⤖ᯝ】୰学ᰯでは，ពᛮỴ定ㄢ題は，യ害

の㜵Ṇ（ᛂᛴᡭᙜを含ࡴ）で最ከであࡗたࠋま

た，$ では健ᗣな⏕活と病のண㜵が，% では

ᚰ㌟の機能のⓎ㐩とᚰの健ᗣが⥆いたࠋ㐜・㏿

については，യ害の㜵Ṇでは㏿（┤ឤᆺ），ࡑ

れ以እでは㐜（⇍៖ᆺ）がであࡗた（⾲）ࠋ

高ᰯでは， ពᛮỴ定ㄢ題は，&，'にඹ㏻し

て，健ᗣに関するពᛮỴ定や行動㑅ᢥ，㏻事

ᨾの現状，㏻社会で必要な㈨㉁と㈐௵，ᛂᛴ

ᡭᙜのព⩏，⤖፧⏕活と健ᗣ，地域の保健医療

機関の活用等に࠾いてㄆめられたࠋពᛮỴ定ㄢ

題ᩘは，୰学ᰯに比て少なかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】୰学ᰯでは，ពᛮỴ定ㄢ題はᵝࠎな

ᑠ༢ඖに࠾いてㄆめられたが，യ害㜵Ṇに࠾い

て≉にከかࡗたࠋയ害㜵Ṇでは┤ឤᆺのഴ向ࡶ

強く，⇍៖ᆺと␗なる≉性があるࠋᚑࡗて，ࣂ

スや動をᢅうなど，学⩦の≉ᚩをᅗる必

要があるかࡶしれないࠋ⇍៖ᆺに࠾いてࣉ，ࡶ

ࣛス，ࢼ࣐スの୧㠃の⤖ᯝணは⛥であࡗたࠋ

学⩦に࠾いて，㉳した㑅ᢥ⫥や⤖ᯝணに関

するពぢは᫂♧されていなかࡗたが，学⩦

㛫☜保をᅗりᐇを進める必要であるࠋ 

本研究は科研㈝基┙�&��1�.0���8�のᨭをᚓたࠋ

（E-mail；noEniVhi@h\ogo-u.aF.jp） 

⾲ ୰学ᰯ保健教科᭩に࠾けるពᛮỴ定ㄢ題の㐜・㏿，㑅ᢥ⫥，⤖ᯝண等（教科᭩ู）

㐜䠉 ㏿䠇 選ᢥ⫥ᩘ㻦 2 㼛㼞䍻3 選ᢥ⫥㉳㻦᭷䠇↓㻙 結果予：᭷䠇↓䠉 

意ᛮ決定課題をྵむᑠ単ඖ 䠝䠍） 䠞䠎） 䠝 䠞 䠝 䠞 䠝 䠞 

⏕Ṫに関䜟るᶵ⬟の成⇍  䠉㻘䠉  3㻘 3  䠇㻘 䠇   

⢭⚄ᶵ⬟の発㐩と⮬ᕫ形成  䠉  3  䠇   

ḧ求やスト䝺スへの対ฎと 

ᚰの健康 

䠉㻘䠉 䠉 3㻘 3 3 䠇㻘 䠇 䠇 䠇㻘 䠉  

㣧ᩱỈや✵Ẽの⾨⏕的⟶理  䠉㻘䠉  2㻘 2  䠇㻘 䠇  䠇㻘 䠇 

യᐖの発⏕せᅉ 䠇㻘 䠇  3㻘 3  䠇㻘 䠇  䠇㻘 䠉  

通ᨾな䛹に䜘るയᐖの 

防Ṇ 

䠇㻘 䠇 䠇㻘 䠇㻘 

䠉㻘 䠇 

3㻘 3 3㻘 3㻘  

3㻘 3 

䠇 䠇㻘 䠇㻘 

䠇㻘 䠉 

䠇 䠉㻘 䠇㻘 

䠉 

⮬↛⅏ᐖに䜘るയᐖの防Ṇ 䠇㻘 䠇㻘 

䠇 

䠇 3㻘 3㻘 3 3 䠇㻘 䠇㻘 

䠇 

䠇 䠇 䠇 

ᛂᛴ手当 䠇㻘 䠇 䠇 3㻘 3 3 䠇㻘 䠇 䠇   

⏕活行動・⏕活習慣と健康  䠉㻘䠉  3㻘 3  䠇㻘 䠇   

ႚ↮，㣧㓇，⸆≀⏝と健康 䠉㻘 䠉 䠉 3㻘 3 3 䠇 䠇   

感ᰁの予防 䠉㻘 䠉  3㻘 3  䠇㻘 䠇    

䠍） A 社స成  䠎） B 社స成䠗  䈜ྛセ䝹中のグྕやᩘᏐのಶᩘは，ྛᑠ単ඖにおける意ᛮ決定課題のಶᩘに相当する䚹 
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大学⏕に࠾ける医 関ཷ診のඛᘏࡤしに関するᐇែ

Ⲩಙۑ
のࡪ

成
なり

（ⓑ㮆大学） 

【⥴ゝ】 

Ⓨ⇕や⭡③，㢌③，めまい，ୗ⑩などの状

のⓎ現は，β なᝈの可能性を♧၀しているࠎ

（᳃ⱝ・⏣௦，1���；✄福，201�；ᒸ，2018）ࠋ

れらの状がⓎ現した際の医療機関ཷ診のࡇ

ඛᘏࡤしは，大病に⨯ࡗた可能性をぢ㐣ࡈすࡇ

とになり，༴㝤がకうࠋ 

ඛᘏࡤしはࠕఱかしらやらなけれࡤいけない

と（ࠖᑠ，2012）ࡇが㐜れる，ࡎࢃとを行ࡇ

であり，大学⏕はඛᘏࡤしഴ向が強く，ࡑの⤖

ᯝ，ኻᩋ行動につながるというሗ࿌がある（⸨

 ࠋ（�200，⏣

本研究では，大学⏕に࠾ける医療機関ཷ診の

ඛᘏࡤしᐇែを᫂らかにするࡇとを┠的とし

たࠋ 

【方法】 

本研究は大学⏕42� （ྡ⏨性1��ྡ，ዪ性2�0

ྡ）を対㇟に，*ooglH を用いた࣒ー࢛ࣇ ZHE

ーࢣンస成したZHEࠋたࡗを行なࢺーࢣン

616での85/ሗをㄪᰝ者の▱人等ࢪー࣌ࢺ

ᣑᩓし，ᅇ⟅をᚓたࠋㄪᰝ期㛫は2018年12月

�᪥-12᪥であࡗたࠋ㉁ၥ項┠は，基本ᒓ性（年

齢，性ู，ᒃఫᙧែ）や医療機関のཷ診状況，

ㄢ題ඛᘏࡤし行動ഴ向ᑻᗘ（⸨⏣，200�）でᵓ

成したࠋ 

医療機関のཷ診状況は，Ⓨ⇕や⭡③，㢌③，

のどの③ࡳ，めまい，ୗ⑩，ྤきẼ，ྤ，ྤ

⾑の�✀㢮ࡑれࡒれの状がどの⛬ᗘ⥆いたሙ

ྜに医療機関ཷ診するのかをᑜࡡたࠋᅇ⟅は，

1㐌㛫⛬ᗘࠖࠕ�᪥⛬ᗘࠖࠕにཷ診するࠖࡄすࠕ

2ࠕ 㐌㛫⛬ᗘࠖ1ࠕ ࣧ月⛬ᗘࠖࠕ医療機関はཷ

診しないࠖの�件法にて求めたࠋ 

ㄢ題ඛᘏࡤし行動ഴ向ᑻᗘ（⸨⏣，200�）は，

1�項┠2ᅉᏊでᵓ成されて࠾り，ㄢ題等のඛ

ᘏࡤしの⛬ᗘや，⣙᮰事㐜ᘏするഴ向の⛬ᗘ

を るࡶのであるࠋ 

【⤖ᯝ】 

ྤやྤ⾑をⓎしてすࡄ，または�᪥⛬ᗘ

でཷ診する学⏕のྜが�0㸣以ୖであࡗたࠋ⭡

③や㢌③，のどの③ࡳ，めまい，ୗ⑩がⓎ現し

てࡶ，ཷ診しない学⏕は2�㸣๓ᚋᏑ在したࠋ 

⭡③や㢌③が2㐌㛫⛬ᗘ⥆いてからཷ診する

学⏕は，すࡄにཷ診する学⏕よりㄢ題ඛᘏࡤし

行動ഴ向ᑻᗘᚓⅬが有ពに高かࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】 

大学⏕は医療機関ཷ診をඛᘏࡤしにするഴ

向にあり，状によࡗてࡑの⛬ᗘにᕪ␗があࡗ

たࠋㄗࡗた⮬ᕫ診᩿をしないよう，より୍ᒙの

健ᗣ教⫱の充ᐇが求められるࠋ 

（E-mail；noEuarai@IF.haNuoh.aF.jp） 

⾲ 状ࡈとの医療機関ཷ診のඛᘏࡤしᐇែ

n � n � n � n � n � n �
状

Ⓨ⇕ �1 2�.1 18� 4�.4 �� 1�.� 1� �.� � 1.� �� 8.4
⭡③ 20 �.1 1�� 41.� 8� 21.� 21 �.� � 1.8 �� 24.4
㢌③ 1� 4.8 1�1 ��.2 8� 21.1 �8 �.� 1� �.8 108 2�.4
のどの③ࡳ �� 8.4 8� 21.8 102 2�.� 44 11.2 28 �.1 101 2�.�
めまい �4 1�.2 142 ��.0 �� 1�.0 12 �.0 21 �.� 88 22.�
ୗ⑩ 21 �.� 124 �1.� �� 24.� �� 8.4 8 2.0 111 28.2
ྤきẼ �� 18.� 182 4�.2 �4 1�.� 1� �.8 8 2.0 �2 1�.�
ྤ 1�� ��.8 1�2 4�.� �2 8.1 � 0.8 � 1.� 24 �.1
ྤ⾑ �48 88.� �0 �.� � 1.8 2 0.� � 0.8 4 1.0

医療機関は
ཷ診しない

1か月⛬ᗘ2㐌㛫⛬ᗘ1㐌㛫⛬ᗘ�᪥⛬ᗘ
すࡄに

ཷ診する
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ࠕ いた

┳護┳護┳護護系大学⏕の地域域域診診診域診域診᩿のᐇ㊶能能能ຊに関する検ウ

௰ۑ
なか

ୗ
した

♸
ࡺ

⨾
ࡳ

Ꮚ
ࡇ

�Ἑ野 ┈⨾2ࠊ�1

1�大㜰医科大学2ࠊ�㈡┴立大学 

【⥴ゝ】保健師はಶ人・ᐙ᪘のࡳならࡎ地域

全యの健ᗣㄢ題をᢕᥱしࡑࠊのཎᅉや⫼ᬒを᫂

らかにしながらゎỴ方法をぢฟして࠾りࡇࠊれ

を地域診᩿という201ࠋ�年改定の保健師活動指

㔪でࠊ改めて保健師が行う地域診᩿の㔜要性が

⨨࡙けられたࠋ本研究はࠊ今ᚋの保健師基♏

教⫱の♧၀をᚓるためにࠊཌ⏕ປാ┬の評価

指ᶆを用いてࠊ地域診᩿のᐇ㊶能ຊを学⏕の⮬

ᕫ評価からᢕᥱするࡇとを┠的としたࠋ

【方法】対㇟はࠊ㸿大学┳護学部┳護学科の

保健師教⫱ㄢ⛬を㑅ᢥし（定ဨ 1� ྡ）最終学

年に㓄⨨されたබ⾗⾨⏕┳護学ᐇ⩦を 201� 年

ᗘ࠾よࡧ 201� 年ᗘにᒚ修した学⏕でࠊ本研究

のྠពがᚓられた 2� ྡとしたࠋㄪᰝ項┠はཌ

⏕ປാ┬の保健師基♏教⫱に࠾ける༞ᴗの

฿㐩┠ᶆとࡑの฿㐩ᗘの評価指ᶆのうࠊࡕ地域

診᩿に関するࠕᐇ㊶能ຊϨ．地域の健ᗣㄢ題の

᫂☜化とィ⏬・立する能ຊࠖの 1� 項┠であ

るࠋᐇ⩦終ᚋに⮬グᘧ㉁ၥ⣬を用いて฿㐩ᗘ

をᢕᥱしたࠋศᯒはྛࠊ 項┠に定められている

฿㐩ᗘࣞࣝ࣋に㐩した者のྜ（以ୗࠊ฿㐩

ྜ）を保健活動の対㇟者ูに⟬ฟしたࠋ本研究

は㸿大学の学研究⌮ᑂᰝጤဨ会のᢎㄆを

ᚓたࠋ

【⤖ᯝ】฿㐩ྜは 100㹼��.�㸣（ᖹᆒ್

��.�㸣ࠊ୰ኸ್��.�㸣）であࡗたࠋಶ人やᐙ᪘

と対㇟とした保健活動ではࠊ฿㐩ྜは80㸣以

ୖ㹼100㸣が 8 項┠�0ࠊ㸣以ୖ㹼80㸣ᮍ‶が �

項┠40ࠊ㸣以ୖ㹼�0㸣ᮍ‶が 2 項┠であࡗたࠋ

㞟ᅋや地域の人ࠎを対㇟とした保健活動ではࠊ

฿㐩ྜは 80㸣以ୖ㹼100㸣ᮍ‶が � 項┠ࠊ

�0㸣以ୖ㹼80㸣ᮍ‶が�項┠40ࠊ㸣以ୖ㹼�0㸣

ᮍ‶が1項┠であࡗたࠋ฿㐩ྜが高かࡗたの

はࠕ地域の人ࠎの⏕活と健ᗣのከゅ的・⥅⥆的

なࢭス࣓ンࠖࢺでありࡑࠊの฿㐩ྜはᴫࡡ

8 以ୖであࡗたࠕࠋ地域の㢧在的ࠊ₯在的な

健ᗣㄢ題のᢳฟࠖについてࠕ㞟ᅋや地域の人ࠎ

の₯在する健ᗣㄢ題のᢳฟと今ᚋの健ᗣㄢ題

のண ࠖは฿㐩ྜが 100㸣であࡗた୍方ࠕ健

ᗣㄢ題をㄆ㆑していない・⾲ฟしない・⾲ฟで

きないಶ人やᐙ᪘をぢฟすࠖは฿㐩ྜが

�0.0㸣と最ࡶపかࡗたࠕࠋ地域の健ᗣㄢ題に対

するᨭの立・ィ⏬ はࠖ⥲ࡌて฿㐩ྜがప

かࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】ྛ項┠の฿㐩ࣞࣝ࣋はࠊཌ⏕ປാ┬

が༞ᴗ๓のⅬで 80㸣以ୖの学⏕が฿㐩でき

るとの定でタ定したࡶのであるがࣜࢡࠊで

きたのは保健活動の対㇟ูに4㹼�であࡗたࠋ

学⏕はከ方㠃からሗ㞟しࠊሗのᩚ⌮やศ

ᯒにより地域の≉性と㢧在・₯在する健ᗣㄢ題

をᢳฟできるࡶののࠊ㞟ᅋからಶを┳る視Ⅼや

健ᗣㄢ題をᨭに⤖ࡧつけるᐇ㊶能ຊは不༑

ศであࡗたࠋ地域の健ᗣㄢ題はࠊಶูᨭから

ᚓられたሗやಶࠎのデータの㞟ྜయから健

ᗣㄢ題のඹ㏻性をぢฟしたࡶのでありࠊಶูの

≉有性にࡶ┠を向けるよう演⩦やᐇ⩦で教ဨ

がពᅗ的に教授する必要があると⪃えるࠋ健ᗣ

ㄢ題に対するᨭの立はࠊሗを統ྜしてᛮ

⪃するࡇとが求められるためࡑࠊの㐙行をᅔ㞴

とឤࡌた学⏕がከかࡗたࡇとが᥎ᐹされたࠋ 

【⤖ㄽ】地域診᩿に࠾いて㞟ᅋからಶを┳る

視Ⅼや健ᗣㄢ題をᨭに⤖ࡧつけるᐇ㊶能ຊ

の向ୖをᅗる教⫱の必要性が♧၀されたࠋ 

（E-mail；Ion1�2@oVaNa-mHG.aF.jp）
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医療系専㛛学ᰯ⏕を対㇟としたㄪᰝ̿

方⏕ۑ
うࡪかた

 ๛
つよし

（ୖᑿ୰ኸ医療専㛛学ᰯ） 

【⥴ゝ】医療職を┠指す者は，対人ຓᴗ

ົとしてᵝࠎなスࣞࢺスの୰でのᴗົ㐙

行ととࡶに，ࡑのスࣞࢺスを⮬㌟でࢥンࢺ

ࣟーࣝし健ᗣを保つࡇとࡶ求められてい

るࠋ今，スࣞࢺス対ฎの⪃え方の୍つに

 ࠋエンスࠖがあるࣜࢪࣞࠕ

いて࠾スୗにࣞࢺスࠕエンスとはࣜࢪࣞ

㌟が㐺ᛂできるようにኚ化するຊࠖで⮬ࡶ

あるࠋ本研究ではᖹ野（2010）の次ඖࣞ

エンスࠖࣜࢪ㈨㉁的ࣞࠕエンスᑻᗘのࣜࢪ

とࠕ⋓ᚓ的ࣞࣜࢪエンス にࠖ↔Ⅼをᙜてたࠋ

㈨㉁的ࣞࣜࢪエンスとは，スࣞࢺスやയつ

きをࡶたらす状況ୗでឤ的にりᅇさ

れࣈࢸࢪ࣏，ࡎにスࣞࢺスをᡴ◚するよ

うな᪂たな┠ᶆにẼᣢࡕをษり᭰え，࿘ᅖ

のサ࣏ーࢺをᚓながらࡑれを㐩成できる

ようなᅇຊであるࡑࠋして，⏕まれᣢࡗ

たẼ㉁と関連があり，ࠕᴦ観性 統ᚚຊࠖࠕࠖ

行動ຊࠕ社性ࠖࠕ のࠖ4つのᅉᏊがあるࠋ

エンスは，⮬ศのࣜࢪう୍つの⋓ᚓ的ࣞࡶ

Ẽᣢࡕや⪃えをᢕᥱするࡇとによࡗて，ス

ス状況をどう改ၿしたいのかというࣞࢺ

ពᚿをᣢࡕ，⮬ศと者の方のᚰ⌮の

⌮ゎを῝めながら，ࡑの⌮ゎをゎỴにつな

ࣃ，れはࡇࠋていくຊであるࡗ┤ࡕ立，ࡆ

ーࢸࣜࢼࢯのⓎ㐩に࠾いて，⏕ᚓ的な≉

ᚩにᙳ㡪をཷけにくく，ពᅗ的かつᚋኳ的

に㌟につけやすくࠕၥ題ゎỴᚿ向ࠖࠕ⮬ᕫ

⌮ゎࠖࠕ者ᚰ⌮の⌮ゎࠖの�つのᅉᏊが

あり，ࡇの㈨㉁的ࣞࣜࢪエンスと⋓ᚓ的ࣞ

 ࠋエンスには୰等ᗘの┦関があるࣜࢪ

本研究はࡇれら2つのࣞࣜࢪエンス要ᅉ

がసᴗ療法士，⌮学療法士を┠指す医療系

専㛛学ᰯ⏕でどうなのかをㄪᰝศᯒしたࠋ

【方法】ࣞ の㐠動の㔞と㢖エンスࣜࢪ

ᗘ，性ᕪの関ಀを，医療系専㛛学ᰯ⏕ ��
ྡを対㇟としたࠋศᯒはᚑᒓኚᩘを

次ඖࣞࣜࢪエンスᑻᗘの㈨㉁的ࣞࣜࢪ

エンス࠾よࡧ⋓ᚓ的ࣞࣜࢪエンスとし，

⊂立ኚᩘを㐠動の㔞と㢖ᗘとした㔜ᅇ

ᖐศᯒを，また，⏨ዪᕪは � サンࣝࣉ W
検定をᐇしたࠋ本研究は➹者ᡤᒓの

ୖᑿ୰ኸ医療専㛛学ᰯによる⌮ᑂᰝ

にてチ可をᚓてᐇした （ᢎㄆ␒ྕ

�������ࠋ（��������

【⤖ᯝ】㐠動の㔞と㢖ᗘに有ពな関連

性は↓かࡗたࠋまた，㈨㉁的ࣞࣜࢪエ

ンスはዪ性に，⋓ᚓ的ࣞࣜࢪエンスは

⏨性にやや高いഴ向がㄆめられたࠋ

⏨ዪの性ᕪでは，有ពᕪはないࡶの

の，㈨㉁的ࣞࣜࢪエンスはዪ性が，⋓

ᚓ的ࣞࣜࢪエンスは⏨性がࡑれࡒれや

や高めを♧し，ᶆ準೫ᕪをࡳるとዪ性

よりࡶ⏨性のうが大きかࡗたࠋ

【⪃ᐹ】⏨性はၥ題ゎỴഴ向，⮬ᕫ⌮

ゎ，社ᚰ⌮の⌮ゎが，ዪ性はᴦ観

性，統ᚚ性，社性，行動ຊがࡑれࡒ

れ強ࡳとしてのᏑ在が♧၀されたࠋ

【⤖ㄽ】 

エンスの≉性には性ᕪがᏑ在しࣜࢪࣞ

うるというࡇと，ࡑして，ࡑの≉性を▱

るࡇとは，より⣽やかなᨭにつなが

るࡇとが♧၀されたࠋ

（E-mail；WBuEuNaWa@aFmF.aF.jp）
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㹼健ᗣ健ᗣ健ᗣᗣ健ᗣ健ᗣࣜ ࢡ ンࢺⓎ⏕☜⏕☜⏕☜⏕☜⏕☜☜⋡᥎⋡᥎⋡᥎⋡᥎⋡᥎᥎ ್のㄪᰝ㹼

⏣Ṋۑ
た け ࡔ

㱟୍㑻
りࡹういࢁࡕう

 㸯）㸰） 

㸯）ᐑᓮ大学 Ᏻ全⾨⏕保健ࢭンター 

㸰）医療法人ឿග会 ᐑᓮⱝஂ病院 

【┠的】本ᐇ㊶ሗ࿌ではࠊ医療ᚑ事者（┳

護師）を対㇟にࠊ健ᗣに関する有害な可能

性のある事㇟（以ୗࠊ健ᗣࣜス࣋ࢡンࢺ）

に対するㄆ▱≉性をㄪᰝしࡑࠊの⤖ᯝをࣇ

ࢥຠᯝ的な医療ࠊとでࡇするࢡࢵࣂࢻー

ンに㈨するẼ࡙きをᚓるࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

ࠋとを┠的とするࡇ

【活動ෆᐜ】健ᗣࣜスࢡㄆ▱に関するඛ行

研究ではࠊపい⏕㉳☜⋡のṚஸ࣋ンࢺは

ᐇ際以ୖの高い☜⋡にணするㄆ▱≉性

が▱られている（/iFhWHnVWHin� HW al. 

1�演者がᒓするࠊで本研究ではࡇࡑࠋ（�8

医療機関の┳護師に対して10ࠕ人対で⤖

᰾ᝈ者はఱ人㸽ࠖ等とࢬࢡࠊのようなᙧ

ᘧで健ᗣࣜスࢡㄆ▱についてンࢣーࢺ

をᐇしたࠋㄪᰝෆᐜとしてࠊ⤖᰾やがࠊࢇ

⫧‶等のྂ的な項┠にຍえࠊンターࢿ

たィࡗといࢬエࠊ౫Ꮡࢺࢵ 1� 項┠のከ

ᵝな健ᗣࣜス࣋ࢡンࢺをタ定しࡑࠊれら

の⏕㉳☜⋡ண ್とᐇ ್とのᕪ␗をㄪ

ᰝしたࠋ次にࡑの⤖ᯝをྠࡌ医療機関の┳

護師に提♧したୖでࠊ医療ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࢩ

ࣙンの視Ⅼからり㏉りを行ࡗたࠋᑦࠊ本

ᐇ㊶ሗ࿌にಀるㄪᰝはࠊᡤᒓ医療機関の研

究⌮ጤဨ会のᢎをᚓて行ࡗたࠋまた本

ㄪᰝはᩥ科┬-636科研㈝ -318.10424のຓ

成をཷけたࠋ 

【活動評価㸯㹼ㄪᰝෆᐜと⤖ᯝ㹼】ㄪᰝは

↓グྡかつ⮬⏤提ฟのンࢣーࢺ方ᘧで

行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ40-44ࠊ ṓのᒙをࣆーࢡ

とするྜィ��ྡ（⏨性41ྡࠊዪ性��ྡ）

のデータがᅇされたࠋ健ᗣࣜス࣋ࢡン

ࡶ㸺⫧‶㸼でண ್ᖹᆒが最ࠊ項┠ではࢺ

高く（10人対で⣙�人）ࠊかつண ್

�ᐇ ್の比⋡が最ᑠ（⣙ 1.1 ಸ）であࡗ

たࡑࠋれ以እの 12 項┠はண ್がᐇ ್

を大きく超㐣（� ಸ㹼�000 ಸ）して࠾りࠊ

ᐇ際よりࡶ㐣大に評価するㄆ▱方略のഴ

向を♧၀したࠋ 

【活動評価㸰㹼り㏉り㹼】り㏉りసᴗ

にᛂࡌた8ྡにࠊ本研究⤖ᯝについてࣇ

ーࢡࢵࣂࢻしࠊ医療ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンୖ

のẼ࡙きについてࠊᐇ⮫ᗋሙ㠃を踏まえて

り㏉りを行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝࠕࠊ᫇の▱㆑

のままの⮬ศがᛧくなࡗたࠖࠋと㏙医療

ሗの✚ᴟ的なࣉࢵデーࢺの必要性を

③ឤしたとのやࠕࠊ専㛛職といえどࡶ⮬

ศ⮬㌟に⨨きえられないࡇとではㄆ㆑

に大きな㐪いがあるࠖと医療ࢣࢽ࣑ࣗࢥー

ンの㞴しさをࣙࢩከᵝなࠊンの㞴しさをㄆ㆑した等ࣙࢩከᵝなࠊンの㞴しさをㄆ㆑した等ࣙࢩ

Ẽ࡙きがᚓられたࠋ 

【今ᚋのㄢ題】ᡃࠎは医療ᚑ事者であࡗて

ከにない⁛ࠕ現ᐇには用者とྠᵝにࠊࡶ

㔜大な健ᗣࣜス࣋ࢡンࢺは㐣大にぢ✚

の強いᙳࡑࠊるࠖというㄆ▱≉性を有しࡶ

㡪ୗにあるࡇとを♧၀したࠋまたࡑのࡇと

をࣇーࢡࢵࣂࢻしてಶࠎのり㏉りを

ಁすࡇとでࠊ医療ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに㈨

するಶู性の高い有ព⩏なẼ࡙きがᚓら

れる可能性があるࡶのと⪃えたࠋ今ᚋࡶ健

ᗣにಀるㄆ▱≉性についてㄪᰝしࠊ医療ࢥ

ーにࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ンやࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

㈨する▱ぢやࢶーࣝを提供したいࠋ 

（E-mail；mhVWNG@FF.mi\a]aNi-u.aF.jp）
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㸰年㛫の評価

北口ۑ
きたࡕࡄ

┿
ま

✑


（大㜰ᕷ立大学）ࠊ早ぢ
はやࡳ

┤⨾
なࡳ࠾

（大㜰ᕷ立大学） 

【⥴ゝ】学ᰯに࠾ける㣗⫱᥎進を進めるにあ

たり，ᐙᗞとの連携は欠かࡏない．しかし，୰

学⏕保護者はに �0㹼40 ௦と⏕活⩦័病ண㜵

が必要な年௦であるࡶのの，野⳯を ��0㹥以ୖ

ᦤྲྀしている40 ௦成人は 2 ⛬ᗘと，Ⰻዲな

㣗⏕活をᐇ㊶している者は少ないのが現状で

ある．Ꮚどࡶの㣗⏕活は保護者のᙳ㡪をཷける

ため，保護者のᰤ㣴教⫱ࡶ必要となるࡶのの，

保護者向けの講ᗙや講演会はཧຍや༠ຊが限

定的であるࡇとがㄢ題となࡗている． 

本研究では全学年で㣗⫱をᐇしている୰

学ᰯに࠾いて，学ᰯ࣓ーࣝを活用し，学ᰯの㣗

⫱に関するሗならࡧにᐙᗞ全యのㄢ題であ

る⳯ᦤྲྀについて，行動ኚᐜẁ㝵ࣔデࣝに基

࡙いたሗఏ㐩をᐇし，ࡑのຠᯝを評価した．

【方法】ᖹ成2�年�月から�0年12月に大㜰

ᗓ東大㜰ᕷ立୰学ᰯ2ᰯの༠ຊをᚓてᐇした．

୰学⏕保護者にはㄪᰝ1㹼�，ィ�ᅇの㉁ၥ⣬ㄪ

ᰝ，࣓ーࣝを用いた㣗⫱ሗのఏ㐩を 2� ᅇ行

0�た．ㄪᰝ1にて，保護者の⣙ࡗ㸣が㣗⏕活改

ၿについて↓関ᚰ期から準備期であࡗたࡇと

をཷけ，▱㆑提供・ែᗘᙧ成・スࣝ࢟提供の �

ẁ㝵から成る࣓ーࣝを㓄ಙした．評価項┠は，

㣗⫱のㄆ▱，㣗⫱ㄢ題のㄆ▱・ᨭ，㣗⏕活改

ၿの行動ኚᐜẁ㝵（Ꮚどࡶ�保護者⮬㌟），㣗

▱㆑，㣗ែᗘ，⳯ᦤྲྀ（ᮅ㣗・㣗・ኤ㣗）

とした．ㄪᰝ 1㹼� のᅇ⟅がすてᥞࡗた保護

者��0 （ྡ有ຠᅇ⟅⋡44.�㸣）の⤖ᯝを用いて

評価を行ࡗた．  

【⤖ᯝ】学ᰯ࣓ーࣝにⓏ㘓している者は

�0.2㸣であり，Ⓩ㘓している者をⓏ㘓⩌，Ⓩ㘓

していない者をᮍⓏ㘓⩌としてゎᯒした．୰学

ᰯでの㣗⫱を▱ࡗている者はⓏ㘓⩌でㄪᰝ1か

ら 2 にかけて �1.�㸣から ��.2㸣にቑຍし，ㄪ

ᰝ� では ��.�㸣と，ᮍⓏ㘓⩌の��.4㸣よりࡶ

高かࡗた�p�0.001�．長期ఇᬤ୰の㣗事సりの

ㄢ題をᨭした者はⓏ㘓⩌に࠾いて高いྜ

を⥔ᣢし，ㄪᰝ � では ��.�㸣と，ᮍⓏ㘓⩌の

48.4㸣よりࡶ高かࡗた�p�0.001�．ሗఏ㐩を

ཷけてやࡗてࡳようとᛮࡗたࡇとはࠕᰤ㣴ࣛࣂ

ンスにẼをけるࠖが�2.�㸣と最ࡶከかࡗた．

 ሗఏ㐩の㣗⏕活改ၿのຠᯝを検ウする

ため，Ⓩ㘓⩌の㣗⏕活に関ࢃる項┠について๓

ᚋ比較を行ࡗた．ㄪᰝ2から�にかけて，ᮅ㣗

の⳯㔞にኚ化はなかࡗたが，㣗の⳯㔞は

0─から1─，または1─から2─ቑຍ，ኤ

㣗は1─から2─ቑຍした者がከかࡗた（い

ࡶれࡎ p�0.001）．Ꮚどࡶの㣗⏕活改ၿに対す

る行動ኚᐜẁ㝵はㄪᰝ1から2にかけてはኚ化

がなかࡗたが，ㄪᰝ2から�にかけて関ᚰ期が

ῶ少し，⥔ᣢ期が�.�㸣から12.8㸣にቑຍした

�p 0.00��． 

【⪃ᐹ】学ᰯ࣓ーࣝは，㣗⫱のㄆ▱・ㄢ題の

ᨭをಁし，Ꮚどࡶの学ࡧをᐙᗞつなࢶࡄー

ࣝとして有ຠと⪃える．また，行動科学⌮ㄽを

用いたሗఏ㐩は，保護者࠾よࡧᐙᗞ全యの㣗

⏕活改ၿに対してࡶ有ຠとなる可能性が♧၀

された．とりࢃけ今ᅇの⤖ᯝは，長期にࢃたる

㓄ಙを行ࡗたࡇと，関ᚰ期の保護者はᏊどࡶの

㣗⫱ᨭには関ᚰがあるため，保護者の関ᚰの

あるሗを㏻ࡌて改ၿをಁしたࡇとが保護者

のែᗘᙧ成にᐤしたࡶのと⪃えられる． 

【⤖ㄽ】学ᰯ࣓ーࣝによる㣗⫱ሗఏ㐩は，

保護者の㣗⫱ᨭをಁすととࡶに，⏕活⩦័病

ண㜵が必要なୡ௦のᰤ㣴教⫱とࡶなる可能

性が♧၀された． 

（E-mail；jjjmaho1108@gmail.Fom）

【1��】

− 144 − − 145 −



࿌

     ̿බ立୰ 年⏕のンࢣーࢺのศᯒ より㸫

୰⏣ۑ
た な か

成Ꮚ
ࡏ い ࡇ

（たなかやຓ⏘院） 㨣㢌ⱥ᫂（法ᨻ大学）  

ຓ⏘師が行う性教⫱のᐇ㊶が୰学⏕にどの 

ようにཷけṆめられたのかࠊ事๓事ᚋにンࢣーࢺ 

ㄪᰝをᐇしࠊ今ᚋの指ᑟ⏕かすࠋ

【活【活【活【活【活活動活動活動活動活動動活動活動活動活動動ෆᐜෆᐜෆᐜᐜෆᐜෆᐜᐜ】ᐜ】ᐜ】2018年11月にእ部講師であるຓ⏘ 

師がࠊබ立୰学�年⏕4ࣛࢡスを対㇟に4ࠊ�ศ2

と学⩦の࣐ーࢸ以ୗに指ᑟࠋの性教⫱をᐇ࣐ࢥ

┠ᶆを♧すࠋ（図 1）事๓ᡴࡏࢃྜࡕࠊ本ㄪᰝの

౫㢗を行いࠊ学ᰯ長のチ可をᚓてᐇしたࠋ 

（図1）指導のテーマ、ねらいと学習目標 

事๓ࠐࠕ性ឤᰁの▱㆑ࠐ性行Ⅽ

のព㆑ࠗࠐ いのࡕを⏕ࡳฟすࢲࣛ࢝ ࠐのព㆑࠘

┦ㄯ者の有↓ࠐ行動㈐௵のព㆑ࠐ⮬ᑛឤ

のព㆑ にࠖついて㸱件法ࠐࠋຓ⏘師の㉁ၥを⮬

⏤グ㏙としたࠋ事ᚋはࠐࠗࠊ ⮬ศのࡇととして⪃

えるࡇと ␒୍ࠐグ㏙にて⏤⮬ࠊのព㆑をຍえ࠘

༳㇟にṧࡗたࡇとࠐ性ឤᰁをண㜵する⌮⏤ࠐ

ࠗ⮬ศを大ษにしていくとはࠊᐇ際にどのような 

行動とᛮうか࠘をたࡡࡎたࠋ 

【 価価】価】価】 ヂ㹛n 1�8（ ⏨���ዪ��� 

⏨���ዪ�8 �不᫂1）ͤ今ᅇࠊ

不᫂者は㝖እし検ウࠋ㹙 ࠐࠗ 性ឤᰁにはどの

ようなࡶのがあるか▱ࡗている࠘はࠊ⏨ዪとࡶ 

はいࠕ 1ࠖ㹼2 から 8 以ୖとቑຍࠗࠐࠋ性

ឤᰁから不ዷになるࡇとがある ࠊྠ࠘ࡶ ᵝに

�以ୖቑຍࠐࠗࠋ ⮬ศ⮬㌟がいのࡕを⏕ࡳฟ

すࢲࣛ࢝をࡗࡶている⮬ぬがある に࠘ついてࠕは

いࠖዪᏊ24�Ѝ��㸣ࠊ⏨Ꮚ2��Ѝ��いいえࠖࠕࠋ�

ዪᏊ2��Ѝࠊ��⏨Ꮚ24�Ѝ12ࠐࠗࠋ� ⮬ศのࡇとと

して⪃えるࡇとができた は࠘ࠊ⏨ዪとࡶ�以ୖ

の⫯定的ᅇ⟅であࡗたࠋ ࠗいのࡕを⏕ࡳ

ฟすࢲࣛ࢝の⮬ぬ を࠘⫯定するዪᏊが⏨Ꮚよりከ

いのはࡌ⥲ࠊて次性ᚩⓎ現が早いഴ向があるた

めと⪃えられたࠋさらにࠗ ⮬ศのࡇととして⪃え

るࡇとができた に࠘ついてࠕࠊࡶዷፎ・୰⤯・ฟ

⏘・性ឤᰁ とࠖいうࢸーࡑ࣐のࡶのがࠊዪᏊの

つくලయ的ኚ化であࡧ⤖に┤᥋ࢪー࣓デ࣎

るためዪᏊに強いンࢺࢡࣃがあࡗたと᥎ᐹし

た୍ࠋ 方ࠊ事ᚋに࠾けるࠗ ⮬ศを大ษにしていく

行動 に࠘ついてはࠊ⏨ዪとࠕࡶ⮬ศの行動に㈐௵

をᣢつ�⪃えて行動するࠖに関したグ㏙が最ࡶከ

くࠊ次いで⏨ᏊはࠕẼ㍍に性しない がࠖࠊከか

ࠋたࠗࡗ ண㜵の⌮⏤ は࠘ࠕࠊᑗ᮶のため ศ⮬ࠕࠖ

の（య）のため とࠖዪᏊはࠊ⮬ศがయとなるグ

㏙がከいがࠊ⏨Ꮚはࠕ⮬ศと大ษな人のため とࠖ

者をព㆑したෆᐜや୍ࠗ␒༳㇟にṧࡗたࡇと࠘

ではࠊ性ឤᰁの⌮ゎとᜍࢁしさといࡗた࣓ࠕン

タࣝに㡪いた ෆࠖᐜがከくཱྀྲࠊ けṆめ方の㐪いࡶ

♧၀されたࠋ

ຓ⏘師による性教⫱はࠊ᪂㩭か

つンࢺࢡࣃあるෆᐜにゐれるࡇとができる㈗

㔜な機会であるࠋᑗ᮶にᙺ立つෆᐜを専㛛ᐙとし

てࡶ⢭⦎しࠊ事๓に学ᰯ現ሙとの⥥ᐦなᡴࢃྜࡕ

学ෆとの連ࠊ今ᚋࠊーとなるため࢟が㔜要なࡏ

携・評価のあり方についてࡶ検ウしていきたいࠋ

（E-mail� hEa��1�0 @ gmail.Fom）
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児❺ 㜵のための

海⪁ཎۑ
え ࡧ は ら
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やすよ

（༓ⴥ┴立保健医療大学）ࠊຍ⸨⌮ὠᏊ（東京ᐙᨻ学院大学）ࠊ （༓ⴥ┴立保健医療大学）ࠊຍ⸨⌮ὠᏊ（東京ᐙᨻ学院大学）ࠊ （༓ⴥ┴立保健医療大学）ࠊຍ⸨

༓ṓはるか（国立がࢇ研究ࢭンター東病院ᰤ㣴⟶⌮ᐊ） 

【┠的】がࢇ対策基本法に基࡙くࠕがࢇ対策

᥎進基本ィ⏬ࠖに࠾いてはࠊがࢇの教⫱・ᬑཬ

に関してᏊどࡶのࢁࡇからの健ᗣ教⫱の㔜要

性を指しているࠋ学ᰯに࠾ける健ᗣ教⫱はࠊ

まさにⓎ⫱Ⓨ㐩㏵ୖにある児❺を対㇟として

ての健ᗣ࡙くりに㔜要なᙺࡗたࢃᾭに⏕ࠊり࠾

をᣢࡗているࠋしかしながらࠊ児❺を対㇟と

したࠕがࢇ教⫱ࠖ教ᮦはႚ↮㜵Ṇなどがあるࡶ

ののࠊがࢇண㜵の㣗⏕活改ၿのためのලయ的な

教ᮦはとࢇどぢられないࠋ児❺向けのがࢇண

㜵を含めた⏕活⩦័病ண㜵のための教ᮦ㛤Ⓨ

がᛴົとなࡗているࠋ 

 児❺向けのがࢇண㜵を含ࡴ⏕活⩦័病ண㜵

教⫱のためのࣜーࢺࢵࣞࣇを㛤Ⓨしࠊᰤ㣴教⫱

をᐇしたࠋさらに㉁ၥ⣬ㄪᰝによりࠊ児❺と

保護者のがࢇண㜵を含めた⏕活⩦័病に関す

る▱㆑と⌮ゎについてのᢕᥱを┠的としたࠋ 

【事ᴗෆᐜ】 

�㸬࣮ࣜࢺࢵࣞࣇにࢇࡀࡿࡼண㜵ᩍ⫱のᐇ 

༓ⴥ┴7ᕷෆの全ᑠ学ᰯ11ᰯのᑠ学�年⏕

今からጞめよࠕࢺࢵࣞࣇண㜵教⫱ࣜーࢇがࠊ

う㸟がࢇண㜵ࠖを学ᰯを㏻ࡌて㓄ᕸしたࠋ

�㸬㉁ၥ⣬ㄪᰝのᐇ 

対㇟者㸸༓ⴥ┴7ᕷෆのᑠ学�年⏕���ྡとࡑ

の保護者���ྡのྜィ�14ྡࠋ 

ㄪᰝෆᐜ㸸㣗ព㆑ࠊがࢇについての▱㆑ࠊ健ᗣ

ែᗘࣜࠊーࢺࢵࣞࣇの評価について↓グྡ・⮬

グᘧの㉁ၥ⣬ㄪᰝを行ࡗた7ࠋ ᕷ教⫱ጤဨ会を

㏻ࡌてྛᑠ学ᰯ㉁ၥ⣬の㓄ᕸを౫㢗しྛࠊ ᐙ

ᗞでンࢣーࢺにࡈᅇ⟅いたࡔきࠊ㒑㏦により

大学でᅇしたࠋ 

【事ᴗ評価】㉁ၥ⣬ㄪᰝのᅇ⋡は児❺

21.�㸣ࠊ保護者21.0㸣であࡗたࠋ有ຠᅇ⟅ᩘは

��⤌�1�.�㸣�ࠋ児❺のࣜーࢺࢵࣞࣇの評価はࠊ

かりやすいࢃෆᐜはࠕ �ࠖ2.0㸣ࠕࠊなるどと

ᛮࡗたࡇとや㠃ⓑいとᛮࡗたࡇとはあるࠖ

2�.�㸣ࠕࠊがࢇに対して⯆がࢃいた 2ࠖ�.�㸣

と⣙�で⫯定的なᅇ⟅がᚓられࣜࠊ ーࢵࣞࣇ

ࠋたࡗによるᰤ㣴教⫱の有用性が᫂らかとなࢺ

児❺のがࢇの▱㆑についてࠕࠕࠊタࠖࢥࣂは

がࢇのཎᅉになるとᛮうࠖ�0.�㸣ࠊに対しࠊ

ࡂሷศのᦤりすࠕࠕ はࠖがࢇのཎᅉになるとᛮ

う はࠖ4�.�㸣であࡗたࠋがࢇのཎᅉについてሷ

ศ㐣ᦤྲྀはタࢥࣂよりపいㄆ㆑であࡗたࠋ

【今ᚋのㄢ題】がࢇண㜵に科学的᰿ᣐのᚓ

られているࠊῶሷについての▱㆑が不足し

ていたࠋῶሷを含ࡴがࢇண㜵の㣗⏕活改ၿに

ついてࠊṇしい▱㆑をᬑཬする必要性が᫂らか

となࡗたࠋさらにࠊがࢇの次ண㜵については

検診対㇟年齢である児❺のぶୡ௦の教⫱が

㔜要であるࠋ児❺向けに㛤Ⓨするᰤ㣴教⫱教ᮦ

をᐙᗞにᣢࡕᖐるࡇとでࠊぶୡ௦の⏕活⩦័の

ぢ┤しの機会となるࡇとが期ᚅされるࠋ今ᚋは

児❺向けのᰤ㣴教⫱教ᮦ�ࣜーࠕ�ࢺࢵࣞࣇ今か

らጞめよう㸟がࢇண㜵ࠖを改ၿしࠊ児❺とᐙ᪘

のがࢇண㜵を含ࡴ⏕活⩦័病ண㜵にྲྀり⤌ࡳ

たいࠋ 

【⌮的㓄៖】本研究はࠊ༓ⴥ┴立保健医療

大学研究等⌮ጤဨ会のᢎㄆ�ᢎㄆ␒ྕ㸸

2018-1��をཷけてᐇしたࠋ 

【ㅰ㎡】ㄪᰝにࡈ༠ຊいたࡔきました対㇟者

ᵝࠊデータ㞟にࡈ༠ຊいたࡔきました༓ⴥ┴

7 ᕷ教⫱ጤဨ会࠾よࡧ関ಀ者のⓙᵝには῝くឤ

ㅰ⏦しୖࡆますࡇࠋの研究はࠊ（බ㈈）᪥本健

ᗣ࢝デ࣑ーのຓ成をཷけていますࠋ 

（E-mail；\aVu\o.HEihara@FpuhV.aF.jp） 
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㹼ᮅ㣗ࣉ ࢣン）ࡳのヨ࣒ࣛࢢ （ㄪᰝからの評価ࢺ

ᕝ北ۑ
かࢃきた

ஂ⨾Ꮚ
く ࡳ ࡇ

ᮡᑿ┤Ꮚࠊ長ከᜨᏊࠊᒣෆ⨾ᬛᏊࠊ

（༡九州大学 ⟶⌮ᰤ㣴学科） 

【┠的】大学⏕のᮅ㣗欠㣗についてはከくの

ሗ࿌があるᡃࠋ ᮅ㣗㢖ࠊいて࠾はඛ行研究にࠎ

ᗘࠊᮅ㣗の⪃え方ࠊᮅ㣗準備に使える㛫・

㔠㢠ࠊᡤ有するㄪ⌮ჾලとࡑの使用㢖ᗘなどの

ㄪᰝから୍人ᬽらしの学⏕のᮅ㣗ᦤྲྀࣟࣉ

の提とࣆࢩン（ᮅ㣗ࣞࣛࢺ࢘の࣒ࣛࢢ

して準備㛫10 ศࠊ㔠㢠 200 ⛬ᗘࠊ▷ㄪ

⌮につながるㄪ⌮ჾලの用）をぢฟした（ᰤ

㣴学㞧ㄅ �����pp.2�ࣟࣉのࡑ今ᅇࠋ（�2018��

య㦂活動を含めᮅ㣗の必ࠊを活用して࣒ࣛࢢ

要性などのᰤ㣴教⫱を行いࠊᮅ㣗ᦤྲྀの᥎進と

ᚰ㌟ඹに健全な学⏕⏕活を㏦れるようᨭす

るࡇとを┠的に講ᗙをᐇしたのでሗ࿌するࠋ

4ᅇᐇした講ᗙは本学⟶⌮ᰤ㣴学科4教ဨに

よるࡑれࡒれの専㛛㡿域からのࢽ࣑講⩏とᮅ

㣗ᦤྲྀ࣒ࣛࢢࣟࣉに基࡙いて学⏕が⪃し

たᮅ㣗ࣞࣆࢩをᐇ際にసࡗて㣗るᐇ㊶を

えたᵓ成としたࠋ講ᗙ๓ᚋのᮅ㣗に関するン

⌮ᮅ㣗ᦤྲྀに対するព㆑やㄪࠊㄪᰝからࢺーࢣ

ჾලの使用㢖ᗘ等がどのようにኚ化したかに

ついてࡏేࡶてሗ࿌するࠋ

【活動ෆᐜ】対㇟は本学⎔ቃᅬⱁ学科 1 年⏕

1�ྡ（⏨性1�ྡࠊዪ性4ྡ）ࠋ講ᗙは�月に

⾲1のෆᐜでᐇしたࠋまたᐇ㊶では1㣗ᙜた

り 8�㹼280 にタ定した 12 ✀㢮のࣞࣆࢩをㄪ

⌮したࠋ 

 講⩏のෆᐜࢽ࣑ 1⾲

【活動評価】講ᗙ๓ᚋのンࢣーࢺㄪᰝから 

・ᮅ㣗ᦤྲྀの必要性を教える㣗⫱や㣗事ࣂ

ࣛンスࢻ࢞を用いたᮅ㣗ࣞࣆࢩ୰の㣗

ᮦのศ㢮からࠕࠊᰤ㣴ࣛࣂンスを⪃えるࠖ

⏕ࠊンスࣛࣂᮅ㣗ᦤྲྀ⩦័とᰤ㣴ࠕとやࡇ

活ࣜࠊ࣒ࢬᚰの健ᗣࠊ学ຊやయຊとの関ಀࠖ

について⌮ゎが῝まࡗたࠋ 

・ᮅ㣗欠㣗のある学⏕はᮅ㣗でᦤྲྀする㣗

ᮦの✀㢮がቑえたࠋ≉に講ᗙでసࡗたࣞࢩ

ࠋで使用した∵ங・ங〇ရのᦤྲྀがቑえたࣆ

・୍人ᬽらしの学⏕で講ᗙで使用したㄪ⌮

ჾලࠊㄪᩱの使用・ᡤ有がቑえたࠋ 

【今ᚋのᒎ㛤】今ᅇ学⏕が⪃したࢳࢵ࢟ン

Ᏻࠊしい⨾ࠊけで⡆༢ࡔࢪや㟁Ꮚࣞン࣑サࣂ

価なᮅ㣗࣓ࣗࢽーでࣞࣆࢩ㞟をస成した（ᅗ1）ࠋ

㞟を活用して⥅⥆的にయ㦂ᆺᮅ㣗ࣆࢩのࣞࡇ

సりをᐇしࠊ⩦័化につなࡆていくࠋ 

【ㅰ㎡】本研究はᖹ成 �0 年ᗘ༡九州大学

学長㔞経㈝によるᨭで行ࢃれたࠋ 

（E-mail；NaZaNiWa@nanN\uGai.aF.jp）

      

ᅗ1 సり方はࣝࢼࢪࣜ࢜の⤮をࡑえてࠊ 

1㣗ᙜたりの㔠㢠を⾲グしたࣞࣆࢩ㞟（1）

➨1ᅇ ⮬ศを▱ࡗて㈼く㣗てᮅからᚰࡶయࡶඖẼ 

➨2ᅇ 今使ࡗているჾලをぢ┤して⡆༢ᮅ㣗をసࢁう 

➨�ᅇ 1᪥ศの野⳯��0gをᮅ㣗で͐ᰤ㣴ࣛࣂンスࡶ‶Ⅼ 

➨4ᅇ ᰤ㣴の事を▱ࡗて㣗ると超࠾ᚓ 
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【⥴ゝ・┠的】༢୍学部4学科�┳護ࠊ⌮学療

法ࠊ社会福祉ࠊᰤ㣴�でᵓ成される本学ではࠊ

地域ఫẸのࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーの向ୖをᨭす

る人ᮦ⫱成を┠指しࠊ全学科必修のࣝ࣊ࠕスࣜ

᪂）࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ー科┠⩌ࠖをタけた᪂ࢩࣛࢸ

ࠊ本研究ではࠋを2018年ᗘより㛤ጞした（ࣜ࢝

᪂ࣜ࢝に࠾ける入学┤ᚋの演⩦科┠がࠊ学⏕の

社会的スࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊࣝ࢟ព㆑の向ୖにᐤ

しているかを☜ㄆするためにᪧࠊ ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

（ᪧࣜ࢝）との比較を行ࡗたࠋ 

【方法】演⩦科┠（ࣝ࣊ࠕスࣔࣟࣉーࣙࢩン

演⩦ࠖ）ではࠊ᪂ᪧ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝とࡶに8ࠊ㹼

10 人⛬ᗘの 4 学科ΰྜのࣝࢢー࣡ࣉーࢡを

としࠊᐇ際にఫẸと᥋して地域の人ࠎの⏕活や

健ᗣの⪃え方にࡩれるࣇーࣝ࣡ࢻーࢡ（� 月

୰᪪）を行うࠋᪧࣜ࢝は演⩦の๓に1༢の関

連する講⩏科┠がありࠊ᪂ࣜ࢝ではࠊ本演⩦科

┠の๓ᚋに講⩏科┠（㸰༢）を㓄ᙜしࠊ演⩦

ᚋの学ࡧを῝めるようにしたࠋ 

演⩦の๓ᚋにࠊ↓グྡ⮬グᘧ㉁ၥ⣬ㄪᰝ（社

会的スࣝ࢟（.i66-18）ࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊព㆑ᑻ

ᗘ�▷⦰∧�ࣛ࣎ࠊンࢸ活動経㦂ࠊ授ᴗの

関ᚰ）をᐇした（本学研究⌮ጤဨ会のᢎㄆ

᪂ࠊ201�㹼2018年ᗘの�年㛫（ᪧ㸰年ࠋ（ࡳ῭

ࣛ࣎ࠊ学科ࠊ学年ࠊ性ูࠊ㸯年）についてࣜ࢝

ンࢸ活動経㦂の有↓ࠊ授ᴗの関ᚰによりࠊ

社会的スࣝ࢟のୗ項┠ࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊព㆑を

検ウしたࠋさらにࡇれらをㄪᩚኚᩘとしࠊ演⩦

科┠๓ᚋのᚓⅬについてࠊඹศᩓศᯒを行ࡗたࠋ

【⤖ᯝ】年ᗘ㛫の比較ではࠊ᪂ࣜ࢝㛤ጞの2018

年ᗘは≉に⏨Ꮚのྜが少なくࠊ授ᴗに対して

の関ᚰがࠕ㠀常にあるࠖが少なかࡗたࠋ演⩦๓

ではࠊ社会的スࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊࣝ࢟ព㆑につい

てࠊ有ពᕪはなかࡗたがࠊ演⩦ᚋでの比較ではࠊ

社会的スྜࣝ࢟ィࠊୗᑻᗘのึṌ的スࠊࣝ࢟

攻ᧁに௦ࢃるスࠊࣝ࢟スࣞࢺスฎ⌮スࠊࣝ࢟ィ

⏬のス࠾ࣝ࢟よࢸࢽ࣑ࣗࢥࡧព㆑についてࠊ

᪂ࣜ࢝の 2018 年ᗘがの年ᗘよりపかࡗたࠋ

演⩦の๓ᚋの比較では2018ࠊ�201ࠊ 年ᗘではࠊ

ព㆑以እの全ての項┠で演⩦ᚋࢸࢽ࣑ࣗࢥ

の方が高く201ࠊ�年ᗘではࠊ高ᗘのスࠊࣝ࢟ឤ

のスࣝ࢟以እの項┠でࠊ演⩦ᚋの方が高かࡗ

たࠋ 

【⪃ᐹ】᪂ᪧ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝とࡶにࠊ演⩦ᚋで

はࠊ社会的スࣝ࢟が向ୖしていると⪃えられࠊ

ࢢれは入学ᚋ比較的早い期から学科ΰྜࡇ

ࣝーࣉによる࣡ーࢡやఫẸとの᥋Ⅼをࡶつయ

㦂をしたためと᥎ᐹされたࠋしかしࠊ地域にฟ

ての演⩦であるにࡶかかࢃらࢸࢽ࣑ࣗࢥࠊࡎ

ព㆑については向ୖがㄆめられࠊࡎ本ᑻᗘが大

学୍年⏕の評価に㐺したࡶのかどうか⩏が

のᚋ㸯ࡑࡧ演⩦ཬࠊではࣜ࢝᪂ࠊまたࠋたࡌ⏕

か月⛬ᗘにࢃたる講⩏のᚋにᐇしたㄪᰝ（ᪧ

のⓎ⾲┤ᚋにᐇࢡー࣡ࢻーࣝࣇࠊではࣜ࢝

）⤖ᯝはࠊᪧࣜ࢝よりࡶపくࠊ௬ㄝと㏫の⤖

ᯝとなࡗたࡑࠋの⌮⏤としてࠊンࢣーࢺㄪᰝ

を行う┤๓の状況や期などが␗なりࠊ༢⣧な

比較がᅔ㞴であࡗたと᥎ᐹされたࠋ 

【⤖ㄽ】対人関ಀをとする専㛛職の教⫱に

やఫࢡー࣡ࣉーࣝࢢከ職✀の学科ΰྜࠊいて࠾

Ẹとの᥋Ⅼをᣢつような授ᴗがࠊ社会的スࣝ࢟

向ୖにつながる可能性が♧၀された୍ࠋ方ࢥࠊ

ᑻᗘの㐺ྜ性のㄢࠊព㆑についてはࢸࢽ࣑ࣗ

題が⪃えられࠊ教⫱評価のためにはࠊデータの

比較可能性の検ウやࠊの学修ෆᐜとの関連を

⪃៖した⦪᩿的評価がさらに必要であるࠋ 

（E-mail；WBNogaZa@auhZ.aF.jp）
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学 ー࣐とし Hr HGuFaWio ຠᯝ

 大ᓥ⣖人ۑ
とࡦしまのり࠾࠾

（東京大学）ࠊᑠᮌ᭮⏤ెࠊἙྜ㍤ஂࠊ⣽野ṇ人ࠊ高野᫂ 

【┠的】 

ࠊ活動とはྠࢺー࣏サࣆ 立ሙにある者ྠࡌ

士がᨭえあう活動でありࠊ医療・保健ศ野でࡶ

ᗈく活用されているᡃࠋ が国では1��0年௦にࠊ

௰㛫ྠ士ᨭえྜうための▱㆑・スࣝ࢟を学ࠊࡧ

ᐇ㊶する活動として教⫱現ሙにᑟ入されࠊ現在ࠊ

国立大学の8にࣆサ࣏ーࢺ活動があるࠋ本

研究ではࡇࠊのう3ࡕHHr HGuFaWionにὀ┠しࠊ

㊶ᬑẁのᐇࠊ活動を行う大学⏕がࢺー࣏サࣆ

経㦂をいかした講⩏㺃࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡを㏻ࡌてࠊ

学⏕ྠ士のᨭえྜいࠕ をࠖの大学⏕にᗈࡆる

ヨࡳを行いࡑࠊのຠᯝを検ドしたࠋ 

【活動ෆᐜ】 

大学⏕を対㇟にࠊ↓సⅭに $ 21）ࣉーࣝࢢ

ྡ㸸学⏕ࣆサ࣏ーターが講師）ࠊ% ࣉーࣝࢢ

（22 㸸ྡࣆサ࣏ーࢺᢸᙜ教ဨが講師）にศけ

てࠕࠊ学⏕ྠ士のᨭえྜいࠖをࢸー࣐としたྠ

୍の࣒ࣛࢢࣟࣉ（80ศ㛫）をཷ講したཱྀྲࠋ 講ᚋࠊ

⮬グᘧのンࢣーࢺを行い࣒ࣛࢢࣟࣉࠊの⌮ゎ

ᗘ㺃‶足ᗘ㺃有用性ࠊ学⏕ྠ士のᨭえྜい（ࣆ

サ࣏ーࢺ活動）の⯆㺃関ᚰのኚ化について�

件法でㄪᰝしたࠋȮ2 検定を用いてࣝࢢーࣉ㛫

で比較を行いࠊp � 0.0�を統ィ的有ពᕪありと

したࠋなࠊ࠾ᐇにあたりンࢣーࢺのᅇ⟅は

⮬⏤であるࡇとをㄝ᫂しࠊ↓グྡで行ࡗたࠋ本

研究はࠊᡤᒓ⤌⧊の⌮ᑂᰝでᢎㄆをཷけてᐇ

したࠋ 

【活動評価】 

大学⏕活でのࠊ足ᗘ‶ࠊの⌮ゎᗘ࣒ࣛࢢࣟࣉ

有用性についてࠊ୧ࣝࢢーࣉとྰࡶ定的なᅇ⟅

はなく評価はⰋዲでࣝࢢࠊーࣉ㛫の有ពᕪはな

かࡗたࠋ༞ᴗᚋの社会⏕活に࠾ける有用性につ

いてはࠊ%    た（pࡗで評価が高かࣉーࣝࢢ

活動ཧࠊの関ᚰ活動ࢺー࣏サࣆࠋ（�0.02

ຍពḧのኚ化についてはࠊ% で評価がࣉーࣝࢢ

高いഴ向にありࠊ≉にཧຍពḧは統ィ的有ពᕪ

をㄆめた（p   0.02�）ࠋ⮬⏤グ㏙でཧຍ者か

らはࠕࠊ学⏕ྠ士ᨭえྜ࠾うという⏬がない

ためࠊ᪂㩭ࡗࡔたࠖࣆࠕࠊサ࣏ーࢺ活動の⌮

ゎが῝まりࠊᬑཬしていきたいࠖといࡗたឤ

がࠊ講⩏をᢸᙜしたࣆサ࣏ーターからはࠊ

でいるጼにඖẼをࢇをᴦしࢡཧຍ者が࣡ーࠕ

 ࠋたࠖなどのឤがᚓられたࡗらࡶ

【⪃ᐹと今ᚋのㄢ題】 

本研究では 3HHr HGuFaWion のຠᯝを検ドし

たࠋ本࣒ࣛࢢࣟࣉに対するཧຍ者の⌮ゎᗘࠊ‶

足ᗘ評価はⰋዲでࠊከくのཧຍ者が࣒ࣛࢢࣟࣉ

を㏻ࡌてࠊ学⏕ྠ士のᨭえྜいに関ᚰをᣢࡗた

ࡆ活動を大学⏕にᗈࢺー࣏サࣆࠕࠊとからࡇ

るࠖという今ᅇの 3HHr HGuFaWion の┠的をᯝ

たࡏたといえる୍ࠋ方でࣆࠕサ࣏ーターにな

たいࡳてࡗ とࠖいう㉁ၥのᅇ⟅はᾘᴟ的なࡶ

のがከかࡗたࡇࠋの⤖ᯝはࣆࠊサ࣏ーࢺ活動

を行うከくの大学でࣆࠊサ࣏ーターのࣜࣝࢡ

ーࢺに㞴している（᪥本学⏕ᨭ機 �ɔ201�）

現状と୍⮴して࠾りࠊ学⏕の hHlp VHHNing に

ᛂする㈨※としてࣆࡶサ࣏ーࢺはὀ┠さ

れているࡇとからࠊ関ᚰをいかに行動につなࡆ

ていくかは今ᚋのㄢ題であるࠋ 

【⤖ㄽ】 

学⏕教⫱のᡭẁとして 3HHr HGuFaWion のຠᯝ

を検ドしたࠋ今ᚋࠊ学ᰯに࠾ける健ᗣ教⫱のᡭ

ẁとして活用が期ᚅできるࠋ 

（E-mail；r[g01���@Tg8.Vo-nHW.nH.jp）

【1��】

− 150 − − 151 −



した

ࣗࢽ࣓ࢺࢵࢭ のస成࠾よࡧ評価

ᒣෆ
やまうࡕ

⨾ᬛᏊ
ࡳ ࡕ ࡇ

 ᮡᑿ┤Ꮚࠊ⥴ᮌᮧᚿࠊ長ከᜨᏊࠊᕝ北ஂ⨾Ꮚࠊ

༡九州大学 ⟶⌮ᰤ㣴学科

【┠的】本学とᐑᓮ┴.⏫はࠊᖹ成28年ᗘ

に包括連携を⤖ࢇでいるࠋス࣏ーྜࢶᐟ

タはࠊᗫᰯになࡗたᑠ学ᰯを改⠏し㐠Ⴀさ

れているࠋㄪ⌮をᢸᙜしているのはࠊ㞟ⴠ

の፬ᒙであるࠋ⟶⌮者はྜࠊᐟ者に対し

てࠕどのような㣗事ෆᐜでどれくらい㣗事

を提供すれࡤよいのかศからないࠖという

現状であࡗたࡇࡑࠋでࠊ本学⟶⌮ᰤ㣴学科

教ဨがࠕ㣗事のࣃターン化ࠖから࣓ࢺࢵࢭ

ᰤ⌮⟶ࠊㄪ⌮指ᑟはࠋたࡆーをసりあࣗࢽ

㣴士を┠指している学⏕㣴成の┠的から

のタの㣗事のࡇࠋたࡗ本学科学⏕が行ࡶ

≉ᚩとして本学教ဨが⪃したࠊ大㇋と∵

成ศࠊ㯜・ሷで⇍成さࡏた機能性のあるࠕ

ᮌᇛ࣑࢟ࣝーࠖࡑࡳを使用しているࡇとで

あるࠋᐑᓮᕷෆの୰学ᰯ⏨Ꮚࢽࢸス部㸯年

⏕から�年⏕21ྡࠊがྜᐟでᘚᙜを含めた

㣗事評価を行ࡗたのでሗ࿌するࠋཪࠊ㸳ྡ

のᰤ㣴教ㅍがཧຍして学ᰯ現ሙでス࣏ー

をする⏕ᚐのಶู指ᑟの在り方をయ㦂ࢶ

する┠的ࡶあࡗたࠋ

【活動ෆᐜ】�月ᅵ᭙᪥�から᪥᭙᪥14

まで୍Ἡ᪥でྜᐟを行ࡗたࠋᐟἩ๓にࠊ

㌟長・య㔜をᰤ㣴教ㅍから提供してࡶらい

ྜᐟ୰の活動㔞（3$/）はࠊᑠ୰学ᰯのス

（ዪᏊᰤ㣴大学ฟ∧部）ࢻ࢞ᰤ㣴ࢶー࣏

から2.0とし㣗事ᦤྲྀ基準を用いࠊ᥎定エ

 ࠋー必要㔞（EE5）を⟬ฟしたࢠࣝࢿ

データーをࡶとにࣃターン化した⊩立の

提供㔞を提♧したࠋయ㦂ᆺᐟἩという観Ⅼ

からࠊኤ㣗とᮅ㣗の㣗（㯏ࡈはࢇ）につ

いてはࠊ大まかな㔞をಶ人に♧しࠊィ㔞を

行ࡗて⮬ศが㣗る㔞をᢕᥱさࡏたࠋ 

【活動評価】ྛ項┠㸳Ⅼ‶Ⅼでᐇした㣗

事ࣗࢽ࣓ࢺࢵࢭーの評価の⤖ᯝを⾲㸯に

♧すࠋ 

⾲㸯 㣗事のࣗࢽ࣓ࢺࢵࢭーཬࡧ評価 

 を使用した㣗事ࡑࡳー࣑࢟ࣝ㸸ᮌᇛۻ

ᘚᙜを含め4ᅇの㣗事提供であࡗたがࠊ

ンࢣーࢺᐇからࠊ㔞・・ᙬのᖹᆒⅬが

୍␒高かࡗたのは࣑࢟ࣝࠊーࡑࡳを使用し

たࡑࡳỒの4.ࠊ�次がࣞ࢝ー4.4でありࠊᴫ

についてࢲサࣛࢼࢶࠊたがࡗ高評価であࡡ

はࠊᑠᯇ⳯を使用しているࡇとでの㠃で

2.�Ⅼと不評に⧅がࡗたࠋ 

【今ᚋのㄢ題】EE5からಶู対ᛂを行える

ྜᐟᡤであるために今ᚋࡶ事๓に㌟長・య

㔜のᢕᥱや㣗る㔞のᢕᥱをして࠾く必

要があると⪃えたࠋまたࠊ⮬ศの㐺㔞がศ

かࡗたࡇとでᰤ㣴教ㅍが保護者等と連携

しながらಶู指ᑟを行ࡗていく必要があ

るとᛮࢃれたࠋ 

（E-mail�\miFhiNo@nanN\uGai.aF.jp） 

⊩立ྡ 㔞  ᙬり
㣗 㯏ࡕࡶ �.� 㸭 㸭
⳯ からᥭࡆۻ �.� 4.1 4.1

⳯ きࡹうりのえ 4.0 �.� 4.1

㯝㢮 やきۻࡤࡑ �.8 4.2 �.�
ᅋᏊ ۻࢥࢥ �.8 �.8 㸭
ᯝ≀ 㺖㺼㺸㺎㺪㺽㺪㺷㺎㺠 �.� �.8 4.1

�月14᪥�ᘚᙜ）

⊩立ྡ 㔞  ᙬり
㣗 㯏ࡕࡶ 4.� 㸭 㸭
⳯ ཌᥭࡆと㇜⫗ۻ 4.2 4.0 4.4

⳯ えࢶࢼーࣆ �.� �.8 �.�

㯝㢮 㺭㺔㺹㺤㺖㺼㺵㺞㺻ۻ 4.0 4.0 4.2
ᅋᏊ あࡇࢇۻ �.4 �.� 㸭
ᯝ≀ ⨁ࢇかࡳ 4.� 4.� 4.�

�月1�᪥�ᘚᙜ）

⊩❧ྡ 㔞  ᙬ䜚
㣗 㯏䛤䛿䜣 㻠㻚㻟 㸭 㸭
⳯ ༸↝䛝 㻠㻚㻝 㻠㻚㻞 㻠㻚㻟
⳯ 䛝䜣䜄䜙䖩 㻠㻚㻜 㻟㻚㻤 㻟㻚㻣
Ồ≀ 䜏䛭Ồ䖩 㻠㻚㻢 㻠㻚㻢 㻠㻚㻠
ᯝ≀ 䝞䝘䝘 㻠㻚㻝 㻠㻚㻢 㻠㻚㻠
䛭䛾 ⣡㇋ 㻠㻚㻠 㻠㻚㻢 㻠㻚㻞

㻣᭶㻝㻡᪥（ᮅ㣗）

⊩❧ྡ 㔞  ᙬ䜚 ᖹᆒ
㣗 㯏䛤䛿䜣 㻠㻚㻡 㸭 㸭 㸭
⳯ 䜹䝺䞊䖩 㻠㻚㻢 㻠㻚㻡 㻠㻚㻞 㻠㻚㻠
⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡⳯ 䝒䝘䝃䝷䝎 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻟㻚㻥 㻟㻚㻡
Ồ≀ ㇋ங䝇䞊䝥 㻠㻚㻞 㻟㻚㻤 㻠㻚㻝 㻠㻚㻜
ᯝ≀➼䢈䢕䡬䡾䢒䡬䡴䢚䢕䢀 㻠㻚㻠 㻠㻚㻠 㻠㻚㻠 㻠㻚㻠

㻣᭶㻝㻠᪥（ኤ㣗䞉䜹䝺䞊）
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㹼ࠕ

ᮡᑿۑ
す ࡂ ࠾

┤Ꮚ
な ࠾ ࡇ

 ⥴ᮌᮧᚿࠊᕝ北ஂ⨾Ꮚࠊ長ከᜨᏊࠊᒣෆ⨾ᬛᏊࠊ

༡九州大学 ⟶⌮ᰤ㣴学科 

【┠的】 

本学⟶⌮ᰤ㣴学科はࠊᐑᓮ┴ෆฟ㌟者が

⣙�を༨めࠊᐑᓮ┴ෆでᑵ職したいとい

う学⏕ከいࠋまたࠊ༞ᴗ⏕ᑵ職ᕼᮃ者の⣙

�が医療・福祉・教⫱タ関連での専㛛

職としてᑵ職しࠕࠊ人ࠖを対㇟にࠕ㣗ࠖの

㠃からサ࣏ーࢺᴗົにᚑ事している現状

があるࠋしかしࠊᐑᓮ┴の㎰␆⏘≀や㣗ရ

⏘ᴗ・ὶ㏻を⌮ゎしている学⏕は少ないࠋ 

今ᅇのような事ᴗを㏻して⟶⌮ᰤ㣴士

としてのᑵ職の㑅ᢥ⫥をᗈࡆるためにࡶ

⧄のᑵ職にのようなྲྀ⤌を行い地ඖࡇ

 ࠋたいとᛮうࡆ

【活動ෆᐜ】 

（㸯）人ᮦ⫱成事ᴗによる講演会のᐇ 

⟶⌮ᰤ㣴学科のṇㄢ授ᴗと連動した⫱成

活動ではࠊᐑᓮ┴に࠾ける㣗ရ⏘ᴗや 

㣗ရᢏ術に関する最᪂のሗ等の講ヰか

ら㣗に携ࢃる地域に᰿ᕪしたᰤ㣴士�⟶⌮

ᰤ㣴士）の⫱成ができࠊ少しでࡶ地ඖの

ᑵ職と⧅がるࠋ 

（㸰）地ඖ≉⏘ရを使用したᅵ⏘ⳫᏊ㛤Ⓨ 

 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ࢶースࠕや3E&᥎進機ᵓのദによるࡳ

 に健ᗣᰤ㣴学部⏕（⟶⌮ᰤࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

㣴学科ࠊ㣗ရ㛤Ⓨ科学科）がཧຍしࠊ地ඖ 

≉⏘ရ（野⳯㺃ᯝᐇなど）を使いࠊᐑᓮの 

ᅵ⏘ⳫᏊ㛤Ⓨを┠指すࠋ 

【活動評価】 

㸯. 人ᮦ⫱成事ᴗによる講演会のᐇ 

 講演会๓�月と講演会ᚋ11月にྠࡌෆᐜ 

でンࢣーࢺを㸳ẁ㝵でᐇしࠊⅬᩘ化し 

たࡑࠋして⾲㸯に♧す㸳項┠についてゎᯒ 

を行ࡗたとࢁࡇ有ពᕪがࡳられたࡇとか 

ら講演により学⏕の関ᚰ・▱㆑等が向ୖ 

したとᛮࢃれるࠋ      

⾲1 学⏕の関ᚰ・▱㆑等のኚ化 

㸰．ᐑᓮ┴の࠾ᅵ⏘ⳫᏊとしての㈍ 

 ᖹ成2�年ᗘのࣞࣆࢩから⟶⌮ᰤ㣴学科

の学⏕⪃ࣞࣆࢩがࠊᖹ成�0年ᗘᐑᓮ┴の

 ⳫᏊとして✵ や࠾

 等でࣉࢵࣙࢩࢼࢸン

㈍となࡗたࠋ 

【今ᚋのㄢ題】 

ているのࡗᐑᓮ┴でᑵ職したいとᛮࠕ

でたくさࢇのሗを▱るࡇとができよか

 のようなࡇたࠖというከくのឤからࡗ

ྲྀ⤌をするࡇとで医療や福祉のࡳをᑵ職

ඛと⪃えていた学⏕がࠊ㣗ရ⏘ᴗศ野でࡶ

⟶⌮ᰤ㣴士として活㌍できࠊ地ඖのᑵ職

に⧅がるࡇとから㑅ᢥ⫥がᗈがるのでࡇ

のような機会をቑやしていきたいࠋ 

（E-mail�Vugio@nanN\uGai.aF.jp） 

ㅮ₇๓㻔㻣᭶）ㅮ₇ᚋ㻔㻝㻝᭶）

୰ኸ್
㻞㻡䠂

䡼䡮䢕್
㻣㻡䠂

䡼䡮䢕್
୰ኸ್

㻞㻡䠂
䡼䡮䢕್

㻣㻡䠂
䡼䡮䢕್

ၥ䠐㻚䚷┴ෆ䛾ᴗ䛻

䚷䚷⯆䞉㛵ᚰ䛜䛒䜚
䚷䚷䜎䛩䛛

㻟㻚㻤㻥㼼㻜㻚㻤㻜 㻠㻚㻝㻟㼼㻜㻚㻢㻣 㻠㻚㻜 㻟㻚㻜㻜 㻠㻚㻜㻜 㻠㻚㻜 㻠㻚㻜㻜 㻡㻚㻜㻜 䠆

ၥ䠑䚷ᐑᓮ┴䛾㎰⏘

䚷䚷≀䛻䛴䛔䛶▱䛳䛶

䚷䚷䛔䜎䛩䛛 㻟㻚㻠㻤㼼㻜㻚㻡㻟 㻟㻚㻣㻝㼼㻜㻚㻠㻞 㻠㻚㻜 㻟㻚㻜㻜 㻠㻚㻜㻜 㻠㻚㻜 㻟㻚㻞㻡 㻠㻚㻜㻜 䡊䡏

ၥ㻢䐟ᐑᓮᕷᇦ䛷᥎

䚷䚷㐍䛧䛶䛔䜛䢈䡬䢀䢚䢇䢚
䚷䚷䡸䢚䢄䡹䛻䛴䛔䛶▱䛳

䚷䚷䛶䛔䜎䛩䛛

㻞㻚㻞㻟㼼㻜㻚㻢㻥 㻟㻚㻟㻠㼼㻜㻚㻤㻟 㻞㻚㻜 㻞㻚㻜㻜 㻟㻚㻜㻜 㻟㻚㻜 㻟㻚㻜㻜 㻠㻚㻜㻜 䠆䠆䠆

ၥ㻢䐠ᐑᓮᕷᇦ䛷᥎

䚷䚷㐍䛧䛶䛔䜛භḟ⏘
䚷䚷ᴗ䛻䛴䛔䛶▱䛳

䚷䚷䛶䛔䜎䛩䛛

㻝㻚㻤㻣㼼㻝㻚㻜㻟 㻟㻚㻝㻤㼼㻜㻚㻣㻥 㻝㻚㻜 㻝㻚㻜㻜 㻟㻚㻜㻜 㻟㻚㻜 㻟㻚㻜㻜 㻠㻚㻜㻜 䠆䠆䠆

ၥ㻢䐡ᐑᓮᕷᇦ䛷᥎

䚷䚷㐍䛧䛶䛔䜛䡭䡴䢚䢔䢇

䚷䚷䢚䡸䢚䢄䡹䛻䛴䛔䛶

䚷䚷▱䛳䛶䛔䜎䛩䛛

㻝㻚㻣㻠㼼㻜㻚㻤㻠 㻞㻚㻡㻤㼼㻜㻚㻣㻥 㻝㻚㻡 㻝㻚㻜㻜 㻞㻚㻜㻜 㻟㻚㻜 㻞㻚㻜㻜 㻟㻚㻜㻜 䠆䠆䠆

㡯┠
ㅮ₇๓㻔㻣᭶） ㅮ₇ᚋ㻔㻝㻝᭶）

䡌್㻝㻕

ᖹᆒ್㼼ᶆ‽೫ᕪ

㻝㻕䜴䜱䝹䝁䜽䝋䞁䛾➢ྕ㡰᳨定 㻖䠖㻼㻨㻜㻚㻜㻡 䚷㻖㻖䠖㻼㻨㻜㻚㻜㻝䚷㻖㻖㻖䠖㻼㻨㻜㻚㻜㻜㻝

【1��】

− 152 − − 153 −



学校 職域 地域におけるこころの健康 くり」実践報告
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一義
かずよし
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みやぎしげじ

川田
かわた

智恵子
ち え こ

（132（132（ 法人日本健康教育士養成機構）

【緒言】132法人日本健康教育士養成機構

は����年に設立され、これまでに���名の

健康教育士を養成した。これら健康教育士

のブラッシュアップと健康教育士を広め

ることを趣旨に、サマーセミナーを開催し

ている。��世紀は心の時代と言われ、ここ

ろの健康づくりの重要性が問われている。

そこで、����年は「こころの健康づくりに

つながるストレス対処方法を身につけ、こ

ころの健康づくりに関する理解を深める」

を目的にサマーセミナーを開催した。

【内容】講演・実践→シンポジウム→グル

ープワーク（以下*:）で構成した。講演及

び実践では「こころの健康づくり」の現状

と課題を、シンポジウムでは学校・職域・

地域における「こころの健康づくり」の取

り組みについての実践報告を内容とした。

その後の*:では、実生活における身近なス

トレスとその対処方法について話し合い、

命の大切さや人権の尊重にかかわる「ここ

ろの健康づくり」について理解を深める内

容とした。*:の具体的な進め方は下記の通

りである。

���メンバーそれぞれが日常生活の中で最

も強く感じたストレス�またはストレッサ

ー�を一つあげ、それに対してどのように

対処�コーピング�したかを発表し合う。

��発表したストレス事例のうち、一般的な

事例をグループで一つ選択する。

��選択した事例について、どうしてこのよ

うなことが生じたのか、原因として考えら

れる問題点と対策について話し合う。

��このようなことが起こらないようにす

るには普段からどのような「こころの健康

づくり」を進めていけばよいか話し合う。

���話し合いの内容を発表し、共有する。

終了後はアンケートの提出を依頼した。

なお、アンケートとセミナー報告書等の発

表については、文書と口頭で説明し、承諾

を得た。開示すべき&2,はない。

【評価】*:は�グループ �～�� 名の �グル

ープで行った。アンケート回収数は �� 部

であった。参加者は健康運動指導士が最も

多かった。*: の評価について、「ストレス

対処方法とこころの健康づくりについて」

理解ができた人は �����、*: 内容は今後の

生活で役に立つは �����であった。また、

*: 感想からは「グループワークを行うこと

でストレスに対する様々な捉え方と対応

策のあることを知ることができた」「社会

全体に対する取り組みの必要性を認識し

た」などの評価を得た。

【今後の課題】健康教育士として「こころ

の健康づくり」をどのように具体的に進め

ていくか、その役割と可能性を明確にする

ことが課題である。ラウンドテーブルにて

検討する。（(（(（ �PDLO；QRGD#VDLWDPD�PHG�DF�MS）
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㊶

 ᓥ⿄᱇（Ἀ⦖国際大学）ۑ

【⥴ゝ】動స法は成℩ら（2014）によࡗてⓎ

ᒎしてきた動సを㏻して行うᚰ⌮療法でࠊᚰ⌮

的な改ၿのࡳ③ࠊ等の㌟య的不ㄪにࡶ有用で

あるࡇとがሗ࿌されているࠋまたࠊ㏆年では⮫

ᗋሙ㠃ࡔけではなくࠊからࡔとࢁࡇࡇに対する

⌮ゎを῝めるための教⫱࣒ࣛࢢࣟࣉとしての

活用ࡶሗ࿌されているࠋ 

 保⫱者はࡑのᴗົの≉性ୖࠊスࣞࢺス等のᚰ

⌮的不ㄪのࠊ⭜③等の㌟య的不ㄪをᢪえやす

いࡇとがሗ࿌されているࠋよࡗてࠊ保⫱者が動

స法によࡗて③ࡳの対ฎスࣝ࢟を⋓ᚓする

とのࡇの⌮ゎを῝めるࢁࡇࡇとࡔからࠊとࡇ

ព⩏は大きいࡇࡑࠋで本研究ではࠊ保⫱者㣴成

ᰯの学⏕に対して動స法࣒ࣛࢢࣟࣉによる介

入を行いࡑࠊのࢭࣟࣉス評価を行ࡗたࠋ 

【方法】ㄪᰝ対㇟は$▷期大学保⫱者㣴成

学科1年次で201ࠊ�年ᗘᚋ期⥲ྜ教⫱系科

�ᅇࡕయ⫱⌮ㄽࠖをཷ講した学⏕のうࠕ┠

のㄪᰝ全てにཧຍした81ྡとしたࠋ 

 ㄪᰝෆᐜはࠊ観的健ᗣឤᑻᗘࠊからࡔ

の③ࡳ（1とてࡶあるࠥ4全くない）や③ࡳ

をやࢃらࡆる⮬ಙ（1全くないࠥ4とてࡶあ

る）ࠊ等について㉁ၥ⣬によるᅇ⟅を求め

たࠋㄪᰝはࠊ動స法による࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ

๓ࠊᐇᚋࡑࠊして࢛ࣟࣇーとして�ࣨ月

ᚋにㄪᰝを行ࡗたࠋ事ᚋㄪᰝではࠊ動స法

⪺ࡶに対するឤ等について࣒ࣛࢢࣟࣉ

きྲྀりを行ࡗた࣒ࣛࢢࣟࣉࠊのྛᅇのࡡ

らいに対する⌮ゎᗘについてࡶ評価を行

ࢡࢵࣜࢺ࣓ࣛࣃࠊ検定は項┠によりࠋたࡗ

検定とࣀンࢡࢵࣜࢺ࣓ࣛࣃ検定を用いたࠋ 

ࠊり࠾は全4ᅇでᵓ成されて࣒ࣛࢢࣟࣉ 

動సを㏻してからࡔとᚰの関ಀについて

⌮ゎするࡇととࡳ③ࠊの対ฎ等の動సス

ෆᐜとࠋているࡗらいとなࡡの⋓ᚓがࣝ࢟

してはࠊ⭎あࠊࡆ๓まࠊࡆ⫪あ୕ࠊࡆⅬま

動స法をᛂ用したスࠊ等の動సㄢ題のࡆ

 ࠋがᐇされたࢳࢵࣞࢺ

【⤖ᯝ】動స法࣒ࣛࢢࣟࣉによる介入の⤖ᯝ

を⾲㸯に♧すࠋศᯒの⤖ᯝࠊいくつかの項┠に

有ពᕪがࡳられたࡶののࡳ③ࠊやからࡔのࢥン

が定╔したとはいえࣝ࢟ーࣝについてスࣟࢺ

ない⤖ᯝであࡗたࠋ

 ୍方࣒ࣛࢢࣟࣉࠊのྛᅇに࠾けるࡡらいの㐩

成ᗘはࠊどの講⩏に࠾いてࠕࡶよくあてはまるࠖ

ややあてはまるࠕ がࠖ�を超えていたࠋຍえ

てࠊ対㇟者の�以ୖが動స法による学ࡧが保

⫱の現ሙでᙺに立つとᅇ⟅していたࡑࠋのࠊ

対㇟者が⯆をᣢࡗたෆᐜとしてࠕࠊからࡔが

ᰂらかくなるࠖࠕࠊጼໃがすࡄにኚࢃるࠖのᅇ

⟅がከくᣲࡆられていたࠋ 

【⪃ᐹ】動స法࣒ࣛࢢࣟࣉのᐇによりࠊ保

⫱者を┠指す学⏕のからࡔの⌮ゎを῝める

4ᅇのᐇでは動సスࠊ方で୍ࠋとはฟ᮶たࡇ

ᐇᅇᩘとཷࠋたࡗの定╔は充ศではなかࣝ࢟

講者の人ᩘについては検ウㄢ題となるࠋ 

（E-mail；NVhimaEuNuro@oNiu.aF.jp） 

⾲㸯ືసἲ࣒ࣛࢢࣟࣉにࡿࡼኚ 

事๓ 事ᚋ ー࢛ࣟࣇ 3್

�.�8 �.8� �.�2

�0.��� �0.8�� �0.8��

㤳 2.0� 2.04 1.�4 0.��� ͊͊

⫪ 1.�� 1.�� 2.0� 0.��8 ͊͊

⫼୰ 2.02 1.�2 2.0� 0.4�� ͊͊

⭜ 1.8� 1.�� 2.1� 0.044 ͊͊

⭸ 1.�� 2.02 2.01 0.8�� ͊͊

1.8� 2.1� 1.�8 0.01� ͊͊

1.8� 2.21 1.�� 0.001 ͊͊

2.0� 2.0� 1.88 0.0�� ͊͊

1.�8 2.�� 1.84 p�0.001 ͊͊

0.2�1
͊

riHGman検定(ࠉ͊͊ࠉࠉࠉศᩓศᯒࠉ͊

ጼໃをᩚえるព㆑

ᰂ㌾性の⮬ᕫ評価

ጼໃがẼになる

ࡳ③

る⮬ಙࡆらࢃをやࡳ③

観的健ᗣ観
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201�年 ᰝ

ᮧἋ⣖Ꮚୖۑ
う え ࡴ ら さ き ࡇ

（$'&1・ᐩ士ࢡࢵࣟࢮスᰴᘧ会社）ࠊᯇᒸዉ保Ꮚ（$'&1・ᯇᒸ歯科医院）ࠊ

୰ᮧ修୍（$'&1・:%/）ࠊἼఀ▱㑻（$'&1・㮵児ᓥ大学大୰ᮧ修୍（$'&1・:%/）ࠊἼఀ▱㑻（$'&1・㮵児ᓥ大学大୰ᮧ修୍（$'&1・:%/）ࠊἼఀ▱㑻（ 学院医歯学⥲ྜ研究科）ࠊᏲ

ᒣṇᶞ（$'&1・᪥本㉥༑Ꮠ国際┳護大学）ࠊ῝✭博（$'&1・῝保健科学研究ᡤ）ࠊᒣ

⏣ಙஓ（$'&1・国立ࣜࣁビࣜࢸーࣙࢩンࢭンター） 

【┠的】ࣃࢿーࣝの㤳㒔࣐ࢺ࢝ンࢬの㏆㑹

にある $'&1 の活動現ሙであるᮧⴠはࠊ地

㟈による⿕⅏ᚋの⯆と㒔ᕷ化のᙳ㡪を

ཷけࠊᮧ人の⏕活ࡶ大きくኚᐜしているࡇ

とがఛࢃれるࠋ健ᗣ観ㄪᰝは㐣ཤにࡶ 1���

年200ࠊ� 年࠾よࡧ 2008 年にᐇしたࠋ今

ᅇ（201� 年）のㄪᰝ⤖ᯝを㐣ཤの⤖ᯝと比

較検ウしࣃࢿࠊーࣝの健ᗣ観や価್観のኚ

化を☜ㄆしࠊ今ᚋの活動にᙺ立てたいࠋ 

【方法】๓ᅇ使用したㄪᰝ⚊の項┠を⡆略

化したンࢣーࢺㄪᰝ⚊をస成しࠊ対㠃に

よる⪺きྲྀりㄪᰝをᐇしたࠋ 

ዪ比は㸷㸸�8（不⏨ࠊ1ྡ� ᩘ㇟ㄪᰝ対 ڦ

᫂14ྡ） 

�0ṓࠊ�0ṓ௦㸰ྡࠊ年齢 80ṓ௦㸯ྡ ڦ

௦10ྡ�0ࠊṓ௦㸶ྡ40ࠊṓ௦24ྡ�0ࠊṓ௦

 不᫂㸲ྡࠊ10ṓ௦㸰ྡࠊ20ṓ௦12ྡࠊ28ྡ

スࠊーᮧ28ྡࣙࢳࢸ ᮧู⪺きྲྀりᩘ ڦ

ࢦࣃࣕࢳࠊᮧ1�ྡࣝࢣࣃࢲࠊྡ�ᮧ1ࢳࢥࢼ

ンᮧ11ྡࢩࣛ࣡ࣝࣕࢪࠊᮧ㸱ྡࣞࣞࠊᮧ㸱

 11ྡࠊྡ

ࠊ㸶ྡࣜࢺ࢙ࢳࠊーࣝ��ྡ࣡ࢿ Ẹ᪘ ڦ

ン㸱࣐タࠊー㸳ྡࢻンࣄࠊン㸴ྡ࣐ࣛࣈ

�不᫂2ࠊ㸴ྡࠊ㸯ྡࣛࠊྡྡ 

【⤖ᯝ】 

 不᫂11ྡࠊ㸳ྡ↓ࠊ79㸸有��ྡ ڦ

ࠊ��0005以ୗ㸱ྡ （ー㸭月ࣆࣝ）入 ڦ

��0005㸸㸱ྡ10�0005ࠊ㸸10ྡ1��0005ࠊ㸸

㸶ྡ20�0005ࠊ㸸1�ྡ2��0005ࠊ㸸㸰ྡࠊ

�0�0005㸸㸷ྡ���0005ࠊ㸸㸰ྡ40�0005ࠊ㸸

㸴ྡ4��0005ࠊ㸸㸮ྡ�0�0005ࠊ㸸㸱ྡࠊ

���0005㸸㸯ྡ�0�0005ࠊ㸸㸯ྡ 

の㉁ၥに対ࠊとࡇ健ᗣのために必要な ڦ

し最ࡶከいᅇ⟅はࠕయとᐙを⥡㯇に保つ ࠊࠖ

㸰␒┠はࠕ⾨⏕的な㣗ရとỈࠖࠊ㸱␒┠は

╀╧༑ศなࠕ次いでࠊṌくなどの㐠動ࠖࠕ

とఇ㣴ࠊẼに病まないࡇとࠖが⥆いたࠋ 

ࠊの㉁ၥに対してはࠊのࡶ現在ḧしい ڦ

㸯␒ḧしいࡶのはࠕ事ࠖࠊ次はࠕ教⫱ࠖࠊ

㸱␒┠はࠕᚰ地よいᐙࠖࠊ以ୗ࠾ࠕࠊࠖ⸆ࠕ

㔠ࠖと⥆きࠕ≉にḧしいࡶのはないࠖとい

うᅇ⟅は㸮ྡであࡗたࠋ 

健ᗣࠖࠕの㉁ၥに対してはࠊ現在健ᗣか ڦ

は�4ྡ（�0㸣）ࠕࠊ健ᗣでないࠖは12ྡ

健ࠊᅇ⟅なしࠖは1�ྡでありࠕࠊ（��1）

ᗣの⌮⏤はࠕ事ができているࠊ活動でき

ているࠊ⸆を㣧ࢇでいない なࠖどであࡗたࠋ

またࠊ健ᗣでない⌮⏤はࠕ③いとࢁࡇがあ

るࠊᡭ術をするண定があるࠊ⸆を㣧ࢇでい

るࠖなどであࡗたࠋ 

ᖾࠕの㉁ၥ対してはࠊですかࡏ㈗方はᖾ ڦ

�が8ࠖࡏྡ（��㸣）ととࢇどであࡗたࠋ

健ᗣでࠊᐙ᪘とᬽらしているࠕの⌮⏤はࡑ

あるࠊ௰㛫がいるࠊᴦしࡳがあるࠖなどで

あࡗたࠋ 

【今ᚋのㄢ題】㐣ཤのㄪᰝと比較してࠕḧ

しいࡶのࠖなどに大きなኚ化がぢられる事

からࠊ今ᚋࣃࢿࠊーࣝの社会ኚ化ࠊ人ࠎの

ព㆑のኚ化を踏まえたᨭを⪃えたいࠋ 

（E-mail�ୖᮧἋ⣖ᏊNinoNo102�@gmail.Fom）
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㸯 ▮野⿱Ꮚ㸯 す本⨾ᜨᏊ� ῝✭博� � ୰ᮧ修୍�

（ーࣝ歯科医療༠ຊ会 �῝保健医療研究ᡤࣃࢿ�）

【┠的】 

地域保健㛤Ⓨを進めるうえでࡑࠊのᢸいᡭであ

る現地の人ᮦの⫱成は㔜要であるࠋ演者らは

1�8�年より�0年にࢃたりࣃࢿࠊーࣝの㤳㒔ࠊ

㏆㑹のᮧで地域歯科保健㛤Ⓨに関ࢬン࣐ࢺ࢝

の㛫ࡑࠋてきたࡗࢃ 1��4 年よりに地域の学

ᰯの教師を対㇟に口腔保健専㛛ᐙの㣴成を行

い現在ࠊᙼらが୰ᚰとなࡗて学ᰯ歯科保健活動

をᒎ㛤しているࠋ今ᅇࠊ㣴成の᥎⛣についてሗ

࿌しࠊᛴ㏿に進ࡴ㒔ᕷ化による⏕活⎔ቃのኚ化

とࡇࠊれにకうஙᗂ児の㱘蝕のቑຍ࠾ࠊよࡧ高

齢者の口腔保健対策等の地域保健活動にᙼら

がどう関ࡗࢃていけるか検ウするࠋ 

【対㇟࠾よࡧ方法】 

対㇟地域はࣃࢿーࣝの㤳㒔࣐ࢺ࢝ンࢬの㏆㑹

口腔保健専㛛ᐙࠋーࣝ㒆の8ᮧであるࣉࢺࣜࣛ

2ral +HalWh :orNHr 以ୗ（2+:）の㣴成の経⦋

とࡑの㐣⛬で⏕ࡌたㅖၥ題と対ฎについて㏙

ࠋ今ᚋの活動の可能性を検ウする

【⤖ᯝならࡧに⪃ᐹ】 

現地の人が⮬ら健ᗣ教⫱を行えるࢩス࣒ࢸの

ᵓ⠏を┠指して口腔保健専㛛ᐙの㣴成は 1��4

年からጞめられたࠋ 

か ࡇれまでに㣴成さか ࡇれまでに㣴成さか ࡇれまでに㣴成さ

れた2+:��0 人୰ �12 人が学ᰯの教師であるࠋ

ཷ講ᚋの活動のሙをᣢࠊࡕ地域のࣟーࣜࣝ࢝ー

つ学ᰯの教師をࡶーとしてᮧ人にᙳ㡪ຊをࢲ

対㇟に㣴成がなされたࠋ 

࣒ 㛤タᙜึは

᪥本人の講師によりጞめられたがࠊᚋにはࡇれ

らのࢥースを༞ᴗし学ᰯ歯科保健の現ሙで経

㦂を✚ࣃࢿࡔࢇーࣝの2+:が講師をົめるよう

になࡗたึࠋ ⣭ࢥースは健ᗣ教⫱を学ᰯや地域

で進めていくために必要な口腔がࡶつ基♏的

な▱㆑を⩦ᚓするための研修ࢥースでありୖࠊ

⣭ࢥースは学ᰯや地域で健ᗣ教⫱活動をᒎ㛤

するための能ຊࠊᢏ術を㣴うࡇとを┠的に 

タ定されているࠋ 

� ⧊（&ommiWWHH oI 2ral 

+HalWh :orNHr（以ୗ2&ࠊ+:）が2001年にタ立

され学ᰯ歯科保健ࢵࣇࠊ化≀Ὑ口等に関するㅖ

ၥ題ࠊ学ᰯ㛫の較ᕪのṇࠊ㏆㞄の地域のാ

きかけ等がࡇࡇで進められてきた2ࠋ+: の㣴成

ーࣝ人యで進められࣃࢿは以ᚋ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ているࠋ 

4

学ᰯ歯科保健ࢵࣇࠊ化≀Ὑ口の活動状況は 2+:

の在⡠人ᩘによࡗてᕥྑされる㠃が大きいࠋ

2014年に活動୰ࠊఇṆした学ᰯあ�0ᰯࡏࢃを

対㇟に在⡠ㄪᰝを行ࡗたࡇࠋれまでࢥースをཷ

講した2+:2�2 ྡのうࡕ在⡠者は101 ㏥㌿ࠊྡ

職者10�ྡࠊṧりはᮍ☜ㄆであࡗたࡇࠋの⤖ᯝ

からࡳて口腔保健専㛛ᐙの㣴成は今ᚋࡶ⥅⥆

を要する࣒ࣛࢢࣟࣉであるࠋ 

࣡ࣉーࣝࢢ� ࢡ ᐇᐇᐇᐇᐇᐇᐇ�201�年� 

1�学ᰯ歯科保健を⪃える 2�学ᰯ歯科保健ィ⏬

の立をࢸー࣐に &2+: とୖ⣭ࢥースཧຍの

2+:でᐇしたࠋ学ᰯ歯科保健を୰ᚰとした2+:

の活動からࣛࣇスࢸーࢪを㏻した歯科保健

ィ⏬が立されたࡇとはὀ┠に್するࠋ 

【⤖ㄽ】 

た2+:の活ࡗれまで学ᰯ歯科保健が୰ᚰであࡇ

動がஙᗂ児の㱘蝕対策ࠊさらに高齢者の口腔保

健と┠が向けられつつあるࡇとが歯科保健

ィ⏬の策定から❚えたࠋ 

（連⤡ඛ） ⵦụୡྐ㑻（ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会）

�ࠛ�0-08�2ᓥ᰿┴ᯇỤᕷ比ὠがୣ4-2-2 

7Hl08�2-21-0�0� Email�NamaFhi@V[.miraFlH.nH.jp 
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ࣃࢿ 現状

野⿱Ꮚ▮ۑ
や の ࡦ ࢁ ࡇ

୰ᮧ修ࠊ�1�ⵦụୡྐ㑻ࠊ�1�2�✭博῝ࠊ�1) �୍1� 

�1��歯科医療༠ຊ会 2ࣝ-ࣃࢿ῝保健科学研究ᡤ� 

【┠的】ࣃࢿーࣝ歯科医療༠ຊ会�$'&1�は

1994年よりࣃࢿࠊーࣝ連㑥Ẹඹ国

の㤳㒔㏆㑹の学ᰯに࠾いてࠊう蝕ண㜵

を┠的にࢵࣇ化≀Ὑ口を行ࡗてきたࠋ

㏵ୖ国に࠾いてࢵࣇࠊ化≀Ὑ口はう蝕ண㜵

が高いࡔけでなくࠊ健ᗣ教⫱ㄢ題となりࠊ

現地の人がᐇできる⮬立につながる有

ຠな࣒ࣛࢢࣟࣉとゝえるࠋ今ᅇはࠊ本ࣉ

今ᚋࠊの2�年の経㐣をሗ࿌し࣒ࣛࢢࣟ

のㄢ題ࡶ検ウしたࠋ 

【方法】0.2� ࢵࣇ化࣒࢘ࣜࢺࢼᾮを使用す

る㐌୍法をᐇしているࠋẖ年12ࠊ月から

1 月にかけてのࣃࢿーࣝでの活動に࠾いてࠊ

学ᰯゼၥࠊ健診を行いࠊ年㛫の活動グ㘓な

どをグ㍕した⟶⌮ྎᖒをᢸᙜ者と༠㆟し

ているࠋ 

【⤖ᯝ】1.対㇟地域ࠊ対㇟人ᩘの᥎⛣ 

1��4年は୍つのᮧの୍ᰯから㛤ጞされࠊ現

在ではࠊ�つの地域の44ᰯ�84�人を対㇟

としているࠋ地域や対㇟人ᩘのᣑ大にはࠊ

$'&1 が行ࡗてきた口腔保健専㛛ᐙ㣴成ࣉ

㌿ᰯなࠊ教師㛫のሗのࠊや࣒ࣛࢢࣟ

どがあࡗた୍ࠋ 方ᰯࠊ 長ࠊᢸᙜ教師の௦ࠊ

地㟈などでࠊ୰᩿するࡇとࡶあࡗたࠋ 

2. ⸆の㓄ᕸࠊ⟶⌮について 

活動ᙜึは1ࠊa) ヨ⸆をィ㔞しࠊస成した

0.2�1a) Ὑ口ᾮをྛᰯ୍月ࡈとに㓄ᕸし

ていたࠋ現在はࠊ対㇟人ᩘのቑຍによりࠊ

୍月ศのヨ⸆を㓄ᕸするᙧែをྲྀࡗてい

るࠋ 

ᙜึは⟶⌮のグ㘓はࠊ᪥本に定期的に㏦ࡗ

ていたがࠊ現在は現地の人యとなࡗて࠾

りࠊグ㍕についてࡶᗘ☜ㄆの必要がある

 ࠋとがุ᫂したࡇ

 化≀Ὑ口のຠᯝࢵࣇ .�

$'&1はࢵࣇࠊ化≀Ὑ口のにࠊ学ᰯ健診や

教師を対㇟とした研修࣒ࣛࢢࣟࣉをᐇ教師を対㇟とした研修࣒ࣛࢢࣟࣉをᐇ教師を対㇟とした研

してきた2009ࠋ年にࠊ学ᰯṑ科保健プロ

䜾ラムを実施しているᮧと実施していない

ᮧとの比較を行った䚹その結果䚸10ࠥ14

ṓの学❺の୍人ᖹᆒう蝕歯ᩘがࠊ本ࣉ

をᐇしている学ᰯでは0.72࣒ࣛࢢࣟ

本であࡗたのに対しࠊ行ࡗていない学

ᰯでは1.25本でありࡇࠊの࣒ࣛࢢࣟࣉが

有ຠであるࡇとがࢃかࡗたࠋ

 のㄢ題⥆⥅ .4

2�年㛫の経㐣からࠊ本࣒ࣛࢢࣟࣉの⥅⥆を

ጉࡆるၥ題Ⅼとして�1�Ὑ口ჾᮦの⟶⌮ࠊ�

2�200�年のࢵࣇ⣲に関する᪂⪺ሗ道ࠊ���

ྛᰯの)05ᢸᙜ者の㌿ࠊ㏥職ࠊ�4�学ᰯ長

の⌮ゎやᨭయไがᚓられないࠊ���ჾᮦ

の現地ㄪ㐩ࠊ���地㟈による⅏害による୰

ࡧのたࡑࠊしかしࠋてきたࡌ⏕などがࠊ᩿

に対策を検ウしてきたࠋ 

୍方2ࠊ�年が経ࠊ୍ࡕ 部の学ᰯではࠊ⟶⌮

⡙の不グ㍕やࠊὙ口法の㛫㐪いࡶぢられたࠋ

【⪃ᐹ】 

Ᏻ定した࣒ࣛࢢࣟࣉの⥅⥆にはࠊ定期的な

とඹに行う必要がࠎ評価を現地の人ࠊ⌮⟶

あるとᛮࢃれるࠋ現在はࠊ現地の口腔保健

専㛛ᐙが活動యとなりࠊ᪥本人が評価を

行うయไが⥆いているࠋᑗ᮶は現地の歯科

医師によるᨭయไがᩚうࡇとが⮬立

のㄢ題であるࠋ 

（E-mail；\anoh@m[�1.WiNi.nH.jp）
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ࢿ 会（$'&1）ࡇどࡶのࢪࣟࣉࢁࡇࡇ ࢺ

ᯇᒸዉ保Ꮚۑ
ま つ ࠾ か な ࠾ ࡇ

（$'&1・ᯇᒸ歯科医院）ࠊ୰ᮧ修୍（$'&1・:%/）ࠊἼఀ▱㑻（$'&1・ （$'&1・ᯇᒸ歯科医院）ࠊ୰ᮧ修୍（$'&1・:%/）ࠊἼఀ▱㑻（$'&1・ （$'&1・ᯇᒸ歯科医院）ࠊ୰ᮧ修୍（

㮵児ᓥ大学大学院医歯学⥲ྜ研究科）ୖࠊᮧἋ⣖Ꮚ（$'&1・ᐩ士ࢡࢵࣟࢮスᰴᘧ会社）ࠊ

Ᏺᒣṇᶞ（$'&1・᪥本㉥༑Ꮠ国際┳護大学）ࠊᒣ⏣ಙஓ（$'&1・国立ࣜࣁビࣜࢸーࣙࢩン 

 （ンターࢭ

【┠的】201�年㸲月のࣃࢿーࣝ大地㟈は$'

&1の活動地域にࡶ大きなᙳ㡪をえたࠋ地

㟈ᚋ㸷月にඛ㐵㝲をὴ㐵しࠕᮧ人がᏊ供の

ᚰのࢣを求めているࠖࡇとがศかࡗたࠋ 

⥆ーࣝ人の⮬立とᣢࣃࢿࠕ にࠖἢࡗたࣉ

ࠎ現地の人ࠊをᶍ⣴するなかでࢺࢡ࢙ࢪࣟ

が⮬らのẼᣢࡕやᚰの有ᵝに関ᚰをᣢࠊࡕ

ㄒる活動の㔜要性が指されࠕࠊ次ඖ

࣓ーࣆࢵ࣐ࢪンࢢ法（7'0）による対ヰの

ᨭࠖを୰᰾とするࡇࠕどࡶのࣟࣉࢁࡇࡇ

 ࠋがⓎされたࠖࢺࢡ࢙ࢪ

【活動方法】7'0とはձ≉定のヰ者（対㇟

者・ᙜ事者）が関ࢃりをᣢつࠕある」㞧な

事㇟ࠖから࣓ーࢪ要⣲をᢳฟしࠊղ要⣲

を次ඖ的に㓄ิしࠊᒎ㛤してࣉࢵ࣐（ᩓ

ᕸᅗ）として視ぬ化しࠊճࣉࢵ࣐を介して

対ヰする୰でࠊմᙜึの事㇟をヰ者なりに

ᤊえ┤す（ᵓ成・ᵓ㐀化）ࡇとをᨭする

方法であるࠋ 

⏕活の㉁の改ၿをࠊ専㛛ᐙᑟではなく

地域ఫẸとの対ヰの୰で行うࡇとを┠指

しࠊ最ึの㛤Ⓨとᛂ用は㣗を題ᮦとして1�

8�年に行ࢃれたࠋ以ᚋࠊ⏕活⩦័からᚰの

ၥ題までᵝࠎなㄢ題に㐺用されࠊᏊどࡶた

㞼ࠊはࡳらうヨࡶてࡗに⿕⅏య㦂をㄒࡕ

ᬑ㈼ᓅᄇⅆ⅏害㸭㜰⚄ῐ㊰大㟈⅏㸭୰㉺

地㟈⿕⅏に際して行ࢃれているࠋ 

今ᅇࣃࢿࠊーࣝでのᐇを視野に入れた

ᡭ㡰の最㐺化は福ᒸで行ࡗたࠕࠋヰ者ࠖは

ࠖ㇟㞧な事「ࠕでありࡕーࣝのᏊ供たࣃࢿ

はࠕ地㟈ᚋの⏕活ࠖである0'7ࠋの最㐺化

の୰ᚰはࠊ現地のᏊ供たࡕが㟈⅏の୰でど

のような経㦂をしたのかを⌮ゎしたୖでࠊ

Ꮚ供たࡕの経㦂をᫎしฟすのに必要な

࣓ーࢪ要⣲やᗙᶆ㍈を準備するࡇとであ

るࠋ 

ࢿがࢺࢵ࣑.ーࣝ在ఫ歯科医師'rࣃࢿ

のసᩥを検ࡕーࣝからᣢཧしたᏊ供たࣃ

ウするసᴗを201�年11月に行い࣓ࠊーࢪ

要⣲として1�ᯛの⤮࢝ーࢻを㛤Ⓨしたࠋ⤮

を㓄ิするᗙᶆ㍈のྎ⣬のᶓ㍈とࢻー࢝

⦪㍈についてࡶ検ウしࠕまࠊࡎ㸺࣒ࣛࢼ

ࣟ；%aG㸼なᛮいでࣛࣝ࣋をᶓに並ࠊ次

いで㸺࣒ࣛࣟ；*ooG㸼なᛮいでࣛࣝ࣋を⦪

に動かすࠖというస〇ᡭ㡰をỴ定したࠋ 

【活動ෆᐜ】201�年ᮎの࣐ࢺ࢝ンࢬ㑹እࠊ

ーࣝᰯで7'0を࣏ࢺンࢭとᰯࢬ࣒ࣜ࢘

ᐇしたࠋᐇ୰のᏊ供㐩のᵝᏊは㈰やか

でࠕ⒵しࠖというより࢜࢝ࠕスࠖࡔとឤࡌ

られた201ࠋ�年ᰯ࣒ࣜ࢘とࢭン࣏ࢺー

ࣝᰯで㸰ᅇ┠をᐇしたࠋ 

201�年にはᰯ࣒ࣜ࢘で201�年から

�にẖ年ཧຍしている1ࢺࢡエࢪࣟࣉのࡇ

ྡのᏊ供㐩に㸱ᅇ┠の次ඖ࣓ー࣐ࢪ

ンさらにࠊ法（7'0）をᐇしࢢンࣆࢵ

タビࣗーと㸯対㸯で行う⪺きྲྀりㄪᰝ

をᐇするࡇとによりࠊ地㟈をㄒるゝⴥの

ቑຍを☜ㄆしたࠋ 

ᯇᒸዉ保Ꮚ㸸rh8n-mWoN@aVahi-nHW.or.jp 
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㕥ᮌۑ
す ࡎ き

᭸Ꮚ
と ࡶ ࡇ

（大㜰ᶋⶱዪᏊ大学健ᗣᰤ㣴学部健ᗣᰤ㣴学科） （大㜰ᶋⶱዪᏊ大学健ᗣᰤ㣴学部健ᗣᰤ㣴学科） （大㜰ᶋⶱዪᏊ大学健

⏣ୖ成⨾（大㜰ᶋⶱዪᏊ大学大学院人㛫科学研究科人㛫ᰤ㣴学専攻） 

ᒣୗᬗᏊ（ᰴᘧ会社㜰ᛴ㜰⚄ⓒ㈌ᗑ福ཌ⏕部Ᏻ全⾨⏕ᢸᙜ） 

【⥴ゝ】職ሙは，ാくୡ௦が 1 ᪥の大༙を

㐣ࡈすሙである．㏆年，ࠕ健ᗣ経Ⴀࠖが᥎

進されるなど，健ᗣ࡙くりのሙとしてࡶ㔜

要性が指されている．本Ⓨ⾲の対㇟職域

では，ᚑᴗဨ㣗ᇽを活用した健ᗣ࡙くり活

動を行ࡗてきた．しかし，ᙜヱ職域のᚑᴗ

ဨ㣗ᇽは，ྲྀᘬඛ等，ከ✀ከᵝな人ᮦが

用するという≉性をࡶつࡇとࡶあり，ࡇれ

までサービスは提供してࡶ評価活動は行

で本研究では，ᚑࡇࡑ．たࡗなかࡇれてࢃ

ᴗဨ㣗ᇽの用者の≉性をᢕᥱするとと

ス評価の視ࢭࣟࣉに，健ᗣ࡙くり活動をࡶ

Ⅼから検ウするࡇとを┠的とする．

【方法】ㄪᰝは，⮬グ入ᘧの㉁ၥ⣬ㄪᰝと

した．ㄪᰝෆᐜは，用者の≉性をᢕᥱす

るための㉁ၥ（性ู，㞠用ᙧែ，用㢖ᗘ，

健ᗣ的な㣗事に対する⮬ᕫ評価やពḧ），

㣗ᇽに࠾ける健ᗣ࡙くり活動のㄆ▱等を

ᢕᥱするための㉁ၥ（⾲♧，健ᗣ┦ㄯ会）

であࡗた． 

ㄪᰝ方法は，㣗ᇽのႠᴗ㛫ෆに，ㄪᰝ

᪥を 1᪥タ定し，㣗ᇽのฟ入り口を㣗ᇽഃ

からᗯୗഃ㏻㐣した者に，ㄪᰝဨが可能

な限りኌけを行い，㊃᪨をㄝ᫂し༠ຊを

ᚓるというࡶのであࡗた．ㄪᰝဨは 1118

ྡにኌけを行い，ࡑのうࡕ 2�1 ྡがㄪᰝ

に༠ຊした（ᅇ⟅⋡㸸2��）．ศᯒ対㇟は，

㣗ᇽ用㢖ᗘがࡰࠕẖ᪥ࠖࠕࠖࠎとᅇ

⟅した 24� ྡとし，ࠕはࡌめてࠖ࠾よࡧ↓

ᅇ⟅であࡗた 14 ྡは㝖እした． 

【⤖ᯝ】ᅇ⟅者の≉性は，ዪ性（8��）がከく，

年௦は20㹼�0ṓ௦が�以ୖを༨め，�0ṓ以

ୖはഹかであࡗた．㞠用ᙧែは，ྲྀᘬඛᚑᴗဨ

�4���が最ࡶከく，社ဨ（���），ὴ㐵・ࣂࣝ

，た．㣗ᇽ用㢖ᗘはࡗの㡰であ（�21）ࢺ

た（���）．⮬㌟のࡗẖ᪥ࠖが大༙であࡰࠕ

㣗⏕活を健ᗣ的と評価した者は �0�で，ᬑẁか

ら健ᗣ的な㣗事をࢁࡇࡇがけているとᅇ⟅し

た者は �0�であࡗた．健ᗣ的な㣗事をࢁࡇࡇが

けている者のう�1，ࡕ�が㣗ᇽ࣓ࣗࢽーは健ᗣ

࡙くりにᙺ立ࡗているとᅇ⟅した． 

㣗ᇽのྲྀ⤌ࡳのㄆ▱では，ࠕᰤ㣴成ศと野⳯

㔞の⾲♧ はࠖ比較的ㄆ▱されていた（���）が，

野⳯たࡗり࣓ࣗࢽーを⾲す࣐9100ࠕーࢡ はࠖ

ㄆ▱ᗘがపかࡗた（28�）．㣗ᇽで 2 月に࢝ 1

ᅇの㢖ᗘでᐇしているࠕ健ᗣ┦ㄯ会 にࠖつい

ては，࣏スターのㄆ▱は ���，ᐇሙ㠃のㄆ▱

は ���で，ᅇ⟅者の �2�が࣏スターかᐇሙ㠃

のいࡎれかをㄆ▱していた． 

【⪃ᐹ】㣗ᇽ用者は，ྠ職域の社ဨよりࡶ

ྲྀᘬඛのᚑᴗဨに用されていた．ࡇのⅬから，

ᖜᗈい人ᮦを対㇟に，健ᗣ࡙くり活動が提供さ

れているࡇとが᫂らかになࡗた．また，ᚑᴗဨ

㣗ᇽは，健ᗣ的な㣗⏕活をᐇ㊶するために活用

されているᵝᏊが❚ࢃれた． 

 健ᗣ࡙くり活動では，ẖ᪥行ࡗている࣓ࣗࢽ

ーに対するࠕ⾲♧ࠖや࣐ࠕーࠖࢡよりࡶ，㢖ᗘ

のపいࠕ健ᗣ┦ㄯ会ࠖの方が，高くㄆ▱されて

いた．今ᚋ，᪥ࠎのྲྀ⤌ࡳについてࡶ改Ⰻをຍ

え，活動をⓎᒎさࡏていきたい． 

【⤖ㄽ】本研究を㏻して，㣗ᇽ用者の≉性

健ᗣ࡙くり活動のㄆ▱のされ方が᫂らࡧよ࠾

かにされた．今ᚋの活動の基♏㈨ᩱとなりᚓる．

（E-mail；Vu]uNi.WomoNo@oVaNa-Vhoin.aF.jp）
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⥲ る࣎ࣛࢥ 

ᯇཎ㑳ᐇۑ
まつࡤらいくࡳ

（デࣃーࢺ健ᗣ保㝤⤌ྜ）ࠊᒣ⣖௦⨾
と ࡳ や ま き よ ࡳ

（デࣃーࢺ健ᗣ保㝤⤌ྜ）ࠊ 

ᒣᗣኵ
はるやまやす࠾

（⋊༠医科大学医学部බ⾗⾨⏕学講ᗙ） 

【┠的】デࣃーࢺ健ᗣ保㝤⤌ྜは୰ᑠのᑠ

ᴗが⣙�00事ᴗᡤຍ入する⥲ྜ健保でࠊ༓ⴥ┴

の<事ᴗᡤをࣔデࣝ事ᴗᡤのࡦとつと⨨けࠊ

健保と事ᴗᡤの࣎ࣛࢥ健ᗣ࡙くりをすすめて

いるࠋデータࣝ࣊スィ⏬により<事ᴗᡤの健ᗣ

ㄢ題をศᯒしたとࠊࢁࡇ⾑ᅽと⾑⢾್がㄢ題で

ありࠊ改ၿする必要性を強くឤࡌたࠋまたࠊ⏕

活⩦័のศᯒではࠊᮅ㣗欠㣗ࠊ㐜い㛫のኤ㣗ࠊ

㐠動⩦័のపさࠊႚ↮⋡の高さがㄢ題でありࠊ

ᑗ᮶の≉定保健指ᑟ対㇟者のቑຍが༴され

たࡇࡑࠋでࠊ< 事ᴗᡤの⾨⏕ጤဨ会にて健ᗣ教

⫱のᑟ入を検ウしࠊヰしྜいを⧞り㏉した⤖ᯝࠊ

定期健ᗣ診ᰝの健ᗣၨⓎ活動のᐇをỴ定

したࠋ事ᴗᡤの定期健診のሙはࠊ⥲ྜ健保とし

てከくのᚑᴗဨと᥋ゐできるᩘ少ない機会で

ありࡑࠊのタ࣑ンࢢで健ᗣၨⓎ活動をᐇす

れࠊࡤⱝ年ᒙや≉定保健指ᑟ㠀ヱᙜ者に介入で

きるࠋまたࠊ健診ᙜ᪥は⮬ศの㌟యのព㆑が

向きやすいというⅬࡶあるࡇࡑࠋでࠊ定期

健診のタ࣑ンࢢでⱝ年ᒙからࢽࢩᒙまで

ᗈく行動ኚᐜをಁすࡇと࠾ࠊよࡧᑗ᮶の≉定保

健指ᑟ対㇟者のῶ少を┠的としࠊ⥲ྜ健保と <

事ᴗᡤとの࣎ࣛࢥ健ᗣ࡙くりを㛤ጞしたࠋ 

【事ᴗෆᐜ】健ᗣၨⓎ活動は 201� 年ࠥ201�

年の�年㛫行ࡗたࠋ対㇟者は<事ᴗᡤᚑᴗဨ（⣙

1000 �ྡ年）ࠋ定期健ᗣ診ᰝ会ሙの୍ゅに健ᗣ

┦ㄯࢥーࢼーをタけࠊ保健師・⟶⌮ᰤ㣴士を終

᪥� 4ࠥ ྡ㓄⨨した（⣙10 ᪥㛫�年）ࠋ全対㇟

者がࢥーࢼーを㏻㐣する際に୍ࠊ 対୍でࣜࣄ

ンࢢと⡆᫆保健指ᑟをしࠊ会ሙにはࠓ㣗事ࠓࠔ㐠

動ࠓࠔႚ↮ࠔのࣝࢼࢪࣜ࢜፹యをᥖ♧したࠋ 

ࢩࢡࢵࢸーをスࣜࣟ࢝Ύᾴ㣧ᩱỈのࠔ㣗事ࠓ

本ᩘのከい㡰に並ࠊーの本ᩘに⨨きえ࢞ࣗ

たࠋⳫᏊࣃンやスࣜࢡー࣒やスࢡࢵࢼⳫᏊ

のࣜࣟ࢝ーを࠾にࡂりのಶᩘに⨨きえࠊಶᩘ

のከい㡰に並たࣉࢵ࢝ࠋ㯝やຍᕤ㣗ရのሷศ

㔞を⳯用㓺Ἔのᑠ⿄のಶᩘに⨨きえࠊಶᩘ

のከい㡰に並たࠋ㐺ṇな㣧㓇㔞をྛ✀ࢥࣝ

ーࣝࡈとに♧したࠋ最大の≉ᚩはΎᾴ㣧ᩱỈࠊ

ⳫᏊࣃンࣉࢵ࢝ࠊ㯝ࢥࣝࠊーࣝをᡭにྲྀࡗて

ぢえる化できるようࠊᐇ≀のᕷ㈍ၟရをࢥーࢼ

ーに㓄⨨したⅬであるࠋ 

のᐇ演と㈨ࢢン࢟ー࢛࢘やࢺࢵ࣡ࢡスࠔ㐠動ࠓ

ᩱ㓄ᕸをしたࠋ 

がႚ↮者と࿘ᅖにえるᙳ㡪にࡇࡤたࠔ↮ႚࠓ

ついての࣏スターをᥖ♧したࠋ⚗↮እ᮶のሗ

提供ࠊ⚗↮⿵ຓ⸆のᒎ♧ࠊຍ⇕ᘧたࡇࡤのᐇ≀

ຍࡶけでなく㠀ႚ↮者にࡔႚ↮者ࠋ㓄⨨したࡶ

⇕ᘧたࡇࡤのṇしいሗ提供を行ࡗたࠋ 

【事ᴗ評価】2年┠から対㇟者にࣜࣄンࢢし

た⤖ᯝࠕࠊ๓年ࠊ健ᗣ┦ㄯࢥーࢼーで⪺いたࡇ

とで⏑いࣜࢻンࢡをやめࠊῶ㔞しましたࠖࠕⳫ

Ꮚࣃンをやめました ᮅ㣗をᦤるようになりࠕࠖ

ましたࠖなどのኌがᣲがࡗたࠋ 

【まとめ】健診のタ࣑ンࢢで㣗⏕活やႚ↮

をぢえる化するࡇとによりࠊ行動ኚᐜをಁした

と⪃えられるࠋまたࣜࣄンࢢの୰でࠊⱝ年ᒙ

は行動ኚᐜが早くྀྲࠊ り⤌ࡳのຠᯝが大きいと

ឤࡌた୍ࠋ 方でࠊⱝ年ᒙは⏕活⩦័のれがከ

ᵝであࡗたためࠊいかにⱝ年ᒙからの介入が必

要であるかを強くឤࡌたࠋ今ᚋはࣗࢩࢵࣛࣈ

次年ᗘ以降ࠊながら本事ᴗを⥅⥆しࡡを㔜ࣉࢵ

は㔞的データの評価をしていきたいࠋ 

（E-mail；maWVuEara@GHpaNHn.inIo）
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社 価

北ᮧ
きたࡴら

ᘺ⏕
や よ い

（国立障害者ࣜࣁビࣜࢸーࣙࢩンࢭンター研究ᡤ） 

【⥴ゝ】㜰⚄ῐ㊰大㟈⅏ᚋにࠊ健ᗣୖのࢽー

のある人を対㇟とした福祉㑊㞴ᡤのᴫᛕがࢬ

提㉳されࠊ⮬యは地域㜵⅏ィ⏬で福祉㑊㞴ᡤ

に関してグ㍕するようになࡗたࠋ⅏害Ⓨ⏕のᗘ

にࠊ少しࡎつ進Ṍはあるࡶののࠊ福祉㑊㞴ᡤの

準備にはከᵝな不足が指されているࡑࠋの୰

の୍つはࠊ⅏害Ⓨ⏕┤ᚋのึ動期にࠊどのよう

に福祉㑊㞴ᡤの㛤タ・㐠Ⴀを行えࡤいいかのල

య的な方法ㄽがないࡇとがあるࠋ 

┠とをࡇ福祉㑊㞴ᡤの準備に㈨するࠊでࡇࡑ

的としてࠊ㟼ᒸ┴にၟᶆⓏ㘓されている社会福

祉∧㑊㞴ᡤ㐠Ⴀࢤー࣒�8+*�をヨ行しࠊཧຍ者

から評価をᚓたのでሗ࿌するࠋ社会福祉タ∧

+8* は୍ࠊ次㑊㞴ᡤ㛤タカ⦎として定評のある

+8*の᪂∧で2018年にබ⾲されたࠋ 

【方法】㤳㒔ᅪの⮬యに࠾いてࠊཧຍ者 �0

ྡ୰�1ྡからࠊ社会福祉タ∧+8*ᐇᚋにࠊ

㉁ၥ⣬法（$㸲用⣬୧㠃㸯ᯛ）による評価をᚓ

た8+ࠋ* の進行は㛤Ⓨ者に౫㢗しࠊㄝ᫂・ࢤー

ࠋて㸰㛫1�ศでᐇしたࡏࢃり㏉りྜ・࣒

ཧຍ者はࠊ福祉㑊㞴ᡤ職ဨࠊᙜ事者・ᐙ᪘ࠊ行

ᨻ職ဨであࡗたࠋ 

 ㄪᰝ項┠はࠊ㸲ẁ㝵評価（ㄝ᫂ࢤࠊーࠊ࣒

り㏉り）ࠊ⅏害の備え 1� 項┠ࠊ⮬⏤グ㏙㸱

項┠（よかࡗたࡇとࠊ改ၿするとよいࡇとࠊ⅏

害に職ົでᚰ㓄なࡇとࠊ⅏害にಶ人として

ᚰ㓄なࡇと）としたࠋ 

【⤖ᯝ】ձㄝ᫂・ࢤー࣒・り㏉りඹにࠊ㸲

✀㢮のᡤᒓのすてでࠊ㸱以ୖであࡗた

（㸲ẁ㝵評価）ࠋ福祉㑊㞴ᡤ職ဨからの評価（㸲ẁ㝵評価）ࠋ福祉㑊㞴ᡤ職ဨからの評価（㸲ẁ㝵評価）ࠋ福祉㑊

が最ࡶ高くࠊᙜ事者・ᐙ᪘からの評価が最ࡶప

かࡗたࠋղ⅏害の備えはࠊ�� 項┠୰ �� 項

┠でࠊᙜ事者・ᐙ᪘の準備が最ࡶᝏかࡗたࠋ 

ճ+8*ճ+8*ճ でよかࡗたࡇとはࠕࠊ⮫ሙឤがあࡗ

たࠖࠕࠊ�����ఱが㉳ࡇるのかの࣓ーࢪ

ができたࠖ�����であࡗたࠋմ改ၿすると

よいࡇとについてࠕࠊ㛫が不足したࠖ

たࠖࡗとしたかࡗࡶり㏉りをࠕࠊ�����

たࠖࡗよかࡤᙺศᢸをすれࠕࠊ������

準備ࠕࠊ����障害者のᙺは要検ウࠖࠕ

ሗが必要ࠖ����であࡗたࠋյ⅏害に職ົ

ୖᚰ㓄なࡇとについてࠕࠊᐙ᪘ࠖࠕ指♧が

ฟࡏるかุ᩿ࠖࠕができるかࠖࠕࠊ����職

ဨが㞟まれるかࠖࠕ職ሙタとᙜて㑊㞴

ᡤのどࡕらに行くかࠖ8+ࠕ* と㐪うタ定

ࠖ����であࡗたࠋ�� 項┠୰ �� 項┠が㐠

Ⴀに関する準備に関するෆᐜでࠊ� 項┠は

職ဨཧ㞟に関するෆᐜであࡗたࠋնಶ人的

にᚰ㓄なࡇとはࠕࠊᐙ᪘のᏳྰࠖࠊ�����

）����㑊㞴行動ࠖࠕすてᙜ事者ࠕࠊ（㑊

㞴ᡤでのุ᩿ࠖ����であࡗたࡇࠋのタၥで

᪂たにฟたのはࠊᙜ事者の㑊㞴行動と㑊㞴

⏕活に関するヰ題であࡗたࠋ

【⪃ᐹ】ձ社会福祉タ∧ +8* は福祉㑊㞴ᡤ

のึ動カ⦎としてࠊఱが㉳ࡇるかの࣓ーࢪを

職ဨがᚓるのに有ຠと⪃えられたࠋさらにྛࠊ

タ࠾よྛࡧᐙᗞでのィ⏬を立てるࡇとがᮃ

まれるࠋまたࠊ障害者がどのように福祉㑊㞴ᡤ

の準備に関ࢃるかは今ᚋのㄢ題であるࠋղ障害

者⩌がの⩌に比て⅏害の備えが少なか

次のㄢ題であࡶとの⌮⏤と対策のゎ᫂ࡇたࡗ

るࠋ 

【⤖ㄽ】社会福祉タ∧+8*は福祉㑊㞴ᡤの

ึ動カ⦎の➨୍ẁ㝵として有ຠであるࡇとを

♧したࠋ 

（E-mail�NiWamura-\a\oi01@rHhaE.go.jp）
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㹼⾑ᅽ療を㛤ጞした事の行動要ᅉを᥈るヨࡳ㹼

ᔱᮧۑ
しまࡴら

ᘯ⨾
ࡦ ࢁ ࡳ

㤶௦⨾⃝⏣ࠊ（ᡞ⨾ᡯ 1℩ࠊ（福⏣ὒ 2）  1ࠊ �㤶௦ 1⨾⃝⏣ࠊ（ᡞ⨾ᡯ 1℩ࠊ（福⏣ὒ 2）  1ࠊ �㤶௦ 1⨾⃝⏣ࠊ（ᡞ⨾ᡯ 1℩ࠊ（1 

�ンᰴᘧ会社 2࢜ࣛ�1 㡰ኳᇽ大学医学部⥲ྜ診療科 

【┠的】⏕活⩦័病の㔜化ண㜵を┠的にࠊ

ົ地の␗なる⏘ᴗ┳護職㸲ྡがࢳー࣒とな

りࠊሗඹ有やᐇົ向ୖのⅭの活動を行ࡗたࠋ

㔜化ண㜵にはࠊ⏕活⩦័の改ၿととࡶにࠊ㐺

ษな療の㛤ጞと⥅⥆が㔜要であるࠋᡃࠎはࠊ

高⾑ᅽの療を㛤ጞした社ဨにࣜࣄンࢢを

行いཷࠊ療行動に฿ࡗた要ᅉを᥈るとඹにࠊ対

㇟者の経年的な⾑ᅽのኚ化やࡇࠊれまでのᨭ

のり㏉りࡶ含めࠕࠊ早期療（㔜化ண㜵）

に⤖ࡧけるⅭのᨭ活動ࠖとしてࠊఱが㔜要

であるのかを検ウしたࠋ

【活動ෆᐜ】2018年4-�月に健ᗣ診᩿をཷ診

してࠊ⾑ᅽ療が必要とุ定された社ဨのうࠊࡕ

ཷ療してෆ᭹療を㛤ጞした㸳ྡに対してࠊ

ㄪࢺーࢣンのᢸᙜ┳護職がಶู㠃ㄯとࠎྛ

ᰝを行いཷࠊ療要ᅉのヲ⣽をࣜࣄンࢢしたࠋ

た要ࡗ฿高⾑ᅽの療㛤ጞにࠊではࢺーࢣン

ᅉ（㸴項┠）について事ẖに 10 Ⅼ‶Ⅼでㄆ

㆑のࣞࣝ࣋を☜ㄆしࠊ項┠ẖのྜィᚓⅬを⟬ฟ

した（⾲㸯）ࠋまたྛࠊ事のⓎゝと㐣ཤの健

診データཬࡧᨭෆᐜを┳護職㛫でඹ有しࠊ㆟

ㄽを行ࡗたࠋ 

【活動評価】ࣜࣄンࢢ対㇟者は研究・スタ

職の⏨性㸳ࣇࢵ �ྡᖹᆒ年齢��.4ṓ）であࡗたࠋ

 ཷ診の要ᅉとして高ᚓⅬࡗࡔたのはࠕ医療職

のാきかけ （ࠖ4�Ⅼ）ࠊ次いでࠕண㜵ព㆑ （ࠖ2�

Ⅼ）ࠕࠊ௧・強ไࠖ（18Ⅼ）の㡰であࡗたࠋ

 ⏘ᴗ┳護職㛫の㆟ㄽの⤖ᯝからࠕࠊ早期療

に⤖ࡧけるⅭのᨭ活動 の࣏ࠖンࢺとしてࠊ

1�⮬ᕫ保健⩏ （ົ健ᗣ⟶⌮に関するປാ者⮬㌟

の⩏ົ）の࿘▱ 2�対㇟者の価್観を大ษにし

たୖでの⢓り強いാきかけ（療にᣄྰ的なሙ

ྜでࡶ行動ኚᐜࣞࣝ࣋にྜࡏࢃたࠊ⥅⥆的な㠃

ㄯ等のാきかけを行う）��ᬑẁからࠕかかりつ

け医をᣢつࡇと をࠖ᥎ዡ 4�早期療の࣓ࣜࢵ

の⏘ᴗ医・┳護職からのㄝ᫂強化の4つがᣲࢺ

 ࠋられたࡆ

 ඛ行研究によるとཱྀྲࠊ 療行動に⧅がる要ᅉは

ーࠖが㔜ࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊ࠕ経Ⴀ者の⌮ゎࠖやࠕ

要とされるがࠊᙜヱ事ᴗᡤに࠾ける健ᗣ⟶⌮య

ไや保健活動の歴ྐからཱྀྲࠊ 診の⫼ᬒにはࠕ社

ဨと医療職との㊥㞳の㏆さ（ẖ年の㠃ㄯでの健

診⤖ᯝㄝ᫂やཷ診່ዡࠊ医療機関の⤂介など）ࠖ

がありࠊᘢ社のࡇれまでの⏘ᴗ保健活動がᙳ㡪

していると⪃えられるࠋまたࠊ᪤にཷ診しやす

い⎔ቃ（ୖྖやྠの⌮ゎࢡࢵࣞࣇࠊスົな

どのാき方）がᩚࡗているࡇとࡶ⪃えられたࠋ

【今ᚋのㄢ題】事と┳護職の㆟ㄽからࠊಶ

ู㠃ㄯがࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸー向ୖや⮬ᕫ保健⩏

ົのព㆑㔊成にᐤした可能性を☜ㄆできたࠋ

 人⏕100年௦を踏まえࠊ今ᚋはࡇࠊれまで

の活動を⥅⥆するとඹにྛࠊ ⮬がࠊ⮬ᕫ健ᗣ⟶

⌮を⪃えるきࡗかけとなるようࣝ࣊ࠊスࣜࣛࢸ

ᕫ⮬ࠊのためࡑࠋーを高めていく必要があるࢩ

保健⩏ົの࿘▱の強化（必要な療を㛤ጞࠊ⥅

⥆してࠕᏳ全にാくࠖというព㆑）やࠊかかり

つけ医 をࠖᣢつࡇとの㔜要性ࠊ健ᗣにാく事が

ᴗの⏕⏘性をୖࠊࡆ健ᗣ保㝤⤌ྜの㈈ᨻ健全

化に⧅がるのࡔという⪃えをၨⓎしていく必

要があると⪃えられたࠋ 

（E-mail；hiromiVi@lion.Fo.jp） 
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ていく年 者の健

�デࣃーࢺ健ᗣ保㝤⤌ �୕化学ᰴᘧ会社�ᴋ本┿⌮ࠊྜ�
ཎ⏣ⱝዉ�⪷㊰ຍ国際大学大学院�ࠊⓑ⏣༓ెᏊ�ᰴᘧ会社ࣜンࢣーࠊ�ࢪ
㔠᳃ᝅ�東京ዪᏊ医科大学┳護学部ࠊ東京医科大学බ⾗⾨⏕学ศ野�ࠊ
ᒣ⣖௦⨾�デࣃーࢺ健ᗣ保㝤⤌ྜ� 

【⥴ゝ】今ࠊ地域・職域連携によるఫẸや

ᑵᴗ者の⏕ᾭを㏻ࡌた⥅⥆的な健ᗣᨭが

求められている�地域・職域連携᥎進事ᴗ࢞

ᨭ者ഃはලయࠊ方୍ࠋ��ン改ゞ∧�200ࣛࢻ

的なᨭ活動ෆᐜがࢃからないࠊどのような方

法で連携を進めたらⰋいかが࣓ーࢪできな

い等の⌮⏤からࠊ地域・職域連携のᐇ㊶は༑ศ

とはいえない状況にある�୕ᶫら�2010�ࡇࡑࠋ

でࠊ今ᅇは職域から地域⛣行していく㏥職๓

のປാ者のᨭについてࠊ地域・職域方の

現ሙのᐇែやㄢ題をඹ有しࠊ今ᚋいの立ሙで

ྲྀり⤌ࡇࡴと等について検ウしたࠋ 

【方法】201�年1月ࠊ᪥本බ⾗⾨⏕┳護学会学

術㞟会にてᡃࠎは࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡを㛤ദしたࠋ

ᑟ入ではࠊ㏥職๓のປാ者をྲྀりᕳく社会的⫼

ᬒ等について講⩏しࠊ次いでྛ㡿域の事⤂介

を行ࡗたࠋ地域の事ではࠊ東京㒔$༊の保健

師より༊ෆの活動ෆᐜをࠊ職域からはࠊ⥲ྜ健

ᗣ保㝤⤌ྜの保健師より๓期高齢者向けの保

健事ᴗを⤂介したࠋ最ᚋに1ࠊ�㏥職者がࡑࠊの

ᚋࡶඖẼに㐣ࡈし活㌍するためにࠊാいている

うࡕに対㇟者にࡗ▱ࠕて࠾いてしいࡇとࠖや

ࡒれࡑࠕ�2ࠊとࠖࡇしいいて࠾でࢇ⤌りྲྀࠕ

れの立ሙでできるࡇとࠖࠕࠊ地域と職域で連携

するࡇとによりできるࡇと にࠖついてࣝࢢーࣉ

ูにウ㆟したࠋ 

【⤖ᯝ】ᙜ᪥のཧຍ者はィ24 �ྡ行ᨻศ野12

学部ࠊ教ဨ・研究機関�ྡࠊᴗศ野�ྡ⏘ࠊྡ

の1ࡑࠊ2ྡ⏕ �ྡであࡗたࠋ 

࣐ーࢸ 1）ではࠊཧຍ者はࠊ㏥職๓のປാ者

が【健ᗣ教⫱】の機会を㏻ࡌてࠊ【ⱝ年のうࡕ

からつ๎ṇしい⏕活⩦័】を㌟につけるࡇとやࠊ

【地域での⏕活をぢᤣえて㏥職ᚋの⮬ᕫの健

ᗣ⟶⌮についてどࢇなࡇとが必要か】をᑵປ期

㛫୰に▱ࡗて࠾くࡇとを期ᚅしていたࠋ 

࣐ーࢸ  2�の⏘ᴗ保健の立ሙではࠊປാ者が

【会社⏕活から地域⏕活と⛣行する】ࡇとを

ព㆑した健ᗣ教⫱のᐇやࠊ【ࣜࣕ࢟教⫱】

の୰対策を┒り㎸ࡴពぢ等があがࡗたࠋまたࠊ

【本人がᅔࡗたに必要なሗにᡭがᒆくよ

うにする】ためにࠊ【事๓に行ᨻ❆口ၥいྜ

行ᨻのࠋたࡗとがあがࡇ【てሗ㞟するࡏࢃ

立ሙではࠊ【地域包括とᴗと࣎ࣛࢥする動き

を進める】ࠊ【すでにあるࠕሙࠖに行ᨻഃから

ฟ向いていࡗてࠊሗを提供する】というពぢ

があࡗたࡑࠋしてࠊ୧者連携の視Ⅼからはࠊ᪥

㡭から【保健師ྠ士が㢦ぢ▱り】になるࡇとやࠊ

㏥職ᚋに健ᗣࣜスࢡがᝏ化する可能性の高い

対㇟者についてはࠊ【┳護職㛫で連⤡をྲྀりྜ

う】ࡇとがあࡆられたࠋ 

【⪃ᐹ】ປാ者のࢣࣇࣝࢭᨭについて

はࠊᴗෆではࠊ⏕活⩦័病ண㜵等に関する保

健指ᑟや健ᗣ┦ㄯࠊ健ᗣ教⫱といࡗたᵝࠎな機

会を㏻ࡌてᐇ㊶されているࠋ今ᅇの࣡ーࣙࢩࢡ

の⩦ᚓࢣࣇࣝࢭ改めてປാ者のࠊの୰でࣉࢵ

についてពぢがあがࡗた⫼ᬒにはࠊ職域ഃの視

Ⅼから⪃えるとࠊປാ者がࠕ㏥職ᚋࠊ地域でど

のような⏕活を㏦るのか やࠖࠕ地域で健ᗣ的に

⏕活するために必要なሗや㈨※はఱかࠖ等ࠊ

ປാ者の地域⏕活をព㆑したᨭが༑ศに行

 ࠋれていない可能性があると⪃えられたࢃ

現状ではࠊປാ者の㏥職ᚋの⏕活をぢᤣえた

ていないࡗについては᫂らかになࢣࣇࣝࢭ

ためࠊ今ᚋࡶ地域・職域㛫で連携しながらࠊල

య的なෆᐜを検ウしていくࡇとをㄢ題とするࠋ

�Email；WanaNa@GHpaNHn.inIo� 
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$┴地域域域高齢者齢者齢者者齢者齢者齢者齢者に対すするࣝࣞࣇண㜵に向けたᰤ㣴㣴㣴࣒ࣛࢢࣟࣉのᐇ㊶ሗሗ࿌

᳃ᒣۑ
りやまࡶ

ὒ⨾
ࡳࢁࡦ

1），༓ⴥ
ࡕ ࡤ

⥤，༓ⴥ⥤，༓ⴥ
あやの

1），ᒣୖ
やまがࡳ

㡰
ࢇࡹࡌ

▮
や

2）▮2）▮ ，㐀
うࡒ

⏣
た

ுᏊ
りࡻうࡇ

2），㙊⏣
かまた

᫂⨾
あけࡳ

2）

1）㟷᳃୰ኸ▷期大学㣗≀ᰤ㣴学科，2）㟷᳃୰ኸ学院大学┳護学部 1）㟷᳃୰ኸ▷期大学㣗≀ᰤ㣴学科，2）㟷᳃୰ኸ学院大学┳護学部 1）㟷᳃୰ኸ▷期大学㣗≀ᰤ㣴学

【┠的】高齢者ⓑ᭩によると��ṓ以ୖが⥲人

口の⣙ 1�㸲を༨めࠊ高齢化⋡は 2�.�㸣となࡗ

て࠾りࠊ高齢者人口は今ᚋࡶቑຍするぢ㎸ࡳで

あるࠋまたࠊ要介護状ែに㝗る要ᅉとして高齢

によるᙅがୖとなࡗているࡇࡑࠋで高齢者

の健ᗣ࡙くりにはࠊ㣗事ࠊ㌟య活動にຍえてࠊ

⏕活状況ࡶ踏まえた視Ⅼが㔜要であるとされ

ているࣝࣞࣇࠋண㜵にはᰤ㣴ࡔけではなく➽

ຊ⥔ᣢの㐠動を含めた介入がᮃましくࠊ┴で

のሗ࿌はあるがࠊ㟷᳃┴でのㄪᰝや介入研究に

ついてのሗ࿌はぢᙜたらないࡇࡑࠋでࠊ高齢化

⋡が全国ᖹᆒよりࡶ高い㟷᳃┴に࠾いて地域

高齢者を対㇟にࠊ㐠動や㣗事㠃に介入するࣞࣇ

とでࡇをస成・ᐇする࣒ࣛࢢࣟࣉண㜵のࣝ

ཧຍ者どのようなᙳ㡪をえるのかを評価

するࡇとを┠的にࣝࣞࣇண㜵講ᗙをᐇしࠊ

の୍部であるᰤ㣴講ᗙ（全2ᅇ）についてのࡑ

ሗ࿌をするࠋ 

【活動ෆᐜ】対㇟者はࣝࣞࣇண㜵教ᐊが行

・対㇟者が㞟まれる⠊ᅖに㐠動ࠊࡎら࠾れてࢃ

ㄪ⌮を行うタを有している$地༊ఫẸとしたࠋ

は᪥常にྲྀり入れやすい㌟య活動࣒ࣛࢢࣟࣉ

とከᵝな㣗ရᦤྲྀのᐇ㊶指ᑟに↔Ⅼをᙜてࠊ▱

㆑とᐇ㊶の୧㠃からࣟࣉーࢳするෆᐜとし

た（⾲1）ࠋ 

ཧຍ⥲ᩘはண㜵講ᗙのᘏࣝࣞࣇ �� ྛࠊྡ

ᅇのཧຍ者ᩘはᖹᆒ 1� ྡであࡗたࠋᰤ㣴講ᗙ

のࡡらいとしてཧຍ者がపᰤ㣴について▱りࠊ

ண㜵のための㣗事の必要性を⌮ゎすࣝࣞࣇ

るࡇととしたࡑࠋのためࠊ高齢期の≉ᚩཬࠊࡧ

➽⫗やయの状ែを⥔ᣢするための㣗事ෆᐜや

ᰤ㣴⣲の必要性について講⩏を行ࡗたࠋさらにࠊ

今ᅇはࣝࣞࣇண㜵のために᪥常の㣗事をព

㆑しࠊ⮬ศに必要な㣗ရ等が⌮ゎできるように

なるࡇとを期ᚅしてࠊከရ┠の㣗ရᦤྲྀに㔜Ⅼ

を⨨いたෆᐜとしたࠋさらにࠊ⇃㇂らの㣗ရᦤ

ྲྀのከᵝ性ᚓⅬ（'96）を用いࠊ講ᗙの๓ᚋで

ᚓⅬを比較したࠋ 

【活動⤖ᯝ】今ᅇの࣒ࣛࢢࣟࣉෆᐜについて

はᴫࡡዲ評をᚓるࡇとができたࠋまたࠊ➽ຊや

ᥱຊなど講ᗙの๓ᚋでᕪはなくࠊ本࣒ࣛࢢࣟࣉ

がཧຍ者のయຊ⥔ᣢに㈉⊩できたと᥎ᐹするࠋ

しかしࠊ本講ᗙの๓ᚋでのከᵝ性ᚓⅬにᕪはな

くࠊの項┠との関連ࡶぢられなかࡗたࡇとか

らࠊከရ┠ᦤྲྀの必要性についての⌮ゎにつな

がるよう講ᗙෆᐜをぢ┤し検ウしていく必要

であると⪃えるࠋ 

【今ᚋのㄢ題】本࣒ࣛࢢࣟࣉを㏻してࠊཧຍ

者⮬㌟が㣗事やᰤ㣴について▱㆑を㌟につけࠊ

ᐇ㊶していくࡇとはࠊࢇࢁࡕࡶእฟの機会をቑ

やしࠊ者とのὶのሙになるࡇとでࠊ地域の

㍯がᗈがりࠊ地域の健ᗣを強化していくࡇとが

期ᚅされるࠋさらにࠊ㸯ᅇ限りで終ࢃるのでは

なくࡇࠊのような活動が⥅⥆されࠊいࡎれは地

域のఫ人⮬らの活動として行ࢃれるࡇとがᮃ

まれるࠋ今ᚋは本࣒ࣛࢢࣟࣉを改ၿしࠊຠᯝ的

なෆᐜを検ウしたうえで㛤ദ地༊ᗈࠊࡆ㟷᳃ᕷ

高齢者のࣝࣞࣇண㜵にᐤしていきたいࠋ 

（E-mail�hiromi-mori\ama@FhuWan.aF.jp）

ᅇ ᩘ ෆ ᐜ

㛤ጞࣝࣞࣇ 定ࠊ㌟యィ ࠊၥ診 

➨ 1ᅇ 
 とは㸽ࣝࣞࣇ

  ࠖ᧯㸫講ヰと➽ຊయࣇ㈓➽でいきいきࣛࠕ

➨ 2ᅇ ࠕ㈓➽をቑやࡑう㸫スࢺࢵ࣡ࢡ 【ࠖᐇ㊶⦅】   

➨ �ᅇ 
の✀㢮をࢇく㸫たくさࡔやかにいたࡂさあにࠕ

㣗るࢶࢥ 【ࠖ講⩏⦅】        

➨ 4ᅇ 
の✀㢮をࢇく㸫たくさࡔやかにいたࡂさあにࠕ

㣗る࠾かࡎ（ㄪ⌮ᐇ⩦）ࠖ【ᐇ㊶⦅】   

➨ �ᅇ 
ンスࢲ➽で㈓ࢡࢵࢪー࣑ࣗう㸫ࡑ㈓➽をቑやࠕ

㸤࢛࢘ー࢟ンࢢ 【ࠖ講⩏⦅・ᐇ㊶⦅】 

終ࣝࣞࣇ 定ࠊ㌟యィ ࠊၥ診 

ᘧ

࣒ࣛࢢࣟࣉண㜵講ᗙࣝࣞࣇ1⾲
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㞳ᓥ在ఫ高齢者齢者齢者者齢者齢者齢者齢者を対㇟対㇟対㇟㇟対㇟対㇟としたᫎീᫎീᫎീീᫎീᫎീീによる㐠動動動のຠᯝ

ᒣ
まるやま

⿱ྖ
ࡺ う ࡌ

（東海学ᅬ大学 ス࣏ーࢶ健ᗣ科学部） 

【⥴ゝ】㞳ᓥはࠊ高齢化が㢧ⴭな地域である

にࡶ関ࢃらࠊࡎ㏻の不౽により高齢者⮬

యのサービスがᒆきにくいのが現状であるࠋ研

究に࠾いてࡶ㞳ᓥ在ఫ高齢者を対㇟とした健

ᗣに関するሗ࿌は少なくࠊ㐠動の介入研究は

とࢇど行ࢃれていないࠋ本研究対㇟地の㞳ᓥはࠊ

℩ᡞෆ海に㠃したᯇᒣᕷ୰ᓥ⏫（以ୗࠊ୰ᓥ）

であるࠋᓥෆの病院は୍かᡤのࡳでࠊከᩘの高

齢者が࢙ࣜࣇーに㸯㛫⯪してࠊᯇᒣᕷ⾤地

まで㏻院しているࡇࠋのような⫼ᬒからࠊ地域

在ఫ高齢者には᪥㡭の㐠動⩦័のᙧ成が㔜要

であると⪃えられるࠋしかしࠊ定期的に対人指

ᑟによる㐠動指ᑟを行うࡇとは㞴しいࡇࡑࠋでࠊ

本研究はࠊᫎീによる㐠動࣒ࣛࢢࣟࣉを地域在

ఫ高齢者に提供しࠊ⮬宅で行ࡗてࡶらいࡑࠊの

ຠᯝについて検ウするࡇとを┠的としたࠋ

【方法】ㄪᰝ期㛫はࠊᖹ成�0年㸴月㹼ྠ年10

月までであࡗたࠋ対㇟者はࠊ୰ᓥ在ఫのዪ性高

齢者㸷ྡであࡗたࠋ対㇟者の年齢はࠊ��㹼81

ṓ（�1.�s�.��ṓ）であࡗたࠋୗ⫥を୰ᚰとし

た⣙ 1� ศの㐠動࣒ࣛࢢࣟࣉをస成しࠊᫎീに

⦅㞟し9'ࠊ'のస成を行ࡗたࠋ対㇟者に'9'を

㓄ᕸしたࠋ対㇟者の㐠動介入期㛫はࠊ⣙㸱ࣧ

月㛫であࡗたࠋ⮬宅で㐠動をẖ᪥⥅⥆して行ࡗ

てࡶらえるようにࢽࣔࣇࣝࢭࠊタࣜンࢢとしてࠊ

㐠動ᐇࣞ࢝ンࢲーを対㇟者に㓄ᕸしࠊグ㘓し

てࡶらࡗたࠋㄪᰝෆᐜはࠊ㐠動介入๓ᚋに㌟య

機能のຠᯝ 定としてࠊᥱຊ10ࠊ㹫障害≀Ṍ行ࠊ

㛤║∦足立ࡕの㸱項┠の 定を行ࡗたࠋまたࠊ

㐠動介入ᚋにࠊ㸴ྡを対㇟に㐠動࣒ࣛࢢࣟࣉや

⏕活⩦័についての༙ᵓ㐀化ンタビࣗーㄪ

ᰝをᐇしたࠋ 

【⤖ᯝ】⣙㸱ࣧ月㛫のᫎീによる対㇟者の㐠

動ᐇᖹᆒ⋡は�8.0ࠊ㸣であࡗたࠋまた୍ࠊ␒

ᐇ⋡の高い者はࠊ�8.�㸣であࡗたࠋ㐠動介入

๓ᚋで対㇟者の㛤║∦足立ࡕに࠾いてࠊ統ィ学

的有ពなኚ化がㄆめられた（p�0.01）ࠋンタ

ビࣗーㄪᰝの⤖ᯝࠊ㐠動࣒ࣛࢢࣟࣉについてはࠊ

'9'ࠕ で㐠動を行うࡇとをᐙ᪘がᛂしてくれࠊ

Ꮮと୍⥴に行ࡗていたࠖࠕࠊ㐩と୍⥴にᐙで

行ࡗたࠖなど9'ࠊ' を観ながら㐠動するࡇとに

⫯定的なឤがከく⪺かれたࠋまたࠕࠊ㐠動㛤

ጞ๓よりࡶ⬮がኵになࡗたようにឤࡌるࠖࠊ

るࡌたようにឤࡗが㍍くな⬮ࠕ とࠖ㐠動のຠᯝ

についてのᅇ⟅がከかࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】㸱ࣧ月㛫ࠊ≉ูな介入は行ࢃなかࡗ

たがࠊ㐠動ᐇ⋡はある⛬ᗘ高い⤖ᯝであࡗた

とᛮࢃれたࠋ㐠動࣒ࣛࢢࣟࣉのస成๓にࠊ㐠動

㛫を対㇟者に┦ㄯしࠊ▷めにしたࡇとやࠊ対

㇟地域にᡤ⦕のある㐠動を࣒ࣛࢢࣟࣉにྲྀり

入れたࡇとなどがࠊ㐠動ᐇ⋡にᙳ㡪をཬࡰし

ていると᥎ᐹされたࠋ高い㐠動ᐇ⋡がࠊ㛤║

∦足立ࡕのグ㘓を統ィ学的有ពに改ၿさࡏた

ンタビࣗーㄪᰝの⤖ᯝかࠋのと⪃えらえたࡶ

らはࠊ⮬宅に࠾いて⊂りで㐠動するのではなくࠊ

人やᐙ᪘にᨭえられて㐠動を⥅⥆できたと

᥎ᐹされたࡇࠋれらの⤖ᯝからࠊᫎീによる㐠

動ᐇ㊶であࡗてࠊࡶ㐠動⩦័のᙧ成が期ᚅできࠊ

㌟య的機能の改ၿにࡶᐤできると⪃えらえ

たࠋ 

【⤖ㄽ】対人指ᑟによる㐠動指ᑟが㞴しい⎔

ቃの㞳ᓥに࠾いてࡶᫎീによる㐠動のᐇ㊶はࠊ

ఫẸの㐠動⩦័ᙧ成と㌟య機能改ၿに有ຠで

あると⪃えられたࠋ 

 本研究はࠕࠊ健ᗣ・యຊ࡙くり事ᴗ㈈ᅋ健ᗣ㐠

動指ᑟ研究ຓ成事ᴗࠖのຓ成㔠をཷけてᐇして

いますࠋ 

（E-mail；maru\ama-\@WoNaigaNuHn-u.aF.jp）
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     ⚄ዉᕝ┴ཌᮌ保健福祉事ົᡤ 

【⥴ゝ】ᙜᡤではࠊᖹ成2� 年 � 月よりࠊཌᮌ

児❺┦ㄯᡤの୍保護ᡤに入ᡤしているᗂ児ࠊ

児❺⏕ᚐの健ᗣព㆑を高めるためࠊ歯科健ᗣ教

⫱をᐇしているがࡑࠊの評価としてࠊ児❺┦

ㄯᡤ୍保護ᡤに関ࢃる職ဨを対㇟にࠊ保護ᡤ

にいるᗂ児ࠊ児❺⏕ᚐと職ဨの歯科保健にಀる

ኚ化についてンࢣーࢺㄪᰝをᐇしたのでࠊ

 ࠋの⤖ᯝについてሗ࿌するࡑ

【歯科健ᗣ教⫱ෆᐜとンࢣーࢺ方法】 

児❺⏕ᚐᩘと職ࠊ健ᗣ教⫱ෆᐜ（対㇟のᗂ児ۑ

ဨᩘはᖹ成2�年�月ࠥの�か月のᘏ人ᩘ）  

対 ㇟ 児❺⏕ᚐ���人� ᗂ児（4�人） 

ᗂ児に関ࢃる職ဨ 

（1�人） 

ᐇ 

ᅇ ᩘ   

月1ᅇ 

ึᅇと2ᅇ┠以降

の人にศけてᐇ

�ᖹᆒ2 �ࠥᅇ�人� 

月1ᅇ 

�ᖹᆒ2 �ࠥᅇ�人� 

ෆ ᐜ ึᅇ㸸う蝕・歯࿘

ᝈண㜵の講ヰ 

 口腔ෆ観ᐹ 

2ᅇ┠以降㸸☻けて

いないとࢁࡇの

☜ㄆ�ᰁめฟし�

指ࢢンࢩࢵࣛࣈ

ᑟ（スタࣇࢵの 

口腔ෆ観ᐹ） 

 健口య᧯ 

・口腔ෆ観ᐹ（う蝕

等ᝈやࢩࢵࣛࣈン

の際のὀពⅬ等をࢢ

含ࡴ口腔ෆ状況のఏ

㐩） 

・職ဨのࢩࢵࣛࣈ

ンࢢ指ᑟや口腔⟶⌮

のためのࣂࢻス 

・4・�・�ṓ児のࣈ

 指ᑟࢢンࢩࢵࣛ

 方法ࢺーࢣンۑ

対㇟㸸$ 児❺┦ㄯᡤ୍保護ᡤでᗂ児に関ࢃる

職ဨ�ྡࠊ%児❺・⏕ᚐに関ࢃる職ဨ�  ྡ  

ᐇ期㛫㸸ᖹ成�0年�月1�᪥ 2ࠥ�᪥ 

 はձᗂる職ဨࢃෆᐜ㸸$ᗂ児に関ࢺーࢣン

児の関ࢃりのኚ化についてղ関ࡗࢃている 

ᗂ児のኚ化についてճᙜᡤが関ࡗࢃてよかࡗ 

たとᛮうࡇとについて %児❺・⏕ᚐに関ࡗࢃ 

ている職ဨはձ職ဨの歯科保健のព㆑や 

行動等のኚ化についてղ児❺・⏕ᚐの歯科保健 

 ののኚ化についてࡑのព㆑ࠖや行動や

【⤖ᯝ】ᗂ児に関ࡗࢃている職ဨの関ࢃり

のኚ化としてはࠕࠊᗂ児のࡴし歯等をẼに

するようになࡗたࠖࠕᗂ児の歯☻きがᴦ

になࡗたࠖは4��人ࡗࡔたࠋまたࠊᗂ児の

ኚ化に࠾いては職ဨ全ဨがࠕ歯☻きを᎘が

らなくなࡗたࠖࠕ⮬ศの歯に関ᚰをᣢつよ

うになࡗたࠖࠕ歯☻きは大ษとព㆑がฟて

きたࠖࠕ⮬ศで歯☻きができるようになࡗ

たࠖ等のኚ化をឤࡌていたࠋᙜᡤが関ࡗࢃ

てよかࡗたとᛮうࡇとはࠕࠊᗂ児の口腔の

状況がᢕᥱできるようになࡗたࠖࠕ口腔の

Ⓨ㐩状況と全㌟のⓎ㐩との関ಀが⌮ゎで

きࠊᙺ立ࡗているࠖࠕᏊ供が⮬ಙをࡶてる

よい機会となࡗたࠖ等ࡗࡔたࠋ児❺・⏕ᚐ

に関ࢃる職ဨに࠾いてはࠊ⮬ศ⮬㌟がࠕ以

๓より歯や歯ࡄきをẼにするようになࡗ

たࠖࠕ歯☻きࡶᑀにするようになࡗたࠖ

とのᅇ⟅が全ဨからあࡗたࠋまたࠊ児❺・

⏕ᚐがࠕ以๓より歯や歯ࡄきをẼにするよ

うになࡗたࠖࠕ以๓よりᑀに歯☻きをす

るようになࡗたࠖと職ဨ全ဨがᅇ⟅してい

たࠋ児❺・⏕ᚐのࡑののኚ化としてࠕࠊ

☻き方や☻く㛫をẼにするようになࡗ

たࠖࠕ口腔ෆのᚰ㓄ࡈとをヰすようになࡗ

たࠖࠕ健ᗣに関ᚰあるⓎゝがቑえたࠖ等と

のᅇ⟅があࡗたࠋ 

【⪃ᐹ】ࡇれらの⤖ᯝよりࠊ今ᅇᐇした 

歯科健ᗣ教⫱はࠊ保護ᡤ職ဨཬࠊࡧᗂ児ࠊ 

児❺・⏕ᚐの歯科保健の⯆やព㆑を高 

めるࡇとができたとᛮࢃれるࠋ≉にᗂ児に 

 の㔜要をࢳーࣟࣉの職ဨࠊいては࠾

☜ㄆできたࠋまたࠊンࢣーࢺ⤖ᯝにはな 

いがࠊ᪂しく保護ᡤに入ᡤした児❺がඛ㍮ 

に⩦ࡗてࠊしࡗかり歯☻きをしている等の 

職ဨのヰからࠊࡶ歯科健ᗣ教⫱が୍保護 

ᡤタ全యのኚ化をᘬき㉳ࡇしている 

のではないかとᛮࢃれたࠋ歯科保健には⤖ 

ᯝがすࡄに現れるという≉ᚩがあるがࠊ今 

ᅇの歯科健ᗣ教⫱のᐇに࠾いてࠊ次ຠ 

ᯝとしてึࠊᅇᮘにఅࡏていた児❺⏕ᚐが 

ᅇを㔜ࡡるࡈとに➗㢦がぢられࠊ事๓に 

ᑀに歯☻きをしてཧຍするようになりࠊ⮬ 

ᕫ⫯定ឤࡶ高くなࡗたとឤࡌられたࠋ 

【⤖ㄽ】以ୖのࡇとからࠊ今ᅇࠊ歯科保健 

の健ᗣ教⫱はࠊ保護ᡤのᗂ児や児❺・⏕ᚐ 

 ࠋの必要性を♧၀した

（E-mail；NouNo.�0N�@prHI.NanagaZa.jp）
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ዪ性たࡕ ᥈⣴的検ウ

㸫 㸫

大ῡۑ
ࡕࡪ࠾࠾

 ⿱⨾
ࡺ ࡳ

（ዉⰋ学ᅬ大学人㛫教⫱学部）ࠊᯘ
はやし

Ⱗ
ࡩ

⨾
ࡳ

（ዪᏊᰤ㣴大学㣗⏕ែ学研究ᐊ） 

【⫼ᬒ】㏆年18ࠊ ṓᮍ‶のᏊどࡶのいるẕᏊ

ୡᖏはቑຍの୍㏵をたどࡗているࠋ国Ẹ⏕活基

♏ㄪᰝによると1ࠊ�88 年の ��4�000 ୡᖏから

201�年では����000ୡᖏと�0ࠊ年㛫で⣙1.�8

ಸቑຍしているࢩࠋンࢨ࣐ࣝࢢーに関する研究

はࠊ国ෆではࠊ⏕活ᐇែやᑵປに関する研究が

行ࢃれている（⚄ཎ 2010 など）がࠊ海እに࠾

いてはࠊᙼዪたࡕの健ᗣ状ែに関する研究が

✚されているࢩࠋンࢨ࣐ࣝࢢーはࠊのᐙ᪘ᙧ

ែのዪ性よりࡶ健ᗣࣜスࢡが高いという指

がある（)riW]Hll 6� HW al�2012�がࠊᙼዪた

ࠋの行動≉性についてはሗ࿌が限られているࡕ

【┠的】本研究はࠊ国ෆのࢩンࢨ࣐ࣝࢢーの

ዪ性たࡕが健ᗣ࡙くりに࠾いてどのようなᕤ

ኵをしているのかに↔Ⅼをᙜてるࡑࠋの際ࢩࠊ

ンࢨ࣐ࣝࢢーの୰でࠊࡶᅔ㞴をり㉺えて⏕活

を⥔ᣢしているዪ性たࡕをࣈࢸࢪ࣏ࠕな㐓⬺

者（3oViWiYH 'HYianFH）ࠖ（3aVFalH 5� HW al 

2010）ととらえࣈࢸࢪ࣏ࠊ・デビエンス・

の視Ⅼからၥ題ゎỴ法を᥈⣴的にゎࢳーࣟࣉ

᫂するࡇとをヨࡳるࠋ≉に本研究ではࠊ観的

健ᗣឤの高いዪ性をᢳฟしࠊ行動≉性のゎ᫂を

┠的としたࠋ 

【方法】ࣔ ࠊ୍ࡌター会社を㏻ࢽ 㒔୕┴（東

京・⚄ዉᕝ・ᇸ⋢・༓ⴥ）にᒃఫするᮍ፧・

㞳ู・ṚูのᏊどࡶをᣢつዪ性 4�181 ྡを

対㇟にスࣜࢡーࢽンࢢㄪᰝをᐇしࠊ�� ྡ

をᢳฟしたࡑࠋのᚋࠊ㌟య的・⢭⚄的観

的健ᗣឤがⰋዲでࠊ㣧㓇・ႚ↮・ఇ㣴のࣜ

スࢡ行動の㔜なりがなくࠊᮎᏊが 20 ṓᮍ

‶の者という本研究の᮲件を‶たす対㇟

者 1� ྡを㑅定した201ࠋ�年11月に1�ྡを

対㇟にಶูンタビࣗーㄪᰝをᐇしたࠋン

タビࣗーෆᐜはࠊ健ᗣ行動・ᚰ⌮社会的行動等

としࠊ㹇㹁ࣞࢥーࢲーに㘓㡢ᚋࠊ㏲ㄒ㘓をస成

したࠋンタビࣗー┤ᚋのグ㘓からࠊ最終的に

14ྡをࣈࢸࢪ࣏な㐓⬺者（以ୗࢪ࣏ࠕデビࠖ

とする）と⨨࡙けࠊศᯒを行ࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】ࢪ࣏デビඹ㏻の≉ᚩとしてࠊ経῭的

Ᏻ定のぢ㏻しを立てたୖでのࢩンࢨ࣐ࣝࢢー

ー࣏サࠊᚰ㌟の健ᗣを⥔ᣢする行動ࠊの⛣行

経῭的㈨※の☜保が᫂ࠊの保ᣢࢡー࣡ࢺࢵࢿࢺ

らかになࡗたࠋまたࠊሗ㞟ຊとᐇ┈をවࡡ

た㊃（ᐇᚿ向とする）という指ᶆを用いて

㢮ᆺ化したとࠊࢁࡇᐇᚿ向が高くሗ 

㞟ຊの高いዪ性㸱 デビࢪ࣏ඛ㗦的なࠕྡ） ）ࠖ

がᢳฟされたࠋᙼዪたࡕの行動≉性をศᯒした

⤖ᯝࠊ⮬らのຊでၥ題ゎỴするᚿ向性ࠊᚭᗏ的

なሗ㞟に基࡙くពᛮỴ定ࠊ経῭的㈨※の☜

保や⠇⣙法に関する▱㆑・方法を保ᣢしࠊᬽら

しを㇏かにする行動の⩦័化ࠊ⩦័化などの☜

立されたࣛࣇスタࣝと者のⓎಙࠊとい

う要⣲がᯒฟされたࠋ 

【⤖ㄽ】本研究を㏻ࡌてࢩࠊンࢨ࣐ࣝࢢーと

いうᅔ㞴な状況ୗに⨨かれたࢪ࣏デビのዪ性

たࡕはࠊᚰ㌟の健ᗣ⥔ᣢ行動を行いつつࠊ健ᗣ

⥔ᣢのᅵྎとなる⏕活基┙Ᏻ定のためにサ࣏

ー࣡ࢺࢵࢿࢺーࢡの保ᣢやࠊ経῭的㈨※☜保の

ᕤኵなどといࡗたࠊ社会㈨※を⏕活㈨※に活用

する行動≉性が♧၀されたࠋ 

【ㄽⅬまたは検ウㄢ題】

本研究の▱ぢがどの⛬ᗘࢩンࢨ࣐ࣝࢢー全

⯡に୍⯡化可能かࠋまたࢩࠊンࢨ࣐ࣝࢢーに対

してどのようなලయ的ᨭが可能かࠋ 

（E-mail；\umi-o@naragaNuHn-u.jp）
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ࡺ ࡳ

（㈡ᩥ教▷期大学） 

【⫼ᬒ】200�年4月にࠊᚑ๓の学ᰯ保健法に

てのすࠊ学ᰯ保健Ᏻ全法が行されࠊりࢃ᭰

教ဨが健ᗣ観ᐹࠊ保健指ᑟを行うࡇとが⩏ົ

けられたࠋしかしながらࠊ学ᰯに࠾いてࠊ᫂ら

かに教ဨのࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸー不足に㉳ᅉする

⇕୰事ᨾࠊ⤌య᧯事ᨾࠊ⤥㣗事ᨾ等は㉳ࡇり

⥆けて࠾りࠊ学ᰯ保健Ᏻ全法の⌮ᛕがල現化さ

れたとはゝい㞴い現状であるࡇࠋのཎᅉのࡦと

つとしてࠊ現在教ဨになるための㣴成ㄢ⛬に࠾

いて学ᰯ保健に関する学修が༑ศではなくࡺࠊ

えに児❺⏕ᚐに᥋するうえで必要なࣝ࣊スࣜ

とが指でࡇーの⋓ᚓが不༑ศであるࢩࣛࢸ

きるࠋ 

【┠的】ࡇのࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈではࠊまࡎ教

ဨ㣴成ㄢ⛬でのࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーに関する学

修の現状とၥ題Ⅼを᫂らかにしࡑࠊのうえでࠊ

教ဨとして⩦ᚓが求められるࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸ

ーのෆᐜやࡑࠊの⩦ᚓ方法についてពぢを

行いたいࠋ 

【方法】ᩥ部科学┬࠾よࡧཌ⏕ປാ┬࣍ー࣒

大学ࠊにてබ㛤されている㈨ᩱを用いてࢪー࣌

等でのࠊᑠ学ᰯ教ဨ㣴成ㄢ⛬と保⫱士㣴成ㄢ⛬

に࠾けるྛචチ㈨᱁ྲྀᚓまでのㄢ⛬や科┠に

関する比較を行なࡗたࠋ 

【⤖ᯝ】教ဨ㣴成ㄢ⛬に࠾けるࠊ学ᰯ保健に

関する事を学修・⩦ᚓするにあたࡗてのၥ題

Ⅼとしてࠊ以ୗの㸱Ⅼがุ᫂したࠋձ教ဨ㣴成

ㄢ⛬に࠾いてࠊ学ᰯ保健に関する科┠が必ᒚ修

とされて࠾らࣝ࣊ࠊࡎスࣜࢩࣛࢸーの⋓ᚓやᕤ

ሙを┠的とする科┠の学⩦が必㡲ではないࠋ

保⫱士㈨᱁のྲྀᚓにᙜたࡗてはࠕࠊᏊどࡶと保

健 の健ᗣとᏳ全ࡶᏊどࠕࠖ ࠖ保⫱ෆᐜ（健ᗣ）ࠕࠖ

の㣗とᰤ㣴ࡶᏊどࠕ とࠖいࡗた科┠が必ᒚ修と

されているࠋղ科┠ࠕ教⫱に関する社会的ࠊไ

ᗘ的ཪは経Ⴀ的事項 はࠖ必修化されて࠾りࡇࠊ

࣊学ᰯ保健やࠊに学ᰯᏳ全が含まれているがࡇ

ࣝスࣜࢩࣛࢸーに関するෆᐜは┒り㎸まれて

いないࠋճᑠ学ᰯ教ဨචチ状ྲྀᚓに際してはࠊ

┠教科の指ᑟ法に関する科ࡧ教科ཬࠕ のࠖ㑅ᢥ

のవ地がきࢃめて大きくࠊ健ᗣ教⫱や事ᨾ㜵Ṇ

に┤⤖するࠕయ⫱科教⫱法 やࠖࠊ㣗⫱を含ࠕࡴᐙ

ᗞ科教⫱法 はࠖ㑅ᢥᒚ修でありࠊいࡎれࡶ必修

ではない20ࠋ年᮶ࡇの状ែが⥆いているࠋ 

ຍえてࠊ教ဨ㣴成ㄢ⛬でᡤ定の༢を修ᚓした

ሙྜにはࠊ国ᐙヨ㦂を経ࡎに教ဨචチがྲྀᚓで

きるࠋ 

よࡗてࠊ教ဨචチのྲྀᚓに際してࠊ学ᰯ保健や

とーに関する学修の機会がࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

ࠋたࡗとが᫂らかとなࡇどᏑ在しないࢇ

【⪃ᐹ】⇕୰事ᨾࠊ⤌య᧯事ᨾࠊ⤥㣗事ᨾ

等が㉳ࡇるたࡧにࠊከくは医療ศ野のྛ専㛛ᐙ

によࡗてࡑࠊの༴㝤性や事ᨾの࣓࣒ࢬࢽ࢝がゎ

ㄝされࠊ㆙㚝が㬆らされてきたࠋしかしࠊ⩏ົ

教⫱現ሙにいる教ဨの大༙はࡶࡑࡶࡑࠊ教ဨච

チのྲྀᚓに際してࣝ࣊ࠊスࣜࢩࣛࢸーに関する

学修をとࢇど経ていない現状を㚷ࡳるとࠊ事

ᨾの࣓࣒ࢬࢽ࢝を⌮ゎするࡇと⮬యがᅔ㞴で

ある状況が᥎ᐹされるࡑࠋのうえ改ၿ策を講ࡌ

てࠊ事ᨾの㜵Ṇにつなࡆていくࡇとはࠊきࢃめ

てᅔ㞴であると⪃えるࠋ 

【⤖ㄽ】現状の教ဨ㣴成ㄢ⛬に࠾いてࠊ学ᰯ

現ሙで必要なࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸーを⋓ᚓしᚓる

学修のሙが不༑ศであるࠋ早ᛴにᩚ備される必

要があるࠋ 

（E-mail；n-WachiEana@s-EunN\o.ac.jp）
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ー向ୖの方法ࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊を活用したࢪࢵࢼ

Ụ口ۑ
え ࡄ ࡕ

Ὀ
やす

ṇ
まさ

（⏘ᴗ医科大学⏘ᴗ保健学部）， 

北ᢡ
きた࠾り

 ୍北ᢡ ୍北ᢡ
はࡌめ

 ，（ターࢡࣞー研修講師㸸ඖ1+.デࣜࣇ）

➉ᯘ
たけࡤやし

ṇᶞ
まさき

（㟷᳃┴立保健大学大学院） 

【⫼ᬒ】ࡇれまでの健ᗣ教⫱ではࠕఱが健ᗣに

Ⰻいのか，ఱᨾⰋいのか けに╔║したᨭࡔࠖ

がከくぢられた．しかし，ࡇのようなࣟࣉー

をㄝ᫂しきれࢳࢵ࣐ス࣑では▱㆑と行動のࢳ

ないሙ㠃がある．たとえㄽ⌮的にはṇᙜ性が高

くてࡶ，行動┠ᶆが」㞧ࡗࡔたり，高ࢥスࡔࢺ

健ᗣ教⫱の現ሙでは，ࡤのであれࡶたりするࡗ

用いられない可能性が高い． 

 ㏆年ࢃࠕかࡗているけれどࡶできない人ࠖを

どのようにᨭすれࡤ健ᗣ行動につながるの

かを㏣究していくࡇとが㔜視されてきている．

ーࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊のࠎのような⫼ᬒから，人ࡇ

向ୖのᨭ法として，1）ࢪࢵࢼuGgH㸸人の行

動≉性にᐤりῧい，ࡗࡑとᚋᢲしするデࢨン）

を活用するࡇとは㔜要とᛮࢃれる．ࢪࢵࢼ⌮ㄽ

を提ၐした5.7halHrは201�年にࣀーࣝ࣋経῭

学㈹�㏻⛠）をཷ㈹し，社会的にࡶㄆ▱ᗘが高ま

ࢼいては⎔ቃ┬に࠾が国にࢃ，ている．またࡗ

がタ⨨されるなど，ᨻ策やᡓ略にࢺࢵࢽࣘࢪࢵ

がとり入れられてきている．しかしながࢪࢵࢼ

ら，ࢪࢵࢼを健ᗣ教⫱に活かす方法については，

まࡔ༑ศにデスࣙࢩࢵ࢝ンされているとは

ゝいがたい． 

でࣝࣉンࢩ，ではࣝࣈーࢸࢻン࢘で本ࣛࡇࡑ

పࢥスࢺの行動┠ᶆとして，定期的なయ㔜 定

（以ୗ，ࠕィるࡔけࢲエࠖࢺࢵ）を題ᮦに本

ࢵエࢲけࡔィるࠕ．について㆟ㄽする࣐ーࢸ

，行動の୍✀でありࢢタࣜンࢽࣔࣇࣝࢭはࠖࢺ

の⫧‶ண㜵行動の基♏となるୖに，」ᩘのඛ

行研究によࡗて⫧‶ண㜵のⰋいᡭẁになるࡇ

とが♧၀されている．  

けࡔとࡇでは，ィるࠖࢺࢵエࢲけࡔィるࠕ

が┤᥋的なῶ㔞につながるヂではないが，ῶ㔞

以እの要⣲ࡶ含めた健ᗣ行動全⯡のࢪࢵࢼ

になり，ࡑれが⤖ᯝ的にῶ㔞につながࡗている

のではないかと᥎ される．ࡇのような⌮ㄽを

，とはࡇᗈくᛂ用するー向ୖࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

⪄て有用であるとࡗれからの健ᗣ教⫱にとࡇ

える． 

【┠的】本ࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈでは，ࠕィるࡔけ

ࢺࢵエࢲ のࠖ⫼ᬒに௦⾲されるようなࢪࢵࢼ

の⌮ㄽを，ࢃࠕかࡗているけれどࡶできない人ࠖ

ー向ୖに活用する方法にࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊の

ついてデスࣙࢩࢵ࢝ンしていくࡇとを┠的

とする． 

【方法】はࡌめに，1+.ࠕためしてࢸࢵ࢞ン でࠖ

ィるࡔけࢲエࢺࢵをᢸᙜしたඖデࢡࣞタ

ーである北ᢡから，ࡑのព⩏とᐇ㊶について⤂

介する．次に，ࡑのィるࡔけࢲエࢺࢵの⫼ᬒ

にあるࢪࢵࢼ⌮ㄽについて行動経῭学の研究

者である➉ᯘからὝᐹを㏙る． 

スࣜࣝ࣊ㄽを⌮ࢪࢵࢼのようなࡇ，のୖでࡑ

のᨭに活用していく方法にー向ୖࢩࣛࢸ

ついてࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈཧຍ者ととࡶにデ

スࣙࢩࢵ࢝ンしていく． 

【ㄽⅬ】 

の⫼ᬒにあるようࠖࢺࢵエࢲけࡔィるࠕ.1

なࢪࢵࢼはࣝ࣊スࣜࢩࣛࢸー向ୖᗈく

ᛂ用可能か㸽 

2. ᛂ用可能であるとすれࡑ，ࡤの方法は㸽 

ࡏー向ୖに活かࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊のにࡑ .�

るࢪࢵࢼはあるか㸽 

（E-mail；\-HguFhi@mHG.uoHh-u.aF.jp）
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地方⏕を┠的とした࣎ ス事ᴗによるୡ௦㛫ࢿࢺࢵࣇスࣞࢲ

ὶ ࡳ

బ野京Ꮚۑ
 さ の き ࡻ う ࡇ

（ओឡ࢝ンࢽࣃー）ఀࠊ⸨ᣅஓ（ओឡ࢝ンࢽࣃー） 

Ụᕝ㈼୍（東京ᐙᨻ学院大学 人㛫ᰤ㣴学部㐠動⏕ែ学研究ᐊ） 

బࠎᮌኟᏊ（132法人かえるࣁーࣔࢽー）ࠊゅಇஅ（えるࣁーࣔࢽー）ࠊゅಇஅ（ओࢨ・ビࢢࢵス࣏ーࢶ）

【⫼ᬒ】ࢽࢩᒙ地方⛣ఫಁ進のྲྀり⤌ࡳの

୍⎔としてࠕࠊ⏕ᾭ活㌍のまࠖࡕᚨᓥ┴୕ዲᕷ

の社会ンࣛࣇのᵓ⠏が検ウされࠊㄢ題ゎỴの

ᨻ策検ドをᖹ成28 年ᗘと 2� 年ᗘにᐇしたࠋ

きがい࡙くりを⏕ࠊὶࠊ健ᗣቑ進ࠊの⤖ᯝࡑ

┠的としたࠕሙ をࠖ求めているࡇとがㄆめられࠊ

ὶᣐⅬとしてのሙᡤの㔜要性が᫂☜となࡗ

たࠋ 

【┠的】ᖹ成�0年ᗘはㄡでࡶẼ㍍にཧຍでき

る↓ᩱのࢿࢺࢵࣇス࣒ࢪを 2 か月㛫㛤タしࠊ

健ᗣቑ進ࠊὶを┠的したࢿࢺࢵࣇ・ࢽ࣑ス

事ᴗのຠᯝを検ドするࠋ 

【方法】ᖹ成�0年11月2᪥㹼12月2�᪥の8

㐌㛫ࠊサンࣛࢬビࣝ1㝵にて࣎ーࣞࢲスࣇ

ཧຍ要件はձࠊスにཧຍするᕷẸをເ㞟ࢿࢺࢵ

య㦂ࢢン࢟ー࢛࢘ࢡࢵデࣝࣀయຊ 定とࠕ

会 にࠖཧຍできるղ�㐌㛫のෆ1㹼2㛫⛬ᗘの

㐠動を㐌2ᅇできるճ医師から㐠動をṆめられ

ていないࠊ┠ᶆເ㞟人ဨは �0 介入ෆᐜはࠋྡ

㐠動㛤ጞにྛ✀ㄪᰝとయຊ 定をᐇࣝࣀࠊ

デ࢛࢘ࢡࢵー࢟ンࢢをయ㦂するࠋయຊ 定と

య⤌成の⤖ᯝからಶูの㐠動┠ᶆをタ定するࠋ

2 㐌┠に⟶⌮ᰤ㣴士が㣗事ࣛࣂンスについて講

ヰしࣝࢢࠊー࣡ࣉーࢡをᐇࠊ㣗⩦័ンࢣー

㐠動ࠋの⤖ᯝからಶูのᰤ㣴┠ᶆをタ定するࢺ

指ᑟ者はࠊಶูの㐠動┠ᶆにྜࡏࢃた㐠動ࣟࣉ

た㐠動ࡗンを使ࢩ࣐ཧຍ者はࠊを提し࣒ࣛࢢ

ཬࡧスタࢵࣞ࢜ࢪスンを 1㹼2 㛫⛬ᗘ行うࠋ

スタࢵࣞ࢜ࢪスンの๓に 1� ศ⛬ᗘの健ᗣࢽ࣑

講ヰを行いࡑࠊのෆᐜにྜࡏࢃた㐠動を 4� ศ

行うࠋスタࢵࣞ࢜ࢪスンではࠊཧຍ者ྠ士で㌟

యを観ᐹしたりࠊゐࡗたりして㌟యのព㆑化と

とࡶにࣝࢢーࣉでඹ有できるようにാきかけ

たࠋᐇした㐠動やᰤ㣴のෆᐜはྛ⮬がಶ人ࣇ

 ࠋにグ㘓するࣝ

介入๓ᚋのㄪᰝཬࡧ 定はࠊձ㌟య 定

（㌟長ࠊ⭡ᅖ）ղయ⤌成ճయຊ 定 �✀┠

մ健ᗣ・活動状ែのンࢣーࢺյ୕ዲᘧ健

ᖾㄪᰝ（42/）ն健ᗣンࢣーࢺշ㣗⩦័

࣑ࣗࢥչࢪーࢸո行動ኚᐜスࢺーࢣン

ࠋであるࢺーࢣンンに関するࣙࢩーࢣࢽ

【⤖ᯝ】ཧຍ者は�1ྡࠊ性ูは⏨性18ྡዪ性

�.年௦は20௦から80௦でᖹᆒ年齢は�4ࠊ4�ྡ

ṓࠊ㸶㐌㛫の⥅⥆⋡は82㸣であࡗたࠋ㌟య 定

はయ㔜ࠊ,%0ࠊ⭡ᅖが有ពにῶ少したࠋయຊ 

定はࠊᥱຊ᳔ࠊᏊᗙり立ࠊࡕ長ᆘయ๓ᒅࠊ㛢

║∦足立ࣇࠊࡕンࣜࣝࢼࣙࢩࢡーࠊࢳᶓ

/42ࠋが有ពに向ୖしたࡧ㊴ 評価のࠕ今᪥の健

ᗣ状ែ ศの健ᗣに⮬ಙがある⮬ࠕࠖ 10年ᚋࠕࠖ

の健ᗣ状ែ がࠖ有ពに向ୖしたࠋ行動ኚᐜスࢸ

ーࢪでᐇ行期ཬࡧ⥔ᣢ期が有ពにቑຍしたࠋ

ンࢣーࢺ⤖ᯝから全ဨにࠊ㌟య的ཬࡧ⢭⚄的な

ኚ化がㄆめられたࠋᰤ㣴評価では㛫㣗と⏑い㣧

ᩱの㢖ᗘがῶ少しࠊ㣗ရのከᵝ性をព㆑するよ

うになࡗたࠋཧຍ者の健ᗣᗘは向ୖしたࠋ最終

㐌の㐠Ⴀ㛫እに会㈝ไで成ᯝⓎ⾲会をᐇ

したと�0ྡࠊࢁࡇ以ୖがཧຍしࠊ成ᯝをඹ有し

ὶをᴦしࠋࡔࢇ健ᖾࢸࢽ࣑ࣗࢥをฟする

 ࠋとができたࡇ

【ㄽⅬまたは検ウㄢ題】㸯．地方⏕に࠾ける

ୡ௦㛫ὶのព⩏ 㸰．ᕷẸ全యの行動ኚᐜに

必要な介入方策 㸱．成ᯝの活用に向けたྲྀり

 ࡳ⤌

（E-mail；VanooN\o@gmail.Fom）
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୕ዲᕷ࣎ ける㣗行動ኚᐜ࠾ス事ᴗཧຍ者にࢿࢺࢵࣇスࣞࢲ

ᮌࠎబۑ
さ さ き

ኟᏊ
な つ ࡇ

（132法人かえるࣁーࣔࢽー）ࠊ 

Ụᕝ㈼୍（東京ᐙᨻ学院大学人㛫ᰤ㣴学部㐠動⏕ែ学研究ᡤ）

బ野京Ꮚ（ᰴᘧ会社ឡ࢝ンࢽࣃー）ࠊゅಇஅ（ᰴᘧ会社ࢨ・ビࢡࢵス࣏ーࢶ） ンࢽࣃー）ࠊゅಇஅ（ᰴᘧ会社ࢨ・ビࢡࢵス࣏ーࢶ） ンࢽࣃー）ࠊゅಇஅ（ᰴᘧ

ఀ⸨ᣅஓ（ᰴᘧ会社ឡ࢝ンࢽࣃー） 

【⫼ᬒ】 

ᚨᓥ┴୕ዲᕷに࠾いてࢽࢩࠊᒙ地方⛣ఫಁ進

のྲྀり⤌ࡳの୍⎔としてࠕࠊ⏕ᾭ活㌍のまࠖࡕ

の社会ンࣛࣇのᵓ⠏が検ウされࠊㄢ題ゎỴの

ᨻ策検ドをᖹ成28年ᗘと2�年ᗘにᐇしたࡑࠋ

の⤖ᯝࠊ健ᗣቑ進ࠊὶࠊ⏕きがい࡙くりを┠

的としたࠕሙࠖを求めているࡇとがㄆめられࠊ

ὶᣐⅬとしてのሙᡤの㔜要性が᫂☜となりࠊ

ス事ᴗࢿࢺࢵࣇスࣞࢲー࣎ዲᕷ୕ࠕ をࠖᐇ

するに⮳ࡗたࠋᚨᓥ┴ではࠊ⢾ᒀ病のࠕ可能性

が強くྰ定できない人ࠖがቑຍഴ向（ᖹ成28年

の┴Ẹ健ᗣᰤ㣴ㄪᰝより）にありࠊ㣗行動ኚᐜ

の介入が↓視できない状況にあるࠋ介入๓の㣗

とるࠕձ㛫㣗はࠊࡶでࢺーࢣン័⩦ がࠖ�0㸣ࠊ

㢖ᗘはẖ᪥が�8㸣ࡗࡔたࠋղ⏑い㣧ᩱはࠕ㣧ࠖࡴ

が�4㸣ࠊ㢖ᗘはẖ᪥が24㸣ࡗࡔたࠋճ㣗ရከᵝ

性ᚓⅬはᖹᆒ4.�Ⅼࡗࡔたࡇࠋれらの⤖ᯝから

㛫㣗や⏑い㣧ᩱのᦤྲྀ状況や㣗ရのከᵝ性ࠊࡶ

などのㄢ題が᫂☜であるためࠊ本事ᴗのྲྀり⤌

㣗行動ኚᐜをಁす介入をᐇࠊの୍つとしてࡳ

したࠋ 

【┠的】 

本研究では୕ࠊ ዲᕷ࣎ーࣞࢲスࢿࢺࢵࣇス事

ᴗཧຍ者に࠾ける㣗行動ኚᐜのスࢸーࢪが㸯

つでࡶඛに進ࡴための介入をᐇしたࠋ 

【方法】 

ձ地域の㣗ࣃターンのㄢ題をᢳฟしࠊ健ᗣ的な

㣗事方法のࢼ࣑ࢭーᙧᘧでሗ提供したࠋ 

ղಶู࢘࢝ンࣜࢭンࢢをࡇ࠾ないࠊ㣗⩦័ン

ࢸやすいスࣔーࣝスࡳ⤌をཧ⪃にྲྀりࢺーࢣ

 ࠋの┠ᶆをタ定したࣉࢵ

ճࣔ࣋ࢳーࣙࢩンを⥔ᣢするためにࠊయ㔜・⭡

ᅖの 定をグ㘓しࠊຠᯝの可視化をしたࠋ 

մ㟁Ꮚࣞンࢪでの⡆༢ㄪ⌮のデࣔンスࣞࢺー

うࠖࡑれならできࡇࠕࠊないࡇ࠾ンとヨ㣗をࣙࢩ

とᛮえるᐇ㊶方法のሗ提供をしたࠋ

【⤖ᯝ】 

以ୗはࠊ㣗⩦័ンࢣーࠊࢺಶู࢘࢝ンࣜࢭ

ンࢢのࣜࣄンࠊࢢ⭡ᅖ 定の事ᚋ評価の⤖ᯝ

であるࠋ 

ձ㛫㣗はࠕࠊとる がࠖ84㸣にῶ少したࠋ㢖ᗘは

ẖ᪥が�2㸣にῶ少（ࡑのうࡕ��㸣が 1 ᪥」ᩘ

ᅇから1ᅇにῶ少18ࠊ㸣が1ᅇに㣗る㔞がῶ

少）したࠋ㛫㣗はࠊとる㢖ᗘ・㔞がῶ少したࠋ

ղ⏑い㣧ᩱはࠕࠊ㣧ࡴ がࠖ�8㸣にῶ少したࠋ㢖

ᗘはẖ᪥が 12㸣にῶ少（ࡑのうࡕ 1�㸣が㣧ࡴ

㔞がῶり1ࠊ�㸣がࣜࣟ࢝ーのపいࡶのを㑅ࡪよ

うになࡗた）したࠋ⏑い㣧ᩱはࠊ㣧ࡴ⩦័があ

る人がῶ少しࠊ㣧ࡴ⩦័があࡗてࡶ㢖ᗘ・㔞・

 ࠋーがῶ少したࣜࣟ࢝

ճ㣗ရከᵝ性ᚓⅬはᖹᆒ�.8Ⅼとなりࠊ㣗ရの

ከᵝ性をព㆑してᦤྲྀするようになࡗたࠋ 

մ⭡ᅖは事๓と比較してᖹᆒ4.2ῶ少したࠋ

㛫㣗や⏑い㣧ᩱのᦤྲྀ状況ࠊれらの⤖ᯝからࡇ

のኚ化やࠊ㣗ရのከᵝ性がព㆑できるようにな

るなどの㣗行動ኚᐜのスࢸーࢪが進ࠊࡳ⭡ᅖが

ῶ少したࡇとが☜ㄆできたࠋ 

【ㄽⅬまたは検ウㄢ題】 

本ࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈではࠊ地域ఫẸの㣗行動ኚ

ᐜに必要な介入方法を㆟ㄽするࠋ 

ձ今ᅇࠊ㣗行動ኚᐜをಁした要ᅉはఱかࠋ 

ղ今ᅇᚓた⤖ᯝを⥅⥆するにはࠊఱが必要か 

（タࠊ人ᮦࠊ教ᮦなど）ࠋ 

ճ地域ఫẸがయとなࡗてᐇする方法とࡑࠊ

れに必要な▱㆑とスࣝ࢟はఱかࠋ 

（Email�naWuNo.ni.VouGann2@gmail.Fom） 
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⣙20年㛫の職域域域域域 ࣝ ࣉ ࣔ ㊶ンのᐇࣙࢩ

福⏣ὒۑ
しࢁࡦࡔくࡩ

（㡰ኳᇽ大学医学部⥲ྜ診療科） 

ᆏ本ౡ㤶・ᓊ⨾௦Ꮚ・Ụୖ有ె（ᰴᘧ会社᪥ᘓタィ） 

【⫼ᬒ】健ᗣな職ሙ࡙くりの୧㍯はࠊປാᏳ

全⾨⏕（2FFupaWional +HalWh anG 6aIHW\� 2+6）

と職域ࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩン（:orNplaFH 

+HalWh 3romoWion� :+3）であるࠋ+HalWh\ 

:orNplaFH )ramHZorN（:+2）や 7oWal :orNHr 

+HalWh（1,26+）では 2+6 と :+3 の統ྜがྉࡤ

れࠊ᪥本でࡶ健ᗣ経Ⴀ㖭の㑅定等により :+3

の機㐠が高まࡗている୍ࠋ 方でࣈࢸࣛࢼな視

Ⅼからࠊ健ᗣ経Ⴀᴗに࠾ける:+3のᐇ㊶やࡑ

のࢭࣟࣉスについて⪃ᐹしたሗ࿌は少ないࠋ

【┠的と方法】演者らは�00ࢺ࣡࣍ をྲྀᚓ

したタィࢥンサࣝタンࢺ事ົᡤにてࠊ⏘ᴗ保健

活動を⣙ 20 年ᒎ㛤してきたࠋ本ሗ࿌ではࠊკ

ク⏘ᴗ医の立ሙからࠊᙜ事ᴗᡤに࠾ける:+3の

ᐇ㊶を⥅的にࣈࢸࣛࢼな視Ⅼでり㏉りࠊ

の୍⯡化の可能性につᴗࠊの成ຌ要ᅉࡑ

いて⪃ᐹを行ࡗたࠋまた最㏆࢝�年のᚑᴗဨの

ンの័⩦ー（&&+/）や⏕活ࢩࣛࢸスࣜࣝ࣊

 ࠋたࡗについてண備的な評価を行ࢺࢡࣃ

【活動ෆᐜ】ᙜ事ᴗᡤの⏘ᴗ保健活動はࠊ⏘

ᴗ医ᑵ௵・⾨⏕ጤဨ会Ⓨ足�2001�からጞまࡗたࠋ

⥆いて保健師კク・ྛ✀ᩚࣝࣗࢽ࣐備�2002�ࠊ

ࢬーࢽࠊ��200�Ⓨ行・健ᗣ┦ㄯᐊ㛤タ࣐࣓࢞ࣝ

ㄪᰝ�200��ࠊ保健師常化�200��ࠊ保健師2ྡ

యไ・ࣛࣂンスᘚᙜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�ࠊ��200保健

師�ྡయไ�200�ー策定・⏘ᴗࢩ࣏ࣜスࣝ࣊ࠊ�

保健యไ全国ᩚ備・健ᗣᗘㄪᰝ�2011�ࠊけࡇࢇ

う講ヰ会・健ᗣ0$3࢜ーࣉン�2012�ࠊ社長・ປ

⤌・⏘ᴗ医の㰓ㄯࠊ大㐠動会�201��ࠊ㛫デࢨ

ࢻンࣁンࢨ健ᗣデࠊ��201�ࢡࢵࣈࢻンࣁン

最㏆は専ࠋてきたࡗ等の活動を行��201�ࢡࢵࣈ

㛛職యではなくࠊ経Ⴀ・人事・ປ⤌などの社

ෆ人ᮦをᕳき㎸3+:ࡔࢇ活動が行ࢃれてきたࠋ

【活動評価】健ᗣᗘㄪᰝではࣝ࣊ࠊスࣜࣛࢸ

ーのࢩ � つのᑻᗘ全てで向ୖがぢられて࠾り

（ሗ㞟ຊ�0.�Ѝ�8.ࠊ��ሗ㑅ᢥຊ�4.8Ѝ

��.�㸣ࠊሗุ᩿ຊ42.0�Ѝ�4.2ࠊ�ሗఏ㐩ຊ

�8.8Ѝ�1.4㸣ࠊ⮬ᕫỴ定ຊ��.�Ѝ�1.2㸣）ࠊ⏕

活⩦័についてࠊࡶᮅ㣗欠㣗（1�.�Ѝ1�.�㸣）ࠊ

�0ศ以ୖの㐠動（12.�Ѝ14.8㸣）ࠊ╧╀㸴㛫

ᮍ‶（42.0Ѝ�4.�㸣）と改ၿഴ向であࡗたࠋ 

【⪃ᐹとࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈでのㄽⅬ】⣙20

年㛫の⏘ᴗ保健活動をり㏉りࠊ⏘ᴗ保健スタ

経Ⴀ・人事・ປ⤌などのࠊయの2+6からࣇࢵ

社ෆ人ᮦをᕳき㎸3+:ࡔࢇが活性化していくᵝ

Ꮚがఛࢃれたࠋ成ຌ要ᅉとしてࠊ健ᗣに関ᚰの

高い࢟ーࣃーࢯンのⓎ᥀ࠊ常保健師のᏑ在ࠊ

経ႠᒙࠊンがⰋዲな社ෆ㢼ᅵࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ

の⌮ゎ等が⪃えられたࠋ限⏺はあるࡶのの࣊ࠊ

ࣝスࣜࢩࣛࢸーの向ୖや⏕活⩦័の改ၿがぢ

られ3+:ࠊ のຠᯝである可能性が♧၀されたࠋ

活動のᾐ㏱には長い㛫を要しࠊᴗ✀や㢼ᅵの

␗なるᴗの୍⯡化には限⏺があるとᛮࢃ

れる࢘ࣛࠋンࢸࢻーࣝࣈではࠊ本ࢣースを踏ま

えࠊ⤌⧊（ᴗ）のࣝ࣊スࣔࣟࣉーࣙࢩンの

ࠋーの成ຌの⛎ジについて㆟ㄽしたいࢩ࢝࣎ࢻ

（E-mail；hiro@junWHnGo.aF.jp） 
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とࡦ ୖࡆ☻きをするぶのྜࠖに いてከ職✀で⪃える

㧘ۑ
かࡔ

⃝
ࢃࡊ

どりࡳ
ࡳ ど り

（ᕷཎᕷᏊ⫱てࢭࣛ࣎࢘ࢿンター） 

⮹有᱇（国際医療福祉大学大学院┳護学ศ野）ࠊ⏣ᮧගᖹ（⏫⏣ᕷ保健ᡤ）ࠊ

長ඃᏊ（Ụᡞᕝ༊ⴱす健ᗣサ࣏ーࢭࢺンター） 

【⫼ᬒ】ࠕすࡇやかぶᏊ㸰㸯（➨㸰次）ࠖの

⌮ᛕࠕすてのᏊどࡶが健やかに⫱つ社会ࠖの

ᐇ現のためには健ᗣ᱁ᕪのゎᾘとከᵝ性の

対ᛂが求められて࠾りࠊᚑ᮶のಶู指ᑟを୰ᚰ

としたࣟࣉーࢳにຍえࠊ健ᗣの社会的Ỵ定要

ᅉの⪃え方に基࡙くࣟࣉーࢳが求められて

いるࡇࠋれらの⪃え方のᐇ㊶に求められている

のはࠕ比較ࠖによる評価であるࠋஙᗂ児健診は

長年にࢃたりྛ⮬యで⊂⮬にᐇ㊶されてき

たがࡶࠕࡌྠࠊのさしࠖを使ࡗた比較による評

価がなされていなかࡗたࡶࠕࠋのさしࠖの୍つ

がࠊஙᗂ児健ᗣ診ᰝ（以ୗࠕஙᗂ児健診ࠖとい

う）のࠕඹ㏻ၥ診ࠖでありࠊ必㡲ၥ診項┠（1�

項┠）と᥎ዡၥ診項┠（1�㹼1�項┠）が提ၐさ

れているࠋᖹ成�0 年 � 月ࠊஙᗂ児健診事ᴗの

ᶆ準化につなࡆるためࠊ現ሙでᐇ㊶可能なᴗົ

指㔪等を提供するࡇとを┠的にࠊஙᗂ児健ᗣ診

ᰝ事ᴗᐇ㊶ࢻ࢞（以ୗࠕᐇ㊶ࢻ࢞ とࠖいう）

がస成されࠊ全国の㒔道ᗓ┴࠾よࡧᕷ༊⏫ᮧに

㓄ᕸされたࠋᐇ㊶ࢻ࢞にはࠊஙᗂ児健診の

保健指ᑟࢭࣟࣉスの୍が♧されࠊ事๓࢝ンࣇ

的ุ᩿ྜ⥲ࠊンスࣞࣇン࢝ンスから事ᚋࣞ

までのὶれがࢃかりやすくㄝ᫂されているࠋま

たࠊᐇ㊶ࢻ࢞にᒓされている'9'にはࠊங

ᗂ児健診事ᴗのከ職✀ᚑ事者を対㇟とした研

修教ᮦ等が㍕されているࠋ 

【┠的】必㡲ၥ診項┠の୍つであるࠕୖࡆ

☻きをするぶのྜࠖは1ࠊṓ�か月児健診の

ၥ診項┠でありࠊ健診ではにࠊ歯科医師や歯

科⾨⏕士がၥ診࠾よࡧ保健指ᑟに携ࢃりࠊᡭᢏ

的な指ᑟがなされているࡇとがከいࠋከ職✀が

関ࢃる健診に࠾けるࡇのၥ診項┠のព⩏につ

いてከ職✀で☜ㄆࠊ検ウするࠋ

【方法】ᚑ᮶のୖࡆ☻きに関するၥ診はࠊ

きをしていますか☻ࡆ保護者がୖࠕ とࠖのタ

ၥにࠕはい・いいえࠖの㑅ᢥ⫥を用いている⮬

యがከかࡗたࠋ必㡲ၥ診項┠ではタၥがࠕ保

護者がࠊẖ᪥ࠊୖࡆ☻きしていますかࠖࠋに

対しࠊ㑅ᢥ⫥が以ୗの4ᢥである1ࠋ.ୖࡆ☻

きをしている（Ꮚどࡶが☻いたᚋࠊ保護者が

ࡎが⮬ศで☻かࡶきをしている）2.Ꮚど☻ࡆୖ

にࠊ保護者ࡔけで☻いている�.Ꮚどࡔࡶけで☻

いている4.Ꮚどࡶࡶ保護者ࡶ☻いていないࡇࠋ

れらのタၥと㑅ᢥ⫥のᩥゝは୍ᩥᏐࡶኚえࡎ

にタ定しࠊ比較評価していくࠋまたࠊ㑅ᢥ⫥ �

のၥ診項┠でࠊ4を㑅ᢥした者の୰でࡧよ࠾

Ẽになるᅇ⟅がぢられたሙྜはࠊከ職✀がཧຍ

する事ᚋ࢝ンࣞࣇンスでぶᏊの対ᛂ・ᨭ

を進めていくࠋ 

【⤖ᯝ】ཌ⏕ປാ┬ẕᏊ保健ㄢㄪ（ᖹ成 2�

年ᗘ1ࠊ���� ᕷ⏫ᮧがᅇ⟅）では1ࠊ を㑅ᢥし

た者のྜは�2.�㸣ࠊ以ୗྠᵝに2は21.4㸣ࠊ

�は4.1㸣4ࠊは1.8㸣であࡗた࠾�ࠋよ4ࡧを

㑅ᢥした �.�㸣の保護者はࠊୖࡆ☻きに関ࢃ

 ࠋたࡗかࢃとがࡇていないࡗ

【ㄽⅬまたは検ウㄢ題】ձᐇ㊶ࢻ࢞がᕷ༊

⏫ᮧの現ሙでどの⛬ᗘ活用されているかࠋ 

ղう蝕ண㜵の観Ⅼのࠊከ職✀が関ࢃる健診で

 ࠋとができるのかࡇのタၥをどう活かすࡇ

ᐇ㊶ࢻ࢞はࠊᶆ準的なஙᗂ児健診事ᴗに関

するཌ⏕ປാ科学研究⌜等のᢸᙜ者（Ⓨ⾲者含

 ࠋがᇳ➹した（ࡴ

（E-mail；m-WaNa]aZa84@FiW\.iFhihara.lg.jp） 
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ᑠ学ᰯ学ᰯ学ᰯ学ᰯ学ᰯᰯ学ᰯ学 でのጼໃ教教教⫱事ᴗを経た次 のᒎ㛤

Ἑ野ۑ
うのࡇ

 ᆂ介ۑἙ野 ᆂ介ۑἙ野
けいすけ

 බ┈社ᅋ法人地域医療⯆༠会  ᆂ介 බ┈社ᅋ法人地域医療⯆༠会  ᆂ介 ┿㭯⏫国Ẹ健ᗣ保㝤診療ᡤ 

【⫼ᬒ】

ᖹ成㸰㸷年㸱月にࠕከୡ௦を包括した地域ࢣ

社会福祉ࠊ⏫㭯┿ࠊのᵓ⠏ࠖを┠ᶆに࣒ࢸスࢩ

༠㆟会ࡑࠊしてᙜ診療ᡤが୕୍యとなࡗて地

域のㄢ題にྲྀり⤌めるようࠕ地域福祉ィ⏬・地

域福祉活動ィ⏬ࠖが策定されたࠋ 

の㛫࣒ーࢤ㭯⏫の児❺は㹒㹔や┿ࠊの୰でࡑ

が全国や┴と比較してࡶከくࠊさらにయຊ 定

の成⦼が全య的にపいࡇとがㄢ題としてᣲࡆ

られているࠋ 

ጼໃのᝏさがᙳ㡪してࠊうした要ᅉの୍つにࡇ

いると⪃えられるࠋ教⫱現ሙに࠾いてࠊࡶ教⫱

ጤဨ会とᑠ学ᰯࠊ㹎㹒㸿のඹ㏻ㄆ㆑として児❺

のጼໃがᝏいというࡇとがㄢ題としてㄆ㆑さ

れているࠋ 

【┠的】

ᑠ学ᰯでጼໃ教⫱を行うࡇとでࠊ児❺ཬࡧ保護

者ࠊ教職ဨのጼໃに対するㄆ㆑を῝めࠊ児❺の

ጼໃ改ၿࠊ㌟య活動のၨⓎに⤡めࠊ健ᗣቑ進に

⧅がるࣛࣇスタࣝのぢ┤しに⧅ࡆていく

 ࠋとを┠的としたࡇ

【方法】

 ࡳ⤌りྲྀۑ

 ㄪᰝࢺーࢣンー๓のࢼ࣑ࢭ・

・教職ဨ対㇟・保健ጤဨ児❺対㇟・全ᰯ児❺ཬ 

 ー㛤ദࢼ࣑ࢭ保護者対㇟の㸱✀㢮のࡧ

 ຠᯝุ定ۑ

 ㄪᰝࢺーࢣンーᚋのࢼ࣑ࢭ・

・学ᰯ保健ጤဨ会で児❺のⓎ⾲とຠᯝุ定 

のሙのཧຍ 

・地域福祉ィ⏬・地域福祉活動ィ⏬୰㛫会 

㆟のሙでのྲྀり⤌ࡳሗ࿌ 

【⤖ᯝ】

 よりࢺーࢣン事๓ۑ

・ጼໃについての▱㆑・ព㆑が㍍ⷧࠋ 

・ጼໃがᝏい児❺ࠊ保護者がከくࠊጼໃを㉳ᅉ 

とする⭜③や⫪ࡇりの有ッ⋡が高いࠋ 

 ーᚋのຠᯝุ定ࢼ࣑ࢭۑ

・全యの㸱㸮㸣以ୖのᐙᗞでࣛࣇスタࣝの 

ぢ┤しがᅗられたࠋ 

・ᑠ学ᰯでは᪂たにጼໃ改ၿ࣒ࣛࢢࣟࣉがᑟ入 

されたࠋ 

 ㄢ題ۑ

ࠊーを㏻しࣛࢼ࣑ࢭ をぢ┤すなどࣝスタࣇ

の行動ኚᐜがᚓられたࠋまたࠊ必要なྲྀり⤌ࡳ

であるというㄆ㆑ࡶᚓられたࠋ 

しかしࠊ┠的である健ᗣቑ進に⧅がるࣛࣇス

タࡆ⧄ࣝていくためにはࠊ⥅⥆したྲྀり⤌

の現状から࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊとしていきたいがࡳ

すࡄにᑟ入するࡇとができないというㄢ題が

ᾋかୖࡧがࡗたࠋ 

【検ウㄢ題】 

㸯．⥅⥆的なྲྀり⤌ࡳとしていくにはࠊどうい

 ࠋたᕤኵができるのかࡗ

㸰．教⫱機関の介入を⪃えるୖでࠊᐇ際の現 

ሙではどういࡗたࢽーࢬやㄢ題をᢪえている

のかࠊまたどういࡗた方法であれࡤᑟ入が可能

か�ཷけるഃの視Ⅼ�ࠋ 

㸱．ጼໃや㐠動を㍈にᒎ㛤しているがࠊ児❺の

Ⓨ⫱やᑗ᮶性を⪃えるୖでࠊにどういࡗたࢸ

ー࣐の提が可能（必要）か（ఏえるഃの視Ⅼ）ࠋ

㸲．୰・高・大学⏕に対してྲྀࡶり⤌ࢇでいき

たいがࡑࠊうしたሙྜにୡ௦ࡈとにどういࡗた

ఏえてࠊまたࠋやㄢ題をᢪえているのかࢬーࢽ

いくき࣏ンࢺはどࢇなࡇとがᣲࡆられる

のかࠋ 

 ࠋうしたⅬについて検ウしていきたいࡇ

（E-mail；NHiVuNHNou@jaGHFom.jp） 
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ス࣏ー ける STEAM Ⓨ

íEdtech に してí

ᒣ⩚教ᩥۑ
やまはたかࡳࡩ

（ᰴᘧ会社FIELD OF DREAMS）ࠊ大ὠ୍⩏（᪥本ࢿ࢙ࣝ࢘スス࣏ーࢶ大学）

ᒣ⏣ᾈᖹ（ឡ▱教⫱大学）ࠊᑠᯇ健ኴ㑻（ᰴᘧ会社FIELD OF DREAMS） 

【⫼ᬒ・┠的】➨4次⏘ᴗ㠉௦はࠕศ野・

⏘ᴗとの⼥ྜ とࠖࠕビࢢࢵデータ・人ᕤ▱能ࠖ

ཬࡑࠕࡧれらの⤖ᯝ⏕ࡌる๓のないスࣆーࢻと

つᶍでの㠉᪂ࠖ で≉ᚩけられるࡇࠋれに対ᛂす

るにはࠊ「⭾大な報からఱが重せかを主体的

にุ断し䚸⮬ら問いを立ててその解決を目ᣦし䚸

者と༠働しながら᪂たな価್を⏕䜏出してい

くことのできる⬟力の⫱成」がᚲせであるとして䚸

STEAM 教⫱の㛤Ⓨがヨࡳられているࠋス࣏ーࢶ

を㏻ࡌた健ᗣ教⫱（ス࣏ーࢶ教⫱）に࠾いてࠊࡶ

᪂たな価್の出⬟力の⫱成が求められてお

りࡑࠊのためにはSTEAM教⫱に╔║した学⩦指

ᑟ㐣⛬の㛤Ⓨに期するとࢁࡇが大きいࠋ

【┠的】ス࣏ーࢶ教⫱の基┙であるᑠ・୰学ᰯ の

保健య⫱の授ᴗでのᒎ㛤を┠指してࠊ今ᅇはࡑの

ための基♏㈨ᩱをᚓるためにࠊEdtechの視Ⅼからࠊ

タ䜾ラ䜾䝡ーとศ㔝の⟬ᩘとプロ䜾ラ䝭ン䜾を

⼥合させた学⩦指ᑟ㐣⛬を㛤Ⓨしࠊタࣛࢢ ビࢢ

ーのᢏ能はࠊࢇࢁࡕࡶၥ題ゎỴスࣝ࢟ をはࡌめと

するࣛ ࣝ࢟スࣇ ᙧ成に╔┠してࠊ学⩦指ᑟ㐣⛬

の有ຠ性について検ドしたࠋ

【方法】2018 年 8 月にᮾி㒔内の᯾ᑠ学ᰯ 4
年⏕ࠥ中学ᰯ 2 年⏕までの 32 人（ᑠ学⏕ 18
人䚸中学⏕14 人）を対象に䚸1.5 日間（10 時間）

のワークシ䝵ップ（検証ᤵ業）を実施した䚹ワー

クシ䝵ップでは䚸実㊶の中で┤㠃するᇶ本型の

「1 対1」ཬ䜃「2 対2」と䚸ヨ合を定した」㞧な

せ௳に対ᛂするᛂ⏝型の「䝀ーム戦略」の 3 つ

の課題の解決を目ᣦして䚸開発した「タ䜾ラ䜾

䝡ー×⟬ᩘ・プロ䜾ラ䝭ン䜾」の学習ᣦᑟ㐣⛬

を活⏝した䚹そのには䚸学習ᣦᑟ㐣⛬のὶ

れとしては解決学習のプロセス（Ẽづく䊻見つ

ける䊻⪃える䊻⦎り上䛢る䊻⏕かす）を䚸学習

活動としては主体的・対話的で῝い学䜃を䚸ᩍ

ᮦとしては「◻┙䝀ームᩍᮦ」（ᇶ本型の課題

に対して䚸ᩘ学の✵間的・時間的ᛮ⪃を取り入

れ䚸それ䛮れの課題をಠ▔できるᨃఝ現が

ྍ⬟）お䜘䜃「◻┙䝀ーム AI ᩍᮦ」（ᛂ⏝型の

課題に対して䚸実㝿のヨ合に༶した」㞧なせ

௳を効⋡的にฎ理できるプロ䜾ラ䝭ン䜾学習が

ྍ⬟）をᑟ入した䚹また䚸学習形ែとしては䚸༠

ㄪ性を高めるために参加者を6チームにศけ䚸

実ᢏとᗙ学を⧊り䛬ながらᒎ開した䚹

【⤖ᯝ】1）5組のᚰ理的・社会的ス䜻䝹を評価す

る「ライフス䜻䝹測定ᑻ度」（40㡯目：1点：「とても

そうᛮう」ࠥ4点：「全くそうᛮ䜟ない」の4௳法）を

⏝いて䚸介入๓後の得点のኚ化を比較したとこ

䜝䚸問題解決ス䜻䝹をは䛨め全てのライフス䜻䝹

において1%Ỉ‽で᭷意に上᪼（Table）した䚹

2）タ䜾ラ䜾䝡ーのᢏ⬟については䚸プロ䜾ラ䝭ン

䜾学習๓後の実ᢏにおいて䝡䝕䜸ᙳを行い䚸

ヨ合中の動きを๓後比較した䚹ᨷᧁ⥅続ᩘやト

ライᩘ䚸タ䜾取得ᩘにおいて明らかなቑ加が䚸ス

ローフ䜷ワー䝗等の反則ᩘにおいて減ᑡが確認

され䚸タ䜾ラ䜾䝡ーのᢏ⬟向上に一定の効果が

あったことが示唆された䚹

᪂たな価್の【でのㄽⅬࣝࣈーࢸࢻン࢘ࣛ】

出⬟力の⫱成の㠃から䜏て䚸㛤Ⓨした学⩦指ᑟ

⮬యやࡑの有ຠ性についてࠊさらに究明すべき

課題について㆟ㄽするࠋ

（E-mail（E-mail（ ；t.yamaha@fieldofdreams-jp.com）t.yamaha@fieldofdreams-jp.com）t.yamaha@fieldofdreams-jp.com

Table ྛライフス䜻䝹の合計点と標‽೫ᕪ

๓ 後

問題解決 14.53 （4.34） 16.83 （4.79） 4.065 0.005**

報集 13.23（3.23） 15.31 （3.65） 3.029 0.006**

⮬ᕫ⤫ไ 12.78 （3.12） 15.29 （3.56） 3.842 0.0003***

対人関係 12.87 （3.12） 15.35（3.37） 4.392 0.0003***

共感 12.45 （3.46） 14.76（3.58） 2.984 0.0034**

合計 55.52 （14.68） 65.26 （16.61） 3.357 0.002***

点ᩘ（標‽೫ᕪ）
ライフス䜻䝹㡯目 t್ p್

**p>.001,***p>.0001

【3�】

− 174 − − 175 −



ンࣔࢥ ࣟࣉターࢡࣇࢡ る

⸩Ᏻۑ
あࢇどう

㞝୍
ࡕういࡺ

（国立保健医療科学院）ࠊ高⃝ࡳどり（༓ⴥ┴ᕷཎᕷ）ࠊ 

⏣ᮧගᖹ（東京㒔⏫⏣ᕷ保健ᡤ）ࠊ⏣野࣑ࣝ（国立保健医療科学院） 

【⥴ゝ】ࣔࢥンࣜスࢡࣇࢡターࣟࣉーࢳ

（&ommon 5iVN )aFWor $pproaFh）はࠊ㠀ឤᰁ

性ᝈ㸭⏕活⩦័病のࣜスࢡがඹ㏻している

定の≉ࠊるよりࡌᝈูに対策を講ࠊとからࡇ

ࣜスࢡ対策にࣟࣉーࢳすれࡤከくのᝈ対

策になりຠ⋡的であるという⪃え方であり>1@ࠊ

:+2 から㏆年ࡇの⪃え方を踏まえたࣛࢻ࢞

ン>2@ࡶฟされたࠋたࡇࡤ対策ではࠊᐇ㉁的に

つつあࡆ成ᯝをᣲࠊが᥇用されࢳーࣟࣉのࡇ

る>�@ࠋまた➹者らは 4 年๓の本学会に࠾いて

本ࣟࣉーࢳの୍⎔として≉定健診・≉定保健

指ᑟに歯科関連࣒ࣛࢢࣟࣉをᑟ入する方策に

ついてࣛ࢘ンࢸࢻーࣝࣈにてⓎ⾲を行ࡗた>4@ࠋ

のᴫᛕࢳーࣟࣉターࢡࣇࢡンࣜスࣔࢥ 

は少しࡎつᗈまりつつあるようにᛮえるがࠊ現

ሙのᾐ㏱などᐇ㊶的なࡇとについてはሗ

不足の状ែであるࠋ

【┠的】本Ⓨ⾲ではࠊ現状に࠾けるࣔࢥンࣜ

スࢡࣇࢡターࣟࣉーࢳの࿘▱ᗘに関する

現状評価とࠊᗄつかの事ሗ࿌を㏻ࠊࡌ本ࣉ

ࣟーࢳをຠᯝ的にᐇ㊶していくための方向性

等について༠㆟するࡇとを┠的とするࠋ 

【方法】現状評価はࣔࢥࠕࠊンࣜスࢡࣇࢡ

ターࣟࣉーࢳ 㢮ఝㄒを検⣴用ㄒとしࡧよ࠾ࠖ

て*ooglHや医୰ㄅ等で検⣴を行うࠋ 

 事についてはࠊ歯科に関連したႚ↮対策ࠊ

≉定健診・≉定保健指ᑟ等に࠾ける歯科関連ࣉ

ࠋの活用などのᐇ㊶を⤂介する࣒ࣛࢢࣟ

【⤖ᯝ】*ooglH や医୰ㄅの検⣴によりࣔࢥࠊ

ンࣜスࢡࣇࢡターࣟࣉーࢳという用ㄒは

あまりᾐ㏱していない状況でありࠊሗⓎಙ者

のከくは歯科関ಀ者であࡗたࠋ 

ᐇ㊶事についてはࠊたࡇࡤ対策が最ࡶ進ࢇ

でいる状況が❚えたࠋ健ᗣ᪥本㸰㸯（➨次）

に関するྛ✀㈨ᩱのなかでඹ㏻ࣜスࢡ対策の

⪃え方がㅻࢃれていたのはたࡇࡤ対策のࡳで

あࡗたࠋ 

たࡇࡤ以እではࠊᐇ㊶事は㇏ᐩとはゝい㞴

いがࠊ≉定健診・≉定保健指ᑟに࠾ける歯科関

連࣒ࣛࢢࣟࣉᑟ入に関するࣝࣗࢽ࣐㢮の基

┙ᩚ備が比較的進ࢇでいた>�@ࠋ 

【ㄽⅬ࠾よࡧ検ウㄢ題】

はᴫᛕࢳーࣟࣉターࢡࣇࢡンࣜスࣔࢥ・

か㸽ࠊᡓ略か㸽ࠊᡓ術か㸽ࠋ 

・᪤にᐇ㊶されている事等の☜ㄆࠋ 

・ຠᯝ的にᐇ㊶するための࣏ンࢺは㸽ࠋ 

・健ᗣ教⫱の᪂たな方法ㄽとしてⓎᒎする可能

性は㸽ࠋ 

 >1@ :aWW 5*. %ull :orlG +HalWh 2rgan. 

200��8���11-8. 

 >2@ :+2. *uiGHlinH� 6ugarV inWaNH Ior 

aGulWV anG FhilGrHn 

 >�@ ᇰᒸࠊᑠᓥ．保健医療科学 201�；�4���㸸

4��-�00． 

 >4@ Ᏻ⸨か．᪥本健ᗣ教⫱学会ㄅ� 201�；

2� 6uppl㸸11�． 

 >�@ ᪥本歯科医師会ࣈ࢙࢘サࢺ㸸ࠕ歯科ࠖ

からの࣓タ࣎対策 

（E-mail；anGo.\.aa@niph.go.jp） 
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のࢁࡇࡇࠕ ࡙くりࠖ

⏣ᰗۑ
やなࡔࡂ

⨾Ꮚ
よしࡇ

⏣野ࠊ
の ࡔ

 ᬛᏊ
とࡇࡶ

本ᗏࠊ
ࡇࡑとࡶ

ከᜨᏊ
た え ࡇ

⠛ཎࠊ
しのはら

 ᆂᏊ
けいࡇ

⏣ᕝࠊ
かࢃた

 ᬛᜨᏊ
ࡕ え ࡇ

ᕝ口ࠊ
かࡕࡄࢃ

 Ẏ
つよし

 ࠊ

㙊⏣
かまた

 ᑦᏊ
ࡇさࡦ

ΎỈࠊ
しࡎࡳ

 ὒᏊ
ようࡇ

大ὠࠊ
つ࠾࠾

大ὠࠊ⩏୍ 大ὠࠊ⩏୍ 
かࡎよし

ᐑᇛࠊ
ࡂやࡳ

 㔜
しࡌࡆ

（132法人᪥本健ᗣ教⫱士㣴成機ᵓ） 

㏆年ᡃࠊ が国ではྛ地で⅏害が㉳ࡇりࠊ

ከくの方ࠎのスࣞࢺスはീに㞴くないࠋま

たࠊᐙᗞや学ᰯや職ሙに࠾いてࡶ῝้なスࣞࢺ

スに関ࢃるၥ題がⓎ⏕しているࡇࠋのၥ題に対

ᛂすく本132法人᪥本健ᗣ教⫱士㣴成機ᵓ

（以ୗ機ᵓとする）では2018ࠊ年8月にዪᏊᰤ

㣴大学㥖㎸ࣕ࢟ンࣃスにてࠕ学ᰯ・職域・地域

に࠾けるࢁࡇࡇの健ᗣ࡙くり をࠖࢸー࣐にサ࣐

ーࢼ࣑ࢭーを㛤ദしたࠋ 

健ᗣ教⫱士としてࢁࡇࡇࠕの健ᗣ࡙く

りࠖをどのように進めていくかࡑࠊのᙺ

と可能性についてあきらかにするࠋ   

【方法】サ࣐ーࢼ࣑ࢭーでのᒎ㛤はࠊձ講演࣓ࠕ

ンタࣝࣝ࣊スとスࣞࢺスࢥーࣆンࢢ Ѝࠖղᐇ㊶

でᚰ㌟の࣐ࣟ；㊶のᐇࢢンࣆーࢥスࣞࢺスࠕ

⥭ᙇをࡄしࢁࡇࡇࠊのᏳ定とᏳらࡂをᚓるࣚ

ー࢞ーのᐇ㊶ࠖЍճࢩンࢁࡇࡇࠕ࣒࢘ࢪ࣏の健

ᗣ࡙くりࠖについて学ᰯࠊ職域ࠊ地域ูᐇ㊶ሗ

࿌Ѝմࣝࢢーู࣡ࣉーࣉࢵࣙࢩࢡ（スࣞࢺスと

       の対ฎ法について）であるࡑ

サ࣐ーࢼ࣑ࢭーを㏻してࠊཧຍ者はከ

ᵝなスࢵࣞࢺサーにẼ࡙きࢁࡇࡇࠕࠊの健ᗣ࡙

くりࠖ᥎進に向けてのព㆑を高めるࡇとが

できたࠋまたࠊ終に行ࡗたンࢣーࢺㄪ

ᰝでは4�ྡがᅇ⟅したࠋཧຍ者は健ᗣ㐠動指ᑟ

士・㐠動ᐇ㊶指ᑟ者ࠊᐇ㊶健ᗣ教⫱士・専㛛健

ᗣ教⫱士がୖを༨めていたࠋ健ᗣ教⫱士とし

てࢁࡇࡇࠕの健ᗣ࡙くり をࠖ進めるためにはど

のような能ຊが必要であるかࠊまたࠊ研修を行

⫱健ᗣ教ࠊてどのような能ຊがᚓられたのかࡗ

士の10の能ຊ（��項┠のサࣈ能ຊ）ࠖ1�と

ンࢣーࢺㄪᰝのឤから検ウしたとࠊࢁࡇឤ

の1ではࠕ現௦のⱝ者のᝎࡳからࠊ現௦社会

のㄢ題がぢえࠊㄢ題ゎỴの㞴しさは現௦社会

のࢩ࢝࣎ࢻーが必要であるࡇとをឤࡌた がࠖ

ᣲࡆられていたࡇࠋれらのᅇ⟅ෆᐜと能ຊと

の関連をぢるとࠊ能ຊϨ（ࢽーࢬの評価）の

サࣈ能ຊࠕ健ᗣをಁ進する行動とጉࡆる行動と

を༊ูする能ຊࠖや能ຊϭ（ࣜࢯースࣃーࢯ

ンとして）のサࣈ能ຊࠕ健ᗣၥ題のゎỴにຓ

を求める人とຠᯝ的なᨭ関ಀを☜立する能

ຊ 健ࠕ能ຊࣈのサ（ンࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ）Ϯࠊࠖ

ᗣ教⫱ሗを提供する際にࣛࣂࠊエࢸーにᐩ

ンの方法を㑅ᢥする能ࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥࡔࢇ

ຊࠖ等がぢられたࠋ 

】健ᗣ教⫱士はいつかࠊㄡかがࠊどࡇ

かでやࡗているࢁࡔうでなくࠊ⮬ศ⮬㌟が㡢

㢌とりをして学ᰯࠊ職ሙࠊ地域で関ಀ者をᕳ

き㎸ࢇでࢁࡇࡇࠕの健ᗣ࡙くりࠖのᐇ㊶を行

の健ࢁࡇࡇࠕࠋとが大事であるࡇるࡏࡳてࡗ

ᗣ࡙くり なࠖいしスࣞࢺス対ฎを進めるために

は健ᗣ教⫱士としてዴఱなる能ຊや⎔ቃを必

要とするか10ࠕの能ຊ とࠖの関連性を୰ᚰに

検ウするࠋ �ཧ⪃ᩥ⊩�㸸㸯�健ᗣ教⫱士のた

めの10の能ຊࠊ᪥本健ᗣ教⫱学会ࣝ࣊ࠊス

エデࣗࢣーターの㣴成と研修ጤဨ会，1��8.

8.20 （E-mail；\oB\anagiGa@\ahoo.Fo.jp）

会ဨ␒ྕ㸸1018 
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 第 28 回日本健康教育学会学術大会
協賛企業・団体 一覧

株式会社医学書院

医歯薬出版株式会社

サンスター株式会社

株式会社ジーシー

昭和薬品化工株式会社

特定非営利活動法人日本成人病予防協会

公益財団法人新潟県歯科保健協会

ライオン株式会社

ご協賛いただきました企業・団体の皆様に深く感謝申し上げます。

（50 音順、敬称略、2019 年 6 月 11 日現在）




